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は  じ  め  に

　今日、少子高齢化や人口流出、基幹産業である農林水産業の衰退など

極めて厳しい状況が続いていますが、全国の町村では、自主的、主体的

にそれぞれの地域の特性を最大限活かしながら、創造的なまちづくりに、

日々取り組んでいます。

　また近年、都市部の若者を中心に農山漁村への関心が高まっていると

ともに、都市住民が各地域に移り住む「ふるさと回帰」や「田園回帰」

の動きも顕著にあらわれつつあります。

　この度、刊行いたしました「町村の施策事例集Ⅳ」は、全国の町村が

取り組んでいる、移住・定住対策や高齢者福祉施策、地場産業の育成な

ど意欲が溢れ魅力の詰まった58事例を紹介しております。

　これらの施策事例は、平成24年度から25年度にかけて各町村が、最も

注力した地域活性化策等を全国町村会の機関誌「町村週報」に現地レポー

トとして掲載したものです。町村長をはじめとして職員の方々に、小さ

いながらも訪れてみたい、そして住んでみたい、そんなキラリと光り、

強く、しなやかな故郷（町村）を目指して取り組んでいる様々な施策が

成立に至るまでの経緯や苦心談、将来の課題や展望などについてご執筆

頂いております。

　各位におかれましては、是非ともご一読頂き、各地域の宝や日本人が

持つ素晴らしい技や技術、底力を見つけて頂くとともに、全国の町村が

日々奮闘している地域活性化に向けた真摯な取り組みに、ご理解とご協

力賜りますようお願い申し上げます。

　併せて、この「施策事例集Ⅳ」が各地域においてまちづくりを進めて

いこうとする関係者の皆様方の新たな気づき（ご参考）となれば幸いで

す。

　最後に、本書の刊行にあたり、多大なご協力をいただきました関係者

の皆様方に心より御礼申し上げます。

平成27年３月

� 全国町村会長 　

� 藤原 忠彦
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町
（
く
ま
と
り
ち
ょ
う
）

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

～
子
育
て
を
応
援
す
る
人
が
た
く
さ
ん
暮
ら
す
ま
ち
～

63

和
歌
山
県

有
田
川
町
（
あ
り
だ
が
わ
ち
ょ
う
）

有
田
川
町　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
」

本
の
あ
る
カ
フ
ェ
＋
ま
ん
が
館
＋m

ini

博
物
館

67

鹿
児
島
県

肝
付
町
（
き
も
つ
き
ち
ょ
う
）

歴
史
と
未
来
が
融
合
す
る
町
、
肝
付
町

71

３
．
農
林
水
産
業
振
興
、
地
域
産
業
育
成
、
起
業
・
就
業
促
進　
関
連
施
策

北
海
道

幌
加
内
町
（
ほ
ろ
か
な
い
ち
ょ
う
）

日
本
一
の
そ
ば
の
里
づ
く
り

75

山
形
県

朝
日
町
（
あ
さ
ひ
ま
ち
）

り
ん
ご
に
こ
だ
わ
っ
た
町
づ
く
り

～
小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦
～

79

山
形
県

鮭
川
村
（
さ
け
が
わ
む
ら
）

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

～
み
ん
な
で
作
る
「
む
ら
」
づ
く
り
～

83

福
島
県

西
郷
村
（
に
し
ご
う
む
ら
）

こ
だ
わ
り
産
品
と
異
業
種
人
“
財
”
活
用
で
活
性
化

～
「
に
し
ご
う
村
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組
み
～

86

神
奈
川
県

二
宮
町
（
に
の
み
や
ま
ち
）

二
宮
ブ
ラ
ン
ド
で
産
業
振
興

～
農
業
再
生
に
向
け
た
オ
リ
ー
ブ
栽
培
へ
の
取
り
組
み
～

90

岐
阜
県

輪
之
内
町
（
わ
の
う
ち
ち
ょ
う
）

「
輪
之
内
ブ
ラ
ン
ド
」
構
築
に
む
け
て

～
「
食
」
を
通
じ
た
２
つ
の
取
組
～

94

岐
阜
県

白
川
町
（
し
ら
か
わ
ち
ょ
う
）

「
水
源
の
里
の
恵
み
い
っ
ぱ
い　

活
力
み
な
ぎ
る
人
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち　

美
濃
白
川
」

～
白
川
町
第
５
次
総
合
計
画
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
～

98

兵
庫
県

多
可
町
（
た
か
ち
ょ
う
）

多
可
町
の
魅
力
「
ま
ち
・
ひ
と
・
も
の
」
を
大
発
信
！

～
「
Ｆ
Ｂ
良
品
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
と
「
お
見
合
い
大
作
戦
」
～

102

島
根
県

美
郷
町
（
み
さ
と
ち
ょ
う
）

産
業
創
造
と
活
力
創
出
「
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
」

106

愛
媛
県

愛
南
町
（
あ
い
な
ん
ち
ょ
う
）

次
世
代
に
水
産
業
を
伝
え
る
た
め
に

～
愛
南
町
の
水
産
振
興
～

110

高
知
県

本
山
町
（
も
と
や
ま
ち
ょ
う
）

西
日
本
で
生
産
さ
れ
た
お
米
が
日
本
一
に

「
土
佐
天
空
の
郷
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
地
域
活
性
化

114



４
．
自
然
・
環
境
・
衛
生
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー　
関
連
施
策

群
馬
県

み
な
か
み
町
（
み
な
か
み
ま
ち
）

水
を
守
り
森
林
を
育
む
利
根
川
源
流
の
町

～
関
東
の
水
瓶
を
自
負
し
て
～

118

東
京
都

大
島
町
（
お
お
し
ま
ま
ち
）

島
の
価
値
・
魅
力
の
再
発
見
と
新
た
な
観
光
地
づ
く
り
へ
の
胎
動

～
伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク
と
観
光
特
派
員
の
と
り
く
み
～

122

山
梨
県

市
川
三
郷
町
（
い
ち
か
わ
み
さ
と
ち
ょ
う
）

町
営
温
泉
「
つ
む
ぎ
の
湯
」
を
活
用
し
た
節
電
・
外
出
支
援
事
業

～
家
庭
の
節
電
と
高
齢
者
の
積
極
的
な
外
出
促
進
を
サ
ポ
ー
ト
～

126

長
野
県

山
ノ
内
町
（
や
ま
の
う
ち
ま
ち
）

地
域
特
有
の
自
然
資
源
（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

～
「
エ
コ
の
ま
ち
」「
元
気
活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
～

131

静
岡
県

東
伊
豆
町
（
ひ
が
し
い
ず
ち
ょ
う
）

豊
か
な
自
然
と
文
化
が
調
和
す
る
ま
ち

135

５
．
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
（
ご
当
地
フ
ェ
ス
タ
）、
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム　
関
連
施
策

秋
田
県

上
小
阿
仁
村
（
か
み
こ
あ
に
む
ら
）

現
代
ア
ー
ト
と
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り

139

栃
木
県

益
子
町
（
ま
し
こ
ま
ち
）

「
土
祭
」
か
ら
始
め
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

～
風
土
と
工
芸
、
人
と
暮
ら
し
の
魅
力
を
形
に
～

142

群
馬
県 

神
流
町
（
か
ん
な
ま
ち
）

神
流
マ
ウ
ン
テ
ン
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク

～
少
子
高
齢
化
日
本
一
の
町
が
創
っ
た
日
本
一
の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
～

147

千
葉
県

東
庄
町
（
と
う
の
し
ょ
う
ま
ち
）

「
歴
史
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
・
観
光
事
業
」
の
取
り
組
み

～
「
天
保
水
滸
伝
」
お
ら
が
町
の
物
語
～

151

新
潟
県

関
川
村
（
せ
き
か
わ
む
ら
）

村
民
融
和
の
む
ら
づ
く
り

「
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」

155

京
都
府

笠
置
町
（
か
さ
ぎ
ち
ょ
う
）

笠
置
フ
ァ
ン
獲
得
へ
！

～
全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
の
取
組
み
～

159

鳥
取
県

伯
耆
町
（
ほ
う
き
ち
ょ
う
）

全
国
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
の
祭
典
「
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
」
の
試
み

～
食
と
交
流
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
向
け
て
～

162

広
島
県

安
芸
太
田
町
（
あ
き
お
お
た
ち
ょ
う
）

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
と
地
域
振
興

～
「
ひ
と
・
森
・
癒
し 

安
芸
太
田
」 

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
ま
ち
～

165

長
崎
県

波
佐
見
町
（
は
さ
み
ち
ょ
う
）

産
業
体
験
型
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

～
来き

な
っ
せ　

や
き
も
の
と
自
然
あ
ふ
れ
る
波は

佐さ

見み

へ
～

170

宮
崎
県

国
富
町
（
く
に
と
み
ち
ょ
う
）

「
真
冬
の
た
な
ば
た
」
及
び
「
光
り
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
事
業

国
富
町
21
世
紀
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム　

ま
ち
づ
く
り
の
希
望
の
光
と
し
て
輝
く
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

174



草
津
町
特
別
編

草
津
町
の
国
際
交
流
行
動

６
．
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
協
働
、
防
災
危
機
管
理　
関
連
施
策

北
海
道

東
神
楽
町
（
ひ
が
し
か
ぐ
ら
ち
ょ
う
）

み
ん
な
で
築
く
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

～
『
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
』
と
『
地
区
別
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
～

177

石
川
県

能
登
町
（
の
と
ち
ょ
う
）

地
域
に
埋
も
れ
た
資
源
に
光
を
当
て
、
地
域
主
導
型
の
公
民
館
活
動
の
展
開

～
能
登
町
公
民
館
特
色
あ
る
活
動
事
業
を
通
じ
て
～

181

長
野
県

高
森
町
（
た
か
も
り
ま
ち
）

高
森
町
の
「
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
」「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

～
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
～

185

三
重
県

大
紀
町
（
た
い
き
ち
ょ
う
）

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

～
津
波
災
害
か
ら
生
命
を
守
る
「
錦
タ
ワ
ー
」
～

189

兵
庫
県

福
崎
町
（
ふ
く
さ
き
ち
ょ
う
）

柳
田
國
男
に
学
ぶ　

福
崎
町

～
「
自
律
（
立
）
の
ま
ち
づ
く
り
」
交
付
金
事
業
～

193

奈
良
県

高
取
町
（
た
か
と
り
ち
ょ
う
）

シ
ニ
ア
世
代
が
光
り
輝
く
町

196

熊
本
県

津
奈
木
町
（
つ
な
ぎ
ま
ち
）

ア
ー
ト
を
生
か
し
た
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
町
づ
く
り

199

宮
崎
県

三
股
町
（
み
ま
た
ち
ょ
う
）

花
と
緑
と
水
の
ま
ち

202

７
．
町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
施
策

北
海
道

東
川
町
（
ひ
が
し
か
わ
ち
ょ
う
）

「
国
道
、
鉄
道
、
上
水
道
」
が
な
い
が
「
北
海
道
」
が
あ
る

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
「
ひ
が
し
か
わ
株
主
制
度
」
～
「
写
真
の
町
」
東
川
町

206

青
森
県

外
ヶ
浜
町
（
そ
と
が
は
ま
ま
ち
）

「
風
の
岬
・
龍
飛
」
で
の
挑
戦

～
津
軽
半
島 

彩 

北
端 

龍
飛
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
事
業
～

210

三
重
県

菰
野
町
（
こ
も
の
ち
ょ
う
）

自
然
と
調
和
し
た
ま
ち　

持
続
可
能
な
ま
ち　

菰
野
町

213

岡
山
県

矢
掛
町
（
や
か
げ
ち
ょ
う
）

旧
山
陽
道
宿
場
町　

矢
掛
町　

ブ
ラ
ン
ド
化
と
地
域
活
性

216

熊
本
県

芦
北
町
（
あ
し
き
た
ま
ち
）

「
個
性
の
光
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

～
す
べ
て
は
21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
～

219

※
一
部
文
中
の
日
付
・
数
値
、
記
述
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
則
と
し
て
「
町
村
週
報
」
掲
載
時
点
の
も
の
で
す
が
、
最
新
の
デ
ー
タ
に
修
正
し
た
箇
所
が
あ
り
ま
す
。



1

色
麻
町
の
概
要

色
麻
町
は
、
宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
北
西

部
、
仙
台
市
か
ら
北
へ
約
30
㎞
に
位
置
し
、

人
口
７
、４
０
０
人
余
り
の
典
型
的
な
農
業

の
町
で
す
。

地
形
は
、
東
西
に
長
く
（
約
24
㎞
）
南

北
に
狭
い
（
約
５
㎞
）
く
さ
び
形
で
、
総
面

積
は
、
１
０
９
・
23
㎢
。
町
の
西
部
に
は
奥

羽
山
系
に
属
す
る
秀
峰
・
船
形
山
や
前
船
形

山
な
ど
が
山
岳
地
帯
を
形
成
し
、
四
季
折
々

に
美
し
い
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

色
麻
町
の
歴
史
は
古
く
、
前
方
後
円
墳

や
円
墳
、
さ
ら
に
は
群
集
墳
な
ど
学
術
的
に

も
貴
重
な
遺
跡
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
又
、「
続
日
本
紀
」
に
も
色
麻
に
つ
い

て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
原
始
･
古

代
を
通
じ
て
こ
の
地
が
、
政
治
・
文
化
の
中

心
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

色
麻
町
で
は
、
暮
ら
し
の
中
に
支
え
合

い
の
精
神
が
今
な
お
息
づ
く
、
良
い
意
味
で

の
「
イ
ナ
カ
」
な
と
こ
ろ
が
本
町
の
最
大
の

魅
力
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
全
体
に
求

め
ら
れ
る
新
し
い
価
値
と
捉
え
、
平
成
23
年

３
月
に
策
定
し
た
第
四
次
長
期
総
合
計
画
で

「
イ
ナ
カ
の
良
さ
、
強
さ
、
美
し
さ
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

町
民
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
く
町
を
訪
れ
る

人
に
と
っ
て
も
心
地
よ
さ
が
体
感
で
き
る
町

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
定
住
化

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
社
会
の

到
来
に
よ
り
本
町
で
も
人
口
減
少
が
進
ん
で

お
り
、
人
口
増
を
伴
う
少
子
化
対
策
が
重
要

と
捉
え
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
保
育
環
境
や
学
童
保
育

の
充
実
、
中
学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
を
無
料

イ
ナ
カ
の
良
さ
、強
さ
、美
し
さ
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

～
定
住
化
施
策
と
低
炭
素
型
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
の
推
進
～

宮城県 色
し か

麻
ま

町
ち ょ う

色麻町

現 地 レ ポ ー ト

「かっぺいくん」

ご当地キャラクター

▲

地域の活性化が期待される地域活性化住宅
移住・定住・交流人口促進、

空き家・空き店舗活用　関連施策
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移住・定住・交流人口促進、空き家・空き店舗活用　関連施策

化
す
る
な
ど
、
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て

様
々
な
支
援
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
に
は
、
小
学
生
以
下
の
お
子
様

を
お
持
ち
の
町
外
在
住
者
に
限
定
し
、
運
動

会
な
ど
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
道
路
清
掃
な

ど
地
区
や
町
の
行
事
に
積
極
的
に
参
画
す
る

こ
と
な
ど
を
入
居
条
件
と
し
た
ハ
イ
グ
レ
ー

ド
賃
貸
住
宅
を
30
戸
整
備
し
、
近
傍
家
賃
価

格
の
半
額
程
度
で
賃
貸
す
る
地
域
活
性
化
住

宅
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
募
集
と
ほ
ぼ
同
時

に
満
室
と
な
り
、
若
い
夫
婦
世
帯
30
世
帯
が

入
居
し
ま
し
た
。
入
居
者
総
数
は
１
０
６
人
、

そ
の
う
ち
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
46
人
と

な
っ
て
お
り
、
地
区
や
町
の
行
事
に
参
画
す

る
こ
と
な
ど
を
入

居
条
件
と
し
て
い

る
こ
と
や
、
若
い

夫
婦
世
帯
が
入
居

し
た
こ
と
か
ら
、

地
区
や
学
校
の
活

性
化
に
一
定
の
成

果
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
３
年
が
経

過
し
子
ど
も
た
ち

の
数
も
10
名
増
え

56
人
と
な
り
、
さ

ら
な
る
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
す
。

定
住
化
施
策

の
第
２
弾
と
し
て
、

平
成
23
年
度
に
は
、

町
有
地
を
無
償
譲

渡
す
る
定
住
促
進

団
地
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

地
域
活
性
化
住
宅
事
業
の
入
居
条
件
と
同
様

に
、
小
学
生
以
下
の
お
子
様
を
お
持
ち
の
町

外
在
住
者
で
、
地
区
や
町
の
行
事
に
積
極
的

に
参
画
す
る
こ
と
な
ど
の
ほ
か
に
、
無
償
賃

貸
契
約
し
た
町
有
地
に
２
年
以
内
に
住
宅
を

建
築
し
、
８
年
間
住
め
ば
そ
の
土
地
を
無
償

で
譲
渡
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
町
営
住
宅

跡
地
に
一
区
画
１
０
０
坪
程
度
の
宅
地
を
６

区
画
造
成
し
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
25
年

度
ま
で
に
全
区
画
に
住
宅
が
建
築
さ
れ
、
入

居
者
数
は
23
名
で
そ
の
内
子
ど
も
の
数
は
12

名
と
な
り
、
地
域
活
性
化
住
宅
と
同
様
に
地

域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

無
線
に
よ
る
情
報
通
信
施
設

の
整
備

本
町
で
は
、
昭
和
30
年
代
よ
り
地
域
内

電
話
で
あ
る
有
線
放
送
設
備
を
整
備
し
、
電

話
機
能
に
加
え
、
行
政
・
防
災
情
報
な
ど
幅

広
い
広
報
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
平

成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
電
気
、
水
道
、
通
信
等
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
未
曾
有
の
被
害
を
被
る
中
、
本

町
の
有
線
放
送
設
備
は
、
町
内
の
有
効
な
情

報
伝
達
手
段
と
し
て
住
民
同
士
の
情
報
交
換

や
災
害
情
報
を
昼
夜
を
問
わ
ず
発
信
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
役
場
内
の
自
動
放
送

装
置
な
ど
の
有
線
放
送
設
備
は
老
朽
化
が
進

み
、
ア
ナ
ロ
グ
の
た
め
定
期
的
に
交
換
が
必

要
と
な
る
部
品
も
既
に
製
造
中
止
と
な
っ
て

◀
定
住
促
進
団
地

◀
地
域
活
性
化
住
宅
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お
り
、
充
分
な
維
持
管
理
が
難
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
総
務
省
及
び
防
衛
省
の

補
助
事
業
を
導
入
し
た
新
た
な
情
報
通
信
施

設
を
整
備
し
、
町
民
へ
の
行
政
・
災
害
時
な

ど
の
情
報
伝
達
手
段
を
確
保
し
、
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
た
に
整
備
す
る
情
報
通
信
施
設
は
Ｗ

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
と
呼
ば
れ
る
高
速
無
線
通
信
の
基

地
局
を
町
内
６
カ
所
に
設
置
し
、
町
内
全
域

で
無
線
通
信
が
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
も
の
で
、
各
世
帯
や
行
政
区
長
、
消

防
団
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
Ｉ
Ｐ
端
末
を

配
備
し
、
電
話
機
能
や
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
は
じ
め
、
国
や
県
、

町
か
ら
の
情
報
を
瞬
時
に
住
民
に
届
け
る
も

の
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
災
害
な
ど
で
Ｎ
Ｔ

Ｔ
な
ど
の
通
信
事
業
者
の
回
線
が
断
線
し
て

も
町
内
で
の
通
信
は
確
保
さ
れ
る
町
独
自
の

無
線
網
で
す
。
総
務
省
の
補
助
で
整
備
し
て

い
る
６
カ
所
の
基
地
局
と
役
場
庁
舎
内
の
セ

ン
タ
ー
設
備
は
完
成
し
、
公
共
施
設
や
地
区

集
会
所
等
に
設
置
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や

Ｉ
Ｐ
端
末
に
つ
い
て
は
防
衛
省
の
補
助
に
よ

り
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
ご
家
庭
に
配
備
す
る
Ｉ
Ｐ
端
末
に
つ

い
て
は
、
防
衛
省
の
補
助
に
よ
り
、
平
成
25
、

26
年
度
の
２
カ
年
で
全
世
帯
に
順
次
配
備
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
住
民
の
皆
様
へ
の
供

用
は
平
成
27
年
度
か
ら
開
始
す
る
予

定
で
す
。

こ
の
情
報
通
信
施
設
は
、
Ｗ
Ｉ

Ｍ
Ａ
Ｘ
と
呼
ば
れ
る
周
波
数
２
・
５

ギ
ガ
帯
の
電
波
に
よ
り
町
全
域
を
無

線
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
も
の
で
す

が
、
無
線
局
の
免
許
を
取
得
し
運
用

す
る
も
の
で
、
総
務
省
に
よ
る
と
自

治
体
が
こ
の
よ
う
な
施
設
を
整
備
す

る
の
は
、
全
国
的
に
初
め
て
の
ケ
ー

ス
に
な
る
よ
う
で
す
。
音
声
の
み
な

ら
ず
、
映
像
に
よ
る
双
方
向
の
情
報

通
信
が
可
能
に
な
る
た
め
、
今
後
は
、

福
祉
分
野
や
農
業
分
野
な
ど
様
々
な

分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

将
来
的
な
活
用
方
策
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築
が
必

要
に
な
る
こ
と
か
ら
計
画
的
に
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
事
業

色
麻
町
に
は
昭
和
40
年
代
に
立
地
し
た

採
卵
鶏
飼
育
数
２
５
０
万
羽
の
大
規
模
農
場

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
農
場
か
ら
２
０
０
ｔ
／

◀
役
場
庁
舎
屋
上
に
設
置
さ
れ
た
W
I
M
A
X
基
地
局

◀
W
I
M
A
X
基
地
局
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日
（
７
３
、０
０
０
ｔ
／
年
）
の
鶏
糞
が
恒

常
的
に
発
生
し
、
事
業
者
は
堆
肥
化
し
販
売

す
る
こ
と
で
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
処
理
量

が
膨
大
な
た
め
新
た
な
処
分
方
法
を
模
索
し

て
お
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
広
域
停
電
は
本

町
全
域
で
５
日
～
７
日
間
に
お
よ
び
、
生
活

家
電
が
使
え
な
く
な
る
に
止
ま
ら
ず
、
電
話
、

テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
ず
情
報
入
手
が

困
難
に
な
っ
た
こ
と
や
、
上
下
水
道
が
使
用

不
能
に
な
り
、
住
民
の
生
活
に
多
大
な
支
障

を
き
た
し
ま
し
た
。
特
に
高
齢
者
、
病
院
入

院
患
者
、
腎
臓
透
析
患
者
な
ど
の
社
会
的
弱

者
に
と
っ
て
は
生
命
に
関
わ
る
深
刻
な
状
況

に
陥
り
ま
し
た
。
今
回

の
震
災
と
震
災
に
伴
う

原
発
事
故
を
経
験
し
、

電
気
を
確
保
す
る
こ
と

が「
住
民
の
命
を
守
る
」

と
い
う
行
政
の
第
一
義

の
目
的
の
た
め
に
不
可

欠
で
あ
り
、
化
石
燃
料

や
原
発
に
頼
ら
な
い
電

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保

す
る
必
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
大
規
模

農
場
か
ら
発
生
す
る
鶏

糞
の
新
た
な
活
用
方
法

と
し
て
鶏
糞
を
原
料
に

メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ

せ
発
電
し
、
農
場
や
一

般
家
庭
等
に
電
気
を
供

給
す
る
と
い
う
構
想
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
ｔ
／
日
の
鶏
糞
を
処
理
す
る
こ
と
で
、

時
間
当
た
り
２
、０
０
０
kw
の
電
力
が
発
電

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
全
世
帯
（
２
０
０
０
世

帯
）
の
電
力
消
費
量
を
超
え
る
発
電
量
で
、

町
内
公
共
施
設
や
一
般
家
庭
等
に
供
給
さ
れ

れ
ば
「
電
力
の
地
産
地
消
」
に
な
り
「
地
域

か
ら
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
」
を
推
進
す
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
鶏
糞
は
、
メ
タ
ン
ガ

ス
発
生
量
の
多
い
未
利
用
資
源
で
す
が
こ
れ

ま
で
メ
タ
ン
発
酵
に
利
用
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
鶏
糞
は
窒
素
分
を
多
く
含
む
た
め
に
メ

タ
ン
発
酵
の
阻
害
物
質
で
あ
る
ア
ン
モ
ニ
ア

が
発
生
し
メ
タ
ン
発
酵
を
阻
害
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
従
来
の
メ
タ
ン
発
酵
は
水
を

加
え
ア
ン
モ
ニ
ア
を
希
釈
す
る
方
法
し
か
な

い
た
め
、
ガ
ス
を
採
っ
た
後
の
残
渣
液
の
処

理
に
大
き
な
経
費
が
必
要
と
な
り
普
及
の
足

か
せ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
鶏
糞
か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
を

除
去
し
メ
タ
ン
発
酵
し
残
渣
液
も
極
わ
ず
か

に
な
る
技
術
が
開
発
さ
れ
実
用
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
で
は
、「
安
心
安
全
な
町
づ
く
り

の
推
進
」
と
、「
地
域
か
ら
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
を
推
進
」
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
発
電
を
軸
に
、
前
述
の
Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
技
術

に
よ
る
町
全
域
を
無
線
に
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
す
る
情
報
通
信
施
設
事
業
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
世
帯
等
の
電
力
消
費

量
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
こ
と
か
ら
、
低
炭
素
型
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
の
可
能
性
ま
で
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
住
民
代
表
、
関
係
企
業
、

農
業
協
同
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
東
北
大
学
、

県
、
町
か
ら
な
る
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

特
区
地
域
協
議
会
を
組
織
し
、
農
林
水
産
省

の
補
助
に
よ
り
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
事
業
の
調
査
業
務
を
行
い
ま
し
た
。
平
成

25
年
度
に
は
基
本
計
画
か
ら
実
施
設
計
ま
で

策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
予
測
不
可

能
な
こ
と
が
お
こ
り
う
る
こ
と
に
地
方
自
治

体
も
備
え
る
べ
く
、
住
民
や
議
会
、
更
に
は

民
間
企
業
と
手
を
携
え
て
、
重
層
的
な
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

色
麻
町
長　

伊
藤　

拓
哉

（
平
成
25
年
３
月
４
日
付
第
2
8
3
1
号
）

▲

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
特
区
地
域
協
議
会
に
よ
る
先
進
事
例
調
査
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小
坂
町
の
概
要

小
坂
町
は
、
秋
田
県
の
北
東
端
、
北
東

北
三
県
（
秋
田
県
・
青
森
県
・
岩
手
県
）
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、
気
候
は
山
間

盆
地
特
有
の
内
陸
型
で
、
積
雪
寒
冷
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
土
の
約
７
割
が

森
林
で
あ
り
、
多
く
が
国
有
林
で
占
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
町
の
中
央
部
に
は
米
代
川
の
支

流
で
あ
る
小
坂
川
が
流
れ
、
北
東
部
に
は
国

の
特
別
名
勝
・
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
の
十
和
田
湖

が
あ
り
、
日
本
で
も
有
数
の
自
然
に
恵
ま
れ

た
地
域
で
す
。

面
積
は
、
明
治
4
年
の
廃
藩
置
県
以
来
、

境
界
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
十
和
田
湖
の

境
界
が
平
成
20
年
12
月
に
決
定
し
、
現
在
は

2
0
1
・
95
㎢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
背
景
：
鉱
山
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
町

当
町
は
、
文
久
元
年
（
1
8
6
1
年
）

に
小
坂
鉱
山
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
経
済
や

文
化
も
鉱
山
産
業
と
と
も
に
発
展
し
、
明
治

初
期
よ
り
鉱
山
の
町
と
し
て
の
歴
史
を
歩
ん

で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
60
年
代
の
急
激

な
円
高
や
鉱
量
の
枯
渇
等
に
よ
り
、
小
坂
町

内
の
鉱
山
は
統
廃
合
や
閉
山
が
相
次
ぎ
、
小

坂
町
の
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

現
在
は
、
古
く
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
鉱

業
技
術
を
活
用
し
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
産
業

へ
転
換
が
図
ら
れ
、
世
界
的
視
野
で
の
資
源

循
環
型
産
業
と
し
て
、
発
展
を
続
け
て
い
ま

す
。今

の
小
坂
町
が
誕
生
す
る
ま
で
に
は
、
明

治
21
年
の
市
町
村
合
併
で
小
坂
村
と
小
坂
鉱

山
が
合
併
し
て
小
坂
村
に
な
り
、
大
正
３
年

大
自
然
と
明
治
の
風
景
に
彩
ら
れ
た
ま
ち

小
坂
町

～「
明
治
百
年
通
り
に
ぎ
わ
い
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
推
進
に
む
け
て
～

秋田県  小
こ

坂
さ か

町
ま ち

小坂町

現 地 レ ポ ー ト

小坂町町章

▲

新緑の十和田湖
移住・定住・交流人口促進、

空き家・空き店舗活用　関連施策



6　町村の施策事例集Ⅳ

移住・定住・交流人口促進、空き家・空き店舗活用　関連施策

に
町
制
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
30
年
の

市
町
村
合
併
で
小
坂
町
と
七
滝
村
が
合
併
し

て
新
た
な
“
小
坂
町
”
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
47
年
に
当
時
の
十
和
田

町
、
花
輪
町
、
尾
去
沢
町
、
八
幡
平
村
と
の

市
町
村
合
併
（
現
鹿
角
市
）
や
、
平
成
15
年

の
鹿
角
市
や
大
館
市
と
の
市
町
村
合
併
が
検

討
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
合
併
し
な
い

こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。
現
在

は
鉱
山
の
歴
史
・
文
化
が
息
づ

く
町
と
し
て
の
特
色
を
活
か
し
、

さ
ら
な
る
発
展
に
取
り
組
ん
で

ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
力
を

入
れ
て
き
た
の
が
国
指
定
重
要

文
化
財
で
あ
る
“
康
楽
館
”
や
“
小
坂
鉱
山

事
務
所
”
等
の
歴
史
的
建
築
物
の
保
存
活
用

で
す
。
明
治
時
代
の
小
坂
町
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
町
民
が
手
作
り
で
整
備
し
て
き
た
“
明
治

百
年
通
り
”
は
、
鉱
山
文
化
が
も
た
ら
し
た

歴
史
文
化
と
、
季
節
ご
と
の
美
し
い
花
々
な

ど
の
自
然
と
が
調
和
し
た
癒
し
の
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
13
年
度
に
は
環
境
省

か
ら
“
か
お
り
風
景
1
0
0
選
”
に
平

成
17
年
度
に
は
国
土
交
通
省
よ
り
都
市

景
観
大
賞
“
美
し
い
ま
ち
な
み
賞
”
さ

ら
に
平
成
18
年
度
に
は
町
民
が
手
作
り
で
取

り
組
ん
で
き
た
事
業
が
評
価
さ
れ
国
土
交
通

省
か
ら
“
手
づ
く
り
郷
土
賞
［
地
域
整
備
部

門
］”
を
受
賞
し
ま
し
た
。

交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
課
題

現
在
の
小
坂
町
は
産
業
構
造
の
変
化
に

よ
り
労
働
者
層
が
減
少
し
、
町
の
定
住
人
口

が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
住
人

口
を
基
本
と
し
て
町
の
振
興
策
を
考
え
る
こ

と
は
非
常
に
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

既
存
の
観
光
資
源
で
あ
る
国
立
公
園
“
十

和
田
湖
”
や
国
指
定
重
要
文
化
財
の
“
康
楽

館
”“
小
坂
鉱
山
事
務
所
”
を
核
と
し
て
観

光
に
よ
る
町
内
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て

き
ま
し
た
が
、
国
内
全
体
に
未
曾
有
の
被
害

を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
等
に

よ
り
交
流
人
口
は
大
き
く
落
ち
込
み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
、地
域
の
雇
用
・
経
済
活
動
に
結
び
つ

け
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◀
明
治
41
年
頃
の
小
坂
町
全
景

◀
町
民
が
手
作
り
で
整
備
し
て
き
た「
明
治
百
年
通
り
」

▲「康楽館」和洋折衷の木造芝居小屋としては日本最古

▲明治38年に建設された「小坂鉱山事務所」
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旧
小
坂
鉄
道
の
利
活
用
を
核
と

し
た
新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
へ

小
坂
鉄
道
は
明
治
41
年
に
大
館
・
小
坂

間
に
全
長
22
・
3
㎞
で
開
通
し
、
明
治
42
年

に
は
小
坂
鉄
道
株
式
会
社
の
発
足
と
と
も
に

一
般
運
輸
営
業
が
開
始
さ
れ
、
鉱
山
の
発
展

と
と
も
に
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
車
社
会
の
到
来
と
と
も
に
利

用
者
が
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
永
年
に
わ

た
り
地
元
住
民
の
交
通
手
段
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
旅
客
部
門
が
平
成
6
年
9
月
30
日

に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
開
業
1
0
0

年
の
節
目
と
な
る
平
成
20
年
に
貨
物
の
運
行

が
休
止
と
な
り
、
つ
い
に
平
成
21
年
4
月
1

日
を
も
っ
て
、
そ
の
長
い
歴
史

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

町
は
平
成
21
年
4
月
1
日

で
廃
線
が
見
込
ま
れ
た
時
点
で

小
坂
鉄
道
を
新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
検
討

を
始
め
ま
し
た
。
平
成
20
年
12

月
に
小
坂
鉄
道
利
活
用
庁
内
検

討
会
議
を
発
足
さ
せ
、
平
成
21

年
3
月
に
は
調
査
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。
調
査
報
告

書
で
は
、
鉄
道
試
験
線
と
し
て

の
利
活
用
が
望
ま
し
い
と
な
り

ま
し
た
が
、
実
現
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
も
沿
線

で
隣
接
す
る
大
館
市
と
も
協
議

を
行
い
な
が
ら
模
索
を
続
け
、

平
成
23
年
3
月
に
は
“
旧
小
坂

駅
保
存
活
用
基
本
計
画
報
告

書
”
を
作
成
、
さ
ら
に
見
直
し

を
図
り
平
成
23
年
10
月
に
は
今

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
原
形
と
な

る
“
明
治
百
年
通
り
に
ぎ
わ
い

創
出
基
本
計
画
書
”
の
完
成
に

至
り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
を
基
に
し
た
交

流
人
口
の
拡
大
へ
向
け
て
、
平

成
24
年
4
月
か
ら
役
場
の
観
光

産
業
課
へ
新
た
に
“
に
ぎ
わ
い

創
出
班
”
を
創
設
し
、
課
題
解

決
へ
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
か

ら
一
部
先
行
し
て
整
備
が
始

ま
っ
た
国
の
交
付
金
事
業
で
あ

る
“
都
市
再
生
整
備
事
業
”
に

追
加
す
る
形
で
ソ
フ
ト
面
で
の

充
実
化
を
図
り
、
最
終
的
に
既
存
の
観
光
資

源
と
旧
小
坂
鉄
道
の
観
光
活
用
を
組
み
合
わ

せ
た
“
明
治
百
年
通
り
に
ぎ
わ
い
創
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
”
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
24
年
12

月
25
日
に
実
施
さ
れ
た
秋
田
県
知
事
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
計
画
が
認
定
さ

れ
、
県
の
交
付
金
事
業
の
“
秋
田
県
市
町
村

未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
”
と
し
て
支

援
が
決
ま
り
ま
し
た
。
都
市
再
生
整
備
事
業

と
合
わ
せ
て
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度

ま
で
の
５
年
間
で
鉄
道
関
連
施
設
を
中
心
と

し
た
観
光
資
源
の
整
備
を
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
ま
す
。

旧
小
坂
鉄
道
を
活
用
し
て
　
　

体
験
型
交
流

廃
線
と
な
っ
た
小
坂
鉄
道
は
愛
好
家
等

に
よ
っ
て
自
主
的
な
保
存
活
動
が
湧
き
起
こ

り
“
小
坂
鉄
道
保
存
会
準
備
室
”
が
平
成
21

年
12
月
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
毎
年
10
月

に
は
“
鉄
道
の
日
”
に
合
わ
せ
て
“
小
坂
・

鉄
道
ま
つ
り
”
を
行
い
、
魅
力
を
発
信
し
続 ▲多くの鉄道ファンや子供達でにぎわう「小坂鉄道まつり」

▶「
明
治
百
年
通
り
に
ぎ
わ
い
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
認
定

　
右「
秋
田
県
知
事
」左「
小
坂
町
長
」
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け
て
き
ま
し
た
。

小
坂
・
鉄
道
ま
つ
り
は
駅
構
内
で
デ
ィ
ー

ゼ
ル
機
関
車
内
の
見
学
、
駅
構
内
の
ガ
イ
ド

付
き
案
内
の
ほ
か
、
平
成
24
年
の
鉄
道
ま
つ

り
で
は
体
験
型
と
し
て
初
め
て
ト
ロ
ッ
コ
乗

車
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
百
年

通
り
沿
線
で
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

気
軽
に
楽
し
め
る
レ
ー
ル
バ
イ
ク
の
運
転
体

験
を
行
い
、
今
後
の
本
格
的
な

整
備
に
向
け
て
来
場
者
へ
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
貴
重
な
意

見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
の
花
で
あ
る
“
ア

カ
シ
ア
の
花
”
が
咲
き
誇
る
６

月
の
第
２
土
日
に
は
毎
年
“
ア

カ
シ
ア
ま
つ
り
”
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
平
成
24
年
に
初
め
て

協
賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
車
両
の

展
示
や
レ
ー
ル
バ
イ
ク
の
運
転

体
験
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
大

き
な
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
10
月
小
坂

鉄
道
レ
ー
ル
パ
ー
ク

プ
レ
オ
ー
プ
ン

平
成
25
年
10
月
1
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
秋
田
県
に
お
い

て
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
“
秋
田
Ｄ
Ｃ
”

が
開
催
さ
れ
、
こ
の
期
間
内
の
10
月
13
日
と

14
日
に
は
「
小
坂
・
鉄
道
ま
つ
り

2
0
1
4
」
を
行
い
、“
小
坂
鉄
道
レ
ー
ル

パ
ー
ク
”
と
し
て
プ
レ
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
6
月
1
日
　
小
坂
鉄

道
レ
ー
ル
パ
ー
ク
　
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン

小
坂
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
、

１
０
０
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
小
坂
鉄
道
。
廃

線
と
な
っ
た
小
坂
鉄
道
を
産
業
遺
産
と
し
て
、

保
存
・
活
用
を
図
る
た
め
、「
小

坂
鉄
道
レ
ー
ル
パ
ー
ク
」
が
平

成
26
年
6
月
1
日
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
レ
ー
ル
パ
ー
ク
の
最

大
の
目
玉
は
、
実
際
に
使
用
さ

れ
て
い
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車

の
運
転
体
験
で
す
。
オ
ー
プ
ン

以
降
、
多
く
の
方
々
が
体
験
さ

れ
、
感
動
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
後
は
小
坂
町
内
に
お
け

る
交
流
人
口
の
拡
大
を
め
ざ
し

て
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
充
実
し
た
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
、
小
坂

町
の
”
お
も
て
な
し
”
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。
北
東
北
へ

お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
是
非
、

十
和
田
湖
や
明
治
百
年
通
り
の

景
観
、
小
坂
鉄
道
の
雄
姿
を
ご
覧
い
た
だ
き

新
た
な
小
坂
町
の
“
に
ぎ
わ
い
”
を
体
感
し

て
く
だ
さ
い
。

小
坂
町
長　

細
越　

満

（
平
成
25
年
4
月
1
日
付
第
2
8
3
5
号
）

◀
レ
ー
ル
バ
イ
ク
の
運
転
体
験

▶
小
坂
鉄
道
レ
ー
ル
パ
ー
ク
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
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八は

菜な

丸ま
る

登
場
！ 

憩
え
る
わ
が
町
を
Ｐ
Ｒ

八
千
代
町
の
概
要
及
び
整
備
の

目
的

八
千
代
町
は
、
茨
城
県
の
西
南
部
、
関

東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
首
都
東
京

か
ら
60
㎞
圏
内
車
で
約
１
時
間
半
の
距
離
に

あ
り
ま
す
。
町
域
は
南
北
に
長
く
、
総
面
積

は
59
・
1
㎢
、
概
ね
平
坦
な
土
地
柄
で
、
町

全
体
の
64
％
を
農
地
が
占
め
る
人
口
約

２
万
３
５
０
０
人
の
緑
豊
か
な
農
村
地
域
で

す
。町

の
東
を
鬼
怒
川
、
南
に
東
仁
連
川
が

流
れ
、
中
央
を
山
川
が
貫
流
し
、
彼
方
に
名

峰
筑
波
山
を
望
み
、
晴
れ
た
朝
に
は
、
遙
か

北
方
に
日
光
連
山
を
眺
望
す
る
、
そ
ん
な
豊

か
な
水
と
自
然
に
包
ま
れ
た
八
千
代
町
は
、

県
内
で
も
有
数
の
園
芸
産
地
で
す
。
な
か
で

も
白
菜
は
全
国
一
の
生
産
量
を
誇
り
、
ネ
ッ

ト
系
の
メ
ロ
ン
の
栽
培
も
盛
ん
で
、
梨
は
県

の
銘
柄
産
地
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
自
然
条
件
の
も
と
で
、
蔬
菜

園
芸
を
主
体
と
し
た
純
農
村
地
帯
と
し
て
発

展
し
て
き
た
町
で
す
が
、
最
近
で
は
都
市
化

の
波
に
お
さ
れ
兼
業
化
が
一
段
と
進
行
し
、

後
継
者
不
足
や
輸
入
な
ど
に
よ
る
農
産
物
の

価
格
低
迷
等
、
農
業
を
取
り
巻
く
現
状
に
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
消
費
者
ニ
ー

ズ
を
先
取
り
し
た
新
鮮
な
野
菜
の
提
供
や
特

産
品
の
開
発
を
通
じ
て
、
都
市
住
民
へ
の
Ｐ

Ｒ
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
農
業

体
験
の
場
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
農
業
へ

の
理
解
を
深
め
、
更
に
平
地
林
の
保
全
・
活

用
に
よ
る
健
康
増
進
、
生
涯
教
育
の
場
を
提

供
す
る
た
め
、
地
元
住
民
と
都
市
住
民
と
の

交
流
拠
点
と
し
て
「
八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ

レ
ッ
ジ
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ

「
八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」
は
平
地

林
を
活
か
し
た
約
８
ha
の
敷
地
の
中
に
、
次

に
紹
介
す
る
施
設
が
整
備
さ
れ
た
農
村
公
園

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
憩
遊
館
（
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施

茨城県  八
や

千
ち

代
よ

町
ま ち

八千代町

現 地 レ ポ ー ト

ご当地キャラクター

「八
は

菜
な

丸
まる

」

▼�黄金色の稲田と筑波山
移住・定住・交流人口促進、

空き家・空き店舗活用　関連施策
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設
）」
は
、
公
園
全
体
の
総
合
案
内
、
町
農

産
物
の
紹
介
や
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
受
け
入
れ
を
行
う
な
ど
八
千
代
グ
リ
ー

ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
中
枢
施
設
と
し
て
平
成
９
年

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
宿
泊
施
設
や
キ
ャ

ン
プ
場
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
、
自
然
観
察

の
出
来
る
体
験
林
な
ど
の
公
園
部
分
と
、
温

泉
の
あ
る
憩
遊
館
や
農
産
物
加
工
施
設
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
地
下
１
、５
０
０

ｍ
か
ら
湧
き
出
て
い
る
天
然
温
泉
「
や
ち
よ

乃
湯
」
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
露
天

風
呂
や
寝
湯
、
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
、
サ
ウ
ナ
な

ど
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
温
泉
と
し
て
町
内
外

か
ら
人
気
を
博
し
て
お
り
、
農
作
業
で
汗
を

か
い
た
後
は
温
泉
に
つ
か
り
心
身
と
も
に
癒

さ
れ
ま
す
。
施
設
内
で
は
、
農
産
物
や
特
産

品
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
直
売
コ
ー
ナ
ー
、

地
元
産
の
そ
ば
粉
を
使
用
し
町
内
の
そ
ば
打

ち
名
人
が
打
っ
た
そ
ば
を
提
供
し
て
い
る
そ

ば
処
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
農
産
物
加
工
施
設
」
は
、
農
産
物
の
加

工
に
関
す
る
基
礎
知
識
・
技
術
の
習
得
や
伝

承
技
術
の
継
承
、
更
に
特
産
加
工
品
づ
く
り

の
研
究
活
動
の
場
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

白
菜
キ
ム
チ
や
田
舎
味
噌
、
小
麦
饅
頭
な
ど

の
加
工
体
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
プ
場
」
は
雑
木
林
を
利
用
し
た

自
然
体
験
林
で
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
や
昆
虫

の
観
察
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
自
然
の
緑
に
囲

ま
れ
て
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
が
楽
し
め

ま
す
。

宿
泊
施
設
と
し
て
コ
テ
ー
ジ
が
整
備
さ

れ
、
ゆ
っ
く
り
と
農
村
の
自
然
を
満
喫
で
き

ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
は
、
石
塔
の
上
に

翼
を
天
に
向
け
羽
ば
た
こ
う
と
す
る
様
を
表

し
た
、「
飛
翔
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
、

ひ
ょ
う
た
ん
池
や
築
山
と
と
も
に
訪
れ
た

人
々
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
八
千
代　
　

（
小
さ
な
庭
の
意
味
）

都
市
と
農
村
を
つ
な
ぐ
滞
在
型
市
民
農

園
施
設
「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
八
千
代
」
が

平
成
16
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
八
千

代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」
に
隣
接
し
て
お
り
、

地
域
ぐ
る
み
で
都
市
住
民
と
の
長
期
交
流
活

動
を
通
し
て
、
八
千
代
の
「
農
」
を
都
市
住

民
に
周
知
さ
せ
、
産
地
直
売
へ
の
対
応
な
ど

で
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
生
産
体
制
を

推
進
し
、
地
元
農
業
の
振
興
と
農
村
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
農
村
と
都
市
と
の
間
に
顔
の
見

え
る
関
係
を
築
く
こ
と
で
「
食
」
の
安
心
、

安
全
を
確
保
し
、「
食
」
と
「
農
」
の
再
生

プ
ラ
ン
を
実
現
し
ま
す
。

◀�

グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を　

楽
し
む
。

◀�

天
然
温
泉「
や
ち
よ
乃
湯
」の
露
天
風
呂

▶�

自
然
の
緑
に
囲
ま
れ
て
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
大
会

▶
よ
う
こ
そ
八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
へ
！
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ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
八
千
代
は
20
区
画

あ
り
、１
区
画
２
７
０
㎡
、ラ
ウ
ベ
29
㎡
（
小

屋
の
意
味
）
で
現
在
は
満
室
と
な
っ
て
い
ま

す
。
利
用
者
は
関
東
地
域
の
方
々
で
す
。
区

画
の
中
に
は
菜
園
約
１
０
０
㎡
、
芝
生
や
花

畑
な
ど
が
あ
り
、ラ
ウ
ベ
は
エ
ア
コ
ン
・
キ
ッ

チ
ン
・
バ
ス
・
ト
イ
レ
付
、
水
道
・
電
気
設

備
を
備
え
て
い
ま
す
。

交
流
や
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
利
用
者

と
地
元
の
住
民
で
あ
る
「
田
舎
の
親
戚
」
が
、

あ
い
さ
つ
な
ど
の
日
常
的
な
交
流
か
ら
農
産

物
の
栽
培
指
導
、
加
工
技
術
、
栽
培
技
術
、

農
村
の
歴
史
・
文
化
な
ど
の
助
言
を
通
し
て
、

都
市
住
民
と
地
元
住
民
の
親
戚
づ
き
あ
い
の

よ
う
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
指
導
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
農

作
物
栽
培
巡
回
指
導
や
、
収
穫
体
験
、
加
工

教
室
等
を
定
期
的
に
開
催
し
、
秋
に
は
賑
や

か
に
収
穫
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

八
千
代
発
美
味
し
い
食
文
化

八
千
代
町
は
、
平
坦
で
肥
沃
な
土
地
と

温
暖
な
気
候
、
首
都
近
郊
と
い
う
立
地
条
件

を
活
か
し
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
い
ま

す
。
野
菜
を
中
心
に
、
稲
作
、
果
樹
、
畜
産

な
ど
の
都
市
近
郊
型
農
業
に
よ
り
、
首
都
圏

の
主
要
な
食
料
生
産
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
町
の
美
味
し
い
食
べ
物
を
紹
介
し
ま
す
。

・
白
菜

秋
冬
白
菜
と
春
白
菜
に
分
け
ら
れ
、
秋

冬
白
菜
は
、
霜
に
当
た
っ
て
繊
維
が
柔
ら
か

く
な
り
、
葉
の
糖
分
が
増
え
る
た
め
、
甘
味

も
増
し
ま
す
。
春
白
菜
は
み
ず
み
ず
し
く
、

ふ
ん
わ
り
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
生
の
ま

ま
サ
ラ
ダ
な
ど
で
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま

す
。
漬
物
や
鍋
料
理
に
適
し
た
「
菜な

黄お

味み

」

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

・
メ
ロ
ン

５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
春
メ
ロ
ン
と

し
て
、
プ
リ
ン
ス
、
キ
ン
シ
ョ
ー
、
ホ
ー
ム

ラ
ン
、
貴
味
（
タ
カ
ミ
）、
ク
イ
ン
シ
ー
な
ど
、

多
く
の
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
町
内
で
一
番
多
く
生
産
さ
れ
て
い
る
ネ
ッ

ト
系
の
貴
味
メ
ロ
ン
は
、
大
玉
、
多
汁
で
糖

分
が
高
く
、
肉
質
の
し
っ
か
り
し
た
日
持
ち

も
す
る
メ
ロ
ン
で
す
の
で
、
お
土
産
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
は
、
秋
抑
制
メ
ロ
ン
と
し
て
、
ア
ー
ル
ス

メ
ロ
ン
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ル
ス

メ
ロ
ン
は
、
温
度
、
湿
度
、
水
な
ど
の
管
理

を
徹
底
し
て
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
な
め
ら
か

な
食
感
の
希
少
な
高
級
メ
ロ
ン
で
す
。

・
肥あ

土く
と

梨

肥
土
と
い
う
名
の
と
お
り
、
鬼
怒
川
沿

岸
の
肥
沃
な
沖
積
土
で
、
清
ら
か
な
陽
光
を

い
っ
ぱ
い
に
浴
び
て
育
っ
た
梨
は
、
甘
く
て

み
ず
み
ず
し
く
、
県
の
銘
柄
産
地
に
も
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
は
唯
一
の

「
あ
く
と
梨
」
の
産
地
で
あ
り
ま
す
。
８
月

に
は
幸
水
、
９
月
に
は
豊
水
、
10
月
に
は
あ

き
づ
き
、
新
高
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
米平

坦
で
水
の
便
が
良
い
こ
と
か
ら
、
米

作
り
も
盛
ん
で
、
遥
か
に
広
が
る
黄
金
色
の

田
園
地
帯
は
農
作
物
収
穫
総
面
積
の
約
40
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
米
の
粘
り
が
強
く
食
味

に
優
れ
る
「
こ
し
ひ
か
り
」
が
主
流
で
す
。

・
そ
の
他
の
加
工
品
、
特
産
品

八
千
代
地
区
農
畜
産
物
生
産
流
通
対
策

協
議
会
が
実
施
主
体
と
な
り
、
平
成
23
年
に

白
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。
冬

が
旬
の
「
白
菜
キ
ム
チ
鍋
」
は
、
町
内
の
白

菜
キ
ム
チ
鍋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
加
盟
店
で
食
べ

ら
れ
ま
す
。
店
に
よ
り
特
徴
あ
る
味
付
け
と

な
っ
て
お
り
、
家
庭
に
お
い
て
も
冬
場
の
名

物
料
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
２
弾
の
「
白

菜
メ
ン
チ
カ
ツ
」
も
町
内
の
精
肉
店
や
憩
遊

館
直
売
コ
ー
ナ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
炊
き
出
し

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
店
し
て
い
ま
す
。

「
白
菜
キ
ム
チ
漬
」「
田
舎
味
噌
」
は
、
地

元
の
白
菜
や
大
豆
を
農
産
物
加
工
施
設
で
加

工
し
、
憩
遊
館
直
売
コ
ー
ナ
ー
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
手
作
り
の
干
し
納
豆
や
コ
シ
の

あ
る
う
ど
ん
、
恵
ま
れ
た
気
候
風
土
と
水
質

を
活
か
し
た
コ
ク
の
あ
る
天
然
醸
造
醤
油
な

▶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
田
舎
の
親
戚
」に
よ
る
管
理
機

の
操
作
指
導

▶�

平
成
16
年
に
開
設
さ
れ
た
滞
在
型
市
民
農
園
・

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
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ど
、
ふ
る
さ
と
の
味
が
数
々
あ
り
ま
す
。

・
八
千
代
ワ
イ
ン

平
成
22
年
に
八
千
代
ワ
イ
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
会
が
、
ワ
イ
ン
品
種
「
富
士
の
夢
」
を
定

植
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
か
ら
常
陸
太
田
市

内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
醸
造
瓶
詰
め
し
、
八
千

代
ワ
イ
ン
「
夢
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
平
成

25
年
度
は
１
７
０
０
㎏
を
収
穫
、
11
月
に
は

ワ
イ
ン
祭
り
を
開
催
し
、
憩
遊
館
直
売
コ
ー

ナ
ー
で
限
定
販
売
し
ま
し
た
。

八
千
代
町
農
産
物
応
援
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
八は

菜な

丸ま
る

」
登
場

八
千
代
町
が
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
白

菜
を
モ
チ
ー
フ
に
し
、
八
千
代
町
の
農
産
物

の
応
援
と
八
千
代
町
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
に
、
平
成
24
年
に
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
す
。
今
後
は
、
白
菜
は
も
ち
ろ
ん
町

農
産
物
全
体
の
応
援
団
長
と
し
て
、
八
千
代

町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

名
前
の
由
来
は
、
八
千
代
町
の
「
八
」、

白
菜
の
「
菜
」、丸
く
立
派
な
白
菜
の
イ
メ
ー

ジ
で
、「
丸
」
の
３
文
字
を
組
み
合
わ
せ
ま

し
た
。

僕
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

出
　
身
　
地　

八
千
代
町
内
の
畑

性
　
　
　
別　

男

誕
　
生
　
日　

11
月
７
日
（
い
い
菜
の
日
）

性
　
　
　
格　

�

農
家
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た

野
菜
の
よ
う
に
、
愛
情
に
溢

れ
て
い
ま
す
。

好
き
な
も
の　

新
鮮
な
農
作
物

嫌
い
な
も
の　

虫

僕
は
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
３
」に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。「
八

菜
丸
」
は
今
回
が
初
参
加
と
な
り
ま
す
が
、

八
千
代
町
を
少
し
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
一
つ
で
も
上
の
順
位
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

未
来
へ
の
発
信

本
町
は
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
昭
和
59
年
か
ら
各
地
区
に
住
民
の
自
主

運
営
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
が
設

立
さ
れ
、
生
活
環
境
整
備
部
会
、
産
業
振
興

部
会
、
教
育
文
化
部
会
、
健
康
づ
く
り
部
会

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
話
し
合
い
活
動
や
実
践

活
動
が
展
開
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
近
年
は
組

織
体
制
が
固
定
化
さ
れ
、
組
織
の
高
齢
化
と

相
ま
っ
て
事
業
活
動
の
停
滞
や
マ
ン
ネ
リ
化

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
自
立
と

連
帯
に
支
え
ら
れ
た
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
組
織
を
活
か
し
て
、

活
力
と
将
来
性
に
満
ち
た
農
業
の
振
興
を

図
っ
て
い
く
た
め
の
学
習
会
や
事
例
研
究
会

を
開
催
し
、
新
た
な
特
産
品
・
ブ
ラ
ン
ド
品

の
開
発
や
更
な
る
都
市
と
農
村
交
流
の
推
進

な
ど
を
目
指
し
ま
す
。
八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ

レ
ッ
ジ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
拠
点
と
し

て
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を
通
じ
、
憩
え
る

わ
が
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
八
千
代
町

の
農
産
物
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
八
菜
丸
」

は
、
何
処
に
で
も
出
か
け
て
行
き
、
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
ま
す
ま
す
ハ
リ

キ
ッ
テ
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
・
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
な
ど
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

八
千
代
町
ふ
る
さ
と
公
社
が
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
り
管
理
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
。
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
（
☎
０
２
９
６－

４
８

－

４
１
２
６
）
く
だ
さ
い
。
八
千
代
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
に
八
千
代
町
へ
の
思
い
を
深
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
お
出
で
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

�

八
千
代
町
長　

大
久
保　

司

（
平
成
25
年
10
月
21
日
付
第
2
8
5
7
号
）

▲八千代町農産物応援キャラクター
　「八

は

菜
な

丸
まる

」

▶

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
入
村
式
で

　

談
笑
す
る
皆
さ
ん
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ど
ら
ま
ち
っ
く
日
本
海
、良
寛
さ
ん
の
心
の
町

は
じ
め
に

出
雲
崎
町
は
、
新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
南
東
部
を
長
岡
市
、
南
西
部
を
柏

崎
市
に
接
し
、
北
西
部
は
約
９
㎞
に
お
よ
ぶ

海
岸
線
を
有
し
、
佐
渡
と
相
対
し
て
い
ま
す
。

町
の
面
積
は
、
44
・
38
㎢
で
、
こ
の
う

ち
約
７
割
を
山
林
面
積
が
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
は
平
成
24
年
３
月
末
で
５
、

０
３
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
雲
崎
は
日
本
海
に
面
し
た
海
岸
地
区

と
内
陸
部
の
駅
前
地
区
に
大
別
で
き
、
海
岸

地
区
は
、
江
戸
時
代
に
佐
渡
か
ら
の
金
銀
荷

揚
げ
の
地
と
し
て
栄
え
、
越
後
で
は
最
初
の

「
天
領
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

越
後
経
済
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
、
今
で
も

そ
の
名
残
り
と
し
て
「
妻
入
り
の
街
並
み
」

が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
に
お
い

て
寺
を
構
え
ず
無
一
物
に
徹
し
、
清
貧
の
思

想
を
貫
い
た
聖
僧
「
良
寛
」
も
こ
の
地
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
一
方
、
駅
前
地
区
は
、
南
北

朝
時
代
の
古
戦
場
や
戦
国
時
代
の
城
址
な
ど

の
史
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
戦
前
は
教
育
の

村
と
し
て
先
人
の
功
績
も
大
き
く
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

町
の
産
業
構
造
は
、
第
１
次
産
業
で
は
、

農
業
と
漁
業
が
中
心
で
、
農
業
で
は
、
稲
作

と
酪
農
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
第
２
種
兼

業
農
家
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
は
過
去
５
年
間
の
平
均
で
年
間

２
億
２
、０
０
０
万
円
程
の
漁
獲
高
を
あ
げ

て
お
り
、
県
の
中
核
漁
業
基
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。
第
２
次
産
業
で
は
、
就
業
者
30
人
以

下
の
製
造
業
が
多
く
、
第
３
次
産
業
は
一
部

を
除
い
て
事
業
規
模
は
小
さ
い
も
の
ば
か
り

で
す
。
産
業
別
就
業
者
の
割
合
は
、
現
在
で

は
、
５
割
以
上
が
第
３
次
産
業
へ
の
就
業
者

と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
町
は
、
昭
和
32
年
に
内
陸
部
の
西
越

村
と
海
岸
地
区
の
出
雲
崎
町
が
合
併
し
、
新

生
出
雲
崎
町
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、平
成
15
年
７
月
に
合
併
協
議
会
（
法
定
）

を
立
上
げ
、
合
併
の
道
を
模
索
し
ま
し
た
が
、

～
恵
ま
れ
た
自
然
と
歴
史
の
な
か
で

　
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
～

新潟県  出
い ず

雲
も

崎
ざ き

町
ま ち

出雲崎町

現 地 レ ポ ー ト

出雲崎町町章

移住・定住・交流人口促進、
空き家・空き店舗活用　関連施策
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翌
年
11
月
に
協
議
を
終
了
し
、
当
面
は
、
自

立
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
、
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
は
深
刻
な

課
題
で
あ
り
、
昭
和
の
合
併
当
時
は

１
２
、０
０
０
人
だ
っ
た
人
口
が
、
現
在
で

は
５
、０
０
０
人
ほ
ど
と
な
り
、
高
齢
化
率

は
、
36
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
過
疎
地
域
で

す
。魅

力
あ
ふ
れ
る
出
雲
崎
の
歴
史

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

か
つ
て
越
後
の
海
岸
線
に
沿
っ
て
東
西

に
伸
び
、
佐
渡
か
ら
江
戸
へ
と
金
銀
が
運
ば

れ
た
「
北
国
（
ほ
っ
こ
く
）
街
道
」
は
、
江

戸
時
代
、
東
海
道
や
中
山
道
に
次
ぐ
重
要
な

街
道
と
し
て
宿
場
町
が
多
数
点
在
し
て
い
ま

し
た
。

と
り
わ
け
江
戸
幕
府
の
直
轄
地
「
天
領
」

で
あ
っ
た
出
雲
崎
は
そ
の
要
所
と
し
て
大
変

な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。
こ
の
当
時
の

税
金
は
間
口
の
広
さ
で
取
っ
て
い
た
た
め
、

間
口
が
狭
く
奥
行
き
の
長
い
「
妻
入
り
」
の

街
並
み
が
日
本
一
の
長
さ
に
渡
っ
て
形
成
さ

れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
妻
入
り
の
街
並
み
を
保

存
す
る
た
め
、
妻
入
り
の
形
状
の
建
築
物
の

増
改
築
や
新
築
に
助
成
金
を
出
す
な
ど
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
62
年
か
ら
東
京
藝
術
大
学

日
本
画
科
の
大
学
院
生
・
院
卒
業
生
か
ら

毎
年
出
雲
崎
町
に
来
て
い
た
だ
き
「
街
並

み
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
合
宿
活
動
」
と
し
て
、

街
並
み
の
ス
ケ
ッ
チ
画
を
描
い
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
画
は
平
成

23
年
ま
で
で
３
４
６
点
を
数
え
、
町
の
宝

と
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
資
源
を
活
用
し
て
全
国
に

向
け
て
情
報
発
信

出
雲
崎
は
平
成
16
年
の
新
潟
・
福
島
豪

雨
、
中
越
大
震
災
、
平
成
19
年
の
中
越
沖
地

震
と
立
て
続
け
に
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
奮
闘

す
る
な
か
、
演
歌
歌
手
ジ
ェ
ロ
さ
ん
の
デ

ビ
ュ
ー
曲
「
海
雪
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
、
出
雲

崎
の
名
が
全
国
的
に
広
ま
り
、

出
雲
崎
を
元
気
づ
け
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
縁
で
、

平
成
21
年
に
ジ
ェ
ロ
さ
ん
に

町
の
観
光
大
使
へ
就
任
し
て

い
た
だ
き
、
現
在
も
出
雲
崎

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
お
け
さ
」
源
流
の

地
と
言
わ
れ
て
い
る
出
雲
崎

で
古
く
か
ら
唄
わ
れ
て
い
る

民
謡
「
出
雲
崎
お
け
さ
」
を

全
国
に
広
め
る
た
め
、
民
謡

歌
手
剣
持
雄
介
さ
ん
に
「
出

雲
崎
お
け
さ
大
使
」
へ
就
任

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ロ
さ
ん
や
剣
持
雄
介

さ
ん
か
ら
は
町
で
開
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
て
い
た

▶
街
並
み
ス
ケ
ッ
チ
画

▶

妻
入
り
の
街
並
み
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だ
い
て
お
り
、
多
く
の
観
光
客
な
ど
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
町
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
と

な
る
道
の
駅
「
越
後
出
雲
崎
天
領
の
里
」
に

あ
る
「
夕
凪
の
橋
」
か
ら
は
、
世
界
一
大
き

い
と
い
わ
れ
る
夕
日
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
橋
の
欄
干
に
鎖
を
結
び
鍵
を
か
け
る
と

恋
が
成
就
す
る
と
い
わ
れ
、
い
つ
し
か
「
恋

人
た
ち
の
橋
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
　
　
　

―
定
住
促
進
に
向
け
て
の
施
策

町
で
は
人
口
増
加
・
定
住
促
進
の
た
め
、

平
成
23
年
、
若
者
向
け
の
町
営
住
宅
を
建
築

し
ま
し
た
。

こ
の
町
営
住
宅
は
、
新
築
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

一
戸
建
て
３
棟
で
、
入
居
条
件
を
「
定
住
す

る
意
思
を
持
っ
て
転
入
す
る
者
」
で
「
申
込

者
が
40
歳
未
満
か
つ
40
歳
未
満
の
配
偶
者
が

同
居
す
る
者
」
ま
た
は
「
配
偶
者
と
中
学
生

以
下
の
子
が
同
居
す
る
こ
と
」
な
ど
と
し
ま

し
た
。
家
賃
は
月
額
４
万
円
に
抑
え
、
さ
ら

に
扶
養
す
る
子
が
１
人
い
る
と
５
千
円
、
２

人
で
は
１
万
円
、
３
人
以
上
で
は
１
万
５
千

円
を
減
額
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
い
る
世

帯
が
入
居
し
や
す
い
設
定
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
将
来
こ
の
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
も
で

き
、
定
住
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
支
援
と
し

て
、
入
居
か
ら
10
年
以
内
に
購
入
さ
れ
る
場

合
に
は
、
そ
れ
ま
で
納
め
た
家
賃
の
一
部
を

購
入
費
に
充
て
る
も
の
と
し
て
、
最
高

１
５
０
万
円
の
支
援
金
を
支
給
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
住
宅
の
募
集
に
は
周
辺

市
町
村
や
、
県
外
か
ら
も
応
募
が
あ
り
、
申

込
者
が
募
集
数
を
大
き
く
上
回
っ
た
た
め
、

応
募
者
の
中
か
ら
３
世
帯
を
決
定
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
今
回
の
町
営
住
宅
の
評
判
・

効
果
等
を
検
証
し
な
が
ら
今
後
の
町
営
住
宅

の
建
設
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
町
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
、
出
雲
崎
町
の

イ
メ
ー
ジ
を
想
像
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

町
で
は
、
人
口
減
の
歯
止
め
、
定
住
人

口
の
増
加
を
目
標
と
し
、
町
民
の
方
か
ら
は
、

町
の
文
化
や
歴
史
を
理
解
し
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
地
域
文
化
の
振
興
を
通

じ
て
町
の
良
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
町

外
の
方
に
対
し
て
は
、
ま
ず
は
、
出
雲
崎
町

の
名
前
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、
次
に
訪
れ
、

感
じ
て
も
ら
い
、
最
終
的
に
は
住
ん
で
も
ら

う
と
い
う
施
策
を
展
開
し
、
恵
ま
れ
た
自
然

と
歴
史
の
中
で
「
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
雲
崎
町　

総
務
課
企
画
係

（
平
成
24
年
４
月
16
日
付
第
２
７
９
７
号
）

◀
毎
年
開
催
さ
れ
る「
出
雲
崎
お
け
さ
」の
全
国
大
会
◀
イ
ベ
ン
ト
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た「
夕
凪
の
橋
」

◀

若
者
向
け
町
営
住
宅
の
見
学
会
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は
じ
め
に

若
狭
町
は
、
福
井
県
南
西
部
の
若
狭
地

方
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
北
は
日
本
海
、

南
は
滋
賀
県
に
面
し
て
お
り
、
平
成
17
年
３

月
31
日
に
２
つ
の
町
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生

し
た
、
人
口
１
６
、０
４
５
人
、
４
、９
９
８

世
帯
の
小
さ
な
町
で
す
。

平
成
17
年
11
月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿

地
に
登
録
さ
れ
た
「
三
方
五
湖
」、
近
畿
一

美
し
い
河
川
「
北
川
」
を
始
め
、
名
水
百
選

に
選
定
さ
れ
た
「
瓜
割
の
滝
」
や
「
熊
川
宿

前
川
」
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
水
資
源
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
豊
か
な
水
環
境
、
山
や
里

の
自
然
を
守
り
活
か
し
、
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
、
平
成
18
年
３
月
に
「
若

狭
町
環
境
宣
言
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

一
方
で
歴
史
を
紐
解
く
と
、
こ
の
地
の

歴
史
は
１
万
年
以
上
前
の
縄
文
時
代
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
、「
縄
文
遺
跡
」
や
「
古
墳
」

が
数
多
く
点
在
し
、
国
道
3
0
3
号
は
、
か

つ
て
日
本
海
と
畿
内
を
結
ぶ
「
若
狭
街
道
」

と
し
て
多
く
の
物
や
文
化
が
行
き
交
い
、
街

道
に
沿
っ
て
栄
え
た
宿
場
町
「
熊
川
宿
」
は
、

国
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

産
業
構
造
と
し
て
は
、
第
１
次
産
業
へ

の
従
事
者
が
11
・
7
％
と
全
国
平
均
に
比
べ

る
と
多
く
、
日
本
海
側
で
は
最
大
の
生
産
量

を
誇
る
「
福
井
梅
」
の
発
祥
地
で
あ
る
三
方

五
湖
畔
に
は
、
多
く
の
梅
林
が
あ
り
、
春
先

に
か
け
て
梅
花
が
見
事
に
咲
き
誇
り
、
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

輝
き
と
優
し
さ
に
出
会
え
る
ま
ち

若
狭
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方

針
を
示
し
た「
若
狭
町
総
合
計
画
」を
平
成
18

年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。
若
狭
町
総
合
計
画

は
、
平
成
19
年
度
～
28
年
度
ま
で
の
10
年
間

を
計
画
期
間
と
し
て
、将
来
像
を「
優
し
さ
と

輝
き
に
出
会
え
る
ま
ち
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
社
会
情
勢
が
刻
々
と

変
化
す
る
中
、
町
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化

し
、
新
た
な
課
題
も
発
生
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
基
本
計
画
を
見
直
し
た
後
期
計
画
と
し

若
狭
町
と
東
京
を
つ
な
ぐ

～
交
流
人
口
増
加
と
定
住
促
進
へ
～

福井県  若
わ か

狭
さ

町
ち ょ う

若狭町

現 地 レ ポ ー ト

若狭町町章

▲

三方五湖（手前から時計回りに、三方湖、水月湖、日向湖、久々子湖、菅湖）
移住・定住・交流人口促進、

空き家・空き店舗活用　関連施策
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て
、「
若
狭
町
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」（
平
成

23
～
28
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、「
次
世
代
定
住
の
促

進
」
と
「
住
民
自
治
の
推
進
」
の
２
つ
の
基

本
戦
略
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

次
世
代
の
定
住
促
進

基
本
戦
略
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
次
世
代

の
定
住
促
進
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
に
、
行
政
、
事
業
所
、
地
域
、

学
校
、
各
種
団
体
、
関
係
機
関
が
連
携
し
た

「
次
世
代
定
住
促
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、

定
住
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
官
民
が
一
体
と

な
っ
て
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
地

域
活
力
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

特
に
、
事
業
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
定
住
の
促
進
や
Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
者
（
移
住

者
）
を
増
や
す
た
め
の
事
業
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

具
体
的
な
方
策
と
し
て
は
、
東
京
や
大

阪
で
若
狭
町
の
魅
力
や
定
住
情
報
を
説
明
す

る
「
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
、

都
市
部
等
に
居
住
す
る
町
出
身
者
と
町
内
在

住
者
を
結
ぶ
組
織
づ
く
り
な
ど
新
た
な
定
住

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
条

件
さ
え
合
え
ば
地
方
で
暮
ら
し
て
み
た
い
と

希
望
す
る
大
都
市
生
活
者
の
移
住
を
支
援
す

る
目
的
で
、
2
0
0
2
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。

全
国
の
自
治
体
で
進
め
ら
れ
て
い
る
定

住
へ
の
支
援
と
連
携
し
、
都
市
住
民
に
田
舎

暮
ら
し（
移
住
）の
情
報
提
供
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
若
狭
町
が
進

め
る
定
住
促
進
の
施
策
と
共
通
し
て
お
り
、

よ
り
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
利
点
が
あ
る

と
の
思
い
か
ら
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
職
員

１
名
を
東
京
の
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
に
出
向
さ
せ
ま
し
た
。

多
く
の
都
道
府
県
や
市
町
村
が
支
援
セ

ン
タ
ー
の
会
員
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
間
接

的
に
は
約
9
0
0
の
自
治
体
の
情
報
が
入
る

利
点
を
活
か
し
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

構
築
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

若
狭
町
か
ら
東
京
に
、
ま
た
こ
う
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
職
員
を
出
向
さ
せ
る
の
は
、

も
ち
ろ
ん
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

こ
こ
で
、
若
狭
町
と
東
京
を
つ
な
ぐ
と

い
う
観
点
か
ら
２
つ
の
事
例
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。若

女
将
イ
ン
タ
ー
ン

若
女
将
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
は
、
主
に
都

市
部
在
住
の
女
子
大
学
生
が
若
狭
町
の
漁
師

民
宿
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
入
り
、
仕
事

の
体
験
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
魅
力
発
信
を
行
う

も
の
で
す
。

若
狭
町
に
は
約
1
0
0
軒
の
民
宿
が
あ

り
、
朝
獲
れ
の
新
鮮
な
旬
の
魚
、
宿
の
主
人

と
女
将
の
家
族
的
な
お
も
て
な
し
が
最
大
の

魅
力
で
す
。
こ
れ
を
目
当
て
に
京
阪
神
、
中

京
方
面
か
ら
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
年
々
宿
泊
客
が
減
少

し
て
い
る
と
と
も
に
、
後
継
者
不
足
か
ら
民

宿
の
数
自
体
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状

況
を
少
し
で
も
改
善
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り

に
な
れ
ば
と
、
平
成
23
年
度
か
ら
２
ヶ
年
間

本
事
業
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

２
ヶ
年
間
で
18
名
の
女
子
大
学
生
と
１

名
の
社
会
人
に
参
加
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

が
１
人
ず
つ
１
軒
の
宿
に
入
り
、
イ
ン
タ
ー

ン
を
行
う
と
と
も
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
若
狭
町
の
魅

力
を
発
信
し
、
最
終
日
に
は
今
後
の
集
客
案

な
ど
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

普
通
に
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で

は
接
点
の
な
い
首
都
圏
の
学
生
と
若
狭
町
で

す
が
、
若
女
将
イ
ン
タ
ー
ン
が
き
っ
か
け
で
、

お
互
い
に
と
っ
て
よ
い
ご
縁
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
今
後
も
私
達
に
若
狭
町

の
Ｐ
Ｒ
の
場
を
く
だ
さ
い
」
と
の
提
案
が
あ

り
、
現
在
も
若
狭
町
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
、
若
狭
町
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
か
っ
て
く
れ
て

▲�
東
京
若
狭
会
に
よ
る
特
産
品
販
売
イ
ベ
ン
ト

の
様
子

▲

若
女
将
イ
ン
タ
ー
ン
生
と

　
森
下
　
裕
町
長（
中
央
）

▲

女
将
と
と
も
に
夕
食
の
準
備
を
す
る

イ
ン
タ
ー
ン
生
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い
ま
す
。

彼
女
た
ち
に
と
っ
て
、
若
狭
町
を
第
２

の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、
ま
た
帰
郷
し
て
く
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

東
京
若
狭
会

２
つ
目
の
「
東
京
若
狭
会
」
は
、
平
成

24
年
２
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

東
京
を
中
心
に
首
都
圏
に
生
活
し
て
い

る
若
狭
町
出
身
の
方
で
構
成
す
る
団
体
で
、

定
期
的
に
集
ま
っ
て
親
睦
を
深
め
た
り
、
首

都
圏
で
行
わ
れ
る
若
狭
町
の
特
産
品
販
売
イ

ベ
ン
ト
に
協
力
し
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
会
員
は
約
30
人
で
す
が
、
口
コ
ミ
で

少
し
ず
つ
拡
大
し
て
い
ま
す
。

年
代
は
30
～
40
代
が
多
く
、
若
い
力
が

ふ
る
さ
と
を
応
援
し
て
く
れ
る
の
は
心
強
い

こ
と
で
す
。
職
場
も
住
む
場
所
も
違
う
人
々

が
「
東
京
若
狭
会
」
と

い
う
形
で
集
ま
る
こ
と

に
よ
り
、
活
動
の
場
が

広
が
り
、
ま
た
新
た
な

人
脈
の
構
築
に
つ
な
が

る
き
っ
か
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。

遠
く
ふ
る
さ
と
若

狭
町
を
離
れ
、
元
気
で

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る

仲
間
た
ち
。
東
京
若
狭

会
の
会
合
で
は
、
私
た

ち
の
ふ
る
さ
と
若
狭
町
の
話
に
始
ま
り
、
離

れ
て
み
て
改
め
て
感
じ
る
魅
力
あ
る
地
域
に

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
、
若
狭
町
の
為
に
広

告
塔
と
な
っ
て
役
立
ち
た
い
と
胸
を
張
っ
て

く
れ
ま
す
。

頼
も
し
い
仲
間
た
ち
、
若
者
に
大
き
な

拍
手
を
送
り
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の

増
加
に
む
け
て

若
狭
町
は
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
減
少
、
長
引
く
景
気
低
迷
な
ど
、

多
く
の
地
方
都
市
が
抱
え
る
問
題
に
直
面
し

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
若
狭
町
に
と
っ
て
の

明
る
い
展
望
も
開
け
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
７
月
20
日
に
は
「
舞
鶴
若
狭

自
動
車
道
」
が
全
線
開
通
し
、
若
狭
町
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
平
成
30
年
３
月
に
（
仮
称
）
三
方

Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
併
用

開
始
に
向
け
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。ま

た
平
成
30
年
に
は
、「
福
井
国
体
」
が

開
催
さ
れ
、
県
内
で
も
有
数
の
競
技
人
口
を

誇
る
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
」「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
」
の
会
場
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
三
方
五
湖
の
ひ
と
つ
で
、
面

積
、水
深
共
に
最
大
の
湖
で
あ
る
「
水
月
湖
」

で
は
、
2
0
0
6
年
に
英
国
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス

ル
大
学
の
行
っ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
っ

て
、
過
去
７
万
年
間
の
様
々
な
地
球
環
境
の

歴
史
を
刻
み
続
け
た
「
年
縞
」
が
発
見
さ
れ
、

2
0
1
2
年
の
国
際
会
議
で
地
質
学
的
年
代

の
世
界
標
準
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の

増
加
の
可
能
性
を
多
く
秘
め
て
お
り
、
自
然

や
歴
史
文
化
な
ど
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の
若

狭
町
の
さ
ら
な
る
発
展
と
交
流
人
口
の
増
加

と
定
住
促
進
を
強
く
推
し
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

最
後
に
、
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
の
職
員
の
派
遣
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
脈
、

つ
な
が
り
が
で
き
、
当
町
の
持
つ
魅
力
発
信
、

都
市
圏
で
の
情
報
収
集
、
そ
し
て
派
遣
し
た

職
員
自
身
の
人
格
の
形
成
に
つ
な
が
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

前
例
も
な
い
環
境
の
中
で
、
自
信
、
誇

り
を
持
っ
て
自
分
の
考
え
方
を
ま
と
め
、
交

流
を
深
め
て
く
れ
た
こ
と
等
、
２
年
間
、
家

庭
を
持
ち
な
が
ら
家
族
の
理
解
の
中
で
明
る

く
元
気
で
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
頑
張
っ
て
く
れ

た
こ
と
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
25
年
４
月
に
は
二
人
目
の

職
員
が
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
に
出

向
し
、
若
狭
町
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
く
れ

ま
し
た
。
今
後
も
同
セ
ン
タ
ー
で
得
た
知
識

と
人
脈
等
を
活
用
し
、
よ
り
一
層
活
躍
し
て

く
れ
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

若
狭
町
長　

森
下　

裕 

（
平
成
25
年
8
月
5
日
付
第
2
8
4
9
号
）

▲�
イ
ン
タ
ー
ン
の
様
子

▲�
東
京
若
狭
会
に
よ
る
特
産
品
販
売
イ
ベ
ン
ト

の
様
子
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山
村
留
学
と
移
住
の
村
・
北
相
木

～
好
き
で
す
！ 

信
州 

北
相
木
～

北
相
木
村
の
現
状

人
口
わ
ず
か
８
１
５
名
。
全
国
で
も
少

な
い
方
か
ら
11
番
目
の
村
（
離
島
を
除
い
た

順
位
。
離
島
を
含
め
る
と
少
な
い
方
か
ら
21

番
目
）。
長
野
県
の
東
端
に
位
置
し
、
あ
の

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
の
墜
落
事
故
の
あ
っ
た
群

馬
県
上
野
村
に
接
し
て
い
ま
す
。

８
１
５
名
中
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
１
５
０

名
。
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
割
合
が
な
ん
と
20
％
弱

と
い
う
村
で
す
。
約
20
年
程
前
か
ら
積
極
的

に
Ｉ
タ
ー
ン
政
策
に
取
組
ん
で
き
た
成
果
で

す
が
、
も
し
Ｉ
タ
ー
ン
政
策
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
ら
…
現
在
の
北
相
木
村
は
ど
う
な
っ

て
い
た
の
か
…
。

も
っ
と
も
今
日
で
は
北
相
木
村
に
『
Ｉ

タ
ー
ン
』
と
い
う
言
葉
は
存
在
せ
ず
、
移
住

し
た
そ
の
日
か
ら
真
の
仲
間
で
あ
る
村
民
な

の
で
す
。
Ｉ
タ
ー
ン
の
先
駆
者
と
し
て
27
年

前
に
移
住
し
て
き
た
男
性
（
60
歳
）
は
現
在
、

村
の
公
民
館
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、

移
住
当
時
を
振
り
返
る
と
『
風
貌
も
風
貌
な

の
で
、
皆
に
は
ジ
ロ
ジ
ロ
見
ら
れ
た
り
、
よ

そ
者
だ
っ
て
言
わ
れ
た
』（
本
人
談
）
と
笑
っ

て
話
し
、『
今
移
住
し
て
来
る
人
は
全
然
怪

し
ま
れ
な
く
て
い
い
よ
ね
』
…
と
続
い
て
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

人
口
８
１
５
名
の
村
の
平
成
25
年
度
の

小
学
生
は
総
勢
43
名
。
内
訳
は
山
村
留
学
生

13
名
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
23
名
。
そ
し
て
村
出
身

者
の
子
供
が
7
名
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば

山
村
留
学
政
策
と
Ｉ
タ
ー
ン
政
策
で
小
学
校

を
維
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
は
、
山
村
留
学
事
業
の
衰
退
に
伴
い
、

平
成
22
年
度
に
は
小
学
校
の
全
児
童
数
が
27

名
ま
で
減
少
し
（
1
学
年
た
っ
た
3
名
の
学

級
が
3
学
年
あ
り
ま
し
た
。）、
村
出
身
者
の

保
護
者
を
中
心
と
し
た
『
小
学
校
問
題
を
考

え
る
会
』
か
ら
隣
町
小
学
校
へ
の
統
合
に
関

す
る
請
願
書
が
提
出
さ
れ
、
ま
た
一
方
、
Ｉ

タ
ー
ン
者
の
保
護
者
を
中
心
と
し
た
メ
ン

バ
ー
か
ら
は
統
合
に
反
対
す
る
請
願
書
が
提

出
さ
れ
、
議
会
に
お
い
て
は
苦
渋
の
選
択
で

長野県  北
き た

相
あ い

木
き

村
む ら

北相木村

現 地 レ ポ ー ト

北相木村ロゴ

▼３月３日に行われる北相木に伝わるひな流しの行事。子供たちが作ったひな人形をワ
ラで編んだ「さんだわら」にのせて相木川に流すと、人形が身代わりになって災いから
守ってくれる。「家難」「河難」を払うという意味があるといわれている。

移住・定住・交流人口促進、
空き家・空き店舗活用　関連施策
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『
統
合
に
関
す
る
請
願
書
』
が
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

昭
和
62
年
度
か
ら
東
京
に
事
務
局
を
置

く
「（
財
）
育
て
る
会
」
と
共
に
歩
ん
で
き

た
山
村
留
学
事
業
で
し
た
が
、
児
童
数
の
確

保
等
の
問
題
に
よ
り
平
成
21
年
度
を
も
っ
て

育
て
る
会
が
撤
退
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

で
し
た
。『
統
合
に
関
す
る
請
願
書
』
の
採

択
を
受
け
て
、
村
は
一
大
決
心
を
し
た
の
で

す
。
山
村
留
学
事
業
の
経
過
と
と
も
に
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山
村
留
学
事
業
の
経
緯

北
相
木
村
の
山
村
留
学
事
業
は
、
昭
和

59
年
に
短
期
で
、
そ
し
て
同
61
年
に
「
北
相

木
村
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
」
の
建
物
が
竣
工

し
、
翌
62
年
度
か
ら
、（
財
）
育
て
る
会
に

よ
り
、
長
期
の
山
村
留
学
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
初
年
度
の
留
学
生
は
8
名
で
し
た
。

こ
こ
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
は
、
毎
年
5
～

8
名
前
後
の
受
入
を
行
い
、
小
学
校
の
活
性

化
や
、
複
式
学
級
の
解
消
に
貢
献
し
、
さ
ら

に
は
「
子
ど
も
の
声
が
帰
っ
て
き
た
」、
と

い
う
思
わ
ぬ
効
果
も
生
み
、
村
民
に
広
く
山

村
留
学
の
制
度
が
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
平
成
21
年
に
、
募
集
児
童
数
の

確
保
の
問
題
な
ど
か
ら
、（
財
）
育
て
る
会

が
北
相
木
村
で
の
活
動
停
止
を
決
定
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
村
で
は
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
22
年
度
に
つ
い
て
は
、
セ

ン
タ
ー
は
使
用
せ
ず
、
受
入
農
家
の
み
で
児

童
を
預
か
る
、
村
独
自
の
山
村
留
学
事
業
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
受
入
児
童
数
は
わ

ず
か
3
名
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
北
相

木
村
の
山
村
留
学
は
継
続
が
難
し
い
…
。
そ

こ
で
、
村
当
局
、
教
育
委
員
会
で
は
協
議
や

視
察
を
重
ね
、
長
野
県
木
曽
郡
王
滝
村
で
山

村
留
学
事
業
を
行
っ
て
い
た
『
企
業
組
合
こ

ど
も
の
森
』
へ
の
視
察
を
き
っ
か
け
に
提
携

を
模
索
し
、
話
し
合
い
の
結
果
、
平
成
23
年

度
か
ら
、
こ
ど
も
の
森
ス
タ
ッ
フ
か
ら
主
任

指
導
員
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
加

え
て
、
総
務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

制
度
を
利
用
し
た
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

な
ど
に
よ
り
、
村
直
営
と
い
う
新
し
い
形
で

の
山
村
留
学
制
度
が
開
始
さ
れ
た
の
で
す
。

一
人
の
応
募
も
な
い
、
と
い
う
可
能
性

も
含
ん
だ
状
態
で
し
た
が
、
結
果
的
に
は
こ

の
年
、
10
名
の
児
童
を
迎
え
入
れ
、
新
し
い

「
北
相
木
村
山
村
留
学
事
業
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
平
成
24
年
度
に
は
ス
タ
ッ
フ

の
増
員
と
中
学
生
の
受
入
を
開
始
し
、
児
童

生
徒
17
名
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
所
帯

と
な
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
受
入
児
童
数
16

名
は
、
こ
の
年
の
全
国
の
山
村
留
学
の
な
か

で
一
番
多
い
数
で
し
た
。
続
く
平
成
25
年
度

も
児
童
生
徒
15
名
の
留
学
生
が
、
北
相
木
の

子
ど
も
と
し
て
生
活
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
、
秋
に
「
体

験
発
表
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
決
め
た
研
究
の
発

表
を
行
い
、
練
習
を
重
ね
た
和
太
鼓
と
沖
縄

演
舞
エ
イ
サ
ー
の
披
露
も
あ
り
、
多
く
の
大

人
た
ち
を
感
動
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

一
年
間
の
留
学
で
、
子
ど
も
た
ち
は
確

実
に
変
わ
り
ま
す
。
3
月
の
修
村
式
で
は
、

成
長
し
た
我
が
子
の
姿
に
涙
す
る
家
族
の
姿

が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
感
動
は
、

村
と
他
地
域
の
人
々
と
の
絆
と
な
り
、
様
々

な
交
流
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
、
村

の
成
人
式
に
留
学
生
を
招
き
、
旧
交
を
深
め

る
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
Ｏ
Ｂ

会
の
設
立
も
視
野
に
入
れ
、
よ
り
多
く
の
交

流
の
場
を
作
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

山
村
留
学
事
業
の
効
果

山
村
留
学
事
業
は
村
に
様
々
な
効
果
を

も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。
三
つ
具
体
的
に
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲夏には、村内にあるキャンプ場「長者の森」で川遊
びをします。

▲�センター横にある畑で、毎年色々な野菜を育
てています。この時は落花生を収穫しました。

▲�山村留学で一番のイベントである「体験発表
会」。各自が北相木に来て興味を持ったこと
を研究して発表します。また、村の方やお世
話になった方々へ、民舞、和太鼓を披露します。
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数
年
前
に
、
山
村
留
学
生
時
代
に
民
泊

を
し
て
い
た
農
家
に
遊
び
に
来
た
山
留
卒
業

生
の
少
女
（
現
在
で
は
33
歳
に
な
り
ま
す
。）

が
、
久
し
ぶ
り
に
同
級
生
と
再
会
。
意
気
投

合
し
…
愛
が
芽
生
え
…
見
事
に
ゴ
ー
ル
イ

ン
!!
今
で
は
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
村
を
代
表
す

る
『
お
し
ど
り
夫
婦
』
で
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
は
、
山
村
留
学
を
し
て
い
た
孫

の
祖
父
母
が
北
相
木
村
を
大
好
き
に
な
っ
て

し
ま
い
、
祖
父
の
定
年
退
職
を
機
に
村
営
住

宅
に
入
居
し
、
孫
と
一
緒
に
定
住
し
ま
し
た
。

村
や
地
区
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、

田
舎
暮
ら
し
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
つ
目
が
中
学
生
。
中
学
校
は
隣
町
村

と
の
1
町
2
村
で
の
組
合
立
と
な
っ
て
い
て
、

村
で
は
山
村
留
学
の
受
入
は
小
学
生
の
み
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
24
年
山

村
留
学
を
2
年
間
過
ご
し
、
北
相
木
小
学
校

を
卒
業
し
て
い
っ
た
少
女
が
…
大
好
き
な
北

相
木
村
を
忘
れ
ら
れ
ず
…
2
学
期
か
ら
山
村

留
学
生
と
し
て
村
に
戻
り
、
組
合
立
中
学
校

に
編
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨

日
新
し
く
中
学
生
と
し
て
1
人
が
継
続
を
決

定
し
、
平
成
27
年
度
も
新
た
に
1
名
が
組
合

立
中
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
か
ら
中
学
生
は

3
名
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
に
北
相
木
村
が

好
き
な
ん
だ
な
と
…
。
村
の
意
図
と
は
全
く

違
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
嬉
し
い
こ
と
で

す
！終

わ
り
に

議
会
で
は
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
採

択
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
現
在
は
保
護
者
か
ら

も
統
合
に
関
す
る
話
題
は
立
ち
消
え
て
い
ま

す
。
小
学
校
の
な
い
自
治
体
に
は
な
り
た
く

な
い
一
念
で
職
員
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
職
員
を
代
表
し
て
一
言
…

信
号
が
一
つ
も
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
も
な

い
村
。
で
も
、
こ
の
村
に
は
…
真
っ
青
な
空

と
澄
ん
だ
空
気
、
美
味
し
い
水
、
豊
か
な
森

の
緑
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
人
々
の
こ
こ

ろ
に
は
温
か
さ
が
あ
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
い
き
い
き
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
こ
ん
な
北
相
木
村
で
の
暮

ら
し
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
、
北
相
木

村
で
は
田
舎
暮
ら
し
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

『
求
む
！ 

村
民
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中

で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
北
相
木
村
を
訪
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
大
好
き
に
な
り
ま
す

よ
。合
言
葉
は『
好
き
で
す
！
信
州 

北
相
木
』。

�

北
相
木
村　

総
務
企
画
課
長

（
平
成
26
年
3
月
31
日
付
第
2
8
7
4
号
）

▲�新聞紙や燃料を使わず、周辺にある自然の
ものとマッチだけで火をおこす練習をし
ています。

▲�子供達の冬一番の楽しみは、スキーのようです。
隣町の小海リエックススキー場にて。

◀�

農
家
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、山
村

留
学
で
の
労
働
体
験「
田
ん
ぼ
作
業
」で
、一
番

大
切
な
作
業
で
す
。

▲�秋には松本市にあるりんご園で、収穫体験を
させていただいてます。りんご園の方から、
収穫までに至る大変さを聞き、子供達は改め
て、収穫できる有り難さを実感しています。

▶
立
派
に
育
っ
た
稲
を
、自
分
達
で
刈
り
取
っ
て

い
ま
す
。こ
の
後
も「
脱
穀
」「
籾
す
り
」と
い

う
作
業
を
し
て
、精
米
し
、初
め
て
自
分
達
で

作
っ
た
お
米
を
食
べ
れ
る
様
に
な
り
ま
す
。
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災
害
を
切
り
口
と
し
た
地
域
間
交
流
と

地
域
お
こ
し「
智
頭
町“
疎
開
”保
険
」

自
治
体
発
！
自
治
体
初
！

「
み
ど
り
の
風
が
吹
く
“
疎
開
”
の
ま
ち
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
る
智
頭
町
は
、
鳥
取
県
の
東
南
部
、

岡
山
県
と
の
県
境
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
周

囲
は
１
、０
０
０
ｍ
級
の
中
国
山
脈
の
山
々

が
連
な
り
、
そ
の
山
峡
を
縫
う
よ
う
に
流
れ

る
川
が
合
流
し
て
千
代
川
と
な
っ
て
日
本
海

に
注
い
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
長
い
歳
月
を

経
て
、
鳥
取
砂
丘
の
砂
を
育
ん
だ
“
源
流
の

森
”
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
の
総
面
積

の
93
％
が
山
林
で
、
ス
ギ
を
は
じ
め
と
す
る

見
渡
す
か
ぎ
り
の
緑
が
一
面
に
広
が
り
、
春

に
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ド

ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
夏
に
は
清
涼
な
緑
、
秋
は

紅
葉
、
そ
し
て
冬
に
は
雪
化
粧
と
、
１
年
を

通
し
て
ま
ち
を
彩
る
美
し
い
自
然
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
23
年
４
月
か
ら
始
め
た
「
智
頭
町

“
疎
開
”
保
険
」
の
発
案
者
は
寺
谷
誠
一
郎

町
長
。「
保
険
」
と
名
前
は
つ
い
て
い
る
が
、

災
害
を
切
り
口
と
し
た
地
域
間
交
流
、
物
流
、

商
流
に
よ
る
地
域
お
こ
し
で
す
。
地
震
等
の

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
一
番
困
る
の
が
生

活
場
所
の
確
保
。「
地
震
・
噴
火
・
津
波
等

を
原
因
と
す
る
災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ
た

地
域
の
加
入
者
」
に
「
智
頭
町
内
お
よ
び
近

隣
町
村
提
携
施
設
で
の
１
泊
３
食
７
日
分
の

食
事
と
宿
泊
場
所
の
確
保
・
提
供
」
を
行
う
。

▲町内の新田集落の田んぼの風景

鳥取県  智
ち

頭
づ

町
ち ょ う

現 地 レ ポ ー ト

智頭町

智頭町町章

▲

板井原集落にある古民家で囲炉裏を囲む疎開体験ツアー参加者
移住・定住・交流人口促進、

空き家・空き店舗活用　関連施策
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ま
た
、
加
入
者
特
典
と
し
て
、
智
頭
町
自
慢

の
こ
だ
わ
り
の
お
米
や
安
全
で
お
い
し
い
野

菜
な
ど
の
特
産
品
を
お
届
け
す
る
。
日
本
に

在
住
の
人
で
、
先
着
１
、０
０
０
名
ま
で
の

受
付
。加
入
金（
保
険
代
金
）は
１
人
１
万
円
、

保
険
期
間
は
１
年
間
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

は
全
国
約
３
５
０
名
の
方
が
加
入
し
て
い
る
。

お
年
寄
り
に
元
気
を
、

地
域
に
交
流
を

「
農
業
を
軸
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
と
考
え
た
と
き
、
主
た
る
農
業
従
事
者

の
じ
い
さ
ん
・
ば
あ
さ
ん
に
何
が
で
き
る
ん

か
い
な
と
考
え
た
。
じ
い
さ
ん
・
ば
あ
さ
ん

は
米
作
り
、
野
菜
作
り
の
名
人
だ
。
こ
の
人

た
ち
に
光
を
当
て
よ
う
。」

「
お
年
寄
り
が
土
か
ら
こ
だ
わ
っ
て
作
っ

た
ホ
ン
モ
ノ
の
お
米
や
野
菜
を
買
い
取
る
。

今
ま
で
家
族
で
食
べ
る
分
だ
け
で
、
た
く
さ

ん
作
っ
て
も
余
っ
て
い
た
。
作
っ
た
分
を
買

い
取
っ
て
も
ら
え
る
と
な
る
と
張
り
合
い
も

で
る
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
小
遣
い
に
な
っ

て
元
気
に
な
る
。
こ
の
お
米
や
野
菜
が
届
い

た
都
会
の
人
は
、
智
頭
町
の
フ
ァ
ン
に
な
る
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
農
家
民
泊
が
あ
る
か
ら
疎

開
の
下
見
に
行
こ
う
か
と
交
流
が
始
ま
る
。」

と
町
長
。

“
か
わ
い
い
孫
に
食
べ
さ
せ
た
く
て
作
っ

た
野
菜
を
ほ
ん
の
少
し
お
す
そ
わ
け
”
と
い

う
気
持
ち
の
お
年
寄
り
た
ち
。
何
を
ど
れ
だ

け
作
っ
て
出
荷
す
る
か
は
自
由
。
作
っ
た
野

菜
を
収
穫
で
き
た
だ
け
集
荷
場
所
に
持
ち
寄

る
。
集
荷
日
に
集
ま
っ
た
野
菜
を
、
み
ん
な

で
作
業
を
分
担
し
て
一
斉
に
箱
詰
め
し
て
加

入
者
に
送
る
。
そ
し
て
、
安
全
・
安
心
で
新

鮮
な
野
菜
を
ま
ご
こ
ろ
込
め
て
作
る
生
産
者

の
グ
ル
ー
プ
「
智
頭
野
菜
新
鮮
組
」
も
誕
生

し
た
。
み
ん
な
で
作
業
し
な
が
ら
野
菜
作
り

の
情
報
交
換
を
し
た
り
、
箱
詰
め
の
方
法
に

つ
い
て
話
し
た
り
、
こ
の
場
で
も
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
る
。

「
知
り
合
い
に
お
餅
を
作
っ
て
送
る
時
に

は
ね
、
南
天
の
葉
を
上
に
の
せ
て
送
る
の
よ
。

南
天
は
難
を
転
じ
る
と
言
っ
て
ね
。」
と
メ

ン
バ
ー
の
お
ば
あ
さ
ん
。

小
包
を
受
け
取
っ
た
加
入
者
か
ら
は
、
そ

の
心
遣
い
に
感
謝
す
る
手
紙
が
送
ら
れ
て
き

た
。
花
瓶
に
入
れ
る
と
元
気
を
取
り
戻
し
、

秋
の
風
情
が
感
じ
ら
れ
て
よ
い
と
。
手
紙
と

と
も
に
、
飾
ら
れ
た
花
、
届
け
ら
れ
た
お
米

と
野
菜
、
そ
れ
を
手
に
喜
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

写
真
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
加
入
者
も
い
る
。

お
互
い
に
会
っ
た
こ
と
の
な
い
加
入
者
が
多

い
が
、
電
話
や
手
紙
を
い
た
だ
く
と
、「
あ
ー
、

あ
の
方
ね
」
と
親
し
み
が
わ
い
て
く
る
。
ま

▶
森
の
中
で
ゆ
っ
た
り
と
深
呼
吸

▲智頭町自慢のこだわりのお米や野菜などの特産品

▶
智
頭
野
菜
新
鮮
組
の
メ
ン
バ
ー

◀
民
泊
受
入
家
庭
と
疎
開
体
験
ツ
ア
ー
参
加
者

の
顔
合
わ
せ
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た
、
お
米
や
野
菜
を
宅
配
で
送
っ
て
ほ
し
い

と
個
別
注
文
を
す
る
加
入
者
も
い
る
。「
智

頭
野
菜
新
鮮
組
」
の
野
菜
は
関
西
で
も
産
直

販
売
さ
れ
て
い
て
、
生
産
者
の
お
年
寄
り
が

更
に
元
気
に
な
る
。

様
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
、
新

聞
記
事
な
ど
を
智
頭
町
に
送
っ
て
情
報
提
供

や
提
案
な
ど
で
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
人
も

い
る
。
疎
開
保
険
が
縁
で
智
頭
町
に
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
様
々
な
つ
な
が
り

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

智
頭
町
で
ゆ
っ
た
り
と

「
災
害
に
限
ら
ず
、
都
会
の
暮
ら
し
は
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
働
き

す
ぎ
て
疲
れ
て
う
つ
病
に
な
る
。
お
母
さ
ん

が
子
ど
も
を
床
に
た
た

き
つ
け
る
。
そ
ん
な
都

会
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
逃

れ
て
み
ん
な
田
舎
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
」
と
町
長
。

「
い
よ
い
よ
田
舎
の

出
番
で
す
」
と
い
う
こ

と
で
、
数
年
前
か
ら

人
々
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
が
「
森
林

セ
ラ
ピ
ー
」。 

“
森
林
は
町
の
大
切
な
財
産
”

と
し
て
と
ら
え
、
森
の
持
つ
癒
し
効
果
に
着

目
し
、
ゆ
っ
た
り
深
呼
吸
で
き
る
豊
か
な
自

然
空
間
と
人
々
と
の
つ
な
が
り
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。「
森
の
ガ
イ
ド
」

を
養
成
し
、
県
内
初
の
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基

地
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
民
泊
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
訪

れ
る
人
々
の
た
め
に
数
十
軒
の
民
泊
先
も
確

保
。
疎
開
保
険
の
宿
泊
先
と
も
な
っ
て
い
る
。

町
内
の
民
家
に
宿
泊
し
、
智
頭
町
が
“
第
２

の
ふ
る
さ
と
”
と
な
る
よ
う
に
ふ
れ
あ
い
あ

ふ
れ
る
滞
在
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い

る
。加

入
者
に
智
頭
町
を
訪
れ
て
も
ら
お
う

と
、
平
成
23
年
は
１
回
、
24
年
は
３
回
疎
開

体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
。
国
指
定
重
要
文
化
財

「
石
谷
家
住
宅
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
昔
な

が
ら
の
古
い
建
物
の
集
ま
る
遊
歩
百
選
「
智

頭
宿
」、
昭
和
30
年
代
の
日
本
の
原
風
景
を

今
に
残
す
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
「
板

井
原
集
落
」
を
散
策
し
、
民
家
に
宿
泊
し
て

田
舎
暮
ら
し
を
体
験
、
交
流
を
深
め
て
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」で
は「
森

の
ガ
イ
ド
」
が
一
緒
に
芦
津
の
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
を
歩
き
、
森
の
癒
し
に
導
い
た
。
民

泊
は
夕
方
か
ら
の
１
泊
で
初
め
て
会
っ
た
人

同
士
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌
朝
の
別
れ
は
名

残
惜
し
く
、
親
し
く
交
流
を
深
め
た
様
子
で

あ
っ
た
。
手
作
り
の
お
土
産
を
手
渡
す
人
も

あ
っ
た
。
加
入
者
か
ら
お
礼
の
手
紙
が
届
い

た
民
泊
家
庭
も
あ
っ
た
。

既
に
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
民
泊
を
体
験
し
、

疎
開
体
験
ツ
ア
ー
で
は
以
前
と
違
う
民
泊
先

に
宿
泊
し
た
参
加
者
が
い
た
。
ツ
ア
ー
に
参

加
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
以
前
の
民
泊
先

の
人
が
そ
の
参
加
者
に
手
紙
を
渡
し
に
来
て
、

再
会
を
喜
び
合
う
と
い
う
光
景
も
あ
っ
た
。

一
度
出
来
た
縁
は
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

民
泊
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
疎
開
保
険

以
外
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
お
酒
を
酌
み

交
わ
し
、
話
に
花
が
咲
い
た
と
い
う
こ
と
も

あ
る
よ
う
だ
。

町
は
、
民
泊
の
他
に
、
移
住
や
定
住
を

考
え
て
い
る
人
が
長
期
滞
在
も
可
能
な
「
田

舎
暮
ら
し
体
験
住
宅
」
も
準
備
し
た
。
智
頭

▲国指定重要文化財「石谷家住宅」

◀
田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅「
い
ろ
り
の
家
」

◀
民
泊
受
入
家
庭
と
疎
開
体
験
ツ
ア
ー
参
加
者

の
顔
合
わ
せ
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町
で
の
住
宅
探
し
、
仕
事
探
し
、
地
域
と
の

交
流
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
観
光
の
基
地
と
し

て
活
用
で
き
る
。
東
日
本
大
震
災
で
の
放
射

能
汚
染
か
ら
逃
れ
て
、
子
ど
も
を
安
全
な
所

で
過
ご
さ
せ
た
い
と
数
日
間
滞
在
し
た
家
族

も
あ
る
。
数
日
間
の
滞
在
で
も
、
新
鮮
な
野

菜
の
お
す
そ
分
け
や
地
域
行
事
へ
の
参
加
な

ど
、
管
理
人
や
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い

が
あ
る
。
訪
れ
た
人
は
田
舎
の
温
か
さ
に
感

激
し
、
町
民
は
外
か
ら
の
刺
激
を
受
け
る
。

そ
の
家
族
は
滞
在
中
に
、
智
頭
の
豊
か
な
自

然
環
境
を
育
ち
の
場
と
し
、
雨
で
も
雪
で
も

町
内
９
ヵ
所
の
森
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
お
散
歩

し
自
由
に
走
り
回
っ
た
り
遊
ん
だ
り
す
る

「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」の
体
験
も
行
っ
た
。「
森

の
よ
う
ち
え
ん　

ま
る
た
ん
ぼ
う
」
は
「
智

頭
町
の
森
の
中
で
子
育
て
で
き
た
ら
素
晴
ら

し
い
」
と
一
人
の
お
母
さ
ん
が
「
百
人
委
員

会
」（
住
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
町
政
に
活
か

す
た
め
の
政
策
提
言
組
織
）
で
提
案
し
、
町

や
県
の
支
援
の
も
と
専
属
の
保
育
士
を
雇
っ

て
運
営
し
て
い
る
も
の
。
こ
の
「
森
の
よ
う

ち
え
ん
」に
は
、半
数
以
上
が
町
外
か
ら
通
っ

て
い
る
。
県
境
を
越
え
て
岡
山
か
ら
通
う
子

ど
も
が
い
た
り
、移
住
し
た
人
も
い
る
。「
森

の
よ
う
ち
え
ん
」
を
立
ち
上
げ
、
事
務
局
長

と
し
て
活
躍
す
る
お
母
さ
ん
も
、
智
頭
の
森

に
惹
か
れ
て
家
族
で
移
住
し
た
一
人
で
あ
る
。

町
外
か
ら
の
新
た
な
風
が
吹
い
て
い
る
。
こ

こ
で
も
森
が
新
た
な
つ
な
が
り
を
生
ん
で
い

ま
す
。１

月
か
ら
制
度
変
更

町
長
が
「
智
頭
町
“
疎
開
”
保
険
」
の

記
者
発
表
を
東
京
で
行
っ
た
の
は
平
成
23
年

３
月
７
日
。
そ
の
直
後
「
東
日
本
大
震
災
」

が
起
き
、
Ｐ
Ｒ
も
し
ば
ら
く
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
た
。
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

り
、
問
い
合
わ
せ
や
申
込
み
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
秋
に
Ｐ
Ｒ
を
再
開
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
１
月
に
は
智
頭
町
が
加
盟
し

て
い
る
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
事

務
局
の
美
瑛
町
東
京
事
務
所
が
あ
る
フ
ォ
レ

ス
タ
虎
ノ
門
で
、
疎
開
保
険
や
森
林
セ
ラ

ピ
ー
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。
町
長
が

町
の
魅
力
を
語
り
、
智
頭
町
産
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
参
加

者
と
の
交
流
を
深
め
た
。
事
前
に
電
話
や

メ
ー
ル
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
保
険
の
加
入

者
と
の
対
面
で
は
、
親
し
く
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
、
以
前
か
ら
の
知
り
合
い
の
よ
う
な

気
が
し
た
。

疎
開
保
険
事
業
は
開
始
し
て
ま
だ
１
年

目
で
課
題
も
あ
る
。

「
家
族
７
人
で
加
入
し
た
い
け
れ
ど
、
１

人
１
万
円
だ
と
入
り
に
く
い
な
あ
。
家
族
割

引
は
な
い
で
す
か
。」「
１
人
１
万
円
と
な
っ

て
い
る
け
ど
、
家
族
コ
ー
ス
は
な
い
で
す

か
。」既

に
夫
婦
や
家
族
で
加
入
し
、
１
家
族

で
２
～
４
件
加
入
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
が
、
家
族
で
の
加
入
を
考
え
た
場
合
に
金

額
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

家
族
コ
ー
ス
の
検
討
を
行
っ
た
。
加
入
期
間

も
、
年
度
途
中
で
加
入
し
て
も
３
月
ま
で
と

な
っ
て
い
た
が
、
ニ
ー
ズ
が
多
い
こ
と
か
ら
、

併
せ
て
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。
問
い
合
わ

せ
や
加
入
申
込
み
が
相
次
ぎ
、
４
月
ま
で

待
っ
て
も
ら
う
の
も
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で

平
成
24
年
１
月
か
ら
制
度
変
更
を
し
、
加
入

期
間
は
加
入
日
か
ら
１
年
間
、
新
た
に
フ
ァ

ミ
リ
ー
２
人
コ
ー
ス
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
３
～
４

人
コ
ー
ス
を
設
け
た
。
２
人
コ
ー
ス
は

１
５
、０
０
０
円
、
３
～
４
人
コ
ー
ス
は

２
０
、０
０
０
円
。
平
成
25
年
度
末
時
点
で
、

1
3
1
口
、
2
7
8
人
が
加
入
し
て
い
る
。

今
後
も
体
験
ツ
ア
ー
や
交
流
会
で
、
新
た
な

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
い
よ
い
よ
田
舎
の
出
番
で
す
！
疎
開
保

険
に
加
入
し
、
ぜ
ひ
一
度
智
頭
町
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。」

智
頭
町
長　

寺
谷　

誠
一
郎

（
平
成
24
年
11
月
5
日
付
第
2
8
1
9
号
）

▲

疎開保険チラシ
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い
い
ひ
と  

い
っ
ぱ
い

久
米
南
町

～
小
さ
な
ま
ち
の
定
住
対
策
～

久
米
南
町
の
概
要

久
米
南
町
は
岡
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
県
庁
所
在
地
の
岡
山
市
か
ら
北
へ
約

40
㎞
、
広
域
市
町
村
圏
の
中
核
都
市
で
あ
る

津
山
市
か
ら
は
、
南
へ
約
20
㎞
、
町
の
中
心

部
を
南
北
に
国
道
53
号
と
Ｊ
Ｒ
津
山
線
が

通
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
29
年
４
月
１
日
に
弓
削
町
、
誕
生

寺
村
、
龍
山
村
、
神
目
村
の
１
町
３
村
が
合

併
し
て
久
米
南
町
と
し
て
誕
生
し
、
平
成
26

年
度
に
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

古
く
か
ら
川
柳
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
お
り
、
全
国
的
に「
川
柳
の
町
」と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
主
な
産
業
は
、
米
作
を
中

心
と
す
る
農
業
で
、
お
い
し
い
お
米
を
は
じ

め
甘
く
て
大
粒
の
ピ
オ
ー
ネ
に
代
表
さ
れ
る

ブ
ド
ウ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ゆ

ず
な
ど
多
く
の
農
産
物
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
間
部
で
は
中
山
間
地
域
特
有

の
棚
田
や
た
め
池
が
あ
り
、「
日
本
棚
田
百

選
」
に
「
北
庄
」「
上
籾
」
の
２
カ
所
、ま
た
、

北
庄
「
神
之
渕
池
」
が
「
た
め
池
百
選
」
に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

町
全
域
に
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
構
築
し
て

お
り
、
高
速
通
信
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
今
定
住
促
進
な
の
か
？

久
米
南
町
の
人
口
は
、
昭
和
30
年
の
国

勢
調
査
で
は
１
０
、６
７
１
人
を
ピ
ー
ク
に
、

平
成
22
年
に
は
５
、２
９
６
人
と
減
少
し
ま

し
た
。
ま
た
、
人
口
問
題
研
究
所
の
発
表
に

よ
れ
ば
、
２
０
４
０
年
に
は
３
、１
９
７
人

と
い
う
、
ピ
ー
ク
時
に
対
し
て
約
３
割
程
度

の
人
口
に
な
る
と
の
推
計
で
し
た
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
の
町
内
の
出
生
者

数
も
10
人
と
過
去
最
低
の
数
字
と
な
り
、
平

成
24
年
の
高
齢
化
率
は
39
・
３
％
で
県
内
２

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
24
年 「カッピー」

マスコット

久米南町町章

岡山県  久
く

米
め

南
な ん

町
ち ょ う

「最大の川柳教室
　　～ LARGEST SENRYU LESSON ～」

久米南町

現 地 レ ポ ー ト

最も参加人数が多い川柳教室として、ギネス世界記録®

に認定され、「世界一 川柳の町 久米南町」となった。

移住・定住・交流人口促進、
空き家・空き店舗活用　関連施策
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４
月
１
日
に
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策

と
し
て
、
各
課
で
行
っ
て
い
た
定
住
施
策
を

一
本
化
す
る
た
め
定
住
対
策
を
専
門
的
に
取

り
組
む
「
定
住
促
進
課
」
を
新
設
し
、
町
外

か
ら
の
移
住
に
関
す
る
相
談
へ
の
対
応
や
空

き
家
情
報
の
収
集
・
提
供
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
に
向
け
た
町
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の

取
り
組
み
や
企
業
誘
致
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど

を
主
な
業
務
と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
は
、
定
住
相
談
の
窓
口
を

一
本
化
し
た
こ
と
や
東
京
・
大
阪
の
定
住
相

談
会
に
積
極
的
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

98
組
の
方
か
ら
移
住
相
談
を
受
け
そ
の
内
９

組
の
定
住
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
、「
若
者
定
住
促
進
住
宅
の
建
設
」「
移
住

体
験
ツ
ア
ー
」「
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
設
置
」
な
ど
、
各
事
業
で
町
民
や

移
住
者
と
意
見
交
換
を
中
心
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
定
住
に
対
す
る
意
識
の

向
上
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

子
育
て
世
代
が
住
み
た
い

ま
ち
へ

子
ど
も
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
た

事
態
へ
の
、
本
町
の
対
策
は
、
若
者
が

住
み
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で

し
た
。
平
成
25
年
度
建
設
中
の
建
物
を

含
め
、
２
か
所
11
戸
の
若
者
向
け
住
宅

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
住
宅
は
、
設

計
段
階
で
子
育
て
世
代
を
交
え

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
な
ど
、
若
者
が
住
み
や
す
い

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
設

備
や
間
取
り
で
設
計
し
ま
し
た
。

ま
た
、
駐
車
場
に
は
電
気
自
動

車
に
対
応
で
き
る
コ
ン
セ
ン
ト

を
設
置
す
る
な
ど
環
境
に
配
慮

し
た
整
備
も
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
家
賃
を
お
さ
え
た
町
営

の
住
宅
に
入
居
で
き
な
か
っ
た
若
者

に
は
、
月
額
家
賃
の
４
割
（
上
限

１
５
、０
０
０
円
）
を
交
付
す
る
「
民

間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
事
業
」
も
施

行
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
空
き

家
改
修
の
補
助
と
の
相
乗
効
果
を
生

ん
で
お
り
、
今
後
さ
ら
な
る
空
き
家

の
活
用
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
確
保
の
た
め

全
国
的
な
人
口
減
少
の
動
き
は
、
新
し

い
動
き
も
生
み
出
し
ま
し
た
。
減
る
人
口
に

対
し
て
増
え
る
空
き
家
。
空
き
家
を
利
用
し

た
制
度
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
中
、
本
町

も
平
成
20
年
に
「
空
き
家
・
空
き
農
地
情
報

バ
ン
ク
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
登
録
物
件
数
が
少
な
く
、
移
住
相

談
が
あ
っ
て
も
条
件
に
あ
っ
た
物
件
を
紹
介

▶
住
民
を
交
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▶
移
住
体
験
ツ
ア
ー

◀
子
育
て
世
代
を
交
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
相
談
に
応
じ
ら
れ
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
平
成
25

年
度
は
、
空
き
家
の
登
録
物
件
増
加
を
目
指

し
、
町
外
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
固
定

資
産
税
の
納
付
書
に
空
き
家
の
募
集
チ
ラ
シ

を
同
封
し
た
結
果
、
３
件
だ
っ
た
物
件
数
も

６
人
の
方
か
ら
登
録
依
頼
が
あ
り
、
計
９
件

に
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
空
き
家
確
保
の
た
め
町
広
報
紙

で
、
町
内
に
定
住
し
た
方
を
紹
介
す
る

と
同
時
に
空
き
家
提
供
者
の
感
想
を
掲

載
し
、
空
き
家
を
貸
す
メ
リ
ッ
ト
を
町

内
の
方
へ
伝
え
、
空
き
家
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

眠
る
資
源
「
空
き
家
」
を

活
用

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
の
、
利
用
が
無
い
状
態
が
続

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
空
き
家
の
活
用

を
促
進
す
べ
く
平
成
22
年
に
「
空
き
家

活
用
促
進
事
業
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

「
空
き
家
活
用
促
進
事
業
」
は
、
空

き
家
の
改
修
に
係
る
補
助
対
象
経
費
総

額
の
４
割
（
上
限
額
１
０
０
万
円
）
を

交
付
し
ま
す
。
利
用
実
績
は
、
平
成
22

年
度
に
１
件
、
平
成
23
年
度
に
４
件
、

平
成
24
年
度
５
件
、
平
成
25
年
度
10
月

現
在
で
８
件
と
制
度
活
用
者
が
増
加
し
ま
し

た
。
定
住
促
進
課
発
足
以
降
は
、
多
く
の
方

に
申
請
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
移
住
者
や
地
域
住
民
の
方
か
ら

の
声
を
受
け
、
対
象
者
の
規
定
も
「
転
入
後

１
年
未
満
」
か
ら
「
入
居
後
１
年
未
満
」
へ

一
部
改
正
を
し
ま
し
た
。
改
正
に
は
２
つ
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。
１
つ
目
は
移
住
者
か
ら

の
声
で
、
生
活
し
て
初
め
て
わ
か
る
様
々
な

こ
と
や
新
た
な
人
間
関
係
を
得
て
、
よ
り
魅

力
的
な
地
域
や
空
き
家
へ
移
り
住
み
た
い
と

い
う
も
の
で
、
町
内
で
の
移
住
に
柔
軟
に
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
24

年
あ
た
り
か
ら
町
内
移
動
や
県
内
移
動
の
相

談
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
時
に
は
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
新
た
な
人

間
関
係
が
で
き
た
こ
と
で
空
き
家
賃
貸
が
成

立
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
２
つ
目
は

町
民
か
ら
の
声
で
、
町
内
に
は
不
動
産
業
者

が
無
く
、
賃
貸
物
件
数
も
多
く
な
い
た
め
、

単
身
者
や
結
婚
を
機
に
住
む
場
所
を
探
し
、

転
出
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
町
営
の

若
者
定
住
促
進
住
宅
以
外
で
も
、
補
助
金
を

利
用
で
き
る
こ
と
で
空
き
家
を
選
択
肢
と
し

て
と
ら
え
て
も
ら
う
た
め
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
入
れ
る
定
住
だ
け
で
な
く
、
出
さ
な
い

定
住
に
も
対
応
で
き
る
制
度
と
な
り
ま
し
た
。

空
き
店
舗
の
活
用
へ

多
く
の
移
住
相
談
を
受
け
る
中
、
本
町

の
大
き
な
課
題
は
働
く
場
所
の
確
保
で
す
。

本
町
は
交
通
網
に
多
少
恵
ま
れ
て
い
る
た
め
、

町
民
の
多
く
も
町
外
で
働
い
て
い
ま
す
が
、

町
内
で
の
仕
事
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て

は
、
就
農
以
外
で
見
つ
け
る
こ
と
は
非
常
に

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
大
企
業
や

工
場
な
ど
の
企
業
誘
致
も
容
易
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
個
人
や
小
規
模
企

業
の
起
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
平
成
24

年
度
か
ら
「
起
業
家
支
援
制
度
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
空
き
店
舗
等
の
改

修
に
係
る
補
助
対
象
経
費
総
額
の
４
割
（
上

限
額
２
０
０
万
円
）
を
交
付
し
ま
す
。
平
成

25
年
10
月
現
在
で
３
件
の
申
請
が
あ
り
、
移

住
者
に
よ
る
民
宿
や
農
業
等
を
通
じ
た
福
祉

事
業
等
が
開
業
し
、
町
内
の
空
き
店
舗
が
流

動
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

田
舎
で
起
業
し
た
い
方
へ
の
誘
引
と
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
る
地
域
へ

定
住
施
策
を
進
め
る
上
で
浮
上
し
た
課

題
は
、
い
か
に
し
て
行
政
と
地
域
の
協
力
体

制
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、

地
域
の
し
き
た
り
や
つ
き
あ
い
を
重
ん
じ
る

小
さ
な
町
に
と
っ
て
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
行
政
の
み
で
定
住
を
進
め
る
場

合
、
移
住
者
と
地
域
の
距
離
が
埋
ま
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
距
離
を
縮
め

て
い
る
間
は
、
誤
解
や
軋あ

つ

轢れ
き

を
生
み
易
く
、

定
住
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家

の
提
供
に
つ
い
て
も
、
行
政
の
み
の
動
き
で

は
限
界
が
あ
り
、
地
域
と
の
連
携
や
協
力
体

制
を
と
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
事
実
、

本
町
に
お
い
て
も
移
住
に
関
心
が
高
い
地
域

◀�

空
き
家
再
生
講
演
会
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で
は
、
行
政
の
関
与
が
無
く
と
も
移
住
者
を

受
け
入
れ
、
地
域
の
方
が
声
を
か
け
、
移
住

者
が
地
域
の
敬
老
会
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

行
う
等
、
移
住
後
も
地
域
と
の
距
離
が
ス

ム
ー
ズ
に
縮
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
域
へ
移
住
や
空
き
家
の
理
解
を
広
め

る
た
め
、
空
き
家
再
生
の
講
演
会
の
開
催
を

は
じ
め
と
し
、
移
住
者
が
地
域
へ
入
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
て
定
住
意
識
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25

年
度
は
町
と
地
域
と
が
よ
り
連
携
し

た
移
住
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
定

住
モ
デ
ル
地
域
を
選
定
し
、
移
住
者

が
相
談
時
か
ら
地
域
と
関
わ
り
を
持

ち
、
地
域
も
移
住
者
の
顔
が
わ
か
る

よ
う
に
地
域
の
定
住
窓
口
を
設
置
し
、

空
き
家
紹
介
や
引
っ
越
し
支
援
、
移

住
後
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
も
行
う
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
移
住
者
の
声

を
聞
く
「
移
住
者
座
談
会
」
を
開
催
し
、

移
住
者
の
方
か
ら
積
極
的
に
地
域
に

出
る
必
要
が
あ
る
と
の
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
移
住

者
の
方
の
ニ
ー
ズ
と
地
域
の
出
来
る

サ
ポ
ー
ト
を
調
整
し
、
町
独
自
の
定

住
相
談
の
ス
タ
イ
ル
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

移
住
者
を
身
近
に

移
住
に
対
す
る
先
入
観
を
な
く
す
た
め
、

平
成
24
年
度
か
ら
広
報
紙
に
移
住
者
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
実
際
に
顔
を

知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
移
住

し
て
き
た
方
が
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
、

ど
の
よ
う
な
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
る
の

か
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
材
は
、
で

き
る
だ
け
移
住
後
２
～
３
ヵ
月
経
過
し
た
方

を
中
心
に
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
役
場

の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
近
況
を
伺
う
だ
け
で
な
く
、

実
際
の
生
活
を
見
な
が
ら
、
困
っ
て
い
る
こ

と
や
楽
し
い
こ
と
を
聞
け
る
貴
重
な
時
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

い
い
ひ
と 

い
っ
ぱ
い 

久
米
南
町

定
住
促
進
事
業
が
本
格
化
し
て
平
成
26

年
度
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
１
年
目
に
は

行
政
が
先
頭
に
立
ち
定
住
促
進
を
進
め
、
２

年
目
に
は
地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行

い
、
３
年
目
は
行
政
と
地
域
が
連
携
し
た
町

内
全
体
で
の
定
住
促
進
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
小
さ
な
町
の
定
住
対
策
は
、
１
人
の
移

住
者
に
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
が
関
わ
れ
る
か

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
第
５
次
振
興
計
画

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
『
い
い
ひ
と 

い
っ

ぱ
い 

久
米
南
町
』
で
す
。
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
の
問
題
に
町
内
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
で
、
多
く
の
「
い
い
ひ
と
」
が
そ
れ
ぞ

れ
の
「
い
い
と
こ
ろ
」
を
持
ち
寄
り
、
人
が

人
を
繋
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

�

久
米
南
町
長　

河
島　

建
一

（
平
成
25
年
11
月
18
日
付
第
2
8
6
0
号
）

◀
若
者
定
住
促
進
住
宅「
こ
う
め
壱
番
館
」

▶
移
住
者
を
交
え
た
座
談
会

（
補
足
）

　
平
成
26
年
11
月
9
日
、
町
制
施
行
60

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
、「
最
大
の
川

柳
教
室
」
が
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
®
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
米
南
町
を
世
界
一
に
す
る
た
め
、

４
２
７
人
の
い
い
ひ
と
が
団
結
。
受
け

継
が
れ
る
町
の
文
化
が
人
の
力
で
新
た

な
魅
力
と
な
り
ま
し
た
。
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地
域
の
誇
り
と
笑
顔
の
好
循
環

ヒ
ト
が
輝
く
元
気
な
上
毛
町

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
波
は
、
上
毛

町
に
お
い
て
も
山
間
の
集
落
ほ
ど
著
し
く
、

過
疎
化
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
10
年
先
、あ
る
い
は
50
年
先
と
い
う
中
・

長
期
の
視
点
で
考
え
た
と
き
、
皆
さ
ん
は
生

ま
れ
育
っ
た
故
郷
に
ど
の
よ
う
な
未
来
を
描

く
で
し
ょ
う
か
。
近
年
、「
ヒ
ト
が
元
気
」

と
い
う
客
観
的
評
価
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
上
毛
町
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
に

育
ま
れ
た
農
林
産
物
を
は
じ
め
、
古
い
伝
統

文
化
を
大
切
に
育
む
地
域
活
動
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
に
は
、
早
稲
田
大
学
と
の

連
携
に
よ
り
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
上
毛
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
と
い
う
住

民
に
よ
る
地
域
の
た
め
の
計
画
書
が
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
書
は
、
町
総
合
計
画
を

補
完
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
計

画
に
沿
っ
た
地
域
活
動
を
応
援
す
る
た
め
、

平
成
20
年
度
に
上
毛
町
地
域
づ
く
り
活
動
事

業
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
づ
く

り
団
体
の
後
方
支
援
を
目
的
と
し
た
制
度
で

あ
り
、
団
体
に
対
し
て
初
動
3
年
間
、
活
動

に
必
要
な
経
費
や
情
報
発
信
、
合
同
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
認
定
の
「
地
域
づ
く
り
活
動

団
体
」
は
38
団
体
。
住
民
自
ら
の
特
技
を
活

か
し
、「
景
観
保
全
」「
安
全
安
心
」「
文
化

継
承
」「
交
流
活
動
」「
情
報
発
信
」
な
ど
の

テ
ー
マ
で
、
地
域
の
元
気
の
た
め
に
楽
し
み

な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

活
動
の
源
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
考
え
る

「
大
切
に
し
た
い
も
の
」
や
「
無
く
し
て
は

い
け
な
い
も
の
」
が
存
在
し
、
そ
れ
は
住
民

皆
さ
ん
が
誇
る
地
域
の
宝
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
誇
り
を
集
め
て
、

そ
の
価
値
を
内
外
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
真
の
“
上
毛
町
ら
し

さ
”
で
あ
り
、町
の
魅
力
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

過
疎
化
に
伴
う
課
題
は
様
々
で
す
が
、
特

に
、
後
継
者
や
担
い
手
不
足
は
重
要
な
テ
ー

都市づくり、地域づくり、
コミュニティづくり部門受賞
「九州福岡こうげのシゴト
（雇用創出）×みらいのシカ
ケ（定住促進）」

福岡県  上
こ う

毛
げ

町
ま ち

上毛町

現 地 レ ポ ー ト
▼棚田「西友枝大入地区」

移住・定住・交流人口促進、
空き家・空き店舗活用　関連施策
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マ
と
い
え
ま
す
。
地
域
の
誇
り
を
後
世
に
受

け
継
ぎ
、
い
つ
ま
で
も
元
気
な
町
と
し
て
輝

き
続
け
る
た
め
に
、
今
、
将
来
を
見
据
え
た

垣
根
の
な
い
横
断
的
で
総
合
的
な
定
住
促
進

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

定
住
促
進
の
取
り
組
み

─
キ
ー
ワ
ー
ド
は
上
毛
町
ら
し
さ
─

全
国
的
に
、
減
り
続
け
る
人
口
、
増
え

る
空
き
家
、
地
方
自
治
体
は
軒
並
み
定
住
促

進
制
度
を
掲
げ
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
や

奨
励
金
、
短
期
滞
在
体
験
、
交
流
イ
ベ
ン
ト

な
ど
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
上
毛

町
に
お
い
て
も
、「
住
ま
い
」
と
い
う
切
り

口
で
、
高
校
跡
地
を
活
用
し
た
宅
地
化
事
業

を
行
っ
て
お
り
、
コ
モ
ン
パ
ー
ク
上
毛
彩い

ろ

葉は

と
い
う
名
称
で
、
電
線
の
地
中
化
や
街
並
み

の
意
匠
を
統
一
す
る
な
ど
、
花
と
緑
の
落
ち

着
き
の
あ
る
美
し
い
住
宅
街
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
38
区
画
（
全
76
区
画
）
の
分

譲
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
が
平
成
25
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

利
用
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
暮
ら
し
を
応
援
す
る
三
世
代

同
居
支
援
事
業
や
、
東
九
州
自
動
車
道
整
備

に
伴
う
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設

置
な
ど
、
快
適
な
生
活
が
実
感
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な
取

り
組
み
と
し
て
は
、
定
住
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

“
上
毛
町
ら
し
い
”
暮
ら
し
や
仕
事
の
在
り

方
を
追
求
す
る
事
業
と
し
て
、
平
成
24
年
度

か
ら
、
住
み
た
い
上
毛
町
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
意
欲
あ

る
住
民
の
地
域
活
動
を
基
盤
と
し
、
持
続
可

能
な
町
づ
く
り
の
仕
組
み
（
＝
好
循
環
）
を

構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

住
み
た
い
上
毛
町
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

─
コ
ン
セ
プ
ト
は
“
好
循
環
”
─

地
域
資
源
を
活
用
し
た
交
流
・
暮
ら
し
・

仕
事
の
“
好
循
環
”
を
作
り
出
す
た
め
に
、

2
つ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
事
業
の

主
役
は
も
ち
ろ
ん
地
域
住
民
で
す
。
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
を
中
心
と
し
た
上
毛
町
ら
し

い
生
業
づ
く
り
の
事
業
「
こ
う
げ
ま
ち
雇
用

続
々
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
愛
称
「
こ
う
げ
の
シ

ゴ
ト
」）」
と
、
地
域
貢
献
や
町
づ
く
り
に
関

心
の
あ
る
都
市
住
民
な
ど
を
誘
致
す
る
事
業

「
お
試
し
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
こ

れ
ら
は
車
の
両
輪
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま

す
。

⑴‌�

こ
う
げ
ま
ち
雇
用
続
々
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

─
個
性
を
活
か
し
た
生
業
づ
く
り
─

上
毛
町
ブ
ラ
ン
ド
創
造
協
議
会
（
町
、
商

工
会
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
な
ど
で
構
成
、

平
成
24
年
2
月
設
立
）
が
主
体
と
な
り
、
厚

生
労
働
省
の
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
生
業
を
応
援
す

る
（
＝
商
売
繁
盛
の
た
め
の
人
材
育
成
）
こ

と
で
、
上
毛
町
ら
し
い
雇
用
創
出
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
各
種
研
修
や
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
既
に
あ
る
原
石
（
＝
農
林
産
物
、

加
工
品
、
人
材
な
ど
）
に
磨
き
を
か
け
、
商

品
化
す
る
た
め
の
知
識
や
技
術
を
、
料
理
家

や
建
築
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の
外
部
専
門

家
が
、
講
師
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
磨
か
れ
た
商
品
や
人
材
な

ど
を
上
毛
町
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
消
費
者
に

届
け
、
相
応
の
対
価
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
雇

用
が
生
ま
れ
る
と
い
う
好
循
環
が
定
着
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
成
果
と
し
て
は
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
中
山
間
地
域
の

東
上
有
田
地
区
で
、
5
軒
が
旅
館
業
法
の
民

宿
許
可
を
取
得
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
山
野

草
を
活
用
し
た
石
釜
調
理
や
散
策
活
動
な
ど

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。そ

の
ほ
か
、
12
の
研
究
テ
ー
マ
が
あ
り
、

農
業
者
・
特
産
「
川
底
柿
」
の
生
産
組
合
・

廃
校
跡
地
活
用
の
交
流
セ
ン
タ
ー
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

◀�

上
毛
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
づ
く
り
の
住
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▶
研
修
会
の
様
子「
ブ
ロ
グ
を
活
用
し
た
情
報

発
信
」
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法
人
な
ど
の
地
域
団
体
、
さ
ら
に
は
、
か
ら

あ
げ
専
門
店
・
温
泉
館
・
道
の
駅
・
天
然
醸

造
老
舗
醤
油
蔵
な
ど
の
事
業
所
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
研
修
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ン
セ
プ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
素
材
や
活
動
の
価
値
を

探
り
、
課
題
の
抽
出
と
目
標
設
定
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
自
ら
が
活
性
化
へ

の
意
欲
を
持
ち
主
体
的
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

で
き
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑵
お
試
し
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

上
毛
町
の
魅
力
や
課
題
な
ど
を
外
か
ら

の
目
線
で
掘
り
起
し
、
町
の
活
性
化
を
加
速

さ
せ
る
取
り
組
み
と
し
て
、“
上
毛
町
暮
ら

し
”の
居
住
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム「
上
毛
町
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
テ
イ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
上

毛
町
に
つ
い
て
予
備
知
識
の
な
い
町
外
の
方

か
ら
の
率
直
な
意
見
や
提
案
な
ど
を
定
住
促

進
制
度
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、

よ
り
“
上
毛
町
ら
し
い
”
個
性
を
活
か
し
た

制
度
設
計
を
目
的
と
し
、
試
行
錯
誤
の
中
、

手
探
り
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
居
住
体
験

の
物
件
を
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
に
と
っ
て
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
さ
れ
る
山
間
地
域
の
集
落
内

に
設
定
し
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
を
促
す
こ

と
で
、
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、

受
け
入
れ
側
と
な
る
地
域
住
民
の
反
応
に
つ

い
て
も
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
や
古
民
家
を
活
用
し
た
取
り
組

み
は
、
近
年
で
は
め
ず
ら
し
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、特
徴
と
し
て
は
、①
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
あ
れ
ば
場
所
を
選
ば
な
い

仕
事
（
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
者
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
な

ど
）
を
し
て
い
る
人
、
か
つ
、
②
町
づ
く
り

や
地
域
貢
献
な
ど
に
意
欲
の
あ
る
人
を
対
象

と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
①
上
毛
町
近
郊
で
の
就
職
先
は
限
ら
れ

て
お
り
、
都
市
圏
へ
の
通
勤
も
不
便
で
あ
る

た
め
、
上
毛
町
に
お
け
る
新
し
い
働
き
方
の

モ
デ
ル
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
②
働

き
方
や
暮
ら
し
方
な
ど
、
田
舎
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
メ

デ
ィ
ア
な
ど
様
々
な
媒
体
で
田
舎
の
特
集
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
際
に
「
地
域
と

関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」「
町
づ
く
り
に
参

加
し
た
い
」
と
い
う
都
会
の
若
者
は
増
え
て

い
ま
す
。

何
よ
り
も
ま
ず
、
地
域
住
民
が
い
つ
ま

で
も
元
気
に
活
躍
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、
突
飛
で
あ
り
な
が

ら
も
現
実
的
で
、
よ
り
大
き
な
効
果
が
生
ま

れ
る
制
度
を
目
指
し
ま
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
イ
と
は
、
そ
の
名
の

と
お
り
“
働
き
な
が
ら
暮
ら
す
”
こ
と
に
重

点
を
置
い
た
も
の
で
、
体
験
参
加
者
自
ら
の

仕
事
の
持
ち
込
み
に
加
え
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
発
想
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
に
応
じ
て
、

町
に
提
言
す
る
こ
と
を
参
加
条
件
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
上
毛
町
の
資
源
を
活
か

し
た
交
流
・
子
育
て
・
教
育
・
通
信
・
空
間

づ
く
り
に
至
る
ま
で
、
具
体
的
な
提
案
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
田

舎
に
不
足
が
ち
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
地
域
づ
く
り
協

議
会
が
取
り
組
み
、
事
務
所
を
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
イ
参
加
者
の
一
人
で
あ
る

カ
メ
ラ
マ
ン
が
「
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
」
と
い
う
観

光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
自
主
的
に
制
作
す
る
な

ど
、
想
像
以
上
の
成
果
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
実
際
に
上
毛
町
へ
の
移
住
を
希
望
さ

れ
る
方
も
現
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
イ
は
、
田
舎
へ
の
移

住
を
考
え
る
方
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
に

と
っ
て
も
、
新
た
な
気
づ
き
や
刺
激
と
な
り
、

外
部
人
材
積
極
誘
致
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
か
ら
7
組
が
参
加

し
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
24
年
度
は
3
組
の

▶�

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
イ
参
加
者
が
制
作
し
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク「
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
」

▶
居
住
体
験
物
件「
雁
股
庵
」

◀「
山
野
草
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」の
様
子
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募
集
に
対
し
て
20
組
の
応
募
が
あ
り
、
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
上
毛
町
暮
ら
し
の

モ
デ
ル
づ
く
り
の
確
か
な
一
歩
と
な
っ
て
い

ま
す
。田

舎
暮
ら
し
研
究
村
構
想

─
好
循
環
に
よ
る
笑
顔
の
連
鎖
─

平
成
25
年
度
か
ら
、
お
試
し
居
住
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
発
展
形
と
し
て
「
田
舎
暮
ら
し

研
究
村
構
想
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
住

み
た
い
上
毛
町
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
と

な
る
構
想
で
も
あ
り
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

“
好
循
環
”
を
実
現
す
る
た
め
に
、
外
部
の

専
門
性
や
活
力
、
客
観
性
を
取
り
入
れ
る
仕

掛
け
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
と
も
に
示
し
て
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
地
域
課
題
と
、
能
動

的
な
外
部
人
材
の
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

促
進
す
る
こ
と
で
、
多
様
化
す
る
現
代
社
会

に
お
い
て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
と
と
も
に
、

適
宜
、
町
に
相
応
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提

案
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
農
業
応
援
・
担
い
手
育
成
・

商
売
繁
盛
ア
ド
バ
イ
ス
・
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
出
・
空
き
家
の
活
用
な
ど
、
こ
れ
ら
は

全
て
賑
わ
い
創
出
の
源
で
あ
り
、“
定
住
”

と
い
う
分
母
で
横
断
的
な
取
り
組
み
を
促
進

し
ま
す
。
目
指
す
の
は
、
埋
も
れ
て
い
る
魅

力
を
地
域
住
民
の
誇
り
と
自
信
に
変
え
る
こ

と
で
す
。
小
さ
な
好
循
環
を
起
こ
す
“
種
”

を
同
時
多
発
的
に
蒔
き
、や
が
て
大
き
な“
笑

顔
の
連
鎖
”
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
、
そ

れ
が
構
想
の
研
究
テ
ー
マ
で
す
。

［
構
想
に
掲
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
例
］

⑴�

お
試
し
居
住
の
拠
点
づ
く
り
「
田
舎
暮

ら
し
研
究
サ
ロ
ン
の
開
設
・
運
営
」

都
市
部
と
の
交
流
が
盛
ん
で
、
素
晴
ら

し
い
眺
望
を
有
す
る
東
上
有
田
地
区
に
研
究

サ
ロ
ン
を
開
設
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
遠

く
周
防
灘
か
ら
山
口
県
ま
で
見
渡
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
研
究
サ
ロ
ン
は
、
交
流
・
移
住
・

定
住
促
進
の
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
地

域
で
暮
ら
す
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
、
こ
れ

か
ら
の
田
舎
で
の
暮
ら
し
方
や
働
き
方
を
、

新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
と
共
に
皆
さ
ん
で
考
え

る
場
所
で
す
。
移
住
希
望
者
や
交
流
体
験
参

加
者
な
ど
が
最
初
に
訪
れ
る
〝
入
口
”
と
し

て
ス
タ
ッ
フ
（
研
究
員
）
が
常
駐
し
、
地
域

へ
の
橋
渡
し
（
紹
介
）
を
行
い
ま
す
。
誰
も

が
、
い
つ
で
も
好
き
な
と
き
に
交
流
や
文
化

体
験
が
で
き
る
場
所
と
し
て
広
く
一
般
に
開

放
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
専
門
家
が
集
ま
る
場
所

と
し
て
、
地
域
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
〝
頼
れ
る
拠
点
（
田
舎
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
）”
を
目
指
し
、
定
期
的
に
、
研
修
会
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

①
学
生
と
地
域
に
よ
る
空
間
づ
く
り

研
究
サ
ロ
ン
の
設
置
に
は
、
長
年
、
空

き
家
に
な
っ
て
い
た
築
１
０
０
年
を
超
え
る

古
民
家
を
活
用
し
ま
す
。
今
回
は
、
古
民
家

の
改
修
を
、
学
生
と
地
域
が
参
加
す
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
改

修
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
々
に
愛
着
を
持
っ

て
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
空
間
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、公
募
で
集
ま
っ
た
大
学
生
（
福
岡
・

北
九
州
を
中
心
に
建
築
学
科
な
ど
に
在
籍
す

る
8
人
）
が
、
建
築
士
に
学
び
な
が
ら
、
設

計
か
ら
施
工
ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

内
外
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
空

間
に
な
る
よ
う
、
大
学
生
が
い
ろ
い
ろ
な
方

に
聞
き
取
り
調
査
を
し
、
議
論
を
重
ね
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
2
泊
3
日
の
現
地
合
宿
を

3
回
行
い
、
設
計
や
施
工
準
備
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
地
域
の
方
も
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

大
学
生
を
支
え
て
い
ま
す
。
2
月
下
旬
か
ら

約
1
カ
月
間
、
施
工
合
宿
を
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
空
き
家
活
用
の
モ
デ
ル

づ
く
り
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▶
田
舎
暮
ら
し
研
究
サ
ロ
ン「
改
修
中
の
古
民
家
」

◀�

田
舎
暮
ら
し
研
究
サ
ロ
ン
の
設
置「
町
長
に

対
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
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②�

例
え
ば
、
田
舎
へ
の
移
住
を
じ
っ
く
り
考

え
る

東
日
本
大
震
災
以
後
、
自
然
豊
か
な
場

所
や
、
大
都
市
を
離
れ
た
安
全
な
場
所
へ
移

住
を
希
望
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
新
し
い
土
地
に
転
居
し
て
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
は
、
住
居
や
仕
事
だ
け
で
な
く
、

地
域
と
の
関
係
づ
く
り
な
ど
様
々
な
課
題
や

不
安
も
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
不

安
は
受
け
入
れ
る
側
も
同
様
で
す
。
地
域
住

民
が
求
め
る
も
の
と
、
移
住
者
の
思
い
描
く

も
の
に
は
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で

す
。研

究
サ
ロ
ン
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

移
住
希
望
の
方
と
の
橋
渡
し
を
し
な
が
ら
、

地
域
に
望
ま
れ
る
形
で
の
移
住
を
お
手
伝
い

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
交
流
を

き
っ
か
け
に
お
互
い
が
顔
見
知
り
に
な
り
、

信
頼
関
係
が
生
ま
れ
て
初
め
て
、
空
き
家
を

貸
し
た
り
移
住
を
受
け
入
れ
た
り
す
る
可
能

性
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
時
間
の
か
か
る

プ
ロ
セ
ス
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
じ
っ
く
り
と

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

⑵�

体
験
居
住
の
随
時
受
け
入
れ
「
田
舎
の

新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
検
証
」

田
舎
の
暮
ら
し
と
働
く
体
験
が
で
き
る

機
会
を
提
供
し
、
上
毛
町
に
お
い
て
新
し
い

働
き
方
を
検
証
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
イ
を

継
続
、
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
成
果
は
、

施
策
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
現
実
的
な
フ
ァ
ン
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増

を
図
り
ま
す
。

⑶�

働
き
方
や
暮
ら
し
方
の
提
示
「
田
舎
に

能
動
的
な
人
が
集
ま
る
情
報
発
信
」

構
想
の
〝
考
え
方
”
や
〝
動
き
”
を
的

確
に
伝
え
、
町
に
必
要
な
人
材
を
呼
び
込
む

た
め
に
、
奇
抜
で
斬
新
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

構
築
し
ま
す
。
移
住
や
交
流
、
定
住
施
策
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
化
を
視
野
に
、
Ｉ
タ
ー
ン

者
な
ど
〝
上
毛
町
暮
ら
し
”
の
実
践
者
を
中

心
に
、
全
国
の
関
心
層
に
届
く
コ
ン
テ
ン
ツ

を
戦
略
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

⑷�

こ
う
げ
の
寺
子
屋
／
弟
子
入
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
田
舎
と
都
市
住
民
が
求

め
る
こ
と
の
合
致
」地

域
と
都
市
住
民

と
の
橋
渡
し
を
シ
ス
テ

ム
化
し
ま
す
。
拠
点
づ

く
り
と
と
も
に
構
想
の

中
心
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
都
市
住
民

（
＝
弟
子
）
を
対
象
に
、

就
農
・
起
業
・
体
験
・

研
修
・
地
域
貢
献
な
ど
、

数
々
の
ニ
ー
ズ
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
、
町
の

農
業
者
や
加
工
グ
ル
ー

プ
な
ど
（
＝
師
匠
）
地

域
が
抱
え
る
課
題
と

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

町
を
訪
れ
る
方
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
活
発

に
交
流
し
、
互
い
に
助

け
合
い
、
刺
激
し
合
う
き
っ
か
け
を
つ
く
る

こ
と
を
短
期
目
標
と
し
、〝
い
つ
ま
で
も
元

気
な
ま
ち
”
を
実
現
す
る
〝
笑
顔
の
好
循
環
”

の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
将
来
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

仕
掛
け
か
ら
仕
組
み
の
定
着
へ

田
舎
の
魅
力
は
地
域
の
個
性
で
あ
り
、
他

所
と
比
較
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
自
ら
の
足
下
に
あ
る
魅
力
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、〝
上
毛
町
ら
し
さ
”

の
価
値
を
皆
さ
ん
で
共
有
し
、
伝
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
を

誇
り
に
思
う
人
が
、
活
き
活
き
し
て
い
る
町

は
輝
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
持
続
可
能
な
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
「
い

つ
ま
で
も
元
気
な
上
毛
町
」
が
実
現
す
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
一
定
の
流
れ
に
沿
っ
て
動
き
続
け
て

い
ま
す
。
地
域
を
中
心
と
し
た
好
循
環
が
生

ま
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
仕
組
み
が
定
着
し
、

波
及
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
住

み
た
い
上
毛
町
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ

の
「
き
っ
か
け
」
と
な
る
仕
掛
け
を
提
案
し

続
け
て
い
き
ま
す
。

�

上
毛
町　

企
画
情
報
課

（
平
成
26
年
2
月
10
日
付
第
2
8
6
9
号
）

▲田舎暮らし研究村構想「概要図」
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空
き
家
・
空
き
店
舗
等
再
生
に
よ
る

地
域
活
性
化

～
人
が
変
わ
る
こ
と
で
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
仕
組
づ
く
り
～

江
北
町
の
概
要

江
北
町
は
、
佐
賀
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
地
勢
は
、
東
西
に
走
る

旧
長
崎
街
道
を
境
に
、
北
部
は
緩
や
か
な
南

斜
面
を
な
し
た
中
山
間
山
麓
地
帯
で
、
一
連

の
山
並
み
が
東
西
に
走
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

南
部
は
平
坦
地
で
、
そ
の
大
部
分
を
農
地
で

占
め
て
お
り
、
穀
倉
白
石
平
野
の
一
角
を

担
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
町
は
、
Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線
・

佐
世
保
線
の
分
岐
駅
と
し
て
特
急
電
車
が
停

車
す
る
肥
前
山
口
駅
を
有
し
て
い
る
こ
と
や
、

道
路
網
に
お
い
て
も
国
道
34
号
・
２
０
７
号

の
分
岐
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
南

西
部
へ
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
に
は
、
昭
和
16
年
に
町
制
を
施

行
。
昭
和
18
年
に
杵
島
炭
砿
５
坑
が
開
坑
し
、

戦
後
の
石
炭
産
業
の
発
展
に
よ
り
炭
鉱
の
町

と
し
て
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
の
人
口

は
１
６
、３
７
９
人
（
昭
和
35
年
国
勢
調
査
）

で
し
た
が
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
革
命
に
伴
い
、
石
炭
産
業
が
衰
退
し

て
い
く
と
と
も
に
人
口
も
１
０
、５
４
６（
昭

和
45
年
国
勢
調
査
）
ま
で
減
少
し
て
い
き
ま

し
た
。

そ
の
後
も
人
口
流
出
が
続
く
も
の
の
、
い

ち
早
く
町
の
活
性
化
を
図
る
べ
く
、
交
通
・

通
信
網
の
整
備
、
企
業
誘
致
の
推
進
、
農
・

産
業
基
盤
の
整
備
、
下
水
道
の
整
備
に
努
め
、

快
適
で
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
り
、
平
成
２
年
以
降
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の

９
、８
０
０
人
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

取
組
の
動
機

本
町
の
上
小
田
地
区
は
、
町
の
総
人
口
９
、

７
６
６
人
の
21
・
４
％
に
あ
た
る
２
、

０
９
２
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。（
平
成
24

年
４
月
現
在
）

佐賀県  江
こ う

北
ほ く

町
ま ち

江北町

現 地 レ ポ ー ト

「ビッキー」

▼白木パノラマ孔園からの眺望（有明海、雲仙普賢岳まで望める）
移住・定住・交流人口促進、

空き家・空き店舗活用　関連施策
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こ
の
地
区
は
、
炭
鉱
の

最
盛
期
に
は
映
画
館
な
ど
の

娯
楽
施
設
や
商
店
も
数
多
く

立
地
し
、
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
よ
る
人
口
減
少
、

独
居
老
人
の
増
加
、
高
齢
者

の
活
動
の
場
の
減
少
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
、

放
課
後
児
童
の
居
場
所
不
足
、

保
護
者
の
交
流
の
場
の
減
少
、

買
い
物
弱
者
の
増
加
、
空
き

家
や
空
き
店
舗
の
増
加
な
ど

と
い
っ
た
地
域
課
題
が
顕
著

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
一
見
、

こ
の
地
区
に
と
っ
て
マ
イ
ナ

ス
要
素
と
し
て
見
ら
れ
が
ち

な
空
き
家
や
空
き
店
舗
な
ど

も
、
そ
の
間
取
り
や
利
用
条

件
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
地

区
の
活
動
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
可
能

性
が
出
て
く
る
も
の
と
考
え
、
空
き
家
や
空

き
店
舗
を
活
用
し
た
複
合
拠
点
整
備
と
多
様

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
平
成
25
年
度
か

ら
実
践
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
に
は
、
総
務
省
の
過
疎
集
落
等

自
立
活
性
化
推
進
交
付
金
（
過
疎
集
落
等
自

立
再
生
緊
急
対
策
事
業
）を
活
用
し
て
い
ま
す
。

取
組
の
内
容

☆�

空
き
店
舗
を
改
修
し
た
地
区
住
民
の

交
流
ス
ペ
ー
ス

空
き
店
舗
（
旧
金
物
屋
）
を
改
修
し
て
、

地
区
住
民
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

若
者
の
知
恵
と
行
動
力
を
地
域
活
性
化

に
活
か
す
た
め
に
、
町
と
佐
賀
農
業
高
等
学

校
食
品
科
学
科
の
生
徒
40
名
が
協
議
を
重
ね
、

こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
県
内
初
と
な
る
高
校
生

ケ
ー
キ
カ
フ
ェ
「
サ
ノ
・
ボ
ヌ
ー
ル
」（
サ

ノ
＝
佐
農
、
ボ
ヌ
ー
ル
＝
フ
ラ
ン
ス
語
で
幸

福
と
い
う
意
味
：
高
校
生
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
）

を
平
成
25
年
７
月
か
ら
毎
月
１
回（
土
曜
日
）

開
催
し
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
開
催
日
は
２
時

間
半
で
ケ
ー
キ
（
４
種
類
：
１
０
０
食
）
が

完
売
す
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
す
。

ま
た
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
平
日
の
月
・

水
・
金
曜
日
に
は
地
区
住
民
の
協
力
を
得
て
、

昔
懐
か
し
い
お
店
を
再
現
。
か
き
氷
、
駄
菓

子
、
く
じ
、
と
こ
ろ
て
ん
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
、

ラ
ム
ネ
を
販
売
。
子
ど
も
や
高
齢
者
、
地
区

住
民
の
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
１
日
平
均
50
人
が

利
用
）

◀�

交
流
ス
ペ
ー
ス「
お
だ
・
ぷ
ら
～
ざ
」

◀
高
校
生
ケ
ー
キ
カ
フ
ェ
「
サ
ノ
・
ボ
ヌ
ー
ル
」

◀
遊
ぶ
前
に
み
ん
な
で
宿
題
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今
後
も
季
節
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
で
き
る
よ
う
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

☆�

空
き
家
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援
と

定
住
促
進

本
町
で
は
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
複
合
拠
点
整
備
と
多
様
な
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
実
践
し
て
い
く
た
め
に
、
総

務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
」
を
導

入
し
、
福
岡
県
北
九
州
市
と
宮
城
県
仙
台
市

か
ら
２
名
の
隊
員
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
隊

員
の
企
画
・
運
営
に
よ
り
空
き
家
を
利
用
し

て
「
放
課
後
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」（
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
の
場
所
を
子
育
て
マ
マ
さ
ん
の
サ

ロ
ン
（
未
就
園
児
保
護
者
の
交
流
・
相
談
の

場
）
と
し
て
も
利
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
移
住
希
望
へ
の
情
報
提
供
の
た

め
に
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
整
備
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
の
企
画
に
よ
る
「
空
き
家
暮

ら
し
体
験
ツ
ア
ー
」
な
ど
も
現
在
、
検
討
中

で
す
。

　

 　

  

☆�
空
き
店
舗
を
改
修
し
た
高
齢
者
の
居

場
所
づ
く
り
と
活
動
の
場
の
提
供

本
町
で
は
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
複
合
拠
点
整
備
と
多
様
な
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
の
一
環
と
し
て
、
３
月
に
西
九

州
大
学
短
期
大
学
部
生
活
福
祉
学
科
の
教
授

及
び
学
生
の
協
力
を
得
て
、

高
齢
者
サ
ロ
ン
を
開
設
す
る

た
め
の
事
業
検
証
（
食
育
・

健
康
な
ど
の
講
演
、
卓
上

ゲ
ー
ム
、iP

ad

を
活
用
し

た
交
流
、買
い
物
代
行
な
ど
）

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

４
月
か
ら
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
が
各
地
区
の
老
人
会

で
「
出
前
講
座
」
を
実
施
し

て
高
齢
者
の
方
々
か
ら
の
意

見
な
ど
を
集
約
。
10
月
に
空

き
店
舗
（
旧
雑
貨
屋
）
を
改

修
し
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い

安
全
な
高
齢
者
サ
ロ
ン
と
し

て
活
用
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
上
小
田

地
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た

高
齢
者
支
援
及
び
子
育
て
支
援
な
ど
の
ソ
フ

ト
事
業
は
、
町
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
含

む
）、
西
九
州
大
学
短
期
大
学
部
、
地
区
住

民
と
が
連
携
し
た
企
画
・
運
営
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
で
、
地
域
政
策
課
題
の
現
状
把
握

に
努
め
る
と
も
に
、
そ
の
対
応
策
を
探
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

　

  

◀iP
ad

を
活
用
し
た
高
齢
者
と
大
学
生
の
交
流

◀�

み
ん
な
で
お
好
み
焼
き
会
の
準
備

◀�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
出
前
講
座
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☆�

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
座
談
会

上
小
田
地
区
に
は
、
町
外

か
ら
移
住
さ
れ
た
家
具
職
人
の

夫
婦
が
、
自
分
た
ち
で
で
き
る

部
分
は
自
分
た
ち
で
改
修
さ
れ

た
築
70
年
の
古
民
家
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
空
き
家
や
空

き
店
舗
を
活
用
し
た
上
小
田
地

区
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
ソ
フ

ト
事
業
を
企
画
・
実
践
し
て
い

く
た
め
に
、
月
に
１
回
「
ま
ち

づ
く
り
座
談
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
座
談
会

の
立
案
で
、
休
止
さ
れ
て
い
た

「
長
崎
街
道
・
小
田
宿
ま
つ
り
」

が
３
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
（
手
作
り
パ
ン
屋
オ
ー
プ

ン
、
高
校
生
ケ
ー
キ
カ
フ
ェ
開

店
、
学
生
に
よ
る
露
店
運
営
、
も
の
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
）
開
催
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
に
よ
る
空
き

家
再
生
と
生
活
ス
タ
イ
ル
を
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
に
、
こ
ち
ら
の
離
れ
を
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
「
空
き
家
再
生
塾
」（
参
加
自
由
）

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
座
談
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
、
家
具

職
人
、
手
作
り
パ
ン
屋
起
業
家
、
陶
芸
家
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
新
聞
記
者
、
テ
レ

ビ
局
社
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
、
住
職
兼
保
育
園
園

長
、
県
職
員
、
町
職
員
な
ど
町
内
外
も
問
わ
ず

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
は
、
本
当

に
ス
テ
キ
な
人
が
た
く
さ
ん
居
ま
す
。
た
だ
そ

れ
が
見
え
て
な
か
っ
た
り
、
繋
が
っ
て
な
か
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
座
談
会
が
開
催

さ
れ
た
こ
と
で
、「
人
」
と
い
う
と
て
も
意
味

の
あ
る
「
地
域
資
源
」
の
存
在
に
気
付
か
さ
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

本
町
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
空
き
家

や
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
複
合
拠
点
整
備
と

多
様
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
紹
介
し
た
取
組
は
地
域
活
性

化
の
た
め
の
仕
組
づ
く
り
で
あ
り
、
平
成
25

年
度
は
こ
の
地
域
社
会
に
お
け
る
空
き
家
・

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
仕

組
を
確
実
な
も
の
と
し
、
地
区
住
民
が
気
軽

に
安
心
し
て
利
用
で
き
る
も
の
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
取
組
を
一
過
性
の
も
の
で

は
な
く
、
今
ま
で
の
事
業
の
補
填
で
も
な
い

未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
地
域
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
地

域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
も
の
で

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

こ
の
取
組
の
趣
旨
を
十
分
に
理
解
し
、
先
頭

に
立
っ
て
実
践
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
と
組
織
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
は
、人
材
・
組
織
育
成
面
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
種
を
ま
い
た
今
回
の
仕

組
（
取
組
）
を
地
区
住
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、

「
自
ら
の
地
域
を
良
く
し
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
共
有
で
き
れ
ば
、
空
き
家
・
空
き
店

舗
再
生
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
町
内
の
他

地
区
に
も
浸
透
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

�

江
北
町
長　

田
中　

源
一

（
平
成
25
年
10
月
28
日
付
第
2
8
5
8
号
）

◀
ま
ち
づ
く
り
座
談
会

◀
空
き
家
再
生
塾
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「
心
の
ふ
る
さ
と
」
絵
本
の
里
づ
く
り

「
人
・
夢
・
大
地
」や
さ
し
さ
奏
で
る
絵
本
の
里
け
ん
ぶ
ち
の
25
年

剣
淵
町
っ
て
何
処
に
あ
る
町
？

　

剣
淵
町
は
明
治
32
年
に
屯
田
兵
が
入
植
し
、

昼
な
お
暗
い
原
生
林
を
切
り
開
き
、
多
く
の

苦
難
を
乗
り
越
え
築
か
れ
た
北
海
道
開
拓
の

町
で
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
の
中
央
、
旭
川
市
か
ら
国
道
40
号

線
を
約
50
㎞
北
上
し
た
位
置
に
あ
り
、
総
面

積
は
１
３
１
・
20
㎢
の
面
積
を
有
し
、
名
寄

盆
地
の
南
部
に
属
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
中
央
部
を
天
塩
川
の
支
流
で
あ
る
剣

淵
川
が
流
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
広
が
る
平
坦

低
湿
地
帯
と
、
そ
れ
を
囲
む
東
部
丘
陵
地
並

び
に
西
部
の
小
山
脈
と
な
し
て
お
り
標
高
は

最
高
４
４
０
ｍ
、
最
低
１
２
９
ｍ
の
典
型
的

な
盆
地
で
あ
り
ま
す
。

　

気
候
は
、
内
陸
性
気
候
に
属
し
夏
は
プ
ラ

ス
30
℃
、
冬
は
マ
イ
ナ
ス
30
℃
を
そ
れ
ぞ
れ

超
え
る
寒
暖
の
差
が
激
し
い
、
人
口
３
、

３
８
２
人
の
純
農
村
で
あ
り
ま
す
。

　

農
産
物
は
、
水
稲
、
小
麦
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

大
豆
等
を
中
心
に
北
海
道
で
生
産
さ
れ
る
野

菜
は
何
で
も
育
ち
、
流
通
環
境
や
農
業
政
策

に
作
付
け
が
左
右
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

絵
本
で
町
お
こ
し
が
で
き
る
の
!?

　

こ
こ
で
、
な
ぜ
、
剣
淵
が
絵
本
で
町
お
こ

し
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
少
し
ふ
れ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

頃
は
、
昭
和
63
年
2
月
、
世
の
中
は
バ
ブ

ル
絶
頂
期
で
あ
り
ま
し
た
。

　

札
幌
ス
ス
キ
ノ
の
と
あ
る
場
所
で
、「
ど

ち
ら
か
ら
来
ら
れ
た
の
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た

時
に
「
剣
淵
」
と
話
す
と
「
酒
蔵
の
あ
る
町

で
す
か
、
剣
菱
で
す
か
？
」
な
ど
と
会
話
が

弾
む
こ
と
が
あ
り
悔
し
い
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
け
し
て
若
く
は
な
い
仲
間
た
ち
は
、
町

づ
く
り
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
る
と
き
で
あ

り
ま
し
た
。
当
時
、
北
海
道
で
は
、
一
村
一

品
運
動
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
各
市
町
村
が

運
動
を
通
じ
て
活
性
化
を
模
索
し
て
い
る
と

き
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

剣
淵
は
、
一
般
農
産
物
は
何
で
も
栽
培
で

き
る
の
と
、
寒
暖
の
差
が
大
き
い
事
か
ら
良

剣淵町

現 地 レ ポ ー ト

北海道  剣
け ん

淵
ぶ ち

町
ち ょ う

剣淵町キャンペーンガール

「ぶっちーな」

▲

絵本の館
教育・伝統文化・スポーツ、
子育て、健康福祉　関連施策
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質
の
野
菜
が
収
穫
で
き
る
気
候
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
特
産
品
と
し
て
的
を
絞

る
ま
で
の
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
、
商
工
青
年
部
主
催
の

講
演
会
が
あ
り
、
パ
リ
か
ら
帰
国
し
て
隣
市

に
住
む
版
画
家
か
ら
一
つ
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。「
あ
な
た
た
ち
は
、
お
金
を
儲
け
る

こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。
日
本
人
は
、
パ

リ
に
旅
行
し
て
も
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
熱
心

に
買
い
物
を
す
る
が
、
美
術
館
や
博
物
館
を

じ
っ
く
り
と
鑑
賞
す
る
こ
と
な
く
帰
っ
て
し

ま
う
。
商
売
を
さ
れ
て
い
る
貴
方
達
は
お
金

の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。
日
本
人
は
金

と
物
を
大
事
に
す
る
が
、
人
と
心
、
芸
術
を

忘
れ
て
い
て
は
世
界
に
通
用
し
な
い
。」
と

バ
ッ
サ
リ
で
し
た
。

　

講
演
で
ガ
ツ
ン
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
発
奮
、
芸
術
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に

な
っ
て
い
く
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
出
版
社

の
編
集
長
を
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
絵

本
に
関
す
る
講
演
会
を
企
画
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
し
た
。

　

講
演
後
の
懇
親
会
で
「
こ
の
よ
う
な
田
園

風
景
は
フ
ラ
ン
ス
の
農
村
風
景
に
似
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
芸
術
家
が
離
農
後
の
農
家

住
宅
に
移
り
住
み
、
自
給
自
足
の
生
活
を
し

な
が
ら
創
作
活
動
に
励
ん
で
い
る
。
時
間
の

ゆ
っ
た
り
し
た
流
れ
や
空
気
の
爽
や
か
さ
の

中
に
絵
本
原
画
の
美
術
館
な
ど
が
あ
る
と
良

い
で
す
ね
。」
と
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
オ
ジ

サ
ン
達
と
絵
本
と
の
接
点
に
な
る
の
で
し
た
。

　

原
画
は
、
絵
本
を
出
版
し
て
し
ま
う
と
編

集
者
の
机
の
横
と
か
棚
の
上
等
に
保
管
さ
れ
、

日
の
目
を
見
な
い
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

中
に
は
、
芸
術
的
に
優
れ
て
い
る
作
品
も
あ

る
こ
と
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
保
存
も
兼
ね

て
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
作
品
も
あ
り
、

絵
本
と
い
う
も
の
の
奥
の
深
さ
を
知
る
こ
と

に
な
っ
て
い
く
の
で
し
た
。

　

自
然
環
境
・
時
の
流
れ
・
フ
ラ
ン
ス
の
田

園
風
景
に
似
て
い
る
こ
と
な
ど
、
絵
本
で
町

お
こ
し
を
や
ら
な
い
手
は
な
い
と
考
え
た
の

で
し
た
。

　

絵
本
を
題
材
と
し
た
町
お
こ
し
は
、
す
す

き
の
で
有
名
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
絵

本
は
若
い
女
性
、
原
画
は
芸
術
的
絵
画
、
美

術
館
は
た
く
さ
ん
の
訪
問
客
が
町
に
や
っ
て

く
る
な
ど
と
勝
手
な
発
想
を
ひ
ろ
げ
、
突
き

進
む
こ
と
に
な
る
の
で
し
た
。

絵
本
で
飯
が
喰
え
る
か
？

　

文
化
で
の
町
お
こ
し
な
ん
て
で
き
る
は
ず

が
な
い
と
言
わ
れ
、
資
金
も
な
く
、
町
か
ら

の
補
助
も
難
し
い
と
き
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

昭
和
63
年
は
、竹
下
内
閣
の
政
策
と
し
て「
ふ

る
さ
と
創
生
資
金
」
１
億
円
事
業
が
全
国
で

始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
こ
れ
に

目
を
つ
け
た
仲
間
の
一
人
は
、
早
速
、
当
時

の
町
長
に
掛
け
合
う
の
で
し
た
。
町
長
は
、

「
君
た
ち
の
考
え
は
理
解
し
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
突
然
言
わ
れ
て
も
「
ハ
イ
」
と
は

答
え
ら
れ
な
い
。
ど
の
よ
う
な
活
動
が
で
き

る
か
仲
間
を
増
や
し
、
町
民
の
理
解
を
得
て

欲
し
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

確
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
１
億
円

を
海
の
も
の
と
も
山
の
も
の
と
も
わ
か
ら
な

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
注
ぎ
込
む
こ
と

は
、
町
と
し
て
困
惑
す
る
の
が
当
然
で
し
た
。

　

結
果
、
３
０
０
人
ほ
ど
の
会
員
を
募
り
、

「
け
ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
を
創
ろ
う
会
」
を
設

立
し
、
再
度
、
町
に
申
し
入
れ
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
し
た
。

◀

初
代
絵
本
の
館

▲絵本の里大賞受賞作家による特別授業▲絵本キャラバンカーを利用した読み聞かせ
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町
は
、
地
域
づ
く
り
と
し
て
、
こ
の
１
億

円
の
約
半
分
を
使
う
こ
と
を
英
断
し
、
活
動

の
拠
点
整
備
と
し
て
、
昭
和
19
年
建
設
の
旧

役
場
庁
舎
を
改
装
、
日
本
一
の
絵
本
図
書
館

を
目
指
し
て
絵
本
１
万
冊
を
購
入
し
、
初
代

の
「
絵
本
の
館
」
を
平
成
３
年
に
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
時
点
で
、
ま
だ
確
実
性
の
な
い
絵
本

に
よ
る
町
お
こ
し
は
、
行
政
が
手
を
染
め
る

こ
と
な
く
自
主
的
な
民
間
活
動
に
委
ね
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
た
。

　
「
お
金
は
出
す
が
、
口
は
出
さ
な
い
」
と

行
政
の
財
源
的
な
支
援
が
決
ま
り
、
活
動
拠

点
も
で
き
、
進
め
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す

が
、
町
民
の
中
に
は
「
絵
本
で
飯
が
喰
え
る

か
。」
と
批
判
的
な
人
達
も
あ
ら
わ
れ
、
こ

の
こ
と
で
善
し
悪
し
は
別
に
一
躍
注
目
を
浴

び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
絵
本
の
里
を

創
ろ
う
会
」
の
仲
間
た
ち
は
め
げ
ず
、
絵
本

原
画
展
、
絵
本
作
家
・
編
集
者
等
の
講
演
会
、

絵
本
関
係
図
書
館
行
事
へ
の
参
加
等
、
矢
継

ぎ
早
に
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
て
い
く
の
で
し
た
。

絵
本
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
町
づ
く
り

　

ス
ポ
ッ
ト
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
原
画
展

や
講
演
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
町
づ

く
り
を
考
え
た
と
き
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
が
必
要
な
事
に
気
づ
く
の
で
し

た
。

　

展
示
期
間
中
に
絵
本
の
館
を
訪
問
さ
れ
た

方
の
投
票
数
で
決
定
す
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。

投
票
だ
け
に
は
来
て
も
ら
え
な
い
か
ら
、
同

時
に
原
画
展
を
開
催
し
よ
う
。
等
々
考
え
て

読
者
が
投
票
で
選
ぶ
絵
本
の
コ
ン
ク
ー
ル
、

「
け
ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
大
賞
」
を
創
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
回
を
重
ね
22

回
に
も
な
り
ま
す
。

　

平
成
２
年
に
は
、
絵
本
の
里
づ
く
り
に
参

加
し
て
い
た
農
家
の
仲
間
達
か
ら
身
体
に
良

い
農
産
物
を
作
付
け
し
よ
う
と
、「
頭
の
栄

養
は
絵
本
で
、
身
体
の
栄
養
は
無
農
薬
野
菜

で
」
と
「
け
ん
ぶ
ち
生
命
を
育
て
る
大
地
の

会
」
が
誕
生
し
無
農
薬
で
安
心
野
菜
を
作
る

組
織
も
で
き
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
、
先

駆
的
取
り
組
み
と
し
て
絵
本
の
里
創
り
と
と

も
に
関
心
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

　

絵
本
原
画
展
も
例
年
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
講
演
会
・
ふ
る
さ
と
絵

本
の
発
刊
等
々
、
文
化
的
な
こ
と
は
、臆
す
る

こ
と
な
く
開
催
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
絵
本
の
里
づ
く
り
に
多
様
性
を
も

た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

も
つ
な
が
っ
て
く
る
も
の
で
し
た
。

　

平
成
16
年
に
は
、
老
朽
化
し
た
絵
本
の
館

（
絵
本
図
書
館
）
を
新
築
移
転
す
る
こ
と
に

な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
蔵
書
は
絵
本

３
万
5
千
冊
、
児
童
書
等
を
含
め
た
一
般
書

１
万
５
千
冊
、
収
蔵
絵
本
原
画
１
千
点
に
も

な
り
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
す
る
軽

食
喫
茶
店
も
あ
り
、
知
的
障
が
い
者
の
働
く

場
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
も
備
え
て
お
り
、
夏
の
絵
本
原
画
展
等

美
術
館
的
要
素
も
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

　

絵
本
の
里
づ
く
り
は
、
行
動
力
の
あ
る
男

性
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る

事
も
あ
り
、
よ
り
前
向
き
な
活
動
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
各
家

庭
の
書
棚
に
は
、
作
家
の
サ
イ
ン
入
り
絵
本

が
あ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や

子
供
た
ち
が
読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
心
豊
か

▶�

美
術
館
的
な
要
素
も
兼
ね
備
え
た
絵
本
の
館

た
ま
ご
型
ド
ー
ム
に
置
か
れ
た「
木
の
砂

場
」に
は
10
万
個
の
木
の
玉
が
入
っ
て
い
る
。

▲絵本原画展の様子▲「けんぶち絵本の里大賞」投票の様子
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に
育
ん
で
い
ま
す
。

　

絵
本
と
い
え
ば
、
女
性
や
子
ど
も
達
を
対

象
に
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
大
人
に
な
っ
て
も

読
み
た
い
本
が
あ
っ
た
り
、
生
き
る
力
を
つ

け
る
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
り
と
、
心
に
響
く
一

冊
が
あ
り
ま
す
。

絵
本
が
結
ぶ
子
育
て
サ
イ
ク
ル

と
絆
!!

　

26
年
間
の
時
間
の
流
れ
は
、
当
時
の
女
子

小
中
学
生
が
お
母
さ
ん
に
な
り
、
子
供
さ
ん

を
連
れ
て
や
っ
て
き
ま
す
。「
オ
ジ
サ
ン
、

覚
え
て
い
ま
す
か
」
と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
高
校

生
当
時
の
面
影
を
見
せ
な
が
ら
、
絵
本
の
館

で
子
ど
も
さ
ん
に
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
り
、

遊
ば
せ
た
り
す
る
姿
が
ほ
ほ
え
ま
し
く
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
19
年
か
ら
「
君
の
椅
子
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
を
進
め
、「
生
ま

れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
君
の
居
場
所
は

こ
こ
に
あ
る
か
ら
ね
。」
と
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
絵
本
と
と
も
に
未
来
へ
椅
子
が
運
ん

で
く
れ
ま
す
。

　

絵
本
の
館
で
は
、
子
育
て
が
一
段
落
し
た

大
人
た
ち
が
癒
し
の
思
い
で
時
間
を
過
ご
し

た
り
、
仕
事
漬
け
の
日
常
を
離
れ
「
ほ
っ
」

と
し
た
空
間
に
身
を
お
く
方
々
も
た
く
さ
ん

訪
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
お
孫
さ
ん
と

ご
一
緒
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
遠
く

て
数
年
に
一
度
し
か
訪
れ
る
事
が
で
き
な
い

方
も
剣
淵
を
“
心
の
ふ
る
さ
と
”
と
し
て
大

切
に
思
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

絵
本
の
持
つ
や
さ
し
さ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
時
、
剣
淵
に
合
う
動
物
を
飼
い
た
い
と

“
ア
ル
パ
カ
”
が
や
っ
て
き
た
り
、
そ
の
ア

ル
パ
カ
が
“
ペ
ル
ー
”
と
交
流
す
る
き
っ
か

け
づ
く
り
に
な
り
、
平
成
23
年
７
月
に
は
、

日
本
で
初
め
て
ペ
ル
ー
と
の
自
治
体
間
で
姉

妹
都
市
締
結
も
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
、
６
月
に
は
姉
妹
都
市
で
あ
り
ま

す
ペ
ル
ー
共
和
国
フ
ニ
ン
県
タ
ル
マ
郡
パ
ル

カ
マ
ヨ
区
を
訪
れ
、
佐
々
木
町
長
他
５
名
の

ペ
ル
ー
国
訪
問
団
が
交
流
を
深
め
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
絵
本
の
魅
力
と
子
ど
も
達
を
引
き

つ
け
る
絵
本
の
力
に
圧
倒
さ
れ
、
感
動
し
た

映
画
俳
優
大
地
康
雄
氏
が
剣
淵
を
素
材
と
し
、

企
画
立
案
し
た
心
に
「
じ
ん
じ
ん
」
と
響
く

映
画
製
作
を
し
た
い
と
ロ
ケ
地
に
な
り
ま
し

た
。
絵
本
の
里
づ
く
り
は
地
域
だ
け
で
は
な

く
全
国
か
ら
の
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
な
っ

て
絆
で
結
ば
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

誰
し
も
眠
る
前
、
い
つ
も
母
や
父
が
読
ん

で
く
れ
る
絵
本
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
こ
ろ
、

小
さ
な
体
に
は
、
か
か
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

夢
や
冒
険
の
あ
る
世
界
が
広
が
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
、
あ
の
日
が
遠
く
な
っ

た
と
感
じ
た
ら
、
再
び
剣
淵
へ
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。
大
人
に
な
っ
て
忘
れ
か
け
て
い
た
、

少
年
少
女
時
代
の
大
切
な
物
が
き
っ
と
見
つ

か
り
ま
す
。

�

剣
淵
町
長　

早
坂　

純
夫

（
平
成
25
年
12
月
19
日
就
任
）

※�

絵
本
が
結
ぶ
親
子
の
絆
が
映
画
に
な
り
ま

し
た
。
ユ
ー
モ
ア
あ
り
涙
あ
り
の
感
動
す

る
映
画
『
じ
ん
じ
ん
』
２
０
１
３
年
４
月

に
公
開
さ
れ
、
全
国
、
海
外
で
上
映
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

お
問
合
わ
せ
先

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
６
５
（
３
４
）
２
１
２
１

�

　
　
　
　
　
（
剣
淵
町
役
場
）

（
平
成
24
年
12
月
10
日
付
第
2
8
2
2
号
）

▶
ス
キ
ー
場
跡
地
を
活
用
し
た
ア
ル
パ
カ
牧
場

▶
ア
ル
パ
カ

◀
ペ
ル
ー
訪
問
団（
右
６
人
）と
ペ
ル
ー
日
系
人

協
会
の
皆
さ
ん
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豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
た
町

岩
手
町
は
、
岩
手
県
の
中
部
か
ら
北
部

に
位
置
す
る
、
人
口
約
１
万
５
千
人
の
町
で

す
。
人
間
が
健
康
的
で
文
化
的
な
生
活
を
営

む
上
で
最
も
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
北
緯

40
度
線
上
に
位
置
し
、
県
都
盛
岡
市
の
中
心

部
か
ら
は
北
へ
30
㎞
。
国
道
４
号
と
東
北
新

幹
線
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
が
南
北
に

貫
き
、
町
の
交
通
体
系
の
主
軸
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
東
部
に
は
国
道
２
８
１
号

が
陸
中
海
岸
へ
連
結
。
西
部
に
は
主
要
地
方

道
岩
手
平
舘
線
、
県
道
岩
手
大
更
線
が
八
幡

平
市
へ
と
続
き
、
東
北
自
動
車
道
西
根
IC
、

松
尾
八
幡
平
IC
へ
連
結
す
る
な
ど
、
鉄
道
・

自
動
車
両
面
で
高
速
交
通
網
の
利
便
性
が
高

く
、
県
の
北
部
に
お
け
る
枢
要
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

町
の
総
面
積
３
６
０
・
55
㎢
の
う
ち
、
約

76
％
が
山
林
・
原
野
と
な
っ
て
お
り
、
緑
と

広
い
空
を
感
じ
ら
れ
る
豊
か
な
自
然
に
包
ま

れ
て
い
ま
す
。
地
勢
は
、
南
東
か
ら
北
西
に

ほ
ぼ
ひ
し
型
に
広
が
り
、
東
部
を
走
る
北
上

山
地
は
全
般
に
複
雑
で
東
西
に
高
く
、
西
北

に
低
い
様
相
を
な
し
て
い
ま
す
。
西
部
に
は

盆
地
状
の
一
方
井
地
区
が
あ
り
、
北
部
と
西

部
で
は
そ
の
地
形
の
違
い
か
ら
異
な
っ
た
趣

を
見
せ
て
い
ま
す
。

『
石
神
の
丘
美
術
館
』
の
誕
生

岩
手
町
に
は
、
早
く
か
ら
芸
術
の
情
熱

を
醸
成
す
る
文
化
的
風
土
が
み
な
ぎ
っ
て
い

ま
し
た
。
昭
和
32
年
、
故
齋
藤
忠
誠
氏
を
中

心
に
岩
手
町
在
住
者
を
主
体
と
し
た
美
術
集

団
「
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
エ
ヌ
」
が
結
成
。
岩

手
町
か
ら
盛
岡
、
東
京
、
韓
国
、
パ
リ
な
ど

に
も
発
表
の
場
を
広
げ
る
な
ど
充
実
し
た
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
48
年
か
ら
は
町
特
産
の
黒
御
影
石

を
主
材
に
「
岩
手
町
国
際
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
し
、
世
界
各
国
か
ら
石
彫
作
家

を
迎
え
ま
し
た
。
作
家
た
ち
は
約
２
カ
月
間

岩
手
町
が
誇
る
文
化
的
な

風
土
と
豊
か
な
食フ

ー

ド材

～
芸
術
と
野
菜
総
合
産
地
の
発
信
拠
点
・
道
の
駅「
石
神
の
丘
」～

岩手県  岩
い わ

手
て

町
ま ち

岩手町

現 地 レ ポ ー ト

ご当地キャラクター

「たまなぼうや」（左）と
「ブルベリーナ」（右）

▲

緑と広い空を感じられる豊かな自然の中にある「石神の丘美術館」
教育・伝統文化・スポーツ、
子育て、健康福祉　関連施策
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に
わ
た
り
町
内
に
滞
在
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
で
町
民
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
作
品

を
制
作
。
制
作
さ
れ
た
作
品
は
町
に
寄
贈
さ

れ
、
町
役
場
庁
舎
前
の
石
彫
公
園
や
町
内
の

公
共
施
設
な
ど
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

作
品
数
は
１
３
０
点
を
超
え
、「
彫
刻
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
々
の
心
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
作
品

を
制
作
す
る
作
家
た
ち
の
情
熱
と
、
そ
の
志

を
支
え
る
町
民
。
そ
の
よ
う
な
文
化
の
薫
り

高
い
ま
ち
づ
く
り
が
背
景
に
な
っ
て
、
平
成

５
年
に
野
外
彫
刻
美
術
館
「
石
神
の
丘
美
術

館
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
石
神
山
の
緩
や
か

な
傾
斜
に
開
か
れ
た
美
術
館
を
歩
け
ば
、
季

節
を
追
っ
て
咲
く
山
野
草
が
笑
顔
を
見
せ
、

自
然
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
彫
刻
が
や
さ
し
く

語
り
か
け
て
き
ま
す
。

地
域
の
風
が
行
き
交
う
美
術
館

平
成
14
年
７
月
に
は
、
美
術
館
に
隣
接

す
る
道
の
駅
「
石
神
の
丘
」
が
完
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
美
術
館
も
常
設
展
や
企
画

展
が
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
創
作
活
動
を
体

験
で
き
る
工
房
な
ど
を
整
備
し
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
、
道
の
駅
併
設
の

美
術
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
美
術
館
は
、「
質
の

高
い
芸
術
文
化
の
発
信
拠
点
」、「
町
民
が
美

術
に
親
し
む
場
」
を
テ
ー
マ
に
、
博
物
館
、

資
料
館
と
し
て
の
役
割
も
担
う
な
ど
幅
広
く

活
動
を
展
開
。
岩
手
町
出
身
の
作
家
や
岩
手

県
に
ゆ
か
り
の
作
家
の
展
覧
会
を
開
く
と
と

も
に
、
岩
手
町
埋
蔵
文
化
財
展
、
町
の
小
中

学
生
や
高
校
生
の
作
品
展
を
毎
年
開
催
す
る

ほ
か
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
開
き
、
美
術
に
限
ら
ず
音
楽
な
ど
広
い

芸
術
領
域
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
創
出
し
て

い
ま
す
。

よ
り
地
域
に
根
差
し
芸
術
文
化
を
発
信

す
る
美
術
館
を
町
民
も
一
体
に
な
っ
て
盛
り

立
て
ま
す
。
美
術
館
の
サ
ポ
ー
タ
ー
「
石
神

の
丘
美
術
館
友
の
会
」
は
、
屋
外
展
示
場
の

清
掃
や
植
栽
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
。

ま
た
、
町
内
の
茶
道
愛
好
者
が
野
点
の
会
を

開
く
な
ど
、
石
神
の
丘
美
術
館
は
、
地
域
の

風
が
行
き
交
う
美
術
館
と
し
て
、
豊
か
な
未

来
づ
く
り
の
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

芸
術
と
の
出
会
い
を
予
感
さ
せ
る

『
ア
ー
ト
ロ
ー
ド
』

平
成
14
年
12
月
に
は
、
東
北
新
幹
線
盛

岡
―
八
戸
間
が
開
通
。
本
町
の
い
わ
て
沼
宮

内
駅
―
東
京
駅
が
最
短
で
３
時
間
弱
で
結
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
い
わ
て
沼
宮
内
駅
か
ら
「
石
神
の

丘
美
術
館
」
ま
で
の
歩
道
な
ど
に
は
、
彫
刻

や
休
憩
用
の
ベ
ン
チ
な
ど
を
配
し

た
「
ア
ー
ト
ロ
ー
ド
」
が
整
備
さ

れ
、
道
行
く
人
々
の
癒
し
の
空
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
て
沼
宮
内
駅
に
降
り
立

ち
、
駅
前
の
広
場
に
出
る
と
真
っ

先
に
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
が

高
さ
８
ｍ
の
石
彫「
ウ
ォ
ー
タ
ー
・

マ
ー
ク
」
で
す
。
岩
手
町
を
源
泉

と
す
る
東
北
一
の
大
河
・
北
上
川
。

そ
の
北
上
川
の
四
季
を
石
柱
の
四

面
に
表
現
し
、
石
柱
を
取
り
囲
む

二
つ
の
壁
は
、
奥
羽
山
脈
と
北
上

高
地
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
豊
か

な
山
々
か
ら
自
然
の
恩
恵
を
一
身

②作品名「名犬シナモン」　
岩手町をロケ地として撮影された福祉映画「ホーム・スイートホー
ム」に出演する「シナモン」がモデル。
③作品名「ニホンカモシカ」
自然豊かな町内に多数生息する「ニホンカモシカ」は、眼下の「北上
川」の悠久の流れを見つめ、石の上にたたずんでいます。

アートロードの石彫作品

②③

①作品名「ウォーター・マーク」　
雄大な北上川の流れを表現する岩手町のシンボルモニュメ
ントは、アートロードの起点として人々を迎えます。

①



45

教育・伝統文化・スポーツ、子育て、健康福祉　関連施策

に
集
め
て
太
平
洋
に
注
ぐ
、
北
上
川
の
雄
大

な
ス
ケ
ー
ル
と
千
変
万
化
す
る
水
の
表
情
を

表
現
し
た
作
品
で
す
。
岩
手
町
の
シ
ン
ボ
ル

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
堂
々
と
そ
び
え
立
ち
、

駅
に
降
り
た
人
々
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
マ
ー
ク
を
起
点
に
、

石
神
の
丘
ま
で
約
８
０
０
ｍ
の
道
の
り
に
た

た
ず
む
動
物
た
ち
の
彫
刻
は
、
美
術
館
ま
で

の
道
し
る
べ
に
な
る
と
と
も
に
、
人
々
を

ア
ー
ト
の
世
界
へ
い
ざ
な
い
、
素
晴
ら
し
い

芸
術
と
の
出
会
い
を
予
感
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

美
術
館
に
隣
接
す
る
道
の
駅
「
石
神
の

丘
」
は
、
平
成
14
年
７
月
24
日
に
オ
ー
プ
ン

し
、
平
成
24
年
に
は
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

青
森
か
ら
東
京
を
縦
貫
す
る
東
北
の
大
動

脈
・
国
道
４
号
に
直
結
す
る
同
駅
は
、
駐
車

場
や
道
路
休
憩
施
設
と
し
て
の
役
割
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
岩
手
町
の
物
産
観
光
を
発
信

す
る
拠
点
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
美

術
館
と
の
相
乗
効
果
も
あ
り
、

町
内
外
か
ら
の
来
場
者
数
は
、

開
業
以
来
10
年
で
４
２
０
万

人
を
超
え
ま
し
た
。

同
駅
の
産
地
直
売
施
設

に
入
る
と
、
自
然
光
が
差
し

込
む
明
る
い
店
内
に
、
色
と

り
ど
り
の
農
畜
産
物
が
並
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
が
岩
手
町
産
で
す
。
町
の

主
要
産
業
で
あ
る
農
業
で
は
、

町
内
の
畜
産
農
家
と
耕
種
農

家
が
連
携
し
て
堆
肥
な
ど
を
循
環
活
用
し
、

地
域
内
の
資
源
の
活
用
と
環
境
に
優
し
い
農

業
を
実
現
す
る
「
耕
蓄
連
携
」
を
推
進
。
特

産
キ
ャ
ベ
ツ
「
い
わ
て
春
み
ど
り
」
を
筆
頭

に
、
レ
タ
ス
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ピ
ー
マ
ン
、

ダ
イ
コ
ン
、
ナ
ガ
イ
モ
な
ど
が
栽
培
面
積
県

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
り
、
岩
手
町
は
全
国

有
数
の
「
野
菜
総
合
産
地
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
。
産
直
施
設
の
利
用
者
は
、
今
朝

畑
で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮
な
野
菜
類
が
所
せ
ま

し
と
並
ぶ
店
内
に
、
野
菜
総
合
産
地
・
岩
手

町
の
姿
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
豊
か
な
町
産
食
材
は
同
駅
の
レ

ス
ト
ラ
ン
と
農
産
加
工
施
設
の「
茶
屋
っ
こ
」

で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
産
地
消
２

つ
星
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
石
神
の
丘
」
で
は
、

季
節
ご
と
に
変
わ
る
コ
ー
ス
料
理
を
は
じ
め
、

「
春
み
ど
り
ラ
ー
メ
ン
」
や
「
石
神
長
い
も

そ
ば
」、「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
カ
レ
ー
」
な
ど
、

町
の
特
産
品
を
使
用
し
た
特
色
あ
る
多
彩
な

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。
一
方
、「
茶
屋
っ

こ
」
で
は
、
農
産
加
工
組
合
員
が
真
心
を
込

め
て
手
作
り
し
た
、
懐
か
し
い
母
の
味
と
手

打
ち
の
十
割
そ
ば
が
人
気
。
ご
当
地
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
「
春
み
ど
り
ソ
フ
ト
」
は
こ
こ
だ

け
の
限
定
品
で
す
。
ま
た
、
産
直
施
設
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
農
産
物
加
工
施
設
が
三
方
を
囲

む
中
央
の
広
場
で
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
、
町
内
外
の
人
と
人
が
交
流
す
る
場
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▲道の駅「石神の丘」は、産直施設、レストラン、農産加工施設などを備えるほか、
併設する「石神の丘美術館」との相乗効果で、連日多くのお客様でにぎわいます。

④作品名「いわてレッドデータブック」　
岩手県内に生息する希少な野生生物のリスト「いわてレッ
ドデータブック」から、ほ乳類26種を石の引き出しにしま
いこんでいます。
⑤作品名「トウホクノウサギ」　
伸び上って遠くを探すような仕草が愛らしい「ノウサギ」は
石神の丘美術館入口付近で訪問者を歓迎します。

④⑤
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道
の
駅
「
石
神
の
丘
」
は
、
岩
手
町
の

情
報
発
信
と
交
流
の
拠
点
で
す
。
岩
手
町
に

来
た
ら
、
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

さ
ら
な
る
発
信
を
目
指
す
　
　

『
ベ
ジ
パ
ウ
ダ
ー
』

産
直
施
設
や
地
産
地
消
の
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
を
通
じ
て
、
野
菜
総
合
産
地
・
岩
手
町

を
発
信
し
、
町
の
農
業
振
興
に
つ
な
げ
よ
う

と
取
り
組
む
道
の
駅
「
石
神
の
丘
」。
そ
の

取
り
組
み
の
一
つ
に
、「
農
家
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
商
品
」
が
あ
り
ま
す
。

商
品
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
焼
酎
「
キ
ャ
ベ
酎
」、

「
石
神
長
い
も
そ
ば
」、「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
カ

レ
ー
」、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
リ
キ
ュ
ー
ル
「
石

神
の
恋
ご
こ
ろ
」
の
４
つ
。
い
ず
れ
も
岩
手

町
産
の
原
料
を
使
用
し
た
石
神
の
丘
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
で
す
。
こ
の
う
ち
の
「
キ
ャ
ベ

酎
」
は
、
道
の
駅
「
石
神
の
丘
」
開
業
10
周

年
を
記
念
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
版
を
限
定
発
売

し
ま
し
た
。「
北
緯
40
度
の
ま
ち
」に
ち
な
み
、

ア
ル
コ
ー
ル
分
を
40
％
に
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム

版
キ
ャ
ベ
酎
は
、
そ
の
名
も
「
甘き

ゃ
べ
ち
ゅ
う

藍
酎
」。

「
甘か

ん

藍ら
ん

」と
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
和
名
で
す
。
キ
ャ

ベ
ツ
産
地
と
し
て
１
０
０
年
の
歴
史
が
あ
り
、

か
つ
て
南
部
甘
藍
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
キ
ャ

ベ
ツ
を
擁
し
、
日
本
一
の
産
地
と
し
て
栄
え

た
岩
手
町
の
歴
史
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
野
菜
の
加
工
に
よ
る
六
次
産

業
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
い
わ
て
ま
ち
石
神

の
丘
美
食
菜
工
房
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
動
き

出
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
岩

手
町
産
野
菜
を
ド
ラ
イ
加
工
し
た
食
材
「
ベ

ジ
パ
ウ
ダ
ー
」
を
製
造
し
て
付
加
価
値
を
高

め
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
や
農
産
加
工

品
に
活
用
し
て
彩
り
豊
か
な
ご
当
地
商
品
を

開
発
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。「
生
産
」、

「
加
工
」、「
流
通
販
売
」
の
機
能
を
す
べ
て

備
え
る
道
の
駅
「
石
神
の
丘
」
な
ら
で
は
の

六
次
産
業
化
の
取
り
組
み
と
し
て
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
野

菜
総
合
産
地
・
岩
手
町
の
さ
ら
な
る

発
信
を
目
指
し
ま
す
。

「
ベ
ジ
パ
ウ
ダ
ー
」
は
発
売
以
来
好
評
を

博
し
て
お
り
、
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
た
商
品
や

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
も
進
行
中
。
新
た
な
岩
手

町
名
物
が
次
々
と
誕
生
し
て
い
ま
す
。

�

企
画
商
工
課　

佐
藤　

亘

（
平
成
25
年
３
月
25
日
付
第
2
8
3
4
号
）

▶
石
神
の
丘
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
は
、岩
手
町
の
農
産
物
を
原
料
に
使
用
し
た

　「
農
家
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
商
品
」で
す
。

▲

▲

野菜の付加価値を高める
「ベジパウダー」。彩り豊かな
ご当地商品を開発しようと
さまざまな試作品が作られ、
市販化されています。
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健
康
長
寿
の
町
「
お
が
の
」
を
め
ざ
し
て

～
花
と
歌
舞
伎
と
名
水
の
ま
ち
～

小
鹿
野
町
の
概
要

小
鹿
野
町
は
埼
玉
県
の
西
北
部
に
位
置

し
、
東
は
「
秩
父
夜
祭
り
」
で
知
ら
れ
る
秩

父
市
と
、
西
は
群
馬
県
の
神か

ん

流な

町ま
ち

に
接
し
て

い
ま
す
。

古
く
は
、
江
戸
と
信
州
を
結
ぶ
重
要
な

街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
埼
玉
県
内
で

は
「
川
越
」
に
次
い
で
２
番
目
に
「
町
」
と

し
て
町
制
を
施
行
し
ま
し
た
。
江
戸
と
の
交

流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
様
々
な
影

響
を
受
け
な
が
ら
独
自
の
文
化
が
育
ま
れ
、

祭
り
や
伝
統
芸
能
が
今
に
引
き
継
が
れ
て
い

ま
す
。
特
に
、「
町
じ
ゅ
う
が
役
者
」
と
言

わ
れ
る
農
村
歌
舞
伎
の
「
小
鹿
野
歌
舞
伎
」

は
、
二
百
数
十
年
の
伝
統
を
も
ち
、「
歌
舞

伎
の
ま
ち
・
お
が
の
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、日
本
百
名
山
の
ひ
と
つ「
両

神
山
」
や
平
成
の
名
水
百
選
の
「
毘
沙
門
水
」、

日
本
の
滝
百
選
の
「
丸
神
の
滝
」、
と
多
く

の
百
選
が
あ
り
、
カ
タ
ク
リ
や
日
本
一
の
園

地
を
誇
る
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
自
生
地
が
あ
る
な

ど
四
季
折
々
に
花
咲
く
、
美
し
く
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

平
成
17
年
10
月
に
隣
接
す
る
両
神
村
と

合
併
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
合
併

後
の
面
積
は
約
１
７
１
㎢
、
人
口
は

１
３
、１
５
７
人
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
）
で
高
齢
化
率
は
30
・
2
％
、
75
歳
以
上

は
17
・
3
％
と
い
う
状
況
で
す
。
特
に
山
間

の
小
集
落
は
高
い
高
齢
化
率
を
示
し
て
お
り
、

町
内
の
66
行
政
区
の
う
ち
、
８
つ
の
行
政
区

が
「
限
界
集
落
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
鉄
道
も
無
い
、
山
あ
い
の
町
で
す
が
、

後
期
高
齢
者
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
埼

玉
県
内
で
１
番
少
な
い
、
な
か
な
か
元
気
な

町
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
小
鹿
野
町
が
取
り
組

ん
で
き
た
い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
健
康
長
寿

の
町
「
お
が
の
」
を
紹
介
し
ま
す
。

埼玉県  小
お

鹿
が

野
の

町
ま ち

小鹿野町

現 地 レ ポ ー ト

小鹿野町町章

▼日本百名山の「両神山」
教育・伝統文化・スポーツ、
子育て、健康福祉　関連施策
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国
保
町
立
小
鹿
野
中
央
病
院

健
康
づ
く
り
の
始
ま
り
は
、
昭
和
28
年

に
町
立
病
院（
国
保
町
立
小
鹿
野
中
央
病
院
）

を
開
設
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
え
ま

す
。
当
時
１
万
３
千
人
程
度
の
小
さ
な
町
と

し
て
は
、
先
駆
的
と
も
言
え
る
こ
と
で
、
当

初
は
医
師
５
人
、
病
床
38
床
で
ス
タ
ー
ト
し
、

そ
の
後
昭
和
51
年
に
建
て
替
え
、
平
成
14
年

に
増
築
を
行
い
ま
し
た
。
約
60
年
が
経
過
し

た
現
在
は
、
一
般
病
床
45
床
、
療
養
病
床
50

床
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
そ
し
て
地

域
医
療
の
中
核
病
院
と
し
て
し
っ
か
り
と
根

付
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
町
立
病
院
は

小
鹿
野
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
保
健
・
医

療
・
福
祉
」
が
一
体
と
な
っ
て
機
能
す
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
重
要
な
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

こ
れ
ま
で
、
町
で
取
り
組
ん
で
き
た
健

康
増
進
、
高
齢
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
業
の

一
例
で
す
が
、
先
ず
減
塩
運
動
と
食
生
活
の

改
善
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
昭
和
56
年
か
ら
10

年
間
、
都
内
に
あ
る
栄
養
専
門
学
校
の
協
力

を
得
て
、
食
生
活
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
昔
の
家
庭
で
作
る
み
そ
汁
は
、
塩
分
が

多
く
、
し
ょ
っ
ぱ
か
っ
た
。
当
時
の
三
大
疾

病
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
脳
卒
中
」
の
死
亡
率

が
町
に
お
い
て
高
か
っ
た
の
は
事
実
で
す
。

集
落
ご
と
に
持
ち
寄
っ
た
み
そ
汁
を
塩
分
測

定
し
、
そ
の
結
果
、
や
は
り
塩
分
が
も
の
す

ご
く
多
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
塩
分
を
減
ら
す
よ
う
に
集
会
所
に
泊
ま

り
込
ん
で
指
導
が
行
わ
れ
、
以
後
、
減
塩
運

動
と
生
活
習
慣
病
の
改
善
を
展
開
し
ま
し
た
。

次
に
、
町
で
は
昭
和
51
年
よ
り
成
人
病

予
防
健
診
（
人
間
ド
ッ
ク
）
の
助
成
を
開
始

し
、
予
防
健
診
の
必
要
性
を
啓
発
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
に
「
成
人
病
モ
デ
ル
地
区
」
を

指
定
し
て
、
健
康
増
進
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
町
内
全
地
区
に
地
域
の
健
康
増
進
の
推

進
役
と
し
て
「
保
健
補
導
員
」
を
育
成
し
て

き
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
に
は
２
３
１
名
の

方
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

昭
和
58
年
に
は
、
予
防
医
療
の
拠
点
と

し
て
厚
生
省
（
当
時
）
の
医
療
費
削
減
の
た

め
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
「
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ

◀�

日
本
の
滝
百
選「
丸
神
の
滝
」

▶
輪
投
げ
大
会

▶
健
康
ま
つ
り（
栄
養
士
に
よ
る
料
理
教
室
）
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ア
タ
ウ
ン
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
輪
投
げ

大
会
な
ど
の
軽
運
動
の
推
進
や
栄
養
改
善
料

理
教
室
、
行
政
区
ご
と
に
「
健
康
づ
く
り
座

談
会
」
な
ど
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事

業
は
発
展
的
に
形
態
を
変
え
な
が
ら
現
在
も

開
催
し
て
い
ま
す
。
第
28
回
と
な
る
町
民
輪

投
げ
大
会
は
、平
成
24
年
10
月
に「
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
と
も
に
行
い
ま
し
た
。
毎

年
１
０
０
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
３
名
）
が
出

場
し
ま
す
が
、
ど
の
チ
ー
ム
も
日
頃
か
ら
練

習
し
て
い
て
、
場
所
を
取
ら
ず
に
で
き
る
と

て
も
良
い
運
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
要
介
護
者
世
帯
の
全
戸
訪

問
、
70
歳
以
上
の
健
康
調
査
、
単
身
高
齢
者

の
全
戸
訪
問
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
町
民
の
健
康
増
進
、

高
齢
者
の
福
祉
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
４
年
に
さ
ら
に
強
力
に
保
健
福
祉
の
推
進

を
図
る
た
め
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
サ
ー

ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
す
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
向
け
て
調
査
研
究

を
始
め
ま
し
た
。

各
地
の
先
進
事
例
を
調
査
研
究
す
る
と

と
も
に
、既
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

を
構
築
し
、
先
進
事
例
で
あ
っ
た
広
島
県

御み
つ
ぎ
ち
ょ
う

調
町
に
あ
る
「
公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院
」

現
在
の
尾お

の

道み
ち

市し

で
す
が
、
院
長
の
山
口
先
生

か
ら
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
小
鹿
野
町
に
適

し
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
14
年
に
先
述
の
町
立
病
院
の

隣
り
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し

た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
町
の
行
政
組
織

の
一
つ
で
あ
る
保
健
福
祉
課
を
置
い
た
ほ
か
、

在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
も
併
せ
て
設
置
し
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
保
健
、
福
祉
、
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
部
門
が
、
ひ
と
つ
の
建
物
内
に
集
約
で
き

た
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上
に
部
門
間
の
連
携

が
し
や
す
く
な
り
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
が
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
８

人
の
保
健
師
は
全
て
町
の
職
員
で
、
高
齢
者
、

要
介
護
者
の
お
宅
を
訪
問
し
、
生
活
習
慣
病

な
ど
の
健
康
相
談
に
応
じ
、
ど
の
よ
う
な
医

者
に
診
て
も
ら
う
べ
き
か
を
指
導
す
る
体
制

が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、町
民（
高

齢
者
等
）
が
訪
問
活
動
等
に
よ
る
健
康
教
育

や
健
康
相
談
な
ど
を
通
じ
て
保
健
師
な
ど
の

専
門
職
の
話
し
を
聞
い
た
り
、
相
談
す
る
中

で
無
意
味
な
通
院
を
し
な
く
な
り
、
結
果
と

し
て
、
通
院
日
数
を
減
ら
す
大
き
な
効
果
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
入
院
し
た
方
は
入
院
す
る
時
点

で
、
退
院
し
た
時
の
こ
と
を
考
え
て
、
関
係

者
で
協
議
し
、
例
え
ば
、
ど
の
程
度
の
状
況

に
な
っ
た
ら
退
院
さ
せ
、
自
宅
で
ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
提
供
し
、
支
え

て
い
く
か
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。
町
立
病

院
や
在
宅
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
ま
で
町
が
町

営
で
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
小
鹿
野
町

の
強
み
で
あ
り
、
特
色
で
す
。
安
心
し
て
退

院
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
こ
と
が
、
入
院

日
数
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
介
護
保
険
制
度
の
開
始
時

か
ら
、
町
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
自
前
で
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

も
取
り
込
ん
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
輝
く
高
齢
者

町
で
行
う
保
健
事
業
は
、
基
本
的
に
は
、

高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
町
民
全
体
を
対
象
に

行
っ
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
発
祥
の
地
と

い
わ
れ
る
小
鹿
野
町
に
は
、
20
の
老
人
ク
ラ

ブ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
町

の
健
康
づ
く
り
運
動
を
支
え
て
き
た
団
体
で

も
あ
り
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に
町
の
介

▶
ス
テ
ッ
プ
体
操

▶
小
鹿
野
歌
舞
伎（
屋
台
歌
舞
伎
）
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護
予
防
施
設
で
あ
る
「
い
き
い
き
館
」
に
集

ま
り
、
ス
テ
ッ
プ
体
操
教
室
で
運
動
し
た
り
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

で
健
康
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
テ
ッ
プ
体
操
と
は
、
介
護
予
防
、

転
倒
予
防
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
改
善
、
大

腰
筋
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス

テ
ッ
プ
台
を
用
い
て
行
う
有
酸
素
運
動
と
ス

ト
レ
ッ
チ
ン
グ
体
操
の
こ
と
で
す
。
こ
の
体

操
を
２
名
の
健
康
運
動
指
導
士
の
も
と
に
行

い
、
こ
う
し
た
教
室
に
参
加
す
る
高
齢
者
の

皆
さ
ん
を
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に
自
宅
付
近
ま

で
、
町
の
バ
ス
で
送
迎
し
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
安
全
に
参
加
で
き
る
方
法
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、「
い
き
い
き
館
」
で
は
、
元

気
な
高
齢
者
、
自
立
活
動
可
能
者
、
特
定
高

齢
者
の
支
援
事
業
な
ど
、
高
齢
者
の
介
護
予

防
事
業
を
中
心
に
「
元
気
は
つ
ら
つ
教
室
」

や
「
社
交
ダ
ン
ス
教
室
」
を
開
催
し
、
ま
た
、

「
健
康
づ
く
り
教
室
」
で
は
管
理
栄
養
士
に

よ
る
料
理
教
室
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
参

加
者
ど
う
し
が
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な

が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
な

ど
、
高
齢
者
が
楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
小
鹿
野
町
と
言
え
ば
「
小
鹿

野
歌
舞
伎
」。
町
民
の
４
人
に
１
人
が
役
者

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。
こ
の
小
鹿
野
歌
舞

伎
を
支
え
て
い
る
の
が
、
元
気
は
つ
ら
つ
の

高
齢
者
の
皆
さ
ん
で
す
。
か
な
り
の
高
齢
者

で
も
役
者
と
し
て
演
じ
、
中
学
生
や
高
校
生

に
も
指
導
・
伝
承
し
て
い
ま
す
。
若
い
世
代

か
ら
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
皆
さ
ん

の
誇
り
と
い
き
が
い
に
つ
な
が
り
、
町
に
は

こ
う
し
た
地
域
で
輝
い
て
い
る
高
齢
者
が
た

く
さ
ん
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
小
鹿
野
町
は
花
の
名
所
で
も
あ

り
ま
す
。
冬
は
町
の
花
で
あ
る
セ
ツ
ブ
ン
ソ

ウ
、
ロ
ウ
バ
イ
、
春
は
カ
タ
ク
リ
、
ハ
ナ
モ

モ
、
夏
は
花
シ
ョ
ウ
ブ
、
秋
は
ダ
リ
ア
と
四

季
折
々
に
咲
く
花
の
姿
を
楽
し
め
ま
す
。
な

か
で
も
平
成
21
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
両
神

山
麓
花
の
郷
ダ
リ
ア
園
」
は
小
鹿
野
町
の
新

名
所
で
す
。
１
0
、
０
０
０
㎡
の
敷
地
に
約

3
0
0
種
の
ダ
リ
ア
が
咲
き
誇
る
光
景
は
ま

さ
に
圧
巻
で
す
。
見
頃
は
９
月
上
旬
か
ら
10

月
下
旬
で
す
が
、
平
成
24
年
は
３
万
人
を
超

え
る
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
ダ
リ
ア
園
は
、

地
元
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、

地
域
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
た
も

の
で
す
。

健
康
長
寿
の
町
を
め
ざ
し
て

小
鹿
野
町
で
は
、
こ
の
よ
う
に
行
政
、
医

療
部
門
だ
け
で
な
く
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
、
結

果
と
し
て
高
齢
者
の
医
療
費
が
埼
玉
県
内
で

１
番
低
い
町
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今

日
ま
で
保
健
、
医
療
、
福
祉
対
策
を
町
の
重

点
政
策
に
位
置
づ
け
、
そ
の
基
本
姿
勢
が
揺

る
が
ず
努
力
し
て
き
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。

地
域
の
特
徴
を
的
確
に
捉
え
て
実
施
し
て
き

た
事
業
、
そ
れ
ら
が
有
機
的
に
作
用
し
合
っ

て
、
長
い
年
月
を
か
け
て
で
き
た
成
果
で
も

あ
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
私
た

ち
は
、
さ
ら
に
事
業
を
継
続
し
、
そ
し
て
改

善
し
な
が
ら
「
健
康
長
寿
の
町
・
お
が
の
」

を
め
ざ
し
て
関
係
者
一
同
、
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。

�

小
鹿
野
町
長　

福
島　

弘
文

（
平
成
25
年
8
月
19
日
付
第
２
8
5
0
号
）

▲町の花「セツブンソウ」

▲両神山麓花の郷ダリア園
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も
っ
と
も
っ
と
元
気
な
町
へ
!!

津
幡
町
の
概
要

石
川
県
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
津
幡
町

は
、
古
く
か
ら
加
賀
・
能
登
・
越
中
の
交
通

の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
国
道

８
号
バ
イ
パ
ス
（
津
幡
バ
イ
パ
ス
）
が
供
用

開
始
と
な
っ
た
平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
、
毎

年
１
、０
０
０
人
規
模
で
人
口
が
増
え
続
け
、

昭
和
40
年
代
に
は
約
２
万
２
、０
０
０
人

だ
っ
た
人
口
は
、
現
在
３
万
７
、５
０
０
人

を
数
え
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
近
年
、
石

川
県
全
体
の
人
口
が
年
々
僅
か
に
減
少
す
る

中
、
我
が
町
津
幡
が
少
し
ず
つ
で
も
増
加
を

続
け
て
い
る
の
は
、
県
都
金
沢
の
北
側
に
隣

接
し
、
中
心
部
ま
で
車
で
20
～
30
分
と
い
う

条
件
の
良
さ
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
平
成
23

年
11
月
、
人
口
５
万
人
を
突
破
し
た
野
々
市

町
の
市
制
施
行
に
伴
い
、
石
川
県
内
で
は
人

口
が
最
も
多
い
町
と
な
り
ま
し
た
。

行
政
エ
リ
ア
の
面
積
は
１
１
０
・
44
㎢

で
、
東
部
に
は
丘
陵
性
山
地
が
連
な
っ
て
お

り
、
町
の
お
よ
そ
３
分
の
２
は
中
山
間
地
域

で
あ
り
ま
す
。
西
部
に
は
幅
２
～
３
㎞
の
平

野
部
が
広
が
り
、
県
内
最
大
の
潟
、
河
北
潟

に
続
い
て
い
ま
す
。

森
林
公
園
や
漕
艇
競
技
場

町
の
中
央
部
に
は
国
内
有
数
の
広
さ
を

誇
る
石
川
県
森
林
公
園
が
あ
り
、
昭
和
58
年

に
は
昭
和
天
皇
を
お
迎
え
し
て
全
国
植
樹
祭

が
、
ま
た
、
平
成
６
年
に
は
皇
太
子
殿
下
・

雅
子
妃
殿
下
を
お
迎
え
し
て
全
国
育
樹
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
当
時
の
全
国
植

樹
祭
を
記
念
し
て
、
毎
年
４
月
29
日
の
昭
和

の
日
に
は
県
内
各
地
か
ら
み
ど
り
の
少
年
団

ら
が
集
い
“
県
民
み
ど
り
の
祭
典
”
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
町
西
南
部
に
は
日
本
海
側
最
大

級
の
規
模
を
誇
る
石
川
県
津
幡
漕
艇
競
技
場

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
８
月
に
は
多
勢
の
町
民

が
参
加
し
、
つ
ば
た
町
民
レ
ガ
ッ
タ
大
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
中
学
生
や
高
校
生

石川県  津
つ

幡
ば た

町
ま ち

津幡町

現 地 レ ポ ー ト

「よしなかくん」と「ともえちゃん」

ご当地キャラクター

津幡町町章

教育・伝統文化・スポーツ、
子育て、健康福祉　関連施策

▼国内有数の広さを誇る森林公園。毎年４月29日の昭和の日には、県内各地から
みどりの少年団らが集い「県民みどりの祭典」が開催される。
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の
大
会
な
ど
各
種
大
会
で
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。倶く

利り

伽か

羅ら

合
戦
の
舞
台

町
東
部
の
富
山
県
と
の
県
境
に
は
、
日

本
三
大
不
動
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
、
初
詣
を

中
心
に
多
く
の
善
男
善
女
で
に
ぎ
わ
う
倶
利

迦
羅
不
動
寺
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
近
く
に
は
、

源
平
倶
利
伽
羅
合
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
倶
利

伽
羅
峠
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
１
１
８
３

年
、
木
曽
義
仲
軍
が
数
百
頭
の
牛
の
角
に
松

明
を
つ
け
て
平
氏
軍
を
急
襲
し
た
「
火
牛
の

計
」
で
知
ら
れ
、
義
仲
軍
４
万
が
平
維
盛
軍

７
万
を
打
ち
破
る
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
倶
利
伽
羅
合
戦
を
境
に
平
氏
は
衰
退
の
道

を
た
ど
る
こ
と
と
な
り
、
歴
史
の
大
き
な
転

換
点
と
な
っ
た
合
戦
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
我
が
町
で
は
木
曽
義
仲
と
巴
御
前
を
主

人
公
に
し
た
大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致
を
、
町
民

を
挙
げ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の

中
心
部
に
位
置

し
ま
す
加
茂
遺

跡
か
ら
は
平
成

12
年
６
月
、『
加

賀
郡
牓
示
札（
か

が
ぐ
ん
ぼ
う
じ

ふ
だ
）』
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
安
時

代
の
嘉
祥
年
間

（
８
４
８

年
～
８
５
１
年
）
の
年
号
が
刻
ま
れ

て
お
り
、
そ
の
当
時
の
お
ふ
れ
書
き

で
あ
り
ま
す
。
中
に
は
“
農
民
は
朝

は
（
現
在
の
時
間
で
）
午
前
４
時
に

は
田
ん
ぼ
に
行
き
、
夕
方
は
午
後
８

時
頃
に
家
に
帰
り
な
さ
い
。”“
農
民

が
好
き
な
よ
う
に
魚
、
酒
を
食
う
こ

と
を
禁
ず
る
。”
な
ど
８
条
か
ら
な

り
、
２
年
前
に
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
我
が

町
の
一
端
で
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
元
気
な
町
づ
く
り

“
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
元
気
な
町
づ
く

り
”
を
提
唱
さ
れ
た
の
は
前
津
幡
町
長
の
村

隆
一
氏
で
あ
り
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
は

成
果
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

特
に
駅
伝
競
技
で
の
津
幡
町
の
活
躍
は

め
ざ
ま
し
く
、
石
川
県
で
は
平
成
15
年
か
ら

金
沢
市
は
じ
め
県
内
19
の
全
市
町
が
参
加
し
、

「
市
町
対
抗
ふ
る
さ
と
駅
伝
」
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
９
回
の
大
会
で

５
回
の
優
勝
を
数
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
２

位
、
３
位
が
各
１
回
、
４
位
が
２
回
と
常
に

上
位
の
成
績
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
大
き
な

原
動
力
と
な
っ
て
き
た
の
が
町
立
の
中
学
校

陸
上
部
な
の
で
す
。
と
り
わ
け
津
幡
南
中
学

◀
加
茂
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
加
賀
郡
牓
示
札

◀
倶
利
伽
羅
合
戦
図
屏
風

◀
日
本
海
側
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
津
幡
漕
艇
競
技
場

▲県内全市町が参加する「市町対抗ふるさと駅伝」。
津幡町はこれまで９回の大会で５回の優勝を
飾る。
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校
陸
上
部
は
指
導
者
に
も
恵
ま
れ
、
石
川
県

中
学
校
駅
伝
で
は
毎
年
上
位
の
好
成
績
で
何

度
も
全
国
大
会
に
駒
を
進
め
て
い
ま
す
。
陸

上
以
外
で
も
、
柔
道
や
卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
な
ど
に
お
い
て
も
津
幡
、
津
幡
南
の
両
中

学
校
は
奮
闘
し
、
全
国
大
会
へ
出
場
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
あ
る
唯
一
の
県
立
高
校
・

津
幡
高
校
に
は
体
育
科
が
あ
り
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
な
ぎ
な
た
、
柔
道
、
ウ
ェ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
競
技
で
多
く
の
選

手
を
全
国
大
会
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

町
内
で
は
歴
史
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会

も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
11
月
に
行
わ

れ
る
河
北
潟
一
周
駅
伝
競
争
大
会
は
、
正
月

の
大
学
生
の
箱
根
駅
伝
を
上
回
る
回
数
を
誇

り
、
平
成
24
年
は
92
回
目
と
な
る
全
国
一
、

い
や
世
界
一
の
駅
伝
大
会
で
す
。
ま
た
夏
の

全
国
選
抜
社
会
人
相
撲
大
会
は
、
安
土
桃
山

時
代
か
ら
の
歴
史
を
誇
る
八
朔
大
相
撲
を
起

源
と
し
て
お
り
、
昭
和
45
年
に
現
在
の
姿
に

変
わ
り
平
成
24
年
で
43
回
目
の
大
会
と
な
り

ま
す
。
毎
年
全
国
各
地
か
ら
精
鋭
が
相
集
い
、

内
閣
総
理
大
臣
杯
獲
得
を
目
指
し
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
元
気

な
町
・
津
幡
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

農
業
公
園
で
紅
葉
の
名
所

平
成
26
年
度
中
の
北
陸
新
幹
線
金
沢
開

業
ま
で
３
年
足
ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。
九
州

新
幹
線
開
業
後
の
九
州
各
地
の
観
光
客
増
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
な

ら
ば
、
我
が
町
で
も
…
…
と
期
待
が
膨
む
中

で
、
平
成
23
年
、
農
業
公
園
整
備
に
向
け
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
果
実
の
収
穫
の

喜
び
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
！　

イ
チ
ゴ
や
ブ

ド
ウ
、
ナ
シ
や
イ
チ
ジ
ク
な
ど
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
が
大
き
な
口
を
開
け
て
頬
張
る
姿
を

想
像
す
る
だ
け
で
楽
し
く
な
り
ま
す
。
果
物

だ
け
で
は
な
く
、
野
菜
も
作
り
た
い
！　

白

菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
大
根
な
ど
な

ど
。
近
く
に
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
の
レ
ス
ト
ラ

ン
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？　

そ
こ
で
採
れ

た
野
菜
を
素
材
に
ス
ー
プ
を
作
り
、
米
粉
で

作
っ
た
パ
ン
を
添
え
て
昼
定
食
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

そ
し
て
ま
わ
り
に
は
２
、０
０
０
～
３
、

０
０
０
本
の
紅
葉
を
植
え
た
い
！
町
民
の
皆

様
に
５
、０
０
０
円
程
度
の
出
費
を
し
て
い

た
だ
い
て
、
紅
葉
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ

て
も
ら
い
ま
す
。
秋
の
紅
葉
だ
け
で
は

ち
ょ
っ
と
さ
び
し
い
な
ら
、
夏
の
紫
陽
花
も

い
い
で
す
ネ
。
ま
た
春
の
梅
も
農
業
公
園
の

戦
力
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
農
業
公
園

が
で
き
な
い
か
？　

と
い
う
強
い
思
い
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
夢
は
徐
々
に
大
き
く
な
り
ま

す
。
真
っ
赤
に
な
っ
た
紅
葉
の
ポ
ス
タ
ー
を

東
京
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
に
何
枚
も
貼
り
出
す
。

そ
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
“
津
幡
へ
い
ら
っ
し
ゃ

い
！　

北
陸
新
幹
線
金
沢
駅
か
ら
20
分
!!
”。

皆
さ
ん
！　

津
幡
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

“
科
学
の
ま
ち
”
で
町
お
こ
し

“
科
学
の
ま
ち
”
発
信
事
業
も
津
幡
町
の

町
お
こ
し
の
ひ
と
つ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
か

ら
大
人
ま
で
一
緒
に
実
験
に
参
加
し
て
、
科

学
に
強
く
な
ろ
う
と
平
成
23
年
度
か
ら
町
内

小
中
学
校
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
科
学
教
師
の
Ｏ
Ｂ
を
嘱
託
職
員
に

迎
え
、
町
、
教
育
委
員
会
そ
し
て
現
場
の
先

生
方
が
一
体
と
な
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

平
成
24
年
度
は
“
科
学
の
小
径
（
こ
み

ち
）”
整
備
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
わ
ず
か
数
十
メ
ー
ト
ル
の
中
で
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
体
験
で
き
る
よ
う
な
“
科
学
の

小
径
”
を
作
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
“
科
学
”
を
通
じ
て
石
川

県
に
ユ
ニ
ー
ク
な
町
が
あ
る
ゾ
！　

と
県
外

に
も
ア
ピ
ー
ル
し
、
い
つ
の
日
か
、
我
が
町

◀
科
学
の
実
験
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち

◀
毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
全
国
選
抜
社
会
人
相
撲
大
会
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に
修
学
旅
行
の
児
童
・
生
徒
が
訪
れ
て
ほ
し

い
！　

そ
し
て
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
科
学
の
実
験
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

も
考
え
て
お
り
ま
す
。
夢
は
で
っ
か
く
！　

こ
の
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
将
来
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
海
外
派
遣
交
流
事
業

津
幡
町
で
は
平
成
17
年
か
ら
中
学
生
海

外
派
遣
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎

年
町
内
の
10
人
の
中
学
生
を
10
日
間
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
タ
ウ

ン
ズ
ビ
ル
市
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

現
地
の
ノ
ー
ザ
ン
・
ビ
ー
チ
ー
ズ
・
ス
テ
イ

ト
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
お
世
話
に
な
り
、
６

日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
す
。
短

い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
参
加
し
た
中
学

生
み
ん
な
が
満
足
感
い
っ
ぱ
い
で
帰
国
し
て

い
る
姿
を
見
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
は
将
来

的
に
姉
妹
校
の
提
携
を
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。町

民
の
安
全
・
安
心
！

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
で
、
私
た

ち
は
自
然
災
害
の
恐
さ
を
改
め
て
知
り
ま
し

た
。津

幡
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
隣
接
す
る
金

沢
市
、
河
北
郡
内
灘
町
、
か
ほ
く
市
、
そ
れ

に
富
山
県
小
矢
部
市
と
の
間
で
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

す
が
、
万
が
一
大
き
な
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、

被
害
が
出
る
の
は
周
り
の
市
町
も
同
じ
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
町
と

の
間
で
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
と
な
り
、
平
成
24
年
３
月
23
日
、
岡
垣

町
で
宮
内
實
生
町
長
と
の
間
で
調
印
を
行
い

ま
し
た
。
ち
な
み
に
岡
垣
町
ま
で
は
、
直
線

で
６
４
０
㎞
あ
り
ま
す
。

町
民
の
安
全
、
安
心
、
そ
し
て
福
祉
の

向
上
が
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
大
き
な
仕
事

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
子
ど
も
た
ち

に
夢
を
与
え
る
教
育
を
す
る
こ
と
も
入
り
ま

す
。
ま
た
、
若
い
人
た
ち
に
雇
用
の
機
会
を

創
出
す
る
た
め
の
企
業
誘
致
も
大
事
な
仕
事

で
す
。
景
気
が
低
迷
し
続
け
る
中
、
多
く
の

難
題
を
持
ち
つ
つ
、“
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

実
感
で
き
る
”
町
づ
く
り
に
邁
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

津
幡
町
長　

矢
田　

富
郎

（
平
成
24
年
５
月
21
日
付
第
２
８
０
０
号
）

◀
福
岡
県
岡
垣
町
と
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結

◀

毎
年
10
人
の
中
学
生
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
。タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
に
て



55

子
育
て
支
援
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
ま
ち
づ
く
り

水
と
緑
と
ボ
ー
ト
の
ま
ち

東
郷
町
は
、
愛
知
県
の
尾
張
東
部
地
域

に
位
置
し
、
明
治
39
年
に
尾
張
の
「
東
の
ふ

る
さ
と
」
と
い
う
意
味
で
「
東
郷
村
」
と
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
昭
和
45
年
の
町
制

施
行
を
経
て
現
在
に
至
る
ま
で
1
0
0
年
以

上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

面
積
は
18
・
03
㎢
と
小
さ
な
町
で
、
尾

張
と
三
河
の
境
と
な
る
境
川
流
域
の
豊
か
な

水
辺
や
緑
を
有
す
る
農
業
の
ま
ち
と
し
て
栄

え
て
き
ま
し
た
が
、
名
古
屋
市
と
豊
田
市
の

間
に
位
置
す
る
地
理
的
条
件
に
恵
ま
れ
、
高

度
成
長
期
以
降
は
両
市
の
発
展
と
共
に
絶
好

の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
、
人
口
は

４
万
２
千
人
余
を
数
え
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
も
着
実
に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
周
辺
を
全
て
「
市
」
に
囲
ま

れ
た
一
郡
一
町
で
、
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と

光
る
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い
え
る
ま
ち
」

を
目
指
し
、
住
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
、
公
募
に
よ
り
集
ま
っ
た
町
民
と
町
の

職
員
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

約
２
年
を
か
け
て
条
例
素
案
の
検
討
・
作
成

を
行
い
、
平
成
25
年
６
月
に
「
東
郷
町
自
治

基
本
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
郷
町
に
は
、
50
年
前
に
開
通

し
た
木
曽
御
岳
を
水
源
と
す
る
愛
知
用
水
の

中
間
調
整
池
で
、
総
貯
水
量
9
0
0
万
ト
ン

の
愛
知
池
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
愛
知

県
で
は
唯
一
の
1
、
0
0
0
m
コ
ー
ス
を
７

レ
ー
ン
有
す
る
公
認
ボ
ー
ト
競
技
場
が
あ
り
、

多
く
の
全
国
規
模
の
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

東
郷
町
は
こ
の
特
色
を
活
か
し
て
、
選

手
寿
命
の
長
い
ボ
ー
ト
競
技
を
「
町
の
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
」
と
位
置
づ
け
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
を
図
り
な
が
ら
レ
ガ
ッ
タ
（
ボ
ー
ト
大

会
）
を
開
催
し
て
町
民
交
流
の
場
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

◀
毎
年
８
月
に
愛
知
池
で
開
催
さ
れ
る

「
町
民
レ
ガ
ッ
タ
」

愛知県  東
と う

郷
ご う

町
ち ょ う

東郷町

現 地 レ ポ ー ト

ご当地キャラクター

「トッピィ」

▼自治基本条例検討委員会の様子
教育・伝統文化・スポーツ、
子育て、健康福祉　関連施策
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ま
ち
づ
く
り
で
は
キ
ラ
リ
と
光
る
三
つ

の
柱
と
し
て
、「
子
育
て
支
援
」、「
健
康
づ

く
り
」、「
賑
わ
い
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
ま
ち
の
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
よ
う「
子
育
て
す
る
な
ら
東
郷
町
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
子
育
て
支
援
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

ま
ち
を
目
指
し
て
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
代
表
的
な
取
り
組
み
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を

目
指
し
て

１
．�

安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
、

放
課
後
子
ど
も
教
室

小
学
校
に
通
う
児
童
に
、
放
課
後
の
安

全
・
安
心
な
居
場
所
を
提
供
す
る
た
め
、
子

ど
も
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
学
校
施
設
を
利

用
し
た
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
平
成
20

年
10
月
に
開
設
、
そ
の
後
、
３
教
室
を
開
設

し
、
現
在
は
６
小
学
校
の
う
ち
４
校
で
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
将
来
は
全
校
で
実
施
す
る

計
画
で
す
。

こ
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
学
校
の
余

裕
教
室
を
利
用
し
、
授
業
の
あ
る
日
は
授
業

後
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
、
授
業
の
な
い

日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
お
盆
、

年
末
年
始
、
学
校
行
事
な
ど
で
の
閉
所
を
除

い
て
平
日
は
ほ
ぼ
開
所
し
て
お
り
、
年
間
約

2
2
0
日
間
運
営
し
て
い
ま
す
。

運
営
は
学
校
と
は
全
く
切
り
離
し
、
生

涯
学
習
課
の
指
導
員
と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。活
動
は「
学

び
・
遊
び
・
体
験
・
ふ
れ
あ
い
」
の
四
つ
に

分
類
さ
れ
、「
学
び
」
の
時
間
で
は
、
授
業

の
あ
る
日
は
一
日
30
分
、
授
業
の
な
い
日
は

60
分
の
学
習
タ
イ
ム
を
設
け
自
主
学
習
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

「
遊
び
」
の
時
間
で
は
、
室
内
遊
び
や
校

庭
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、「
体
験
」

の
時
間
で
は
、
主
に
地
域
の
方
々
に
講
師
を

お
願
い
し
、
お
茶
の
作
法
や
ク
ッ
キ
ン
グ
を

楽
し
む
な
ど
普
段
体
験
で
き
な
い
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

ま
た
「
ふ
れ
あ
い
」
の
時
間
で
は
、
地

域
の
方
々
と
学
校
の
近
隣
を
散
策
し
て
自
然

観
察
を
し
た
り
、
児
童
館
で
活
動
し
て
い
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
交
流
を
図
る
な
ど
、

教
室
外
で
の
活
動
も
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト

や
遊
び
の
大
会
を
開
催
し
、
現
場
の
指
導
員

が
話
し
合
っ
て
児
童
の
興
味
、
関

心
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
に
は
、
主
に
１
年
生
か

ら
３
年
生
の
児
童
が
参
加
し
、
異

学
年
や
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

教
室
の
運
営
に
当
た
る
指
導
員

は
、
子
ど
も
の
参
加
票
や
教
室
だ

よ
り
で
保
護
者
と
情
報
共
有
を
、
ま

た
活
動
日
誌
を
使
っ
て
指
導
員
間

で
子
ど
も
の
情
報
を
共
有
し
て
い

ま
す
。
学
校
側
と
は
、
定
期
的
に

連
絡
を
取
り
参
加
児
童
の
情
報
を

提
供
す
る
と
共
に
、
学
校
行
事
や

利
用
施
設
の
確
認
な
ど
ス
ム
ー
ズ

な
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

◀
売
り
切
れ
御
免
！
伊
根
の
ブ
リ
し
ゃ
ぶ

◀
毎
年
８
月
に
愛
知
池
で
開
催
さ
れ
る

「
町
民
レ
ガ
ッ
タ
」

▶
愛
知
池
全
景

▶�

放
課
後
子
ど
も
教
室

　

指
導
員
に
よ
る
本
の
読
み
聞
か
せ
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２
．
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
ダ
ブ
ル
受
賞

平
成
24
年
12
月
に
は
、
こ
う
し
た
地
域

を
巻
き
込
ん
だ
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の

活
動
が
特
に
優
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、
兵

庫
小
学
校
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
、
地
域

に
よ
る
学
校
支
援
活
動
推
進
に
か
か
る
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
諸
輪
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
も

高
く
評
価
さ
れ
優
秀
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
、
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る
と
い
う
ダ
ブ
ル

受
賞
の
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。

３
．
更
に
充
実
さ
せ
る
今
後
の
取
り
組
み

今
後
は
更
に
活
動
内
容
を
充
実
さ
せ
、
各

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
特
色
を
出
す
た
め
、

指
導
員
に
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
対
応
力
の

向
上
を
目
的
と
し
た
研
修
へ
の
参
加
を
、
保

護
者
に
は
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
運
営
に
積

極
的
な
協
力
を
求
め
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
活
動
内
容
の
改
善
充
実
を
図
る

目
的
で
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
自
治
会
長
、
学
校
代
表
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
代
表
、
町
社
会
教
育
指
導
員
を
構
成
員
と

す
る
運
営
連
絡
会
で
当
該
年
度
の
事
業
検
証

と
評
価
を
し
て
、
次
年
度
の
事
業
計
画
へ
の

反
映
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

４
．�

も
う
一
つ
の
安
全
・
安
心
な
居
場

所
づ
く
り
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

東
郷
町
に
は
、
全
て
の
小
学
校
の
近
く

に
児
童
館
を
配
置
し
て
い
ま
す
が
、
全
６
館

で
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
、前
述
の
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
に
先
駆
け
て
開
設
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
主
に
小
学
生
の
低
学
年

（
小
学
校
３
年
生
ま
で
）
を
対
象
に
、
日
曜

日
を
除
く
毎
日
、
午
後
７
時
ま
で
遊
び
を
中

心
に
子
ど
も
た
ち
を
預
か
っ
て
い
ま
す
が
、

当
然
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
協
力
を
得
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
東
郷
町
の
子
育
て
支

援
１
．�

子
ど
も
医
療
費
と
不
妊
治
療
費
の

助
成

子
ど
も
医
療
費
は
、
平
成
24
年
１
月
か

ら
助
成
の
対
象
を
拡
大
し
、
入
院
・
通
院
と

も
18
歳
ま
で
所
得
制
限
な
し
で
無
料
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
愛
知
県
で
は
初
め
て
の

こ
と
で
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
感
謝

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
平
成
25
年
３
月
か
ら
は
、
既
に

実
施
し
て
い
る
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
不
妊

治
療
費
助
成
制
度
に
加
え
、
不
育
症
治
療
費

助
成
制
度
も
愛
知
県
内
で
初
め
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

２
．
安
心
子
育
て
へ
の
様
々
な
支
援

病
気
や
病
気
回
復
中
の
、
生
後
６
か
月

か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
預
か

る
「
病
児
・
病
後
児
保
育
」
で
は
、
働
く
親

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
核
家
族
化
と

社
会
環
境
の
変
化
で
要
望
の
強
い
「
一
時
保

育
」
を
保
育
園
と
は
別
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
親
子
の
交
流
、
子
育
て
相
談

が
で
き
る
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」、
町

内
外
を
問
わ
ず
親
子
で
遊
べ
る
「
つ
ど
い
の

広
場
」
を
運
営
し
て
お
り
、
つ
ど
い
の
広
場

の
一
角
で
は
、
短
時
間
の
一
時
保
育
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
の
送
迎
や
家
庭

で
一
時
的
に
子
ど
も
を
預
か
る
「
と
う
ご
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
」
な
ど
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
ま

す
。

▶
放
課
後
子
ど
も
教
室　

自
主
学
習
風
景

▶
中
部
児
童
館
全
景
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３
．�

子
育
て
不
安
を
解
消
す
る
、
子
育

ち
支
援
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

子
育
て
支
援
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
財

政
支
援
や
環
境
整
備
は
も
と
よ
り
、
心
の

通
っ
た
子
育
て
支
援
を
よ
り
重
視
し
て
い
ま

す
。
子
育
て
相
談
員
と
し
て
、
子
育
ち
支
援

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
子
育
て
支
援
課
に
２
名
配

し
、
子
育
て
に
不
安
を
抱
え
る
家
庭
を
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
と
し
ま
し
て

は
、「
子
育
ち
支
援
訪
問
」、「
子
ど
も
相
談
」、

「
５
歳
児
す
く
す
く
発
達
相
談
」
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

４
．�

東
郷
町
独
自
の
５
歳
児
す
く
す
く

発
達
相
談

「
５
歳
児
す
く
す
く
発
達
相
談
」
は
、
町

内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
う
５
歳
児
を
対

象
に
、
臨
床
心
理
士
や
発
達
障
が
い
支
援
指

導
員
等
の
発
達
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
各
園
を
回

り
、
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
基
に
、

行
動
観
察
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
発
達
の
気

に
な
る
子
ど
も
に
は
発
達
検
査
を
実
施
し
て
、

子
ど
も
の
個
性
を
確
認
し
、
必
要
な
支
援
を

保
護
者
に
提
案
す
る
と
と
も
に
、
就
学
に
向

け
、
早
期
に
小
学
校
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
東
郷
町
独
自
の

シ
ス
テ
ム
で
す
。

文
科
省
に
認
め
ら
れ
た
、

幼
児
期
の
体
力
づ
く
り

現
在
、
町
内
に
あ
る
８
つ
の
保
育
園
で

は
、
幼
児
期
に
必
要
と
な
る
多
様
な
身
体
の

動
き
や
体
力
、
運
動
能
力
の
基
礎
を
楽
し
く

習
得
で
き
る
よ
う
、先
進
的
な
「
運
動
遊
び
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
多

様
な
動
き
の
経
験
を
通
し
て
、
リ
ズ
ム
感
や

バ
ラ
ン
ス
感
覚
な
ど
、
身
体
の
部
位
を
調
整

し
て
滑
ら
か
に
効
率
よ
く
動
か
す
「
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
の
向
上
に
視
点
を

置
い
て
い
ま
す
。

こ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

昨
年
、
文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
「
幼
児
期

の
運
動
促
進
に
関
す
る
普
及
啓
発
事
業
」
の

調
査
研
究
の
対
象
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
東
郷
音
頭
」
で

ふ
る
さ
と
の
想
い
づ
く
り

民
謡
「
東
郷
音
頭
」
は
豊
か
な
東
郷
町

を
謡
い
こ
ん
だ
も
の
で
、
盆
踊
り
な
ど
で
多

く
の
町
民
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
ふ
る
さ
と
東
郷

を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
「
ふ
る
さ
と
意
識
」

の
醸
成
を
図
る
た
め
に
保
育
園
で
４
歳
と
５

歳
児
を
対
象
に
、
民
謡
「
東
郷
音
頭
」
の
歌

と
踊
り
を
教
え
て
い
ま
す
。
園
児
と
指
導
し

て
い
る
東
郷
音
頭
保
存
会
の
皆
さ
ん
と
の
ふ

れ
あ
い
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
地
域
の
盆
踊

り
大
会
も
大
変
活
性
化
し
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
、

子
ど
も
の
権
利
条
例

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
安
全
で
安
心

し
て
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
町

を
実
現
す
る
た
め
「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す

る
条
例
」
の
制
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

お
り
、
今
年
度
中
の
条
例
制
定
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
施
行
に
伴
う
子
育
て
環
境
の
整
備
に
努

め
つ
つ
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
、
事
業
の
拡
充
を
図
り
、

『
子
育
て
す
る
な
ら
東
郷
町
』
の
フ
レ
ー
ズ

が
、
さ
ら
に
世
間
で
定
着
す
る
よ
う
意
欲
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

�

東
郷
町
長　

川
瀬　

雅
喜

（
平
成
25
年
９
月
23
日
付
第
2
8
5
4
号
）

▶
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▶「
納
涼
ま
つ
り
」で
の
東
郷
音
頭
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自
然
豊
富
な
設
楽
町

設
楽
町
は
、
愛
知
県
の
北
東
部
、
三
河

山
間
地
域
に
位
置
す
る
北
設
楽
郡
に
属
し
、

東
は
東
栄
町
、
豊
根
村
、
西
は
豊
田
市
、
南

は
新
城
市
、
北
は
長
野
県
根
羽
村
と
隣
接
し

て
い
ま
す
。
人
口
約
5
、
９
０
０
人
、
高
齢

化
率
は
40
％
を
超
え
る
過
疎
の
町
で
、
総
面

積
２
７
３
・
96
㎢
の
約
90
％
を
森
林
が
占
め
、

豊
川
、
矢
作
川
、
天
竜
川
と
い
う
三
大
水
系

の
水
源
の
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1
、
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
り
、
杉
、

ひ
の
き
の
山
々
の
中
に
新
緑
、
紅
葉
を
奏
で

る
木
々
が
多
く
あ
り
四
季
折
々
の
美
し
さ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ア
マ
ゴ

や
ア
ユ
な
ど
の
釣
り
シ
ー
ズ
ン
に
は
寒
狭
川

（
豊
川
）
に
は
多
く
の
太
公
望
が
訪
れ
、
釣

果
を
競
い
合
い
ま
す
。

交
通
は
、
国
道
２
５
７
号
、
４
２
０
号
、

４
７
３
号
の
3
本
の
国
道
を
基
本
に
、
道
路

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
社
会

の
進
む
中
、
北
設
楽
郡
３
町
村
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
す
る
「
お
で
か
け
北
設
」
と
い
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
町

村
域
を
越
え
相
互
乗
り
入
れ
を
す
る
と
い
う

め
ず
ら
し
い
運
行
体
系
を
と
り
、
児
童
生
徒
、

高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
の
た
め
の
生
活
の
利

便
を
図
っ
て
い
ま
す
。

田だ

峰み
ね

観
音
奉
納
歌
舞
伎
の
誕
生

田
峰
観
音
は
、
田
峯
小
学
校
校
歌
に
も

♪
緑
の
城
址　

夢
が
淵　

田
峰
観
音
名
も
高

く
♪
と
歌
わ
れ
、
地
元
で
は
「
か
ん
の
ん
さ

ま
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
2
月
11
日
と
12
日
に
は
田
峰
観
音

大
祭
が
行
わ
れ
、
11
日
は
田
峯
田
楽
（
国
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
）、
12
日
は
地
元
「
谷

髙
座
」
に
よ
る
歌
舞
伎
が
奉
納
さ
れ
、
県
内

田だ

峰み

ね

観
音
奉
納
歌
舞
伎
の

保
存
と
田
峯
小
学
校

～
引
き
継
が
れ
る
伝
統
芸
能
～

愛知県  設
し た ら

楽町
ち ょ う

設楽町

現 地 レ ポ ー ト

「とましーなちゃん」

ご当地キャラクター

▲

毎年２月11日、12日に開催される田峰観音大祭（奉納歌舞伎は12日）
教育・伝統文化・スポーツ、
子育て、健康福祉　関連施策
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は
も
と
よ
り
、
県
外
、
海
外
か
ら
も
観
光
客

が
訪
れ
ま
す
。

奉
納
歌
舞
伎
は
、
90
戸
約
３
０
０
人
の

田
峯
地
区
に
残
っ
て
い
る
伝
統
芸
能
で
す
。

奉
納
歌
舞
伎
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
霊
験
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

『
徳
川
4
代
将
軍
家
綱
の
時
代
、
田
峯
の

日
光
寺
が
火
災
に
遭
い
、
そ
の
再
建
の
た
め

に
村
人
達
が
当
時
天
領
で
あ
っ
た
段
戸
山
に

入
り
誤
っ
て
木
を
伐
採
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
話
を
耳
に
し
た
御
油
赤
坂
の
代
官
が
検
分

に
く
る
こ
と
に
な
り
、
村
人
達
は
過
ち
を
悔

い
、
観
音
様
に
「
村
が
3
軒
に
な
る
ま
で
歌

舞
伎
を
奉
納
し
ま
す
」
と
願
を
か
け
た
。
検

分
当
日
、
旧
暦
の
6
月
の
土
用
と
い
う
の
に

雪
が
降
り
、
代
官
は
「
こ
ん
な
寒
い
と
こ
ろ

に
木
を
伐
り
に
来
る
は
ず
が
な
い
」
と
引
き

返
し
、
田
峯
は
1
人
の
罪
人
も
出
さ
ず
に
す

ん
だ
。
そ
の
後
、
毎
年
、
歌
舞
伎
を
奉
納
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。』

以
降
、
３
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
、
太

平
洋
戦
争
中
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
奉
納

歌
舞
伎
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

奉
納
歌
舞
伎
の
保
存
と

田
峯
小
学
校

「
谷
髙
座
」
の
座
員
は
、

地
元
ま
た
は
田
峯
に
ゆ

か
り
の
あ
る
青
年
が

担
っ
て
い
ま
す
が
、
進
む

過
疎
化
に
抵
抗
す
る
こ

と
は
で
き
ず
後
継
者
育

成
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、「
谷
髙
座
」
は
、

昭
和
50
年
代
前
半
、
田
峯

地
区
唯
一
の
学
校
、
田
峯

小
学
校
に
話
を
持
ち
込

み
、
そ
の
担
い
手
に
小
学

生
を
見
出
し
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
歌
舞
伎
に
は

関
係
者
の
子
ど
も
が
子

役
と
し
て
出
演
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
小

学
校
の
す
べ
て
の
児
童
を
対
象
と
し
た
こ
と

は
画
期
的
で
し
た
。
以
来
、
小
学
生
に
よ
る

子
ど
も
歌
舞
伎
が
1
幕
か
ら
2
幕
、
毎
年
上

演
さ
れ
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
頃
か
ら
地
元
の
伝
統
芸
能
「
歌

舞
伎
」
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
伝
統
芸

能
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
が
醸
成
さ
れ

て
お
り
、
成
人
に
な
っ
て
仕
事
の
関
係
で
他

町
村
に
住
ん
で
い
て
も
祭
り
に
は
帰
っ
て
き

て
歌
舞
伎
を
演
じ
る
若
者
も
い
ま
す
。
ま
た
、

田
峯
地
区
に
住
ん
で
い
る
若
者
た
ち
は
、
自

分
の
子
ど
も
達
に
自
分
が
過
ご
し
て
き
た
時

▲
�「

田
峰
観
音
」谷
高
山
高
勝
寺

▲

田
峯
小
学
校
の
子
供
達
に
よ
る「
白
波
五
人
男
」

▲

素
人
歌
舞
伎
で
は
珍
し
い「
土
蜘
蛛
」
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間
と
同
じ
よ
う
に
、
指
導
者
と
立
場
を
変
え

て
歌
舞
伎
の
伝
承
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

奉
納
歌
舞
伎
の
広
が
り

地
元
の
田
峯
小
学
校
に
は
、
戦
前
に
、
国

際
協
調
の
精
神
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
ア

メ
リ
カ
か
ら
贈
ら
れ
た
青
い
目
の
人
形
「
グ

レ
ー
ス
」
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
人
形
の
追

跡
調
査
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
ハ
イ

オ
州
デ
イ
ト
ン
市
の
学
校
か
ら
贈
ら
れ
て
き

た
と
判
明
し
、
昭
和
63
年
に
田
峯
地
区
を
挙

げ
て
こ
の
人
形
の
還
暦
祝
い
を
お
こ
な
い
、

こ
れ
を
契
機
に
デ
イ
ト
ン
市
に
働
き
か
け

「
青
い
目
の
人
形
」
を
通
し
た
草
の
根
交
流

が
始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
2
年
に
は
「
青
い
目
の
人

形
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
訪
問
」
が
始
ま

り
、
青
い
目
の
人
形
「
グ
レ
ー
ス
」

を
里
帰
り
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
子
ど
も
歌
舞
伎
を
演

じ
る
他
、
現
地
の
小
学
校
へ
の
体
験

入
学
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
訪
問
は
、
3
年

に
1
度
の
ペ
ー
ス
で
、

こ
れ
ま
で
に
8
回
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

田
峯
小
学
校
の
児
童
た

ち
が
ア
メ
リ
カ
を
訪
問

す
る
だ
け
で
な
く
、
ア

メ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち

も
田
峯
地
区
を
訪
問
し
、

交
流
が
深
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
交
流
に
対
す
る
行

政
か
ら
の
資
金
的
支
援
は
な
く
、

す
べ
て
田
峯
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

休
日
を
返
上
し
、
肥
料
と
な
る

牛
糞
詰
め
な
ど
の
作
業
を
通
じ

て
地
道
に
資
金
確
保
を
お
こ
な

い
、
今
日
ま
で
20
年
以
上
交
流

を
続
け
て
い
ま
す
。

「
谷
髙
座
」と
地
域
の
か
か
わ
り

「
谷
髙
座
」
の
活
動
は
、
歌
舞
伎
の
伝
承

や
国
際
交
流
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ⅰ
タ
ー
ン
に

よ
る
地
域
定
住
人
口
の
増
加
に
ま
で
及
ん
で

い
ま
す
。

平
成
10
年
に
「
谷
髙
座
」
の
活
動
に
大

き
く
影
響
す
る
田
峯
小
学
校
の
存
続
に
つ
い

て
、
地
域
の
人
々
が
検
討
を
し
て
い
く
中
で

▲

現
地
小
学
校
で
記
念
撮
影

▲
�

体
験
入
学
の
様
子

▲�

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
演
じ
ら
れ
た
子
ど
も
歌
舞
伎



62　町村の施策事例集Ⅳ

教育・伝統文化・スポーツ、子育て、健康福祉　関連施策

「
子
育
て
中
の
若
い
家
庭
を
対
象
に
し
て
、

新
し
い
宅
地
を
開
発
し
、
設
楽
町
、
特
に
田

峯
地
区
へ
の
永
住
者
を
募
る
」
と
い
う
こ
と

と
な
り
、
地
域
の
合
意
を
得
て
、
田
峯
区
を

挙
げ
て
の
一
大
事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
10
年
8
月
に
田
峯
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
中
心
と
し
た
「
田
峯
21
世
紀
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
こ
の
委
員
会
を
中

心
に
具
体
的
な
検
討
が
進
め
ら

れ
、
平
成
11
年
に
は
用
地
交
渉

や
測
量
に
入
り
、
平
成
12
年
7

月
に
は
造
成
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。

当
初
は
、
宅
地
造
成
は
し

た
も
の
の
応
募
者
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
不
安
の
ほ
う
が

強
か
っ
た
の
で
す
が
、
地
域
の

小
学
校
が
少
子
化
に
伴
う
学
校

統
合
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、

地
域
の
人
々
に
よ
る
小
学
校
存

続
の
た
め
の
宅
地
開
発
事
業
が

話
題
と
な
り
、
新
聞
各
社
に
そ

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で

問
い
合
わ
せ
が
徐
々
に
来
る
よ

う
に
な
り
、
平
成
13
年
5
月
に

は
分
譲
説
明
会
を
開
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
開
発
し
た
17
区
画

の
う
ち
14
区
画
に
家
が
建
ち
、
あ
と
3
区
画

を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
宅
地
の
完
成
に
よ
り
、
実
際
に
田

峯
小
学
校
児
童
数
は
増
加
し
て
お
り
、「
谷

髙
座
」
に
よ
る
奉
納
歌
舞
伎
を
と
お
し
た
地

域
の
結
束
力
の
強
さ
が
伺
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
課
題

田
峯
地
区
に
お
い
て
は
、
田
峯
歌
舞
伎

と
い
う
伝
統
芸
能
が
大
き
く
関
与
し
て
、
伝

統
芸
能
の
継
承
と
田
峯
小
学
校
の
存
続
と
い

う
大
き
な
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
地
元

が
ま
と
ま
り
若
者
定
住
に
自
ら
取
り
組
み
、

そ
の
結
果
、
地
域
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
、

田
峯
小
学
校
自
体
の
活
性
化
も

実
現
し
て
い
る
数
少
な
い
良
い

事
例
の
ひ
と
つ
で
す
。

ま
た
、
田
峯
地
区
で
は
、
田

峯
を
知
っ
て
も
ら
い
交
流
人
口

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

田
峯
の
四
季
や
伝
統
行
事
の
絵

は
が
き
を
作
成
し
広
く
配
布
す

る
た
め
、
そ
の
絵
は
が
き
用
の

写
真
を
広
く
募
集
す
る
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
新
し
い
事

業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

設
楽
町
に
は
、
田
峯
歌
舞

伎
以
外
に
も
多
く
の
伝
統
芸
能

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
親
か
ら
子
、

子
か
ら
孫
へ
と
伝
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
少
子
化
に

伴
う
後
継
者
不
足
は
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
地
区
も
そ
れ

ぞ
れ
工
夫
を
し
て
伝
統
芸
能
を
大
切
に
守
り

続
け
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
伝
統
芸
能

を
継
承
し
な
が
ら
、
地
域
の
団
結
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
行
政
も
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

設
楽
町　

総
務
課

（
平
成
25
年
6
月
3
日
付
第
2
8
4
2
号
）

▲�「
菅す
が

原わ
ら

伝で
ん

授じ
ゅ

手て

習
な
ら
い

鑑か
が
み　

寺
子
屋
の
場
」

▲
�

芝
居
小
屋
の
様
子
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子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

～
子
育
て
を
応
援
す
る
人
が
た
く
さ
ん
暮
ら
す
ま
ち
～

都
会
の
利
便
性
と
豊
か
な
自
然
、

両
方
の
良
さ
を
持
つ
暮
ら
し
や

す
い
町

熊
取
町
は
、
大
阪
都
心
部
か
ら
電
車
で

約
30
分
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
は
電
車
で
約

15
分
の
距
離
で
、
利
便
性
が
高
く
大
阪
南
部

に
位
置
す
る
、
人
口
４
４
、３
６
１
人
（
平

成
26
年
11
月
末
現
在
）
の
ま
ち
で
す
。

自
然
環
境
や
歴
史
に
も
恵
ま
れ
、「
大
阪

み
ど
り
の
百
選
」「
全
国
水
源
の
森
百
選
」

に
も
選
ば
れ
た「
奥
山
雨
山
自
然
公
園
」、「
全

国
た
め
池
百
選
」
に
選
ば
れ
た
憩
い
の
親
水

空
間
「
長
池
オ
ア
シ
ス
」、重
要
文
化
財
「
中

家
住
宅
」「
来
迎
寺
本
堂
」「
降
井
家
書
院
」、

国
史
跡
へ
指
定
さ
れ
た
「
土
丸
・
雨
山
城
跡
」

な
ど
見
ど
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
気

候
も
温
暖
で
、
１
９
７
０
年
代
よ
り
宅
地
開

発
が
進
み
、
郊
外
の
良
好
な
住
宅
都
市
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
風
土
に
、
大
阪

体
育
大
学
、
大
阪
観
光
大
学
、
関
西
医
療
大

学
、
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
の
４
つ
の
大

学
、
全
国
町
村
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
36
万

冊
（
児
童
書
13
万
冊
含
む
）
の
蔵
書
を
誇
る

図
書
館
等
「
学
園
文
化
都
市
」
と
し
て
の
特

徴
も
有
し
て
い
ま
す
。

協
働
に
よ
る
子
育
て
支
援
の
礎

も
と
も
と
農
業
と
織
物
業
を
主
産
業
と

し
た
熊
取
町
は
、
女
性
が
働
く
こ
と
が
日
常

的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
育
行
政
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
保
育
所
の
待
機

児
童
は
「
ゼ
ロ
」
で
、
保
育
所
が
子
育
て
支

援
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

熊取町

現 地 レ ポ ー ト

「ジャンプ君」（左）と
「メジーナちゃん」（右）

大阪府  熊
く ま

取
と り

町
ち ょ う

ご当地キャラクター

▲

熊取町の町並み
教育・伝統文化・スポーツ、
子育て、健康福祉　関連施策
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地
域
で
は
「
だ
ん
じ
り
祭
り
」「
太
極
拳
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」「
農
業
祭
」
等
様
々
な
行
事

が
盛
ん
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
子
ど
も

達
を
育
む
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

加
え
て
、
宅
地
開
発
に
よ
り
人
口
が
増

加
す
る
中
、
新
し
い
土
地
で
頼
れ
る
知
り
合

い
が
い
な
い
状
況
下
で
子
育
て
を
支
え
合
う

た
め
に
、転
入
さ
れ
た
親
た
ち
を
中
心
に「
文

庫
活
動
」「
共
同
保
育
所
」「
学
童
保
育
所
」

等
多
く
の
住
民
活
動
が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
孤

立
に
よ
る
子
育
て
不
安
」
や
「
長
時
間
保
育

の
必
要
性
」
等
子
育
て
支
援
に
お
け
る
新
た

な
課
題
や
ニ
ー
ズ
は
、
こ
れ
ら
住
民
活
動
と

協
働
す
る
こ
と
で
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

「
新
た
な
公
共
」
と
し
て
「
協
働
」
と
い

う
概
念
が
注
目
さ
れ
る
ず
っ
と
前
に
、
住
民

と
行
政
が
協
力
し
、
子
育
て
を
支
援
し
て
い

た
と
い
う
の
が
本
町
の
子
育
て
支
援
の
始
ま

り
で
す
。
主
体
的
な
住
民
と
柔
軟
な
行
政
、

先
人
の
方
々
の
努
力
に
よ
る
「
協
働
」
が
本

町
の
子
育
て
支
援
の
礎
で
あ
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

現
在
は
、
午
後
10
時
ま
で
の
延
長
保
育

や
、
小
学
校
1
年
生
か
ら
6
年
生
対
象
の
学

童
保
育
、
保
育
所
の
送
迎
や
一
時
預
か
り
な

ど
に
対
す
る
会
員
制
の
子
育
て
援
助
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
」、
未
就
園
親
子
の
居
場
所
と

し
て
「
つ
ど
い
の
広
場
事
業
」
な
ど
、
多
様

な
子
育
て
支
援
が
、
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の

協
働
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
」
に

お
い
て
は
、
他
自
治
体
に
お
い
て
育
児
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
協
力
会
員
」
が
不
足
す
る
中
、

本
町
に
お
い
て
は
十
分
な
会
員
数
を
確
保
し

て
お
り
、
年
間
２
０
０
件
を
超
え
る
サ
ポ
ー

ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
子
育
て
事
情
と
「
ホ
ー

ム
ス
タ
ー
ト
事
業
」
の
実
施

⑴�

「
待
つ
支
援
」
か
ら
「
届
け
る
支
援
」
へ

主
体
的
な
住
民
活
動
と
柔
軟
な
行
政
と

の
「
協
働
」
で
発
展
し
て
き
た
子
育
て
支
援

で
す
が
、
１
９
９
０
年
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た

「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動
」
を
最
後
に
、
若

い
世
代
の
主
体
的
な
地
域
活
動
は
縮
小
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
つ
な
が
る
こ
と

が
苦
手
な
若
い
世
代
は
、
次
第

に
地
域
活
動
か
ら
遠
の
き
、
最

近
で
は
、「
つ
ど
い
の
広
場
」

や
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
等
の
子

育
て
支
援
事
業
に
さ
え
も
、
足

の
向
か
な
い
親
子
が
少
し
ず
つ

増
加
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
育
ち
に
と
っ
て

「
地
域
社
会
」
は
重
要
な
意
味

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
」
に
は
「
家
庭
」
と
異

な
る
役
割
が
あ
り
、
子
ど
も
達

が
人
間
関
係
や
社
会
性
を
身
に

つ
け
る
場
と
し
て
大
き
な
意
味

が
あ
る
の
で
す
。
社
会
と
隔
絶

さ
れ
た
家
庭
の
中
だ
け
で
は
、

子
ど
も
は
育
た
な
い
の
で
す
。

▶「
学
園
文
化
都
市
」36
万
冊
の
蔵
書
を
誇
る
図
書
館

▶
重
要
文
化
財「
中
家
住
宅
」

▶
だ
ん
じ
り
祭
り
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そ
こ
で
、
引
き
こ
も
り
が
ち
な
親
子
を

対
象
に
、
悩
み
や
不
安
を
傾
聴
し
、
そ
の
成

長
を
見
守
り
な
が
ら
、
親
子
と
社
会
を
つ
な

げ
て
い
く
子
育
て
支
援
活
動
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

「
待
つ
支
援
」
か
ら
「
届
け
る
支
援
」
へ
、

本
町
の
大
切
に
し
て
き
た
「
協
働
」
を
活
か

し
た
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
「
ホ
ー
ム
ス

タ
ー
ト
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

⑵
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業
の
実
際

「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
で

発
祥
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
訪
問
型

子
育
て
支
援
」
で
す
。
本
町
で
は
平
成
24
年

8
月
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
実
施
し
て

い
ま
す
。
関
西
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で

あ
る
と
と
も
に
、
行
政
の
保
健
・
福
祉
分
野

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
働
に
よ
り
、
乳
幼
児
健

診
や
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
と
の
連
携
を

図
り
、
要
支
援
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
子
ど
も

家
庭
相
談
へ
つ
な
げ
る
な
ど
、
重
層
的
か
つ

継
続
的
支
援
が
行
え
て
い
る
点
に
大
き
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

就
学
前
の
乳
幼
児
を
抱
え
、
子
育
て
に

不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
な
ら
誰

で
も
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

訪
問
は
、
7
日
間
の
研
修
を
修
了
し
た

「
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
」
と
言
わ
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
行
い
ま
す
。
平
成
26
年
11
月
末
現

在
、
29
名
の
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
が
登
録
し
て

い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
は
週
に
１
回
、

２
時
間
程
度
、
合
計
５
回
を
目
途
に
訪
問
を

行
い
、
子
育
て
の
悩
み
を
聞
い
た
り
、
一
緒

に
家
事
や
育
児
を
行
い
な
が
ら
、
子
育
て
の

意
欲
や
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ビ
ジ
タ
ー
が
週
に
1
回
、
2
時
間
程
度
、
合

計
5
回
を
目
途
に
訪
問
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
全
体
の
運
営
、「
ホ
ー
ム
ビ

ジ
タ
ー
養
成
講
座
」
の
実
施
、
訪
問
を
希
望

す
る
親
と
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
と
の
調
整
な
ど

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
・
ジ
ャ

パ
ン
に
お
い
て
子
育
て
の
専
門
知
識
に
関
す

る
研
修
を
受
講
し
認
証
を
受
け
て
い
る
４
名

の
「
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
」
が
行
い
ま
す
。

平
成
26
年
11
月
末
ま
で
に
29
名
の
申
込

み
が
有
り
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
ビ
ジ
タ
ー

に
よ
る
訪
問
延
べ
件
数
は
３
２
０
回
に
上
っ

て
い
ま
す
。

⑶�

利
用
者
や
ホ
ー
ム
ビ

ジ
タ
ー
の
声

利
用
者
か
ら
は
「
子
ど

も
と
2
人
き
り
で
ず
っ
と

家
に
い
る
の
は
し
ん
ど

か
っ
た
。
一
番
つ
ら
い
時

期
に
訪
問
し
て
も
ら
っ
て

支
え
て
も
ら
っ
た
。」「
子

ど
も
と
の
遊
び
方
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
が
、
ビ
ジ

タ
ー
さ
ん
が
一
緒
に
遊
ん

で
く
れ
た
こ
と
で
、
子
ど

も
と
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。」「
下
の

子
が
生
ま
れ
、
上
の
子
に

関
わ
っ
て
や
れ
な
く
な
っ

て
い
た
。
ビ
ジ
タ
ー
さ
ん

▶
つ
ど
い
の
広
場

▶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け
る
安
全
見
守
り
活
動

▶「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業
」ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー

養
成
講
座
の
様
子
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に
下
の
子
を
看
て
も
ら
い
、
思
い
切
り
上
の

子
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
上
の
子
ど
も
の

気
持
ち
が
安
定
し
た
の
で
本
当
に
ほ
っ
と
し

て
い
る
。」「
子
育
て
が
落
ち
着
い
た
ら
、
自

分
も
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
と
し
て
お
手
伝
い
し

た
い
と
思
っ
た
。」
な
ど
、
喜
び
の
声
が
た

く
さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
か
ら
は
「
お

母
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
。
特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
話

を
聞
く
こ
と
で
問
題
解
決
に
な
る
こ
と
を
学

ん
だ
。」「
人
と
の
出
会
い
を
実
感
で

き
る
活
動
、
自
分
も
子
育
て
を
支
え

て
も
ら
っ
た
の
で
、
少
し
で
も
役
に

立
て
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
。」

な
ど
、
活
動
す
る
喜
び
の
声
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。

利
用
者
や
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
さ

ん
の
声
か
ら
、
想
い
は
必
ず
響
き
合

う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」
か
ら
「
つ

ど
い
の
広
場
」
や
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

の
利
用
な
ど
「
地
域
社
会
」
と
の
橋

渡
し
を
す
る
こ
と
は
、
親
と
子
ど
も

が
共
に
育
ち
あ
う
こ
と
を
応
援
す
る

こ
と
で
あ
り
、
将
来
の
子
育
て
を
応

援
し
て
く
れ
る
人
材
を
育
て
る
こ
と

で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
体
性
の
喚
起
、「
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
に
よ
る
子
育
て
応
援

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
」

そ
の
他
、
子
育
て
の
当
事
者
で
あ
る
親

が
、
楽
し
く
地
域
を
学
び
、
そ
の
主
体
性
を

喚
起
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
子
育
て
応
援

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
し
た
。
撮
影
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
下
、
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
が
様
々
な
子
育
て
支
援
事
業
を
取

材
し
、
30
分
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
、
現
在
本
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
議
論

と
取
材
を
繰
り
返
し
、
子
育
て
当
事
者
の
目

線
で
わ
か
り
や
す
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
こ
の

D
V
D
は
、
本
町
の
住
民
と
し
て
誕
生
さ
れ

た
お
子
様
な
ど
に
、
お
子
様
の
名
入
れ
刺
繍

タ
オ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
と
と
も
に
出
産
記
念
品

と
し
て
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

（
熊
取
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w
.

tow
n.kum

atori.lg.jp/

）

最
後
に
、
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
と
は

「
ま
ち
」
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。

「
子
育
て
を
助
け
て
も
ら
っ
た
経
験
」

か
ら
「
助
け
る
経
験
」
が
世
代
を
超
え

て
循
環
し
、
子
育
て
に
優
し
い
眼
差
し

を
向
け
ら
れ
る
ま
ち
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
と
は
、
地
域

の
優
し
い
眼
差
し
の
中
で
、
自
分
ら
し

く
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
自
立
の
根
っ
こ
は
、

自
己
肯
定
感
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

己
肯
定
感
と
は
「
自
分
は
大
切
な
存
在

だ
」「
自
分
は
か
け
が
え
の
な
い
存
在

だ
」
と
思
え
る
心
の
状
態
を
言
い
、
そ
の
獲

得
に
は
、幼
少
期
に
「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
」

を
受
け
入
れ
ら
れ
た
体
験
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
己
肯
定
感
は
受
容

と
共
感
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

熊
取
町
に
は
受
容
と
共
感
の
心
で
子
育

て
を
応
援
す
る
人
々
が
た
く
さ
ん
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ

り
「
自
立
し
た
人
育
ち
」
を
に
ら
み
な
が
ら
、

地
道
な
子
育
て
支
援
活
動
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

�

熊
取
町
長　

中
西　

誠

（
平
成
24
年
12
月
17
日
付
第
2
8
2
3
号
）

▶「
熊
取
町
公
式
f
a
c
e
b
o
o
k
」平
成
24
年
11
月
開
設
　

ジ
ャ
ン
プ
君（
左
）と
メ
ジ
ー
ナ
ち
ゃ
ん（
右
）
▶

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
野
鳥
観
察
す
る
子
ど
も
達
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有
田
川
町　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
」

本
の
あ
る
カ
フ
ェ
＋
ま
ん
が
館
＋m

ini

博
物
館有

田
川
町
の
概
要

有
田
川
町
は
紀
伊
半
島
の
北
西
部
、
和

歌
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
人
口
約

２
７
、０
０
０
人
の
町
で
す
。
町
の
中
央
部

に
は
高
野
山
に
源
流
を
発
す
る
有
田
川
が
西

に
蛇
行
し
な
が
ら
悠
々
と
流
れ
て
い
ま
す
。

古
く
よ
り
み
か
ん
栽
培
が
盛
ん
で
あ
り
、

『
有
田
み
か
ん
』
の
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
粒
が
大
き
く
て
香
り

が
高
い
『
ぶ
ど
う
山
椒
』
は
生
産
高
日
本
一

を
誇
り
ま
す
。

町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
…

平
成
21
年
4
月
、
有
田
川
町
に
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
図
書
館
の
よ
う
な
施
設
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
『
Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｃ
（
ア
レ
ッ
ク
）』
で
す
。
図
書
館
の
よ

う
な
施
設
…
と
表
現
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、

従
来
の
図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
施

設
だ
か
ら
で
す
。
こ
こ
は
図
書
館
と
言
う
よ

り
、『
本
の
あ
る
カ
フ
ェ
』
な
の
で
す
。
香

り
高
い
本
格
珈
琲
や
紅
茶
な
ど
を
飲
み
な
が

ら
本
が
楽
し
め
、
友
達
同
士
で
会
話
が
楽
し

め
、
パ
ソ
コ
ン
で
ネ
ッ
ト
も
で
き
る
、
そ
し

て
お
腹
が
空
け
ば
本
を
横
に
置
い
て
パ
ス
タ

や
パ
ニ
ー
ニ
が
食
べ
ら
れ
る
、
そ
ん
な
公
立

で
は
珍
し
い
施
設
が
『
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
』
な
の
で

す
。従

来
の
図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
図
書

館
に
入
る
と
ま
ず
目
に
付
く
の
は
司
書
の

座
っ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
。
そ
し
て
目
を
室
内
に

移
す
と
整
然
と
並
ん
だ
書
架
、
書
架
、
書
架

…
。
そ
し
て
静
か
に
本
を
選
ぶ
人
々
。
ず
ら

り
と
並
ん
だ
書
架
の
間
に
は
少
し
だ
け
れ
ど

テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
が
置
い
て
い
て
み
ん
な
静

か
に
本
を
読
み
、
そ
し
て
調
べ
物
を
し
て
い

る
…
そ
ん
な
光
景
を
き
っ
と
浮
か
べ
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、『
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
』
は
違
い
ま
す
。

入
口
か
ら
は
長
く
明
る
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
。

紀
州
材
を
用
い
た
そ
こ
に
は
ク
ラ
シ
ッ
ク

和歌山県  有
あ り

田
だ

川
が わ

町
ち ょ う

有田川町

現 地 レ ポ ー ト

ご当地キャラクター

「ありりん」

▼地域交流センター「ALEC（アレック）」
教育・伝統文化・スポーツ、
子育て、健康福祉　関連施策
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カ
ー
が
数
台
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
を
過
ぎ
る
と
広
々
と
し
た
空
間
が

有
り
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
が
置
か
れ
て
、
前
面

ガ
ラ
ス
張
り
の
窓
か
ら
は
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の

テ
ラ
ス
や
芝
生
広
場
が
一
望
で
き
ま
す
。
一

見
す
る
と
広
い
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
光
景
な
の

で
す
。
隅
の
方
に
は
背
の
低
い
書
架
は
あ
る

け
れ
ど
建
物
の
空
間
の
大
部
分
は
中
央
ホ
ー

ル
で
す
。
そ
し
て
、
耳
に
入
っ
て
く
る
の
は

音
楽
で
す
。
有
線
放
送
で
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
な
ど
を

流
し
て
お
り
ま
す
。
お
客
様
を
眺
め
れ
ば
、

お
茶
を
飲
み
つ
つ
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
話
を

し
て
い
る
人
、
何
や
ら
打
ち
合
わ
せ
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
風
の

人
々
、本
を
読
み
ふ
け
っ
て
い
る
人
、コ
ミ
ッ

ク
誌
を
何
冊
も
積
み
上
げ
て
夢
中
で
読
ん
で

い
る
青
年
、
パ
ス
タ
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
る

若
い
女
性
達
、
窓
際
の
席
で
は
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
な
に
や
ら
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
い
る

よ
う
な
学
生
さ
ん
…
様
々
な
人
々
が
そ
れ
ぞ

れ
の
ス
タ
イ
ル
で
こ
こ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
と
は
『
静
か
で
、
話
し
を
し
て

は
い
け
な
い
と
こ
ろ
』『
館
内
で
は
飲
食
が

出
来
な
い
と
こ
ろ
』
と
い
う
の
が
一
般
的
な

イ
メ
ー
ジ
で
す
が
『
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
』
は
全
く
違

い
ま
す
。
音
楽
が
静
か
に
流
れ
、
珈
琲
な
ど

の
ド
リ
ン
ク
類
や
パ
ニ
ー
ニ
、
パ
ス
タ
な
ど

の
食
事
も
出
来
る
、
ま
る
で
『
カ
フ
ェ
』
の

よ
う
な
空
間
が
『
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
』
な
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
図
書
館
機
能
も
併
せ
持
っ
て
お
り

ま
す
か
ら
約
４
４
、０
０
０
冊
の
書
籍
、
約

３
６
、０
０
０
冊
の
マ
ン
ガ
（
コ
ミ
ッ
ク
誌
）、

そ
し
て
月
刊
誌
、
週
刊
誌
な
ど
が
置
か
れ
て

い
ま
す
が
、
専
門
書
な
ど
の
類
は
な
く
親
し

み
や
す
い
本
が
中
心
の
施
設
な
の
で
す
。
カ

フ
ェ
を
館
内
に
作
っ
た
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
な
ど
を
展
示
し
て
い
た
り
、
ミ
ニ
博
物

館
を
併
設
し
て
い
る
の
は
い
ろ
ん
な
層
の
お

客
さ
ん
に
利
用
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
で
す
。
本
好
き
の
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
、

書
籍
や
資
料
を
利
用
す
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、『
憩
い
の
場
所
』『
お
茶
を
飲

む
場
所
』『
語
ら
い
交
流
す
る
場
所
』『
待
ち

合
わ
せ
の
場
所
』
な
ど
に
も
利
用
で
き
る
新

た
な
ス
タ
イ
ル
の
図
書
館
づ
く
り
に
挑
戦
し

て
い
る
の
が
『
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
』
で
す
。
人
口

２
７
、０
０
０
人
の
小
さ
な
町
で
す
が
、
ア

レ
ッ
ク
に
訪
れ
て
頂
く
お
客
様
は
月
平
均

１
０
、０
０
０
人
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
町

の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
も
成
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

w
eb liblaly

を
導
入
…

今
回
、
ま
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

ま
し
た
。
そ
れ
が
『
電
子
書
籍
』
へ
の
対
応

で
す
。
近
年
、
書
籍
・
雑
誌
等
の
印
刷
媒
体

の
売
り
上
げ
は
減
少
す
る
一
方
で
す
。
平
成

▶
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
る「
本
の
あ
る
カ
フ
ェ
」

▶
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
が
並
ぶ
ミ
ニ
博
物
館

◀
長
く
明
る
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
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８
年
の
ピ
ー
ク
時
に
は
書
籍
雑
誌
売
上
げ
は

2
兆
6
、
５
０
０
億
円
で
し
た
が
、
平
成
23

年
で
は
１
兆
8
、
０
０
０
億
円
程
度
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
。
ピ
ー
ク
時
の
実
に
68
％

で
す
。
こ
の
よ
う
に
印
刷
媒
体
は
年
々
減
少

の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
逆

に
『
電
子
書
籍
』
は
成
長
著
し
く
、
平
成
27

年
度
に
は
売
上
げ
は
2
、
２
０
０
億
円
超
に

な
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は

ア
マ
ゾ
ン
社
の
電
子
書
籍
売
り
上
げ
が
印
刷

媒
体
を
上
回
り
ま
し
た
。
書
籍
形
態
や
端
末
、

そ
し
て
文
化
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
ア
メ

リ
カ
で
は
も
う
既
に
キ
ン
ド
ル
な
ど
の
爆
発

的
な
普
及
に
よ
り
電
子
書
籍
が
一
般
化
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
。
日
本
に
於
い
て
も
ケ
イ

タ
イ
小
説
の
台
頭
な
ど
若
者
に
は
既
に
印
刷

媒
体
に
こ
だ
わ
ら
な
い
と
い
う
傾
向
が
あ
り
、

電
子
媒
体
が
印
刷
媒
体
と
逆
転
す
る
日
も
近

い
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
現
状
の
中
、
公
共
の
図
書
施
設

と
し
て
も
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
そ
し
て
今
後

の
図
書
館
の
あ
り
方
を
考
え
る
時
に
、
電
子

書
籍
の
利
便
性
、
有
効
性
を
認
め
、
こ
れ
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
時
代
へ
の

対
応
で
あ
る
と
し
て
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
11
月
3
日
に
和
歌
山
県
内
で

は
初
の
、
そ
し
て
町
村
で
は
全
国
初
の
電
子

書
籍
に
よ
る
図
書
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
（iP

ad

）
に
も

対
応
し
て
お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
本
格
的
な

iP
ad

対
応
と
し
て
は
全
国
初
の
試
み
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

電
子
書
籍
は
ご
利
用
頂
く
住
民
の
皆
様

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
私
ど
も
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
『
有
田
川Library

』
に
入
っ

て
き
て
頂
き
、
電
子
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の

書
籍
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
お
読
み
頂
く
と
い
う

も
の
で
す
。
要
す
る
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
環
境
と
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
端
末
が
あ
れ

ば
ど
こ
で
も
利
用
が
可
能
と
い
う
シ
ス
テ
ム

で
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
電
子
書
籍
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
る
期
待
さ
れ
る
効
果
を
挙
げ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①�

自
宅
や
外
出
先
か
ら
で
も
利
用
で
き
る
。

会
社
な
ど
で
遅
く
ま
で
働
き
開
館
時
間

に
図
書
館
に
来
ら
れ
な
い
方
や
、
物
理
的
に

図
書
館
ま
で
来
る
こ
と
が
出
来
な
い
方
、
ま

た
遠
方
の
方
、
交
通
弱
者
の
方
に
も
利
用
し

て
も
ら
え
る
。
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
さ
え
あ

れ
ば
、
世
界
の
ど
こ
か
ら
で
も
電
子
図
書
を

利
用
で
き
る
。

②��

３
６
５
日
、
24
時
間
い
つ
で
も
利
用

で
き
る
。

従
来
の
図
書
館
だ
と
開
館
時
間
で
な
い

と
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
ア
ク
セ
ス
す
る
だ
け

な
の
で
３
６
５
日
、
24
時
間
い
つ
で
も
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

③�

音
声
や
ア
ニ
メ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
な
ら

で
は
の
対
応
が
可
能
。

印
刷
媒
体
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
図
鑑
な

ど
で
は
動
物
の
鳴
き
声
や
動
き
な
ど
は
わ
か

ら
な
い
が
電
子
媒
体
だ
と
音
や
声
を
出
す
こ

と
が
可
能
だ
し
、
図
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
も

動
画
に
し
て
動
き
を
表
現
す
る
こ
と
も
出
来

る
。
ま
た
、
障
害
が
あ
る
方
に
も
音
声
対
応

で
読
ん
だ
り
、
音
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
も

可
能
。

④�

独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
郷
土
資
料
な

ど
を
提
供
で
き
る
。

町
で
作
成
し
た
資
料
や
広
報
紙
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
類
か
ら
郷
土
資
料
ま
で
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
に
閲
覧

す
る
こ
と
が
出
来
、
貴
重
な
資
料
も
電
子
化

に
よ
っ
て
劣
化
し
な
い
の
で
閉
架
す
る
必
要

も
無
く
誰
も
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

⑤�

返
却
忘
れ
、
汚
れ
、
そ
し
て
盗
難
の

恐
れ
が
な
い
。

返
却
日
は
自
動
設
定
で
返
却
忘
れ
が
な

く
、
ま
た
電
子
媒
体
な
の
で
印
刷
媒
体
の
よ

う
な
形
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
盗
難
さ

れ
る
こ
と
も
な
い
。

以
上
が
期
待
さ
れ
る
効
果
で
す
。

電
子
書
籍
に
は
今
ま
で
の
印
刷
媒
体
に

▶
町
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る

「
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
」

▶
様
々
な
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
利
用

し
て
い
る
。
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出
来
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
可
能
性
が
沢

山
あ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
は
劣
化
し

な
い
の
で
古
文
書
な
ど
の
貴
重
資
料
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
れ
ば
閉
架
す
る
こ
と
な
く
誰
も
が

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
タ
イ
ト

ル
を
付
け
る
こ
と
で
検
索
も
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
、
資
料
整
理
も
容
易
に
な
り
ま
す
。
絵
画

や
図
面
、
写
真
な
ど
の
資
料
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
チ
ラ
シ
類
な
ど
も
今
ま
で
嵩
張
っ
て
い

て
整
理
保
存
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
デ
ジ
タ
ル
化
す
れ
ば
収
納
場
所
が
必
要

な
く
な
り
、
且
つ
検
索
も
容
易
に
な
り
ま
す
。

加
え
て
、
音
声
、
動
画
、
ま
た
立
体
化
（
３

Ｄ
等
）
に
も
対
応
で
き
て
よ
り
リ
ア
ル
で
わ

か
り
や
す
い
資
料
と
な
る
ば
か
り
か
、
障
害

者
の
方
へ
の
対
応
も
可
能
と
な
り
、
ま
た
効

果
音
や
各
種
言
語
へ
の
対
応
、
注
釈
の
添
付

や
参
考
資
料
と
の
連
携
も
容
易
に
図
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
無
数
に

有
り
、
工
夫
と
使
い
方
で
よ
り
世
界
が
広
が

る
の
が
電
子
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
と
考
え
ま
す
。

全
国
ど
こ
の
方
で
も
フ
リ
ー
に
閲
覧
で
き
る

本
町
な
ら
で
は
の
特
徴
あ
る
資
料
提
供
な
ど

情
報
の
発
信
も
含
め
て
電
子
コ
ン
テ
ン
ツ
の

更
な
る
利
用
形
態
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

電
子
書
籍
は
今
後
の
図
書
館
行
政
と
は

切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
大
き
な
課
題
で
あ

る
こ
と
は
確
実
で
す
。極
論
す
れ
ば
、紙
ベ
ー

ス
は
無
く
な
り
、
電
子
コ
ン
テ
ン
ツ
に
取
っ

て
代
わ
る
日
も
い
つ
か
や
っ
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
電
子
書
籍
の
登
場
は
図
書
館
の

ス
タ
イ
ル
を
大
き
く
変
え
る
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
図
書
館
の
持
つ
情
報
の
収
集
、
資
料
提

供
と
い
う
本
質
的
且
つ
基
本
的
な
機
能
は
普

遍
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
早
々

に
電
子
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
対
応
を
決
め
た
の

は
今
後
の
あ
り
方
へ
の
試
金
石
で
も
あ
り
、

新
し
い
図
書
館
づ
く
り
へ
の
新
た
な
扉
を
開

い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
公
共
図

書
館
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
社
会
的
要
請
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
し
、
存
在
意
義
を
今
一

度
確
か
め
た
い
と
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
25
年
11
月
、全
国
棚
田（
千

枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
…

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
本
町
の

代
表
す
る
風
景
と
し
て
『
あ
ら
ぎ
島
』
が
あ

り
ま
す
。
あ
ら
ぎ
島
と
は
有
田
川
の
湾
曲
と

浸
食
作
用
に
よ
っ
て
で
き
た
舌
状
の
棚
田
で
、

大
小
54
枚
の
水
田
が
扇
を
開
い
た
よ
う
な
独

特
な
形
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
景
観
の
美

し
さ
か
ら
、『
日
本
の
棚
田
百
選
』
や
第
４

回『
美
し
い
日
本
の
む
ら
景
観
コ
ン
テ
ス
ト
』

農
林
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
全
国
的
に

も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
10

月
17
日
に
は
風
景
の
国
宝
と
言
わ
れ
る
『
重

要
文
化
的
景
観
』
に
も
国
の
方
か
ら
指
定
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

棚
田
の
あ
る
風
景
は
ふ
る
さ
と
の
原
風

景
と
し
て
日
本
人
の
心
の
中
に
刻
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
幾
重
に
重
な
り
合
っ
た
棚
田
は
豊

か
な
自
然
と
稲
作
文
化
を
語
る
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
棚
田
の

役
割
を
見
直
し
、
先
人
達
の
知
恵
を
学
び
、

そ
し
て
環
境
保
全
と
農
村
文
化
を
考
え
て
い

く
の
が
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
で
す
。

有
田
川
町
で
は
、『
人
、
ま
ち
、
棚
田　

と
も
に
未
来
へ
』
と
題
し
、
平
成
25
年
11
月

８
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
全
国
よ
り
多
く
の

方
々
を
お
迎
え
し
て
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
を

開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト

を
機
に
棚
田
の
美
し
さ
と
機
能
を
見
直
す
仕

掛
け
作
り
も
進
め
て
参
り
ま
す
。

有
田
川
町
に
は
美
し
い
棚
田
、
そ
し
て

町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
た『
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
』

が
あ
り
ま
す
。
有
田
ミ
カ
ン
の
里
だ
け
で
は

な
く
、
こ
れ
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
是
非
と
も
お
越
し
く
だ
さ
い
、
心

よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

有
田
川
町
教
育
委
員
会
教
育
部
長　

三
角　

治

（
平
成
25
年
1
月
21
日
付
第
2
8
2
6
号
）

▲

「
あ
ら
ぎ
島
イ
ル
ミ
テ
ラ
ス
２
０
１
４
」ポ
ス
タ
ー
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歴
史
と
未
来
が
融
合
す
る
町
、肝
付
町

夢
が
叶
う
　
叶
岳（
か
の
う
だ
け
）

で
一
〇
〇
〇
段
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

平
成
24
年
３
月
26
日
、
一
〇
〇
〇
段
階

段
を
登
ろ
う
と
大
勢
の
老
若
男
女
が
集
ま
っ

た
。
一
〇
〇
〇
段
階
段
と
は
、
肝
付
町
内
之

浦
に
あ
る
叶
岳
（
標
高
１
８
７
メ
ー
ト
ル
）

に
こ
の
程
完
成
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
最
適

な
階
段
の
こ
と
で
す
。

こ
の
階
段
を
登
り
き
る
と
、
頂
上
に
あ

る
の
が
「
叶
嶽
（
か
の
う
だ
け
）
神
社
」
で

す
。何

と
言
っ
て
も
名
前
が
前
向
き
で
す
。
よ

そ
の
階
段
を
登
る
よ
り
、
よ
そ
の
神
社
を
お

参
り
す
る
よ
り
、
夢
が
叶
い
そ
う
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。

お
ま
け
に
、
こ
の
叶
岳
か
ら
の
内
之
浦

湾
は
ま
さ
に
絶
景
、
宿
泊
可
能
な
コ
テ
ー
ジ

に
泊
り
朝
日
が
起
き
る
の
を
待
つ
の
も
良
い
。

そ
う
言
え
ば
、
叶
嶽
神
社
の
「
叶
」
の

文
字
、「
ロ
ト
」
に
見
え
る
の
は
気
の
せ
い

か
な
？

こ
の
何
と
も
欲
張
り
な
場
所
へ
一
度
お

越
し
に
な
り
、
一
〇
〇
〇
段
階
段
を
登
っ
て
、

夢
を
叶
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
！

鹿
児
島
県
で
　
　
　
　
　
　
　

一
番
元
気
な
町
に
な
り
た
い
。
　

夢
が
叶
う
町
は
元
気
で
な
け
れ
ば
・
・
・

と
言
う
こ
と
で
、
肝
付
町
は
県
下
一
元
気
な

町
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

本
土
最
南
端
の
鹿
児
島
県
大
隅
半
島
南

東
部
に
位
置
し
、
総
面
積
は
３
０
８
・
15
㎢

と
広
大
で
す
。
林
野
地
帯
・
畑
地
帯
・
水
田

地
帯
に
大
別
さ
れ
、
平
均
気
温
は
17
℃
前
後

と
と
て
も
温
暖
で
、
約
３
０
０
０
㎜
の
雨
が

降
り
ま
す
。

山
も
あ
り
ま
す
。
町
の
中
央
部
に
は

９
０
０
ｍ
級
の
山
々
（
国
見
岳
・
黒
尊
岳
・

甫
与
志
岳
）
が
連
な
り
ま
す
。
こ
の
三
山
縦

走
は
、「
三
岳
参
り
」
と
呼
ば
れ
、
登
山
初

心
者
に
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

鹿児島県  肝
き も

付
つ き

町
ち ょ う

肝付町

現 地 レ ポ ー ト

「いて丸」

ご当地キャラクター

教育・伝統文化・スポーツ、
子育て、健康福祉　関連施策
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こ
ん
な
肝
付
町
は
平
成
17
年
に
２
町
（
高

山
町
と
内
之
浦
町
）
が
合
併
し
て
で
き
ま
し

た
。
人
口
は
平
成
24
年
３
月
現
在
、

１
７
、３
６
２
人
、
高
齢
化
率
36
・
１
％
と

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

九
〇
〇
年
の
伝
統
、
歴
史
の
町

～
そ
の
時
少
年
は
神
に
な
る
～
　

や
ぶ
さ
め
祭
り

約
九
〇
〇
年
の
伝
統
を
誇
る
流
鏑
馬
は
、

狩
衣
装
束
に
綾
藺
笠
、
薄
化
粧
の
若
者
が
馬

上
か
ら
合
計
９
本
の
矢
を
放
ち
、
国
家
安
泰
、

悪
疫
退
散
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
神
事
で

す
。毎

年
10
月
第
３
日
曜
日
、
会
場
と
な
る

四
十
九
所
神
社
前
の
宮
之
馬
場
に
は
、
こ
の

歴
史
絵
巻
を
一
目
見
よ
う
と
大
勢
の
観
客
が

詰
め
か
け
ま
す
。

射
手
は
、
町
内
の
中
学
２
年
生
が
務
め

ま
す
。
勇
壮
華
麗
な
本
番
は
見
る
人
の
心
を

打
ち
ま
す
が
、
射
手
は
毎
年
替
わ
る
た
め
、

約
40
日
間
の
練
習
で
本
番
を
迎
え
る
少
年
に

は
計
り
知
れ
な
い
重
圧
が
の
し
か
か
り
ま
す
。

ま
っ
た
く
、
馬
に
触
っ
た
こ
と
の
な
い
少
年

は
、
ま
ず
馬
に
慣
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

両
親
、
友
達
、
保
存
会
な
ど
多
く
の
人
た
ち

の
応
援
に
支
え
ら
れ
、
こ
の
大
役
を
務
め
上

げ
ま
す
。

こ
の
本
番
を
終
え
た
そ
の
時
こ
そ
、
14

歳
の
少
年
が
神
に
な
る
瞬
間
で
す
。

宇
宙
に
一
番
近
い
町
　
　
　
　

そ
し
て
「
は
や
ぶ
さ
」
の
母
港

そ
し
て
『
イ
プ
シ
ロ
ン
』

内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
が
開
設
さ
れ

た
の
が
昭
和
37
年
、
平
成
24
年
２
月
に
は
開

所
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

日
本
初
の
人
工
衛
星「
お
お
す
み
」な
ど

を
打
上
げ
た
こ
と
で
世
界
的
に
も
有
名
で
す
。

そ
し
て
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
小
惑
星

探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」。
平
成
15
年
５
月
、

内
之
浦
か
ら
Ｍ
５
ロ
ケ
ッ
ト
で
飛
び
立
っ
た

「
は
や
ぶ
さ
」
は
、
平
成
17
年
小
惑
星
「
イ

ト
カ
ワ
」
に
到
着
。
し
か
し
、
そ
の
後
燃
料

漏
れ
や
エ
ン
ジ
ン
の
停
止
、
通
信
途
絶
と

い
っ
た
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
平
成
22

年
奇
跡
の
地
球
帰
還
を
果
た
し
ま
し
た
。
実

に
、
７
年
の
歳
月
を
か
け
た
60
億
㎞
に
及
ぶ

壮
絶
な
旅
で
し
た
。

世
界
中
に
感
動

を
与
え
た
「
は
や
ぶ

さ
」。
平
成
22
年
12

月
、
同
観
測
所
で
カ

プ
セ
ル
が
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
形
を
か

え
た
「
は
や
ぶ
さ
」、

母
港
内
之
浦
へ
感

動
の
里
帰
り
を
果

た
し
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
次
は
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
。「
は

や
ぶ
さ
」
を
打
上
げ
た
世
界
最
高
性
能
の
固

体
燃
料
ロ
ケ
ッ
ト
Ｍ
―
Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト
の
後
継

機
と
し
て
開
発
さ
れ
、
平
成
25
年
、
内
之
浦

か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。
人
工
知
能
、
電

子
頭
脳
を
持
つ
次
世
代
型
の
、
世
界
が
注
目

す
る
夢
の
よ
う
な
ロ
ケ
ッ
ト
で
す
。

ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
父
　
　
　
　

糸
川
英
夫
博
士
生
誕
百
周
年
　

記
念
事
業
　
～
銅
像
建
立
～

我
が
国
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
父
と
呼
ば

れ
る
糸
川
英
夫
博
士
は
、
大
正
元
年
７
月
20

日
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
内
之
浦
宇

宙
空
間
観
測
所
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
糸

川
英
夫
博
士
を
抜
き
に
は
語
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
35
年
10
月
24
日
、
糸
川
博
士
が
立

ち
小
便
を
し
な
が
ら
、
こ
の
地
に
ロ
ケ
ッ
ト

◀
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所

◀

高
山
や
ぶ
さ
め
祭　
（
10
月
第
３
日
曜
日
）
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射
場
の
立
地
を
決
め
た
、
と
の
逸
話
が
あ
り

ま
す
。

そ
れ
以
降
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

こ
れ
ま
で
３
９
５
機
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上

げ
に
成
功
し
、
27
の
人
工
衛
星
を
誕
生
さ
せ

ま
し
た
。

奇
し
く
も
観
測
所
開
所
50
周
年
の
平
成

24
年
７
月
に
は
糸
川
博
士
の
生
誕
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
す
。
本
町
で
は
、「
糸
川
英
夫

生
誕
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」

を
立
上
げ
、
日
本
中
の
糸
川
フ
ァ
ン
、
宇
宙

フ
ァ
ン
に
広
く
呼
び
か
け
、
博
士
の
銅
像
建

立
を
は
じ
め
と
し
た
記
念
事
業
の
実
施
を
決

め
ま
し
た
。

11
月
10
日
、
11
日
に
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
開
所
50
周
年

記
念
式
典
に
合
わ
せ
て
、
糸
川
英
夫
生
誕

１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

銀
河
連
邦
・
・
・
絆銀

河
連
邦
は
、
宇

宙
科
学
の
最
先
端
技

術
を
研
究
し
て
い
る

宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

の
宇
宙
科
学
研
究
施

設
が
あ
る
６
市
町
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
、

長
野
県
佐
久
市
、
岩
手
県
大
船
渡
市
、
秋
田

県
能
代
市
、
北
海
道
大
樹
町
、
そ
し
て
肝
付

町
）
が
ユ
ー
モ
ア
と
パ
ロ
デ
ィ
の
精
神
で
、

昭
和
62
年
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
共
和
国
が
手
を
取
り
合
い
、
相
互
の
理
解

と
親
善
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
宇
宙
平
和

の
一
翼
を
担
う
と
と
も
に
、
人
々
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
創
造
を
目
指
し
て
い

ま
す
。　

本
町
は
「
ウ
チ
ノ
ウ
ラ
キ
モ
ツ
キ
共
和

国
」、
町
長
は
共
和
国
大
統
領
で
す
。
内
之

浦
宇
宙
空
間
観
測
所
で
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打

ち
上
げ
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
追
跡
及
び
デ
ー

タ
取
得
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
の
「
３
・
11
東
日
本
大
震
災
」

は
、銀
河
連
邦
の
一
員
で
あ
る
大
船
渡
市（
サ

ン
リ
ク
オ
オ
フ
ナ
ト
共
和
国
）
を
も
襲
い
、

今
復
旧
、
復
興
に
全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

銀
河
連
邦
の
各
共
和
国
、
そ
し
て
大
隅
半
島

四
市
五
町
（
鹿
屋
市
、
垂
水
市
、
曽
於
市
、

志
布
志
市
、
大
崎
町
、
東
串
良
町
、
錦
江
町
、

南
大
隅
町
、
肝
付
町
）
で
の
支
援
は
、
こ
れ

か
ら
も
続
き
ま
す
。

博
士
の
専
門
性
を
活
か
し
た
　

地
域
お
こ
し
「
町
が
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
に
な
る
」

研
究
者
か
ら
提
案
さ
れ
る
町
の
活
性
化

策
に
は
多
く
の
気
づ
き
が
あ
り
、
地
域
に
根

ざ
し
た
改
革
プ
ラ
ン
の
創
出
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
挑
戦
を
続
け
る
本
町
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
若
手
研
究
者
を
応
援
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
研
究
費
助
成
と
、
そ
の
成
果

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
向
け
動
き
出
し

ま
す
。

今
回
、「
肝
付
町
賞
」
と
し
て
町
が
提
案

し
た
テ
ー
マ
は
、
ズ
バ
リ
「
肝
付
町
の
農
業

の
活
性
化
」。
一
次
産
業
が
主
体
と
な
る
本

町
の
よ
う
な
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、
新
た

な
地
域
活
性
化
策
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
然
科
学
系
の
み
な
ら

ず
、
人
文
社
会
系
を
含
む
全
て
の
専
門
家
を

対
象
と
し
て
い
て
、
実
証
実
験
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
、
町
内
で
の
活
動
・
連
携
構
築
は
町

が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
こ
の

研
究
で
得
ら
れ
る
成
果
は
、
必
ず
や
町
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
も
の
と
確
信
す
る
と
こ
ろ

で
す
。宇

宙
大
豆

「
宇
宙
大
豆
」
を
ご
存
知
で
す
か
？
米
国

の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
で
、
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
滞
在
し
た
大
豆
を
、
地
球
帰

還
後
に
植
え
付
け
、
そ
し
て
収
穫
し
た
も
の

で
す
。本
町
で
は
、こ
の
宇
宙
大
豆
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
も
取
り
組
ん
で
い
て
、
平
成
23
年
植

え
つ
け
た
大
豆
は
収
穫
さ
れ
、
平
成
24
年
の

植
え
付
け
を
待
っ
て
い
ま
す
。

町
は
、
東
京
の
醸
造
会
社
と
提
携
し
、「
宇

宙
に
一
番
近
い
町
の
宇
宙
大
豆
」
を
使
っ
た

商
品
開
発
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。
数
年
後

に
は
、
皆
様
の
食
卓
に
、
こ
の
「
き
も
つ
き

宇
宙
大
豆
」
が
上
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

田
舎
だ
け
ど
、
最
先
端
？
　
　

『
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
町
』

町
全
域
が
過
疎
地
域
の
本
町
に
お
い
て
、

都
市
部
と
遜
色
の
な
い
情
報
通
信
網
の
確
立

は
急
務
の
課
題
で
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
22

年
度
、
町
内
全
域
に
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
情
報
基
盤
を
整
備
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し
ま
し
た
。

現
在
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（「
は
や
ぶ
さ
ネ
ッ
ト
」
と

名
付
け
ま
し
た
。）
は
俄
か
に
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

遠
隔
の
集
落
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
見

守
り
支
援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
実
証
的
に

行
っ
て
い
て
、
行
政
情
報
の
配
信
や
健
康
管

理
チ
ェ
ッ
ク
、
緊
急
放
送
の
配
信
な
ど
、
日

常
生
活
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
し

て
、
利
用
者
拡
大
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
は
や
ぶ
さ
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
地
域
に
密
着
し
た
住
民
交
流
の
実
施

を
進
め
る
一
方
、
田
舎
（
人
口
の
少
な
い
と

こ
ろ
）
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
光
フ
ァ
イ

バ
ー
の
速
さ
を
最
大
限
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
の
誘
致
も
図
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
町
の
魅
力
と
民
間
情
報
の
一
体

的
な
発
信
を
実
現
す
る
た
め
、「
総
合
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
、
町
の
様
々

な
資
産
（
人
・
歴
史
・
自
然
・
伝
統
な
ど
）

を
町
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
肝
付
町
の

全
て
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
「
広
告
塔
」
に
し

て
い
き
た
い
と
、
取
り
組
み
の
真
っ
最
中
で

す
。
農
水
産
加
工
物
な
ど
、
町
の
特
産
品
の

紹
介
は
勿
論
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
に
よ
り
販
売
拠

点
を
作
り
出
す
な
ど
、
新
た
な
肝
付
ブ
ラ
ン

ド
で
町
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
こ
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
は
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
運

営
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

町
観
光
協
会
な
ど
と
も
連
携
し
、
幅
広

い
活
用
で
情
報
発
信
に
努
め
た
い
と
考
え
ま

す
。平

成
24
年
、
９
月
に
は
運
用
開
始
予
定

で
す
。
是
非
、
肝
付
町
の
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

銀
河
マ
ラ
ソ
ン

銀
河
連
邦
共
和
国
の
建
国
を
記
念
し
て

始
ま
っ
た
「
う
ち
の
う
ら
銀
河
マ
ラ
ソ
ン
」。

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
未
来
を
創
造
し
、
走
る

事
の
喜
び
を
味
わ
い
な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
毎
年
11
月
第
４

日
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

え
っ
が
ね
祭
り

本
町
内
之
浦
地
区
で
は
、
古
く
か
ら
伊

勢
海
老
を
「
え
っ
が
ね
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
え
っ
が
ね
」
は
秋
か
ら
冬
の
味
覚
の
王
様

で
、
贅
沢
感
を
味
わ
え
る
高
級
食
材
と
し
て

高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

内
之
浦
地
区
に
は
三
つ
の
漁
港
が
あ
り
、

８
月
20
日
過
ぎ
の
伊
勢
海
老
漁
解
禁
に
伴
い
、

各
漁
師
が
一
斉
に
網
を
入
れ
ま
す
。「
刺
し

網
漁
」
と
い
う
漁
法
で
、
日
の
出
前
に
太
平

洋
に
面
し
た
磯
の
際
で
巧
み
に
船
を
操
り
、

夜
行
性
の
特
徴
を
利
用
し
て
漁
を
行
い
ま
す
。

年
間
10
ト
ン
近
い
漁
獲
量
は
九
州
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。

毎
年
９
月
開
催
の
「
内
之
浦
え
っ
が
ね

祭
り
」
に
は
新
鮮
な
味
を
求
め
、
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
す
。

肝
付
町
企
画
調
整
課　

永
井　

宏

（
平
成
24
年
４
月
２
日
付
第
２
７
９
５
号
）▲えっがね祭りチラシ（平成23年開催分）

◀
う
ち
の
う
ら
銀
河
マ
ラ
ソ
ン（
11
月
第
４
日
曜
日
）
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日
本
一
の
そ
ば
の
里
づ
く
り

3
つ
の
日
本
一
が
あ
る
町

幌
加
内
町
は
北
海
道
上
川
管
内
、
旭
川

市
か
ら
北
西
45
㎞
に
位
置
し
、
面
積
は

７
６
７
㎢
と
広
大
で
、
南
北
を
石
狩
川
の
支

流
で
あ
る
雨
竜
川
が
貫
流
し
て
い
ま
す
。
冬

は
積
雪
が
２
ｍ
を
超
え
、
気
温
は
マ
イ
ナ
ス

30
℃
に
も
な
る
一
方
、
夏
は
プ
ラ
ス
30
℃
を

超
え
る
日
も
あ
る
な
ど
自
然
条
件
の
厳
し
い

地
域
で
す
。
人
口
は
１
７
０
０
人
余
り
で
、

人
口
密
度
は
全
国
の
町
の
中
で
最
小
で
す
。

幌
加
内
町
に
は
3
つ
の
日
本
一
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
北
部
に
あ
る
朱し

ゅ

鞠ま
り

内な
い

湖
で

す
。
戦
時
中
の
電
力
不
足
を
補
う
こ
と
を
目

的
に
昭
和
18
年
に
完
成
し
た
ダ
ム
湖
で
、
周

囲
約
40
㎞
、
面
積
23
・
7
㎢
、
日
本
一
の
人

造
湖
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
幻
の
魚
「
イ
ト

ウ
」
が
生
息
す
る
神
秘
の
湖
と
し
て
も
有
名

で
、
北
欧
を
思
わ
せ
る
情
景
が
訪
れ
る
旅
人

を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
朱
鞠
内
湖
の
北
東
に
位
置

す
る
母も

子し

里り

地
区
で
昭
和
53
年
2
月
17
日
に

記
録
し
た
マ
イ
ナ
ス
41
・
2
℃
の
日
本
最
低

気
温
で
す
。
残
念
な
が
ら
気
象
庁
の
公
式
記

録
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
北
海
道
大
学
の
演

習
林
内
の
観
測
施
設
で
記
録
し
ま
し
た
。
最

低
気
温
を
記
録
し
た
2
月
17
日
は
「
天
使
の

さ
さ
や
き
記
念
日
」
と
し
て
日
本
記
念
日
協

会
に
認
定
さ
れ
、
毎
年
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
や
セ
レ
モ
ニ
ー
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。「
天
使
の
さ
さ
や
き
」
と
は
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
の
こ
と
で
、
凍
て
つ
く▲朱

しゅ

鞠
まり

内
ない

湖の幻の魚「イトウ」

北海道  幌
ほ ろ

加
か

内
な い

町
ち ょ う

幌加内町

現 地 レ ポ ー ト

「ほろみん」

ご当地キャラクター

▲

町いっぱいを白く埋め尽くすそば畑
農林水産業振興、地域産業育成、

起業・就業促進　関連施策
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日
の
朝
に
見
ら
れ
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト

を
、
空
か
ら
舞
い
降
り
て
く
る
天
使
に
た
と

え
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
そ
ば
の
生
産
量
日
本
一
で
す
。

そ
ば
の
作
付
面
積
は
約
３
２
０
０ 

ha
で
全
国

の
約
６
％
を
占
め
、
昭
和
55
年
以
降
市
町
村

別
で
は
作
付
面
積
・
生
産
量
共
に
日
本
一
を

続
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
幌
加
内
町
の
産

業
の
中
核
に
育
っ
た
そ
ば
に
よ
る
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

そ
ば
生
産
の
歴
史

幌
加
内
町
で
は
、
昭
和
44
年
（
１
９
６
９

年
）
か
ら
始
ま
っ
た
米
の
生
産
調
整
（
減
反
）

を
受
け
て
、
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）
に

そ
ば
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
は
減
反

対
策
と
し
て
の
そ
ば
栽
培
で

し
た
が
、
何
よ
り
も
冷
涼
で

昼
夜
の
寒
暖
の
差
が
大
き
い

気
候
風
土
が
、
美
味
し
い
そ

ば
の
栽
培
に
適
し
て
い
た
こ

と
か
ら
年
々
作
付
面
積
が
増

加
し
、昭
和
55
年（
１
９
８
０

年
）
に
は
３
７
３ 

ha
が
作
付

け
さ
れ
日
本
一
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
も
作
付
け
は
拡

大
し
、平
成
24
年（
２
０
１
２

年
）
は
３
２
２
３ 

ha
、
収
穫

量
は
２
９
７
６
ト
ン
に
も
上
り
、
全
国
の
収

穫
量
の
約
７
％
を
占
め
、
幌
加
内
産
の
そ
ば

の
出
来
に
よ
っ
て
値
段
が
決
ま
る
こ
と
か
ら
、

国
産
そ
ば
の
プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
。
生
産
農
家
数
は
１
３
６
戸
で
、
1

戸
当
た
り
作
付
面
積
は
約
24 

ha
と
な
っ
て
い

ま
す
。そ

ば
部
会
の
取
り
組
み

減
反
政
策
と
し
て
始
ま
っ
た
そ
ば
栽
培

で
す
が
、
小
麦
や
大
根
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
メ
ロ

ン
な
ど
、
他
の
転
作
作
物
が
厳
し
い
気
象
条

件
の
た
め
良
い
成
果
を
出
せ
な
い
中
、
そ
ば

は
美
味
し
い
と
の
評
価
を
受
け
、
そ
ば
を
幌

加
内
町
の
代
表
的
な
農
作
物
に
育
て
よ
う
と
、

昭
和
61
年
（
１
９
８
６
年
）
に
「
幌
加
内
農

協
そ
ば
部
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ば
は
畑
作
物
の
中
で
も
最
も
湿
害
に

弱
い
作
物
の
た
め
、
雨
が
続
い
て
畑
の
排
水

が
滞
る
と
、
た
ち
ま
ち
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
ま
す
。
そ
の
た
め
国
の
機
関
で
あ
る
農

業
試
験
場
や
北
海
道
の
機
関
で
あ
る
農
業
普

及
セ
ン
タ
ー
の
指
導
を
受
け
、
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水
の

整
備
を
徹
底
し
ま
し
た
。
ま
た
連
作
障
害
を

防
ぐ
た
め
、
間
作
緑
肥
と
し
て
赤
ク
ロ
ー

バ
ー
の
栽
培
に
よ
る
土
壌
改
良
や
輪
作
体
系

の
確
立
、
乾
燥
調
製
施
設
の
整
備
に
よ
る
集

出
荷
の
一
元
化
な
ど
、
高
品
質
・
安
定
生
産

に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
そ
ば
部
会
と
し
て

組
織
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
結

果
一
時
荒
廃
地
が
目
立
っ
た
農
地
の
多
く
が

そ
ば
畑
に
変
わ
り
、
耕
作
放
棄
地
が
ほ
と
ん

ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、
平
成
15
年
に
は
全
国
農
協
中
央
会

の
日
本
農
業
賞
集
団
の
部
で
大
賞
を
受
賞
、

翌
16
年
に
は
農
林
水
産
省
第
43
回
農
林
水
産

祭
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

新
品
種
「
ほ
ろ
み
の
り
」
誕
生

そ
ば
に
は
様
々
な
品
種
が
あ
り
ま
す
が
、

幌
加
内
町
で
は
、
町
独
自
の
品
種
を
作
ろ
う

と
町
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て
専
任
の

職
員
を
置
き
、
平
成
9
年
か
ら
品
種
改
良
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
7
年
の
歳

月
を
か
け
て
新
品
種
「
ほ
ろ
み
の
り
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。
従
来
の
「
キ
タ
ワ
セ
ソ
バ
」

よ
り
背
丈
が
短
く
、
風
雨
に
よ
る
倒
伏
が
少

▲�

日
本
農
業
賞
大
賞
を
受
賞

▲�

２
月
17
日
を「
天
使
の
さ
さ
や
き
記
念
日
」と
し
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
る
。

▶
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
で
そ
ば
を
収
穫
す
る
様
子
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な
い
た
め
脱
粒
が
少
な
く
、
甘
み
が
強
い
上

品
な
味
と
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
平
成
16

年
に
品
種
登
録
を
受
け
、
18
年
か
ら
本
格
的

な
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ば
乾
燥
調
製
施
設
の
整
備

生
産
者
が
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た
そ
ば

も
、
収
穫
後
の
乾
燥
調
製
を
間
違
え
ば
、
品

質
が
劣
化
し
評
価
の
低
い
製
品
に
な
り
ま
す
。

大
量
に
収
穫
さ
れ
る
幌
加
内
そ
ば
を
一
定
の

水
分
量
に
乾
燥
し
保
管
す
る
大
規
模
な
調
製

施
設
が
必
要
で
す
。町
で
は
平
成
12
年
に「
そ

ば
日
本
一
の
館
」
と
24
年
に
「
そ
ば
日
本
一

の
牙
城
」
を
国
の
補
助
を
受
け
て
建
設
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
収
穫
さ
れ
る
約

３
０
０
０
ト
ン
（
約
7
万
俵
）
の
そ
ば
が
3

週
間
で
乾
燥
調
整
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
高

品
質
な
幌
加
内
そ
ば
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

20
回
を
数
え
る
新
そ
ば
祭
り

香
り
高
い
新
そ
ば
が
収
穫
さ
れ
る
9
月
、

幌
加
内
町
で
は
「
新
そ
ば
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
日
本
で
一
番
早
く
新
そ
ば
を
味
わ

え
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
、
会

場
に
は
、
全
国
の
そ
ば
の
産
地
か
ら
有
名
店

や
地
域
そ
ば
同
好
会
等
が
出
店
し
ま
す
。
20

回
目
の
平
成
25
年
は
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
日
本
そ
ば
博
覧
会
」「
世
界
そ
ば
フ
ェ

ス
タ
」
と
の
同
時
開
催
と
な
り
、
8
月
30
日

か
ら
9
月
1
日
ま
で
の
3
日
間
、
ロ
シ
ア
、

ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

韓
国
な
ど
世
界
12
カ
国
の
そ
ば
料
理
を
は
じ

め
、
大
分
県
、
広
島
県
、
兵
庫
県
、
福
井
県
、

新
潟
県
、
福
島
県
、
地
元
北
海
道
、
幌
加
内

町
な
ど
全
国
の
そ
ば
産
地
か
ら
14
店
舗
が
出

店
し
、
6
万
人
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
の
目
玉
行
事
は
、「
素
人
そ
ば
打
ち

五
段
位
（
最
高
段
位
）
認
定
会
」
の
開
催
で

し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
麺
類
文
化
地
域
間
交

流
推
進
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
素
人
そ
ば

打
ち
段
位
認
定
制
度
（
全
国
の
認
定
者
数
は

初
段
か
ら
5
段
ま
で
約
1
万
人
）
の
最
高
段

位
の
認
定
会
で
、
3
年
に
一
度
開
か
れ
、
今

回
が
3
回
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
ま

だ
18
人
し
か
認
定
さ
れ
て
い
な
い
狭
き
門
で
、

全
国
の
そ
ば
打
ち
愛
好
者
の
注
目
の
的
で
も

あ
り
ま
す
。

20
年
前
、
美
味
し
い
幌
加
内
そ
ば
を
た

く
さ
ん
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
始
ま
っ
た
そ
ば
祭
り
で
す
が
、
全

国
の
そ
ば
産
地
や
、
そ
ば
愛
好
者
、
蕎
麦
屋

さ
ん
等
と
の
交
流
を
通
し
て
、
地
域
間
の
友

好
交
流
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
、
皆
さ
ん
の

ご
支
援
で
、
日
本
を
代
表
す
る
そ
ば
祭
り
に

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
25
年

の
20
回
を
節
目
に
、
今
後
は
新
た
な
発
想
で
、

「
日
本
一
の
そ
ば
の
里
」
に
ふ
さ
わ
し
い
イ

ベ
ン
ト
開
催
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
ば
が
必
修
科
目
の
幌
加
内
高
校

町
内
唯
一
の
幌
加
内
高
校
は
、
そ
ば
の

栽
培
、
歴
史
、
文
化
、
そ
ば
打
ち
、
そ
ば
料

理
を
授
業
に
取
り
入
れ
、
全
員
が
手
打
ち
そ

ば
の
段
位
を
取
得
し
ま
す
。
平
成
25
年
4
月
、

全
国
か
ら
11
校
が
参
加
し
て
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
第
3
回
全
国
高
校
生

そ
ば
打
ち
選
手
権
大
会
」
で
、
団
体
、
個
人

共
に
優
勝
し
ま
し
た
。
卒
業
生
の
中
に
は
、

▲

毎
年
、町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
る

「
新
そ
ば
祭
り
」平
成
25
年
は
８
／
30
～
９
／
１

に
開
催
。

▲�「
素
人
そ
ば
打
ち
段
位
認
定
会
」の
様
子

▲

そ
ば
の
乾
燥
調
整
施
設「
そ
ば
日
本
一
の
牙
城
」
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有
名
そ
ば
店
に
就
職
す
る
生
徒
も
お
り
、
幌

加
内
そ
ば
の
名
を
広
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
ば
に
付
加
価
値
を
つ
け
る

幌
加
内
で
収
穫
さ
れ
た
そ
ば
に
付
加
価

値
を
つ
け
て
販
売
し
よ
う
と
、
町
で
は
「
農

産
加
工
セ
ン
タ
ー
」
を
第
3
セ
ク
タ
ー
で
運

営
し
、
そ
ば
粉
、
そ
ば
麺
を
加
工
販
売
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
町
内
に
は
8
箇
所
の

製
粉
工
場
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
、
全
国
の
蕎

麦
店
や
手
打
ち
愛
好
者
向
け
に
特
徴
の
あ
る

そ
ば
粉
を
生
産
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
そ
ば
を
利
用
し
た
料
理
の
レ
シ
ピ

つ
く
り
や
、
幌
加
内
高
校
生
徒
に
よ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
そ
ば
料
理
の
研
究
も
進
ん
で
お
り
、

今
後
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
の
若
手
蕎
麦
店
経
営
者
が
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
「
幌
加
内
厳
寒
清
流
さ
ら
し

蕎
麦
」
で
す
。
江
戸
時
代
に
徳
川
家
に
そ
ば

を
献
上
す
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
「
寒
さ
ら

し
蕎
麦
」
の
保
存
方
法
を
5
年
の
歳
月
を
か

け
て
研
究
し
商
品
化
し
ま
し
た
。
厳
寒
期
の

2
月
、
清
流
に
2
週
間
そ
ば
を
浸
し
、
そ
の

後
乾
燥
調
製
し
て
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て

限
定
商
品
と
し
て
町
内
各
店
舗
で
提
供
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
は
、
雪
の
中
で
保
管

し
て
き
た
「
雪
蔵
そ
ば
」
を
7
月
か
ら
8
月

に
提
供
す
る
な
ど
、
幌
加
内
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

そ
ば
を
愛
好
者
の
方
に
提
供
し
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。
こ
の
そ
ば
は
幌
加
内
に
来
な
け

れ
ば
食
べ
ら
れ
な
い
た
め
、
交
流
人
口
の
増

加
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

温
度
変
化
に
敏
感
で
劣
化
し
や
す
い
そ

ば
の
品
質
を
保
持
し
、
付
加
価
値
を
つ
け
る

た
め
、
町
で
は
平
成
25
年
、
約
4
万
俵
の
そ

ば
を
保
管
で
き
る
「
雪
利
用
型
低
温
農
業
倉

庫
」
の
建
設
を
開
始
し
、
平
成
26
年
10
月
に

完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
間
を
通

し
高
品
質
な
そ
ば
が
全
国
各
地
に
届
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、「
幌
加
内
そ
ば
」
の
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
本
番
　
　
　
　
　
　

「
そ
ば
の
ま
ち
づ
く
り
」

現
在
町
で
は
、
地
域
振
興
室
そ
ば
振
興

係
を
中
心
に
「
そ
ば
振
興
計
画
」
を
策
定
中

で
す
。
日
本
一
の
そ
ば
の
里
を
目
指
し
て
10

年
先
の
夢
を
描
こ
う
と
、
そ
ば
生
産
者
、
そ

ば
関
係
業
者
、
そ
ば
関
係
団
体
等
の
皆
さ
ん

と
話
し
合
い
を
続
け
て
い
ま
す
。
町
民
の
1

割
は
自
分
で
そ
ば
を
打
ち
ま

す
。
お
客
さ
ん
へ
の
お
も
て

な
し
は
、
そ
ば
を
ご
馳
走
す

る
こ
と
で
す
。「
そ
ば
は
人
を

つ
な
ぐ
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、

東
北
で
は
そ
ば
は
晴
れ
の
食

べ
も
の
と
し
て
、
お
祝
い
の

席
で
振
舞
わ
れ
ま
す
。
幌
加

内
町
で
も
そ
ん
な
お
も
て
な

し
の
そ
ば
文
化
を
育
て
た
い
。

美
味
し
い
そ
ば
を
食
べ
ら
れ
る
蕎
麦
店
を
増

や
し
て
、「
幌
加
内
そ
ば
街
道
」
が
で
き
な

い
か
。
幌
加
内
町
に
来
れ
ば
、
そ
ば
打
ち
体

験
が
で
き
、
そ
の
そ
ば
を
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ

る
施
設
が
欲
し
い
。
そ
ば
の
歴
史
や
そ
ば
文

化
を
学
べ
る
施
設
が
欲
し
い
。
真
っ
白
い
そ

ば
の
花
を
売
り
に
し
た
観
光
ル
ー
ト
作
り
も

始
め
よ
う
。
な
ど
な
ど
た
く
さ
ん
の
意
見
・

ア
イ
デ
ア
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
本
当
の
そ
ば
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
始
ま
り
で
す
。
全
国
の
そ
ば
産
地

や
そ
ば
愛
好
団
体
、
そ
ば
関
連
業
者
さ
ん
と

連
携
協
力
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
訪
れ
て

い
た
だ
け
る
「
日
本
一
の
そ
ば
の
里
」
づ
く

り
に
邁
進
し
ま
す
。

幌
加
内
町
長　

守
田　

秀
生

（
平
成
25
年
6
月
24
日
付
第
2
8
4
4
号
）

▶「
寒
さ
ら
し
そ
ば
」清
流
さ
ら
し
作
業
の
様
子

▲�東京ビッグサイトで開催された「全国高校生そば打ち選
手権大会」幌加内高校が団体・個人共に優勝

▲放草ロールでつくられた「そばの花展望台」
　広大なそば畑を一望できる。
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朝
日
町
の
概
要

朝
日
町
は
山
形
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
の
主
峰
・
大
朝
日
岳
の

東
縁
山
麓
地
域
に
あ
り
ま
す
。
町
の
面
積
は

１
９
６
・
73
㎢
で
最
上
川
が
町
域
の
南
北
を

約
21
㎞
に
わ
た
っ
て
蛇
行
北
流
し
、
国
立
公

園
を
は
じ
め
と
す
る
原
生
林
野
が
町
土
の

76
％
ほ
ど
を
占
め
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
澄

み
き
っ
た
空
気
に
包
ま
れ
、
世
界
で
唯
一
の

「
空
気
神
社
」
の
あ
る
町
で
す
。 

最
上
川
の
両
岸
に
沿
っ
た
河
岸
段
丘
は
、

特
産
の
り
ん
ご
な
ど
の
果
樹
を
は
じ
め
農
産

物
の
栽
培
に
適
し
た
肥
沃
な
土
地
で
す
。 

町
の
産
業
構
造
は
第
1
次
産
業
就
業
比

率
の
減
少
、
第
2
次
・
3
次
産
業
就
業
者
の

漸
増
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
り
ん
ご
を
中

心
と
す
る
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
位
置
づ

け
、
り
ん
ご
に
こ
だ
わ
っ
た
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

朝
日
町
り
ん
ご
の
歴
史

り
ん
ご
栽
培
の
歴
史
は
古
く
明
治
20
年

に
遡
り
ま
す
が
、
朝
日
町
り
ん
ご
の
銘
柄
が

確
立
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
46
年
に
全
国
に
先

駆
け
て
「
無
袋
ふ
じ
※
」
の
栽
培
技
術
を
確

立
し
、
中
央
市
場
で
品
質
日
本
一
の
評
価
を

得
た
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
が
は
ず
み
と
な

り
、
米
の
生
産
調
整
対
策
と
し
て
り
ん
ご
を

奨
励
す
る
と
共
に
、
農
業
構
造
改
善
事
業
等

で
大
規
模
な
樹
園
地
造
成
を
全
町
的
に
展
開

し
、
朝
日
町
農
業
の
基
幹
作
物
と
し
て
様
々

な
振
興
方
策
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
り
ん
ご
に
こ
だ
わ
っ
た
町
づ
く

り
を
進
め
、
平
成
元
年
に
は
「
日
本
一
り
ん

ご
の
町
宣
言
」、
平
成
16
年
に
は
町
条
例
で

「
朝
日
町
り
ん
ご
の
日
」
を
定
め
る
な
ど
、

町
民
一
丸
と
な
っ
て
り
ん
ご
振
興
に
力
を
注

い
で
お
り
ま
す
。

り
ん
ご
に
こ
だ
わ
っ
た
町
づ
く
り

～
小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦
～

山形県  朝
あ さ

日
ひ

町
ま ち

現 地 レ ポ ー ト

朝日町

「桃色ウサヒ」

ご当地キャラクター

▲

町内のりんご農園。国内外で高い評価を得ている「無袋ふじ」
農林水産業振興、地域産業育成、

起業・就業促進　関連施策
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※�

無
袋
ふ
じ
…
り
ん
ご
は
病
害
虫
防
除
や
着
色
管
理

の
点
か
ら
、
袋
を
か
け
て
栽
培
し
て
い
た
が
、
袋

を
か
け
な
く
て
も
着
色
や
味
の
優
れ
た
り
ん
ご
を

栽
培
す
る
技
術
。
ふ
じ
の
品
種
で
そ
の
技
術
を
全

国
に
先
駆
け
て
確
立
し
た
。

り
ん
ご
は
町
経
済
の
　
　
　
　
　

バ
ロ
メ
ー
タ
ー

農
業
が
基
幹
産
業
の
朝
日
町
に
と
っ
て
、

り
ん
ご
の
売
り
上
げ
は
町
経
済
を
大
き
く
左

右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
つ
て
は
品
質
が
良
け
れ
ば
い
く
ら
で
も
高

い
価
格
で
の
販
売
が
可
能
な
時
代
が
あ
り
ま

し
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
平
成
9
年
に
り

ん
ご
の
価
格
は
全
国
的
に
大
暴
落
の
危
機
を

迎
え
ま
し
た
。
町
で
は
り
ん
ご
価
格
の
暴
落

が
様
々
な
方
面
に
影
響
が
で
る
こ
と
を
懸
念

し
、
こ
の
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
に
品
種
構

成
の
見
直
し
な
ど
の
り
ん
ご
振
興
策
に
大
規

模
な
予
算
を
投
入
し
ま
し
た
。

特
に
中
生
種
（
９
月
下
旬
～
10
月
収
穫
）

は
数
多
く
の
品
種
が
農
家
に
ば
ら
ば
ら
に
導

入
さ
れ
品
種
ご
と
の
量
は
少
な
く
、
栽
培
技

術
の
統
一
も
な
い
た
め
品
質
は
不
揃
い
で
、

安
定
し
た
価
格
で
の
販
売
は
難
し
い
状
況
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
品
種

構
成
の
適
正
化
に
つ
い
て
農
家
の
方
と
真
剣

に
検
討
を
行
い
、
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
を
は
じ

め
と
す
る
新
品
種
の
導
入
方
針
を
決
定
し
、

町
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
約
三
千
万
円

が
り
ん
ご
振
興
に
支
出
さ
れ
ま
し
た
。
苗
木

の
導
入
、
栽
培
技
術
の
確
立
と
普
及
、
消
費

宣
伝
な
ど
農
家
・
農
協
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
結
果
、
シ
ナ
ノ

ス
イ
ー
ト
は
路
頭
に
迷
う
り
ん
ご
農
家
の
救

世
主
と
な
り
、
今
で
は
中
生
種
の
核
と
し
て

農
家
所
得
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

攻
め
の
農
業
戦
略
！

次
な
る
挑
戦
は
、
沈
滞
す
る
ム
ー
ド
を

払
拭
し
生
産
者
に
元
気
を
出
し
て
も
ら
う
た

め
、
輸
出
に
よ
る
所
得
向
上
を
め
ざ
す
と
い

う
攻
め
の
農
業
展
開
を
目
指
し
ま
し
た
。
田

舎
の
小
さ
な
町
が
単
独
で
輸
出
を
行
う
こ
と

な
ど
夢
の
よ
う
な
話
で
、
最
初
は
各
大
使
館

に
手
紙
を
書
い
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に

直
接
り
ん
ご
を
持
ち
込
み
輸
出
を
お
願
い
し

た
り
と
今
と
な
っ
て
は
笑
い
話
の
よ
う
な
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
の
足
で
行

動
し
な
が
ら
情
報
収
集
し
、
平
成
16
年
に
は

ジ
ェ
ト
ロ
の
指
導
の
も
と
国
内
の
商
社
を
通

じ
て
台
湾
に
「
ふ
じ
」
を
輸
出
し
、
夢
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

国
内
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
当
町
の

り
ん
ご
は
海
外
で
も
高
い
評
価
を
得
ら
れ
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
台
湾
の

中
で
は
、
り
ん
ご
と
い
え
ば
絶
対
的
に
青
森

県
が
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
お
り
、
当
町
の
り

ん
ご
は
品
質
的
に
は
優
れ
て
い
て
も
価
格
で

は
買
い
た
た
か
れ
、
改
め
て
海
外
で
の
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
の
必
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

平
成
17
年
に
は
台
湾
で

の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
前
提
に

輸
出
を
検
討
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
前
年
の
状
況
を
把
握
し

て
い
た
山
形
県
経
済
国
際
化

推
進
協
議
会
（
現
山
形
県
国

際
経
済
振
興
機
構
）
か
ら
高

級
百
貨
店
で
の
贈
答
品
の
販

売
を
紹
介
さ
れ
試
験
的
に
輸

出
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
朝
日
町
り
ん
ご
の
品
質
、

食
味
、
特
に
「
蜜
入
り
」
が

非
常
に
高
い
評
価
を
得
ま
し

た
。り

ん
ご
の
時
期
に
は
、
朝

日
町
り
ん
ご
を
紹
介
す
る
中

国
語
版
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
が

売
り
場
で
放
映
さ
れ
、
生
産
者
が
自
ら
店
頭

に
立
っ
て
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
町
長
に
よ

る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
継
続
し
た
結
果
、
そ

の
品
質
が
高
く
評
価
さ
れ
、
当
町
の
り
ん
ご

は
台
湾
の
消
費
者
や
流
通
関
係
者
の
間
で

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
台
湾
で
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
契
機

に
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
輸
出
国
も
拡
大
さ
れ
、
品
種
も

▶�

台
湾
で
の
町
長
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
様
子



81

農林水産業振興、地域産業育成、起業・就業促進　関連施策

ふ
じ
だ
け
で
な
く
、
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
、
王

林
、
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
さ
ら
に
は
ラ
フ
ラ
ン

ス
ま
で
輸
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦
は
、
マ
ス
コ

ミ
の
目
に
も
留
ま
り
、
毎
年
現
地
で
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子
が
新
聞
等
で
大
き
く
紹

介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

輸
出
の
波
及
効
果

朝
日
町
り
ん
ご
は
、
無
袋
ふ
じ
栽
培
技

術
の
確
立
に
よ
り
市
場
で
日
本
一
の
評
価
を

い
た
だ
き
、
生
産
者
や
市
場
関
係
者
の
間
で

は
銘
柄
産
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
が
構
築
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド

も
な
か
な
か
消
費
者
ま
で
浸
透
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
朝
日
町
で
は

り
ん
ご
の
素
晴
ら
し
さ
を
直
接
消
費
者

に
伝
え
る
た
め
仙
台
市
や
山
形
市
で
長

年
に
わ
た
り「
り
ん
ご
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
に

も
直
売
施
設
が
で
き
、
お
客
様
が
産
地

で
直
接
り
ん
ご
を
買
い
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
朝
日
町
り
ん
ご
の
輸
出
の

話
題
は
、
毎
年
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
消
費
者
の
目
に
留
ま
る
機

会
が
非
常
に
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
秋

に
な
る
と
り
ん
ご
購
入
の
た
め
朝
日
町

を
訪
れ
る
方
が
急
激
に
増
加
し
、
最
盛

期
に
は
交
通
渋
滞
が
発
生
す
る
ほ
ど
膨

れ
上
が
り
ま
し
た
。
流
通
関
係
者
だ
け

で
な
く
消
費
者
に
も
朝
日
町
り
ん
ご
の

ブ
ラ
ン
ド
は
浸
透
し
た
の
で
す
。

町
で
は
農
業
、
商
業
、
工
業
、
観
光
の

産
業
が
一
体
と
な
り
朝
日
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る

「
産
業
ま
つ
り
」
を
11
月
の
「
朝
日
町
り
ん

ご
の
日
」
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は

町
内
の
お
客
様
が
中
心
の
2
日
間
で
2
、

０
０
０
人
程
度
の
入
込
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

輸
出
が
始
ま
り
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
お
客
様
の

数
は
増
え
は
じ
め
、
平
成
24
年
度
は

１
２
、０
０
０
人
を
超
え
、
し
か
も
町
外
、

県
外
の
お
客
様
が
中
心
の
活
気
あ
ふ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
に
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
き
ま
し
た
。

お
客
様
は
り
ん
ご
だ
け
で
な
く
朝
日
町
の

様
々
な
産
物
や
商
品
を
買
い
求
め
、
さ
ら
に

町
内
の
飲
食
店
等
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、

町
全
体
に
大
き
な
経
済
効
果
を
生
み
出
す
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

生
産
者
が
お
い
し
い
り
ん
ご
づ
く
り
の

た
め
に
続
け
て
き
た
地
道
な
努
力
と
、
町
民

一
人
一
人
の
朝
日
町
り
ん
ご
に
対
す
る
誇
り

と
自
信
が
、
交
流
人
口
の
増
加
と
い
う
大
き

な
実
を
結
ん
だ
の
で
す
。

▶
山
形
市
で
行
わ
れ
る
り
ん
ご
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▼

に
ぎ
わ
う
朝
日
町
産
業
ま
つ
り

▼

産
業
ま
つ
り
で
行
わ
れ
る
り
ん
ご
釣
り
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強
み
を
活
か
し
た
町
づ
く
り

朝
日
町
の
最
大
の
強
み
で
あ
る
農
業
を

活
か
し
た
町
づ
く
り
の
次
な
る
挑
戦
は
、
付

加
価
値
を
つ
け
た
農
産
物
の
販
売
や
交
流
人

口
の
増
加
に
よ
る
町
の
活
性
化
で
す
。

町
で
は
、
国
内
経
済
が
低
迷
し
現
実
的

に
企
業
誘
致
も
難
し
い
状
況
を
ふ
ま
え
、
雇

用
の
創
出
を
目
的
に
朝
日
町
産
業
創
造
推
進

機
構
を
立
ち
上
げ
、
農
家
の
起
業
支
援
等
の

対
策
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
農
産
物
の

加
工
や
、
新
た
な
農
業
展
開
を
模
索
し
て
い

る
農
家
を
集
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
商
品
開
発
、

衛
生
管
理
ま
で
座
学
や
実
践
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
特
産
の
り
ん
ご
を
活
用
し

た
ジ
ャ
ム
や
ス
イ
ー
ツ
、
味
噌
な
ど
の
発
酵

食
品
、
食
肉
加
工
、
無
農
薬
野
菜
の
栽
培
そ

し
て
肉
質
の
よ
い
放
牧
豚
の
飼
育
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
9
つ
の
小
さ
な
企
業
が
た
ち
あ
が

り
、
地
元
で
の
販
売
は
も
と
よ
り
仙
台
圏
を

中
心
と
し
た
販
促
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
り
ん
ご
を
中
心
と

し
た
農
産
物
や
加
工
品
の
有
利
販
売
だ
け
で

な
く
、
町
の
資
源
を
活
か
し
た
観
光
と
一
体

に
な
り
、
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
町
の
活

性
化
を
め
ざ
す
と
い
う
発
想
に
発
展
し
、
現

在
、
総
合
交
流
拠
点
施
設
整
備
を
め
ざ
し
、

町
民
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
後
継
者
の
確
保
は
全
国
的

な
課
題
で
す
が
、
日
本
一
の
り
ん
ご
を
守
り

た
い
と
い
う
農
家
が
農
業
研
修
生
を
積
極
的

に
引
き
受
け
る
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
日
本
一
の
り
ん
ご
づ
く
り

を
め
ざ
す
若
者
が
町
外
か
ら
も
集
ま
り
、
新

た
な
農
業
後
継
者
と
し
て
大
き
な
期
待
を
背

負
っ
て
り
ん
ご
づ
く
り
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

朝
日
町
の
最
大
の
強
み
で
あ
る
り
ん
ご

を
活
か
し
た
「
小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦
」

は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

朝
日
町
長　

鈴
木　

浩
幸

（
平
成
25
年
5
月
13
日
付
第
2
8
3
9
号
）

▶
朝
日
町
産
業
創
造
推
進
機
構
に
よ
る
新
商
品

発
表
会
の
様
子

▼

り
ん
ご
を
餌
に
放
牧
し
て
い
る

「
あ
っ
ぷ
る
ニ
ュ
ー
豚
」

◀
町
内
の
り
ん
ご
農
家
が
育
て
た「
ふ
じ
」を
対
象
に
毎
年
産
業
ま
つ
り
と
同
時
に
開
催
さ
れ
る

「
り
ん
ご
品
評
会
」
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観
光
資
源
を
生
か
し
た

村
づ
く
り
を
目
指
し
て

鮭さ
け

川が
わ

村
は
、
山
形
県
の
北
部
に
位
置
し
、

昭
和
二
十
九
年
に
鮭
川
村
・
豊
田
村
・
豊
里

村
の
三
村
が
合
併
し
、
面
積
が
１
２
２
・
32

㎢
、
人
口
４
、
９
０
０
人
、
世
帯
数
１
、

４
０
１
世
帯
、
人
口
密
度
は
38
／
㎢
、

１
９
７
０
年
代
に
は
７
、１
０
０
人
い
た
人

口
も
減
り
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
現
在
は
高

齢
化
率
は
30
・
６
％
、
３
世
帯
同
居
率
は
山

形
県
で
一
番
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
の
中
心
部
に
は
、村
の
名
前
の
由
来
で

も
あ
る
、き
れ
い
な
川
で
有
名
な
鮭
川
が
流
れ
、

毎
年
秋
に
は
多
く
の
鮭
が
遡
上
し
て
き
ま
す
。

村
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
、
稲
作
・
菌
茸
・

花
卉
・
野
菜
生
産
で
、
特
に
菌
茸
に
つ
い
て

は
、
ナ
メ
コ
・
エ
ノ
キ
ダ
ケ
・
ブ
ナ
シ
メ
ジ

を
主
と
し
、
常
時
７
種
類
の
き
の
こ
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
特
に
ナ
メ
コ
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
別
の
生
産
量
に
す
る
と
日
本
一
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

美
人
の
湯
と
も
呼
ば
れ
る「
羽
根
沢
温
泉
」

は
、
山
形
県
内
で
も
珍
し
い
間
欠
泉
で
、
泉

質
は
含
食
塩
重
曹
泉
の
Ｐ
Ｈ
８
・
４
の
ア
ル

カ
リ
泉
で
肌
が
つ
る
つ
る
に
な
る
名
湯
で
す
。

映
画
の
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
に
出
て

く
る
ト
ト
ロ
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
、
全
国

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
「
曲
川

の
大
杉
」
は
樹
齢
千
年
の
大
樹
で
夫
婦
杉
、

縁
結
び
の
木
、
子
宝
の
木
と
も
呼
ば
れ
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

村
に
伝
わ
る
「
鮭
川
歌
舞
伎
」
は
、
山

形
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
、
起
源
は
安

永
２
年
に
遡
り
、
２
４
０
年
の
長
き
に
わ
た

り
地
元
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
承
文
化
で
、

毎
年
６
月
に
は
定
期
公
演
も
行
わ
れ
、
多
数

の
観
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

村
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
標

榜
し
て
お
り
、
村
内
に
コ
テ
ー
ジ
や
キ
ャ
ン

プ
場
、
運
動
広
場
、
た
め
池
及
び
そ
の
裏
山

を
散
策
路
と
し
て
整
備
し
た
「
エ
コ
パ
ー

ク
」、
川
遊
び
や
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・
産

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

～
み
ん
な
で
作
る「
む
ら
」づ
く
り
～

山形県  鮭
さ け

川
が わ

村
む ら

鮭川村

現 地 レ ポ ー ト

「サッキー」

鮭川村産きのこキャラクター

鮭川村村章

▲

通称「トトロの木」。鮭川村曲川地区にある樹齢千年の曲川の大杉。
農林水産業振興、地域産業育成、

起業・就業促進　関連施策
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地
直
売
所
と
し
て
の
機
能
が
あ
る
「
鮭
の
子

館
」、
国
土
地
理
院
の
地
図
に
は
載
っ
て
い

な
い
、
ま
ぼ
ろ
し
の
滝
群
の
ツ
ア
ー
も
人
気

を
よ
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
で
も
数
少

な
い
ギ
フ
チ
ョ
ウ
と
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
混

生
地
で
も
あ
り
ま
す
。

行
政
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
地
域
づ
く
り

鮭
川
村
で
は
、
自
立
し
た
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
平
成
22
年
度
か
ら
、
行
政
と
民

間
が
一
体
と
な
り
、
各
分
野
の
連
携
を
強
化

し
な
が
ら
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、

「
鮭
川
地
域
資
源
戦
略
会
議
」
を
組
織
し
、

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

鮭
川
地
域
資
源
戦
略
会
議
は
、
村
内
の

商
工
会
や
企
業
等
の
民
間
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
幅
広
い
分
野
の
団
体
に
よ
り
組
織
さ
れ
、

外
部
専
門
家
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き

な
が
ら
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
の

開
発
や
首
都
圏
で
の
村
農
産
物
の

販
売
、
都
市
と
の
交
流
事
業
等
の

地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

商
品
の
開
発
事
業
と
し
て
は
、

村
内
の
米よ

ね

地
区
、
山や

ま
の
か
み

の
神
地
区
を

モ
デ
ル
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
中
心

に
、
そ
の
地
域
の
自
然
環
境
の
調

査
・
保
全
活
動
を
行
い
、
豊
か
な

自
然
環
境
の
中
で
育
ま
れ
た
米
を
、

環
境
保
全
米
「
山
乃
神
・
里
の
神
」

と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
付
加
価
値
販
売

に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
内
羽
根
沢

温
泉
で
提
供
す
る
料
理
開
発
と
し

て
、
鮭
川
村
の
主
力
産
業
で
あ
る

き
の
こ
を
活
用
し
た
先
付
に
九
種

の
珍
味
を
味
わ
う
「
き
の
こ

九き
ゅ
う
ち
ん

珍
」の
開
発
や
村
の
伝
統
芸
能「
鮭

川
歌
舞
伎
」
の
定
期
公
演
に
合
わ
せ

た
幕
の
内
弁
当
「
花は

な

乃の

錦に
し
き

絵え

弁
当
」

の
開
発
・
販
売
等
の
取
り
組
み
を
行

い
、
集
客
に
繋
げ
て
お
り
ま
す
。

首
都
圏
で
の
村
農
産
物
等
販
売

事
業
と
し
て
は
、
東
京
都
有
楽
町
駅

前
交
通
会
館
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
「
交
通
会
館
マ
ル
シ
ェ
」
へ
の
出

店
や
首
都
圏
ホ
テ
ル
と
連
携
し
た

「
鮭
川
フ
ェ
ア
」
の
開
催
な
ど
を
行

い
、
村
の
Ｐ
Ｒ
や
村
内
農
産
物
の
消

費
拡
大
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
中
、
通
年
で
、
村
内
の

食
材
を
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
ホ
テ

ル
も
出
て
き
て
お
り
、
シ
ェ
フ
の

方
々
に
鮭
川
村
に
お
こ
し
い
た
だ
き
、
直
接

生
産
現
場
を
見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
村
内

農
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

都
市
と
の
交
流
事
業
は
、
村
の
交
流
都

市
で
あ
り
ま
す
東
京
都
東
村
山
市
や
荒
川
区

と
の
交
流
事
業
と
し
て
、
村
に
お
こ
し
い
た

だ
き
、
村
内
の
観
光
地
を
巡
っ
て
い
た
だ
い

た
り
、
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
鮭
川
き
の

こ
王
国
ま
つ
り
」、「
ま
る
ご
と
さ
け
が
わ
鮭

ま
つ
り
」
に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
、
荒
川
区
の
小
学
校
と
地
元

小
学
校
の
交
流
と
し
て
、
地
元
の
漁
業
組
合

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
鮭
川
村
へ
遡

上
す
る
鮭
を
荒
川
区
で
飼
育
し
、
鮭
川
で
放

流
す
る
「
鮭
の
里
親
事
業
」
も
予
定
し
て
お

り
、
さ
ら
に
深
い
繋
が
り
を
築
い
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

都
市
か
ら
の
誘
客
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
、
平
成
23
年
度
11
月
に
は
、
首
都
圏

や
仙
台
市
の
方
々
か
ら
、
モ
ニ
タ
ー
を
募
り
、

鮭
の
採
捕
・
採
卵
・
受
精
体
験
な
ど
を
行
う
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

22
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
地
元
農
家
と
の

交
流
会
や
鮭
を
使
っ
た
「
鮭
の
新
切
り
」
作

り
な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
鮭

◀
有
楽
町
交
通
会
館
マ
ル
シ
ェ
出
店
の
様
子

▼埼玉県「パレスホテル大宮」鮭川フェアオープニングの様子
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の
新
切
り
」
は
、
採
捕
し
た
鮭
を
塩
漬
け
に

し
、
冬
期
間
寒
風
に
さ
ら
し
て
作
る
村
の
伝

統
的
な
保
存
食
で
、
二
月
に
完
成
し
た
も
の

を
参
加
者
に
送
付
し
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

全
国
唯
一
の
き
の
こ
コ
ン
テ
ス
ト

鮭
川
地
域
資
源
戦
略
会
議
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
鮭
川
村
の
き
の
こ
と
鮭
川

村
全
体
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、
平
成
22
年
度
か

ら
「
全
国
キ
ノ
コ
食
味
＆
形
の
コ
ン

テ
ス
ト
in
鮭
川
村
」
を
開
催
し
、
平

成
24
年
に
は
、
第
三
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
日
本
国
内
で
生
産

さ
れ
て
い
る
き
の
こ
を
一
堂
に
集
め
、

そ
の
食
味
と
形
状
を
審
査
す
る
も
の

で
、「
消
費
者
目
線
」
で
、
き
の
こ
の

食
味
を
審
査
す
る
大
会
は
、
全
国
唯

一
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

鮭
川
村
は
、
全
国
で
も
有
数
の
キ

ノ
コ
の
産
地
で
、
年
間
約
６
千
ト
ン

の
き
の
こ
が
生
産
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
鮭
川
村
で
、
全
国
規
模
の
キ
ノ

コ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る
こ
と

に
よ
り
、
安
全
・
安
心
な
き
の
こ
生

産
を
行
う
農
業
者
・
農
業
団
体
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
国
内
産
き
の
こ

の
「
美
味
し
さ
」
や
「
安
全
性
」
等
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
、
商
品
価
値
の
向
上
と
消
費
の
拡
大

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

例
年
、
市
場
関
係
者
な
ど
の
き
の
こ
の

専
門
家
や
野
菜
ソ
ム
リ
エ
、
全
日
本
司
厨
士

協
会
等
の
食
の
専
門
家
を
審
査
員
に
迎
え
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
き
の
こ
を
プ
ロ
の
目
線

で
審
査
を
行
い
、
部
門
ご
と
に
最
優
秀
一
点
、

優
秀
一
点
、
入
賞
一
～
三
点
を
決
定
し
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
中
で
は
、
特
別
講
演
と

し
て
、
き
の
こ
の
健
康
パ
ワ
ー
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

や
調
理
方
法
な
ど
を
実
践
す
る
な
ど
し
て
、

き
の
こ
の
消
費
拡
大
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
出
品
数
の
拡
大
と
受
賞
作
品

の
有
利
販
売
に
向
け
た
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め
に

農
業
生
産
者
、
商
工
業
者
の
法
人
化
や

規
模
拡
大
な
ど
を
、
後
押
し
す
る
た
め
に
組

織
し
た
「
鮭
川
地
域
資
源
戦
略
会
議
」、
活

動
に
つ
い
て
は
前
記
し
ま
し
た
が
、
農
産
加

工
グ
ル
ー
プ
、
農
業
法
人
の
立
ち
上
げ
な
ど

少
し
ず
つ
芽
を
出
し
始
め
て
い
ま
す
。
６
次

産
業
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
、
所
得
向
上

の
た
め
い
ろ
い
ろ
な
付
加
価
値
を
つ
け
な
が

ら
、
独
自
の
販
路
も
拡
大
し
ブ
ラ
ン
ド
化
に

も
力
を
傾
注
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
国
の
取
り
組
み
で
、
一
村

一
品
運
動
、
地
産
地
消
運
動
、
農
商
工
連
携

な
ど
農
業
・
農
村
の
活
性
化
の
運
動
は
い
く

つ
か
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
地
元
の
資

源
を
最
大
限
生
か
し
、
都
市
と
の
交
流
も
進

め
、
観
光
も
生
か
し
た
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で

な
く
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
を
目
指
し
た
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

鮭
川
村
長　

元
木　

洋
介

（
平
成
24
年
10
月
８
日
付
第
２
８
１
６
号
）

▶「
全
国
キ
ノ
コ
食
味
＆
形
の
コ
ン
テ
ス
ト
ⅰ
ｎ
鮭
川
村
」ポ
ス
タ
ー

◀
平
成
二
十
三
年
十
一
月
に
開
催
し
た
鮭
川
村

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
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こ
だ
わ
り
産
品
と
異
業
種
人“
財
”活
用
で
活
性
化

～
「
に
し
ご
う
村
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
取
組
み
～

は
じ
め
に

福
島
県
西
郷
村
は
、
東
北
の
玄
関
口
と

し
て
、
東
北
新
幹
線
新
白
河
駅
、
東
北
自
動

車
道
白
河
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
る
交
通

の
要
衝
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
人
口
２
０
、　

０
０
０
人
を
擁
し
、
地
の
利
の
良
さ
な
ど
か

ら
企
業
立
地
も
相
次
ぎ
、
地
方
の
人
口
減
少

が
問
題
と
な
る
中
で
も
新
し
い
住
民
が
増
え

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
１
１

年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
と
、
続
く
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、

西
郷
村
で
も
深
刻
な
実
被
害
と
共
に
風
評
被

害
と
そ
こ
か
ら
生
じ
る
二
次
的
被
害
に
直
面

し
ま
し
た
。
そ
の
影
響
が
今
も
地
元
商
工
業

者
や
農
業
関
係
者
等
に
影
を
落
と
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
全
国
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご

支
援
と
避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

風
評
被
害
に
負
け
な
い
！

こ
の
よ
う
な
中
、
復
旧
か
ら
復
興
へ
の

飛
躍
を
期
し
て
、
西
郷
村
商
工
会
が
中
心
と

な
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
新
た

な
取
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。企
業
組
合「
に

し
ご
う
村
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
設
立
で
す
。

主
な
事
業
内
容
は
、
①
特
産
品
の
製
造
及
び

販
売
、
②
観
光
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
及
び

実
施
、
③
公
益
事
業
の
企
画
・
管
理
運
営
の

事
務
受
託
事
業
等
で
す
。“
城
下
町
白
河
の

西
の
郷　

楽
翁
老
中
（
松
平
定
信
）
が
愛
し

た
癒
し
の
都さ

と

づ
く
り
”
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

西
郷
村
に
多
く
生
育
し
て
い
る
発
汗
作
用
の

あ
る
山
椒
と
、
目
の
視
力
向
上
な
ど
の
効
果

が
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
数
倍
あ
る
夏
ハ
ゼ
、

そ
し
て
恵
ま
れ
た
温
泉
資
源
等
を
生
か
し
て
、

県
南
地
域
（
西
郷
村
、
白
河
市
）
独
自
の
観

光
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
及
び
、

特
産
品
開
発
を
行
い
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
提
案

◀
売
り
切
れ
御
免
！
伊
根
の
ブ
リ
し
ゃ
ぶ

福島県  西
に し

郷
ご う

村
む ら

西郷村

現 地 レ ポ ー ト

西郷村村章

▼�西郷村航空写真
農林水産業振興、地域産業育成、

起業・就業促進　関連施策
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で
き
る
仕
組
み
作
り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

当
地
域
の
原
発
事
故
後
の
放
射
線
量
は
、

当
初
か
ら
ほ
と
ん
ど
問
題
な
い
レ
ベ
ル
で
し

た
が
、
福
島
県
産
を
使
え
ば
消
費
者
に
敬
遠

さ
れ
る
と
考
え
た
企
業
が
、
当
地
域
で
の
野

菜
の
生
産
基
地
を
閉
鎖
す
る
動
き
も
あ
り
ま

し
た
。「
我
社
で
は
福
島
県
産
の
食
材
は
使
っ

て
い
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
発
表
が
追
い
打
ち

を
か
け
ま
し
た
。

大
震
災
か
ら
２
年
が
過
ぎ
、
こ
う
し
た

風
評
被
害
に
負
け
な
い
！
と
の
意
気
込
み
で

発
足
さ
せ
た
の
が
企
業
組
合
「
に
し
ご
う
村

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
こ
の
企
業
へ
の

期
待
は
大
き
く
、
観
光
客
が
減
っ
て
い
る
東

北
観
光
の
け
ん
引
役
に
も
な
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
中
小
企
業
が
異
業
種
間
で
連
携

し
、
知
恵
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
地
域

住
民
や
避
難
民
の
方
々
に
も
積
極
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
い
、
新
し
い
仕
事
作
り
＝
雇
用

創
出
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

観
光
振
興
へ
の
取
組
み

最
近
、
旅
行
社
が
企
画
す
る
従
来
型
の

団
体
観
光
、
極
端
に
言
う
と
名
所
旧
跡
め
ぐ

り
か
宴
会
が
目
的
の
「
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

に
対
し
て
、
地
域
住
民
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
体
験
・
交
流
・
学
習
型
の
観
光
ス
タ
イ
ル

で
あ
る
「
着
地
型
観
光
」
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
西
郷
村
で
は
平
成
24
年
秋
、「
着
地

型
観
光
」
の
試
行
と
し
て
、「
外
国
人
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
国
際
観
光
交
流
を
想
定
し
て
、
外
国
人

の
意
見
も
聞
い
て
み
た
い
と
の
思
い
も
あ
り

ま
し
た
。
約
20
人
の
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
、
地
元
の
人
と
の
交
流
が
楽

し
か
っ
た
、
田
舎
生
活
の
体
験
が
良
か
っ
た
、

自
然
の
中
で
の
散
策
に
癒
さ
れ
た
な
ど
地
元

の
き
め
細
か
い
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
対
す
る
評

価
が
高
く
、「
着
地
型
観
光
」
の
取
組
み
の

重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
又
、

地
元
の
幕
末
秘
話
を
掘
り
起
こ
し
た
「
西
の

郷　

戊
辰
挽
歌
～
森
要
蔵　

羽
太
に
散

る
！
」
の
野
外
劇
が
平
成
25
年
の
夏
の
商
工

祭
で
開
催
さ
れ
、
大
変
な
好
評
を
博
し
た
こ

と
も
「
着
地
型
観
光
」
へ
の
期
待
の
現
わ
れ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

企
業
組
合
で
は
、
こ
の
「
着
地
型
観
光
」

の
視
点
か
ら
更
に
徹
底
し
た
地
域
資
源
の
見

直
し
と
企
業
組
合
の
役
割
を
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
に
持
続
的
に
人
を
集
め
、

最
終
的
に
２
地
域
居
住
化
・
定
住
化
に
繋
げ

る
キ
モ
は
、
西
郷
村
の
豊
か
な
自
然
と
優
れ

た
歴
史
風
土
を
生
か
し
て
、“
癒
し
”、“
健
康
”

に
、“
生
き
甲
斐
”
を
加
え
た
“
本
源
的
ウ

オ
ン
ツ
”
を
提
供
で
き
る
か
否
か
に
か
か
っ

て
い
る
と
の
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。
そ
し

て
“
生
き
甲
斐
”
創
出
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
ビ

ジ
ネ
ス
を
多
数
創
出
し
、
地
域
住
民
は
も
と

よ
り
首
都
圏
人（
退
職
し
た
団
塊
世
代
な
ど
）

◀「
雪
割
橋
」　
阿
武
隈
川
上
流
の
雪
割
渓
谷
に

架
か
る
ア
ー
チ
式
の
鉄
橋

◀「
に
し
ご
う
村
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
創
立
総
会
の
様
子

▶�

外
国
人
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
記
念
撮
影

　
大
高
商
工
会
会
長（
一
列
目
中
央
）

　
佐
藤
村
長（
二
列
目
中
央
）
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と
も
分
か
ち
合
う
仕
組
み
を
確
立
す
る
事
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。即
ち
、“
癒
し
”

と
“
特
産
品
”
だ
け
で
は
企
業
組
合
の
持
続

的
発
展
は
難
し
く
、“
生
き
甲
斐
”
を
感
じ

て
も
ら
う
為
の
“
ほ
ど
ほ
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
作

り
”
の
仕
掛
け
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
更
に
、
観
光
交
流
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
取
組
み
と
せ
ず
、
観
光
交
流
を
更
に
発

展
さ
せ
、
２
地
域
居
住
、
定
住
化
ま
で
を
見

据
え
た
シ
ナ
リ
オ
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

今
後
の
活
動
指
針
と
な
る
「
企
業
組
合
の
持

続
的
発
展
と
マ
イ
ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
向

け
て
」
の
タ
タ
キ
台
を
ま
と
め
、
共
有
し
ま

し
た
。組

合
員
の
得
意
技

こ
の
よ
う
な
中
で
企
業
組
合
は
、
マ
イ

ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
支
援
も
大
き
な
役
割

の
一
つ
と
し
、
改
め
て
組
合
員
メ
ン
バ
ー
の

得
意
技
を
吟
味
し
て
み
ま
す
と
、
自
然
保
護

の
プ
ロ
、
伝
統
的
ま
た
ぎ
の
プ
ロ
、
植
物
学

の
プ
ロ
、
森
の
案
内
の
プ
ロ
、
癒
し
・
も
て

な
し
の
プ
ロ
、
木
工
技
術
の
プ
ロ
、
ソ
バ
打

ち
プ
ロ
、
豆
腐
作
り
プ
ロ
、
６
次
産
業
化
プ

ロ
、
水
耕
栽
培
の
プ
ロ
、
加
え
て
、
Ｉ
Ｔ
の

プ
ロ
、
セ
ン
サ
応
用
の
プ
ロ
、
経
営
指
導
の

プ
ロ
等
広
範
囲
の
異
業
種
プ
ロ
の
人
財
バ
ン

ク
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
西
郷
村

は
、
昔
か
ら
志
に
燃
え
自
分
を
信
じ
て
事
を

起
こ
す
開
拓
者
と
し
て
入
村
し
た
人
が
多
い

地
域
で
あ
り
、
改
め
て
、
多
様
な
中
小
企
業

群
の
塊
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
異
業
種
プ
ロ
の
技
術
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
特
産
品
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
と

し
て
、
エ
コ
・
癒
し
ビ
ジ
ネ
ス
、
ス
マ
ー
ト

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
、
小
規
模
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
、
セ
ン
サ
活
用
ビ
ジ
ネ
ス
等

の
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
住
民
参
加
型

先
進
マ
イ
ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
実
現
性
が

高
ま
り
ま
し
た
。

特
産
品
開
発

観
光
客
に
西
郷
村
に
来
て
も
ら
う
に
は
、

な
ん
と
言
っ
て
も
魅
力
的
な
特
産
品
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
企
業
組
合
で
は
特
産
品
と
し
て
、

当
地
に
沢
山
見
ら
れ
る
「
山
椒
」
や
「
夏
ハ

ゼ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
産
品
の
開
発
に

乗
り
出
し
、
山
椒
ラ
ー
メ
ン
、
山
椒
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
を
開
発
し
ま
し
た
。
最
近
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

番
組
“
た
め
し
て
が
っ
て
ん
”
で
山
椒
の
薬

膳
効
能
が
放
映
さ
れ
、
山
椒
料
理
に
対
す
る

人
気
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
功
を
奏
し
て
、
平

成
25
年
夏
開
催
さ
れ
た
西
郷
村
商
工
祭
に
出

店
し
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
評
判
が

良
く
、
将
来
が
楽
し
み
な
商
品
に
育
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

基
本
的
に
は
、
観
光
交
流
・
特
産
品
開

発
を
更
に
発
展
さ
せ
、
２
地
域
居
住
、
定
住

化
ま
で
を
見
据
え
た
シ
ナ
リ
オ
「
企
業
組
合

の
持
続
的
発
展
と
マ
イ
ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

に
向
け
て
」
の
着
実
な
実
践
と
見
直
し
を
繰

返
し
な
が
ら
企
業
組
合
活
動
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
発
足
し
て
ま
だ
６
ヶ
月
で
あ
り
、

十
分
な
実
績
を
積
む
こ
と
は
出
来
て
い
ま
せ

ん
が
、
行
政
と
の
連
携
も
含
め
て
、
下
記
の

課
題
を
克
服
し
な
が
ら
一
歩
一
歩
着
実
に
歩

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①�

「
着
地
型
観
光
」
を
地
に
つ
い
た
も
の

に
す
る
為
の
人
材
養
成
と
コ
ン
テ
ン

ツ
充
実

・�

人
材
養
成
―
地
域
の
語
り
部
、
も
て

▶
山
椒
を
核
に
特
産
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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な
し
実
践
地
元
民
、
得
意
技
連
携
を

促
進
す
る
異
業
種
メ
ン
バ
ー

・�
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
―
田
舎

暮
ら
し
、
エ
コ
生
活
、
モ
ノ
作
り
、
野

菜
作
り
他

・�

村
内
観
光
ル
ー
ト
及
び
循
環
交
通
手

段
の
確
立
・
整
備

・�

エ
コ
体
験
施
設
及
び
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ

の
整
備

②�

山
椒
ラ
ー
メ
ン
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に

続
く
地
元
固
有
こ
だ
わ
り
産
品
開
発

・�

山
椒
応
用
商
品
―
山
椒
餅
、
山
椒
ス

イ
ー
ツ
他

・�

山
椒
以
外
の
こ
だ
わ
り
産
品
―
夏
ハ

ゼ
応
用
産
品
他

③�

異
業
種
メ
ン
バ
ー
の
組
合
せ
に
よ
る

新
し
い
マ
イ
ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の

促
進

・�

Ｉ
Ｔ
活
用
―
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
、
小
規
模
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
、
セ
ン
サ
活
用
ビ
ジ
ネ
ス
他

・�

モ
ノ
作
り
―
木
工
活
用
こ
だ
わ
り
産

品
ビ
ジ
ネ
ス
他

・
特
産
品
の
六
次
産
業
化
ビ
ジ
ネ
ス

④�

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
本
格
的
販
促
体
制

の
構
築

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
他

独
自
の
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
の

確
立

“
本
源
的
ウ
オ
ン
ツ
”
を
提
供
す
る
活
性

化
方
策
と
し
て
、「
地
域
に
触
れ
て
も
ら
う
」

→
「
地
域
を
体
験
し
て
も
ら
う
」
→
「
地
域

に
定
住
し
て
も
ら
う
」
の
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ

を
設
定
し
、
手
段
と
し
て
、「
特
産
品
・
観

光
交
流
」
→
「
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
・
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
開
設
」→「
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ（
又

は
分
譲
地
）
へ
の
定
住
」
の
３
つ
の
ス
テ
ッ

プ
を
、
放
置
山
林
を
中
心
と
し
た
地
域
資
源

を
フ
ル
に
活
用
し
て
実
現
し
、
且
つ
、
各
ス

テ
ッ
プ
で
顧
客
（
首
都
圏
人
等
）
の
ア
イ
デ

ア
も
活
用
し
つ
つ
マ
イ
ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
を
立

ち
上
げ
、“
癒
し
”
と
“
生
き
甲
斐
確
保
”

を
車
の
両
輪
で
同
時
進
行
す
る
こ
と
を
狙
い

と
す
る
新
し
い
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
の
確
立

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
推
進
に
は
、
西
郷

村
の
歴
史
・
伝
統
で
あ
る
開
拓
者
魂
、
進
取

の
精
神
を
拠
り
所
と
し
て
進
め
て
い
く
所
存

で
す
。

�

西
郷
村
長　

佐
藤　

正
博

（
平
成
25
年
9
月
30
日
付
第
2
8
5
5
号
）

(1)“地域に触れてもらう” （2）“地域を体験してもらう” （3）“地域に定住してもらう”

(スポット集客での地域資源発信） (通年集客の仕組み作り） (本源的ｳｵﾝﾂを満たすエコ生活提供）

■特産品栽培・加工・販売ﾋﾞｼﾞﾈｽ ■放置山林再生ビジネス ■ｴｺ･ﾋﾞﾚｯｼﾞｻﾎﾟｰﾀ

■IT活用販促ﾋﾞｼﾞﾈｽ ■ｷｬﾝﾌﾟｻｲﾄｻﾎﾟｰﾀ ■里山回復ﾋﾞｼﾞﾈｽ

■IT活用農業ｼｽﾃﾑ ■ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝｻﾎﾟｰﾀ ■再生ｴﾈﾙｷﾞｰｽﾓｰﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ

　・IT活用ﾊｳｽ野菜契約・販売ｼｽﾃﾑ ■体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｻﾎﾟｰﾀ ■木工ﾋﾞｼﾞﾈｽ ■ﾓﾉ作りﾋﾞｼﾞﾈｽ ■薬草ﾋﾞｼﾞﾈｽ

■IT活用ｴｺ生活ｼｽﾃﾑ ■IT活用ﾋﾞｼﾞﾈｽの進化 ■ｽﾏｰﾄﾋﾞﾚｯｼﾞ推進ﾋﾞｼﾞﾈｽ（緊急救命通報ﾋﾞｼﾞﾈｽ等）

　他

■首都圏人のｱｲﾃﾞｱ実現ﾋﾞｼﾞﾈｽ ■首都圏人のｱｲﾃﾞｱ多数実現ﾋﾞｼﾞﾈｽ

ス
テ

プ

地
域
資
源
活
用
し
た
取
組
み
内
容

生
き
甲
斐
確
保
の

マ
イ
ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

■地域資源活用した 
  特産品創出 
■地域資源活用した 
  観光交流 
      ＋ 
■ＩＴ活用地域発信 
      ＋ 
■ゆるキャラ等 

■放置山林活用した通年集客 
仕組み作り 
（健康・癒し空間提供） 
・キャンプサイト開設（通年集客） 
・エコ体験ワールド整備 
・田舎暮らし体験プログラム整備 
（間伐、農業、モノ作り、食品作り等） 
・ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝへの進化 
（2地域居住体験） 
■生き甲斐確保の 
      ｽﾓｰﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ創出 

■自然の中での定住エコ生活 
 ・放置山林活用した 
  ｱｸﾃｨﾌﾞ･ｴｺ･ﾋﾞﾚｯｼﾞ開設 
 ・極力そのままの自然を残した 
  健康・癒し空間整備 
 ・農薬汚染の少ない里山の山川に 
  昔の自然を再現（ホタル・カジカ・ 
  薬草・岩魚・山菜・キノコ等） 

■ほどほどの再生ｴﾈﾙｷﾞｰ活用促進 
 ・太陽熱 ・地中熱など 
■スモールビジネス増殖による 
  若者呼び寄せ 

自然活用新しい地域活性化モデル（案）
（山林を活用して健康・癒し・生き甲斐の“本源的ウオンツ”を提供する新しい地域活性化モデル）
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ど
こ
か
懐
か
し
い
湘
南
の
片
田
舎
　

二
宮
町

二
宮
と
い
え
ば
、
新
春
恒
例
、
箱
根
駅
伝

の
テ
レ
ビ
中
継
地
点
で
有
名
な
二
宮
・
押
切

坂
を
ラ
ン
ナ
ー
が
駆
け
抜
け
て
い
く
町
で
す
。

二
宮
町
は
、
神
奈
川
県
の
南
西
部
、
湘
南

地
域
の
西
端
に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海

道
線
で
東
京
か
ら
約
70
分
、
横
浜
か

ら
約
40
分
と
い
う
都
市
近
郊
の
通
勤

圏
に
あ
る
町
で
、
町
の
東
西
に
は
東

海
道
本
線
、
東
海
道
新
幹
線
、
国
道

1
号
線
、
西
湘
バ
イ
パ
ス
と
小
田
原

厚
木
道
路
が
走
り
、
交
通
ア
ク
セ
ス

の
良
さ
か
ら
、
都
市
近
郊
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

町
の
立
地
は
、
東
は
大
磯
町
、
北

は
丹
沢
連
峰
を
背
に
中
井
町
、
西
は

中
村
川
を
は
さ
ん
で
小
田
原
市
、
南

は
相
模
湾
に
面
し
て
い
ま
す
。

町
の
形
状
は
お
お
よ
そ
三
角
形

で
、
南
部
は
東
西
の
幅
3
・
３
㎞
、
北
に
進

む
に
し
た
が
っ
て
狭
く
な
り
、
南
北
は
3
・

８
㎞
、
総
面
積
9
・
08
㎢
の
中
に
、
人
口
約

２
９
、３
０
０
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

海
・
山
・
川
の
豊
か
な
自
然
と
年
間
を

通
じ
て
寒
暖
の
差
が
比
較
的
少
な
い
二
宮
は
、

豊
富
な
山
や
海
の
幸
に
よ
っ
て
、
自
然
に
健

康
に
必
要
な
栄
養
を
取
る
こ
と
が
で
き
、人
々

二
宮
ブ
ラ
ン
ド
で
産
業
振
興

～
農
業
再
生
に
向
け
た
オ
リ
ー
ブ
栽
培
へ
の
取
り
組
み
～

▶
箱
根
駅
伝（
押
切
坂
）

神奈川県  二
に の

宮
み や

町
ま ち

現 地 レ ポ ー ト

二宮町町章

二宮町

▲

「吾妻山」山頂から見る富士山　眺望は、関東富士見百景にも選ばれている。
農林水産業振興、地域産業育成、

起業・就業促進　関連施策
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の
生
活
そ
の
も
の
に
「
健
康
長
寿
」
と
い
う

基
盤
が
あ
る
こ
と
で
、
昭
和
初
期
か
ら
「
長

寿
の
里 

二
宮
」
と
も
称
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
「
吾
妻
山
」
で
す
。

Ｊ
Ｒ
二
宮
駅
か
ら
徒
歩
20
分
ほ
ど
で
辿
り
つ

く
山
頂
は
、
相
模
湾
、
箱
根
の
山
々
、
三
浦

半
島
か
ら
伊
豆
半
島
ま
で
を
一
望
で
き
る
最

大
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
。
人
々
を
魅
了
す
る

眺
望
は
、「
関
東
の
富
士
見
百
景
」
に
も
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
１
月
に
は
、
早
咲
き
菜
の
花
が
見

ご
ろ
を
迎
え
、
富
士
山
と
同
時
に
楽
し
め
る

景
色
が
メ
デ
ィ
ア
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
１
月
上
旬
か
ら
２
月
上
旬
に

か
け
て
開
催
す
る
町
を
あ
げ
て
の
お
も
て
な

し
イ
ベ
ン
ト
「
菜
の
花
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
の

開
催
期
間
中
に
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
す
。

二
宮
ブ
ラ
ン
ド
で
産
業
振
興

都
市
近
郊
と
い
う
立
地
条
件
と
、
恵
ま

れ
た
自
然
資
源
を
持
つ
二
宮
町
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
大
き
な
産
業
が
な
く
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
の
税
収
が
町
の
基
幹
収

入
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

農
業
・
漁
業
は
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
、

商
工
業
は
中
小
零
細
企
業
が
大
多
数
を
占
め
、

商
業
環
境
に
お
い
て
は
商
店
街
の
空
き
店
舗

が
年
々
増
加
し
て
い
く
と
い
っ
た
、
多
く
の

自
治
体
が
抱
え
る
悩
み
は
、
二
宮
町
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
二
宮
町

で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
、
新
た
な
産
業
振

興
策
と
し
て
、「
二
宮
ブ
ラ
ン
ド
」
づ
く
り

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

二
宮
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
目
的
は
、
農

業
、
漁
業
、
商
工
業
、
観
光
の
各
分
野
が
連

携
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
産

業
の
再
生
と
と
も
に
、
通
年
で
観
光
客
が
訪

れ
る
観
光
プ
ラ
ン
と
食
を
結
び
、
町
そ
の
も

の
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
経
済
の
活

性
化
を
目
ざ
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
は
、
町
民
や
産
業
に
携
わ
る

皆
さ
ん
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
平
成
19
・
20
年
度

を
開
発
研
究
期
間
と
し
て
、
町
民
や
各
団
体

を
巻
き
込
ん
だ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
ア
イ

▲町の特産品を使用した二宮ブランド商品
　�（上から）たまねぎドレッシング、さば棒寿司、
ピーナッツフィナンシェ

◀
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る

　
吾
妻
山「
菜
の
花
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

▲�二宮ブランドロゴマーク
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デ
ア
募
集
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施

し
、
町
全
体
に
二
宮
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
目

的
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ア
募
集
で
は
、
76
点
の
応
募
を

い
た
だ
き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
と
応
募
い
た
だ
い
た
ア
イ

デ
ア
を
総
合
的
に
捉
え
、
地
域
資
源
の
整
理

と
評
価
、
二
宮
ブ
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
検
討
な
ど
を
お
こ
な
い
、
そ
の
結
果
を
二

宮
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
基
礎
と
し
ま
し
た
。

２
年
間
の
開
発
研
究
期
間
を
経
て
ま
と

ま
っ
た
二
宮
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は
、
①
売
れ
る

も
の
づ
く
り
と
し
て
新
商
品
を
開
発
す
る
、

②
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
人
を
呼
び
込
む
、
③

観
光
開
発
に
よ
り
、
人
を
招
き
、
観
光
交
流

を
促
進
す
る
。
こ
の
３
つ
の
視
点
で
事
業
を

実
践
す
る
こ
と
で
、
二
宮
ら
し
い
ブ
ラ
ン
ド

を
構
築
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

い
よ
い
よ
戦
略
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
で
、

平
成
21
年
度
か
ら
の
取
組
み
は
、「
開
発
研

究
」
か
ら
「
推
進
」
へ
と
シ
フ
ト
し
、「
健

康
長
寿
（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
）
の
ま
ち
」

を
テ
ー
マ
に
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
お
け
る
３

つ
の
視
点
で
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
も
の
づ
く
り
で
は
、
町
の
特
産

物
で
あ
る
「
み
か
ん
」「
た
ま
ね
ぎ
」「
落
花

生
」「
原
木
し
い
た
け
」「
海
産
物
」
を
使
用

し
た
商
品
や
、観
光
資
源
で
あ
る
「
菜
の
花
」、

町
の
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
る
「
健
康
長
寿
」
を

も
と
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
た
商
品
が

開
発
さ
れ
、
農
商
工
の
各
団
体
の
代
表
に
よ

り
組
織
し
た
二
宮
ブ
ラ
ン
ド
認
定
審
査
会
の

審
査
を
経
て
、
現
在
ま
で
に
約
50
種
類
の
認

定
商
品
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

第
一
次
産
業
の
再
生
へ

こ
こ
ま
で
、
順
調
に
商
品
開
発
か
ら
認

定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
確
立
し
て
き
た
こ
と

で
、
農
業
者
・
漁
業
者
と
商
工
業
者

と
の
小
規
模
な
連
携
は
徐
々
に
生
ま

れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
農
業
・
漁
業

の
生
産
力
が
弱
く
、
特
に
少
量
多
品

目
栽
培
が
特
徴
の
農
業
に
お
い
て
は
、

生
産
量
が
加
工
・
販
売
の
ニ
ー
ズ
を

満
た
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
、

二
宮
ブ
ラ
ン
ド
の
土
台
と
な
る
農

業
・
漁
業
の
再
生
に
つ
い
て
も
取
り

組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

漁
業
に
つ
い
て
は
、
定

置
網
、
さ
し
網
、
地
引
網
な

ど
の
沿
岸
漁
業
が
中
心
で
す

が
、
漁
港
が
未
完
成
の
た
め
、

漁
業
就
労
環
境
が
悪
く
、
漁

業
者
の
減
少
が
深
刻
な
状
況

で
す
。

そ
の
た
め
、
イ
ン
フ
ラ

面
を
中
心
と
し
た
漁
業
就
労
環
境
の

向
上
と
と
も
に
、
担
い
手
を
育
成
す

る
た
め
の
「
漁
業
塾
」
を
開
催
し
、

新
た
な
漁
業
就
業
者
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
者
と
農
業
者
・
商

業
者
が
連
携
し
た
「
海
の
朝
市
」
を

新
た
に
立
ち
上
げ
、
二
宮
漁
港
周
辺

の
活
性
化
と
、
地
産
地
消
に
よ
る
消

費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
再
生
へ
の
課
題
が
山
積
の
農
業

に
お
い
て
は
、
①
農
産
物
の
価
格
低
迷
や
有

害
鳥
獣
被
害
に
よ
る
離
農
と
担
い
手
不
足
、

②
離
農
の
進
行
に
よ
る
農
地
の
荒
廃
化
、
③

農
地
の
荒
廃
化
に
よ
る
有
害
鳥
獣
の
増
加
。

こ
れ
ら
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
、
遊
休

荒
廃
農
地
解
消
へ
の
補
助
や
、
鳥
獣
被
害
対

策
、
さ
ら
に
農
業
所
得
向
上
の
た
め
付
加
価

値
の
高
い
新
た
な
特
産
物
の
普
及
奨
励
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▲

「
海
の
朝
市
」で
体
験
で
き
る
地
引
網

▲

漁
業
の
担
い
手
育
成
の
た
め
の「
漁
業
塾
」
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湘
南
オ
リ
ー
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

付
加
価
値
の
高
い
新
た
な
特
産
物
の
普

及
と
し
て
着
手
し
た
の
は
、
神
奈
川
県
が
品

種
改
良
し
た
柑
橘
の
新
品
種
「
湘
南
ゴ
ー
ル

ド
」
や
、
二
宮
町
の
先
人
、
二
見
庄
兵
衛
氏

が
明
治
６
年
に
横
浜
で
南
京
豆
を
外
国
人
か

ら
譲
り
受
け
て
栽
培
し
た
こ
と
か
ら
関
東
一

円
に
栽
培
が
広
ま
っ
た
と
さ
れ
る
「
落
花

生
」。
こ
の
２
品
種
を
奨
励
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
農
業
再
生
へ
の
取
組
み

を
進
め
て
い
く
中
、
再
生
へ
の
希
望
は
、
意

外
に
も
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
「
オ
リ
ー
ブ
」
で
す
。

オ
リ
ー
ブ
は
、
国
産
が
希
少
で
付
加
価

値
が
付
け
や
す
く
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣

被
害
も
ほ
と
ん
ど
無
い
、
そ
し
て
気
候
温
暖

で
健
康
長
寿
の
里
で
も
あ
る
当
町
に
イ
メ
ー

ジ
が
重
な
る
。

そ
ん
な
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
に
、
数
年
前

か
ら
地
元
の
農
業
法
人
が
着
手
し
て
お
り
、

収
穫
で
き
る
程
ま
で
成
長
を
見
せ
て
い
た
の

で
す
。

町
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
に
着
目
し
、
早

速
、オ
リ
ー
ブ
の
調
査
研
究
を
開
始
。オ
リ
ー

ブ
の
産
地
で
あ
る
香
川
県
小
豆
島
町
を
は
じ

め
、
オ
リ
ー
ブ
を
生
産
し
て
い
る
自
治
体
や

企
業
を
対
象
に
、
栽
培
や
加
工
・
販
売
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伺
い
、
平
成
24
年
度
を
「
オ
リ
ー

ブ
元
年
」
と
し
て
、
オ
リ
ー
ブ
を
活
用
し
た

１
０
０
年
産
業
の
創
造
を
目
ざ
し
た
「
湘
南

オ
リ
ー
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
動
さ
せ
ま

し
た
。

オ
リ
ー
ブ
元
年
と
な
る
平
成
24
年
度
は
、

農
業
者
へ
の
栽
培
普
及
に
加
え
、
神
奈
川
県

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
農
業
者
団
体
、
町
の

３
者
が
連
携
し
た
共
同
研
究
圃
場
を
開
設
。

農
業
者
へ
の
栽
培
普
及
は
、
年
度
目
標

で
あ
っ
た
４
０
０
本
を
は
る
か
に
超
え
る
1
、

０
０
０
本
近
い
普
及
に
成
功
し
、
共
同
研
究

に
お
い
て
は
、
７
種
類
60
本
の
苗
を
植
栽
し
、

手
さ
ぐ
り
な
が
ら
も
順
調
に
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
研
究
を
も
と
に
、
町
の
気

候
風
土
に
あ
っ
た
品
種
の
選
定
や
栽
培
方
法

の
確
立
を
図
り
、
平
成
38
年
ま

で
の
15
年
間
で
、
5
、
０
０
０

本
の
栽
培
と
と
も
に
４
ha
の
遊

休
荒
廃
農
地
解
消
を
、
ま
た
、

概
ね
30
年
後
と
な
る
平
成
55
年

に
は
、
１
０
０
ト
ン
の
生
産
量

を
目
標
と
し
て
、
戦
略
的
に
栽

培
を
普
及
し
て
い
く
予
定
で
す
。

湘
南
オ
リ
ー
ブ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
栽
培
普
及
に
よ
る

遊
休
荒
廃
農
地
の
解
消
や
農
業

所
得
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、

本
格
的
な
収
穫
が
始
ま
る
見
込

み
の
平
成
28
年
度
を
皮
切
り
に
、

段
階
的
に
収
穫
量
が
増
加
し
て

い
く
こ
と
を
見
据
え
て
、
農
商

工
連
携
や
六
次
産
業
化
を
含
め

た
加
工
・
販
売
組
織
の
あ
り
方

や
販
売
方
法
、
販
売
先
の
見
込

み
を
立
て
た
加
工
・
販
売
戦
略
、

ま
た
、「
健
康
長
寿
」「
気
候
温
暖
」「
湘
南
」

な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
オ
リ
ー
ブ
を
結
び
つ

け
た
観
光
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略
な
ど
も

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
並
行
し
て
進
め
、「
オ
リ
ー
ブ

の
ま
ち
二
宮
」
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
高
付

加
価
値
化
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
も
今
後
の
重

要
課
題
で
す
。

ま
だ
ま
だ
、
先
の
見
え
な
い
オ
リ
ー
ブ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、
成
果
を

急
が
ず
、
着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、

農
業
再
生
だ
け
で
な
い
、
そ
の
先
に
あ
る
産

業
活
性
化
の
波
へ
と
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
歩
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

小
さ
い
な
が
ら
も
足
腰
の
強
い
町
へ

二
宮
町
は
未
だ
発
展
途
上
の
町
。
農
業
・

漁
業
の
再
生
や
商
工
業
の
活
性
化
、
そ
し
て
、

人
を
呼
び
込
む
観
光
。
こ
れ
ら
を
点
で
は
な

く
線
で
結
び
つ
け
、
大
き
な
面
に
し
て
い
く

た
め
の
「
二
宮
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」
を
継
続

的
に
進
め
、
小
さ
い
な
が
ら
も
、
わ
ざ
わ
ざ

来
た
い
、
そ
し
て
住
み
た
い
。
そ
ん
な
キ
ラ

リ
と
光
る
足
腰
の
強
い
町
を
目
ざ
し
て
、
今

後
も
挑
戦
を
続
け
ま
す
。

二
宮
町　

都
市
経
済
部
産
業
振
興
課

（
平
成
25
年
1
月
28
日
付
第
2
8
2
7
号
）

▲

農
業
再
生
に
向
け
て
期
待
さ
れ
る
オ
リ
ー
ブ
栽
培
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「
輪
之
内
ブ
ラ
ン
ド
」構
築
に
む
け
て

～
「
食
」を
通
じ
た
２
つ
の
取
組
～

輪
之
内
町
の
概
要

輪
之
内
町
は
、
岐
阜
県
の
南
西
部
に
位

置
し
、
長
良
川
・
揖
斐
川
の
二
大
河
川
に
囲

ま
れ
た
低
湿
地
の
輪
中
地
帯
に
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
幾
多
の
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
先
人
の
英
知
と
努
力
で
克
服
し
、

そ
の
清
流
に
育
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
と
培
わ

れ
て
き
た
風
土
を
活
か
し
、
輪
中
文
化
を
受

け
継
ぐ
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

人
口
は
１
０
、０
２
８
人
（
平
成
22
年
国
勢

調
査
）
で
、
企
業
の
進
出
や
宅
地
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
緩
や
か
な
が
ら
増
加
し
続
け
て

お
り
ま
す
。
面
積
は
22
・
36
㎢
、
う
ち
約
半

分
が
農
地
で
あ
り
、「
ハ
ツ
シ
モ
」
と
い
う

品
種
の
お
米
の
産
地
で
す
。

１
９
５
４
年
に
仁
木
村
、
福
束
村
、
大

藪
町
が
合
併
し
て
輪
之
内
町
が
誕
生
し
て
以

来
、
町
制
60
周
年
を
迎
え
る
平
成
26
年
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
「
輪
之
内
ス
マ
イ
ル

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
地
域
活
性
化
や
防
災
な
ど

多
面
的
に
活
用
し
た
り
、
企
業
誘
致
活
動
を

継
続
し
て
推
進
す
る
な
ど
多
彩
な
事
業
を
行

い
、「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
の
具
現
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

取
組
の
動
機

「
輪
之
内
ブ
ラ
ン
ド
」
構
築
に
む
け
た
取

組
は
、「
食
」
を
テ
ー
マ
に
輪
之
内
町
を
代

表
す
る
よ
う
な
特
産
品
を
つ
く
れ
な
い
か
と

い
う
就
任
以
来
の
熱
い
思
い
が
き
っ
か
け
で

し
た
。「
輪
之
内
ら
し
さ
」
を
実
感
し
て
い

た
だ
け
る
も
の
、
輪
之
内
の
イ
メ
ー
ジ
が
で

き
る
も
の
が
少
な
い
中
で
、
こ
れ
ぞ
我
が
町

の
特
産
品
と
呼
べ
る
物
を
作
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
農
業
者
を
中
心

と
し
た
町
民
の
間
で
も
、
稲
作
に
適
し
た
気

候
、
良
質
な
水
で
栽
培
さ
れ
る
輪
之
内
町
産

品
が
「
輪
之
内
町
産
」
と
し
て
消
費
者
の
元

に
届
い
て
い
な
い
と
い
う
現
状
を
な
ん
と
か

打
開
し
、「
輪
之
内
町
産
」
と
し
て
広
く
流

岐阜県  輪
わ

之
の

内
う ち

町
ち ょ う

輪之内町

現 地 レ ポ ー ト

輪之内町町章

▼�本戸輪中堤からの眺望（田んぼアートが望める）
農林水産業振興、地域産業育成、

起業・就業促進　関連施策
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通
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
思
い

が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ

た
共
通
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
次
の
２

つ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

取
組
の
経
緯

☆
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
の
開
発

輪
之
内
産
の
食
材
を
使
用
し
た
商
品
開

発
を
進
め
る
た
め
、
平
成
20
年
9
月
に
特
産

品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
ま

し
た
。
町
民
有
志
で
構
成
さ
れ
た
2
チ
ー
ム

と
町
職
員
で
構
成
さ
れ
た
2
チ
ー
ム
、
計
4

チ
ー
ム
の
編
成
で
、
当
初
は
具
体
的
な
ジ
ャ

ン
ル
に
拘
ら
ず
各
チ
ー
ム
で
開
発
を
進
め
ま

し
た
。
翌
平
成
21
年
1
月
に
各
チ
ー
ム
の
開

発
品
の
試
食
会
を
行
い
、
味
や
見
た
目
の
他
、

商
品
化
な
ら
び
に
恒
常
的
に
販
売
で
き
る
か

な
ど
の
観
点
か
ら
、
町
職
員
の
考
案
し
た
ハ

ツ
シ
モ
米
を
混
ぜ
込
ん
だ
「
お
米
ア
イ
ス
」

と
「
フ
ク
ユ
タ
カ
」
と
い
う
品
種
の
大
豆
の

豆
乳
を
使
用
し
た
「
黒
ご
ま
豆
乳
プ
リ
ン
」

に
絞
り
込
み
、
こ
の
2
品
を
商
品
化
し
町
の

Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

2
品
と
も
「
ス
イ
ー
ツ
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
に
「
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
」
の
言
葉
も

誕
生
し
ま
し
た
。

☆
ハ
ツ
シ
モ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

前
述
し
た
よ
う
に
輪
之
内
町
は
「
ハ
ツ

シ
モ
」
と
い
う
品
種
の
米
の
栽
培
が
盛
ん
で

す
。「
ハ
ツ
シ
モ
」
は
流
通
量
が
少
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が
岐
阜
県
内
で
消
費
さ
れ
る
た
め

「
幻
の
米
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
大
粒
で
モ
チ
モ
チ
と
し
た
食
感
が
魅
力

で
、
冷
め
て
も
お
い
し
い
と
い
っ
た
特
徴
も

あ
り
、
首
都
圏
や
関
西
で
は
寿
司
米
と
し
て

の
需
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
徳
川
幕
府

時
代
に
幕
府
の
直
轄
地
と
な
っ
て
い
た
現
在

の
輪
之
内
町
は
、「
御
膳
籾
」
と
い
わ
れ
る

江
戸
城
で
食
さ
れ
る
米
を
供
出
し
て
い
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
輪
之
内
町
産
の

出
荷
量
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
た
め
、「
輪
之

内
町
産
」
と
し
て
他
産
地
と
区
分
さ
れ
て
市

場
に
流
通
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
平
成
25
年
に
江
戸
時
代
に
は
江

戸
城
で
も
食
べ
ら
れ
て
い
た
良
質
な
「
輪
之

内
町
産
」
ハ
ツ
シ
モ
を
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
販
売
で
き
な
い
か
、
と
い
う
農
業
者
か

ら
の
声
を
き
っ
か
け
に
し
、
独
自
の
ル
ー
ト

で
全
国
に
通
用
す
る
米
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

取
組
の
内
容

☆�

輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
の
商
品
化
と
認
定

制
度

「
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
」
と
し
て
2
品
を
選

定
し
ま
し
た
が
、
商
品
化
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
初
か
ら
公
設
公
営
で
は

な
く
民
間
の
力
を
活
用

す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
が
、
施
設
面

な
ど
で
の
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
も
あ
り
、
な

か
な
か
取
り
組
ん
で
く

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

が
、
開
発
品
へ
の
誇
り

と
町
を
良
く
し
た
い
と

い
う
強
い
郷
土
愛
を
持

ち
続
け
て
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
試
食
や

臨
時
販
売
を
地
道
に
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
、

イ
ベ
ン
ト
で
知
り
合
っ
た
隣
市
の
ジ
ェ
ラ
ー

ト
店
が
取
り
組
ん
で
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
地
元
の
厳
選
素
材
を
使
っ
た
ジ
ェ

ラ
ー
ト
が
有
名
な
お
店
で
、
コ
ン
セ
プ
ト
が

合
致
し
、
情
熱
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
た
こ

と
が
決
め
手
に
な
り
、
平
成
23
年
2
月
に
輪

之
内
ス
イ
ー
ツ
第
1
弾
と
し
て
ハ
ツ
シ
モ
米

と
フ
ク
ユ
タ
カ
大
豆
を
使
っ
た
「
豆
乳
リ

ゾ
ッ
ト
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
が
、
さ
ら
に
1
年
後

に
は
「
贅
沢
黒
ご
ま
豆
乳
プ
リ
ン
」
が
発
売

さ
れ
ま
し
た
。

町
と
事
業
者
が
提
携
し
て
特
産
品
が
発

売
さ
れ
た
と
し
て
新
聞
な
ど
メ
デ
ィ
ア
に
も

大
き
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◀�

輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
第
一
弾

　
豆
乳
リ
ゾ
ッ
ト
ジ
ェ
ラ
ー
ト

▶�「
特
産
品
製
造
販
売
業
務
提
携
覚
書
締
結
式
の
様
子
」木
野
町
長（
左
）
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こ
の
「
隣
市
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
」
が
町

民
の
心
を
動
か
し
、
輪
之
内
町
民
と
し
て
負

け
て
ら
れ
な
い
と
新
し
い
特
産
品
を
考
え
る

店
が
次
々
と
現
れ
て
、
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
と

し
て
認
定
し
て
欲
し
い
と
い
う
声
が
増
え
て

き
た
た
め
、こ
れ
を
体
系
化
す
る
た
め
に「
輪

之
内
ス
イ
ー
ツ
認
定
制
度
」
を
創
設
し
ま
し

た
。認

定
制
度
は
町
産
農
産
物
を
使
用
す
る

こ
と
が
条
件
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
味
や

見
た
目
、
食
感
な
ど
商
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

だ
け
で
は
な
く
、「
地
域
活
性
化
に
資
す
る

イ
ベ
ン
ト
等
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
か
」

「
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
認
定
店
と
し
て
相
互
に

協
力
で
き
る
か
」
な
ど
、
申
請
者
の
ま
ち
お

こ
し
へ
の
熱
意
や
や
る
気
も
認
定
の
審
査
対

象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
し

て
「
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
」
と
し
て
認
定
で
き

る
か
ど
う
か
を
町
民
や
有
識
者
、
栄
養
士
な

ど
多
様
な
人
材
で
構
成
さ
れ
た
認
定
委
員
会

で
試
食
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
審
査
し
、

認
め
ら
れ
た
店
・
商
品
だ
け
が
「
輪
之
内
ス

イ
ー
ツ
」
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
平
成
26
年
2
月
現
在
、
4
店
舗
16
品
目

が
「
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
」
と
し
て
認
定
さ
れ
、

店
舗
で
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

で
積
極
的
に
販
売
を
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

ま
す
。

☆
徳
川
将
軍
家
御
膳
米
の
誕
生

日
本
国
内
に
は
た
く
さ
ん
の
米
の
品
種

と
銘
柄
米
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
輪
之
内

町
産
の
「
ハ
ツ
シ
モ
」
を
一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
消
費
者
に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
は
並

大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
後

発
の
ブ
ラ
ン
ド
を
よ
り
広
く
消
費
者
に
認
知

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
輪
之
内
町
の
歴
史
を

活
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
か
つ
て
江
戸

時
代
に
徳
川
幕
府
の
直
轄
地
で
あ
り
、
江
戸

城
へ
米
を
供
出
し
て
い
た
史
実
に
注
目
し
ま

し
た
。

輪
之
内
町
の
あ
る
美
濃
地
方
の
「
美
濃

米
」
は
古
く
か
ら
天
皇
の
大
嘗
祭
の
米
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
り
、
江
戸
市
中
で
も
お
い

し
い
物
の
代
名
詞
と
さ
れ
た
よ
う
に
「
う
ま

い
米
」
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
美
濃
地
方
の
輪
之
内
町
内
で
栽
培
さ
れ
た

米
が
「
御
膳
籾
」
と
し
て
江
戸
城
で
食
べ
ら

れ
て
い
た
ほ
ど
良
質
な
も
の
で
あ
っ
た
歴
史

を
後
世
に
も
伝
え
、
伝
統
的
な
米
作
り
を
引

き
継
い
で
い
く
た
め
に
「
徳
川
将
軍
家
御
膳

米
」
と
い
う
名
前
で
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
趣
旨

に
賛
同
し
て
「
徳
川
将
軍
家
御
膳
米
」
を
栽

培
す
る
営
農
組
合
を
組
合
員
と
し
て
生
産
組

合
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
に
あ
た
り
、
新
た
な

販
売
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た
め
販
売
業
者
を

探
す
こ
と
、
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
高
品
質
で

し
か
も
そ
の
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
と
い
う
課

題
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
徳

川
将
軍
家
御
膳
米
」
を
独
占
し
て
販
売
す
る

こ
と
を
条
件
に
販
売
業
者
を
選
定
し
、
栽
培

に
取
り
組
む
全
て
の
営
農
組
合
が
同
じ
品
質

で
提
供
で
き
る
よ
う
輪
之
内
の
良
質
な
地
下

水
を
使
用
し
て
、
肥
料
に
も
こ
だ
わ
り
、
安

心
安
全
な
米
を
提
供
す
る
た
め
に
、
農
薬
を

通
常
よ
り
30
％
削
減
す
る
な
ど
厳
格
に
定
め

◀�

収
穫
し
た
ば
か
り
の
徳
川
将
軍
家
御
膳
米

大
試
食
会
の
様
子

▶�「
生
産
者
・
販
売
者
・
行
政
の
三
者
の
協
力
で
推
進
」木
野
町
長（
中
央
）
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ら
れ
た
栽
培
方
法
を
全
組
合
員
に
徹
底
・
管

理
す
る
こ
と
で
そ
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
ま
し

た
。ま

た
、
生
産
者
・
行
政
・
販
売
業
者
の

3
者
が
協
定
を
締
結
し
、
生
産
組
合
は
良
い

米
の
出
荷
、
業
者
は
販
路
の
開
拓
、
行
政
は

Ｐ
Ｒ
な
ど
後
方
支
援
と
役
割
を
分
担
し
て
、

「
徳
川
将
軍
家
御
膳
米
」
が
ブ
ラ
ン
ド
米
と

し
て
認
知
さ
れ
、
流
通
す
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

行
政
と
し
て
は
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
田
植
え

や
稲
刈
り
、
大
試
食
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
実

施
や
名
古
屋
、
東
京
で
開
催
さ
れ
る
物
産
展

等
で
の
販
売
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
状
と
課
題

☆�

輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
と
認
知
度
向
上

輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
は
前
述
し
た
よ
う
に

4
店
舗
16
品
目
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

初
に
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
が
認
定
さ
れ
て
か
ら

4
年
が
経
過
し
、
近
隣
市
町
で
は
認
知
度
も

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
最
近
は
「
か
わ

ば
た
く
ん
・
も
ろ
こ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
輪
之

内
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ち
な
ん
だ
ま
ん

じ
ゅ
う
が
発
売
さ
れ
た
り
、
た
い
焼
き
や

ク
ッ
キ
ー
を
開
発
し
た
い
と
い
う
町
内
の
事

業
者
も
出
て
き
ま
し
た
。
今
後
「
輪
之
内
ス

イ
ー
ツ
」
の
認
定
を
目
指
し
て
い
る
ス
イ
ー

ツ
の
候
補
も
着
実
に
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
既
存
の
認
定
品
も
含
め
て
、
認

知
度
を
更
に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
よ
り

多
く
の
消
費
者
に
「
食
べ
た
い
」
と
思
っ
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
で
お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
の
情

報
は
溢
れ
て
い
ま
す
し
、
遠
く
の
場
所
か
ら

で
も
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

中
か
ら
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
を
選
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
商
品
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
磨
き
上

げ
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

そ
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し

て
「
輪
之
内
ス
イ
ー
ツ
」

を
認
知
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
レ
ベ
ル
の
高
い
認
定

品
目
数
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
で
す
。

☆�

「
ハ
ツ
シ
モ
」
の
浸

透
と
用
途
の
拡
大

「
徳
川
将
軍
家
御
膳
米
」

は
平
成
25
年
度
産
は
町
内
の
水
稲
作
付
面
積

の
５
％
程
度
の
作
付
面
積
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
食
べ
た
方
か
ら
は
、「
モ

チ
モ
チ
し
て
美
味
し
い
」「
通
常
の
ハ
ツ
シ
モ

と
比
べ
て
も
旨
い
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ

て
お
り
、
ハ
ツ
シ
モ
に
は
な
じ
み
の
な
い
名

古
屋
や
東
京
で
も
試
食
を
行
い
な
が
ら
販
売

し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
よ
い
反
応
で
し
た
。

し
か
し
、
全
体
的
に
は
「
ハ
ツ
シ
モ
」

の
知
名
度
は
低
く
、
一
般
的
に
食
べ
ら
れ
て

い
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
比
べ
粘
り
気
が
少
な
い

な
ど
の
特
徴
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
広
く
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
平
成
26

年
度
は
作
付
面
積
を
3
倍
に
増
や
す
と
と
も

に
、
粘
り
気
が
少
な
く
、
モ
チ
モ
チ
し
て
い

る
食
感
や
粒
が
大
き
い
特
徴
を
活
か
し
、
寿

司
や
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
丼
に
も
最
適
で
あ
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
、「
徳
川
将
軍
家
御

膳
酒
」
と
い
う
日
本
酒
の
よ
う
な
加
工
品
を

作
る
な
ど
、
用
途
の
拡
大
も
課
題
で
す
。

両
方
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
輪

之
内
ら
し
い
特
産
品
を「
輪
之
内
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
行
政

だ
け
で
は
な
く
、
意
欲
あ
る
町
民
、
事
業
者

が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
輪
之
内
町

と
し
て
は
今
後
と
も
「
仕
掛
け
づ
く
り
」
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

輪
之
内
町
長　

木
野　

隆
之

（
平
成
26
年
3
月
3
日
付
第
2
8
7
1
号
）

◀
徳
川
将
軍
家
御
膳
米
パ
ッ
ケ
ー
ジ

▶輪之内町キャラクター「かわばたくんファミリー」

▲�認定店舗だけが使用で
きる輪之内スイーツ
ロゴマーク
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「
水
源
の
里
の
恵
み
い
っ
ぱ
い　

活
力
み
な
ぎ
る

人
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち　

美
濃
白
川
」

～
白
川
町
第
５
次
総
合
計
画
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
～

は
じ
め
に

私
の
町
に
は
高
速
自
動
車
道
が
あ
り
ま

せ
ん（
信
号
と
コ
ン
ビ
ニ
は
あ
り
ま
す
が
…
）。

岐
阜
県
・
白
川
町　

よ
く
世
界
遺
産
の

白
川
村
と
間
違
え
ら
れ
ま
す
（
今
回
の
原
稿

依
頼
の
あ
っ
た
時
も
、
も
し
か
し
た
ら
と
思

い
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
白
川
町
の
こ

と
を
町
村
週
報
で
全
国
の
町
村
に
知
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
は
、
誠
に
光
栄
の
至
り
で
す
）。

本
町
で
は
、
今
か
ら
40
年
以
上
前
、
昭

和
43
年
８
月
に
観
光
バ
ス
２
台
が
、
集
中
豪

雨
に
よ
り
川
に
転
落
し
、
１
０
６
名
の
命
が

奪
わ
れ
ま
し
た
。
国
道
41
号
が
２
車
線
改
良

さ
れ
て
か
ら
間
も
な
く
の
大
事
故
で
し
た
。

時
の
佐
藤
総
理
大
臣
も
視
察
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
故
が「
飛
騨
川
バ
ス
転
落
事
故
」

で
、
天
災
か
人
災
か
で
最
高
裁
判
所
ま
で
争

わ
れ
、
結
果
、
道
路
管
理
者
の
責
任
が
認
定

さ
れ
、
国
が
賠
償
金
を
払
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
事
故
に
よ
り
、
全
国
の
道
路
で

は
防
災
工
事
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
保
険
制
度
も
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
時
以
来
、
国
道
41
号
に
お
い
て
は
、
雨
量

規
制
が
行
わ
れ
、
度
々
大
雨
に
よ
る
通
行
止

め
が
行
わ
れ
ま
す
。
バ
ス
転
落
現
場
に
は
慰

霊
碑
「
天
心
白
菊
の
塔
」
が
建
立
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
道
路
管
理
者
の
皆
様
は
一
度
御

参
り
く
だ
さ
い
。

白
川
町
は
、
55
年
前
の
昭
和
の
大
合
併

で
、
５
ヶ
村
が
合
併
し
た
町
で
、
当
時
の
人

口
は
１
８
、０
０
０
人
余
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
１
万
人
を
切
り
、
９
、８
３
０
人

（
平
成
24
年
３
月
１
日
現
在
）
の
町
で
す
。

面
積
は
２
３
８
㎢
と
広
大
で
、
山
岳
地
帯
は

な
く
、
５
本
の
河
川
（
白
川
、
赤
川
、
黒
川
、

佐
見
川
、
飛
騨
川
）
沿
い
に
、
点
々
と
集
落

が
あ
り
（
65
自
治
会
）
町
民
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

農
林
業
が
主
体
の
町
で
す
が
、
２
万
ha

の
森
林
の
す
べ
て
が
民
有
林
で
、
国
有
林
は

町
の
周
辺
に
は
多
く
存
在
し
ま
す
が
町
内
に

は
１
坪
も
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
後
植
林
さ
れ
た

岐阜県  白
し ら

川
か わ

町
ち ょ う

白川町

現 地 レ ポ ー ト

「ちゃこ」

ご当地キャラクター

▲

新エネルギーシステムのモデルとして整備する道の駅「ピアチェーレ」
農林水産業振興、地域産業育成、

起業・就業促進　関連施策
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森
林
は
、「
東
濃
ひ
の
き
」
の
銘
木
を
産
出
し
、

町
内
に
は
多
く
の
製
材
・
建
築
会
社
が
あ
り
、

主
に
軸
組
工
法
に
よ
る
和
風
建
築
を
行
い
、

白
川
大
工
と
東
濃
ひ
の
き
の
家
と
し
て
、
名

古
屋
周
辺
で
建
築
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭

和
40
年
代
に
農
業
構
造
改
善
事
業
で
行
っ
た

茶
園
整
備
に
よ
り
「
味
と
香
り
の
白
川
茶
」

の
生
産
振
興
に
取
り
組
み
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
白
川
茶
は
一
村
一
品
の
先
駆
け
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
の
町
村
合
併
は
、
１
市
７
町
村
で
協

議
を
進
め
、
合
併
議
決
・
調
印
の
目
前
で
、
中

心
市
の
合
併
反
対
に
よ
り
頓
挫
し
、
合
併
に
い

た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
来
６
年
、
行
政
改
革

と
緊
縮
財
政
に
よ
り
、
時
代
の
要
請
に
遅
れ
な

い
よ
う
、
懸
命
な
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
全
国
の
皆
様
に
紹
介
す
る
よ
う
な
町
づ

く
り
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
い
く
つ
か
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

零
細
な
水
田
農
業
を
守
る
た
め
に

日
本
は
、
過
疎
地
域
と
都
市
の
格
差
を

容
認
し
、
都
市
に
暮
ら
す
人
た
ち
は
、
過
疎

地
域
を
日
本
の
重
荷
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
１
例

が
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
構
想
で
す
。
人

口
が
少
な
く
投
資
効
果
が
小
さ
い
過
疎
地
域

の
住
民
を
都
市
周
辺
に
移
転
さ
せ
、
道
路
・

水
道
・
下
水
道
を
効
率
よ
く
整
備
す
る
と
い

う
考
え
で
す
が
、
過
疎
、
山
村
は
無
人
に
し

て
、
自
然
に
戻
せ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

日
本
の
国
土
は
、
緑
に
覆
わ
れ
た
豊
か

な
森
林
と
生
ま
れ
た
て
の
空
気
、
そ
し
て
お

い
し
い
水
が
循
環
す
る
楽
園
で
す
。
こ
の
国

土
は
、
自
然
に
で
き
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

数
千
年
の
歴
史
の
中
で
、
山
を
育
て
、
自
然

を
破
壊
し
な
い
棚
田
を
作
り
、
そ
の
恵
み
を

受
け
て
、
山
村
に
人
々
が
暮
ら
し
、
地
域
を

守
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
都
会
の

人
た
ち
に
山
村
に
来
て
暮
ら
せ
と
は
言
い
ま

せ
ん
が
、
目
の
前
の
効
率
や
採
算
や
経
済
効

果
ば
か
り
言
わ
な
い
で
、
山
村
に
暮
ら
す

人
々
に
も
感
謝
し
て
、
山
村
の
重
要
性
を
認

識
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
山
村

に
暮
ら
す
者
は
、
都
会
で
一
生
懸
命
に
経
済

活
動
を
し
て
、
日
本
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
題
で
あ
る
過
疎
、
山
村
の
農

業
を
守
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
私
は
「
個
の
農
業
か
ら
集
団

の
農
業
へ
」
と
い
う
こ
と
を
、
平
成
17
年
頃

か
ら
主
張
し
、
集
落
営
農
組
織
の
育
成
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
と
、
後
継
者
不
在
に
よ
る
農

地
の
荒
廃
で
す
。
立
派
な
水
田
も
、
１
～
２

年
耕
作
し
な
い
と
大
変
な
状
況
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
農
業
機
械
が
高
価
で
あ
り
、
作
業

ご
と
に
別
々
の
機
械
が
必
要
で
、
常
に
機
械

の
更
新
に
山
の
木
を
売
っ
た
り
、
農
閑
期
に

働
い
た
現
金
収
入
を
投
入
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
反
面
、
米
価
は
下
落
傾
向
に
あ
り
、

１
日
働
け
ば
米
１
袋
が
買
え
る
時
代
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
の
農
地
を
守
る

こ
と
に
限
界
が
あ
り
、
農
地
の
耕
作
権
を
皆

で
出
し
合
い
、
営
農
組
合
を
つ
く
り
、
共
同

で
管
理
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
集
落
の
農
地
は

将
来
に
わ
た
っ
て
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
更
に
転
作
も
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ち
な
み
に
白
川
町
の
水
田
の
平
均
耕
作

面
積
は
15‌
a
程
度
で
す
。
極
め
て
小
規
模
な

経
営
面
積
で
す
が
、
50
人
、
60
人
と
集
ま
れ

ば
10‌

ha
程
度
の
耕
作
面
積
と
な
り
ま
す
。
今

白
川
町
で
は
、
10
組
合
、
水
田
面
積
１
０
０

ha
の
集
落
営
農
組
織
が
結
成
さ
れ
水
源
の
里

を
守
っ
て
い
ま
す
。

「
美
濃
白
川
産
大
豆
１
０
０
％
の

と
う
ふ
」
と
い
う
名
前
の
豆
腐

集
落
営
農
組
織
が
拡
大
し
、
転
作
も
統

一
さ
れ
、
大
型
機
械
化
も
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
転
作
作
物
の
主
体
は
大
豆
に
し

て
い
ま
す
。
ト
マ
ト
や
野
菜
、
花
な
ど
を
栽

培
し
て
い
る
農
家
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
大
豆
を
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
販
売
す
る
と
、
極

め
て
安
価
で
あ
り
生
産
も
遅
い
の
で
、
加
工

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
佐
見
地
区
に

女
性
起
業
グ
ル
ー
プ「
佐
見
と
う
ふ
豆
の
力
」

を
立
ち
上
げ
豆
腐
加
工
場
を
建
設
し
、
平
成

▶
集
団
営
農
組
織
に
よ
る
大
豆
の
刈
取
り

▶「
佐
見
と
う
ふ
豆
の
力
」で
の
豆
腐
作
り
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21
年
８
月
に
製
造
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
市

販
の
豆
腐
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
原
価
ぎ

り
ぎ
り
の
１
丁
１
５
０
円
で
１
日
３
０
０
～

４
０
０
丁
（
製
造
限
界
）
を
製
造
し
ほ
と
ん

ど
完
売
し
て
い
ま
す
。
油
揚
げ
、
寄
せ
ど
う

ふ
、
湯
葉
、
あ
げ
豆
な
ど
新
商
品
の
開
発
も

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
８
名
ほ
ど
の
地
区
の
女
性
が
働

き
、
小
遣
い
程
度
し
か
稼
げ
ま
せ
ん
が
、
働

き
場
と
し
て
も
効
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

「
光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
情
報
・

通
信
網
の
整
備
」

「
光
は
１
秒
間
に
地
球
を
７
周
半
。
バ
ケ

ツ
１
杯
の
情
報
か
ら
太
陽
１
杯
分
の
情
報
が

流
れ
る
。
い
よ
い
よ
光
ケ
ー
ブ
ル
の
時
代
が

来
る
。」
今
か
ら
10
年
以
上
前
に
当
時
の
総

務
省
審
議
官
の
月
尾
嘉
男
氏
か
ら
聞
き
ま
し

た
。
以
来
、
白
川
町
の
情
報
化
は
光
ケ
ー
ブ

ル
し
か
な
い
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

莫
大
な
投
資
が
必
要
で
通
信
会
社
と
交
渉
し

ま
し
た
が
、
白
川
町
で
は
投
資
効
果
が
な
い

と
断
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
に
お
い
て

地
デ
ジ
化
の
推
進
が
図
ら
れ
、
平
成
23
年
７

月
と
い
う
目
標
も
で
き
た
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
よ
る
対
策
を
図
る
こ
と
と
し
、
民

設
民
営
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
全
町
整
備
を

目
標
と
し
、
５
年
以
上
の
年
月
を
か
け
て
整

備
計
画
町
民
説
明
会
、
既
設
共
同
ア
ン
テ
ナ

組
合
の
解
散
な
ど
を
進
め
、
合
わ
せ
て
防
災

行
政
放
送
の
個
別
受
信
機
を
設
置
す
る
こ
と

と
し
、
平
成
22
年
９
月
に
町
内
全
戸
へ
の
光

ケ
ー
ブ
ル
引
き
込
み
を
完
成
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
は
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
見
え
る
よ

う
に
な
り
、
私
の
念
願
で
あ
っ
た
光
フ
ァ
イ

バ
ー
に
よ
る
「
ｅイ

ー

・
し
ら
か
わ
ち茶

ゃ
っ
と
」

で
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
全
戸
で
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

※「
ｅ
・
し
ら
か
わ
チ
ャ
ッ
ト
」
と
は

　

�「
ｅ
」
は
ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
（
電
子
的
な
）

と
「
イ
ー
」（
良
い
）
と
い
う
意
味
を
併
せ
持
ち
、

チ
ャ
ッ
ト
は
、
白
川
町
の
特
産
で
あ
る
お
茶
と

「
ち
ゃ
っ
と
」（
す
ぐ
に
）
高
速
通
信
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
表
し
、
茶
の
間
に
居
な
が
ら
町
内

か
ら
世
界
中
ま
で
の
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
情
報
基
盤
整
備
の
こ
と
で
す
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
・
老
人
見
守

り
シ
ス
テ
ム
等
」

白
川
町
の
高
齢
化
率
は
38
％
を
超
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
者
の
人
口
は
10
年

後
も
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
（
人
口
が
減
少

す
る
の
で
高
齢
化
率
は
上

が
り
ま
す
）。
問
題
は
、
独

居
老
人
や
老
人
世
帯
が
増

加
す
る
こ
と
で
す
。
現
在

も
独
居
老
人
は
３
０
０
世

帯
を
超
え
て
い
ま
す
。
と

て
も
元
気
な
方
も
み
え
ま

す
が
、
心
配
な
方
も
多
く

お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
の
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
て
テ
レ
ビ
電

話
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
自

動
通
信
に
よ
り
、
独
居
老

人
の
見
守
り
が
で
き
な
い

か
実
験
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
30
世
帯
に
設
置
し

ま
し
た
が
、
平
成
24
年
度

は
50
機
増
加
し
て
本
格
運

用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
の
シ
ス
テ
ム
は
、
毎
朝

自
動
に
「
朝
ご
は
ん
食
べ

ま
し
た
か
？
」
な
ど
の
簡

単
な
質
問
が
送
ら
れ
、
押
し
ボ
タ
ン
に
よ
り

返
事
を
も
ら
い
、
安
否
を
確
認
し
ま
す
。
返

事
が
な
い
場
合
に
は
、
テ
レ
ビ
電
話
で
呼
び

出
し
、
状
況
を
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

今
後
は
、
セ
ン
サ
ー
な
ど
に
よ
る
安
否
確
認

も
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
（
５

▶

見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
利
用
者
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台
）、
道
の
駅
、
ク
オ
ー
レ
の
里
な
ど
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
（
４
台
）
も
完
成
し
、

運
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
情
報
化
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
全
国
の
先
進
事
例
や

新
し
い
技
術
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
光
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
に
よ

り
、
情
報
通
信
基
盤
に
お
い
て
の
過
疎
と
都

市
の
格
差
は
無
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
率
は
97
％
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
は

32
％
と
ま
だ
ま
だ
低
く
、
積
極
的
な
利
活
用

を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ

で
は
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
「
め
ざ
ま
し

し
ら
か
わ
」
や
「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
し
ら
か
わ
」

な
ど
の
番
組
で
、
特
に
子
供
た
ち
の
元
気
な

活
動
の
様
子
や
、
町
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

状
況
を
放
映
し
、
多
く
の
町
民
が
テ
レ
ビ
出

演
し
、
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
道
の
駅
の
充
実
」

白
川
町
に
は
、
平
成
５
年
、
国
内
で
一

番
早
い
時
期
に
道
の
駅
の
指
定
を
受
け
た

「
美
濃
白
川
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
」
が
あ
り
ま
す
。

人
・
物
・
情
報
の
発
信
基
地
と
し
て
大

き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内

の
大
き
な
災
害
の
時
、
防
災
機
能
を
持
っ
た

道
の
駅
の
役
割
が
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
も
断
水
時
、
停
電
時
で
も
水

洗
ト
イ
レ
と
し
て
利
用
で
き
る
防
災
ト
イ
レ

に
改
修
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電

（
21‌

kw
）
の
設
置
も
行
い
ま
し
た
が
、
平
成

24
年
度
に
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

モ
デ
ル
施
設
と
す
る
た
め
、
燃
料
電
池
の
整

備
、
急
速
充
電
施
設
と
電
気
自
動
車
の
導
入
、

蓄
電
地
設
置
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
老
朽
化
し
た
温
泉
施
設
を
道
の
駅
内
に

移
設
し
、
平
成
24
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
こ
の
温
泉
は
加
温
す
る
必
要
が
あ
り
、

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
て
い
ま

す
。こ

の
道
の
駅
内
に
は
、
女
性
だ
け
で
運

営
す
る
「
て
ま
ひ
ま
グ
ル
ー
プ
」
と
「
白
川

育
ち
野
菜
村
チ
ャ
オ
」
を
併
設
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
経
営
し
て

い
ま
す
。

「
水
源
の
里
を
守
ろ
う
、
活
性

化
し
よ
う
」

本
町
は
、
合
併
当
時
18
校
あ
っ
た
小
中

学
校
が
、
先
人
の
決
断
に
よ
り
小
学
校
５
校
、

中
学
校
３
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
保
育
園

は
町
立
５
園
、
私
立
１
園
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
今
、
白
川
町
で
産
ま
れ
る
子
供
は
、
年

間
50
人
前
後
し
か
い
ま
せ
ん
。

平
成
23
年
樹
立
し
た
第
５
次
総
合
計
画

で
は
、
今
後
10
年
間
は
、
学
校
・
保
育
園
も

現
状
維
持
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
地

域
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
拠
点
は
、
学
校
が
中

心
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

ど
ん
ど
ん
子
供
の
数
が
減
少
し
て
い
く
と
、

学
力
の
こ
と
部
活
動
の
こ
と
な
ど
で
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
混
迷
し
ま
す
。
地
域
の
想
い
と
親
の
考
え

は
違
い
ま
す
。

ま
た
、
空
気
が
き
れ
い
、
水
が
お
い
し

い
だ
け
で
は
暮
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

山
や
農
地
か
ら
暮
ら
し
が
成
り
立
つ
だ
け
の

収
入
が
な
け
れ
ば
子
育
て
も
で
き
ま
せ
ん
。

病
院
や
買
い
物
が
で
き
な
け
れ
ば
老
人
も
住

め
な
く
な
り
ま
す
。
過
疎
、
山
村
に
お
け
る

生
活
の
原
点
を
見
つ
め
な
お
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
新
し
い
技
術
も
積
極
的
に
活

用
し
、更
に
は
、移
動
販
売
車
や
、ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
な
ど
に
よ
る
生
活
基
盤
の
整
備
が
充
実

す
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
山
村
暮
ら
し
を
す

る
人
々
が
増
加
す
る
と
思
い
ま
す
。

平
成
24
年
の
11
月
２
日
、
白
川
町
で
全

国
水
源
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

「
上
流
は
下
流
を
想
い
、
下
流
は
上
流
に
感

謝
す
る
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
結
成

し
て
い
る
全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会
（
会

長　

大
分
県
佐
伯
市
西
島
泰
義
市
長
）
が
中

心
と
な
っ
て
進
め
る
限
界
集
落
か
ら
の
脱
却

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

基
調
講
演
は
、
本
誌
に
も
度
々
登
場
し

て
お
ら
れ
ま
す
小
田
切
徳
美
先
生
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

全
国
の
過
疎
地
域
指
定
市
町
村
数
は
、

７
７
６
で
全
体
の
45
％
と
な
っ
て
お
り
、
そ

こ
に
住
む
人
口
は
総
人
口
の
8
・
8
％
に
過

ぎ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
面
積
は
57
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
特
に
国
土
を
守
る
た
め
に
は
、
過

疎
、
山
村
の
存
続
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
、
汗
を
か
い
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。白

川
町
長　

今
井　

良
博

（
平
成
24
年
４
月
9
日
付
第
２
７
９
６
号
）

▶
豊
か
な
国
は
豊
か
な
水
源
の
里
か
ら
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多
可
町
の
概
要

兵
庫
県
多
可
町
は
平
成
17
年
11
月
１
日

に
３
町
の
合
併
（
中
町
、
加
美
町
、
八
千
代

町
）
に
よ
り
誕
生
し
た
。
町
の
人
口
は

２
３
、０
４
２
人
（
平
成
25
年
１
月
末
）
で
、

東
西
13
㎞
、
南
北
30
㎞
、
総
面
積
は
１
８
５

㎢
で
あ
る
。
兵
庫
県
の
内
陸
部
に
位
置
し
、

周
囲
を
中
国
山
地
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
多
自

然
居
住
の
町
。
１
３
０
０
年
の
伝
統
と
歴
史

を
持
つ
日
本
一
の
手
す
き
和
紙
「
杉
原
紙
」、

酒
米
の
王
様
「
山
田
錦
」、国
民
の
祝
日
「
敬

老
の
日
」
の
３
つ
の
発
祥
の
地
で
も
あ
る
。

直
線
距
離
で
神
戸
か
ら
45
㎞
、
大
阪
か

ら
70
㎞
、
自
動
車
で
そ
れ
ぞ
れ
約
80
分
と
い

う
距
離
に
あ
り
、
人
の
温
も
り
や
田
園
風
景

を
残
す
田
舎
の
魅
力
を
持
ち
な
が
ら
、
都
市

部
と
の
交
流
も
多
い「
美
し
く
便
利
な
田
舎
」

で
あ
る
。

住
民
満
足
度
の
向
上
に
向
け
て
全
力

多
可
町
で
は
、
毎
年
、
住
民
満
足
度
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
総
合
計
画
の
基
本
施

策
に
つ
い
て
重
要
度
と
満
足
度
を
問
い
、
そ

の
差
を
分
析
し
、
進
む
べ
き
方
向
と
講
じ
る

べ
き
政
策
を
検
証
し
て
い
る
の
だ
。
ギ
ャ
ッ

プ
度
（
重
要
度
が
高
く
満
足
度
が
低
い
）
１

位
は
、
過
去
３
回
の
調
査
と
も
に
「
新
た
な

産
業
と
雇
用
の
創
出
」
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ

る
手
段
で
企
業
誘
致
を
試
み
て
は
い
る
も
の

の
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
15
分
以
内
を

立
地
条
件
と
す
る
企
業
が
多
く
、
な
か
な
か

進
出
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

中
山
間
地
域
の
弱
小
自
治
体
に
お
い
て
、

産
業
と
雇
用
の
空
洞
化
対
策
は
共
通
す
る
課

題
で
あ
る
。
多
額
の
補
助
金
を
つ
ぎ
込
む
自

治
体
の
企
業
誘
致
策
も
今
や
曲
が
り
角
を
迎

え
て
い
る
。
な
ら
ば
、
地
域
経
済
の
活
性
化

は
、
既
存
事
業
所
の
所
得
向
上
と
多
可
の
風

土
を
活
か
し
た
地
域
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
強
化

に
か
か
っ
て
く
る
。

多
可
町
の
魅
力

「
ま
ち
・
ひ
と
・
も
の
」を
大
発
信
！

～「
Ｆ
Ｂ
良
品
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
」と「
お
見
合
い
大
作
戦
」～

兵庫県  多
た

可
か

町
ち ょ う

現 地 レ ポ ー ト

「たか坊」

多可町

ご当地キャラクター

▲

TBS系テレビ「もてもてナインティナイン」番組収録の様子
農林水産業振興、地域産業育成、

起業・就業促進　関連施策
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関
西
初
：
自
治
体
運
営
型
ネ
ッ
ト

通
販
シ
ス
テ
ム「
Ｆ
Ｂ
良
品
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ａ
」
を
オ
ー
プ
ン

多
可
町
で
は
、
既
存
企
業
が
規
模
拡
大

や
雇
用
の
機
会
創
出
等
地
域
に
再
投
資
し
た

場
合
に
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
地
場
の

経
済
域
を
僅
か
で
も
拡
充
す
る
施
策
を
行
っ

て
き
た
。

ま
た
関
西
で
初
め
て
と
な
る
自
治
体
運

営
型
ネ
ッ
ト
通
販
シ
ス
テ
ム
「
Ｆ
Ｂ
良
品
Ｔ

Ａ
Ｋ
Ａ
」
を
平
成
24
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
こ
れ
は
、
佐
賀
県
武
雄
市
が
開
発
さ
れ

た
通
販
シ
ス
テ
ム
で
、
自
治
体
の
信
頼
性
の

も
と
、
顔
の
見
え
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活

用
し
て
特
産
品
を
販
売
す
る
画
期
的
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
に
普
及
し
て
い
る
今
、
楽
天
や
ア
マ
ゾ

ン
に
代
表
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
通
販
の
市
場
規
模

は
急
拡
大
し
て
い
る
。

多
可
町
に
は
厳
正
な
基
準
を
ク
リ
ア
し
た

認
証
特
産
品
だ
け
で
80
品
目
も
あ
る
。そ
こ
に

民
間
の
売
れ
筋
産
品
を
加
え
れ
ば
、商
品
の
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
は
そ
の
何
倍
に
も
増
え
て
く
る
。

町
内
で
も
極
一
部
の
事
業
者
は
ネ
ッ
ト

通
販
で
成
功
さ
れ
て

い
る
が
、
高
額
な
利

用
料
金
と
検
索
ヒ
ッ

ト
率
の
低
さ
か
ら
、

途
中
撤
退
や
参
入
躊

躇
の
話
も
よ
く
耳
に

す
る
。

「
Ｆ
Ｂ
良
品
」
の

一
番
の
目
的
は
地
元

の
農
家
や
商
工
業
者

へ
の
支
援
に
あ
る
。

自
治
体
が
シ
ス
テ

ム
を
運
営
す
る
た
め
、

出
店
手
数
料
は
無
料

で
、
販
売
手
数
料
も

民
間
の
通
販
サ
イ
ト

と
比
べ
て
格
段
に
安

い
。
小
規
模
事
業
所

や
個
人
で
も
気
軽
に
出
品
で
き
る
の
が
最
大

の
強
み
で
も
あ
る
。

ネ
ッ
ト
通
販
の
強
み
を
活
か
す

こ
れ
ま
で
、
多
可
町
の
風
土
産
品
の
多

く
は
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
道
の
駅
、
ま

ち
の
駅
な
ど
の
実
店
舗
販
売
に
頼
っ
て
き
た
。

実
店
舗
販
売
に
は
、
実
際
に
商
品
を
手

に
取
っ
て
も
ら
い
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
と
い
う
大
き
な
利
点
が
あ
る

が
、
お
客
様
に
実
店
舗
ま
で
お
越
し
い
た
だ

く
こ
と
が
そ
の
前
提
と
な
る
。

一
方
で
ネ
ッ
ト
通
販
は
、
24
時
間
年
中

無
休
で
注
文
を
受
け
付
け
て
い
る
の
で
、
実

店
舗
に
行
く
暇
が
な
い
時
に
は
か
な
り
重
宝

す
る
。
さ
ら
な
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
商
品
に
対

す
る
豊
富
な
「
口
コ
ミ
」
情
報
に
あ
る
。「
口

コ
ミ
」
に
よ
る
宣
伝
効
果
は
意
外
と
大
き
い
。

「
Ｆ
Ｂ
良
品
」
は
全
国
の
先
進
自
治
体
が
核

と
な
り
、「
地
域
自
慢
の
良
品
」
を
全
国
に

向
け
て
発
信
し
、
口
コ
ミ
に
よ
る
フ
ア
ン
拡

大
と
地
域
の
所
得
を
向
上
す
る
こ
と
を
狙
い

と
し
て
い
る
。

▲ FB良品TAKAオープンセレモニー・記者発表

▲町の魅力と温もりを元気いっぱいに発信ぜひ一度ご覧あれ!!

「FB良品TAKA」http://taka.fb-ryohin.jp/
「多可町公式facebook」http://www.facebook.com/takacho.jp/
問合先　多可町役場　地域振興課　TEL：0795-32-4779
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世
界
へ
広
が
れ　
　
　
　
　
　

「
宙そ

ら

の
駅
：
Ｆ
Ｂ
良
品
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
」

私
は
、
多
可
の
風
土
産
品
を
全
国
、
そ

し
て
い
ず
れ
は
世
界
へ
と
広
め
て
い
き
た
い

と
の
強
い
想
い
か
ら「
Ｆ
Ｂ
良
品
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
」

の
通
称
を
「
宙
の
駅
」
と
銘
打
っ
た
。

ネ
ッ
ト
通
販
に
は
送
料
の
発
生
や
商
品

到
着
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
の
弱
点
も

あ
る
が
、
よ
り
早
く
、
安
く
、
便
利
に
…
と

大
手
通
販
会
社
は
進
化
を
続
け
て
い
る
。
即

日
配
送
や
丁
寧
な
梱
包
、
よ
り
低
廉
な
送
料

に
向
け
た
企
業
努
力
を
惜
し
ま
な
い
。

ネ
ッ
ト
通
販
の
便
利
さ

は
世
代
を
超
え
て
浸
透
し
、

順
調
に
業
績
を
伸
ば
し
て
い

る
。
ま
た
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー

の
利
用
者
も
年
々
増
加
し
、

高
齢
者
な
ど
「
買
い
物
弱
者

対
策
」
の
視
点
か
ら
も
通
販

業
界
は
大
き
な
注
目
を
集
め

て
い
る
。

「
Ｆ
Ｂ
良
品
」
も
参
加
自

治
体
が
一
体
と
な
っ
て
知
恵

を
出
し
合
い
、
よ
り
お
客
様

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
や
す

い
通
販
サ
イ
ト
と
し
て
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の

大
き
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。

多
可
町
で
は
「
Ｆ
Ｂ
良
品
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
」

の
積
極
的
な
展
開
に
よ
り
、
地
域
の
収
益
構

造
を
前
向
き
に
変
革
さ
せ
て
い
き
た
い
。

併
せ
て
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
狙
う

多
可
町
は
、
平
成
の
大
合
併
で
新
し
い

町
名
を
付
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
知
名
度
不

足
が
一
番
の
泣
き
所
で
あ
る
。
事
実
、
ど
こ

へ
行
っ
て
も
「
多
可
」
の
町
名
は
浸
透
し
て

い
な
い
。
町
自
体
が
そ
う
な
ら
ば
、
町
内
の

各
種
団
体
や
事
業
所
に
と
っ
て
の
ウ
ィ
ー
ク

ポ
イ
ン
ト
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

私
は
、
合
併
当
初
よ
り
「
情
報
発
信
の

強
化
」
を
重
点
課
題
と
位
置
付
け
、
あ
ら
ゆ

る
通
信
手
段
を
駆
使
し
て
多
可
町
の
魅
力

「
ま
ち
・
ひ
と
・
も
の
」
を
発
信
し
て
き
た
。

私
自
身
も
「
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
少

し
で
も
繋
が
れ
ば
…
」
と
の
思
い
か
ら
、
２

年
前
か
ら
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
ブ
ロ
グ
を
活

用
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
町
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
加
え
、
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
も
運
営
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
月
間
ア
ク
セ
ス
数

１
万
件
に
比
べ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ア
ク

セ
ス
数
は
37
万
件
を
超
え
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
攻
め
の
情
報

発
信
が
功
を
奏
し
て
か
、
最
近
で
は
他
市
町

の
方
か
ら「
多
可
町
は
元
気
な
ま
ち
で
す
ね
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
テ
レ
ビ
「
も
て
も
て

ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ
イ
ン
」
を
招
致　
　

婚
活
支
援
の
背
景
に
は
…

地
方
自
治
体
が
「
婚
活
」
を
支
援
す
る

よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
未
婚
化
・
晩
婚

化
の
急
速
な
進
行
が
あ
る
。
今
後
、未
婚
化
・

晩
婚
化
が
一
層
進
み
、
生
涯
未
婚
率
（
一
度

も
結
婚
し
な
い
方
の
割
合
）
が
男
性
で
30
％

に
な
る
世
の
中
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る

と
い
う
。
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
産
業
構
造

の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
正
社
員
に
な
れ
な

い
若
者
が
増
え
、
経
済
的
な
問
題
か
ら
結
婚

し
た
く
て
も
結
婚
で
き
な
い
男
性
が
増
え
て

い
る
の
だ
。

一
方
で
、
全
国
的
な
調
査
資
料
か
ら
一

番
大
切
な
も
の
と
し
て
「
家
族
」
を
あ
げ
る

人
が
増
え
て
い
る
。
結
婚
を
望
む
未
婚
者
の

割
合
は
９
割
に
も
上
る
と
の
結
果
も
あ
る
。

一
般
的
に
自
治
体
が
婚
活
支
援
に
税
金

を
使
う
こ
と
に
反
対
意
見
も
あ
る
が
、
地
域

の
活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら
私
は
重
要
な
施

策
と
考
え
て
い
る
。

婚
活
番
組
へ
の
期
待
を
込
め
て

こ
こ
数
年
、
各
地
で
、
自
治
体
や
商
工

会
に
よ
る
婚
活
・
合
コ
ン
イ
ベ
ン
ト
等
趣
向

を
凝
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
多
可
町
に
お
い
て
も
、
お
見
合

い
パ
ー
テ
ィ
ー
や
食
事
会
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

講
座
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
「
自
治
体
主
催
の
婚
活
」
へ

の
抵
抗
も
あ
っ
て
か
、
な
か
な
か
参
加
男
性

が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も
あ
っ
た
。

そ
ん
な
折
、
見
つ
け
た
の
が
「
お
見
合

い
イ
ベ
ン
ト
開
催
地
募
集
」
の
記
事
で
あ
る
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
「
も
て
ナ
イ
！
」
の
企

画
で
、
嫁
不
足
に
悩
む
市
町
村
の
概
要
を
記

載
し
て
応
募
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
申
込
み

市
町
村
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
お
嫁
に
来
て
ほ

し
い
と
願
う
状
況
は
ど
こ
も
似
た
り
寄
っ
た

り
で
あ
る
。

合
格
を
祈
る
思
い
で
連
絡
を
待
っ
た
。

◀
Ｆ
Ｂ
良
品
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
仕
組
み

企業・個人等

Ｆ＆Ｂホールディングス

多可町

運営委託先

顧 客

商品出品依頼・商品紹介
データ等作成

商品選定・情報引渡
Facebookページへの投稿

販売委託

商品発送
代金回収

Ｆ＆Ｂ良品ＴＡＫＡ
運用契約

受注・商品発送管理
代金等支払い
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「
も
て
ナ
イ
！
」
招
致
が
決
定

そ
し
て
平
成
24
年
11
月
上
旬
、
遂
に
開

催
決
定
の
嬉
し
い
知
ら
せ
が
役
場
に
届
い
た
。

１
月
19
日
（
土
）
～
20
日
（
日
）
の
番

組
収
録
に
向
け
、
参
加
男
性
の
募
集
、
会
場

の
選
定
な
ど
慌
た
だ
し
く
こ
と
を
進
め
て

い
っ
た
。
テ
レ
ビ
局
か
ら
は
番
組
の
仕
様
に

合
う
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
注
文
が
入
っ
て
き
た

が
、す
べ
て
に
「
何
と
か
や
っ
て
み
る
！
」
と
、

必
死
に
対
応
し
て
い
っ
た
。

「
多
可
の
花
嫁
お
見
合
い
大
作
戦
」
と
銘

打
っ
た
今
回
の
企
画
は
、
関
西
で
は
初
め
て

の
開
催
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
町
内
20
人

の
男
性
に
対
し
て
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え

る
６
３
６
人
も
の
独
身
女
性
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
。
番
組
史
上
最
多
の
記
録
と
聞
い
て

お
り
、（
男
性
人
の
魅
力
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
）
こ
れ
ほ
ど
も
多
く
の
女
性
に
「
多
可
町
」

を
好
ん
で
い
た
だ
け
た
の
だ
。
し
か
し
残
念

な
こ
と
に
当
方
に
６
３
６
人
の
女
性
全
員
を

一
度
に
受
け
入
れ
で
き
る
宿
泊
施
設
等
の
態

勢
は
な
く
、
実
際
に
は
98
人
の
女
性
に
お
越

し
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
ち
の
紹
介
映
像
が
全
国
放
映
で
…

一
番
気
を
遣
っ
た
の
は
、
参
加
女
性
が

多
可
町
に
到
着
さ
れ
た
際
の
歓
迎
シ
ー
ン
で

あ
る
。
ど
こ
の
市
町
で
も
１
、０
０
０
人
を

超
え
る
規
模
で
出
迎
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

と
き
の
印
象
が
カ
ッ
プ
ル
成
立
率
を
左
右
す

る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

新
聞
折
込
や
町
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な

ど
多
方
面
か
ら
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
町
内
７
小
学
校

で
は
児
童
た
ち
が
歓
迎
の
手
旗
制
作
に
協
力

し
て
く
れ
た
。
婦
人
会
や
商
工
会
婦
人
部
は

寒
い
時
期
の
撮
影
を
心
配
し
、
役
員
総
出
で

豚
汁
の
炊
き
出
し
も
計
画
さ
れ
た
。

皆
の
思
い
が
天
に
届
い
た
の
か
、
冬
晴

れ
の
爽
や
か
な
青
空
の
も
と
、
町
の
人
口
の

１
割
を
優
に
超
え
る
３
、０
０
０
人
も
の
住

民
が
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
集
ま
っ
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
地
元
中
高
生
の
吹
奏

楽
を
は
じ
め
、
和
太
鼓
や
神
楽
舞
、
ダ
ン
ス

に
加
え
、
多
可
町
な
ら
で
は
の
播
州
歌
舞
伎

の
上
演
な
ど
、
参
加
者
２
０
０
人
を
超
え
る

催
し
が
華
を
添
え
た
。

商
工
会
青
年
部
員
を
は
じ
め
本
当
に
た

く
さ
ん
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
て
「
多
可

の
花
嫁
お
見
合
い
大
作
戦
」
は
成
功
裡
に
幕

を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
15
組
（
成
立
率

75
％
）
も
の
素
敵
な
カ
ッ
プ
ル
が
生
ま
れ
、

一
同
で
喜
ん
で
い
る
。

そ
し
て
２
月
12
日
、
多
可
町
の
魅
力
を

ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
「
も
て
ナ
イ
！
３

時
間
ス
ペ
シ
ャ
ル
番
組
」
が
放
映
さ
れ
た
。

テ
レ
ビ
番
組
招
致
の
効
果
は

年
末
か
ら
町
内
は
「
も
て
ナ
イ
！
」
の

話
題
で
持
ち
き
り
で
、
そ
の
余
韻
は
今
で
も

残
っ
て
い
る
。
全
国
ネ
ッ
ト
婚
活
支
援
番
組

は
、
合
併
町
で
あ
る
多
可
町
住
民
の
「
心
の

合
併
」
に
大
き
く
一
役
買
っ
て
く
れ
た
。

私
は
番
組
史
上
最
多
と
な
っ
た
参
加
人

数
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
町
内
男
性
陣
の
意

識
に
積
極
性
と
社
交
性
が
備
わ
っ
た
こ
と
を

評
価
し
て
い
る
。

全
国
各
地
の
独
身
女
性
に
、
多
可
町
が

「
自
然
が
美
し
く
綺
麗
な
町
」「
都
会
に
近
く

て
便
利
な
田
舎
」「
優
し
い
人
が
多
い
町
」

…
と
の
好
印
象
を
与
え
た
こ
と
も
嬉
し
い
誤

算
だ
。

合
わ
せ
て
住
民
の
皆
さ
ん
が
「
客
観
的

に
自
分
の
町
を
見
直
す
契
機
」
と
も
な
っ
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
女
性
陣
か
ら
は
「
多

可
町
が
気
に
入
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
誘
っ
て
欲
し
い
」
と

の
嬉
し
い
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
ポ
ス
ト
・
も
て
ナ
イ
！
」
を
ど
う
展
開

し
て
い
く
の
か
、
熟
考
中
で
あ
る
。

多
可
町
長　

戸
田　

善
規

（
平
成
25
年
3
月
18
日
付
第
2
8
3
3
号
）

▶
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
豚
汁
を
ふ
る
ま
う

地
元
婦
人
会

▶
３
０
０
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る

播
州
歌
舞
伎
を
上
演
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産
業
創
造
と
活
力
創
出「
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
」

美
郷
町
の
概
況

美
郷
町
は
、
平
成
16
年
10
月
に
、
邑
智

町
と
大
和
村
の
２
町
村
が
合
併
し
て
で
き
た
、

人
口
５
、３
０
０
人
余
り
の
中
山
間
地
域
の

町
で
す
。

島
根
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
町

内
を
中
国
地
方
随
一
の
江
の
川
（
総
延
長

１
９
４
・
０
㎞
）
が
大
き
く
蛇
行
し
な
が
ら

貫
流
し
て
い
ま
す
。
江
の
川
の
沿
岸
部
や
谷

間
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
西
部

に
は
標
高
２
０
０
ｍ
前
後
の
平
坦
地
が
広
が

り
、
南
西
部
に
は
標
高
３
０
０
ｍ
前
後
の
丘

陵
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
部

に
は
標
高
４
０
０
～
７
０
０
ｍ
の
急
峻
な

山
々
が
中
国
山
地
へ
と
連
な
っ
て
い
ま
す
。

総
面
積
は
２
８
２
・
92
㎢
で
、
島
根
県

の
総
面
積
６
、７
０
７
・
２
９
４
㎢
の
４
・

２
％
に
あ
た
り
ま
す
。

特
産
品
と
し
て
は
、
江
の
川
の
鮎
や
イ

ノ
シ
シ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
「
山
く
じ
ら
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
山
く
じ
ら
」
と
は
、

日
本
で
獣
肉
食
が
禁
忌
さ
れ
た
時
代
、
山
間

部
な
ど
で
は
イ
ノ
シ
シ
を
「
山や

ま

鯨く
じ
ら（

肉
の
食

感
が
鯨
肉
と
似
て
い
る
た
め
）
と
称
し
て

細
々
と
、
あ
る
い
は
堂
々
と
食
べ
ら
れ
て
お

り
、「
薬
喰
い
」
の
別
名
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
滋
養
強
壮
の
食
材
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。こ

こ
美
郷
町
で
は
、
今
で
も
数
多
く
の

イ
ノ
シ
シ
が
生
息
し
て
お
り
、
農
作
物
な
ど

を
荒
ら
す
害
獣
と
し
て
駆
除
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
天
然
の
自
然
薯
や
樫
の
実
な
ど
を
食

べ
て
育
っ
た
イ
ノ
シ
シ
の
肉
質
は
、
歯
ご
た

え
も
良
く
、
め
っ
た
に
味
わ
え
な
い
名
物
と

し
て
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
イ
ノ
シ
シ
の
肉
は
処
理

が
難
し
く
市
場
に
出
す
こ
と
が
困
難
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
美
郷
町
で
は
、
独
自

の
処
理
方
法
で
臭
み
を
排
除
し
、
冬
場
の
脂

の
あ
る
肉
は
も
ち
ろ
ん
、
夏
場
で
も
ヘ
ル

島根県  美
み

郷
さ と

町
ち ょ う

美郷町

現 地 レ ポ ー ト

ご当地キャラクター

「みさ坊」
▲

将来の美郷町を担う、人材と産業を育て上げる「みさとカレッジ」
農林水産業振興、地域産業育成、

起業・就業促進　関連施策
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シ
ー
に
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
「
お
お
ち
山
く

じ
ら
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
の
も
と
、
高
級
食
材

と
し
て
全
国
各
地
の
有
名
店
で
も
取
り
扱
わ

れ
、
人
気
の
特
産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
の
結
果
か
ら
定
住
対

策
を
重
点
施
策
に

さ
て
、
本
町
で
は
、
日
本
の
産
業
構
造

の
大
き
な
転
換
か
ら
、
こ
れ
ま
で
農
林
業
に

続
く
主
産
業
で
あ
っ
た
建
設
土
木
業
の
衰
退
、

縫
製
を
中
心
と
し
た
製
造
業
の
撤
退
な
ど
か

ら
、
雇
用
及
び
生
産
所
得
の
減
少
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
町
内
の
若
者
は
仕
事
を
求
め
て
都

市
部
へ
転
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
平
成
17
年
の
国
勢
調
査
で

は
、
人
口
減
少
率
が
県
下
ワ
ー
ス
ト
１
位
と

い
う
結
果
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
定
住
対
策

に
特
に
力
を
入
れ
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
、
40
歳
以
下
の
夫
婦
で
小
学
生
以

下
の
子
ど
も
さ
ん
の
い
る
ご
家
族
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
、「
１
戸
建
て
若
者
定
住
住

宅
」
の
建
設
は
功
を
奏
し
、
平
成
19
年
度
か

ら
平
成
23
年
度
ま
で
で
28
戸
を
建
設
、

１
２
６
人
の
方
々
が
入
居
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
県
内
で
４
歳
以
下
の
子
供

が
増
え
た
地
域
が
非
常
に
多
い
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
育
児
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
保
育
料
の
軽

減
対
策
に
も
取
り
組
み
、
第
２
子
ま
で
は
国

の
基
準
の
４
分
の
１
、
第
３
子
以
降
は
無
料

に
す
る
な
ど
、
定
住
対
策
に
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。

定
住
か
ら
産
業
・
雇
用
へ

と
こ
ろ
が
、
や
は
り
仕
事
が
な
け
れ
ば
、

い
く
ら
住
宅
や
手
厚
い
子
育
て
の
制
度
が

あ
っ
て
も
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
課
題
は
残
っ
た
ま
ま
と
な
っ
て

い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
行
か
ら
、
町
の
担
い

手
と
な
る
人
材
が
不
足
し
て
き
た
こ
と
。
ま

た
、
文
化
・
伝
統
芸
能
・
慣
習
・
古
来
か
ら

の
技
な
ど
に
つ
い
て
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
誰

に
も
伝
承
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
忘
れ
さ
れ
ら

れ
て
し
ま
う
状
況
も
危
惧
さ
れ
る
な
ど
、
こ

れ
は
町
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
大
き
な
損
失
で

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
将
来
の
美
郷
町

を
担
っ
て
い
く
人
材
と
産
業
を
一
体
的
に
育

て
上
げ
る
仕
組
み
と
し
て
「
み
さ
と
カ
レ
ッ

ジ
」
を
設
立
し
、
将
来
の
美
郷
町
の
持
続
・

発
展
を
図
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

人
と
産
業
を
一
体
的
に
育
て
る

た
め
に

み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
を
期
間
と
し
て
策
定
し

た
、
美
郷
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
、
及

び
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
を
期

間
と
し
て
策
定
し
た
美
郷
町
第
１
次
長
期
総

合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
に
、
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
人
に
投
資
し
、
人
を
育
て
、

人
に
よ
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
」
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
、
次
の
５
つ
の
視
点
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
ま
し
た
。

⑴�

将
来
の
美
郷
町
を
担
っ
て
い
く
人
材

と
産
業
を
一
体
的
に
育
て
あ
げ
る
。

⑵�

起
業
家
・
担
い
手
は
、
地
域
内
外
か

ら
本
気
で
や
る
気
の
あ
る
人
を
募
る
。

⑶
高
度
な
知
識
と
技
を
身
に
つ
け
る
。

⑷�

生
産
・
加
工
・
流
通
・
販
売
な
ど
、
付

加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
学
び
実

践
す
る
。

⑸�

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、

▶
第
１
回
起
業
コ
ン
テ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
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町
の
歴
史
・
文
化
等
を
継
承
し
事
業

を
創
出
す
る
。

こ
れ
ら
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、
具

体
的
な
事
業
推
進
の
手
法
と
し
て
、「
専
科
」・

「
研
修
科
」・「
普
及
科
」
の
３
つ
の
「
科
」

を
設
定
し
て
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　○
各
科
の
概
要

⑴
専
科

�　

専
科
は
、
美
郷
町
内
で
の
起
業
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま

す
。

�　

こ
の
起
業
に
あ
た
っ
て
は
、
早
急
な

取
り
組
み
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
第
１

段
階
と
し
て
、
地
域
の
課
題
解
決
や
資

源
活
用
な
ど
に
主
眼
を
置
い
た
、
美
郷

町
内
で
の
起
業
を
目
的
と
し
て
、
平
成

24
年
４
月
に
「
第
１
回
起
業
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

�　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
①
地
域
課
題
解
決
、

②
地
域
資
源
活
用
、
③
経
営
革
新
の
３

部
門
に
よ
り
実
施
し
、
入
賞
者
に
は
賞

金
１
０
０
万
円
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、

起
業
に
向
け
て
の
支
援
（
実
現
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
・
プ
ラ
ン
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
・
起
業
資
金
支
援
助
成
（
上
限

１
千
万
円
）
を
行
い
ま
す
。

�　

条
件
と
し
ま
し
て
は
、
美
郷
町
内
で

起
業
す
る
こ
と
、
美
郷
町
に
定
住
す
る

こ
と
。
ま
た
、
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
研
修

生
及
び
美
郷
町
の
住
民
を
優
先
的
に
雇

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

�　

４
月
に
行
っ
た
第
１
回
起
業
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
平
成
24
年
２
月
か
ら
募
集

を
開
始
し
、
26
件
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
５
件
を
選
定
し
、

公
開
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
次
の
３
件
が
入
賞
を
し
、
す

で
に
起
業
を
さ
れ
た
も
の
も
含
め
、
年

度
内
に
す
べ
て
起
業
を
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

３
件
の
入
賞
プ
ラ
ン

①�

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
栽
培
で
若
者
定
住
・

法
人
型
担
い
手
育
成
モ
デ
ル
を
目
指

し
て　

②�

休
耕
地
を
活
用
し
た
薬
用
植
物
栽
培

の
６
次
産
業
化

③�

配
食
サ
ー
ビ
ス
か
ら
始
ま
る
付
加

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

⑵
研
修
科

�　

研
修
科
は
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地

域
資
源
の
有
効
活
用
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
町
が
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
た
次

の
６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
沿
っ
た
事

業
プ
ラ
ン
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
書

類
審
査
・
面
接
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

審
査
を
行
い
ま
す
。

①
温
泉
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
薬
草
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
長
寿
社
会
に
生
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

④
産
品
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑤
交
流
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑥
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�　

入
賞
者
は
、
町
で
用
意
す
る
研
修
先

で
１
年
程
度
の
研
修
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
の
間
は
生
活
支
援
費
と
し

て
月
12
万
円
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

�　

研
修
終
了
後
に
、
再
度
プ
ラ
ン
を
提

出
（
卒
業
試
験
的
な
位
置
づ
け
）
し
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
し
ま
す
と
、
専
科
と
同
じ
よ

う
に
、
起
業
資
金
の
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

�　

な
お
、
研
修
生
の
受
け
入
れ
先
に
は
、

月
10
万
円
の
指
導
料
を
お
支
払
い
し
ま

す
。

▶

�

第
１
回
起
業
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会
の
様
子

▶�

起
業
さ
れ
た（
株
）ヘ
ル
シ
ー
ぷ
ら
す
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⑶
普
及
科

�　

普
及
科
は
、
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
オ
ー
プ
ン
参
加
型
講
座
で
、

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
的
な
も
の
と
し

て
、
全
体
の
底
上
げ
的
な
位
置
づ
け
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
科
・
研
修
科

の
入
り
口
と
し
て
も
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

�　

平
成
24
年
度
は
、
次
の
５
つ
の
コ
ー

ス
を
設
定
し
、
起
業
・
就
業
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
文
化
・
伝
統
・
技
な
ど
の

伝
承
者
の
育
成
な
ど
に
も
力
を
い
れ
て

い
き
ま
す
。

①�

銀
の
道
学
習
コ
ー
ス

②�

薬
草
・
健
康
コ
ー
ス

③�

ミ
ツ
バ
チ
普
及
コ
ー
ス

④
食
品
加
工
コ
ー
ス

⑤
観
光
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ス

�　

受
講
対
象
者
は
、
町
内
外
・
年
齢
・

性
別
を
問
い
ま
せ
ん
し
、
受
講
料
も
無

料
と
し
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、
実
習
の

た
め
の
材
料
費
等
は
負
担
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

�　

ま
た
、
各
コ
ー
ス
の
受
講
定
員
は
20

名
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
普
及
科
の
開
始
に
合
わ
せ
て
、
平

成
24
年
９
月
30
日
（
日
）
に
は
「
み
さ
と
カ

レ
ッ
ジ
開
校
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
挙
行
い
た
し

ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ

の
趣
旨
や
コ
ン
セ
プ
ト
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
な
ど
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
石
見
銀
山
資

料
館
の
仲
野
館
長
に
よ
る
開
校
記
念
講
演
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
は
「
専

科
」「
研
修
科
」「
普
及
科
」
の
３
つ
の
柱
で

進
め
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
単
に
起
業
の
た

め
の
補
助
金
を
出
す
。
人
を
集
め
て
講
座
を

行
う
。
と
い
う
こ
と
で
は
、
ま
っ
た
く
特
徴

の
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
の
特
徴
は
、「
専
科
」

「
研
修
科
」
で
は
、
よ
り
良
い
起
業
を
す
る

た
め
に
、
プ
ラ
ン
の
段
階
か
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
の
支
援
を
行
い
、
起
業
後
も
フ
ォ

ロ
ー
を
し
て
い
く
体
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。

「
普
及
科
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
単
に
講

座
を
聞
い
て
「
よ
か
っ
た
よ
か
っ
た
」
で
終

わ
る
こ
と
な
く
、
実
践
を
通
じ
て
、
確
実
に

形
に
な
る
も
の
と
し
て
い
く
こ
と
や
、
底
辺

を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
指
導
や
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
で
き
る
人
材
も
育
成
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。

こ
の
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
は
、
人
と
産
業

の
活
力
創
造
シ
ス
テ
ム
と
し
て
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
ば
か
り
で
す
。

今
後
は
一
層
、
地
域
産
業
と
地
域
の
活

力
が
活
性
化
す
る
よ
う
、
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ

の
仕
組
み
も
含
め
て
確
立
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

美
郷
町
長　

沖
野　

健

（
平
成
24
年
10
月
22
日
付
第
２
８
１
７
号
）

▶

��

研
修
生
募
集
ポ
ス
タ
ー

▶
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ　

プ
レ
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様
子
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愛
南
町
の
概
要

愛
南
町
は
、
平
成
16
年
10
月
に
、
5
つ

の
町
村
（
内
海
村
、
御
荘
町
、
城
辺
町
、
一

本
松
町
、
西
海
町
）
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。

四
国
の
西
南
地
域
、
愛
媛
県
の
最
南
端

に
位
置
し
、南
は
太
平
洋
を
臨
み
、西
は
豊
後

水
道
に
面
し
て
い
る
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

農
山
漁
村
で
人
口
約
2
万
5
千
人
の
町
で
す
。

「
愛
南
町
」
と
い
う
町
名
に
は
、
愛
媛
県

の
最
南
端
に
あ
り
、
町
民
が
こ
の
町
を
愛
し
、

地
域
や
人
を
愛
し
て
皆
が
仲
良
く
助
け
合
っ

て
、
元
気
な
町
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
愛
媛
県
」、「
愛
南
町
」
と
愛
い
っ
ぱ
い

の
町
で
す
。

愛
南
町
の
基
幹
産
業
は
農
林
漁
業
で
、
特

に
水
産
業
は
、
巻
き
網
、
カ
ツ
オ
一
本
釣
り

漁
業
を
は
じ
め
と
す
る
漁
船
漁
業
と
、
マ
ダ

イ
や
ブ
リ
類
、
真
珠
、
真
珠
母
貝
、
カ
キ
、

ヒ
ジ
キ
な
ど
の
海
面
養
殖
業
な
ど
、
多
種
多

様
な
漁
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、「
日
本
の
漁

業
の
縮
図　

愛
南
町
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ツ
オ
の
水
揚
げ
量
は
本
町
深
浦
漁
港

が
四
国
一
の
漁
港
で
あ
り
、
養
殖
生
産
量
は

年
間
約
2
万
ト
ン
に
達
し
、
全
国
市
町
村
別

で
マ
ダ
イ
が
2
位
、
カ
ン
パ
チ
が
5
位
、
ブ

リ
が
8
位
と
日
本
で
も
有
数
の
水
産
業
が
盛

ん
な
町
で
す
。

愛
南
町
の
水
産
業
も
、
他
の
産
地
と
同

様
に
、
長
引
く
不
況
で
消
費
減
退
に
よ
る
魚

価
低
迷
、
燃
料
・
養
殖
餌
料
の
高
騰
、
後
継

者
不
足
・
高
齢
化
に
よ
る
就
業
者
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
非
常
に
厳
し
い
漁
業
経
営
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
南
町
で
は
、
昭
和
57
年
に
は
約

４
０
０
億
円
あ
っ
た
生
産
額
が
、
平
成
21
年

に
は
２
６
０
億
円
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
就
労
機
会
が
減
少
し
、
地
域
経

済
も
衰
退
し
、
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
愛
南
町
の
重
要
産
業

で
あ
る
水
産
業
を
振
興
す
る
た
め
に
行
っ
て

い
る
愛
南
町
の
取
組
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

次
世
代
に
水
産
業
を
伝
え
る
た
め
に

～
愛
南
町
の
水
産
振
興
～

愛媛県  愛
あ い

南
な ん

町
ち ょ う

愛南町

現 地 レ ポ ー ト

「なーしくん」

ご当地キャラクター

▲

「カツオの一本釣り」水揚量は四国一
農林水産業振興、地域産業育成、

起業・就業促進　関連施策
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愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
設
置
事
業

愛
南
町
誕
生
直
後
に
、
町
内
に
あ
っ
た

大
手
企
業
の
製
造
工
場
が
撤
退
し
、
約

６
０
０
人
の
雇
用
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
新
た

な
企
業
誘
致
を
進
め
ま
し
た
が
、
鉄
道
も
高

速
道
路
も
な
く
、
空
港
ま
で
2
時
間
半
を
要

し
、「
陸
の
孤
島
」
と
呼
ば
れ
る
立
地
条
件

で
は
な
か
な
か
厳
し
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
一
次
産
業

の
活
性
化
を
図
る
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、“「
企
業
誘
致
」

か
ら
「
人
材
誘
致
」
へ
”
す
な
わ
ち
、
人
材

を
誘
致
、
育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
連
企

業
の
集
積
を
図
ろ
う
と
い
う
取
組
で
、
平
成

20
年
4
月
に
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
を
誘
致
し
ま
し
た
。

研
究
施
設
は
、
町
村
合
併
に
よ
り
使
用

し
な
く
な
っ
た
旧
西
海
町
庁
舎
（
現
愛
南
町

西
海
支
所
）
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
事
業
は
総
務
省
の
平

成
21
年
度
市
町
村
活
性
化
新
規
施
策
１
０
０

事
例
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
愛
南
町
に
常
在
し
て
い
る
同
セ

ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
教
員
11
名
（
内
臨

時
7
名
）、
事
務
員
4
名
（
内
臨
時
3
名
）、

学
生
研
究
員
21
名
、
研
究
助
手
9
名
の
45
名

で
す
。
こ
の
内
8
名
が
地
元
か
ら
の
雇
用
で

雇
用
の
受
け
皿
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
水
産
現
場
に
近
い
と
い
う

利
点
を
生
か
し
、
生
命
科
学
部
門
、
環
境
科

学
部
門
、
社
会
科
学
部
門
の
3
つ
の
研
究
部

門
が
、
漁
業
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
現

場
に
則
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
行
っ
て
お

り
、
成
果
も
挙
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
究
だ
け
で
は
な
く
職
員
、
学

生
が
地
域
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、

継
続
が
厳
し
く
な
っ
て
い
た
地
区
の
秋
祭
り

を
盛
り
上
げ
る
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
に
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

愛
南
型
食
育
を
基
盤
と
し
た

地
域
づ
く
り
事
業

こ
の
事
業
も
、
市
町
村
活
性
化
施
策

１
０
０
事
例
（
平
成
22
年
度
）
に
紹
介
さ
れ

た
事
業
で
、“
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
”
が
核
と

な
っ
て
い
ま
す
。

愛
南
町
に
お
け
る
“
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
”

は
、
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
魚
食
普

及
と
、
近
年
、
重
視
さ
れ
て
い
る
食
育
推
進

の
統
合
を
前
提
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
総
合

的
な
水
産
版
食
育
で
す
。
具
体
的
に
は
、
従

来
の
魚
離
れ
対
策
と
し
て
の
表
記
の「
魚
食
」

で
は
な
く
、
ひ
ら
が
な
表
記
す
る
こ
と
で
、

多
様
な
意
味
を
持
た
せ
、
魚
の
生
産
か
ら
消

費
・
文
化
ま
で
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
し
て

捉
え
、
幅
広
い
意
味
を
持
た
せ
た
も
の
で
す
。

７
つ
の
“
ぎ
ょ
し
ょ
く
”
と
し
て
、

①
「
魚
触
」：
魚
に
触
れ
る
体
験
学
習

②
「
魚
色
」：�

魚
の
種
類
や
栄
養
な
ど
特

色
を
知
る
学
習

③
「
魚
職
」：
と
る
漁
業
を
知
る
学
習

④
「
魚
殖
」：
育
て
る
漁
業
を
知
る
学
習

⑤
「
魚
飾
」：
魚
文
化
の
学
習

⑥
「
魚
植
」：�

魚
を
め
ぐ
る
環
境
を
知
る

学
習

⑦
「
魚
食
」：
魚
の
味
を
知
る
学
習

が
あ
り
、
た
だ
単
に
魚
を
調
理
し
て
試
食

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
魚
に
ま
つ
わ
る
諸

事
象
を
細
か
く
体
系
的
に
学
習
し
、
水
産

物
と
地
域
を
理
解
す
る
教
育
で
す
。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
愛
媛
大
学
南
予

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
若
林
教
授
ら
が
提
唱

し
た
も
の
で
、
愛
南
町
は
、
当
初
か
ら

「“
ぎ
ょ
し
ょ
く
”教
育
発
祥
の
地
愛
南
町
」

と
い
う
標
榜
の
も
と
に
多
角
的
に
実
践
し
て

き
ま
し
た
。
現
在
、
町
内
の
各
保
育
所
、
幼

稚
園
、小
学
校
、中
学
校
で
は
、義
務
“
ぎ
ょ

し
ょ
く
”
教
育
と
し
て
町
水
産
課
職
員
、
漁

協
職
員
、
漁
業
者
が
“
ぎ
ょ
し
ょ
く
”
教
育

の
授
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平

成
20
年
度
以
降
は
、
町
内
の
み
で
は
な
く
、

町
外
か
ら
の
“
ぎ
ょ
し
ょ
く
”
教
育
授
業
の

依
頼
が
増
加
し
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
、
東

京
都
と
“
ぎ
ょ
し
ょ
く
”
普
及
交
流
事
業
を

行
っ
て
お
り
、東
京
都
の
小
学
校
で
も“
ぎ
ょ

し
ょ
く
”
教
育
の
出
前
授
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
愛
南
町
の
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と▲東京都の小学校で行われた「ぎょしょく」出前授業

▲

平成20年４月に完成した愛媛大学南予水産研究センター

◀「
ぎ
ょ
し
ょ
く
」の
体
験
学
習

　
刺
し
網
漁
の
模
擬
体
験

◀
地
元
小
学
生
が
考
案
し
た

　「
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
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“
ぎ
ょ
し
ょ
く
”
普
及
推
進
の
た
め
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
も
誕

生
し
て
い
ま
す
。
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
地
元
の
小
学
生
が
考
案
し
、
高

校
生
が
イ
ラ
ス
ト
化
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
カ
ツ
オ
ブ
ル
ー
、
タ
イ
レ
ッ
ド
、

ブ
リ
グ
リ
ー
ン
、
カ
キ
ア
イ
ボ
リ
ー
、
ヒ
オ

ウ
ギ
パ
ー
プ
ル
、
ヒ
ジ
キ
ブ
ラ
ッ
ク
、
ア
コ

ヤ
ピ
ン
ク
の
7
人
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
教
育
的
な
効
果
だ
け
で
は
な

く
、“
ぎ
ょ
し
ょ
く
”
教
育
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
愛
南
町
の
水
産
物
が
学
校
給
食

に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
経
済
的
な
効

果
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
内
に
お
い
て
は
、
地

域
の
魚
・
水
産
業
を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
社
会
や
文
化
を
問
い
直
す
こ

と
が
で
き
、
地
域
の
良

さ
を
再
認
識
し
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
を
図

り
、
地
域
外
に
対
し
て

は
、
水
産
業
界
関
係
者

は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
の

地
方
自
治
体
、
小
学
校

を
は
じ
め
と
す
る
教
育

機
関
、
さ
ら
に
は
、
一

般
消
費
者
に
向
け
た

“
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
”

を
通
じ
た
情
報
発
信
を

す
る
こ
と
が
愛
南
町
の

水
産
業
振
興
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
次
世
代
型

水
産
業
の
確
立
と
普
及
促
進
事
業

他
の
産
業
に
比
べ
、
水
産
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
の
利
活
用
の
取
組
は
非

常
に
遅
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
漁

業
者
や
漁
業
協
同
組
合
、
行
政
、
大
学
な
ど

関
係
団
体
の
間
で
、
必
要
な
水
産
情
報
を
共

有
化
し
、
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
活
発
化
す
れ
ば
、
水
産
に
関
す
る
業
務
の

大
幅
な
改
善
と
効
率
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
愛
南
町
で
は
、
平
成
22
年
度
に

総
務
省
の
情
報
通
信
技
術
人
材
育
成
活
用
事

業
交
付
金
を
受
け
、
水
産
業
の
課
題
を
解
決

す
る
一
助
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、

持
続
的
な
漁
業
生
産
が
行
え
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
内
容
は
、「
水
域
情
報
可
視
化

シ
ス
テ
ム
」、「
魚
健
康
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
」、

「
水
産
業
普
及
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」

の
3
シ
ス
テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
愛
南
町

次
世
代
型
水
産
業
振
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

構
築
及
び
普
及
促
進
で
す
。

ま
ず
1
つ
目
の
「
水
域
情
報
可
視
化
シ

ス
テ
ム
」
は
、
漁
業
者
が
水
質
情
報
、
赤
潮

情
報
な
ど
の
環
境
情
報
を
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
確
認
で
き
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

漁
業
を
行
う
上
で
、

環
境
情
報
は
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
、
大
学
、

町
、
漁
協
が
そ
れ
ぞ

れ
調
査
・
測
定
を
行

い
、
漁
業
者
に
は
紙

媒
体
で
連
絡
し
、
管

理
も
測
定
機
関
毎
に

管
理
す
る
と
い
う
状

況
で
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
漁
業
者
へ
多

く
の
情
報
を
い
ち
早

く
伝
達
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、
関
係
者
間
の

情
報
共
有
が
図
れ
、

管
理
、
解
析
も
容
易

に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
『
魚
健
康
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
』
に

つ
い
て
で
す
が
、
魚
病
と
い
う
と
あ
ま
り
良

い
響
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
魚
も
当
然
人

間
と
同
じ
よ
う
に
病
気
に
な
り
ま
す
。

愛
南
町
で
の
魚
病
に
よ
る
被
害
は
年
間

5
億
円
程
度
あ
り
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
魚
類
養
殖
業
の
振
興
を

図
る
た
め
平
成
18
年
度
か
ら
魚
病
診
断
室
を

設
置
し
、
町
、
漁
協
職
員
が
魚
の
診
断
を
行

い
、
死
因
を
究
明
し
、
適
切
な
管
理
や
処
置

及
び
予
防
の
指
導
や
出
荷
魚
の
検
査
な
ど
を

◀「
ぎ
ょ
し
ょ
く
」の
体
験
学
習

　
刺
し
網
漁
の
模
擬
体
験

◀
地
元
小
学
生
が
考
案
し
た

　「
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

▲ �「水域情報可視システム」
　 水質情報などの環境情報をウェブ上で確認できる。



113

農林水産業振興、地域産業育成、起業・就業促進　関連施策

行
っ
て
い
ま
す
。
年
間
約
１
５
、０
０
０
尾

の
診
断
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
診
断
情
報
は

症
状
や
遺
伝
子
検
査
な
ど
膨
大
な
デ
ー
タ
と

な
る
た
め
、
一
部
の
情
報
し
か
管
理
で
き
て

い
な
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
、
魚
病
診
断
の
現
場
に
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

漁
業
者
へ
の
診
断
情
報
の
提
供
、
デ
ー
タ
の

管
理
、
解
析
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
「
水
産
業
普
及
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
」
で
す
が
、
こ
れ
は
、
漁
業
後
継

者
な
ど
の
人
材
育
成
や
愛
南
町
の
水
産
業
や

“
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
”
の
情
報
発
信
の
た
め

の「
ピ
ア
ザ
愛
南
ぎ
ょ
し
ょ
く
」と
い
う
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
す
。

こ
こ
に
は
、
愛
南
町
の
水
産
業
、“
ぎ
ょ

し
ょ
く
教
育
”
情
報
や
愛
媛
大
学
南
予
水
産

研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

中
で
も
力
を
入
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
、

「
ぎ
ょ
し
ょ
く
学
校
」で
す
。こ
れ
は
、小
学
生

向
け
に
作
成
し
た
“
ぎ
ょ
し
ょ
く
”
ク
イ
ズ

で
入
学
式
か
ら
始
ま
り
、7
つ
の“
ぎ
ょ
し
ょ

く
”
に
つ
い
て
勉
強
し
て
、「
愛
南
ぎ
ょ
し
ょ

く
キ
ッ
ズ
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
証
」
を
取
得
し

卒
業
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
イ
ズ
の
問
題
は
愛
媛
大
学
南
予
水
産

研
究
セ
ン
タ
ー
の
学
生
、
教
員
、
愛
南
町
の

小
学
校
教
諭
、
町
職
員
が
協
力
し
て
作
成
し
、

解
説
に
は
、
地
元
の
漁
業
関
係
者
、
愛
媛
大

学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
教
諭
、
漁
協

職
員
な
ど
が
出
演
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
に
沿
っ
た
問
題
も
あ
り
、
楽
し

く
学
習
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
「
水
域
情
報
可
視
化
シ
ス

テ
ム
」、「
魚
健
康
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
」
に
よ

り
、
情
報
共
有
と
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
科
学

的
根
拠
に
基
づ
い
た
水
産
業
の
推
進
を
図
り
、

一
方
で
は
「
水
産
業
普
及
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
り
人
材
育
成
や
愛
南
町
の
水

産
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
総
合
的
に
、
か

つ
、
戦
略
的
に
利
活
用
す
る
こ
と
で
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
よ
る
戦
略
的
な
地
域
水
産
業
を
実
現
し
、

次
世
代
に
つ
な
げ
る
愛
南
町
の
水
産
業
の
振

興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

愛
南
町
で
は
今
回
紹
介
し
た
事
業
を
は

じ
め
、
水
産
業
関
係
者
が
集
ま
り
水
産
振
興

の
方
向
を
決
定
す
る
懇
話
会
や
研
究
成
果
の

発
表
な
ど
を
行
う
水
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

な
ど
、
水
産
業
振
興
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
試
験
研
究
か
ら
生
産
、
加
工
、

販
売
ま
で
産
官
学
民
が
一
体
と
な
っ
た
愛
南

型
水
産
業
モ
デ
ル
づ
く
り
を
進
め
、
水
産
業

の
振
興
、
ひ
い
て
は
愛
南
町
全
体
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

愛
南
町
長　

清
水　

雅
文

（
平
成
25
年
4
月
22
日
付
第
2
8
3
8
号
）

▼魚病診断を行う様子

▲魚健康カルテシステム

▲ �「ぎょしょく」教育の情報発信のためのホームページ
　「ピアザ愛南ぎょしょく」



114　町村の施策事例集Ⅳ

西
日
本
で
生
産
さ
れ
た
お
米
が
日
本
一
に

「
土
佐
天
空
の
郷
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
と

地
域
活
性
化

本
山
町
の
概
要

本
山
町
は
、
高
知
県
の
中
央
北
部
、
四

国
山
脈
の
中
央
部
に
位
置
す
る
人
口
３
、

９
１
６
人
（
平
成
24
年
３
月
末
現
在
）
の
町

で
す
。
面
積
の
約
91
％
を
森
林
が
占
め
、
町

の
東
西
に
日
本
三
大
暴
れ
川
・
吉
野
川
が
流

れ
、
上
流
に
は
「
四
国
の
い
の
ち
」
早
明
浦

ダ
ム
、
南
岸
地
域
に
広
が
る
棚
田
、
吉
野
川

支
流
の
清
流
汗
見
川
を
は
じ
め
、
自
然
豊
か

で
風
光
明
媚
な
特
徴
の
あ
る
地
域
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

本
山
町
の
歴
史

町
の
歴
史
は
古
く
約
８
千
年
以
上
前
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
西
日
本
屈
指
の
縄
文
遺

跡
で
あ
る
「
松
ノ
木
遺
跡
」
が
あ
り
、
発
掘

さ
れ
た
遺
跡
か
ら
、
こ
の
地
で
の
米
づ
く
り

は
、
弥
生
時
代
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
山
町
は
早
く
か
ら
歴
史
の
舞

台
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
戦
国
時
代
、
土
佐

七
人
衆
と
う
た
わ
れ
た
豪
族
の
一
人
・
本
山

氏
が
こ
の
地
に
本
山
城
を
築
き
、
支
配
の
拠

点
と
し
ま
す
。
四
方
を
囲
む
山
地
が
自
然
の

要
害
と
な
る
こ
の
地
は
、
築
城
に
格
好
の
場

所
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
後
長
宗
我

部
氏
に
破
れ
、
配
下
に
置
か
れ
ま
す
。

山
内
一
豊
が
土
佐
に
入
国
し
て
か
ら
の

藩
政
時
代
に
は
、
野
中
兼
山
が
こ
の
地
を
支

配
。「
本
山
掟
」
と
呼
ば
れ
る
厳
し
い
訓
戒

が
存
在
し
た
と
も
言
わ
れ
る
一
方
、
兼
山
は

白
髪
山
か
ら
伐
採
し
た
木
材
を
吉
野
川
で
運

び
、
借
金
の
返
済
に
充
て
る
な
ど
敏
腕
を
振

る
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
本
山
町
は
、
剣

山
地
北
部
・
嶺
北
地
方
の
中
で
は
も
っ
と
も

早
く
か
ら
ひ
ら
け
た
土
地
で
あ
り
、
今
で
も

農
林
業
、
畜
産
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

土
佐
天
空
の
郷
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
現
在
ま
で
の
経
緯

四
国
山
系
の
中
央
に
位
置
す
る
高
峻
の

高知県  本
も と

山
や ま

町
ち ょ う

本山町

現 地 レ ポ ー ト

本山町町章

▲

心を和ます棚田風景「天空の郷」
農林水産業振興、地域産業育成、

起業・就業促進　関連施策
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地
「
本
山
町
」
で
、
長
い
年
月
を
か
け
切
り

開
か
れ
た
水
田
は
、
現
在
ま
で
農
業
文
化
と

と
も
に
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
９
割

は
棚
田
で
形
成
さ
れ
、
古
く
か
ら
変
わ
ら
な

い
の
ど
か
な
風
景
は
見
る
人
の
心
も
和
ま
せ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
不
整
形
な

棚
田
で
、
農
家
の
弛
ま
ぬ
努
力
と
お
米
作
り

に
適
し
た
環
境
に
育
ま
れ
、
美
味
し
く
品
質

の
高
い
お
米
が
生
産
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
本
町
の
お
米
が
初
め
て
最
高
の

評
価
を
受
け
た
の
が
、
ブ
ラ
ン
ド
米
「
土
佐

天
空
の
郷
」
と
し
て
出
品
さ
れ
た
お
米
日
本

一
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
０
（
全
国
36
都
道
府

県
・
３
９
７
点
）
で
し
た
。
東
北
を
始
め
東

日
本
の
産
地
が
上
位
を
占
め
る
中
、
土
佐
天

空
の
郷
が
日
本
一
と
な
る
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

西
日
本
初
の
快
挙
で
し
た
。
こ
の
受
賞
が
、

本
山
町
で
農
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
方
々
に
、

自
信
と
勇
気
を
与
え
、
そ
の
後
の
米
づ
く
り

や
地
域
の
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
原

動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
本
山
町
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化

　
推
進
協
議
会
の
発
足
と
取
り
組
み

平
成
20
年
２
月
に
設
置
さ
れ
た
本
山
町

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
（
農
家
・

県
・
町
・
商
工
会
・
農
業
公
社
）
で
は
、
町

を
知
っ
て
も
ら
い
、
特
産
品
を
全
国
に
売
り

出
し
て
い
く
足
掛
か
り
と
し
て
、
農
産
物
の

中
で
最
も
困
難
だ
と
言
わ
れ
る
お
米
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
着
手
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
町
内

外
の
親
子
に
参
加
し
て
も
ら
い
「
田
ん
ぼ
の

生
き
物
調
査
隊
」
を
開
催
し
、
多
種
多
様
な

生
態
系
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
安
全
安

心
な
お
米
づ
く
り
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
産
業
文
化
祭

で
は
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
長
野
県
産
ミ
ル

キ
ー
ク
イ
ー
ン
な
ど
有
名
産
地
と
本
山
町
産

米
の
食
べ
比
べ
を
実
施
し
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
本
山
町
産
が
美
味
し
い
と
答
え

た
方
が
最
も
多
く
、
生
産
者
の
自
信
に
も
繋

が
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
専
門
家
の
講
演
会
や
先
進

地
視
察
、
試
験
栽
培
な
ど
を
重
ね
、
つ
い
に

平
成
21
年
「
土
佐
天
空
の
郷
」
は
誕
生
し
ま

し
た
。
栽
培
面
で
は
、
生
産
者
全
員
に
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
義
務
付
け
、
環
境
保
全

型
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
土
壌

診
断
を
実
施
し
、
お
米
づ
く
り
に
適
し
た
土

づ
く
り
を
行
い
、
特
別
栽
培
米
の
基
準
（
科

学
合
成
農
薬
・
化
学
肥
料
当
地
比
５
割
減
）

で
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
高
知
県

▶
ブ
ラ
ン
ド
米「
土
佐
天
空
の
郷
」お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
０
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

▶
大
石
地
区
の
棚
田
風
景

▶

大
石
・
吉
延
地
区
の
棚
田
風
景
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の
特
色
を
活
か
し
た
室
戸
海
洋
深
層
水
濃
縮

ミ
ネ
ラ
ル
水
稲
栽
培
の
取
り
組
み
を
進
め
、

お
米
の
甘
み
を
向
上
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

品
質
に
お
い
て
も
、
食
味
分
析
機
に
よ

る
採
点
、
通
常
よ
り
大
粒
の
お
米
を
揃
え
る

米
選
機
、
着
色
粒
や
被
害
粒
を
取
り
除
く
色

彩
選
別
機
を
行
程
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
厳

し
い
基
準
で
高
品
質
な
も
の
へ
仕
上
げ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
加
盟
や
土
佐
天
空
の
郷
に
よ
っ
て
全
国

か
ら
注
目
を
集
め
る
中
、
お
米
な
ど
の
農
産

物
だ
け
で
な
く
棚
田
の
風
景
や
環
境
の
良
さ

を
十
分
に
消
費
者
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、
地
域
全

体
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
「
本
山
町
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い

ま
す
。

②
観
光
地
と
な
っ
た
棚
田

「
土
佐
天
空
の
郷
」
の
知
名
度
が
高
ま
り
、

棚
田
に
は
観
光
客
や
写
真
家
、
視
察
な
ど
多

く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
吉
延
地
区
・
大
石
地
区
の
棚

田
は
吉
野
川
の
支
流
、
樫
の
川
両
岸
に
奥
深

く
ま
で
広
が
り
、
棚
田
の
パ
ノ
ラ
マ
を
一
望

で
き
、「
こ
の
風
景
は
、
ま
さ
に
日
本
の
原

風
景
、
人
々
の
心
を
和
ま
せ
魅
了
す
る
」
と

絶
賛
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
耕
作
条
件
の
悪
さ
か
ら
農

家
の
頭
を
悩
ま
せ
て
き
た
棚
田
は
今
、
町
の

代
表
的
な
観
光
の
拠
点
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

協
議
会
で
は
、
高
品
質
米
の
生
産
に
取

り
組
む
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
と
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
国
か
ら
土
佐
天
空
の
郷
取
扱
店
を
招
い
た

産
地
見
学
ツ
ア
ー
や
水
田
の
果
た
す
役
割
や

そ
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
勉
強

会
な
ど
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
天
空
の
芸
術
祭
」
と
題
し
て
、

観
賞
用
稲
を
使
っ
た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
制
作
、

棚
田
の
一
画
を
会
場
に
し
た
棚
田
コ
ン
サ
ー

ト
開
催
な
ど
、
農
家
と
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ

い
で
心
に
残
る
棚
田
「
土
佐
天
空
の
郷
」
の

創
造
を
目
指
し
、
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま

す
。今

後
は
こ
の
よ
う
に
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
む
事
に
よ
り
棚
田
の
保
全
や
地
域

▶

美
し
い
棚
田
風
景

▶

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
制
作

▶

田
ん
ぼ
ア
ー
ト「
坂
本
龍
馬
」

▶

田
ん
ぼ
ア
ー
ト「
土
佐
天
空
の
郷
」
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活
性
化
に
繋
げ
、
様
々
な
分
野
へ
の
波
及
効

果
を
期
待
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
取
り
組
み
と
し
て
　
　

汗
見
川
の
清
流
保
全
と
交
流
体
験

町
の
北
部
に
位
置
す
る
汗
見
川
は
、
吉

野
川
に
合
流
し
て
お
り
ま
す
。
流
域
に
は
、

「
土
佐
の
名
水
40
選
」
が
二
ヶ
所
あ
り
、
ま

す
淵
、
お
釜
、
お
つ
げ
淵
な
ど
の
景
勝
地
や

川
に
ち
な
ん
だ
伝
説
・
昔
話
が
今
も
残
っ
て

い
ま
す
。

流
域
に
は
三
波
川
帯
の
地
層
で
、
中
で

も
高
知
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
藍

閃
石
に
包
ま
れ
た
枕
状
溶
岩
や
、
県
立
自
然

公
園
「
白
髪
山
」
に
あ
る
ヒ
ノ
キ
の
白
骨
林

な
ど
は
、
見
所
の
一
つ
で
す
。
年
間
を
通
じ

て
秋
の
紅
葉
、
春
の
川
岸
に
は
キ
シ
ツ
ツ
ジ
、

夏
に
は
流
域
で
の
キ
ャ
ン
プ
、
川
遊
び
な
ど
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
交
流
人
口
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

流
域
に
あ
る
６
地
域
で
は
、
こ
の
清
流

を
保
全
し
よ
う
と
昭
和
47
年
に
「
汗
見
川
を

美
し
く
す
る
会
」
を
設
立
。
毎
年
４
月
に
住

民
全
員
が
参
加
し
て
、
清
掃
や
桜
の
植
樹
、

道
路
沿
い
の
支
障
木
の
伐
採
、
草
刈
り
作
業

な
ど
環
境
保
全
や
景
観
保
全
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
交
流
体
験
事
業
に
も
取
り

組
み
、「
キ
シ
ツ
ツ
ジ
体
験
ツ
ア
ー
」
や
夏

場
に
は
、「
高
知
・
本
山
汗
見
川
清
流
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

平
成
20
年
か
ら
は
、
廃
校
と
な
っ
た
学
校
施

設
を
宿
泊
施
設
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
団

体
が
主
体
と
な
り
運
営
を
始
め
、
農
林
業
体

験
や
地
域
食
材
の
提
供
、
交
流
事
業
の
受
入

な
ど
も
進
め
て
い
ま
す
。

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
加
盟

平
成
23
年
10
月
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
の
臨
時
総
会
で
本
山
町
の
連
合
へ
の
加

盟
承
認
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
棚
田
景
観
と
特
別
栽
培
米
土

佐
天
空
の
郷
」
や
「
汗
見
川
流
域
の
景
観
と

環
境
保
全
、
自
然
や
施
設
な
ど
の
地
域
資
源

を
活
か
し
た
活
性
化
」
な
ど
を
高
く
評
価
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
町
内
の
豊
富
な
地
域
資
源
を

活
か
し
た
取
り
組
み
を
更
に
推
進
し
な
が
ら
、

美
し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
山
町　

政
策
企
画
課

（
平
成
24
年
9
月
3
日
付
第
２
8
1
2
号
）

▼
「汗見川清流館」廃校となった小学校を改修し宿泊施設として運営

▶
四
季
折
々
に
美
し
い
姿
を
魅
せ
る
汗
見
川
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み
な
か
み
町
の
概
要

み
な
か
み
町
は
平
成
17
年
10
月
1
日
に

月
夜
野
町
、
水
上
町
、
新
治
村
の
２
町
１
村

が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
群
馬
県
最
北

端
に
位
置
し
谷
川
連
峰
を
県
境
と
し
て
新
潟

県
と
接
し
て
い
ま
す
。
東
京
の
中
心
か
ら
直

線
距
離
で
１
５
０
㎞
で
あ
り
、
高
速
道
路
の

利
用
で
は
、
月
夜
野
IC
と
水
上
IC
の
２
つ
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
町
内
に
あ
る
こ
と
か

ら
約
２
時
間
で
到
着
し
ま
す
。
ま
た
新
幹
線

で
は
上
越
新
幹
線
の
上
毛
高
原
駅
が
あ
り
、

東
京
駅
か
ら
１
時
間
20
分
と
首
都
圏
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
に
大
変
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

谷
川
岳
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
山
岳
が

多
く
、
2
、
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ

た
町
の
中
央
を
利
根
川
の
清
流
が
流
れ
、
そ

の
周
辺
に
は
18
の
温
泉
郷
が
点
在
す
る
自
然

豊
か
な
町
で
す
。

町
の
面
積
は
約
７
８
０
㎢
で
あ
り
、
そ

の
９
割
は
林
野
で
約
７
０
、０
０
０ 

ha
に
お

よ
び
ま
す
。
こ
の
広
大
な
山
林
に
利
根
川
は

育
ま
れ
、
そ
の
貴
重
な
「
利
根
川
の
源
流
」

を
守
る
た
め
、
町
全
体
で
水
源
の
涵
養
や
保

全
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利

根
川
の
流
域
を
含
む
都
市
住
民
と
の
交
流
な

ど
を
通
じ
、
水
の
大
切
さ
と
水
源
地
の
魅
力

を
伝
え
る
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

森
を
育
み
清
流
を
守
る

5
つ
の
ダ
ム
（
矢
木
沢
、
奈
良
俣
、
須

田
貝
、
藤
原
、
相
俣
）
を
持
ち
首
都
圏
流
域

約
3
、
０
０
０
万
人
の
生
活
と
経
済
を
支
え

る
利
根
川
源
流
の
町
と
し
て
、
豊
か
な
自
然

を
守
り
育
て
る
べ
く
み
な
か
み
町
発
足
以
来

「
谷
川
連
峰
・
水
と
森
林
防
人
宣
言
」
や
「
環

境
力
宣
言
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
20

年
3
月
に
は
水
と
森
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
構

水
を
守
り
森
林
を
育
む
利
根
川
源
流
の
町

～
関
東
の
水
瓶
を
自
負
し
て
～

群馬県  みなかみ町
ま ち

みなかみ町

現 地 レ ポ ー ト

ご当地キャラクター

「おいでちゃん」

▲

町の中心を流れる利根川と雄大な谷川岳
自然・環境・衛生、新エネルギー　関連施策
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想
「
エ
コ
タ
ウ
ン
み
な
か
み
」
を
策
定
し
、

貴
重
な
地
域
資
源
の
活
用
と
保
全
、
交
流
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、平
成
20
年
10
月
に「
利

根
川
源
流
森
林
整
備
隊
」
を
組
織
化
し
ま
し

た
。整

備
隊
の
活
動
は
間
伐
前
の
準
備
作
業

と
な
る
刈
り
払
い
や
灌
木
類
の
伐
採
、
作
業

の
安
全
を
図
る
た
め
の
作
業
機
械
講
習
会
、

山
野
草
研
修
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
中
心
と
な
る
の
は
、
公
募
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
、
登
録
人
数
１
７
０
名
余
を
数

え
、
年
間
活
動
日
数
15
日
～
20
日
、
延
べ
参

加
者
数
約
４
０
０
人
が
活
動
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。

整
備
隊
に
よ
る
作
業
終
了
後
は
、
利
根

沼
田
森
林
組
合
や
素
材
生
産
組
合
等
林
業
の

専
門
家
が
間
伐
を
行
い
、
販
売
収
益
を
森
林

所
有
者
へ
還
元
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
構

築
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
連
携
に
よ
り

平
成
20
年
度
の
実
績
は
60 

ha
ほ
ど
で
し
た
が
、

そ
の
後
は
毎
年
１
０
０ 

ha
以
上
と
な
り
平
成

23
年
度
末
ま
で
に
累
計
３
７
５ 

ha
の
森
林
整

備
を
終
え
ま
し
た
。

今
後
は
、
共
有
地
や
大
規
模
森
林
所
有

者
を
中
心
と
し
た
活
動
か
ら
、
小
面
積
の
個

人
所
有
林
を
団
地
化
す
る
集
約
化
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
で
整
備
の
促
進
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

小
水
力
発
電
へ
の
取
り
組
み

利
根
川
最
上
流
に
位
置
す
る
町
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
水
力
と
落
差
を
利
用
し
て

昔
か
ら
水
力
発
電
所
が
多
く
立
地
し
て
お
り
、

首
都
圏
の
水
瓶
と
し
て
の
ダ
ム
に
も
多
く
の

発
電
所
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
か
所
の

揚
水
式
発
電
所
が
あ
り
そ
の
発
電
出
力
は

１
４
４
万
kw
あ
り
ま
す
が
発
電
力
と
し
て
そ

の
分
を
控
除
し
て
も
、
水
力
発
電
所
は
12
箇

所
が
町
内
に
あ
り
年
間
お
お
む
ね
10
億
kwh
が

発
電
さ
れ
て
お
り
、
町
内
の
推
計
消
費
量

９
億
kwh
に
比
べ
て
約
１
・
２
倍
で
使
用
量
か

ら
み
れ
ば
電
力
の
完
全
自
給
地
域
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▶
ピ
コ
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
谷
川
地
区
の
住
民

▶
設
置
さ
れ
た
小
水
力
発
電
機

◀
作
業
開
始
前
の
安
全
確
認
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

◀
隊
員
た
ち
に
よ
る
苅
払
い
作
業
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こ
の
よ
う
に
地
域
の
個
性
を
大
切
に
し
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

積
み
上
げ
て
ゆ
く
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
は

極
め
て
大
切
な
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
平
成

21
年
度
に
環
境
省
の
委
託
事
業
と
し
て
の

「
小
水
力
に
よ
る
市
民
共
同
発
電
実
現
可
能

性
調
査
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。こ
れ
を
き
っ

か
け
と
し
て
、谷
川
地
区
住
民
を
中
心
に「
谷

川
区
小
水
力
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
、「
虹

の
谷
ピ
コ
水
力tanigaw

a

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
町
と
地
域
住
民
に
よ
る
協
働
事
業
と

し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

群
馬
県
が
開
催
す
る
研
修
会
へ
の
参
加

や
実
績
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
勉
強
会
を
重
ね
、

流
量
調
査
か
ら
設
置
ま
で
地
域
の
方
の
手
作

り
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
２
月

に
完
成
し
、
現
在
は
春
秋
季
５
０
０
W
、
冬

夏
季
１
０
０
～
２
０
０
W
の
発
電
を
し
て
お

り
、
そ
の
電
力
は
発
電
所
付
近
の
外
灯
と
近

く
に
架
か
る
橋
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

飾
っ
て
い
ま
す
。　

こ
の
発
電
所
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、

地
域
住
民
の
方
た
ち
が
、
自
ら
考
え
行
動
し

設
置
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
小
水
力

発
電
に
対
し
当
初
な
に
も
興
味
の
無
か
っ
た

方
達
が
、
検
討
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
き
っ

か
け
に
興
味
を
覚
え
、
１
か
ら
勉
強
し
設
置

運
営
し
て
い
る
点
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町

と
し
て
今
後
は
、
２
か
所
の
ピ
コ
発
電
の
設

置
と
小
水
力
発
電
所
の
検
討
を
促
進
し
て
ゆ

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
振
興

条
例
の
策
定

み
な
か
み
町
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
が
始
ま
っ
た
の
は
、

今
か
ら
お
よ
そ
20
年
前
、

利
根
川
を
ゴ
ム
ボ
ー
ト

で
下
る
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

が
先
駆
け
で
し
た
。
利

根
川
の
源
流
に
は
矢
木

沢
、
奈
良
俣
、
藤
原
な

ど
の
ダ
ム
湖
が
あ
り
、

雪
解
け
の
水
が
４
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
ダ
ム

湖
か
ら
放
流
さ
れ
、
大

量
の
水
が
勢
い
よ
く
流

れ
ま
す
。
水
温
は
低
い

も
の
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

に
と
っ
て
は
絶
好
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
外
国
で
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
の
技
術
を
習
得
し
た
若
者
が
み
な

か
み
町
で
始
め
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
ま
た
、

別
の
背
景
と
し
て
は
日
本
カ
ヌ
ー
連
盟
が
平

成
20
年
ま
で
32
回
に
わ
た
り
全
日
本
カ
ヌ
ー

ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
。
同
じ
よ
う
に
大
学
生
が
主
体
と
な
っ
て

利
根
川
を
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
下
る
「
日
本
リ

バ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
平
成
25
年
で
第
37
回
目
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
利
根
川
の
急
流
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
と
人
材
の
定
着
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。
今
で
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
行

う
事
業
者
は
14
事
業
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

河
川
環
境
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
、
５
～
６
年
前
く
ら
い
か
ら
利
根
川
の
支

流
の
川
を
使
っ
た
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
や
シ
ャ

ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
ダ
ム
湖
を
生
か
し
た

▶
日
本
で
唯
一
の
ブ
リ
ッ
ジ
バ
ン
ジ
ー
は
高
さ
40
m

▶
谷
川
連
峰
の
雪
解
け
水
が
流
れ
込
む
利
根
川
で
豊
か
な
流

れ
を
楽
し
む
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
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レ
イ
ク
カ
ヌ
ー
が
行
わ
れ
る
ほ
か
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
や
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
、
冬
に
は
ス

キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
ほ
か
に
も
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

河
川
の
利
用
に
関
し
て
は
基
本
的
に
自

由
使
用
で
す
が
、
来
町
者
に
安
心
し
て
体
験

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
安
全
確
保
の
た
め
の

ル
ー
ル
づ
く
り
を
行
っ
て
安
全
レ
ベ
ル
の
向

上
を
目
指
そ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
ま
し

た
。平

成
22
年
に
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の

先
進
地
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク

イ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
へ
町
、
議
会
、
事
業
関
係

者
の
有
志
に
よ
る
視
察
研
修
を
行
い
、
み
な

か
み
町
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
目
指
す

べ
き
方
向
と
安
全
基
準
の
早
期
確
立
の
必
要

性
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

現
在
、
前
述
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を

含
め
る
と
31
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
が
展
開
さ
れ
、
30
を
超
え
る
事
業

者
に
よ
り
「
一
般
社
団
法
人
ア
ウ
ト
ド
ア
連

合
会
」
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
研
究
が
進
み
、
議
会
議
員
と
ア
ウ

ト
ド
ア
連
合
会
が
意
見
交
換
す
る
中
か
ら
平

成
24
年
の
９
月
に
は
み
な
か
み
町
議
会
定
例

会
で
議
会
提
案
と
い
う
形
で
「
み
な
か
み
町

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
振
興
条
例
」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
の
目
的
は
、
ア
ウ

ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
安
全
性
を
確
保
し
、
安

心
し
て
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
自
然
環
境
の
保
護
及
び
保
全
に
も

配
慮
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
25
年
４
月
１
日
に
条
例
を
施
行
し
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
い

る
組
合
が
運
用
し
て
い
た
そ
れ
ぞ

れ
の
運
行
規
定
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

関
連
す
る
規
則
や
規
程
な
ど
も
整

備
致
し
ま
し
た
。

現
在
み
な
か
み
町
で
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
さ
れ
て
い

る
人
数
は
13
万
人
と
も
15
万
人
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
条
例
の
効
果

的
活
用
に
よ
っ
て
さ
ら
に
安
全
で

質
の
高
い
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

を
実
現
し
、
日
本
に
お
け
る
第
一

級
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ

ン
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

み
な
か
み
町
長　

岸　

良
昌

（
平
成
25
年
２
月
11
日
付
第
2
8
2
9
号
）

▶
な
ら
ま
た
湖
で
探
検
気
分
を
味
わ
う
レ
イ
ク
カ
ヌ
ー

▶
自
然
の
滝
や
沢
を
滑
り
台
の
よ
う
に
滑
り
、滝
壺
め
が
け
て
飛
び
込
み
、渓
谷
を
下
る
リ
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
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東
京
か
ら
一
番
近
く
て
大
き
な
島

伊
豆
・
小
笠
原
諸
島
（
9
町
村
・
11
有

人
島
）
に
属
す
る
大
島
町
は
、
古
く
か
ら
伊

豆
大
島
の
名
で
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
の
噴
火
・
全

島
民
避
難
、
火
山
島
故
に
幾
多
の
自
然
の
営

み
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
一
方
で
か
け
が
え

の
な
い
豊
か
な
環
境
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

か
つ
て
縄
文
人
が
島
を
拓
い
て
以
来
、
先
人

達
は
知
恵
と
勇
気
を
も
っ
て
困
難
を
乗
り
越

え
、
悠
久
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
の
で
す
。

首
都
圏
か
ら
伊
豆
半
島
に
一
番
近
い
火

山
島
で
あ
り
、高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船
は
東
京（
竹

芝
）
間
を
1
時
間
45
分
、
熱
海
間
を
た
っ
た

45
分
で
結
ぶ
な
ど
、
本
土
と
の
交
通
は
他
島

に
比
べ
て
大
変
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
名
の
通
り
伊
豆
諸
島
で
一
番
大
き

な
島
で
も
あ
り
、
周
囲
約
52
㎞
、
島
を
一
周

す
る
道
路
（
都
道
）
は
約
45
㎞
、
ち
ょ
う
ど

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
並
み
で
す
。
面
積
は
約
91
㎢
、

山
手
線
内
の
1
・
5
倍
程
の
広
さ
で
す
。島
の

ほ
ぼ
真
ん
中
に
約
10
㎢
の
カ
ル
デ
ラ
が
あ
り
、

そ
の
中
に
標
高
７
５
８
ｍ
の
中
央
火
口
丘
＝

三
原
山
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
東
側
の
一
部

に
断
崖
地
形
が
続
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の

沿
岸
や
平
地
に
集
落
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
に
、
旧
六
ヶ

村
が
合
併
し
大
島
町
が
誕
生
、２
０
１
５（
平

成
27
）
年
に
は
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

観
光
の
衰
退
・
過
疎
化
か
ら　
　
　

プ
ラ
ス
１
へ

戦
前
・
戦
後
を
通
じ
観
光
地
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
大
島
町
は
、
高
度
成

長
と
離
島
ブ
ー
ム
に
乗
り
、
１
９
７
３
（
昭

和
48
）
年
に
そ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

島
の
価
値
・
魅
力
の
再
発
見
と

新
た
な
観
光
地
づ
く
り
へ
の
胎
動

～
伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク
と
観
光
特
派
員
の
と
り
く
み
～

東京都  大
お お

島
し ま

町
ま ち

大島町

現 地 レ ポ ー ト

▲

伊豆大島（航空写真）
自然・環境・衛生、新エネルギー　関連施策
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こ
の
年
の
来
島
者
数
（
来
島
者
と
は
海

空
路
の
交
通
機
関
利
用
者
、
離
島
故
に
正
確

な
数
で
あ
る
が
島
民
も
含
ま
れ
て
い
る
。
実

際
の
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
客
数
は
約
7
割

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。）
は
83
万
人
台
で
し

た
が
、
そ
の
後
は
バ
ブ
ル
期
の
一
定
の
増
加

を
除
き
減
少
を
続
け
、
３
･
11
東
日
本
大
震

災
の
あ
っ
た
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
に
は
、

１
９
５
０
年
代
以
来
初
め
て
20
万
人
を
切
り

ま
し
た
。

人
口
も
減
り
続
け
、
１
９
５
２
（
昭
和

27
）
年
に
は
約
１
３
、０
０
０
人
を
数
え
て

い
ま
し
た
が
来
島
者
数
と
同
様
、
一
時
期
上

昇
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
今
は
8
、
４
３
３

人
（
平
成
25
年
1
月
1
日
現
在
）
と
、
8
、

０
０
０
人
を
切
る
の
も
時
間
の
問
題
と
な
り
、

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に
は
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
も
と
で
大
島
町
は
、
町
政
を

貫
く
基
本
姿
勢
と
し
て“
三
つ
の
と
り
く
み
”

を
示
し
、
町
民
に
協
力
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

①
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
、
②
見
え
る
化
、
③
協
働

の
と
り
く
み　

で
す
。

そ
の
趣
旨
は
現
実
を
直
視
し
た
上
で
、
ま

ず
あ
ら
ゆ
る
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
一
人

一
歩
と
着
実
に
成
果
を
生
む
。
そ
の
成
果
は

も
と
よ
り
町
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
見
え
る

化
し
、
共
有
す
る
。
そ
の
為
に
お
互
い
に
汗

を
か
き
、
そ
の
協
働
の
中
で
夢
や
ビ
ジ
ョ
ン

を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。

先
に
来
島
者
数
が
20
万
人
を
下
回
る
と

い
う
厳
し
い
現
実
を
示
し
ま
し
た
が
、

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
は
約
1
割
ア
ッ
プ

で
20
万
人
台
を
す
ぐ
に
回
復
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。“
3
つ
の
と
り
く
み
”
の
成
果

と
単
純
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
町
民
を
は
じ
め
関
係
者
が
共
に
汗
を
か

い
た
結
果
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
確

か
に
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
の
成
果
が
見
え
始
め
て

き
た
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
の
が
伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク
と
観
光
特

派
員
の
と
り
く
み
で
し
た
。

島
の
価
値
・
魅
力
の
再
発
見　
　

―
伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

と
り
く
み

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
、
大
島
町
で

開
か
れ
た
「
火
山
防
災
講
演
会
」
で
講
師
が

何
気
な
く
語
っ
た
“
ジ
オ
パ
ー
ク
”
と
い
う

言
葉
か
ら
、
そ
の
と
り
く
み
は
始
り
ま
し
た
。

“
ジ
オ
パ
ー
ク
”
と
い
う
響
き
に
長
期
的
な

低
迷
が
続
く
観
光
再
生
の
起
爆
剤
と
な
る
の

で
は
と
の
期
待
感
も
あ
り
、
そ
の
年
の
12
月

に
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
認
定
申
請
を
決

定
。
こ
う
し
て
官
民
一
体
と
な
っ
た
地
域
活

性
・
観
光
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
伊
豆
大
島

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
準
備
委
員
会
」
が
動
き
出

し
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
１
０
（
平
成
22
）

年
9
月
、
伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
関
東
地

方
初
の
日
本
認
定
を
受
け
「
準
備
委
員
会
」

は
「
推
進
委
員
会
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
の
主
な
と
り
く
み
を
紹
介
し
ま
す
。

▲

�

つ
つ
じ
満
開
の
三
原
山

▲�ジオパークPRポスター
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＜

ジ
オ
ガ
イ
ド
講
習＞

家
族
、友
人
知
人
に
語
れ
れ
ば
立
派
な
ジ

オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
募

集
。
13
回
の
講
座
に
延
べ
４
９
０
名
が
参
加
。

＜

教
育＞

島
内
小
中
学
校
6
校
の
校
外
学
習
、
高

校
へ
の
出
前
講
座
な
ど
、
次
代
を
担
う
世
代

に
ジ
オ
パ
ー
ク
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
ガ
イ

ド
を
派
遣
。

＜

防
災＞

い
ざ
と
い
う
時
は
防
災
の
担
い
手
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
気
象
庁
伊
豆
大
島
火
山
防

災
連
絡
事
務
所
の
合
同
火
山
調
査
観
測
に
ガ

イ
ド
が
同
行
。

＜

三
原
山
・
山
頂
ジ
オ
パ
ー
ク
展＞

10
数
名
の
ガ
イ
ド
有
志
が
山
頂
に
設
置

し
た
会
場
で
解
説
や
バ
ー
チ
ャ
ル
ジ
オ
ツ

ア
ー
を
実
施
。
訪
問
者
は
累
計
3
、
５
０
０

名
を
超
え
る
。

＜

観
光
・
環
境
ま
ち
づ
く
り
と
ジ
オ
パ
ー
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム＞

東
京
都
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
専
門

家
の
協
力
を
得
て
開
催
。

第
1
部「
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
む
」「
火
山

島
伊
豆
大
島　

そ
の
な
り
た
ち
」、
第
2
部

「
伊
豆
大
島
は
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
」

「
伊
豆
大
島　

自
然
の
恵
み
と
低
炭
素
社
会
」

こ
れ
ら
の
と
り
く
み
を
通
じ
て
有
料
ツ

ア
ー
を
実
施
す
る
ガ
イ
ド
も
多
く
生
ま
れ
ま

し
た
。
利
用
者
は
累
計
で
1
、
０
０
０
名
を

超
え
、
そ
の
満
足
度
も
高
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
講
習
修
了
者
の
中
か
ら
継
続
的
な

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
を
目
的
と
し
た
「
伊
豆
大

島
ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
会
」
が
自
主
的
に
発
足
。

今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

島
と
人
、
人
と
人
と
を
結
ぶ　
　

―
伊
豆
大
島
観
光
特
派
員
の

と
り
く
み

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
か
ら
2
カ
年

に
わ
た
り
、「
大
島
観
光
産
業
活
性
化
戦
略
」

と
い
う
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。東
京
都
・

東
京
諸
島
観
光
情
報
推
進
協
議
会
か
ら
委
託

を
受
け
た
活
性
化
戦
略
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
、

情
報
の
提
供
と
計
画
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
主

役
は
大
島
町
で
あ
り
何
よ
り
も
町
民
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
提
案
に
応
え
る
形
で
観
光
協

会
を
中
心
に
大
島
観
光
振
興
実
行
委
員
会
が

組
織
さ
れ
、
7
つ
の
部
会
に
か
つ
て
な
い
人

員
が
結
集
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
旧

6
ヶ
村
で
最
も
小
さ
な
集
落
＝
泉
津
に
住
む

元
気
な
女
性
た
ち
が
集
う
「
笑
う
会
」
を
中

心
に
既
に
地
域
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
た

「
桜
か
ぶ
ま
つ
り
」
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
一

定
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
今
や
ほ
と
ん
ど
の
部
会
が
活
動

を
止
め
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
早
急
に
委
員

会
そ
の
も
の
の
見
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
も
そ
れ
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
い
う
よ
り
も
島
側
の
責
任
と
し
て
捉
え
、

分
析
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
方
、
現
在
も
活
動
し
て
い
る
部
会
も

あ
り
ま
す
。
当
初
、
旧
6
ヶ
村
の
魅
力
を
再

発
見
し
地
区
毎
の
活
性
化
策
を
検
討
し
よ
う

と
始
ま
っ
た「
地
区
別
懇
談
会
」の
メ
ン
バ
ー

た
ち
で
す
。
そ
の
趣
旨
に
は
賛
同
し
つ
つ
も

「
今
必
要
な
こ
と
は
一
人
で
も
多
く
の
観
光

客
に
島
に
来
て
も
ら
う
こ
と
」
と
熱
く
語
る

部
会
長
に
つ
ら
れ
議
論
を
重
ね
“
伊
豆
大
島

観
光
特
派
員
制
度
”
の
発
案
に
辿
り
着
き
、

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
か
ら
事
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。

大
島
町
に
は
御
多
分
に
も
れ
ず
「
観
光

大
使
」（
大
島
町
で
は
“
御ご

神じ
ん

火か

大た
い

使し

”
と

呼
ぶ
）
が
お
り
、
貴
重
な
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
観
光
特
派
員
の
コ
ン
セ
プ
ト ▲伊豆大島観光特派員募集ポスター
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は
観
光
客
の
誘
致
・
増
客
を
め
ざ
し
、
島
外

に
い
る
出
身
者
、
関
係
者
（
過
去
に
島
で
働

い
て
い
た
こ
と
の
あ
る
方
）、
伊
豆
大
島
を

慕
う
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
々
に
観
光
特
派
員
と

し
て
登
録
し
て
も
ら
い
、
島
内
外
み
ん
な
の

協
力
で
幅
広
く
人
脈
を
広
げ
、
そ
の
輪
を
国

内
外
に
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
各
種
割
引
も
あ
り
ま
す
が
、
観
光

特
派
員
か
ら
紹
介
さ
れ
た
お
客
様
を
島
側
が

い
か
に
お
も
て
な
し
で
き
る
か
、
と
い
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
途
中
か
ら
部
会
名
を
「
観

光
客
誘
致
部
会
」
と
変
え
た
こ
と
も
あ
り
、

町
の
予
算
付
け
も
少
な
い
中
で
手
づ
く
り
の

し
お
り
や
資
料
の
発
送
を
続
け
、
今
や
登
録

者
は
5
、
２
２
９
名
（
平
成
25
年
5
月
20
日

現
在
）
に
達
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
観
光
地
づ
く
り
へ

伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク
と
観
光
特
派
員

の
と
り
く
み
に
共
通
し
て
い
る
も
の
は
何
か
。

そ
れ
は

①
島
の
価
値
、
魅
力
を
町
民
自
ら
再
発

見
し
発
信
す
る
。
②
そ
の
た
め
に
自
ら
体
験

し
学
び
、
そ
し
て
汗
を
か
く
リ
ー
ダ
ー
を
育

て
る
。
③
最
終
的
に
は
関
係
者
や
観
光
業
者

に
止
ま
ら
ず
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰

も
が
ど
こ
で
も
自
ら
の
言
葉
で
ジ
オ
パ
ー
ク

を
語
り
お
客
様
を
も
て
な
す
と
り
く
み
で
あ

る
こ
と
で
す
。

こ
の
間
、
伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関

わ
る
公
式
Ｈ
Ｐ
の
開
設
、
Ｐ
Ｒ
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
ア
プ
リ
、Ｇ
Ｉ
Ｓ（
観

光
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用
し
た
デ
ー

タ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
の
新
た
な
と
り
く
み

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
情

報
発
信
力
と
な
る
こ
と
は
確
か
で
頼
も
し
い

限
り
で
す
。

特
に
防
災
と
い
う
視
点
で
は
（
島
に
い

る
以
上
）「
観
光
客
の
皆
さ
ん
も
町
民
で
す
」

と
の
立
場
か
ら
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
も
こ
れ
ら
の
情
報
発
信
力
の
活

用
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
5
、
０
０
０
名
を
超
え
る
観
光

特
派
員
の
存
在
は
、
そ
の
実
証
の
と
り
く
み

に
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
や

は
り
最
後
は
“
人
”
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

大
島
町
の
新
た
な
観
光
地
づ
く
り
へ
の

胎
動
を
本
物
に
す
る
た
め
に
引
き
続
き
力
を

つ
く
す
も
の
で
す
。大

島
町
長　

川
島　

理
史

（
平
成
25
年
6
月
10
日
付
第
2
8
4
3
号
）

▲�

ガ
イ
ド
養
成
講
座
フ
ィ
ー
ル
ド
講
習（
地
層

大
切
断
面
）

▲�

ガ
イ
ド
有
志
に
よ
る
山
頂
ジ
オ
パ
ー
ク
展

▲��観光特派員考案により、大島にて『落語の夜』を開催
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町
営
温
泉「
つ
む
ぎ
の
湯
」を
活
用
し
た

節
電
・
外
出
支
援
事
業

や
す
ら
ぎ
づ
く
り
～
日
本
一
の

暮
ら
し
や
す
さ
を
目
指
し
て
～

市
川
三
郷
町
は
、
山
梨
県
の
甲
府
盆
地

南
西
部
の
「
旧
三
珠
町
」、「
旧
市
川
大
門
町
」、

「
旧
六
郷
町
」
の
３
町
が
合
併
し
、
面
積

75
・
07
㎢
の
町
と
し
て
平
成
17
年
10
月
に
誕

生
し
ま
し
た
。

南
ア
ル
プ
ス
を
源
流
と
す
る
釜
無
川
と
、

秩
父
山
系
を
源
流
と
す
る
笛
吹
川
が
合
流
し

富
士
川
と
な
る
左
岸
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
自
然
が
楽
し
め
る
四
尾
連

湖
や
芦
川
渓
谷
、
歌
舞
伎
文
化
公
園
、
ぼ
た

ん
回
廊
や
桜
の
名
所
、
花
火
、
和
紙
、
印
鑑

な
ど
の
地
場
産
業
、
大
塚
人
参
や
と
う
も
ろ

こ
し
「
甘
々
娘
」
に
代
表
さ
れ
る
農
産
物
、

市
川
の
百
祭
り
な
ど
、
町
に
は
誇
れ
る
産
業

と
観
光
資
源
が
数
々
あ
り
ま
す
。
特
に
町
を

挙
げ
て
行
わ
れ
る
「
神
明
の
花
火
大
会
」
に

は
、
毎
年
20
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
、
大

い
に
賑
わ
い
ま
す
。

～
家
庭
の
節
電
と
高
齢
者
の
積
極
的
な
外
出
促
進
を
サ
ポ
ー
ト
～

市川三郷町町章

ご当地キャラクター

山梨県  市
い ち

川
か わ

三
み

郷
さ と

町
ち ょ う

市川三郷町

現 地 レ ポ ー ト▲

毎
年
20
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
る「
神
明
の
花
火
大
会
」

自然・環境・衛生、新エネルギー　関連施策
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人
口
１
７
、
１
１
１
人
、
世
帯
数
６
、

０
７
４
戸
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
５
、

５
１
９
人
（
平
成
22
年
度
国
政
調
査
結
果
）

で
あ
り
、
高
齢
化
率
32
・
３
％
と
全
国
的
に

も
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
の
掲

げ
る
標
語
ど
お
り
「
や
す
ら
ぎ
づ
く
り
・
日

本
一
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
目
指
し
て
」
と
い

う
こ
と
で
、
高
齢
者
福
祉
や
健
康
づ
く
り
事

業
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、
町
の
最

南
端
に
あ
る
町
営
の
温
泉
施
設
「
つ
む
ぎ
の

湯
」
で
す
。「
つ
む
ぎ
の
湯
」
は
「
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
」
と
併
設
す
る
温
泉
施
設
で
あ

り
、
温
泉
入
浴
を
活
用
し
た
町
民
の
「
健
康

増
進
」
や
「
高
齢
者
福
祉
」
の
場
で
あ
る
の

と
同
時
に
、
六
郷
地
区
の
地
場
産
業
で
あ
る

「
印
鑑
」、
農
産
加
工
品
「
あ
ん
び
ん
」
等
の

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
地
域
活
性
化
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、
本

来
の
施
設
運
営
に
加
え
、
国
民
的
な
課
題
で

あ
る
「
節
電
」
問
題
と
地
方
が
抱
え
る
「
高

齢
化
社
会
」
の
諸
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

試
み
た
事
例
と
し
て
、
町
民
の
方
々
は
も
と

よ
り
、
数
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
か
ら
も
注

目
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
「
つ
む
ぎ
の
湯
」
と
い
う
施
設
が
、

節
電
事
業
を
通
し
て「
高
齢
者
の
憩
い
の
場
」

と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
町
の

目
指
す
と
こ
ろ
の
「
や
す
ら
ぎ
づ
く
り
」
へ

の
第
一
歩
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。　

一
般
的
な
節
電
対
策
に
つ
い
て

の
疑
問

平
成
23
年
は
、
行
政
・
企
業
・
個
人
が
「
節

電
」
と
い
う
課
題
に
向
か
っ
て
試
行
錯
誤
し

た
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

市
川
三
郷
町
で
も
地
方
自
治
体
と
し
て

の
「
節
電
」
と
い
う
責
務
を
遂
行
す
る
た
め

に
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し

た
。５
月
か
ら
は
、職
員
に
よ
る
ピ
ー
ク
カ
ッ

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

本
庁
舎
や
支
所
、
出
先
機
関
等
の
各
種
施
設

の
節
電
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
様
々
な
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
目
標
数
値
に
向
か
っ
て

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
目
覚
し
い
成
果
を

上
げ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
町
営
施
設
の
中
で
も
集
客
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の
類
と
な
る
「
つ
む

ぎ
の
湯
」
で
は
、
既
成
の
節
電
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
は
、
職
員
間
や
つ
む
ぎ
の
湯
に
勤

務
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
間
で
さ
え
賛
否
両
論
と

な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
実
際
に
施
設
に
勤
務
し
て
い
る

私
達
と
し
て
は
、
高
齢
者
の
方
々
の
利
用
率

が
多
い
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
過
度
の

節
電
だ
け
は
絶
対
に
避
け
た
い
」
と
い
う
の

が
本
音
で
し
た
。
ま
し
て
や
入
浴
施
設
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
風
呂
上
り
の
休
憩
す
る
利

用
者
に
快
適
な
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
こ
そ
、

年
間
を
通
し
て
絶
対
不
可
欠
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
で
は
な
い
か
と
さ
え
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

「
熱
中
症
予
防
」
と
い
う
健
康
面
か
ら
も

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
下
げ
る
こ
と
は
必

要
最
低
限
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
高
齢
利
用
者
に
対
す
る
安
全
面
か
ら
も
、

照
明
を
暗
く
す
る
こ
と
も
不
適
当
だ
と
考
え

た
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
自
粛
し
、
人
々
が
外
出
す
る
機
会
を
失

う
こ
と
は
、
経
済
活
動
を
抑
制
す
る
結
果
と

な
っ
て
し
ま
う
…
と
い
う
景
気
悪
化
に
陥
る

こ
と
も
懸
念
し
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
時
期
、

特
に
震
災
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
被
災

地
や
被
災
者
の
方
々
の
こ
と
を
考
え
る
と
複

雑
な
心
境
で
も
あ
り
ま
し
た
。

節
電
事
業
な
ら
ぬ
節
電
支
援
事

業
の
ス
タ
ー
ト

そ
こ
で
考
え
た
の
は
、
施
設
の
「
節
電

対
策
」
で
は
な
く
、
来
館
者
へ
の
「
節
電
支

援
対
策
」
で
し
た
。

施
設
自
体
の
節
電
は
、
ほ
ど
ほ
ど
に
…
。

む
し
ろ
家
庭
の
節
電
を
強
力
に
支
援
す
る
側

と
な
る
こ
と
で
す
。
快
適
な
環
境
を
整
え
た

「
つ
む
ぎ
の
湯
」
へ
数
多
く
の
人
々
を
集
め
、

家
庭
で
の
電
力
使
用
量
を
抑
え
よ
う
！
と
い

▶
太
く
て
長
く
、濃
い
鮮
紅
色
で
独
特
の
風
味
と

甘
さ
が
あ
る
大
塚
に
ん
じ
ん

▲�六郷地区の印鑑彫刻の技術は、
全国から高い評価を得ている
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う
試
み
で
す
。

つ
ま
り
、
一
箇
所
に
数
多
く
の
人
が
集

ま
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ー
タ
ル
的
か
つ
効
率

的
な
意
味
で
地
域
の
大
き
な
節
電
が
で
き
る

の
で
は
…
。
人
々
が
各
家
庭
で
個
々
に
電
力

を
消
費
す
る
よ
り
、「
つ
む
ぎ
の
湯
」
と
い

う
施
設
に
集
ま
る
こ
と
が
、
全
体
的
に
は
、

よ
り
効
率
的
な
節
電
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
？
と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
電
力
を
共
有

化
し
よ
う
！
」
と
い
う
考
え
は
、
平
成
23
年

は
、
な
か
な
か
一
般
化
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
全
国
に
は
、
同
様
な
考
え
に

も
と
づ
き
「
夏
は
涼
し
い
公
共
施
設
を
活
用

し
よ
う
」
と
い
う
取
り
組
み
を
さ
れ
た
自
治

体
や
民
間
店
舗
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
節

電
と
い
う
と
、
家
庭
で
は
節
電
グ
ッ
ズ
・
エ

コ
家
電
の
活
用
、
職
場
で
は
、
エ
ア
コ
ン
の

設
定
温
度
抑
制
や
照
明
の
間
引
き
、
勤
務
時

間
の
シ
フ
ト
な
ど
が
一
般
的
な
対
策
と
な
り

「
外
出
し
て
家
庭
の
電
力
消
費
を
抑
え
ま

し
ょ
う
」
と
は
考
え
に
く
か
っ
た
た
め
、
な

か
な
か
浸
透
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
の
先
進
事
業
例
と
な
る

自
治
体
を
探
す
こ
と
す
ら
苦
慮
し
た
記
憶
も

あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
各
種
情

報
媒
体
を
フ
ル
活
用
し
、
や
っ
と
数
箇
所
を

探
し
出
し
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
夏
期
の
実

施
前
の
照
会
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
電
話

で
の
や
り
と
り
の
中
で
は
、
担
当
者
の
事
業

実
施
へ
の
不
安
や
懸
念
、
自
信
の
な
い
様
子

が
感
じ
と
れ
ま
し
た
。

あ
る
程
度
の
資
料
が
整
っ
た
時
点
で
「
市

川
三
郷
町
つ
む
ぎ
の
湯
に
お
け
る
節
電
事
業

計
画
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
先

進
事
業
例
が
な
い
時
点
で
の
作
成
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
不
完
全
な
計
画
書
で
し
た
が
、

こ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
町
長
や
上
司
と
相

談
・
検
討
し
た
う
え
で
、
７
～
９
月
の
期
間

限
定
の
「
節
電
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
後
に

節
電
・
外
出
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
改
名
）」

と
い
う
形
で
事
業
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

数
多
く
の
方
々
に
「
つ
む
ぎ
の
湯
」
に

来
館
し
て
い
た
だ
き
、
可
能
な
限
り
長
時
間

滞
在
を
促
し
、
家
庭
電
力
の
節
減
に
努
め
て

も
ら
う
と
い
う
趣
旨
に
て
、「
利
用
料
金
の

割
引
」（
３
時
間
利
用
料
金
に
て
１
日
利
用

で
き
る
こ
と
）
や
「
節
電
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」

（
10
回
の
入
浴
来
館
で
１
回
の
無
料
サ
ー
ビ

ス
特
典
）
の
発
行
に
よ
る
方
策
を
軸
と
し
て

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
町
長

専
決
に
よ
る
規
則
に
定
め
ら
れ
た
利
用
料
金

の
減
免
措
置
と
な
り
ま
す
。

▶

つ
む
ぎ
の
湯
施
設
全
景

▶

露
天
風
呂

▶

内
風
呂（
大
・
小
）

▶
夏
期
強
化
期
間
ポ
ス
タ
ー
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節
電
事
業
を
き
っ
か
け
と
し
た

予
期
せ
ぬ
効
果

「
節
電
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
成
果
は

大
き
く
、
７
～
８
月
の
利
用
者
数
は
対
前
年

比
１
割
を
大
き
く
超
え
ま
し
た
。
施
設
の
有

効
活
用
の
点
や
施
設
を
利
用
さ
れ
た
家
庭
の

節
電
成
果
を
考
え
る
と
、
夏
期
の
節
電
事
業

は
成
功
し
た
と
思
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
終
盤
に

近
づ
い
た
９
月
、
つ
む
ぎ
り
湯
の
ス
タ
ッ
フ

か
ら
「
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
も
う
少
し
継

続
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
う
提
案

が
あ
っ
た
の
で
す
。
最
初
は
「
電
力
ピ
ー
ク

で
あ
っ
た
夏
期
が
終
わ
る
の
に
…
な
ぜ
？
節

電
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
役
割
は
終
わ
っ
た

の
で
は
…
」
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
館
内
の
休
憩
室
を
見
回
し

た
と
こ
ろ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
前
に
は
見
か
け

な
か
っ
た
来
館
者
が
チ
ラ
ホ
ラ
。
し
か
も
楽

し
そ
う
に
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で

団
欒
し
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
く
当
た
り
前
の
光
景
と
も
思
え
ま

し
た
が
、
よ
く
よ
く
見
る
と
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
前
に
は
数
少
な
か
っ
た
数
多
く
の
小
グ

ル
ー
プ
に
よ
り
「
つ
む
ぎ
の
湯
」
が
憩
い
の

場
で
あ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
に
気
づ
い
た
の

で
す
。
ま
さ
に
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

自
然
発
生
で
す
。

さ
ら
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の
方
々
に
聞
い

て
み
る
と
、「
節
電
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、

近
所
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
ま
で
も
誘

い
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
こ

れ
こ
そ
施
設
の
運
営
コ
ン
セ
プ
ト
を
遂
行
し

た
こ
と
と
な
り
、
高
齢
者
福
祉
で
言
う
と
こ

ろ
の
「
外
出
支
援
」（
介
護
予
防
事
業
で
い

う
高
齢
者
を
引
き
こ
も
り
に
さ
せ
た
り
、
寝

た
き
り
に
さ
せ
な
い
対
策
）
が
今
回
の
節
電

事
業
の
副
産
物
と
し
て
、
ま
た
、
予
期
せ
ぬ

効
果
と
し
て
形
と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
「
節
電
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
は
、
９
月
以
降
も
年
度
末
の
３
月
末
日

ま
で
「
節
電
・
外
出
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
改
名
し
て
継
続
延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。ま

さ
か
の
年
度
繰
越
し
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
へ
…

７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
間
、
延
長

を
重
ね
継
続
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
好
評

の
も
と
９
ケ
月
で
終
了
す
る
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
間
に
は
、
運
営
者
側
の
私
た
ち

は
、
利
用
者
の
方
々
か
ら
逆
に
施
設
運
営
の

方
向
性
と
公
共
施
設
と
し
て
の
存
在
意
義
を

学
び
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
あ
る
程
度
の
事
業
を
達
成
で

き
た
と
考
え
て
い
た
３
月
…
。
年
度
の
最
終

と
な
る
定
例
町
議
会
（
厚
生
常
任
委
員
会
）

の
席
で
、
数
多
く
の
町
議
会
議
員
か
ら
「
つ

む
ぎ
の
湯
の
節
電
・
外
出
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
次
年
度
も
継
続
す
べ
き
だ
…
」
と
い
う

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
当
局
と
し
て
も
、
町
民
の
代
弁
者
で

あ
る
町
議
会
議
員
か
ら
の
意
見
は
、
ま
さ
に

町
民
の
声
で
あ
り
、
数
多
く
の
町
民
や
利
用

者
が
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
価
値
を
高
く
評

▶

�

節
電
・
外
出
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ポ
ス
タ
ー

▶
休
憩
・
交
流
ス
ペ
ー
ス（
多
目
的
室
）に
て
く

つ
ろ
ぐ
来
館
者
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価
し
て
く
れ
て
い
る
と
捉
え
、
財
政
状
況
も

勘
案
す
る
中
、
慎
重
に
検
討
。
そ
の
結
果
、

平
成
24
年
度
末
ま
で
１
年
間
の
繰
越
し
継
続

延
長
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

他
施
設
と
の
連
携
強
化
～
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
事
業
の
推
進
～

平
成
24
年
度
は
、
新
た
な
節
電
対
策
と

し
て
環
境
省
が
推
奨
す
る「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」

（
涼
し
さ
を
分
か
ち
合
う
・
涼
し
さ
の
共
有

化
）
と
い
う
節
電
事
業
が
、
同
様
な
取
り
組

み
に
て
一
般
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
環
境
省
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

25
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
・
ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
・
う
ち
エ
コ
！
）
の
中
の
取
り
組
み

と
し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
本
格
的
に
全
国

展
開
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、も
ち
ろ
ん「
つ

む
ぎ
の
湯
」も
協
力
施
設
と
し
て
、ま
た
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
マ
ッ
プ
の
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
し

て
登
録
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
に
代
表
さ
れ
る
節
電
支

援
事
業
は
、「
つ
む
ぎ
の
湯
」
単
独
で
の
実

施
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
該

当
す
る
町
営
施
設
や
近
隣
施
設
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
中
、
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
施
設
に
よ
っ
て
は
電
力
依

存
度
が
極
め
て
高
い
施
設
、
集
客
施
設
で
は

な
い
場
合
な
ど
は
、
こ
の
種
の
事
業
に
は
適

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
国
内
の
電
力
需
給
が
安

定
す
る
ま
で
の
当
面
の
間
は
、
施
設
に
マ
ッ

チ
し
た
節
電
対
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
か
ら
節
電
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
る
「
つ
む
ぎ
の
湯
」
と
し
て
は
、
町

営
施
設
を
中
心
と
し
て
、
近
隣
の
民
間
施
設

で
も
協
力
体
制
の
と
れ
る
施
設
へ
の
呼
び
か

け
を
は
じ
め
ま
し
た
。

平
成
24
年
７
月
末
日
現
在
で
、
同
六
郷

地
区
に
あ
る
町
営
の
フ
イ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

「
ニ
ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」、
町
の
誇
る

自
然
と
観
光
の
避
暑
地
「
四
尾
連
湖
」
の
２

つ
の
湖
畔
荘
な
ど
、
町
内
外
合
わ
せ
て
５
施

設
が
地
域
の
「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
」

と
し
て
の
協
力
連
携
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
、
地
域
に
節
電
支
援
ス
ポ
ッ
ト
を

増
や
す
こ
と
こ
そ
、
昨
年
か
ら
事
業
を
実
施

し
て
い
る
「
つ
む
ぎ
の
湯
」
と
し
て
の
目
標

で
あ
り
課
題
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
や
が
て
は
、
地
域
住
民
ひ
と

り
ひ
と
り
の
節
電
意
識
の
向
上
に
繋
が
る
も

の
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

市
川
三
郷
町
い
き
い
き
健
康
課

　

つ
む
ぎ
の
湯
支
配
人
（
主
幹
係
長
）

　
　

 

保
坂　

秀
樹

（
平
成
24
年
８
月
27
日
付
第
２
８
１
１
号
）

▶�

峡
南
地
域
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
マ
ッ
プ

▶

�

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
テ
ッ
カ
ー

▶

�

ニ
ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
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地
域
特
有
の
自
然
資
源（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

人
と
自
然
を
育
み
、
次
世
代
へ

つ
な
げ
る
温
も
り
の
あ
る
ま
ち

山
ノ
内
町
は
、
長
野
県
の
北
東
部
、
上

信
越
高
原
国
立
公
園
の
中
心
に
位
置
す
る
四

季
折
々
の
素
晴
ら
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
町

で
す
。
志
賀
高
原
・
北
志
賀
高
原
の
高
原
エ

リ
ア
に
加
え
、
湯
量
豊
富
な
温
泉
地
と
し
て

知
ら
れ
る
湯
田
中
渋
温
泉
郷
エ
リ
ア
を
有
し
、

日
本
を
代
表
す
る
観
光
地
と
し
て
年
間
を
通

じ
て
多
く
の
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
「
地
獄
谷
野
猿
公
苑
」
は
ニ
ホ

ン
ザ
ル
を
間
近
で
観
察
で
き
る
人
気
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。“
温
泉
に
入
る
サ
ル
”

と
し
て
有
名
で
、
昭
和
45
年
に
米
国
「
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
」
誌
の
表
紙
に
掲
載
さ
れ
海
外
に
も
報

道
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
10
年
長
野
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
に
も
世
界
中
の
関
係
者

が
訪
れ
る
な
ど
、“
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
”
と

し
て
広
く
世
界
に
知
ら
れ
る
名
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

年
間
の
寒
暖
の
差
が
大
き
い
内
陸
性
気

候
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
全
域
が
特
別
豪
雪
地

帯
に
指
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
冬
季
の
降
雪

量
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
高
原
エ
リ
ア
は

避
暑
地
・
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
、
平
地

に
お
い
て
は
高
品
質
の
果
樹
生
産
に
適
し
た

地
象
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
自
然
条
件

を
活
か
し
た
観
光
業
と
農
業
が
町
の
主
要
産

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
志
賀
高
原
に

つ
い
て
は
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ

ネ
ス
コ
）
が
自
然
と
文
化
の
共
生
、
自
然
資

源
の
持
続
可
能
な
利
用
促
進
な
ど
を
目
指
し

て
進
め
る
「
人
間
と
生
物
圏
（
Ｍ
Ａ
Ｂ
）」

計
画
の
中
心
事
業
で
あ
る
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
」
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
（
国
内

で
は
５
カ
所
の
み
）。

当
町
は
平
成
22
年
度
よ
り
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
少
子
化
や
若
者
世
代
の

町
外
転
出
に
よ
る
人
口
減
少
、
人
口
年
齢
構

成
の
高
齢
化
は
近
年
特
に
進
ん
で
お
り
（
平

成
24
年
３
月
末
時
点
の
住
民
基
本
台
帳
人

口
：
１
３
、８
２
４
人
、
高
齢
化
率
：
33
・

～「
エ
コ
の
ま
ち
」「
元
気
活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
の
ま
ち
」を
目
指
し
て
～

長野県  山
や ま

ノ
の

内
う ち

町
ま ち

山ノ内町

現 地 レ ポ ー ト

▲

外国人観光客には特に人気の地獄谷野猿公苑「スノーモンキー」
自然・環境・衛生、新エネルギー　関連施策

山ノ内町シンボル
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２
％
）、
ま
た
産
業
分
野
に
お
い
て
も
昨
今

の
社
会
経
済
情
勢
の
影
響
を
受
け
、
観
光
地

延
利
用
者
数
・
観
光
消
費
額
の
減
少
、
農
業

従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化
・
遊
休
荒
廃
農
地

の
増
加
が
進
ん
で
い
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り

に
お
け
る
様
々
な
課
題
が
増
大
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
が
地
域
活
力
の
低
下

を
招
い
て
い
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
民
や
地
域
と
の
協
働
に
よ
り

積
極
的
な
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
自
立
の
ま

ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
23
年
度
を
初
年
度

と
す
る
第
５
次
総
合
計
画
、
平
成
22
年
度
か

ら
の
６
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
過
疎
計
画

を
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
、
少
子
化
・
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
と

基
幹
産
業
の
活
性
化
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
の

重
点
課
題
に
掲
げ
、
町
の
将
来
像
「
人
と
自

然
を
育
み
、
次
世
代
へ
つ
な
げ
る
温
も
り
の

あ
る
ま
ち
」
実
現
に
向
け
た
諸
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
近
の
取
り
組
み
で
は
、「
志
賀
高
原
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
を
地
域
振
興
に
活
用

し
て
い
く
た
め
、
志
賀
高
原
周
辺
に
限
ら
れ

て
い
る
範
囲
を
町
内
全
域
に
広
げ
る
構
想
を

進
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
自
然
を
重
点
的

に
保
護
す
る
「
核
心
地
域
」、
自
然
教
育
な

ど
に
利
用
で
き
る
「
緩
衝
地
域
」
だ
け
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
が
住
み
経
済
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
移
行
地
域
」
の
設

定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
町
の

農
産
物
を
「
ユ
ネ
ス
コ
が
認
め
る
農
産
物
」

と
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
な
ど
、
当
町
の
新

た
な
魅
力
の
一
つ
と
な
る
こ
と
か
ら
今
後
実

現
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン　

（
基
本
理
念
）

美
し
く
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

当
町
は
、
様
々
な
自
然
か
ら
の
恩
恵
を
受
け

て
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
今
日
の
地

球
温
暖
化
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、
こ

の
か
け
が
え
の
無
い
財
産
で
あ
る
自
然
環
境

の
み
な
ら
ず
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
産
業

活
動
に
対
し
て
も
脅
威
を
与
え
る
も
の
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
環
境
・
安

全
安
心
な
日
常
生
活
・
安
定
し
た
産
業
活
動

を
今
後
も
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に

も
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
ず
平
成
21
年
度
に
、
町
内
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
賦
存
量
や
利
用
可
能
量
の
調
査
・

把
握
、
地
域
に
適
し
た
導
入
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
検
討
・
具
体
化
な
ど
を
目
的
と
し
た

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
初
期
ビ
ジ
ョ

ン
）」
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
信
州
大

学
工
学
部
か
ら
学
識
経
験
者
と
し
て
２
名
の

先
生
方
を
派
遣
い
た
だ
く
な
ど
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、ま
た
町
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
業
・

農
業
の
関
係
者
、
町
民
代
表
者
、
長
野
県
の

環
境
施
策
担
当
者
な
ど
に
参
画
を
い
た
だ
き

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
を
組
織
、
１
年
間
か

け
て
調
査
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
再

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
１
つ
目
に
「
自
然
の

恵
み
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
を
最
大
限
有
効
利
用

す
る
エ
コ
の
ま
ち
」
と
し
て
、
町
に
豊
富
に

賦
存
す
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
極
力
無
駄
に

せ
ず
最
大
限
有
効
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

実
際
に
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
り
地
球
温
暖

化
防
止
・
自
然
環
境
保
全
・
化
石
燃
料
節
減

に
貢
献
し
て
い
く
“
エ
コ
の
ま
ち
・
や
ま
の

う
ち
”
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
２
つ

目
に
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
推
進
に
よ
る

環
境
に
配
慮
し
た
元
気
活
力
あ
ふ
れ
る
産
業

の
ま
ち
」
と
し
て
、
観
光
や
農
業
を
は
じ
め

と
す
る
町
の
産
業
分
野
に
お
い
て
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
よ
り
環
境
へ
の
配

慮
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
他
地
域
と
の

差
別
化
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
な
ど
、

環
境
に
配
慮
し
た
元
気
活
力
あ
る
産
業
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
理
念
に
つ
い
て
は
“
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
推
進
に
よ
り
目
指
す
町
の
将
来

像
”
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
そ
の

将
来
像
の
も
と
に
「
町
の
地
域
特
性
に
合
致

し
た
」「
地
域
振
興
に
資
す
る
」「
町
民
・
事

業
者
・
行
政
の
協
働
に
よ
る
」
事
業
推
進
を

３
つ
の
基
本
方
針
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。４

つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

初
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
町
の
地
域
特
性

や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
存
量
等
の
試
算
結
果

な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
さ
ら
に
重
点
的
に
検

討
を
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
と
し
て
４
つ
の

▶
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
の
様
子
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重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
定
し
ま
し
た
。
起

伏
激
し
い
地
形
と
豊
富
な
流
水
を
有
効
利
用

す
る
「
小
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
町

の
観
光
資
源
で
も
あ
る
温
泉
と
雪
を
有
効
利

用
す
る
「
温
泉
熱
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
雪

氷
熱
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
ま
た
太
陽
光

発
電
と
太
陽
熱
利
用
に
よ
る
「
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
」
の
４
つ
を
選
定
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
も
「
温
泉
熱
利
用
」
と
「
雪

氷
熱
利
用
」
に
つ
い
て
は
、
他
地
域
に
無
い

町
特
有
の
賦
存
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と

（
＝
地
域
特
性
）、
貴
重
な
観
光
資
源
で
も
あ

る
こ
と
（
＝
地
域
振
興
）
か
ら
、
将
来
像
や

基
本
方
針
に
合
致
す
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
優

先
的
に
具
体
的
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
べ

き
も
の
と
し
ま
し
た
。

温
泉
熱
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

初
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
検
討
内
容
を
さ
ら

に
詳
細
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
22
年

度
に「
温
泉
熱
利
用
に
係
る
詳
細
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
、
翌
23
年
度
か
ら
温
泉
熱
利
用
促
進

事
業
と
し
て
具
体
的
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
ま
ず
町
内
の
温
泉
利
用
関
係
者

を
対
象
と
し
た
「
温
泉
熱
利
用
普
及
拡
大
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
設
備
メ
ー
カ
ー
か
ら

実
際
の
設
備
導
入
事
例
等
に
つ
い
て
紹
介
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
参
加
者
と

メ
ー
カ
ー
担
当
者
の
個
別
相
談

会
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
セ
ミ

ナ
ー
開
催
を
契
機
に
、
町
内
の

温
泉
利
用
施
設
や
温
泉
引
湯
住

宅
に
お
い
て
温
泉
熱
を
利
用
し

た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
を
導

入
す
る
方
に
対
し
そ
の
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
「
温
泉
熱
利

用
設
備
導
入
支
援
補
助
金
」
制

度
を
創
設
。
温
泉
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
さ
ら
な
る
普
及
拡
大
に
向
け

た
支
援
策
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
で
す
が
、

当
町
の
温
泉
特
有
の
恵
ま
れ
た

条
件
「
高
温
か
つ
豊
富
な
湯
量
」

を
活
か
し
、
８
軒
の
ホ
テ
ル
・

旅
館
等
で
の
設
備
導
入
が
あ
り

ま
し
た
。
当
初
、
温
泉
熱
の
有
効
利
用
に
は

大
規
模
な
設
備
投
資
が
必
要
で
は
な
い
か
と

想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
比
較
的
簡
易
な
シ

ス
テ
ム
・
安
価
な
投
資
費
用
で
導
入
で
き
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
浴
槽
は
“
源
泉
か

け
流
し
”
で
あ
っ
て
も
、
シ
ャ
ワ
ー
・
カ
ラ

ン
用
に
水
道
水
を
灯
油
等
に
よ
り
加
温
し
て

給
湯
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
熱
交
換

器
に
よ
り
温
水
を
作
っ
て
貯
湯
・
給
湯
す
る

シ
ス
テ
ム
へ
代
替
す
る
こ
と
で
、
化
石
燃
料

の
大
幅
な
節
減
や
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
寄

与
し
な
が
ら
、
約
１
年
前
後
で
投
資
費
用
を

回
収
で
き
る
と
い
う
驚
愕
の
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
、
有
り
余
る
温
泉
熱
を

利
用
し
て
客
室
等
建
物
内
の
暖
房
に
利
用
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
公
共
施
設
で
も
新

設
保
育
園
の
床
暖
房
と
温
水
プ
ー
ル
の
熱
源

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
温
泉
熱
利
用
の

利
点
と
し
て
は
、
24
時
間
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
安
定
的
に
熱
源
を
取
得
で
き
る
こ
と
、
ま

た
日
々
の
管
理
も
簡
単
な
こ
と
で
あ
り
、
導

入
し
た
方
々
か
ら
は
た
い
へ
ん
好
評
で
す
。

▶

温
泉
熱
利
用
普
及
拡
大
セ
ミ
ナ
ー
に
て

個
別
相
談
会
を
実
施

▶

「
雪
氷
熱
利
用
に
係
る
詳
細
ビ
ジ
ョ
ン
」

▶
補
助
金
で
温
泉
熱
利
用
設
備 

（
チ
ュ
ー
ブ
式

熱
交
換
器
）を
整
備
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将
来
的
に
は
温
泉
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
が
さ
ら

に
安
価
に
導
入
で
き
る
よ
う
技
術
革
新
さ
れ

れ
ば
、
毎
日
大
量
に
噴
出
し
て
い
る
既
存
の

温
泉
源
湯
を
利
用
し
た
発
電
事
業
と
い
う
道

も
開
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。雪

氷
熱
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
23
年
度
に
「
雪
氷
熱
利
用
に
係
る

詳
細
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
と
並
行
し
て
雪
山
方
式
に
よ

る
屋
外
で
の
「
貯
雪
実
験
」
に
も
初
め
て
取

り
組
み
、
平
成
24
年
３
月
に
約
５
０
０
ト
ン

の
雪
山
を
造
成
、
特
殊
な
シ
ー
ト
で
覆
っ
て

８
月
ま
で
貯
雪
し
、“
真
夏
の
雪
利
用
”
と

題
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
友
好
提

携
都
市
で
あ
る
群
馬
県
玉
村
町
の
花
火
大
会

会
場
に
て
雪
灯
籠
１
０
０
基
を
作
っ
て
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
農
業
体
験
で
当
町
を
訪
れ
た

都
内
小
学
生
約
１
０
０
名
に
雪
遊
び
広
場
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
、
渋
温
泉
夏
祭
り
会
場
へ
雪
を

運
搬
し
て
雪
遊
び
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
な
ど
、

“
真
夏
の
雪
”
と
い
う
非
日
常
を
体
験
し
て

い
た
だ
く
企
画
と
し
て
好
評
で
し
た
。
今
回

の
実
験
に
よ
り
多
く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
得
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
平
成
24
年
度
の
冬
に
は
更
に

知
名
度
あ
る
「
志
賀
高
原
の
雪
」
の
貯
雪
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
現
在
、
雪
そ
の
も
の
を
冷
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
す
る
農
産
物
等
貯
蔵

施
設
「
雪
室
」
の
建
設
に
向
け
た
詳
細
設
計

を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
に
は
雪
室

を
整
備
し
、
果
樹
や
そ
ば
を
は
じ
め
と
し
た

当
町
の
農
産
物
等
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た

め
の
貯
蔵
実
験
や
新
産
品
の
開
発
等
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。

今
後
の
課
題

現
段
階
で
は
専
ら
行
政
主
導
に
よ
り
“
エ

コ
の
ま
ち
づ
く
り
”
を
推
進
し
て
い
る
状
況

で
す
が
、
今
後
、
地
域
に
お
け
る
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
普
及
拡
大
を
図
る
た
め
に
は
、
基
本

方
針
の
一
つ
「
協
働
に
よ
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
推
進
」
に
掲
げ
た
と
お
り
、
地
域

（
町
民
や
町
内
事
業
者
等
）
に
よ
る
積
極
的

な
施
策
へ
の
関
与
と
、
自
主
的
自
発
的
な
取

り
組
み
を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
環
境

づ
く
り
な
ど
「
行
政
の
役
割
」
に
つ
い
て
あ

ら
た
め
て
整
理
し
、
効
果
的
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

ま
た
国
や
県
な
ど
関
係
機
関
に
お
い
て

も
様
々
な
施
策
や
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
機
関
と
の
協
議
調
整
を
密

に
し
な
が
ら
、
明
確
な
役
割
分
担
の
も
と
で
、

町
と
し
て
必
要
か
つ
効
果
的
な
取
り
組
み
を

選
択
し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
情
報
収
集
や
関
係

機
関
と
の
意
見
交
換
、
学
識
経
験
者
と
の
つ

な
が
り
な
ど
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
地
域
特
有
の
自
然
資
源
（
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し

て
、
当
町
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
経
過
や

今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し

た
が
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
と
お
り
、

本
施
策
に
つ
い
て
は
単
に
温
暖
化
対
策
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
だ
け
で
な
く
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
核
と
し
た
エ
コ
の
ま
ち
づ
く
り
、
と

り
わ
け
産
業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
を
常
に
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
を
ま
ち
づ
く
り
政
策
の
大
き
な
核

と
位
置
づ
け
、
そ
の
効
果
が
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
へ
波
及
さ
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
取
り
組
み
を
始
め
た
ば
か
り

で
あ
り
、
他
地
域
と
比
較
し
て
も
実
績
も
誇

れ
る
も
の
も
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
対
す
る
町
内
の
意
識

醸
成
に
地
道
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
町
民
・

事
業
者
・
行
政
に
よ
る
協
働
体
制
の
構
築
を

図
り
、
着
実
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
課
企
画
財
政
係　

湯
本　

貴
光

（
平
成
24
年
10
月
29
日
付
第
２
８
１
８
号
）

▶

“
真
夏
の
雪
遊
び
広
場
”に
喜
ぶ
子
ど
も
た
ち

▶
約
5
0
0
ト
ン
の
雪
山
を
造
成
し
た「
貯
雪

実
験
」（
雪
山
の
高
さ
約
６
メ
ー
ト
ル
）
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豊
か
な
自
然
と
文
化
が
調
和
す
る
ま
ち

豊
か
な
自
然
と
文
化
が
　
　
　
　

調
和
す
る
ま
ち

東
伊
豆
町
は
、
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公

園
の
一
角
で
あ
る
伊
豆
半
島
の
東
海
岸
に
位

置
し
、
天
城
山
系
の
山
々
と
相
模
灘
を
望
む

風
光
明
媚
な
ま
ち
で
す
。
鉄
道
で
の
ア
ク
セ

ス
は
、
首
都
圏
か
ら
直
通
の
特
別
急
行
で
２

時
間
程
度
で
あ
り
、
比
較
的
に
良
好
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
道
路
は
海
岸
線
を
走

る
国
道
１
３
５
号
に
加
え
、
富
士
山
や
箱
根

の
山
々
を
一
望
で
き
る
伊
豆
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
や
国
道
４
１
４
号
な
ど

に
よ
る
ル
ー
ト
が
あ
り
、
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
地
域
の
中
で
爽
や
か
な
風
を
感
じ
な
が

ら
、
心
地
よ
い
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

本
町
は
、
趣
の
異
な
る
６
つ
の
温
泉
場

を
擁
し
、
街
中
は
湯
煙
が
立
ち
上
る
豊
富
な

温
泉
が
売
り
物
で
、
眼
前
に
広
が
る
伊
豆
七

島
を
眺
め
な
が
ら
浸
か
る
温
泉
は
格
別
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
伊
勢
海
老
や
サ
ザ
エ
、
天

草
な
ど
の
海
の
幸
と
、
柑
橘
類
や
山
菜
な
ど

の
山
の
幸
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、
特
に
地
域

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
キ
ン
メ
ダ
イ
は
、
古
く
か

ら
地
元
の
祝
い
事
を
は
じ
め
、
郷
土
料
理
の

食
材
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
観
光
客
に

も
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で

雛
の
つ
る
し
飾
り
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
伝
統

文
化
が
息
づ
い
て
お
り
、
自
然
と
文
化
の
調

和
を
図
り
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

エ
コ
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

東
伊
豆
と
は

現
在
、本
町
で
は
、静
岡
県
と
共
同
で
「
エ

コ
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
東
伊
豆
」
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
や
自
然
保
護

静岡県  東
ひ が し

伊
い

豆
ず

町
ち ょ う

東伊豆町

現 地 レ ポ ー ト

東伊豆町町章

▲

雛のつるし飾り
自然・環境・衛生、新エネルギー　関連施策
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な
ど
の
「
エ
コ
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
推
進
す

る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
着

地
型
観
光
を
活
用
し
、
そ
の
大
切
さ
や
す
ば

ら
し
さ
を
楽
し
く
伝
え
て
い
く
も
の
で
す
。

本
町
は
、
海
か
ら
山
へ
と
続
く
急
峻
な

地
形
を
し
て
お
り
、
昔
か
ら
水
力
発
電
な
ど

の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
活
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
明
治
44
年
、
稲
取
水
力
電
気
株
式
会
社

が
創
立
さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
社
製

の
発
電
機
を
使
っ
て
４
１
２
戸
の
家
庭
に

７
１
８
灯
が
点
灯
さ
れ
た
と
の
記
録
が
残
っ

て
お
り
、
取
水
口
は
町
指
定
文
化
財
と
し
て

大
切
に
保
護
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、昭
和

２
年
か
ら
は
、
最
大

出
力
が
２
、９
０
０

kw
の
民
間
事
業
者
に

よ
る
水
力
発
電
所
が

稼
動
し
て
い
ま
す
。

本
町
は
、
風
況

に
も
恵
ま
れ
た
地
域

で
あ
り
、
こ
の
自
然

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有

効
に
活
用
す
べ
く
、

平
成
15
年
12
月
か
ら

町
営
風
力
発
電
所
を

稼
働
し
、
定
格
出
力

６
０
０
kw
の
風
車
３

機
に
よ
り
、
一
般
的

な
家
庭
が
１
年
間
に

消
費
す
る
電
力
の
１
、

１
０
０
世
帯
分
に
当

た
る
約
４
０
０
万
kw

ア
ワ
ー
の
電
力
を
毎
年
発
電
し
て

い
ま
す
。
発
電
し
た
電
気
は
、全

量
を
売
電
し
、当
初
予
算
ベ
ー
ス

で
年
間
７
７
、８
０
０
千
円
の
売

電
収
入
を
得
て
お
り
、
一
部
は
、

町
民
が
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
際
の
補
助
金
と

し
て
地
域
に
還
元
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
風
力
発
電
で
す
が
、
騒
音
問
題

や
常
に
安
定
し
た
発
電
を
供
給
す

る
こ
と
が
困
難
と
い
っ
た
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

発
電
に
際
し
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
な
い
こ
と
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
中
で
は
比
較
的
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
て
い
る
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
他
の
発
電
方
法
と
組
み
合

わ
せ
て
、
電
源
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
図
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
加
え
、
環

境
保
全
に
つ
い
て
啓
蒙
を
図
っ
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
あ
り
、
毎
年
夏
休
み
に
は
、
環
境

教
育
の
一
環
と
し
て
風
車
見
学
会
を
15
日
間

開
催
し
、
風
車
の
し
く
み
や
地
球
温
暖
化
に

つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
風
車
の
内
部

も
公
開
し
て
お
り
、
参
加
者
に
エ
コ
の
大
切

さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
ま
だ
珍
し
い
温
泉

熱
発
電
の
設
置
や
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
温
泉
の
熱
で
沸
点
の
低
い
液
体
を
沸
騰

さ
せ
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
こ
の
発
電
は
、
湧
き

出
た
温
泉
を
利
用
す
る
た
め
、
源
泉
に
も
影

響
は
な
く
、
安
定
供
給
で
き
る
の
で
現
在
期

待
さ
れ
て
い
る
発
電
方
法
の
１
つ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
水
力
、
風
力
、
太
陽
光
、
温

泉
熱
な
ど
様
々
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
１
つ

の
町
で
見
学
で
き
る
よ
う
に
し
、
ガ
イ
ド
育

▶
町
営
風
車
全
景

◀
風
車
見
学
会
の
様
子



137

自然・環境・衛生、新エネルギー　関連施策

成
や
新
エ
ネ
ツ
ア
ー
な
ど
の
商
品
化
を
進
め
、

楽
し
く
環
境
教
育
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
町
内
児
童
へ
の
環
境
教
育
、
電

気
自
動
車
・
急
速
充
電
器
の
購
入
・
設
置
、

風
力
発
電
施
設
の
町
内
業
者
に
よ
る
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
体
制
づ
く
り
に
向
け
た
調
査
研
究
な

ど
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
新
た
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
目
指
し
、
波
及
効
果
を
図
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
ま
す
。

里
山
を
守
る

－

稲
取
細
野
高
原

－

「
草
原
を
燃
や
す
と
い
う
エ
コ
っ
て
ご
存

知
で
す
か
？
」
こ
れ
は
平
成
20
年
に
開
催
し

た
全
国
草
原
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
東
伊
豆
の
コ

ン
セ
プ
ト
で
す
。
こ
こ
で
言
う
「
エ
コ
」
は

地
球
温
暖
化
で
は
な
く
、
山
焼
き
を
行
っ
て

草
原
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
そ
の
環
境
に
順

応
し
た
生
き
物
、
そ
し
て
、
そ
の
生
態
系
を

守
る
と
い
う
も
の
で
す
。

町
内
で
は
稲
取
地
区
の

山
間
部
に
広
が
る
稲
取
細
野

高
原
を
、
百
年
以
上
前
か
ら

山
焼
き
で
維
持
し
、
里
山
環

境
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
高
原
は
広
さ
１
２
５ 

ha

で
、
東
京
ド
ー
ム
26
個
分
、

箱
根
千
石
原
の
７
倍
の
広
さ

を
誇
る
ス
ス
キ
の
草
原
で
、

エ
リ
ア
内
に
は
、
静
岡
県
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た

４
つ
の
湿
原
群
が
存
在
し
、

貴
重
な
湿
原
植
物
が
自
生
し

て
お
り
、
山
焼
き
を
継
続
す

る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
環
境
も

守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

草
原
を
覆
い
尽
く
す
ス

ス
キ
は
、
家
畜
の
飼
料

や
畑
の
堆
肥
と
す
る
な

ど
、
昔
か
ら
地
域
住
民

の
生
活
と
も
切
り
離
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
し
た
。

こ
の
雄
大
な
地
を

多
く
の
方
に
P
R
す
る

こ
と
で
、
里
山
環
境
を

保
全
す
る
こ
と
の
大
切

さ
や
自
然
と
触
れ
合
う

こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

体
感
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
平
成
23
年
よ
り
ス

ス
キ
見
学
ツ
ア
ー
な
ど

を
行
い
、
ま
た
、
平
成

24
年
に
こ
の
地
が
ジ
オ

サ
イ
ト
と
し
て
認
定
さ

れ
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、

平
成
24
年
は
期
間
中
の
１
ヶ
月
に
１
万
人
を

超
え
る
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
年
、
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
畑

や
草
原
な
ど
の
環
境
を
維
持
で
き
な
く
な
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
、

里
山
を
守
り
続
け
る
こ
と
も
大
切
な
エ
コ
な

の
で
す
。

こ
の
他
に
も
、
熱
川
地
区
で
は
、
荒
れ

た
雑
木
林
を
町
民
が
手
作
り
で
再
生
し
た
大

川
自
然
椿
園
を
は
じ
め
、
自
然
環
境
の
保
護

保
全
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
大
川
温
泉
や
ぶ

椿
園
散
策
会
や
ホ
タ
ル
観
賞
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

エ
コ
と
観
光
の
共
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▶
細
野
湿
原
散
策
の
様
子

◀
毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る「
ス
ス
キ
イ
ベ
ン
ト
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

制
作
風
景
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古
着
の
リ
サ
イ
ク
ル
　
　
　
　
　

－

雛
の
つ
る
し
飾
り

－

稲
取
地
区
に
は
、
桃
の
節
句
の
際
、
雛

段
の
両
脇
に
一
対
の
「
雛
の
つ
る
し
飾
り
」

を
飾
る
風
習
が
あ
り
、山
形
県
酒
田
市
の「
傘

福
」、
福
岡
県
柳
川
市
の
「
さ
げ
も
ん
」、
当

町
の
「
雛
の
つ
る
し
飾
り
」
を
含
め
た
３
つ

を「
日
本
三
大
つ
る
し
飾
り
」と
称
し
サ
ミ
ッ

ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
つ
る
し
飾
り

の
起
源
は
江
戸
後
期
と
さ
れ
、
当
時
、
雛
人

形
を
購
入
で
き
な
い
家
庭
が
、
わ
が
子
の
健

や
か
な
成
長
を
願
う
た
め
、
古
着
の
端
切
れ

で
幾
種
も
の
人
形
を
つ
く
り
、
雛
人
形
の
か

わ
り
と
し
て
そ
れ
を
糸
で
吊
る
し
て
飾
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
親
か
ら
子

へ
と
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
伝
統
文
化
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
毎
年
１
月
下
旬
か
ら
３
月
ま

で
の
間
で「
雛
の
つ
る
し
飾
り
ま
つ
り
」を
開

催
し
て
お
り
、
一
時
は
25
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
る
な
ど
、
当
町
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
成
長
し
、
今
で
は
伊
豆
半
島
だ
け
で
な
く

全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
町
の
主
産
業
で
あ
る
観
光
を
支
え
る

柱
の
ひ
と
つ
に
成
長
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、

物
を
粗
末
に
し
な
い
と
い
う
地
域
住
民
の
エ

コ
に
対
す
る
意
識
が
生

ん
だ
風
習
で
す
。

さ
ら
な
る
エ
コ

を
目
指
し
て

こ
の
他
に
も
現
在
、

バ
イ
オ
マ
ス
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
全
町
で

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
を

回
収
し
、
生
成
さ
れ
た

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や

給
食
配
送
車
な
ど
、
一

部
の
庁
用
車
で
燃
料
と

し
て
利
用
し
て
お
り
、

ま
た
、
使
用
済
み
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
利

用
し
、
キ
ャ
ン
ド
ル
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど

身
近
な
生
活
環
境
で
の
エ
コ
も
推
進
し
て
い

ま
す
。

「
草
原
を
守
る
」
取
り
組
み
や
、「
雛
の

つ
る
し
飾
り
」
の
よ
う
に
、
資
源
を
大
切
に

す
る
考
え
や
文
化
を
育
み
、
今
後
、
新
た
な

事
業
に
挑
戦
を
し
な
が
ら
ガ
イ
ド
な
ど
の
人

材
育
成
に
努
め
、
難
し
い
環
境
教
育
で
は
な

く
、
誰
も
が
楽
し
み
な
が
ら
エ
コ
の
大
切
さ

を
学
べ
る
観
光
地
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。東

伊
豆
町
長　

太
田　

長
八

（
平
成
25
年
5
月
20
日
付
第
2
8
4
0
号
）

▶
京
の
七
夕
・
Ｚ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
会
場「
日
本
三
大
つ
る
し
飾
り
」

▶�

雛
の
つ
る
し
飾
り　

雛
の
館「
む
か
い
庵
」

◀
使
用
済
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
利
用
し
た

キ
ャ
ン
ド
ル
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現
代
ア
ー
ト
と
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り

安
全
・
安
心
な
村

上
小
阿
仁
村
は
、
秋
田
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
南
北
に
長
い
山
あ
い
の
村
で
す
。

太
平
山
に
源
を
発
す
る
小
阿
仁
川
が
村
の
中

央
を
流
れ
、
途
中
、
支
流
を
合
わ
せ
て
米
代

川
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。
北
部
は
平
地
で

南
部
は
山
林
が
多
く
、
総
面
積
2
5
6
・
82

㎢
の
92
・
7
％
が
山
林
原
野
で
占
め
ら
れ
て

お
り
、
う
ち
75
％
が
国
有
林
と
な
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
、
林
業
が
盛
ん
で
、
天
然
秋

田
杉
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
平
成

12
年
に
「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
に
選
ば
れ

た
コ
ブ
杉
や
約
７
２
０
本
の
天
然
杉
が
立
ち

並
ぶ
「
自
然
観
察
教
育
林
」
が
あ
り
ま
す
。

小
阿
仁
川
沿
い
に
20
の
集
落
が
点
在
し
、
人

口
は
2
、
6
0
0
人
余
り
で
、
高
齢
化
率
が

お
よ
そ
45
％
と
県
内
一
の
高
さ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
農
業
が
盛
ん
で
、
村
の
特
産
物
で
あ

る
食
用
ほ
お
ず
き
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
良
質
な

あ
き
た
こ
ま
ち
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
内
に
は
鉄
道
は
な
く
、
村
北
部
を
斜

め
に
走
る
国
道
2
8
5
号
の
ほ
か
、
県
道

2
1
4
号
、
37
号
に
よ
る
ル
ー
ト
が
あ
り
、

車
で
の
ア
ク
セ
ス
と
な
り
ま
す
。

村
全
域
に
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
構
築
し
て

お
り
、
高
速
通
信
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
光
ケ
ー

ブ
ル
網
を
活
用
し
、
村
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
村
内
通
話
料
無
料
の
テ
レ
ビ
電
話

が
ほ
ぼ
全
戸
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
レ

ビ
電
話
機
能
の
ほ
か
、
画
面
を
配
信
す
る
こ

と
が
で
き
、
村
の
イ
ベ
ン
ト
や
災
害
時
の
避

難
勧
告
な
ど
の
行
政
情
報
の
配
信
の
ほ
か
、

高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
世
帯
へ
の
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
安
全
・

安
心
の
村
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

全
集
落
に
設
置
し
て
い
る
防
災
広
報
無
線
と

連
携
さ
せ
て
い
る
た
め
、
無
線
に
よ
る
放
送

内
容
が
テ
レ
ビ
電
話
で
も
流
れ
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
行
政
情
報
が
、
一
度
に
ほ
ぼ
全
戸
へ

発
信
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

秋田県  上
か み

小
こ

阿
あ

仁
に

村
む ら

上小阿仁村

現 地 レ ポ ー ト

上小阿仁村村章

▼�林野庁「森の巨人たち百選」に選ばれた「コブ杉」
観光・イベント（ご当地フェスタ）、

体験型ツーリズム　関連施策
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大
地
の
芸
術
祭
初
の
飛
び
地
開

催
地

上
小
阿
仁
村
の
最
奥
地
に
あ
る
八
木
沢

集
落
。
国
道
２
８
５
号
か
ら
、
県
営
第
１
号

の
萩
形
ダ
ム
へ
向
か
う
県
道
１
２
９
号
を
お

よ
そ
９
㎞
進
ん
だ
８
世
帯
16
人
が
暮
ら
す
こ

の
集
落
が
平
成
24
年
夏
、「
第
５
回
大
地
の

芸
術
祭　

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
２
０
１
２　

飛
び
地
開
催　

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
２
」

と
し
て
、
７
月
29
日
か
ら
９
月
14
日
ま
で
の

55
日
間
、
集
落
内
や
公
民
館
、
棚
田
に
現
代

ア
ー
ト
作
品
が
展
示
さ
れ
、
大
き
な
注
目
を

浴
び
ま
し
た
。

「
大
地
の
芸
術
祭
」
は
、
元
々
、
新
潟
県

十
日
町
市
と
津
南
町
で
３
年
に
１
度
行
わ
れ

る
、
国
内
で
も
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
野
外

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
出
展
作
家
で
あ

る
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
准
教
授
の
方
と

の
つ
な
が
り
に
よ
り
、
平
成
24
年
夏
、
大
地

の
芸
術
祭
初
の
飛
び
地
開
催
が
上
小
阿
仁
村

八
木
沢
集
落
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
前
よ
り
、
約
1
6
0
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
「
清
掃
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や
、

「
作
品
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
会
期
中
に

実
施
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
く
の
村

内
外
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、
事
業
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
来
場
者
の
目
標
を
５
、

０
０
０
人
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
よ
そ
２

倍
と
な
る
、
延
べ
９
、１
１
４
人
の
来
場
者

が
集
落
を
訪
れ
、
現
代
ア
ー
ト
と
八
木
沢
集

落
の
も
つ
里
山
の
原
風
景
と
の
融
合
に
共
感

し
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
と
の
か
か
わ
り

初
め
て
の
開
催
と
し
て
は
成
功
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
が
、
今
後
の
継
続
へ
向
け
て
、

た
く
さ
ん
の
課
題
が
残
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
地
域
の
方
々
の
関
わ
り
が
非
常
に
重

要
で
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

前
述
の
と
お
り
、
会
期
前
に
実
施
し
た
、

会
場
で
あ
る
八
木
沢
集
落
の
「
清
掃
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
に
は
、
村
内
外
含
め
、
約

1
6
0
人
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

も
の
の
、
村
と
し
て
初
の
取
り
組
み
と
な
る

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
に
、
地
域
の
方
々
は
「
何

か
あ
る
の
か
」「
何
を
し
て
い
る
の
か
」
と

い
う
不
安
が
大
き
か
っ
た
は
ず
で
す
。
八
木

沢
集
落
の
方
々
か
ら
も
、
説
明
会
を
実
施
し

◀
売
り
切
れ
御
免
！
伊
根
の
ブ
リ
し
ゃ
ぶ

▶
平
成
25
年
度
行
わ
れ
た
伝
統
芸
能
イ
ベ
ン
ト
で

八
木
沢
番
楽
を
披
露
す
る
中
学
生

▶
今
年
度
展
示
し
て
い
る
作
品

◀
会
期
前
に
行
わ
れ
た
清
掃
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
（
右　

八
木
沢
公
民
館　

左　

旧
沖
田
面
小
学
校
）
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て
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
未
知
の
イ
ベ

ン
ト
に
対
し
て
「
た
く
さ
ん
の
人
が
来
る
は

ず
が
な
い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
集
落
に
は
商
店
が
な
く
、
来
場

者
の
た
め
、
会
期
中
の
土
・
日
・
祝
日
に
公

民
館
で
カ
フ
ェ
を
開
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
カ
フ
ェ
の
出
店
者
に
つ
い
て
も
村

内
業
者
・
団
体
で
手
を
挙
げ
て
く
れ
る
と
こ

ろ
が
な
く
、
村
外
の
業
者
で
対
応
し
、
村
内

の
４
つ
の
婦
人
団
体
に
そ
の
手
伝
い
を
兼
ね
、

村
の
特
産
物
や
野
菜
な
ど
の
販
売
を
依
頼
し

ま
し
た
。

会
期
が
進
む
に
つ
れ
、
連
日
の
よ
う
に

地
域
の
新
聞
で
特
集
が
組
ま
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
来
場
者
数
も
増
え
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

日
に
は
、
終
日
の
来
場
者
が
、
お
よ
そ
１
、

０
０
０
人
を
数
え
る
日
も
あ
り
ま
し
た
。

徐
々
に
集
落
の
方
々
や
、
地
域
の
方
々
も
事

業
に
対
し
て
関
わ
り
を
深
め
、
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
３

平
成
25
年
は
８
月
10
日
か
ら
10
月
14
日

ま
で
の
66
日
間
、「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
３
」
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
作
家
数
も
増
え
、
15
人
の
作

家
が
八
木
沢
集
落
内
や
公
民
館
、
棚
田
に
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
、
平

成
18
年
度
に
廃
校
と
な
っ
た
旧
沖
田
面
小
学

校
を
会
場
に
、
作
家
が
滞
在
し
て
作
品
を
制

作
す
る
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
」
事
業
を
展
開
。
８
月
末
ま
で
５
人
の

作
家
が
村
へ
滞
在
し
、
作
品
の
制
作
活
動
を

行
い
、
八
木
沢
集
落
内
や
、
旧
沖
田
面
小
学

校
に
展
示
し
ま
し
た
。

会
場
で
あ
る
八
木
沢
集
落
ま
で
は
、
村

の
中
心
部
に
位
置
す
る
「
道
の
駅
か
み
こ
あ

に
」
か
ら
旧
沖
田
面
小
学
校
を
経
由
し
、
１

日
４
往
復
す
る
無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

土
・
日
・
祝
日
に
運
行
し
、
平
成
25
年
は
、

地
域
の
方
々
の
関
わ
り
を
重
要
視
し
、
様
々

な
機
会
を
見
つ
け
て
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た

り
、
カ
フ
ェ
出
店
者
の
公
募
を
行
っ
た
り
し

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
、
課
題
は

多
く
、
地
域
の
方
々
か
ら
様
々
な
意
見
を
い

た
だ
く
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

地
域
の
方
々
に
事
業
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。活

力
あ
る
む
ら
づ
く
り
へ

こ
の
「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
秋
田
」
は
取
り
組
み
を
始
め
た
ば
か
り

で
す
が
、
秋
田
県
で
国
民
文
化
祭
が
行
わ
れ

る
平
成
26
年
度
ま
で
の
継
続
実
施
が
決
定
し

て
い
ま
す
。
現
代
ア
ー
ト
や
芸
術
の
力
を
活

用
し
な
が
ら
都
市
と
農
村
間
、
世
代
間
の
交

流
人
口
の
増
加
を
図
り
、
自
然
を
生
か
し
た

活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

上
小
阿
仁
村
長　

中
田　

吉
穂

（
平
成
25
年
9
月
9
日
付
第
2
8
5
3
号
）

▶
作
品
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
八
木
沢
公
民
館
）

◀
秋
田
市
の
竿
燈
祭
で
パ
レ
ー
ド
し「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
」を
Ｐ
Ｒ

▶�

滞
在
す
る
作
家
３
名
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

�（
旧
沖
田
面
小
学
校
）
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農
業
と
窯
業
・
土
の
里
、
益
子

広
大
な
関
東
平
野
の
中
心
・
東
京
か
ら

北
東
へ
車
を
走
ら
せ
２
時
間
を
過
ぎ
る
頃
か

ら
、
視
界
に
広
が
る
空
の
裾
に
な
だ
ら
か
な

山
の
連
な
り
が
見
え
始
め
ま
す
。
栃
木
県
益

子
町
は
、
関
東
平
野
の
北
の
端
に
位
置
し
、

同
時
に
、
八
溝
山
系
を
中
心
に
東
北
へ
と
連

な
る
山
々
の
南
の
端
で
も
あ
り
ま
す
。
人
の

暮
ら
し
の
す
ぐ
隣
に
あ
り
な
が
ら
豊
か
な
自

然
を
残
す
里
山
、
は
っ
き
り
と
し
た
四
季
。

そ
の
風
土
の
中
で
、
古
く
か
ら
農
業
と
江
戸

時
代
末
期
に
始
ま
っ
た
窯
業
と
い
う
、「
土
」

に
依
り
暮
ら
し
に
密
着
し
た
産
業
が
、
人
の

手
に
よ
っ
て
丁
寧
に
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

窯
業
に
お
い
て
は
、
今
で
は
窯
を
持
つ

陶
芸
家
は
４
０
０
人
を
超
え
、
年
に
２
回
開

催
さ
れ
る
陶
器
市
は
、
春
秋
合
わ
せ
て
毎
回

60
万
人
を
超
え
る
集
客
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

欧
米
を
中
心
と
し
た
工
芸
界
に
お
い
て
は
、

陶
芸
家
で
人
間
国
宝
と
な
り
、
民
藝
運
動
の

旗
手
で
も
あ
っ
た
濱
田
庄
司
の
名
と
と
も
に

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
の
地
名
は
広
く
知
ら
れ
る

と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

陶
芸
の
町
の
、
そ
の
先
へ
。

「
益
子
町
は
、
核
と
な
る
観
光
の
目
玉
が

あ
る
か
ら
い
い
で
す
ね
」
と
よ
く
言
わ
れ
る

こ
と
で
す
が
、
時
と
し
て
、
そ
れ
は
マ
イ
ナ

ス
の
要
素
に
な
る
可
能
性
も
持
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
観
光
客
を
集
め
る
陶
器
市
に
し
て
も

「
年
々
、
来
場
者
の
財
布
の
紐
は
固
く
な
る

一
方
で
」
と
嘆
く
声
が
あ
り
、
益
子
駅
か
ら

陶
器
店
が
並
ぶ
通
り
ま
で
の
間
に
あ
る
、
か

つ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
小
売
店
が
軒
を
並
べ
て

い
た
旧
市
街
地
区
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ

す
店
が
増
え
、
活
気
を
な
く
し
た
状
況
に
あ

る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状
況

「
土
祭
」か
ら
始
め
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

～
風
土
と
工
芸
、人
と
暮
ら
し
の
魅
力
を
形
に
～

栃木県  益
ま し

子
こ

町
ま ち

益子町

現 地 レ ポ ー ト

ご当地キャラクター

「mashikotto」

▲

益子町のアートイベントの祭「土祭／ひじさい」は、第１回が2009年９月19日（新月）－
10月４日（満月）に、前・土祭が2011年９月11日（畿望）に、第２回が2012年９月16日
（新月）－30日（満月）に開催され、第３回を2015年９月13日（日／新月）から28日（月／
満月）に予定している。写真は、特設の舞台で行われた芸能の様子。

観光・イベント（ご当地フェスタ）、
体験型ツーリズム　関連施策
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に
お
い
て
「
現
状
を
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
！
」
と
い
う
思
い
で
策
定
し
た
の
が
、

２
０
０
５
年
の
「
益
子
再
生
計
画
」
で
す
。

「
10
年
先
、
20
年
先
を
見
据
え
て
、
益
子
に

も
う
一
度
、元
気
と
活
力
を
取
り
戻
し
た
い
」

と
い
う
願
い
で
、「
環
境
」・「
健
康
」・「
文
化
」

の
３
本
柱
を
立
て
実
行
項
目
を
策
定
し
ま
し

た
。「
文
化
」
分
野
で
「
世
界
に
誇
れ
る
文

化
都
市
、
益
子
」
を
具
体
化
し
て
い
く
た
め

の
１
つ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
計
画
さ
れ
た
の

が
、
２
０
０
９
年
に
第
１
回
、
２
０
１
２
年

に
第
２
回
目
を
行
っ
た
「
ア
ー
ス
・
ア
ー
ト
・

フ
ェ
ス
タ　

土
祭
」
で
す
。

土
の
祭
と
書
い
て
、「
ひ
じ
さ
い
」
と
呼

び
ま
す
。
あ
え
て
、土
の
古
来
の
呼
び
名「
ひ

じ
」
を
用
い
た
こ
と
に
も
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
今
ま
で
に
な
い
視
点
か
ら
私
た
ち
の
町

を
と
ら
え
直
し
、
外
に
向
け
て
発
信
し
て
い

こ
う
、
と
い
う
試
み
で
す
。
ア
ー
ト
に
よ
る

地
域
起
こ
し
と
し
て
は
、
規
模
の
大
小
や
コ

ン
セ
プ
ト
な
ど
の
面
で
も
実
に
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
益
子
町
が
目
指
し
た
も
の
は
、

小
さ
い
な
が
ら
も
益
子
な
ら
で
は
の
個
性
が

光
る
祭
で
す
。
中
央
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

招
聘
し
て
街
中
に
作
品
を
配
置
し
て
終
わ
り
、

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
土
地
の
風
土

か
ら
、
こ
の
土
地
に
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
に

よ
っ
て
立
ち
上
が
る
表
現
で
す
。
作
り
上
げ

て
い
く
過
程
も
、
イ
ベ
ン
ト
会
社
な
ど
外
部

の
力
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
役
場
職
員
と
住

民
の
官
民
協
働
で
、
こ
の
土
地
の
人
々
が
心

を
入
れ
て
作
り
上
げ
て
い
く
「
祭
」
と
し
て

の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

第
１
回
は
、「
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
源
で
あ

る
土
」「
民
藝
以
前
の
益
子
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

旧
市
街
地
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
を
会
場
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
第
２
回
は
、「
土
」
か
ら

一
歩
進
み
深
め
て
、「
風
土
、
歴
史
、
自
然

環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
エ
リ
ア
に
つ
い
て

は
、
陶
器
店
が
並
ぶ
通
り
や
、
１
１
９
４
年

建
立
と
言
わ
れ
る
神
社
が
佇
む
益
子
の
懐
深

く
入
り
込
ん
だ
地
域
に
も
会
場
を
広
げ
ま
し

た
。
歴
史
あ
る
神
聖
な
場
所
と
は
い
え
、
ふ

だ
ん
は
あ
ま
り
訪
れ
る
人
も
い
な
い
所
に
、

人
の
手
を
入
れ
て
息
を
吹
き
返
さ
せ
、
地
元

の
人
も
ス
タ
ッ
フ
も
来
場
者
も
、
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
る
表
現
を
分
か
ち
合
い
、
先
人
の
遺

産
を
未
来
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
い
う
願
い
が

あ
り
ま
し
た
。

地
球
の
上
の
小
さ
な
共
同
体
と
し
て

東
日
本
大
震
災
で
は
、
益
子
も
多
く
の

被
害
を
受
け
、
あ
ら
た
め
て
「
幸
せ
な
暮
ら

し
と
は
？
」「
今
日
の
延
長
上
に
あ
る
未
来

と
は
？
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
多
い

日
々
が
続
き
ま
し
た
。
官
民
あ
げ
て
復
興
へ

の
道
を
歩
み
、
２
回
目
の
土
祭
へ
の
準
備
を

進
め
る
過
程
で
、「
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
方

に
つ
い
て
考
え
る
手
が
か
り
を
創
出
し
て
い

こ
う
」
と
、「
マ
シ
コ
・
ア
ー
ス
・
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」
と
い
う
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
加
え
ま

し
た
。

準
備
と
会
期
中
の
様
子
。
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttp://hijisai.jp/

�▲

百
本
以
上
設
置
し
た「
の
ぼ
り
」も
、間
伐
し
た

竹
や
布
を
使
っ
て
手
作
り
で
。

▲�
１
１
９
４
建
立
の
神
社
で
は
、境
内
と
そ
の
周

辺
の
森
を
散
策
し
な
が
ら
楽
し
め
る「
音
」の

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

▲

�

歴
史
あ
る
酒
屋
さ
ん
の
奥
座
敷
で
は
、自
然
と

命
を
テ
ー
マ
に
し
た
立
体
作
品
を
展
示
。

 

２
０
１
２
土
祭
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先
人
た
ち
の
知
恵
、
技
術
の
背
景
に
あ

る
思
想
な
ど
を
学
び
直
し
、「
益
子
か
ら
提

案
で
き
る
、
暮
ら
し
方
」
を
表
現
し
よ
う
と

い
う
試
み
で
す
。
間
伐
の
竹
で
作
っ
た
テ
ン

ト
、
飲
食
ブ
ー
ス
で
使
用
し
た
非
電
化
冷
蔵

庫
、
夕
方
か
ら
の
演
奏
会
を
行
う
広
場
に
灯

し
た
和
紙
と
竹
の
提
灯
な
ど
は
、
地
元
住
民

や
近
隣
の
高
等
学
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
制
作
し
ま
し
た
。

都
市
生
活
者
の
共
感
を
呼
ん
だ
土
祭

土
祭
は
、
明
日
の
町
づ
く
り
の
た
め
の

実
践
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
た

め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
場
で
も
あ
り
ま
し

た
。
特
に
第
２
回
目
の
土
祭
で
集
計
し
た
来

場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
貴
重
な
デ
ー
タ

と
な
り
ま
し
た
。

４
段
階
の
選
択
肢
で
問
い
か
け
た
満
足

度
調
査
で
は
、「
と
て
も
満
足
52
・
4
％
」「
ま

あ
ま
あ
満
足
40
・
5
％
」
と
の
数
値
で
93
％

の
方
に
概
ね
満
足
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
居
住
地
の
内
訳
で
見
る
と
、
近
隣
で
は

宇
都
宮
市
や
つ
く
ば
市
な
ど
、
ま
た
東
京
都

内
の
数
値
が
高
く
、
大
都
市
の
方
ほ
ど
土
祭

の
世
界
観
に
共
感
し
満
足
い
た
だ
い
て
い
る

様
子
が
、
フ
リ
ー
ア
ン
サ
ー
の
記
述
か
ら
も

う
か
が
え
ま
し
た
。

「
と
て
も
楽
し
め
ま
し
た
。
土
地
と
作
品

の
良
さ
を
ど
ち
ら
も
活
か
せ
た
展
示
だ
と
思

い
ま
す
。
よ
り
そ
の
世
界
に
入
り
込
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
訪
れ
た
い
で
す
。（
東

京
20
女
）」「
新
旧
が
ま
じ
り
あ
っ
て
い
て
、

別
世
界
を
感
じ
ら
れ
て
美
し
か
っ
た
。
迷
っ

て
い
る
と
皆
さ
ん
が
親
切
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
り
、
地
元
の
人
の
祭
を
盛
り
立
て
よ
う

と
す
る
気
持
ち
が
伝
わ
り
ま
し
た
。（
東
京

60
女
）」

ア
ン
ケ
ー
ト
以
外
に
も
、
ネ
ッ
ト
上
で

個
人
ブ
ロ
グ
やT

w
itter

、FaceB
ook

上
に
あ
げ
ら
れ
た
情
報
も
で
き
る
だ
け
拾
い
、

感
想
を
収
集
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
も
と
に
、

益
子
町
Ｐ
Ｒ
の
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

い
属
性
モ
デ
ル
を
「
首
都
圏
で
働
き
、
工
芸

や
デ
ザ
イ
ン
に
感
度
が
高
い
30
代
の
女
性
」

と
考
え
、
次
年
度
か
ら
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
参
考
と
し
ま
し
た
。

益
子
に
関
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
人
達

が
求
め
て
い
る
も
の
と
、
益
子
が
持
つ
「
資

源
」
が
、
土
祭
を
き
っ
か
け
に
、
と
て
も
い

い
感
じ
で
重
な
り
合
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ

に
小
さ
い
な
が
ら
も
確
か
な
手
ご
た
え
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
ど
う
整
理
し
て
、
町

の
訴
求
と
し
て
伝
え
て
い
く
か
。
益
子
町
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
再
構
築
す
る
こ
と
を
課

題
と
し
て
、
２
０
１
３
年
４
月
、
観
光
商
工

課
内
の
土
祭
事
務
局
は
新
設
さ
れ
た
タ
ウ
ン

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

次
に
、
益
子
町
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
初

年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

故
郷
の
次
に
大
切
な
町
へ

都
内
か
ら
車
や
電
車
で
２
時
間
ほ

ど
の
場
所
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
、
体
に
優
し
い
食
事

が
で
き
る
気
の
利
い
た
カ
フ
ェ
が
あ
り
、

大
量
生
産
品
で
は
な
く
、
人
の
手
の
ぬ

く
も
り
が
あ
る
手
仕
事
の
品
が
買
え
る

よ
う
な
場
所
。
メ
デ
ィ
ア
が
喜
び
そ
う

な
、
そ
ん
な
田
舎
町
は
、
益
子
以
外
に

も
、
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
に
あ

た
っ
て
の
１
つ
の
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
は
、

「
首
都
圏
で
暮
ら
す
人
に
と
っ
て
、
自

分
の
故
郷
に
次
い
で
、
何
度
で
も
訪
れ

た
い
大
切
な
町
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
」
で
す
。

「
大
切
な
町
」
に
な
る
た
め
に
は
、

消
費
行
動
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
、

心
の
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。
例
え
ば
、
そ
こ
に
暮
ら
す
魅
力
的

な
人
と
出
会
い
繋
が
れ
る
町
、
訪
れ
る
た
び

に
知
る
た
び
に
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
生
き

方
や
暮
ら
し
方
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
町
、

自
然
や
古
い
建
物
な
ど
の
環
境
に
都
会
暮
ら

し
で
忘
れ
か
け
て
い
た
よ
う
な
原
風
景
を
見

出
せ
る
町
、
短
時
間
で
も
地
に
足
が
つ
い
た

体
験
が
で
き
る
町
…
。
ま
だ
ま
だ
漠
然
と
し

▲

�
地
元
高
校
生
と
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
一
緒

に
事
前
研
修
を
し
て
、観
光
客
の
方
々
を
ガ
イ
ド

し
ま
し
た
。
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て
い
ま
す
が
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

通
し
て
深
め
て
い
き
た
い
課
題
で
す
。

ふ
た
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
何
度
で
も
訪
れ
た
い
大
切
な
町
」
を
目

指
し
て
、
初
年
度
は
都
内
で
の
益
子
町
Ｐ
Ｒ

の
展
示
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
益
子
発
信
の
雑

誌
の
創
刊
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
渋
谷
に
土
を
。
益
子
の
森
を
。」
を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
て
、
５
月
29
日
か
ら

６
月
10
日
ま
で
の
13
日
間
、
渋
谷
の
駅
ビ
ル

に
隣
接
し
た
新
し
い
商
業
施
設「
ヒ
カ
リ
エ
」

の
８
／C

U
B
E1,2,3

と
い
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
、
益
子
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
示
を
行
い

ま
し
た
。「
土
」「
森
」「
人
と
祭
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

使
用
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
毎
年
11
月

に
公
募
を
行
っ
て
お
り
、
土
祭
を
通
し
て
益

子
町
が
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る

層
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
場
所
で
も
あ
り
、
感
度
が

高
く
周
囲
へ
の
影
響
力
も
高
く
、
有
効
な
口

コ
ミ
を
創
出
し
て
く
だ
さ
る
層
が
集
ま
る
フ

ロ
ア
で
も
あ
り
ま
す
。

観
光
商
工
課
土
祭
事
務
局
（
当
時
）で
企

画
書
を
提
出
し
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
。自
治
体

の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
は
前
例
が
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
12
月
に
審
査
を
ク
リ
ア
し
、
年
明

け
か
ら
企
画
制
作
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
、
打

ち
合
わ
せ
を
重
ね
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
企
画
制
作
に
つ
い
て
は
土
祭
と
同

じ
く
、
外
部
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
展
示
の
プ

ロ
集
団
に
外
注
す
る
の
で
は
な
く
、
役
場
職

員
と
益
子
在
住
の
作
り
手
た
ち
、
益
子
や
土

祭
ゆ
か
り
の
都
内
在
住
の
写
真
家
な
ど
の
協

働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
行
い
ま
し
た
。
展
示
が

始
ま
っ
て
か
ら
は
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た

ア
ー
ト
関
係
者
の
方
な
ど
か
ら
、
ク
ォ
リ

テ
ィ
が
高
い
と
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。会

期
中
は
、
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

係
の
職
員
が
シ
フ
ト
を
組
ん
で
連
日
在
廊
し
、

来
場
者
の
方
に
対
し
て
の
案
内
は
、
掲
示
す

る
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
や
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
に
任
せ

る
こ
と
な
く
、
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
益
子
町

や
土
祭
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
か
ぎ
り
話
し

か
け
、
直
接
お
伝
え
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
会
話
や
、
会
場
に
置
い
た
感
想

ノ
ー
ト
な
ど
か
ら
来
場
者
の
声
を
紹
介
し
ま

す
。「
益
子
町
は
陶
芸
だ
け
の
町
で
は
な
い

ん
で
す
ね
」「
益
子
は
心
の
処
方
箋
」「
行
っ

て
み
た
く
な
り
ま
し
た
！
」
な
ど
、
嬉
し
い

言
葉
が
並
び
ま
し
た
。

会
期
中
２
回
目
の
日
曜
に
は
、
隣
接
す

る
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ト
で
「
益
子
の
食
卓
市
」

も
開
催
し
ま
し
た
。「
暮
ら
し
の
ま
ん
な
か

に
あ
る
食
卓
ま
わ
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

益
子
で
は
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
市
で
、
陶
器
だ
け
で
な
く
、

木
工
品
、
染
織
、
野
菜
、
果
物
、
加
工
品
、

天
然
酵
母
の
パ
ン
な
ど
が
並
び
、
終
了
時
刻

ま
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

同
じ
フ
ロ
ア
のD

&
D
EP

A
R
TM

EN
T

が
運
営
す
る
ｄ
47
食
堂
で
は
、
タ
イ
ア
ッ
プ

企
画
と
し
て
、
益
子
の
野
菜
を
用
い
て
益
子

焼
の
器
で
提
供
す
る
「
益
子
定
食
」
を
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
好
評

に
つ
き
、
会
期
終
了
後
も
８
月
１
日
ま
で
に

延
び
ま
し
た
。

益
子
発
、人
と
暮
ら
し
を
伝
え
る

雑
誌
の
創
刊

２
つ
目
の
事
業
と
し
て
、
平
成
25
年
９

月
に
益
子
町
発
信
の
本
（
年
２
回
発
行
の
雑

誌
ス
タ
イ
ル
）
を
創
刊
し
ま
す
。
土
祭
と
同

じ
よ
う
に
、
外
注
丸
投
げ
は
し
な
い
で
、
官

民
協
働
の
編
集
チ
ー
ム
で
企
画
か
ら
編
集
・

制
作
ま
で
を
行
い
、
土
祭
デ
ー
タ
か
ら
想
定

し
た
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
方
た
ち
が
集
ま

る
首
都
圏
の
店
舗
や
施
設
、
書
店
な
ど
で
頒

布
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

目
的
は
、
先
に
述
べ
た
「
故
郷
に
次
い

で
大
切
な
町
」
と
し
て
益
子
町
を
好
き
に

な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
。
こ
の
一
言
に
尽
き

ま
す
。
で
は
、
何
を
伝
え
る
か
？
「
益
子
の

人
と
暮
ら
し
」
を
伝
え
ま
す
。
ど
ん
な
風
に

伝
え
る
か
？
「
情
報
で
は
な
く
情
景
」
と
し

て
伝
え
ま
す
。
情
景
。
こ
れ
は
、
民
間
の
事

業
と
の
差
別
化
と
し
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

益
子
町
は
、
自
主
的
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど

▲��
伝
統
芸
能
や
演
奏
会
の
舞
台
や
屋
台
を
設
け
た

広
場
で
は
、観
光
客
や
町
民
が
一
緒
に
な
っ
て

夕
暮
れ
時
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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を
行
う
企
画
力
と
情
報
発
信
力
が
あ
る
陶
芸

家
の
団
体
が
い
く
つ
か
あ
り
、
ま
た
、
生
産

者
や
作
り
手
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
る

「
市
」
も
盛
ん
で
独
自
の
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
観
光
協
会
だ
け
で
な
く
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
民
間
の
任
意
団
体
も
益
子

の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で

発
信
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
や
店
舗
、商
品
な
ど
の
「
情
報
」

を
発
信
し
て
い
く
の
が
民
間
メ
デ
ィ
ア
と
す

る
な
ら
ば
、
町
の
役
割
は
、
益
子
町
の
本
質

的
な
魅
力
を
し
っ
か
り
と
伝
え
発
信
し
て
い

く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の
土
地
の
風
土

と
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
、
人
の
暮
ら
し
。
そ

の
様
子
を
丁
寧
に
細
や
か
に
拾
い
、
描

き
伝
え
て
い
く
こ
と
を
「
情
景
」
と
い

う
言
葉
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
も
ネ
ッ
ト
で
も
紙
媒
体

で
も
、
次
々
に
新
し
い
モ
ノ
ゴ
ト
が
伝

え
ら
れ
る
情
報
過
多
の
時
代
で
す
。
ま

ず
、
情
景
（
＝
本
質
的
な
魅
力
）
を
伝

え
る
こ
と
で
共
感
を
も
っ
て
受
け
入

れ
ら
れ
、
基
本
的
な
信
頼
関
係
が
築
け

た
ら
、
そ
の
相
手
か
ら
発
信
さ
れ
る
観

光
情
報
も
、
受
け
流
す
こ
と
な
く
、

キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
多
く
の
方
々
と

出
会
い
、
大
切
な
場
所
と
し
て
心
に
留

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

益
子
町　

観
光
商
工
課
土
祭
事
務
局

�

（
平
成
25
年
7
月
15
日
付
第
2
8
4
7
号
）

▲ �「森」の部屋。暗くした空間に益子の森の写真を大きく展示し、
栃木の山中で命を落とした鹿の骨や角から彫られた彫刻作
品を展示。益子の森で採取した鳥や虫の声、沢の音などで制
作した音も流した。

▲�「土」の部屋。多彩な色と表情を持つ益子の土で作った急
須と光る泥団子。什器も益子の土を用い左官仕事で制作。
登り窯の窯出しの時に聞こえる「貫入の音」を採取・編
集した音を流した。

▲�連携イベント、「益子の食卓市」。30人あまりの出店者
が来場者との会話を楽しみながら益子町と益子で作ら
れる農産物や加工品、陶磁器、工芸品をアピール。

渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
８/C

U
B

E1.2.3 

で
の
展
示
と

イ
ベ
ン
ト
の
様
子

ギャラリー入口の左右ウィンドウには、益子の原風景ともいえる大正～昭和初
期の写真パネルと昔の窯道具などを展示した。中央に見えるのは、ＣＵＢＥ２に、
人と祭の写真とともに設置した土舞台。供物台には益子で採れた麦や野菜を。

 

２
０
１
３
都
内
で
の
Ｐ
Ｒ
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神
流
町
の
概
要

本
町
は
、
群
馬
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、

関
東
一
の
清
流
と
も
言
わ
れ
る
「
神
流
川
」

が
流
れ
、林
野
面
積
が
町
総
面
積
の
88
・
３
％

を
占
め
る
自
然
豊
か
な
町
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
町
の
中
央
部
を
東
流
す
る
神
流
川

の
両
岸
は
、
極
め
て
急
峻
な
地
形
が
連
続
し
、

支
川
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
間
の
わ
ず
か
な
緩
斜
地
に
集
落
が
点
在

し
て
お
り
ま
す
。

産
業
に
つ
い
て
は
、
農
林
業
が
主
体
で

あ
っ
た
産
業
形
態
も
資
材
価
格
の
低
迷
や
従

事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
等
に
よ
り
衰

退
し
て
し
ま
い
、
商
工
業
に
お
い
て
も
四
方

を
急
峻
な
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

広
大
な
用
地
の
確
保
が
難
し
く
、
僅
か
な
平

地
に
中
小
企
業
が
点
在
し
て
い
る
の
み
で
あ

り
ま
す
。

交
通
に
つ
い
て
は
、
町
の
中
央
を
走
る

国
道
４
６
２
号
が
交
通
の
大
動
脈
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
に
３
県
道
が
接
続
し
、
併
せ
て

国
道
２
９
９
号
が
埼
玉
県
へ
通
じ
て
お
り
ま

す
。
本
町
に
は
鉄
道
は
な
く
、
唯
一
の
公
共

交
通
機
関
で
あ
る
路
線
バ
ス
が
、
自
家
用
車

を
利
用
で
き
な
い
交
通
弱
者
の
足
の
確
保
、

通
勤
、
通
学
な
ど
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に

と
っ
て
必
要
不
可
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
近
隣
の
市
街
地
、
最
寄
駅
ま
で
は
車

で
も
１
時
間
程
度
を
要
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
進
学
・
就
職

を
機
に
転
出
す
る
町
民
も
多
く
、
過
疎
化
・

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
、
町
の
高
齢

者
比
率
は
53
％
を
超
え
て
お
り
ま
す
。
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
発
表
し
た

「
将
来
推
測
人
口
」
に
よ
る
と
、
２
０
３
５

年
に
は
神
流
町
の
高
齢
化
率
が
日
本
一
と
な

る
と
推
計
さ
れ
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
動
機
と
経
緯

本
町
は
、
人
口
2
、
２
４
２
人
（
平
成

26
年
2
月
1
日
住
基
）
の
小
さ
な
町
で
す
が
、

観
光
客
を
温
か
く
迎
え
入
れ
る
人
情
味
あ
ふ

れ
る
町
民
と
、
雄
大
な
自
然
と
い
う
２
つ
の

神
流
マ
ウ
ン
テ
ン
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク

～
少
子
高
齢
化
日
本
一
の
町
が
創
っ
た

　
　

日
本
一
の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
～

群馬県  神
か ん

流
な

町
ま ち

神流町

現 地 レ ポ ー ト
▼�「神流マウンテンラン＆ウォーク」スタートの様子

観光・イベント（ご当地フェスタ）、
体験型ツーリズム　関連施策
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大
き
な
財
産
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を

核
と
し
て
、
観
光
事
業
の
充
実
や
都
市
交
流

の
促
進
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、
町
の
活

性
化
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
活
性

化
策
を
模
索
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
群
馬
県
藤
岡
行
政
事
務
所

（
現
藤
岡
行
政
県
税
事
務
所
）
職
員
と
鏑
木

毅
さ
ん
（
当
時
、
群
馬
県
庁
職
員
。
現
プ
ロ

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
）
が
来
庁
し
、
町
の
活

性
化
を
目
的
に
「
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大

会
」
の
提
案
を
持
ち
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。し

か
し
、
聞
い
た
こ
と
も
な
い
言
葉
に

そ
こ
に
い
た
誰
も
が
「
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン

グ
っ
て
何
？
」
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

話
を
伺
っ
て
み
る
と
「
ト
レ
イ
ル
」
と
は
、

登
山
道
や
林
道
な
ど
、
場
所
の
高
低
に
関
わ

ら
ず
、
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
未
舗
装
道
を
意

味
し
、
そ
こ
を
走
る
ス
ポ
ー
ツ
を
「
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
」（
以
下
「
ト
レ
ラ
ン
」
と

い
う
。）
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、

大
会
を
開
催
す
る
に
当
た
り
参
加
費
を
支

払
っ
て
ま
で
山
の
中
を
走
る
人
が
い
る
の
か

と
半
信
半
疑
の
状
態
で
し
た
。

た
だ
、
詳
細
を
聞
い
て
い
く
う
ち
に
、
先

に
述
べ
た
大
き
な
財
産
を
最
大
限
活
か
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
通
し
て
町
の
活
性
化
を
目
指

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
内
容

「
ト
レ
ラ
ン
」
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う

な
ス
ポ
ー
ツ
な
の
か
は
理
解
で
き
ま
し
た
が
、

何
の
知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
大

会
に
す
る
た
め
に
は
非
常
に
多
く
の
こ
と
を

検
討
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、町
民
の
方
に
も
「
ト
レ
ラ
ン
」

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
、

実
行
委
員
長
に
神
流
町
長
、
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
に
鏑
木
毅
さ
ん
を
迎
え
、
17
の
地
域
団

体
が
参
加
す
る
実
行
委
員
会
を
発
足
い
た
し

ま
し
た
。

何
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
群
馬
県
藤
岡
行
政
事
務
所
の
全
面
的

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
神

流
町
ら
し
さ
」
を
全
面
に
押
し
出
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
大
会
を
作
り
上
げ
る
た
め
連
日
会

議
を
開
催
し
、
来
町
者
を
歓
迎
す
る
様
々
な

ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
実
際

に
行
っ
て
い
る
特
徴
的
な
取
り
組
み
内
容
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
コ
ー
ス
設
定

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
、
コ
ー
ス
の
選
定
と
整
備
で
す
。

現
在
は
、
50
㎞
を
含
め
た
３
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
当
初
は
27
㎞
と
40

㎞
の
２
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
し
た
。
長
距
離

の
山
道
を
周
回
コ
ー
ス
と
す
る
た
め
に
、
山

に
詳
し
い
町
民
や
、
高
齢
者
に
古
道
を
聞
い

て
、
何
日
も
何
日
も
山
に
入
り
、
既
存
す
る

登
山
道
と
併
せ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
つ
な

い
で
い
き
ま
し
た
。
古
道
と
い
っ
て
も
、
崩

落
や
倒
木
な
ど
が
ひ
ど
い
箇
所
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
希
少
植
物
が
あ
る
山

道
を
大
勢
の
選
手
が
走
る
こ
と
か
ら
、
自
然

保
護
団
体
に
も
協
議
し
助
言
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
コ
ー
ス
と
し
て
使
用
で
き
る
か
を
判

断
、
そ
の
後
大
会
に
適
し
た
距
離
に
な
る
よ

う
コ
ー
ス
設
定
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

コ
ー
ス
が
決
ま
っ
た
ら
、
町
内
外
か
ら

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
倒
木
の
撤
去
や

草
刈
り
、
選
手
が
道
に
迷
わ
な
い
よ
う
目
印

の
リ
ボ
ン
や
案
内
板
等
を
設
置
す
る
コ
ー
ス

整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
人
の
入
る

こ
と
の
な
い
古
道
や
道
の
な
い
と
こ
ろ
に
道

を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
の
で
、
初
め
の
コ
ー

ス
づ
く
り
は
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

各
山
々
を
つ
な
げ
た
道
が
整
備
で
き
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
大
会
以
外
に
も
登
山
道
と
し
て

利
用
が
可
能
と
な
り
、
観
光
面
で
も
活
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
現
在
は
、

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
も
多
く
の
お
客

様
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

●
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ス
上
に
は
、
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
い
わ
れ
る
選
手
の
休
憩
所
を
設
け
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
も
「
お
や
き
」
や
「
柚
の

▶「
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
」コ
ー
ス
選
定

▶
標
高
１
０
０
０
ｍ
に
配
置
さ
れ
た「
持
倉
エ

イ
ド
」（
休
憩
所
）
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甘
漬
」
な
ど
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
も
の
を

提
供
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
ス
上
で

一
番
の
人
気
エ
イ
ド
が
、
標
高
１
０
０
０
ｍ

に
位
置
す
る
「
持
倉
」
と
い
う
集
落
で
の
エ

イ
ド
で
す
。

持
倉
集
落
は
、
人
口
12
人
、
高
齢
者
比

率
１
０
０
％
の
い
わ
ゆ
る
限
界
集
落
で
は
あ

り
ま
す
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
が
そ
こ
の
畑
で
作
り
、
採
れ
た
も
の
を

使
っ
た
手
打
ち
そ
ば
や
花
豆
が
選
手
全
員
に

振
る
舞
わ
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
楽
し
み
に
参

加
さ
れ
る
選
手
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

●
ゴ
ー
ル
ゲ
ー
ト

本
大
会
で
は
、
空
気
を
入
れ
て
簡
単
に

で
き
る
ド
ー
ム
型
の
ゲ
ー
ト
は
使
わ
ず
、
昔

神
社
の
お
祭
り
な
ど
で
使
っ
て
い
た
と
い
う

「
杉
の
葉
」
の
ゲ
ー
ト
を
造
っ
て
お
り
ま
す
。

材
料
と
な
る
杉
の
葉
は
、
町
内
の
間
伐

し
た
杉
を
所
有
者
か
ら
譲
っ
て
い
た
だ
き
、

ト
ラ
ッ
ク
や
工
具
な
ど
も
町
民
の
方
の
協
力

に
よ
り
造
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。

大
会
当
日
は
、
こ
の
ゲ
ー
ト
を
バ
ッ
ク

に
選
手
全
員
の
ゴ
ー
ル
写
真
を
撮
り
、
後
日

ゴ
ー
ル
写
真
入
り
の
完
走
証
を
完
走
者
全
員

に
配
布
も
し
て
お
り
ま
す
。

●
参
加
賞

選
手
に
配
布
す
る
参
加
賞
に
つ
い
て
で

す
が
、
押
し
花
の
プ
レ
ー
ト
、
木
製
ネ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
、
地
域
振
興
券
を
配
布
し
て
お
り

ま
す
。

押
し
花
の
プ
レ
ー
ト
は
、
商
工
会
女
性

部
の
方
が
中
心
と
な
り
作
製
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
材
料
と
な
る
押
し
花
も
何

カ
月
も
前
か
ら
準
備
し
、
一
つ
一
つ
押
し
花

絵
を
作
り
、
プ
レ
ー
ト
に
し
て
い
き
ま
す
。

木
製
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
は
、
ナ
ツ
ツ

バ
キ
（
シ
ャ
ラ
の
木
）
を
使
用
し
ま
す
。
資

材
の
提
供
、
材
木
の
切
断
な
ど
、
町
民
の
方

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
製
し
ま
す
。
記
念

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
の
焼
き
印
を
押
し
ま
す

が
、
こ
れ
も
町
民
の
手
作
り
。
選
手
の
名
前

を
一
人
一
人
書
き
入
れ
、
配
布
し
て
お
り
ま

す
。

押
し
花
の
プ
レ
ー
ト
も
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
も
一
枚
一
枚
作
製
す
る
の
で
、
非
常
に
時

間
の
か
か
る
作
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民

の
方
が
、
記
念
に
な
れ
ば
と
心
を
込
め
て
作

製
し
て
く
れ
ま
す
。

地
域
振
興
券
は
、
参
加
費
の
中
か
ら

１
０
０
０
円
分
を
選
手
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
し
「
１
０
０
０
か
ん
な
」
と
い
う
大
会
期

間
中
限
定
の
地
域
振
興
券
と
し
て
発
行
し
て

お
り
ま
す
。

「
神
流
マ
ウ
ン
テ
ン
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
」

は
「
地
域
の
活
性
化
」
が
最
大
の
目
標
で
あ

り
ま
す
の
で
、
極
力
町
内
で
買
い
物
を
し
て

い
た
だ
こ
う
と
考
案
し
た
も
の
で
す
。

●
大
会
前
日
イ
ベ
ン
ト

本
町
に
お
越
し
い
た
だ
く
せ
っ
か
く
の

機
会
で
す
の
で
、
神
流
町
ま
た
田
舎
と
い
う

も
の
を
体
験
し
て
い
た
だ
こ
う
と
豆
腐
作
り

や
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
な
ど
５
つ
の
メ
ニ
ュ
ー

の
「
山
村
体
験
」
を
用
意
し
て
お
り
、
希
望

さ
れ
る
選
手
に
は
体
験
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
選
手
を
迎
え
入
れ
、
歓
迎
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
町
内

の
お
母
さ
ん
方
を
中
心
に
神
流
町
の
郷
土
料

理
を
振
る
舞
い
、
お
袋
の
味
を
選
手
へ
提
供

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
お
酒
は
、
手
作
り
の

竹
コ
ッ
プ
・
竹
徳
利
を
使
用
し
、「
イ
ワ
ナ

▶
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

◀
手
作
り
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

▶
杉
の
ゴ
ー
ル
ゲ
ー
ト
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の
骨
酒
」
な
ど
飲
み
物
で
も
神
流
ら
し
さ
を

追
求
し
、
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
町
民
の
方
の
温
か
い
歓
迎
が

人
気
を
呼
び
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を

目
的
に
大
会
に
参
加
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
で
す
。
今
で
は
、
会
場
で
あ
る

小
学
校
体
育
館
内
を
歩
き
回
る
こ
と
が
で
き

な
い
ほ
ど
、
参
加
希
望
者
が
増
え
て
お
り
ま

す
。

●
民
泊
制
度
の
導
入

本
町
に
は
、
宿
泊
施
設
が
３
件
（
旅
館

１
軒
、
民
宿
１
軒
、
公
共
の
宿
泊
施
設
が
１

軒
）
の
み
で
あ
り
、
前
日
か
ら
の
参
加
を
希

望
す
る
多
く
の
選
手
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は

困
難
な
状
態
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
町
民
の

方
か
ら
「
う
ち
に
泊
め
て
も
い
い
よ
」
と
い

う
言
葉
を
き
っ
か
け
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

う
形
で
民
泊
制
度
を
取
り
入
れ
、
今
で
は
40

件
も
の
お
宅
で
選
手
の
受
け
入
れ
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
民
泊
制
度
を
通
し
、
町
民

と
選
手
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
大
会
以
外
に

も
新
た
な
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
状
と
今
後
の
課
題

平
成
21
年
に
第
１
回
大
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
が
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
町
民
の
温

か
な
お
も
て
な
し
が
人
気
と
な
り
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
７
０
０
名
の
定
員
が
十
数
分
で

締
め
切
り
と
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
大
変
人
気

の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
の
た
め

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト「
ラ
ン
ネ
ッ
ト
」

で
も
、
４
年
連
続
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
部

門
全
国
１
位
の
評
価
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。こ

れ
だ
け
の
高
い
評
価
を
い
た
だ
け
る

の
も
、
神
流
町
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
男

性
、
女
性
が
そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
を
活
か
し
、

そ
れ
を
実
行
し
な
が
ら
大
会
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
や
、
大
会
を
成
功
さ
せ
る
以

上
に
来
町
さ
れ
た
方
を
歓
迎
し
た
い
、
楽
し

か
っ
た
と
気
持
ち
よ
く
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
、

そ
ん
な
町
民
の
方
の
気
持
ち
の
賜
物
だ
と
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
町
民
の
方
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
、
平
成
24
年
度
に
は
過
疎

地
域
自
立
活
性
化
優
良
事
例
と
し
て
総
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
各
種
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
は
、
比
較
的
行
政
主
導
で
物
事
を
進
め

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
神
流
マ
ウ

ン
テ
ン
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
を
通
じ
、
行
政
主

導
か
ら
町
民
主
導
へ
移
管
の
き
っ
か
け
づ
く

り
に
も
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
は
人

情
味
あ
ふ
れ
る
町
民
・
地
域
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
作
り
、
一
過
性
で

な
い
、
年
間
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
増

加
な
ど
、
こ
う
い
っ
た
多
く
の
こ
と
を

感
じ
、
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
本

町
は
高
齢
者
比
率
が
53
％
を
超
え
て
お

り
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
行
す
る
限

り
、
高
齢
者
比
率
の
増
加
や
人
口
流
出

は
益
々
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

本
大
会
の
一
番
の
目
的
は
「
町
の

活
性
化
」で
す
。
た
だ
、活
性
化
と
い
っ

て
も
町
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
活
性
化

な
の
か
、
財
政
が
潤
う
こ
と
が
活
性
化

な
の
か
、
人
口
が
増
え
る
こ
と
が
活
性

化
な
の
か
。
最
終
的
な
目
的
は
列
記
し

た
も
の
を
全
て
ク
リ
ア
す
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

過
疎
地
域
で
は
あ
り
な
が
ら
も
イ
ベ
ン

ト
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
生
活
で
も
一
人
一

人
が
で
き
る
こ
と
を
行
い
、
町
外
の
方
と
の

交
流
が
広
が
り
刺
激
を
受
け
る
こ
と
は
、
町

へ
の
誇
り
と
元
気
を
持
つ
「
活
力
あ
る
町
」

へ
と
つ
な
が
り
、
そ
れ
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
町
民
主
体
の
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

�

神
流
町
長　

宮
前　

鍬
十
郎

（
平
成
26
年
3
月
10
日
付
第
2
8
7
2
号
）

▲�イベント終了後の記念写真

▶
町
村
と
選
手
と
の
交
流
が
生
ま
れ
る
民
泊
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「
歴
史
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
・
観
光
事
業
」

の
取
り
組
み　
～
「
天
保
水
滸
伝
」
お
ら
が
町
の
物
語
～

東
庄
町
の
概
要

都
心
か
ら
車
で
東
に
向
か
い
２
時
間
ほ
ど

走
る
と
、
利
根
川
の
雄
大
な
流
れ
に
た

ど
り
着
き
ま
す
。
千
葉
県
東
庄
町
は
利

根
川
の
下
流
域
、
関
東
平
野
の
東
端
、

豊
か
な
自
然
を
有
す
る
水
郷
筑
波
国
定

公
園
内
に
あ
り
ま
す
。
利
根
川
の
堤
防

に
立
て
ば
３
６
０
度
、
視
界
を
遮
る
も

の
は
な
く
、
初
夏
に
は
水
稲
が
緑
の

じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。古

く
か
ら
「
東と

う

」
の
荘
園
と
し
て
稲

作
が
盛
ん
で
、
江
戸
時
代
に
は
米
作
り

と
醤
油
の
醸
造
、
ま
た
、
江
戸
へ
の
利

根
川
水
運
の
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

船
荷
の
積
降
ろ
し
、
荷
物
の
集
積
所
と

し
て
栄
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
歴
史
と
伝
統
が
今
も
引
き
継
が
れ
、

20
年
に
一
度
「
東
大
社
式
年
神
幸
祭
」
と
い

う
お
祭
り
が
あ
り
、
荘
厳
な
時
代
絵
巻
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

昭
和
30
年
神
代
村
、
笹
川
町
、
橘
村
、
東

▶ ��20年に一度開催される「東大社式年神幸祭」は、900年の歴史が息づく
時代絵巻

千葉県  東
と う の

庄
し ょ う

町
ま ち

東庄町

現 地 レ ポ ー ト

東庄町イメージキャラクター

「コジュリンくん」

▼�みどり広がる水田地帯
観光・イベント（ご当地フェスタ）、

体験型ツーリズム　関連施策
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城
村
の
１
町
３
村
が
合
併
し
た
、
東
西
９
㎞
、

南
北
10
・
５
㎞
、
面
積
46
・
16
㎢
の
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
町
で
す
。
中
央
が
東
総
台

地
の
丘
陵
部
で
南
部
、
北
部
に
傾
斜
し
て
低

地
が
広
が
り
、
中
央
の
丘
陵
部
は
畑
地
帯
、

北
部
南
部
の
低
地
は
肥
沃
な
水
田
と
な
っ
て

い
ま
す
。

海
に
近
い
こ
と
か
ら
急
激
な
天
候
の
変

化
も
少
な
く
、
年
間
平
均
気
温
は
15
℃
前
後

と
温
暖
な
土
地
柄
で
す
。
こ
の
温
暖
な
気
候

を
生
か
し
た
、
イ
チ
ゴ
の
栽
培
が
盛
ん
で
、

イ
チ
ゴ
狩
り
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
大

粒
の
イ
チ
ゴ
「
ア
イ
ベ
リ
ー
」
が
高
い
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

東
庄
町
で
は
、
町
を
活
性
化
す
る
事
業

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
21
年

度
か
ら
「
地
域
活
性
化
事
業
補
助
金
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、「
町
を
元
気
に
す
る
」
知

恵
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
す
る
も
の
で
、
地

域
の
活
性
化
に
向
け
た
起
爆
剤
と
し
て
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
内
容
は
問
わ
ず
、
住
民
代
表
で
構
成

す
る
審
査
会
で
審
査
さ
れ
、
認
め
ら
れ
る
と

事
業
実
施
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

年
度
別
の
事
業
費
は
、
平
成
21
年
度
は

２
事
業
で
３
８
０
万
円
、
平
成
22
年
度
は
３

事
業
で
４
９
０
万
円
、
平
成
23
年
度
は
３
事

業
で
１
４
０
万
円
、
平
成
24
年
度
は
５
事
業

で
７
２
５
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

代
表
的
な
事
業
と
し
て
は
、
広
大
な
利

根
川
河
川
敷
を
臨
時
飛
行
場
と
し
て
利
用
し

「
Ｒ
Ｃ
（
ラ
ジ
コ
ン
）
航
空
シ
ョ
ー
」
を
３

回
実
施
、
い
ず
れ
も
２
万
人
を
超
え
る
集
客

事
業
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
相
撲
が
地
域
の
祭
事
と
一
体
に

な
っ
て
い
る
土
地
柄
で
も
あ
る
関
係
か
ら
、

８
月
の
２
週
間
に
わ
た
り
大
相
撲
力
士
の
夏

合
宿
を
招
致
し
て
い
る
団
体
の
「
出
羽
海
部

屋
笹
川
夏
合
宿
」
が
事
業
化
に
な
り
、
相
撲

の
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ
し
、
早
朝
の
朝
稽
古
に
も
か

か
わ
ら
ず
町
内
外
か
ら
大
勢
の
方
々
が
見
物

に
訪
れ
て
い
ま
す
。
他
に
は
、
コ
ン
サ
ー
ト

や
東
庄
音
頭
を
踊
る
ぼ
ん
お
ど
り
会
、
よ
さ

こ
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
作
成
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
更
に
町

の
観
光
協
会
が
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
る
る
ぶ
東
庄
」
を
増

刷
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
に
お
い
て
町

の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
知

恵
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
、
町
を
元
気
づ

け
る
活
性
化
事
業
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
の
魅
力
を
発
信
～
観
光
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク 

「
る
る
ぶ
特
別
編
集　

東
庄
」
～

多
く
の
自
治
体
が
東
日
本
大
震
災
以
降
、

地
域
経
済
の
低
迷
や
多
く
の
課
題
を
抱
え
、

益
々
厳
し
く
な
る
財
政
の
状
況
下
で
、
と
か

く
各
自
治
体
か
ら
の
情
報
発
信
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
東
庄
町

で
は
、
平
成
23
年
度
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

を
活
用
し
た
「
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

る
る

ぶ
特
別
編
集　

東
庄
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
事
業
は
、
わ

が
町
の
魅
力
を
、
近
隣
４
市
と
の
広
域
観
光

の
魅
力
と
合
わ
せ
て
全
国
に
発
信
し
た
も
の

で
す
。
そ
こ
に
は
、
近
隣
地
域
と
一
体
に
な

ら
な
け
れ
ば
観
光
事
業
が
成
り
立
た
な
い
と

い
う
小
さ
な
自
治
体
の
特
徴
も
現
れ
て
お
り
、

▶
東
庄
音
頭
ぼ
ん
お
ど
り
会

▲

大
相
撲
夏
合
宿
の
ひ
と
こ
ま（
赤
ち
ゃ
ん
の

土
俵
入
り
）
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短
所
を
長
所
に
変
え
る
べ
く
地
域
全
体
の
観

光
振
興
を
目
的
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
町
を
含
め
た
近
隣
の
観
光
資
源
を

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
ま
と
め
た
「
る
る
ぶ

特
別
編
集　

東
庄
」
を
発
行
し
、
広
く
内
外

に
Ｐ
Ｒ
し
た
こ
と
に
よ
り
小
さ
な
町
で
も
情

報
発
信
が
で
き
る
と
い
う
自
信
が
つ
き
、
更

な
る
Ｐ
Ｒ
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

「
天
保
水
滸
伝
Ｎ
Ｅ
Ｏ
」

の
誕
生
か
ら

浪
曲
、
講
談
、
映
画
な
ど
で
大
正
時
代

か
ら
昭
和
40
年
代
ま
で
広
く
全
国
に
知
ら
れ

た「
天
保
水
滸
伝
」は
東
庄
町
が
舞
台
と
な
っ

て
い
ま
す
。
登
場
す
る
任
侠
の
男
た
ち
の
多

く
は
、
こ
の
地
方
の
村
々
に
実
在
し
た
若
者

た
ち
で
あ
り
幕
末
と
い
う
混
乱
の
時
代
を
生

き
た
物
語
で
す
。

こ
の
物
語
を
若
い
人
に
も
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
平
成
24
年
度
の
緊
急
雇
用
創
出
基

金
事
業
を
活
用
し
、
天
保
水
滸
伝
を
ア
ニ
メ

で
制
作
し
、
千
葉
テ
レ
ビ
に
お
い
て
放
映
す

る
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ア
ニ
メ
で
こ
の
天
保
水
滸
伝

の
物
語
の
内
容
を
す
べ
て
盛
り
込
む
こ
と
は

収
録
時
間
の
関
係
上
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、

ま
っ
た
く
新
し
い
内
容
で
「
天
保
水
滸
伝
Ｎ

Ｅ
Ｏ
（
ネ
オ
）」
と
い
う
ア
ニ
メ
を
作
成
す

る
と
と
も
に
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

町
の
見
ど
こ
ろ
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
形

で
制
作
、
天
保
水
滸
伝
と
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を

一
緒
に
千
葉
テ
レ
ビ
で

５
回
に
わ
た
り
放
映
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
25
年

度
は
、
東
庄
町
商
工
会

が
、「
浪
曲
や
講
談
と
い

う
伝
統
芸
能
に
親
し
ん

で
も
ら
い
、
町
の
歴
史
・

観
光
と
し
て
天
保
水
滸

伝
を
広
く
内
外
へ
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
」
と
、「
天
保
水

滸
伝
浪
曲
・
講
談
会
」

を
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
し
、
町
内
外
か

ら
大
勢
の
観
客
が
来
場

し
ま
し
た
。
こ
の
浪
曲
・

講
談
会
は
地
域
活
性
化

事
業
補
助
金
を
活
用
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

▶
ア
ニ
メ　

天
保
水
滸
伝
Ｎ
Ｅ
Ｏ

▲

る
る
ぶ
特
別
編
集　
「
東
と
う
の
し
ょ
う

庄
」
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ま
ち
ぐ
る
み
観
光
お
も
て
な
し

推
進
会
議
の
発
足

さ
て
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や

ア
ニ
メ
を
使
っ
た
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
、
町
、
観
光
協
会
、
商
工
会
、

観
光
い
ち
ご
組
合
、
農
業
団
体
等
で
協
力
し

な
が
ら
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、

町
民
の
間
に
も
よ
う
や
く
観
光
客
を
迎
え
た

い
と
い
う
意
欲
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
が
効
果
的

な
の
か
、
知
識
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
県
の
観
光
補
助
事
業
を
利
用

し
て
、
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
に
つ
い
て

造
詣
の
深
い
専
門
家
を
招
き
、
町
を
あ
げ
て

「
お
も
て
な
し
運
動
」
を
行
う
に
あ
た
っ
て

の
留
意
点
等
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
も
ら
い
、

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
官
民
一
緒

に
町
を
検
証
す
る
「
観
光
お
も
て
な
し
推
進

実
行
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、「
ま
ち
ぐ
る

み
お
も
て
な
し
推
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
観
光
客

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の

「
お
も
て
な
し
」
が
向
上

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
ま

た
、
観
光
Ｐ
Ｒ
の
「
仕
掛

け
」
と
し
て
、
新
し
い
観

光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
こ

と
で
動
画
が
見
ら
れ
る
新

た
な
仕
様
に
よ
り
、
話
題

性
の
あ
る
観
光
マ
ッ
プ
を

導
入
し
ま
し
た
。

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
動
画
に
よ
る
効
果
で
、

観
光
客
に
旅
館
や
飲
食
店

等
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

い
、
心
の
触
れ
合
い
を
大

切
に
し
、
地
元
特
産
品
を

使
っ
た
料
理
、
お
土
産
品

の
販
売
促
進
や
、
こ
れ
ま
で
は
素
通
り
さ
れ

て
い
た
町
の
中
を
歩
い
て
も
ら
う
こ
と
で
観

光
客
の
滞
在
時
間
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
動
画
が
現

れ
る
新
た
な
仕
様
に
よ
り
、
天
保
水
滸
伝
の

ア
ニ
メ
化
を
手
掛
け
た
次
の
展
開
が
始
ま
っ

て
い
る
「
ア
ニ
メ 

天
保
水
滸
伝
Ｎ
Ｅ
Ｏ
」

を
活
用
し
て
い
き
、
若
年
層
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
い
き
ま
す
。
更

に
は
天
保
水
滸
伝
の
も
う
一
方
の
舞
台
で
あ

る
旭
市
と
連
携
し
遺
跡
め
ぐ
り
や
、
主
人
公

の
共
有
な
ど
を
通
し
て
広
域
観
光
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
東
庄
町
の
「
お

も
て
な
し
力
」
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に

様
々
な
角
度
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
観
光

地
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲

得
し
、
販
売
や
商
業
ベ
ー
ス
で
の
事
業
効
果

を
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
事
業
に
限
ら
ず
、
地
域
の
活
性
化

事
業
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
で
「
ま
ち
づ
く

り
は
、
地
域
で
暮
ら
す
人
々
に
よ
る
支
え
会

い
」
を
念
頭
に
町
民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ

一
体
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�

東
庄
町
長　

岩
田　

利
雄

（
平
成
25
年
10
月
7
日
付
第
2
8
5
6
号
）

▶�

自
転
車
で
千
葉
県
を
周
る“
ツ
ー
ル
ド
ち
ば
”

　

ご
一
行
様
を「
お
も
て
な
し
」
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山
と
川
と
い
で
湯
の
里

関
川
村
は
、
県
都
新
潟
市
の
北
東
約
60

㎞
に
位
置
し
、
村
の
中
央
を
流
れ
る
荒
川
が

日
本
海
へ
と
注
い
で
い
ま
す
。
村
の
面
積
は

東
京
23
区
の
半
分
以
上
に
あ
た
る
２
９
９
・

61
㎢
と
い
う
広
い
面
積
で
す
が
、
荒
川
流
域

の
一
部
を
除
き
起
伏
が
激
し
く
、
約
88
％
は

山
林
原
野
。
緑
美
し
い
農
山
村
で
す
。

荒
川
沿
線
に
は
高
瀬
・
鷹
の
巣
・
雲
母
・

湯
沢
・
桂
の
関
の
５
つ
の
温
泉
が
湧
き
出
て
、

え
ち
ご
せ
き
か
わ
温
泉
郷
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
村
の
中
央
に
は
国
重
文
・
渡
辺
邸
や
佐

藤
邸
な
ど
18
世
紀
の
街
並
み
が
残
っ
て
お
り
、

古
く
か
ら
交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
た
米
沢

街
道
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

村
の
主
幹
産
業
は
農
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
。

稲
作
を
中
心
と
し
た
兼
業
農
家
が
多
く
、
農

業
と
観
光
の
村
で
す
。

自
然
豊
か
な
環
境
を
守
り
育
て
な
が
ら

５
つ
の
温
泉
資
源
の
活
用
を
図
り
、
歴
史
、

伝
統
を
次
代
に
継
承
し
香
り
高
い
文
化
を
育

み
う
る
お
い
に
満
ち
た
美
し
い
村
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り

①
ま
つ
り
の
見
ど
こ
ろ

長
さ
82
・
８
ｍ
、
重
さ
２
ト
ン
の
大
蛇
が
、

村
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。「
世
界
一
長
い
手

作
り
蛇
」
と
し
て
２
０
０
１
年
に
ギ
ネ
ス
に

も
認
定
さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
で
豪
快
な
大
蛇
の

パ
レ
ー
ド
が
、
ま
つ
り
の
主
役
で
す
。

５
０
０
人
も
の
村
民
が
、
交
代
し
な
が

ら
大
蛇
を
担
ぎ
上
げ
、
村
内
を
パ
レ
ー
ド
。

見
物
し
て
い
て
も
十
分
楽
し
め
ま
す
が
、
飛

び
入
り
も
大
歓
迎
。
長
さ
25
ｍ
の
子
ど
も
用

小
大
蛇
も
一
緒
に
練
り
歩
き
ま
す
。

②
大
蛇
の
作
り
手

大
蛇
は
、
頭
部
の
ほ
か
胴
体
は
54
の
パ
ー

ツ
に
分
か
れ
ま
す
。
胴
体
は
、
竹
と
ワ
ラ
を

材
料
に
し
て
村
の
54
の
全
集
落
が
分
担
し
て

制
作
し
て
い
ま
す
。
竹
は
約
２
０
０
本
、
約

村
民
融
和
の
む
ら
づ
く
り

「
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」

◀
羽
越
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
村
の
中
心
部

（
下
関
）

新潟県  関
せ き

川
か わ

村
む ら

現 地 レ ポ ー ト

村の花「ユリ」

関川村村章

関川村

▲

大蛇パレード
観光・イベント（ご当地フェスタ）、

体験型ツーリズム　関連施策
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30
ア
ー
ル
分
の
ワ
ラ
を
使
用
。
竹
で
骨
組
み

を
作
り
、
そ
こ
に
ワ
ラ
を
ロ
ー
プ
で
つ
け
て

い
き
ま
す
。
ロ
ー
プ
の
編
み
方
に
よ
っ
て
蛇

の
ウ
ロ
コ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
集
落
の
皆

さ
ん
が
幾
日
も
集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
集

ま
っ
て
制
作
し
た
も
の
を
、
ま
つ
り
当
日
に

つ
な
ぎ
合
わ
せ
ま
す
。
大
蛇
は
傷
み
具
合
を

み
な
が
ら
３
～
４
年
ご
と
に
制
作
。
こ
れ
ま

で
に
８
体
の
大
蛇
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

③
ま
つ
り
誕
生
秘
話

む
ら
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
―
―
。
人

材
発
掘
（
育
成
）
を
目
的
に
村
が
開
塾
し
た

「
せ
き
か
わ
ふ
る
さ
と
塾
」の
塾
生
の
発
案
で
、

１
９
８
８
年
に
ま
つ
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

村
に
は
こ
れ
ま
で
、
村
民
全
員
が
参
加

し
て
楽
し
む
村
全
体
の
ま
つ
り
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
情
報
化
社
会
の
波
に
押
さ
れ
、

田
舎
の
も
つ
良
さ
で
あ
る
地
域
の
連
帯
感
が

薄
れ
つ
つ
あ
る
た
め
、
村
民
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
め
る
ま
つ
り
を
考
案
。
都
会
に
は
な

い
村
の
良
さ
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
を
肌
で

感
じ
、
村
に
生
き
る
こ
と
の
喜
び
と
自
信
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
し
た
。

④
な
ぜ
大
蛇
？村

は
、
１
９
６
７
年
（
昭
和
42

年
）
８
月
28
日
、
羽
越
大
水
害
に

見
舞
わ
れ
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出

し
ま
し
た
。
そ
の
水
害
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
水
害
で
得
た
教

訓
を
後
世
に
伝
え
る
契
機
に
し
よ

う
と
、
ま
つ
り
創
設
に
あ
た
り
考

え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
村
に
は
「
大
里
峠
」
と

い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
伝

説
は
、
禁
断
の
蛇
の
味
噌
漬
け
を

食
べ
た
若
い
人
妻
が
、
蛇
に
化
身

さ
れ
、
や
が
て
大
蛇
に
成
長
し
、

自
分
の
す
む
場
所
を
つ
く
る
た
め
、

荒
川
を
せ
き
止
め
て
関
川
村
を
大

湖
に
す
る
と
い
う
も
の
。
こ
の
伝

説
は
、
見
方
に
よ
っ
て
は
大
水
害

を
物
語
に
し
た
も
の
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
大
里
峠
」
と

「
羽
越
大
水
害
」
の
二
つ
を
テ
ー
マ
と
し
、

水
害
発
生
日
前
後
に
ま
つ
り
を
開
催
。
ま
た
、

大
蛇
の
長
さ
も
こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
82
・
８

ｍ
と
し
て
い
ま
す
。
竹
と
ワ
ラ
を
材
料
に
し

て
制
作
し
よ
う
と
考
案
し
た
の
は
、
せ
き
か

わ
ふ
る
さ
と
塾
生
の
畳
職
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア

に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
つ
り
を
通
し
た
交
流　
　
　
　

ま
つ
り
サ
ミ
ッ
ト
in
関
川
村　
　

10
月
６
日
（
日
）
に
開
催

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
発
足
か
ら
25
周

年
目
を
迎
え
た
巳
年
の
今
年
、
10
月
６
日
に

関
川
村
で
、
ま
つ
り
サ
ミ
ッ
ト
i
n
関
川
村

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

全
国
各
地
か
ら
知
名
度
の
高
い
ま
つ
り
団
体

が
一
堂
に
会
し
、
交
流
を
深
め
よ
う
と
い
う

も
の
。
近
隣
市
を
は
じ
め
20
程
度
の
ま
つ
り

団
体
を
招
致
す
る
計
画
で
す
。

ま
つ
り
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
若
者
た

ち
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
、

そ
の
内
容
を
検
討
。
村
に
は
人
材
発
掘
の
場

に
し
よ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
つ

り
当
日
の
成
功
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
過
程

を
重
視
し
、
産
業
振
興
と
人
材
発
掘
に
力
を

注
ぎ
ま
す
。

▶
大
し
た
も
ん
蛇
の
制
作
風
景

◀「
大
里
峠
」紙
芝
居
の
上
演
風
景

◀
羽
越
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
村
の
中
心
部

（
下
関
）
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大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
は
、
年
１
回
の

開
催
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
県
内
外
の
ま

つ
り
に
参
加
し
、
大
し
た
も
ん
蛇
パ
レ
ー
ド

を
行
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
政
令
指
定
都

市
・
さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
は
何
度
か
参
加
し
、
交
流
を
深
め
て
お
り
、

ま
つ
り
サ
ミ
ッ
ト
開
催
は
こ
れ
の
縁
に
よ
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
６
月
に
は
、
ふ
く
し

ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故

の
風
評
被
害
を
払
拭
し
よ
う
と
、
全
国
か
ら

ま
つ
り
団
体
が
集
結
し
た
も
の
。
会
津
若
松

市
の
市
街
を
大
し
た
も
ん
蛇
が
練
り
歩
き
、

沿
道
に
集
ま
っ
た
福
島
市
民
と
一
体
と
な
っ

て
、
大
蛇
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し

た
。大

学
生
と
の
交
流
も
10
年

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
（
Ⅰ
Ⅴ

Ｕ
Ｓ
Ａ
）
と
の
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
を
通

じ
た
交
流
も
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

協
会
は
、
国
内
外
で
社
会
貢
献
活
動
を
し
て

い
る
大
学
生
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。
１
２
０
０
名

の
学
生
が
登
録
し
て
い
て
、
毎
年
８
月
に
な

る
と
１
０
０
人
か
ら
１
５
０
人
の
学
生
が
村

を
訪
れ
、
ま
つ
り
の
準
備
や
当
日
の
運
営
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。　
　

ま
た
、
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
だ
け
で

は
な
く
、
冬
の
ま
つ
り
や
体
育
協
会
行
事
、

お
年
寄
り
の
地
域
の
茶
の
間
な
ど
に
も
顔
を

出
し
、
年
間
を
通
じ
て
学
生
の
視
点
で
の
交

流
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
村
に
対
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
の
提
案
な
ど
も
―
―
。
民
家
や

公
共
施
設
の
雪
処
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

村
の
原
点
は
、

集
落
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

関
川
村
を
元
気
に
す
る
に
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
の
母
体
で
あ
る
54
の
集
落
が
、

そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
有
形
無
形
の
資
源
を

自
ら
の
発
想
と
実
施
に
向
け
た
努
力
で
前
進

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
か

ら
、「
む
ら
づ
く
り
54
作
戦
」
と
称
し
た
集

落
の
計
画
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
計
画

大したもん蛇まつりの経過など

1988年８月　
　第１回目開催
　日本イベント大賞奨励賞受賞
1989年10月
　ふるさと東京まつりに参加
1991年８月
　丸山大橋開通記念パレード
　（市町村道アーチ橋日本一）
1995年８月
　新潟ふるさと村（新潟市）
1997年６月
　羽越水害30周年記念パレード
2001年１月
　21世紀巳年元旦記念パレード
2001年４月
　�新潟総合スタジアム・ビッグスワン
（新潟市）新潟緑の百年物語
2001年６月
　�「竹とワラでつくられた世界一長
い大蛇」としてギネス認定

2002年６月
　�ワールドカップ・ウェルカムパ
レード（新潟市）
2003年10月
　咲いたまつり2003（さいたま市）
2004年４月
　第８回ふるさとイベント大賞受賞
　（祭り・イベント部門賞）
2006年11月
　新潟日報文化賞受賞
2008年10月
　まつりサミット（さいたま市）
2009年９月
　�トキめき新潟国体オープニング
セレモニー（新潟市）
2012年５月
　ふくしまフェスティバルin会津
2012年８月
　第25回目開催、第８代目完成

▶
会
津
若
松
市
街
で
の
大
蛇
パ
レ
ー
ド
の
様
子

◀
学
生
と
交
流
を
深
め
た
雪
ほ
た
る
祭
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書
の
成
果
品
よ
り
も
、
策
定
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
や
計
画
づ
く
り
に
関
わ
っ
た
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
54
の
集
落
を
９
地
区
に
括
っ

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
、
昭
和
50
年
代
後

半
以
降
平
成
10
年
ま
で
に
組
織
化
さ
せ
、「
地

域
力
」
の
維
持
・
向
上
を
図
る
母
体
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、
ひ
と
つ
の

集
落
で
は
で
き
な
い
こ
と
、
行
政
で
は
実
施

で
き
な
い
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は

自
主
防
災
組
織
の
役
割
も
担
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団

組
織
の
見
直
し
を
行
い
、
７
つ
の
分
団

を
３
分
団
に
し
た
う
え
で
９
つ
の
「
地

域
隊
」
を
設
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

と
連
動
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
再

編
成
し
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
補
助
率
3
／
10
～
7
／
10
の

「
む
ら
づ
く
り
総
合
推
進
事
業
補
助
金
」

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
人
材
育
成
事
業

や
地
域
連
帯
事
業
、
施
設
整
備
事
業
、

環
境
改
善
事
業
、
む
ら
お
こ
し
実
践
活

動
事
業
、
自
主
防
災
組
織
支
援
事
業
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
支
援
。
通
年
の

活
動
費
も
こ
の
補
助
金
に
よ
っ
て
交
付

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
地
域
活
性
化
の
機
運
を
高
め
よ
う

と
村
税
の
約
１
％
に
あ
た
る
７
０
０
万
円
を

予
算
化
し
、
補
助
率
１
０
０
％
も
認
め
る
特

別
事
業
を
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
。
応
募
の

あ
っ
た
事
業
提
案
は
、
公
開
審
査
に
よ
っ
て

そ
の
可
否
や
補
助
額
を
決
定
す
る
し
く
み
で
、

住
民
代
表
等
が
そ
の
審
査
に
あ
た
り
ま
す
。

地
域
の
す
べ
て
の
問
題
に
つ
い
て
行
政

が
細
か
く
対
応
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
村

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
集
落
な
ど
と
の
協

働
と
い
う
考
え
方
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

自
立
10
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ラ
リ
と
光
る
村
づ
く
り
を

昭
和
29
年
８
月
、
関
谷
村
と
女
川
村
が

合
併
、
新
し
く
関
川
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

関
谷
・
女
川
両
村
は
、
自
然
や
歴
史
、
産
業
、

経
済
、
文
化
、
民
俗
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に
お

い
て
共
通
点
を
も
ち
、
一
つ
と
な
っ
て
自
治

体
の
強
化
を
期
そ
う
と
す
る
合
併
は
、
極
め

て
自
然
の
成
り
行
き
で
し
た
。

以
来
60
年
、
豪
雪
、
大
地
震
、
大
洪
水

な
ど
未
曾
有
の
大
災
害
に
襲
わ
れ
甚
大
な
被

害
を
被
り
ま
し
た
が
、
村
民
の
た
ゆ
み
な
い

努
力
に
よ
っ
て
困
難
を
克
服
。
緑
に
囲
ま
れ

た
美
し
い
郷
土
は
立
派
に
再
生
し
ま
し
た
。

村
の
中
央
を
東
西
に
横
断
す
る
国
道

１
１
３
号
線
を
中
心
と
し
た
交
通
網
も
整
備

さ
れ
、
村
営
温
泉
も
加
わ
っ
て
形
成
し
た
え

ち
ご
せ
き
か
わ
温
泉
郷
な
ど
の
観
光
資
源
も

豊
富
で
あ
り
、
山
と
川
と
い
で
湯
の
里
と
し

て
、
発
展
し
て
い
ま
す
。

21
世
紀
に
入
り
、
に
わ
か
に

吹
き
荒
れ
た
国
主
導
に
よ
る
市
町

村
合
併
の
嵐
は
、
全
国
の
自
治
体

を
そ
の
渦
中
に
巻
き
込
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
関
川
村
は
こ
の
奔
流
に

流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
立
の
道

を
歩
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
国
の

構
造
改
革
と
地
方
分
権
の
推
進
に

よ
っ
て
、
地
方
財
政
は
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
ひ
と
つ
の
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
、
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光

る
村
に
す
る
た
め
に
、
村
民
と
行

政
が
と
も
に
手
を
携
え
、
一
丸
と

な
っ
て
む
ら
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

関
川
村
長　

平
田　

大
六

（
平
成
25
年
4
月
15
日
付
第
2
8
3
7
号
）

▶
村
の
中
央
を
荒
川
が
流
れ
日
本
海
へ
と
注
ぐ

◀
地
域
活
性
化
事
業
申
請
の
公
開
審
査
会
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笠
置
町
の
概
要

京
都
府
相
楽
郡
笠
置
町
は
、
府
南
端
に

位
置
し
、
大
阪
か
ら
約
１

時
間
、
奈
良
か
ら
約
30
分

の
距
離
に
あ
り
、
都
会
か

ら
遊
び
に
来
ら
れ
る
方

が
多
い
町
で
す
。
ま
た
、

面
積
は
23
・
57
㎢
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
８
割
を
森

林
が
占
め
て
い
ま
す
。
人

口
は
昭
和
22
年
の
ピ
ー

ク
時
の
約
３
、３
０
０
人

か
ら
減
少
が
進
み
、
現
在

は
府
下
で
最
も
少
な
い

約
１
、５
５
０
人
と
な
り
、

高
齢
化
も
進
む
な
ど
、
高

齢
化
率
は
41
・
４
％
（
平

成
26
年
３
月
末
）
と
、
府

下
で
２
番
目
に
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

笠
置
町
は
観
光
が
主
な
産
業
と
な
っ
て

お
り
、
木
津
川
の
自
然
を
活
か
し
た
カ
ヌ
ー
、

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
等
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

笠
置
フ
ァ
ン
獲
得
へ
！

～
全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
の
取
組
み
～

▲�虚空菩薩蔵磨崖仏：制作から千年以上の年月が経過しても形を残して
いる貴重な磨崖仏です。

京都府  笠
か さ

置
ぎ

町
ち ょ う

笠置町

現 地 レ ポ ー ト

http://www.town.kasagi.lg.jp/
machi/kanko/ikikatatyou.html

総務省の「過疎集落等自立
再生対策事業」を活用した
地域活性化事業「笠置町 探
られる里プロジェクト」か
ら生まれた冊子

▲

全国ご当地鍋フェスタの様子
観光・イベント（ご当地フェスタ）、

体験型ツーリズム　関連施策
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や
鎌
倉
倒
幕
を
企
図
し
た
後
醍
醐
天
皇
の
挙

兵
・
籠
城
の
舞
台
と
な
り
、
紅
葉
の
名
所
で

も
あ
る
笠
置
山
、
き
じ
鍋
・
ボ
タ
ン
鍋
等
の

味
覚
等
が
観
光
資
源
と
な
っ
て
お
り
、
さ
く

ら
名
所
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
府
立
笠
置
山

自
然
公
園
の
桜
も
見
所
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、

笠
置
山
頂
の
笠
置
寺
は
日
本
最
古
最
大
の
弥

勒
磨
崖
仏
が
あ
り
、
同
じ
く
、
虚
空
蔵
磨
崖

仏
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
笠
置
寺
は
東
大

寺
の
お
水
取
り
の
起
源
と
さ
れ
て
お
り
、
東

大
寺
の
二
月
堂
と
関
連
が
あ
る
正
月
堂
が
あ

り
ま
す
。

笠
置
町
は
こ
れ
ら
の
観
光
資
源
を
活
か

し
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
新
し
い
取
組

み
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
笠
置
町 

探
ら

れ
る
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
全
国
ご
当
地
鍋

フ
ェ
ス
タ
な
ど
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

笠
置
町 

探
ら
れ
る
里
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
魅
力
を
発
信
!!

「
笠
置
町 

探
ら
れ
る
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
総
務
省
の
「
過
疎
集
落
等
自

立
再
生
対
策
事
業
」
を
活
用
し
、
町
内

外
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
とstudio-L

（
代
表
：
山
崎
亮
氏
）、
京
都
府
の
協
力

を
得
て
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
取
組
み
で
す
。
町
内
の
地
域
資
源
を

見
直
し
て
新
た
な
魅
力
を
発
見
し
、
多

く
の
人
々
に
そ
れ
ら
の
魅
力
を
発
信
・

紹
介
す
る
冊
子
「
笠
置
の
イ
カ
し
た
生

き
方
帖
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
に
は
、
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、
こ
れ
ま
で

に
発
掘
し
た
笠
置
町
の
魅
力
や
地
域
資

源
を
基
に
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
新
た
な
試
み
と
し
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び
社
会
実
験

「
か
さ
ぎ

－
カ
ッ
サ
イ

－

」
を
開
催

し
ま
し
た
。
10
人
程
度
の
チ
ー
ム
を

４
つ
編
成
し
、
観
光
客
な
ど
を
対
象

に
、
笠
置
の
食
材
を
使
っ
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
風
車
づ
く
り
、
手
軽
に
参

加
で
き
る
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、
地
域

住
民
に
よ
る
笠
置
に
ま
つ
わ
る
お
話
、

飛
鳥
路
地
区
の
伝
統
文
化
し
め
縄
づ

く
り
を
行
う
な
ど
、
笠
置
の
“
い
い

と
こ
見
つ
け
”“
い
い
と
こ
磨
き
”

を
行
い
ま
し
た
。

全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
も
含

め
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
得

ら
れ
た
実
績
や
人
の
繋
が
り
を
活
用

し
、
持
続
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
構
築
し
、
息
の
長
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

食
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
た
全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ

の
取
組
み

笠
置
町
で
は
、「
全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス

タ
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
に
開
催
さ
れ
た
第
26
回
国
民

文
化
祭
京
都
２
０
１
１
を
契
機
に
、
平
成
22

年
に
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
近
畿
地
方
か

ら
ご
当
地
鍋
を
招
致
し
た
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
の
国

民
文
化
祭
開
催
年
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
ご

当
地
鍋
自
慢
を
招
致
し
た
全
国
ご
当
地
鍋

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。

笠
置
町
で
は
、
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進

行
し
、
観
光
入
込
客
の
減
少
が
続
い
て
い
る

▲

活
性
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子

▲

活
性
化
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
様
子
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こ
と
か
ら
、
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し
て
名

物
料
理
で
あ
る
「
き
じ
鍋
」
に
着
目
し
、
こ

れ
を
P
R
す
る
場
と
し
て
全
国
ご
当
地
鍋

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
、
食
と
地
域
の
文
化
交

流
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

き
じ
鍋
が
笠
置
町
で
提
供
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
町
内
に
あ
る
旅
館

の
亭
主
が
笠
置
に
あ
う
食
材
を
求
め
て
辿
り

着
い
た
の
が
「
き
じ
肉
」
で
あ
っ
た
こ
と
に

始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

き
じ
肉
は
た
ん
ぱ
く
質
が
多
い
一
方
、
脂

肪
が
少
な
く
、
鶏
肉
よ
り
も
カ
ロ
リ
ー
が
少

な
い
高
級
肉
で
す
。
き
じ
の
味
に
惚
れ
こ
ん

だ
旅
館
の
亭
主
が
地
道
な
努
力
と
Ｐ
Ｒ
活
動

に
よ
り
旅
館
の
名
物
料
理
と
な

り
、
現
在
で
は
、
町
内
全
て
の

旅
館
で
き
じ
鍋
が
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
22
年
の
ご
当
地
鍋

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
町
内
の
旅
館

等
で
提
供
さ
れ
て
い
る
き
じ
鍋

を
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
販
売
す

る
の
は
、
町
と
し
て
初
め
て
の

試
み
で
し
た
。
こ
の
試
み
は
、

い
か
に
低
価
格
で
高
級
な
き
じ

鍋
を
美
味
し
く
来
場
者
に
食
し

て
い
た
だ
け
る
か
を
商
工
会
女

性
部
等
の
方
々
が
研
修
や
試
作

を
行
い
、
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
や

販
売
が
で
き
る
か
を
検
討
し
て

き
た
結
果
、
現
在
、
き
じ
鍋
の

販
売
は
大
変
好
評
を
得
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ

で
は
、
き
じ
鍋
を
中
心
に
全
国
か

ら
ご
当
地
鍋
を
集
め
て
、
来
場
者

に
よ
る
投
票
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決

定
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
全

国
の
ご
当
地
グ
ル
メ
の
出
店
販
売

や
ご
当
地
キ
ャ
ラ
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
や
キ
ッ
ズ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
来
場
者
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
す
。

国
民
文
化
祭
を
終
え
、
笠
置

町
で
は
、
今
後
も
全
国
ご
当
地
鍋

フ
ェ
ス
タ
を
継
続
し
て
実
施
し
て

い
く
た
め
、
平
成
24
年
７
月
に
全

国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
を
新
た
に
立
上
げ
ま
し
た
。
そ

し
て
、平
成
26
年
12
月
７
日
（
日
）

に
は
、
西
は
大
分
県
か
ら
東
は
静

岡
県
ま
で
合
計
21
団
体
の
鍋
が
集

ま
る
、
第
５
回
全
国
ご
当
地
鍋

フ
ェ
ス
タ
「
鍋

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
後
も
笠
置
町
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
を
周
知
し
、
こ

れ
を
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
観
光
客
の

誘
致
を
図
り
、
地
域
住
民
一
体
と
な
っ
て
盛

り
上
げ
、「
き
じ
」
を
地
域
の
大
切
な
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
笠
置
町
で
は
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、
様
々
な
事
業

を
通
じ
、
町
の
自
然
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、

観
光
振
興
及
び
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

笠
置
町
長　

松
本　

勇

（
平
成
25
年
3
月
11
日
付
第
2
8
3
2
号
）

▲

き
じ
鍋
の
販
売
を
行
う
笠
置
町
商
工
会
女
性
部
の
み
な
さ
ん

▲

全
国
ご
当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
の
様
子



162　町村の施策事例集Ⅳ

全
国
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
の
祭
典

「
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
」の
試
み

地
域
資
源
を
活
か
し
た
　
　
　

観
光
づ
く
り
を
目
指
し
て

伯ほ
う

耆き

町
は
、
平
成
17
年
１
月
１
日
、
西

伯
郡
岸
本
町
と
日
野
郡
溝
口
町
と
の
２
町
が

合
併
し
、
面
積
が
１
４
９
・
45
㎢
、
世
帯
数

及
び
人
口
が
世
帯
３
、７
３
３
世
帯
、
人
口

１
２
、６
１
２
人
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
３
、

４
８
５
人
、
高
齢
化
率
27
・
６
％
、
14
歳
以

下
１
、５
３
４
人
（
平
成
17
年
4
月
住
民
基

本
台
帳
人
口
）
で
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
が
顕
著
で
、
そ
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
独

居
老
人
世
帯
は
、
４
６
０
世
帯
、
12
・
３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

鳥
取
県
西
部
に
位
置
す
る
中
国
地
方
最

高
峰
で
あ
る
「
大だ

い

山せ
ん

」
の
山
麓
に
は
、
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
、
ス
キ
ー
や
登
山
な
ど
、
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
地
と
し
て
、
ま

た
、
大
規
模
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
よ
る
ゴ
ル

フ
場
・
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
は
じ
め
、
各
所

に
点
在
す
る
別
荘
地
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
な
ど
、

多
種
多
様
な
施
設
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
伯

耆
町
内
だ
け
で
も
、
ゴ
ル
フ
場
５
箇
所
、
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
１
棟
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
26
軒
、

別
荘
地
も
２
、５
０
０
区
画
を
超
え
、
法
人

の
保
養
所
を
含
め
た
別
荘
は
大
小
含
め
て

８
０
０
軒
あ
ま
り
立
ち
並
ん
だ
リ
ゾ
ー
ト
観

光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
山
山
麓
に
は
、

年
間
１
０
０
万
人
以
上
の
観
光
客
の
入
り
込

み
が
あ
り
、
特
に
、
伯
耆
町
内
は
、
別
荘
の

オ
ー
ナ
ー
及
び
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
固
定
客
な
ど
、

来
訪
者
の
リ
ピ
ー
ト
性
は
高
い
で
す
。

ま
た
、
大
山
を
背
景
に
、
雄
大
な
土
地

が
広
が
っ
て
お
り
、
澄
ん
だ
青
空
か
ら
注
が

れ
る
太
陽
の
光
と
、
大
山
か
ら
流
れ
来
る
名

水
、
そ
し
て
、
大
山
の
火
山
灰
の
真
っ
黒
な

土
壌
「
黒
ぼ
く
」
か
ら
生
産
さ
れ
る
白
ね
ぎ
、

白
菜
な
ど
の
農
産
物
や
黒
ぼ
く
の
牧
草
で

育
っ
た
伯
耆
和
牛
の
畜
産
物
な
ど
の
特
産
品

は
地
域
の
自
慢
で
す
。

大
山
山
麓
の
自
然
豊
か
な
黒
ぼ
く
地
帯

で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
は
、
お
い
し
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
産
者
の
高
齢
化
、
後

～
食
と
交
流
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
向
け
て
～

鳥取県  伯
ほ う

耆
き

町
ち ょ う

伯耆町

現 地 レ ポ ー ト

伯耆町町章

▲

中国地方最高峰を誇る「大
だい

山
せん

」。伯耆町から見る山容は伯耆富士とも呼ばれる。
観光・イベント（ご当地フェスタ）、

体験型ツーリズム　関連施策
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継
者
不
足
で
一
定
量
以
上
の
ロ
ッ
ト
が
確
保

で
き
な
く
ブ
ラ
ン
ド
化
ま
で
至
っ
て
い
な
い

状
況
で
す
。
町
営
の
特
産
品
直
売
所
等
も
運

営
し
て
い
ま
す
が
、
生
産
者
の
高
齢
化
に

よ
っ
て
出
荷
量
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
観
光

客
や
リ
ピ
ー
タ
ー
な
ど
へ
の
地
域
特
産
品
の

販
路
確
保
・
拡
大
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

な
ぜ
、
大
山
で
「
と
っ
と
り
　

バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ
」な
の
か
？

地
域
食
材
を
活
用
し
た
ご
当
地
バ
ー

ガ
ー
と
い
え
ば
、「
佐
世
保
バ
ー
ガ
ー
」
が

有
名
で
す
が
、
伯
耆
町
で
も
町
内
事
業
者
有

志
に
よ
り
、
大
山
周
辺
の
食
材
を
活
か
し
た

ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
の
開
発
が
進
め
ら
れ
、
伯

耆
和
牛
の
フ
ィ
レ
ス
テ
ー
キ
を
挟
ん
だ
「
大

山
バ
ー
ガ
ー
」
が
平
成
21
年
に
商
品
化
さ
れ
、

「
大
山
・
桝
水
高
原
」
の
観
光
施
設
で
販
売

を
開
始
し
ま
し
た
。

「
大
山
・
桝
水
高
原
」
は
、
冬
の
ホ
ワ
イ

ト
シ
ー
ズ
ン
は
ス
キ
ー
場
、
春
か
ら
秋
に
か

け
て
の
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
は
天
空
リ
フ
ト

が
あ
り
、
大
山
（
標
高
１
、７
０
９
ｍ
）
の

中
腹
９
０
０
ｍ
の
展
望
台
か
ら
リ
フ
ト
で
気

軽
に
米
子
、
境
港
、
島
根
半
島
、
日
本
海
の

雄
大
な
景
色
を
一
望
で
き
る
名
所
で
す
。

バ
ー
ガ
ー
は
、
こ
の
様
な
大
山
の

自
然
環
境
の
中
で
、
豊
富
な
地
元
食

材
を
手
軽
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、
来
訪
者
に
対
し

て
地
域
食
材
の
消
費
拡
大
に
よ
る
地

域
振
興
を
図
る
ア
イ
テ
ム
の
１
つ
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。

こ
の
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
を
さ
ら
に

活
用
し
、
観
光
地
「
大
山
・
桝
水
高

原
」
へ
の
誘
客
と
地
域
食
材
の
消
費

拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

21
年
度
に
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、「
ご

当
地
バ
ー
ガ
ー
」
が
一
堂
に
会
す
る

食
の
イ
ベ
ン
ト
「
と
っ
と
り
バ
ー

ガ
ー
フ
ェ
ス
タ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
１
」
が
大
山
桝
水

高
原
で
計
20
店
舗
の
出
展
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

関
西
圏
・
山
陽
圏
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
や
各
種
情
報
発
信
が
功
を
奏
し
、
２

日
間
で
県
内
外
か
ら
約
２
万
人
の
来
場
が
あ

り
ま
し
た
が
、
初
回
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

試
行
錯
誤
の
う
え
手
作
り
感
満
点
の
イ
ベ
ン

ト
運
営
で
し
た
の
で
、
会
場
地
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
、
交
通
渋
滞
、
周
辺
施
設
と
の
連
携
な

ど
多
く
の
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
の
「
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー

フ
ェ
ス
タ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
２
」
は
、
規
模
を
拡
大

し
て
伯
耆
町
「
大
山
・
桝
水
高
原
」
の
他
に
、

大
山
町
「
大
山
寺
」
と
江
府
町
「
奥
大
山
」

を
加
え
た
３
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
山
」
の
す
そ
野
に
位
置
し
隣
接
す
る

こ
の
３
町
は
、「
大
山
環
状
道
路
」
と
呼
ば

れ
る
道
路
で
繋
が
れ
、
四
季
を
通
じ
て
観
光

客
が
往
来
す
る
観
光
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
見
る
位
置
や
時
期
に
よ
っ
て
様
々
な

態
様
を
呈
す
る
「
大
山
」
は
、
こ
の
３
町
に

と
っ
て
最
大
の
観
光
資
源
で
あ
り
、伯
耆
町
・

大
山
町
・
江
府
町
の
３
町
で
開
催
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
大
山
」
の
Ｐ
Ｒ
効
果
を
高
め
、

「
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
を
通
じ

て
県
外
か
ら
の
観
光
客
の
誘
客
促
進
を
狙
い

と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◀

「とっとりバーガーフェスタVol.1」ポスター

▶
大
山
桝
水
高
原
で
開
催
さ
れ
た
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ
V
O
L
・
1



164　町村の施策事例集Ⅳ

観光・イベント（ご当地フェスタ）、体験型ツーリズム　関連施策

こ
の
「
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ

Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
２
」
で
は
、
県
外
32
・
県
内
28
の

合
計
60
店
舗
が
出
展
し
、
２
日
間
で
約

６
万
５
千
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

前
夜
祭
と
し
て
「
バ
ー
ガ
ー
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
出
展
者
間
の
交
流
と
懇
親
を

図
り
、
出
展
者
間
の
連
携
・
意
見
交
換
・
情

報
発
信
を
行
う
組
織
と
し
て
「
全
国
ご
当
地

バ
ー
ガ
ー
連
絡
協
議
会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

バ
ー
ガ
ー
は
、
パ
ン
生
地
・
具
材
・
ソ
ー

ス
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
無
限
の
可
能
性
が
あ

り
、
今
後
も
、
全
国
各
地
で
ご
当
地
食
材
を

使
っ
た
「
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
」
の
開
発
・
商

品
化
が
進
み
、こ
の「
全
国
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー

連
絡
協
議
会
」
に
お
い
て
情
報
を
共
有
し
、

各
出
展
者
の
技
術
力
向
上
を
図
り
、「
ご
当

地
バ
ー
ガ
ー
」
を
通
じ
て
全
国
各
地
に
お
い

て
地
域
振
興
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

平
成
23
年
度
に
開
催
さ
れ
た
「
と
っ
と

り
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
３
」
で
は
、

一
般
の
来
場
者
と
特
別
審
査
員
の
投

票
に
よ
り
「
全
国
バ
ー
ガ
ー
グ
ラ
ン
プ

リ
」
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
県
内

20
店
舗
の
バ
ー
ガ
ー
で
鳥
取
県
予
選

会
が
別
日
程
で
開
催
さ
れ
、
県
外
28
・

県
内
10
の
合
計
38
店
舗
が
出
展
し
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
年
の
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ
は
、

９
月
の
台
風
12
号
に
よ
り
大
山
に
は

各
所
に
災
害
の
爪
痕
が
残
る
中
の
開

催
で
し
た
。
奥
大
山
会
場
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
が
土
砂
崩
れ
に
よ
り
寸
断

さ
れ
た
た
め
、
３
会
場
開
催
を
見
送

り
、
出
展
者
38
店
舗
を
大
山
寺
１
会
場

に
集
め
て
バ
ー
ガ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
が

開
催
さ
れ
、
実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
の

苦
労
の
お
か
げ
で
、
大
過
な
く
終
了
し

ま
し
た
。

終
わ
り
に

過
去
３
年
間
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
規
模
や

内
容
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
・
情
報
発
信

の
手
法
等
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
誘
客
・

集
客
効
果
が
高
く
な
る
こ
と
は
実
証
さ
れ
ま

し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
す
る
上
で
、
会

場
、
駐
車
場
、
ア
ク
セ
ス
道
路
等
イ
ン
フ
ラ

の
規
模
に
見
合
っ
た
イ
ベ
ン
ト
規
模
が
望
ま

し
く
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
出
展
者
、
来
場
者
、
周
辺
の
観

光
事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
が
満
足
し
た
イ
ベ
ン
ト

と
な
る
た
め
に
は
、
課
題
や
改
善
す
べ
き
点

は
多
々
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
地
域
に
根
付
い
た

も
の
に
完
成
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

さ
ら
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
が
大
き
く
な
る

と
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
目
的
と
な
る
嫌
い

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
く
ま
で
も
イ
ベ
ン
ト

は
集
客
・
誘
客
と
地
域
Ｐ
Ｒ
の
手
段
と
し
て
、

本
来
の
目
的
「
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
」
を
通
じ

た
観
光
振
興
と
地
域
食
材
の
消
費
拡
大
に
よ

る
地
域
振
興
を
図
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

平
成
24
年
度
、「
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」
は
、
４
か
所
で
連
携

し
て
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。
是
非
、

皆
様
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
鳥
取
と
全
国
の

ご
当
地
の
味
を
バ
ー
ガ
ー
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。伯

耆
町　

商
工
観
光
課

（
平
成
24
年
６
月
11
日
付
第
２
８
０
３
号
）

全
国
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ（
本
選
）

日
時
：
平
成
24
年
10
月
７
日
（
日
）

　
　
　

８
日
（
月
・
祝
）

　
　
　

10
：
00
～
16
：
00

会
場
：�

大
山
寺　

博
労
座
駐
車
場

　
　
　
（
鳥
取
県
大
山
町
）

◇
全
国
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ

　
鳥
取
県
予
選
会

日
時
：
平
成
24
年
８
月
25
日
（
土
）

　
　
　

16
：
00
～
20
：
00

会
場
：�

と
っ
と
り
花
回
廊
ゲ
ー
ト
前
特

設
会
場
（
鳥
取
県
南
部
町
）

◇�

大
山
・
桝
水
高
原
天
空
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

日
時
：
平
成
24
年
７
月
７
日
（
土
）

　
　
　

11
：
00
～

会
場
：
大
山
・
桝
水
高
原

　
　
　
（
鳥
取
県
伯
耆
町
）

◇
奥
大
山
オ
ー
タ
ム
・
バ
ー
ガ
ー
・
フ
ェ
ス
タ

日
時
：
平
成
24
年
11
月
３
日
（
土
・
祝
）

　
　
　

10
：
00
～
15
：
00

会
場
：
奥
大
山
ス
キ
ー
場

　
　
　
（
鳥
取
県
江
府
町
）

「
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.tottori-bf.jp/

▶「
大
山
バ
ー
ガ
ー
」県
産
黒
毛
和
牛
の
分
厚
い
ス
テ
ー
キ

を
贅
沢
に
使
用
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ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
と
地
域
振
興

～
「
ひ
と
・
森
・
癒
し 

安
芸
太
田
」 

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
ま
ち
～

【
安
芸
太
田
町
の
概
要
】

本
町
は
、
広
島
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、

国
の
特
別
名
勝
で
あ
る
三
段
峡
、
恐
羅
漢
山

や
深
入
山
を
は
じ
め
と
し
た
美
し
い
山
容
を

誇
る
西
中
国
山
地
国
定
公
園
を
有
す
る
、
豊

か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
小
さ
な
町
で
す
。

町
の
南
側
は
広
島
市
に
接
し
て
お
り
、
広

島
市
中
心
部
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
約
30
㎞
、

中
国
自
動
車
道
・
広
島
自
動
車
道
・
広
島
高

速
４
号
線
（
広
島
西
風
新
都
道
路
）
の
利
用

に
よ
り
、
自
動
車
の
移
動
で
約
１
時
間
の
圏

内
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
中
山
間
地
域

に
あ
り
な
が
ら
も
広
島
都
市
圏
の
観
光
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
と
し
て
、
都
市
住

民
と
の
交
流
が
多
い
地
域
で
す
。

【
町
の
経
緯
と
歴
史
】

平
成
16
年
10
月
１
日
、
私
た
ち
の
新
し

い
町
「
安
芸
太
田
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

安
芸
太
田
町
の
「
安
芸
」
は
「
安
芸
の
国
」

を
意
味
し
ま
す
。「
安
芸
」
の
名
称
は
日
本

書
紀
（
７
２
０
年
）
の
中
で
「
安
藝
」
の
国
名

が
初
め
て
登
場
し
、
ま
た
風
土
記
（
出
雲
風

土
記
と
推
察
さ
れ
る
７
３
３
年
）
に
は
「
四

方
の
貢
物
、
飽
き
足
れ
り
、
因
て
飽
國
（
あ

き
の
く
に
）
と
名
け
ら
る
」
と
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
一
方
、「
太
田
」
は
、
本
町

を
源
流
域
と
し
、
広
島
市
を
経
て
瀬
戸
内
海

に
注
ぐ
太
田
川
か
ら
名
を
取
っ
て
い
ま
す
。

未
来
戦
略
会
議
の
立
上
げ

安
芸
太
田
町
は
、
平
成
16
年
10
月
の
合

併
以
降
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
は

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
毎
年
１
０
０
人
以
上

の
人
口
減
少
が
続
き
、
平
成
24
年
４
月
に
は
、

合
併
時
に
約
９
、０
０
０
人
で
あ
っ
た
人
口

が
７
、３
０
０
人
余
と
な
り
、
町
の
存
続
の

危
機
と
も
い
え
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
町
で
は
、
平
成
22
年
度
に

町
の
未
来
戦
略
を
構
築
す
る
た
め
、
官
民
協

働
に
よ
る
「
未
来
戦
略
会
議
」
を
立
ち
上
げ

広島県  安
あ

芸
き

太
お お

田
た

町
ち ょ う

安芸太田町

現 地 レ ポ ー ト

ご当地キャラクター

「もりみん」

▼癒しの森でセラピー体験
観光・イベント（ご当地フェスタ）、

体験型ツーリズム　関連施策
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ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
町
内
に
あ
る
地
域
資
源

【
人
材
・
観
光
資
源
・
農
林
水
産
物
】
を
生

か
し
て
、「
楽
し
く
健
康
的
に
生
活
で
き
る

地
域
社
会
の
構
築
」
と
「
地
域
産
業
の
再
生
・

活
性
化
」
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検

討
・
実
施
し
て
い
く
も
の
と
し
、
町
内
の
個

人
・
関
係
団
体
の
実
務
者
で
組
織
し
た
３
部

会
（
集
落
再
生
・
町
民
活
力
向
上
部
会
、
観

光
再
生
・
情
報
発
信
力
強
化
部
会
、
産
業
再

生
・
新
産
業
創
生
部
会
）
に
お
い
て
、
数
十

回
に
わ
た
る
活
発
な
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
平

成
23
年
２
月
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
提
言
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
健
康
・
癒
し
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
た
安
芸
太
田
町
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

観
光
振
興
の
主
要
な
取
組
み	

（
へ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
中
心
と
し
て
）

平
成
23
年
４
月
、
観
光
再
生
・
情
報
発

信
の
体
制
強
化
策
と
し
て
町
の
玄
関
口
、
中

国
自
動
車
道
戸
河
内
Ｉ
Ｃ
出
入
口
に
あ
る
道

の
駅
「
来
夢
と
ご
う
ち
」
に
、
町
観
光
協
会

と
併
設
し
て
商
工
観
光
課
を
新
設
す
る
と
と

も
に
、
町
観
光
協
会
の
事
務
局
長
を
全
国
公

募
に
よ
り
採
用
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
観
光

情
報
・
定
住
情
報
な
ど
の
効
果
的
な
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
仕
組
み
づ
く
り
や
人

材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成
23
年
７
月
に
は
、
官
民
協
働
の
ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を
発
足
し
、

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」、「
田
舎
民
泊
体
験
旅
行
」

に
よ
る
誘
客
と
交
流
の
仕
組
み
づ
く
り
を
新

た
に
開
始
し
ま
し
た
。
農
林
産
物

の
直
売
と
６
次
産
品
化
を
図
る
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
、
町

民
に
収
入
と
生
き
が
い
を
提
供
し
、

訪
れ
る
人
も
住
む
人
も
活
き
活
き

元
気
で
生
活
で
き
る
町
づ
く
り
の

実
現
に
繋
が
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
町
の
魅
力
が
向
上
し
、
町
の

フ
ァ
ン
の
増
加
で
入
込
み
観
光

客
・
観
光
消
費
額
が
向
上
す
る
環

境
と
経
済
の
好
循
環
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

①
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
取
組
み

○�

広
島
県
初
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
認
定

森
林
セ
ラ
ピ
ー
は
、
森
の
中
に
身
を
お

き
、
歩
行
や
森
林
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
、
心
身
の
健
康
維

持
・
増
進
、
疾
病
の
予
防
を
目
指
す
も
の

で
、
い
わ
ば
「
一
歩
進
ん
だ
森
林
浴
」
で
す
。

そ
れ
を
支
え
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地

は
、
森
の
香
り
や
空
気
の
清
浄
さ
、
美
し

い
森
の
色
彩
や
景
観
な
ど
が
人
の
生
理
に

及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
医
学
実
験
に
よ
る

検
証
を
終
え
、
お
墨
付
き
を
得
て
い
る
癒

し
の
森
で
す
。

安
芸
太
田
町
は
平
成
24
年
３
月
24
日
、

広
島
県
初
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

○�

森
林
セ
ラ
ピ
ー
®

基
地
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン人

は
、
日
々
の
都
会
の
ス
ト
レ
ス
社

会
に
疲
れ
た
と
き
、
森
の
中
に
身
を
置
く

こ
と
で
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、

再
び
明
日
を
生
き
る
糧
を
得
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

里
山
の
案
内
人
で
あ
る
「
あ
き
お
お

た
里
山
ガ
イ
ド
」
が
、
４
つ
の
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
と
多
彩
な
セ
ラ
ピ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
し
て
、
来
訪
者
の
皆
様
を
癒
し
の
森

に
い
ざ
な
い
ま
す
。

平
成
25
年
５
月
25
日
と
26
日
に
は
、
待

望
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
構

築
や
、
里
山
ガ
イ
ド
の
研
修
な
ど
を
重
ね

事
業
全
体
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

○�

４
つ
の
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
と

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
開
催

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」
と
し
て
「
恐

羅
漢
山
」「
深
入
山
」「
三
段
峡
」「
龍
頭
峡
」

の
４
コ
ー
ス
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
９
月
か
ら
11
月
に
開
催
し
た
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体

験
の
ほ
か
、
町
の
地
形
や
文
化
・
歴
史
を

活
か
し
た
森
林
ヨ
ガ
や
陶
芸
体
験
、
ハ
ー

ブ
石
鹸
づ
く
り
な
ど
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
て
き
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
終
了
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
検
証
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

○
あ
き
お
お
た
里
山
ガ
イ
ド
の
育
成

里
山
の
案
内
人
で
あ
る
「
あ
き
お
お

た
里
山
ガ
イ
ド
」
は
現
在
第
１
期
、
第
２

期
が
終
了
し
46
名
が
修
了
し
て
い
ま
す
。

今
後
里
山
ガ
イ
ド
１
０
０
名
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

○
イ
メ
ー
ジ
戦
略

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作
成
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
併

せ
て
、キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
て
「
ひ
と
・

安芸太田町森林セラピー
イメージキャラクター：もりみん

安芸太田町森林セラピー基地
グランドオープン

平成25年５月25日（土）～ 26日（日）
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森
・
癒
し　

安
芸
太
田
」
を
決
定
し
、「
森

の
妖
精
」
と
い
わ
れ
る
「
ヤ
マ
ネ
」
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
も
り
み
ん
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
丸
本
莉
子
さ
ん
を
町
の
イ
メ
ー
ジ
シ

ン
ガ
ー
に
認
定
し
、
同
じ
く
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
に
認
定
し
た
彼
女
の
歌
う
「
コ
コ
ロ

予
報
」
は
、
町
の
情
景
を
歌
っ
た
「
空
」

と
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
さ
れ
、
平
成
24
年
12
月

５
日
に
Ｃ
Ｄ
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
が
リ
リ
ー
ス

さ
れ
ま
し
た
。

②
体
験
型
観
光
へ
の
取
組
み

○
修
学
旅
行
（
教
育
旅
行
）
誘
致

平
成
24
年
度
広
島
県
が
民
泊
受
入
れ

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
し
た
こ

と
か
ら
、
準
備
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
平
成
24

年
２
月
１
日
、
官
民
合
同
の
安
芸
太
田
町

田
舎
体
験
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
本

格
的
に
民
泊
引
受
け
家
庭
募
集
及
び
教
育

旅
行
誘
致
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

当
町
民
泊
事
業
の
最
大
の
特
徴
は
、
ス

キ
ー
ム
づ
く
り
こ
そ
町
に
お
い
て
主
導
し

ま
し
た
が
、
運
営
は
観
光
協
会
を
は
じ
め

と
す
る
「
町
民
」
サ
イ
ド
が
旧
町
村
の
枠

を
越
え
て
連
携
し
、
主
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。
と
言
う
の
も
、

民
泊
受
入
れ
を
最
終
目
的
と
す
る
の
で
は

な
く
、
民
泊
事
業
を
活
用
し
て
高
齢
者
の

活
性
化
や
地
域
の
再
生
に
繋
げ
て
い
こ
う

と
い
う
共
通
目
的
が
、
町
と
民
泊
に
関
わ

る
町
民
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。そ

の
結
果
、
民
泊
引
受
け
家
庭
で
組

成
す
る
民
泊
部
会
で
は
、
毎
回
非
常
に
熱

心
な
話
し
合
い
が
さ
れ
、
既
に
２
度
の
視

察
、
２
度
の
試
験
受
入
れ
、
７
度
の
研
修

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
教
育
旅
行
誘
致
も
順
調
で
平

成
25
年
に
２
校
、
本
格
受
け
入
れ
元
年
と

な
る
平
成
26
年
度
に
は
５
校
の
来
町
が
決

定
し
て
い
ま
す
。

小
規
模
自
治
体
単
体
と
し
て
は
極
め

て
珍
し
い
こ
と
で
す
が
、「
安
芸
太
田
町

人
情
田
舎
体
験
」
と
し
て
町
民
手
づ
く
り

の
民
泊
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
も
完
成

さ
せ
て
い
ま
す
。

都
市
部
の
学
生
の
教
育
に
資
し
、
引

受
け
家
庭
や
地
域
の
活
性
化
を
促
進
し
、

町
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
非
常
に
大
き
い

民
泊
事
業
は
、
中
山
間
地
の
過
疎
高
齢
社

会
に
お
い
て
は
、
数
少
な
い
三
方
良
し
的

事
業
で
あ
る
と
考
え
、
強
力
に
推
進
し
て

い
ま
す
。

③
欧
米
富
裕
層
の
観
光
誘
致
へ

観
光
施
策
の
効
率
化
を
考
え
た
場
合
、
教

育
旅
行
素
材
や
人
材
を
そ
の
ま
ま
活
用
で
き

る
点
に
お
い
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
判
断
し
、

町
観
光
協
会
が
中
心
と
な
り
欧
米
富
裕
層
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
観
光
誘
致
を
開
始
し
ま

し
た
。

特
に
、
周
辺
市
町
が
中
国
・
韓
国
に
注

力
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
域
的
な
補
完
戦

略
と
し
て
も
欧
米
系
か
つ
富
裕
層
に
向
け
た

取
組
み
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

手
つ
か
ず
の
豊
か
な
自
然
や
素
朴
な
文

化
に
加
え
、「
人
情
味
溢
れ
る
」
本
町
町
民

の
心
ば
え
を
前
面
に
押
し
出
し
た
「
交
流
型

体
験
」
視
点
こ
そ
、
他
市
町
と
の
差
別
化
が

出
来
ま
す
。
加
え
て
、
欧
米
系
訪
問
者
数
が

非
常
に
多
い
広
島
市
と
隣
接
し
て
い
る
点
に

お
い
て
も
有
利
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
、
町
単
独
で
１
回
、
広
島
県

と
の
連
携
で
３
回
、
欧
米
系
旅
行
会
社
や
メ

デ
ィ
ア
招
へ
い
を
実
施
し
、
特
に
、
同
年
９

月
実
施
し
た
神
楽
ツ
ア
ー
は
、
単
な
る
見
学

型
で
は
無
く
、
地
元
神
楽
団
と
の
「
交
流
」、

そ
し
て
「
体
験
」
型
に
し
た
結
果
、
好
評
を

博
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
25
年
１
月
に
は
、
西
日
本

最
南
端
と
も
い
え
る
豪
雪
地
帯
で
あ
る
本
町

の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
逆
手
に
取
っ
た
雪

か
き
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
欧
米
人
誘
致
も
お

こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
外
国
人
誘
致

の
組
織
を
立
上
げ
、
一
層
の
取
組
み
強
化
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

◆
町
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

本
町
を
は
じ
め
と
す
る
中
山
間
地
域
に

お
い
て
は
、
過
疎
・
高
齢
化
が
猛
ス
ピ
ー
ド

で
進
み
、
小
規
模
集
落
に
お
い
て
は
自
治
機

能
の
維
持
さ
え
困
難
と
な
り
、
す
で
に
一
部

集
落
で
は
事
実
上
の
集
落
崩
壊
の
状
況
を
迎

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
生
き

残
り
は
、
ま
さ
に
町
の
生
き
残
り
で
も
あ
る

と
の
危
機
感
か
ら
、
本
町
に
お
い
て
は
、
平

成
23
年
２
月
の
未
来
戦
略
会
議
の
提
言
を
受

け
、
集
落
再
生
へ
の
取
組
み
に
着
手
し
ま
し

た
。具

体
的
に
は
、
合
併
前
の
旧
町
村
ご
と

に
専
従
の
地
域
担
当
職
員
を
２
名
ず
つ
配
置

し
、
48
自
治
振
興
会
の
相
談
相
手
と
な
る
と

▲教育旅行で好評のラフティング体験
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と
も
に
、
地
域
住
民
自
ら
そ
の
地
域
の
５
年

後
、10
年
後
を
見
据
え
た
地
域
づ
く
り
計
画
：

地
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
呼
び
か
け

た
と
こ
ろ
、
平
成
23
年
度
、
24
年
度
で
３
分

の
１
の
地
域
か
ら
手
が
上
が
り
、
町
と
地
域

の
協
働
に
よ
る
取
組
み
の
結
果
、
現
在
６
地

域
で
策
定
が
完
了
し
、
残
る
地
域
で
も
熱
心

な
話
し
合
い
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

策
定
し
た
地
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実

施
計
画
支
援
の
た
め
、『
地
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
推
進
事
業
補
助
金
・
地
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
補
助
金
制
度
』
を
創

設
し
て
財
政
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成

24
年
度
か
ら
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
４
人

を
地
域
に
派
遣
し
て
、
地
域
活
性
化
の
た
め

の
人
的
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、
周
辺
地
域

の
自
治
機
能
維
持
の
た
め
の
『
集
落
支
援
員

派
遣
事
業
』
に
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
併

せ
て
地
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
・
実
施
計

画
支
援
の
た
め
に
、
担
当
課
で
あ
る
地
域
づ

く
り
課
職
員
以
外
の
一
般
行
政
職
員
全
員
に

よ
る
集
落
支
援
活
動
「
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
」
を
平
成
25
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

ま
た
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
町
民

と
行
政
が
、
そ
の
理
念
や
方
向
性
を
共
有
し

て
は
じ
め
て
実
り
あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
か

ら
、
平
成
24
年
度
１
年
を
か
け
て
町
職
員
が

作
成
し
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針

た
た
き
台
」
を
ベ
ー
ス
に
、
平
成
25
年
度
は

学
識
経
験
者
や
自
治
組
織
の
代
表
者
、
住
民

代
表
等
13
人
か
ら
な
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
方
針
策
定
委
員
会
で
議
論
が
重
ね
ら
れ
、

こ
の
ほ
ど
『
～
み
ん
な
で
“
つ
ろ
う
て
（
一

緒
に
）
や
る
”
ま
ち
づ
く
り
～
』
を
副
題
と

し
た
、
安
芸
太
田
町
独
自
の
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
基
本
方
針
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

♦�

協
働
に
よ
る
安
芸
太
田
町
が
　

め
ざ
す
将
来
像
に
つ
い
て

自
ら
進
ん
で
地
域
の
課
題
や
問
題
を
解

決
し
て
い
く
意
欲
や
能
力
が
育
つ
こ
と
で
、

協
働
の
担
い
手
で
あ
る
住
民
、
自
治
振
興
会
、

各
種
団
体
、
事
業
者
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
や
能
力
を
活
か
し
た
取
組
み
を
行
う
こ

と
で
、
み
ん
な
が
活
き
活
き
と
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
安
芸
太
田
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

①
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
た

　

元
気
な
地
域
づ
く
り

毎
年
９
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
る
、
距

離
88
㎞
、
高
低
差
８
５
４
ｍ
を
制
限
時
間

13
時
間
で
走
り
切
る
「
安
芸
太
田
し
わ
い

マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
ゴ
ー
ル
直
前
に
、
ア
ー

チ
式
と
し
て
は
国
内
で
２
番
目
の
高
さ

１
５
６
ｍ
を
誇
る
温
井
ダ
ム
の
４
８
１

（
し
わ
い
）
段
を
駆
け
上
が
る
と
い
う
過

酷
な
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
で
、
平
成
24
年

に
３
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

「
し
わ
い
」
と
は
、
こ
の
地
方
の
方
言

で
「
過
酷
、
し
ん
ど
い
」
な
ど
を
意
味
し

ま
す
。

人
口
７
、３
０
０
人
余
り
の
小
さ
な
こ

の
町
で
開
催
さ
れ
る
こ
の
大
会
に
は
、
今

年
も
南
は
沖
縄
か
ら
北
は
北
海
道
ま
で
全

国
各
地
か
ら
４
０
０
人
余
り
、
更
に
は
韓

国
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
国
際
色
も
出
て

き
ま
し
た
。

特
徴
的
な
の
は
、
大
会
を
運
営
す
る

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
、

個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
こ
と
。
町

も
大
会
当
日
は
大
会
車
両
と
し
て
公
用
車

と
運
転
す
る
職
員
を
派
遣
し
ま
す
が
、
関

与
も
そ
こ
ま
で
で
裏
方
に
徹
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
補
完
し
て
い
る
の
が
、
５
㎞
ご
と

に
設
置
さ
れ
た
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
無
料
休
憩
所
）
の
運
営
や
選
手
誘
導
員

に
携
わ
る
コ
ー
ス
沿
線
・
沿
線
外
の
自
治

振
興
会
や
町
内
事
業
所
、
消
防
団
員
の
皆

さ
ん
で
す
。

コ
ー
ス
沿
線
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
選
手

の
名
前
を
呼
ん
で
の
声
援
や
エ
イ
ド
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
の
地
域
の
お
も
て
な
し
は
、

選
手
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
感
動
と
勇
気
を

与
え
、
す
で
に
多
く
の
固
定
フ
ァ
ン
を
つ

か
み
つ
つ
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
毎
年

参
加
す
る
選
手
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
、

開
催
日
を
心
待
ち
す
る
な
ど
、
こ
の
ウ
ル

ト
ラ
大
会
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
マ
ラ
ソ
ン
専
門

サ
イ
ト
の
評
価
で
は
、
平
成
24
年
９
月
に

全
国
で
開
催
さ
れ
た
数
多
い
マ
ラ
ソ
ン
大

会
（
ハ
ー
フ
・
フ
ル
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ン
）
の
中
で
、
参
加
選
手
に
よ
る
総
合
評

▲夜も空け切らぬうちから過酷なレースの
スタート

▲雄大な自然のもとで気持ち良くウォーキング



169

観光・イベント（ご当地フェスタ）、体験型ツーリズム　関連施策

価
第
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
全
国
に
誇

る
べ
き
大
会
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

②
日
本
一
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を

　

目
指
し
て
！

本
町
で
は
、
平
成
14
年
か
ら
、《
生
涯

現
役
、
死
ぬ
と
き
ゃ
ぽ
っ
く
り
、
歩
い
て

棺
桶
ま
で
》
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
普
及
し
て
い
ま
す
。

健
診
結
果
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」
に
該
当
す

る
町
民
を
対
象
に
有
酸
素
運
動
（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
）
を
指
導
し
、
運
動
習
慣
者
に
な

っ
て
も
ら
い
「
歩
い
て
棺
桶
ま
で
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
長
期
総
合
計
画
に
お
け
る
健
康

促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
全
国
規
模
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
開
催
を
掲
げ
、
平

成
19
年
度
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
６
回
目
を
迎
え
た
平
成
24
年
の
大
会

は
、
町
内
16
の
各
種
団
体
で
結
成
さ
れ
た

実
行
委
員
会
方
式
に
よ
り
、
10
月
６
日

（
土
）、
10
月
７
日（
日
）の
２
日
間
開
催
し

ま
し
た
。

メ
イ
ン
と
な
る
２
日
目
の
10
月
７
日

は
、
西
中
国
山
地
国
定
公
園
の
草
原
状
の

美
し
い
山
容
を
誇
る
深
入
山
周
辺
に
、
30

㎞
・
20
㎞
・
10
㎞
・
ミ
ニ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
設
定
し
、
平
成
24
年
は
新
た
に

高
齢
の
参
加
者
や
小
さ
な
こ
ど
も
さ
ん
を

連
れ
た
家
族
の
た
め
の
２
㎞
コ
ー
ス
を
設

け
ま
し
た
。

当
初
参
加
者
は
１
、０
０
０
人
を
見
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
も
重

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
最
終
的
に
は

８
４
６
人
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
は
、「
自
然
の
景
色
を

見
て
お
い
し
い
空
気
を
吸
え
た
」「
ス
タ

ッ
フ
の
声
か
け
に
元

気
づ
け
ら
れ
た
」「
梅

飴
（
商
工
会
女
性

部
）、
漬
物
（
女
性

会
）、ぜ
ん
ざ
い
（
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
）
の
お

も
て
な
し
が
素
晴
ら

し
い
」
な
ど
の
感
想

が
た
く
さ
ん
聞
か
れ

ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の

反
省
会
で
は
『
団
体
が
自
ら
関
わ
り
汗
を

流
す
こ
と
は
、
と
も
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
を
支
え
て
い
る
実
感
が
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
手
づ
く
り
の
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
』
な
ど
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
、
心
を
込
め
た
手
づ
く

り
の
大
会
を
合
言
葉
に
、
日
本
一
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
を
目
指
し
、
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③�

町
女
性
職
員
ら
に
よ
る
手
づ
く
り
の
ま

ち
お
こ
し　

～ 

乙
女
？
た
ち
の
挑
戦 

～

平
成
24
年
10
月
下
旬
、
町
の
活
性
化

を
考
え
る
町
女
性
職
員
６
人
に
よ
る
特
命

チ
ー
ム
「
安
芸
太
田
町
魅
力
Ｕ
Ｐ

↑

女
性

会
議
」
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か

そ
の
10
日
後
に
は
、
小
さ
な
町
で
も
、
元

気
よ
く
、
楽
し
く
、
町
を
訪
れ
る
方
々
に

「
ま
た
来
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
『
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
』

に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
、
町
女
性
職
員

全
員
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
『
安
芸
太
田
町

Ａ
Ｋ
Ｏ
』（
Ａ
Ｋ
Ｏ
＝
あ
が
ぁ
～
、
こ
が
ぁ

～
言
う
乙
女
た
ち
（
色
々
わ
い
わ
い
意
見

を
出
し
な
が
ら
町
の
活
性
化
に
取
り
組
も

う
と
い
う
趣
旨
））
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
Ａ
Ｋ
Ｏ
で
は
、
町
を
元
気
に
す
る

活
動
第
一
弾
と
し
て
、
広
島
県
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
「
お
し
い
！！ 

広
島
県
」
秋
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
11
月
末
ま
で
展
開
さ

れ
た
県
庁
男
性
職
員
に
よ
る
『
全
力
歓
迎

課
！
』
の
理
念
と
精
神
に
倣
い
、
広
島
県
の

公
認
を
得
て
町
内
10
か
所
で
地
元
町
民
の
皆

さ
ん
と
共
演
す
る
「
お
し
い
！ 

の
ぉ
～
。

安
芸
太
田
町
」
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
と
ポ
ス
タ
ー

を
、
町
観
光
協
会
や
町
内
若
手
事
業
者
等
と

協
力
し
て
手
づ
く
り
で
作
成
し
ま
し
た
。
ポ

ス
タ
ー
は
、
町
内
の
各
公
共
施
設
に
掲
示
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
ほ
か
、
Ｐ
Ｒ
動
画
に
つ
い

て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
と
こ
ろ
、
各
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
大
き
な
注

目
を
浴
び
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
楽
し
そ
う
な

取
組
み
で
元
気
が
あ
っ
て
い
い
と
評
価
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｋ
Ｏ
で
は
、
結
成
以
来
、

町
内
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
出
演
し
、
町
の
Ｐ
Ｒ
と
お
も
て

な
し
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
本
町
は
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
お
こ
し
の
取
組
み
が
産
声

を
上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
み

を
活
か
し
な
が
ら
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い

状
況
が
予
想
さ
れ
る
中
山
間
地
域
の
小
さ
な

町
に
あ
っ
て
も
、
心
の
温
ま
る
よ
う
な
元
気

を
発
信
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

安
芸
太
田
町
長　

小
坂　

眞
治

（
平
成
25
年
1
月
14
日
付
第
2
8
2
5
号
）

▲話題を集めているAKOポスター
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産
業
体
験
型
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

～
来き

な
っ
せ　

や
き
も
の
と
自
然
あ
ふ
れ
る
波は

佐さ

見み

へ
～

は
じ
め
に

長
崎
県
波は

佐さ

見み

町ち
ょ
うは

、
長
崎
県
の
中
央

北
部
に
位
置
し
、
北
と
東
を
佐
賀
県
に
接
す

る
町
で
す
。
東
西
10
・
５
㎞
、
南
北
７
㎞
、

周
囲
33
㎞
で
総
面
積
55
・
97
㎢
（
山
林
約

63
％
）
で
す
。
人
口
１
５
、２
３
７
人
、
世

帯
数
５
、０
４
２
世
帯
（
Ｈ
24
・
11
月
末
）、

高
齢
化
率
約
26
％
で
、
長
崎
県
で
唯
一
海
に

面
し
て
い
な
い
町
で
す
。

波
佐
見
町
は
、
４
０
０
年
の
伝
統
を
も

つ
全
国
屈
指
の
「
や
き
も
の
の
町
」
と
し
て

栄
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
全
国
の
一
般
家
庭

で
使
わ
れ
て
い
る
日
用
食
器
の
約
13
％
は
波

佐
見
町
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
の
近
代
化
に
も
力
を
い
れ
、
水
田

面
積
６
５
０
ha
の
う
ち
約
83
％
は
区
画
整
理

済
み
で
大
型
農
機
に
よ
る
作
業
と
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
を
結
ん
だ
米
麦
大
豆
一
貫
作
業
体
制

が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
農
家
の
余
剰
労

働
力
は
、
地
場
産
業
で
あ
る
陶
磁
器
関
連
産

業
へ
の
就
労
と
結
び
つ
き
、
農
工
一
体
と

な
っ
て
発
展
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
22
年
に
は
長
崎
キ
ャ
ノ
ン

㈱
が
進
出
し
４
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
陶
磁

器
産
業
、
農
業
や
温
泉
な
ど
と
デ
ジ
タ
ル
テ

ク
ノ
が
融
合
し
た
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

★�

年
間
と
ぎ
れ
る
こ
と
が
な
い

　
各
地
域
イ
ベ
ン
ト

こ
の
陶
磁
器
生
産
の
町
の
最
大
イ
ベ
ン

ト
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
行
わ

れ
る
「
波
佐
見
陶
器
ま
つ
り
」
で
す
。
約

１
３
０
社
の
窯
元
と
商
社
が
軒
を
並
べ
、
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
毎
年
来
場
者
が

増
え
続
け
、
期
間
中
30
万
人
を
超
す
人
出
で

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
今
年
で
57
回
を
数

え
、
波
佐
見
町
が
誇
る
看
板
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

一
昔
前
ま
で
は
町
外
か
ら
集
客
す
る
観

光
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
こ
の
「
陶
器

ま
つ
り
」
だ
け
で
し
た
が
、
20
数
年
前
か
ら

状
況
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

長崎県  波
は

佐
さ

見
み

町
ち ょ う

波佐見町

現 地 レ ポ ー ト

歴史とロマンが詰まった
「コンプラ瓶」

▼美しい鬼木棚田の風景
観光・イベント（ご当地フェスタ）、

体験型ツーリズム　関連施策
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そ
の
き
っ
か
け
は
、
山
あ
い
に
あ
り
、
陶

郷
の
里
と
し
て
知
ら
れ
る
中
尾
山
に
あ
る
窯

元
の
若
手
メ
ン
バ
ー
の
情
熱
で
し
た
。
４
月

に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
桜
陶
祭
」
は
、
当
初

は
地
域
内
の
窯
元
の
交
流
の
場
と
し
て
始
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
年
々
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
、

現
在
で
は
各
窯
元
の
工
場
を
展
示
場
と
し
て

開
放
す
る
な
ど
、
町
内
外
の
お
客
様
と
直
接

交
流
が
も
て
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
今
で
は

２
日
間
で
約
２
万
人
の
お
客
様
が
足
を
運
ぶ

大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

桜
陶
祭
で
一
番
の
名
物
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
各
窯
元
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
陶
箱
弁
当

で
、
毎
年
大
人
気
で
す
。
ま
た
、
10
月
に
は

「
秋
陶
め
ぐ
り
」
を
開
催
し
、
窯
元
を
一
般

公
開
す
る
な
ど
、
や
き
も
の
の
販
売
は
も
と

よ
り
、
作
り
手
と
買
い
手
の
心
の
交
流
が
持

た
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
か
ら
自
主
的
に
沸
き

あ
が
っ
て
く
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
町
内
各
地
で

生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
で
あ
る
「
鬼
木
棚
田
ま
つ
り
」

は
、
平
成
11
年
に
棚
田
１
０
０
選
に
選
ば
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
ま
り
、
毎
年
９
月

23
日
に
開
催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
年
々
趣
向
が

凝
ら
さ
れ
、
現
在
で
は
、
地
元
鬼
木
地
区
全

戸
か
ら
出
品
さ
れ
る
そ
の
年
の
世
情
を
反
映

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
案
山
子
た
ち
が
立
ち
並
び
、

約
１
ヶ
月
間
で
、
２
万
人
近
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駅
の
な
い
波
佐
見
町
で
毎
年
人

気
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
JR

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

お
目
当
て
も
鬼
木
の
ユ
ニ
ー
ク
な
案
山
子

た
ち
で
す
。
毎
年
、
鬼
木
地
区
に
は
、
期
間

中
町
内
外
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
案
山
子
を
一

目
見
よ
う
と
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
桜
陶
祭
や
鬼
木
の
棚
田

ま
つ
り
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
九
州
各
地

の
方
か
ら
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

に
育
ち
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
区
の
成
功
を
き
っ
か
け
に
、

そ
の
他
の
地
区
で
も
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
「
川
内
ほ
た
る
祭
り
」、「
ザ
！
酒
塾
」「
村

木
畑
ノ
原
ま
つ
り
」、「
笑
楽
井
石
祭
り
」、「
皿

山
器
替
え
ま
つ
り
」、「
峠
の
里
ま
つ
り
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
地
区
の
有
志
に
よ
っ
て

立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取

組
み
が
波
佐
見
町
の
元
気
の
源
だ
と
思
い
ま

す
。「

来き

な
っ
せ
１
０
０
万
人
」

※�

「
来き

な
っ
せ
」
と
は
波
佐
見
弁
で
あ
り
、「
ど

う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
」
の
意
味
で
す
。

陶
磁
器
産
業
の
落
ち
込
み
で
町
内
の
産

業
に
活
気
が
な
い
中
に
あ
っ
て
、「
こ
れ
ら

の
動
き
を
町
全
域
に
広
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
」、「
町
外
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
人
に
来

▶
波
佐
見
陶
器
ま
つ
り
の
様
子

◀
多
く
の
や
き
も
の
フ
ァ
ン
で
賑
わ
う

　「
桜
陶
祭
」の
様
子

▶
ユ
ニ
ー
ク
な
か
か
し
の
展
示

◀
人
気
の「
陶
箱
弁
当
」
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て
も
ら
っ
て
、町
内
を
元
気
に
で
き
な
い
か
」

と
こ
の
よ
う
な
考
え
が
起
き
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
観
光
産
業
と
は
あ
ま

り
縁
が
な
か
っ
た
波
佐
見
町
に
お
い
て
、
陶

郷
中
尾
山
や
鬼
木
棚
田
、
温
泉
、
史
跡
等
、

も
と
も
と
地
元
に
あ
る
資
源
を
活
用
し
て
、

観
光
交
流
人
口
を
増
や
し
地
域
が
元
気
に
な

る
た
め
に
「
来
な
っ
せ
１
０
０
万
人
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
観
光
に
力
を
入
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
フ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

な
ど
の
団
体
や
町
、
観
光
協
会
等
一
体
と

な
っ
て
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ク
ラ
フ

ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
組
み
合
わ
せ
た
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

体
験
型
観
光
花
ざ
か
り

こ
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
波
佐
見
町

の
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
は
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
現
在
で
は
年
間
イ
ベ
ン
ト
「
つ
ん
の
～

で
波
佐
見　

陶
農
の
里　

と
う
の
う
」
と
し

て
、
や
き
も
の
体
験
、
農
業
体
験
、
ま
た
２

つ
を
組
み
合
わ
せ
た
陶
農
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

開
発
し
、
観
光
客
の
受
入
を
行
う
ま
で
に
成

長
し
ま
し
た
。

や
き
も
の
体
験
で
は
、「
ロ
ク
ロ
・
絵
付

け
体
験
」
な
ど
の
本
格
的
な
も
の
か
ら
、「
波

佐
見
焼
ス
ト
ラ
ッ
プ
つ
く
り
体
験
」「
や
き

も
の
貼
り
絵
付
け
体
験
」
な
ど
、
お
手
軽
に

楽
し
め
る
体
験
ま
で
色
々
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー

が
揃
っ
て
い
ま
す
。

農
業
体
験
で
は「
米
作
り
体
験
」「
梅
漬
け

体
験
」「
椎
茸
収
穫
体
験
」な
ど
、
波
佐
見
の

豊
か
な
自
然
を
思
う
存
分
満
喫
で
き
ま
す
。

ま
た
、
や
き
も
の
の
煙
突
レ
ン
ガ
の
リ

ユ
ー
ス
や
や
き
も
の
の
窯
が
変
身
し
た
ピ
ザ

窯
で
、
親
子
や
友
人
と
一
緒
に
ピ
ザ
焼
き
が

で
き
る
「
石
窯
ピ
ザ
焼
体
験
」
な
ど
「
お
い

し
い
体
験
」
も
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
波
佐
見
町
な
ら
で
は
の

体
験
が
、
や
き
も
の
と
農
業
を
組
み
合
わ
せ

た
陶
農
体
験
で
す
。
そ
の
中
で
１
番
人
気
は
、

前
述
し
ま
し
た
「
ザ
！
酒
塾
」
で
す
。
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
生
ま
れ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー

で
、
酒
米
の
田
植
え
・
稲
刈
り
体
験
を
し
、

そ
の
米
で
で
き
た
酒
を
自
分
の
手
で
作
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
器
で
い
た
だ
く
と
い
う
、
な

ん
と
も
贅
沢
な
体
験
で
す
！　

１
回
目
が
田

植
え
と
手
び
ね
り
に
よ
る
酒
器
づ
く
り
、
２

回
目
が
稲
刈
り
と
酒
器
の
絵
付
け
、
３
回
目

が
ラ
ベ
ル
づ
く
り
と
新
酒
試
飲
会
と
な
り
ま

す
。
１
回
申
し
込
む
と
波
佐
見
町
に
３
回
来

て
頂
け
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
蕎
麦
の
栽
培
か
ら
蕎
麦
打
ち

ま
で
の
体
験
に
、
蕎
麦
ち
ょ
こ
作
り
を
加
え

た
「
ザ
・
そ
ば
塾
」、
麦
大
豆
の
栽
培
か
ら

味
噌
づ
く
り
ま
で
の
体
験
に
、
味
噌
甕
（
か

め
）
づ
く
り
を
加
え
た
「
み
そ
づ
く
り
塾
」

な
ど
、
波
佐
見
な
ら
で
は
の
窯
業
と
農
業
を

組
み
合
せ
た
「
陶
農
体
験
」
メ
ニ
ュ
ー
を
多

く
の
お
客
様
が
満
喫
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
再
発
見
塾

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
が
盛
り
上
り
始
め
た

平
成
22
年
11
月
に
は
、
東
京
財
団
の
後
援
を

頂
き
、「
第
六
回
日
本
再
発
見
塾
in
長
崎
県

波
佐
見
町
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。全

国
か
ら
１
２
０
名
の
参
加
が
あ
り
、

「
手
づ
く
り
し
て
み
ら
ん
ね　

幸
せ
に
手
の

届
く
ば
い
」
と
題
し
て
、「
語
る
・
探
す
・

食
す
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
や
き
も
の
と
農

業
の
町
・
波
佐
見
町
で
い
ろ
ん
な
見
学
、
体

験
を
通
し
て
、
外
か
ら
見
た
波
佐
見
町
の
他

の
ま
ち
に
は
な
い
魅
力
的
な
と
こ
ろ
を
発
表

し
て
い
た
だ
き
、
地
元
の
人
が
普
段
は
感
じ

な
い
波
佐
見
の
良
さ
を
あ
ら
た
め
て
再
発
見

▲やきものと農業を組み合わせた陶農体験「ザ！酒塾」

▲「笑楽井石」手作りピザ窯を使ってのピザ作り

▲やきものの焼成窯を再利用したピザ焼体験
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す
る
と
い
う
、
大
変
有
意
義
で
意
味
の
あ
る

塾
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
地
元
主
催
で
「
波
佐
見
再
発
見
塾
」

が
毎
年
開
催
さ
れ
地
域
を
再
発
見
し
、
地
域

活
性
化
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

待
望
の「
は
さ
み
温
泉
」復
活
！

地
域
の
盛
り
上
が
り
は
、
つ
い
に
温
泉

も
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
以
前
あ
っ
た
温
泉
セ

ン
タ
ー
が
閉
鎖
さ
れ
波
佐
見
町
か
ら
良
質
な

温
泉
が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
温
泉
を
何
と
か
復
活

さ
せ
よ
う
と
町
が
新
し
い
泉
源
を
掘
削
し
、

地
元
有
志
の
皆
さ
ん
が
立
ち
上
が
り
、
は
さ

み
温
泉
「
湯
治
楼
」（
ゆ
う
じ
ろ
う
）
が
波

佐
見
の
癒
し
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
平
成
22
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
と
ろ
み
が
あ
り
、

美
肌
に
い
い
と
評
判
の
お
湯
で
、
３
つ
の
内

風
呂
は
全
て
源
泉
掛
け
流
し
で
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
お
湯
に
炭
酸
を
封
じ
込
め
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
高
濃
度
炭
酸
泉
も
あ
り
ま
す
。

緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
、
川
の
せ
せ
ら

ぎ
を
聞
き
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
ひ

と
と
き
を
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
お
も
て
な
し
で

体
感
で
き
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
外
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が
心
と
体
の
癒
し

を
求
め
て
来
て
頂
い
て
い
ま
す
。

併
設
の
「
陶
農
レ
ス
ト
ラ
ン
清
旬
の
郷
」

で
は
、
地
元
の
食
材
に
こ
だ
わ
り
、
旬
の
お

い
し
い
素
材
を
使
っ
た
身
体
に
や
さ
し
い
料

理
が
波
佐
見
焼
の
器
で
い
た
だ
け
る
と
あ
っ

て
、
温
泉
同
様
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

こ
の
よ
う
に
地
域
の
活
力
が
産
ん
だ
イ

ベ
ン
ト
も
、
最
初
は
数
名
の
参
加
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。

そ
れ
で
も
地
域
の
人
た
ち
は
口
を
揃
え

て
言
い
ま
す
。「
最
初
は
数
名
で
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
」、「
そ
の
最
初
の
第
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
」、「
踏
み
出
さ

な
い
こ
と
に
は
何
も
始
ま
ら
な
い
」
こ
の
よ

う
な
気
持
ち
が
地
域
を
動
か
し
、
町
民
も
巻

き
込
み
、
イ
ベ
ン
ト
が
定
着
化
し
、
来
訪
者

に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

そ
こ
ま
で
来
る
と
地
域
の
自
信
と
な
り
、

最
終
的
に
は
地
元
皆
さ
ん
が
元
気
に
な
っ
て

も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
区
の
特
徴
を
取
り
入

れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
地
区
の
方
と
一

緒
に
な
っ
て
波
佐
見
町
を
元
気
に
し
、
Ｐ
Ｒ

で
き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
目
標
は
、
町

内
22
自
治
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色

を
取
り
入
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
年
間
１
回
行
っ

て
も
ら
い
地
域
活
力
を
観
光
に
取
り
入
れ
て

い
け
れ
ば
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
が
元
気
で
、
訪
れ
る
お
客
様
と
地

域
が
交
流
を
持
ち
、
お
互
い
が
体
験
観
光
等

で
楽
し
め
る
観
光
と
産
業
が
う
ま
く
融
合
で

き
る
、
訪
れ
る
楽
し
み
が
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

波
佐
見
町
長　

一
瀬　

政
太

（
平
成
25
年
1
月
7
日
付
第
2
8
2
4
号
）

▲日本再発見塾

▶
美
肌
の
湯「
湯ゆ
う

治じ

楼ろ
う

」

▶
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
清
旬
の
郷
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「
真
冬
の
た
な
ば
た
」及
び「
光
り
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」事
業

国
富
町
の
概
要

宮
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
で
、
宮
崎
市
の
北

西
に
隣
接
す
る
国
富
町
は
、
豊
か
な
緑
と
全

国
有
数
の
き
れ
い
な
水
質
で
あ
る
一
級
河

川
・
本
庄
川
な
ど
の
清
ら
か
な
水
に
恵
ま
れ

た
田
園
都
市
で
す
。
東
西
22
㎞
、
南
北
18
・

８
㎞
で
面
積
は
１
３
０
・
71
㎢
、
そ
の
う
ち

北
西
部
の
約
３
割
が
国
有
林
に
な
っ
て
い
ま

す
。
北
西
か
ら
南
東
に
向
か
っ
て
本
庄
、
飯

盛
、
高
田
原
、
六
野
原
な
ど
の
台
地
が
展
開

し
、
そ
の
中
の
本
庄
台
地
の
上
に
町
の
中
心

市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
は
昭
和
31
年
９
月
に
本
庄
町
と
八

代
村
が
合
併
し
、「
国
富
町
」
と
し
て
発
足
、

次
い
で
昭
和
32
年
３
月
に
木
脇
村
と
合
併
し
、

当
時
人
口
２
万
４
千
人
を
超
え
る
県
下
最
大

の
町
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
人
口
も
昭
和
45
年
に
は
１
万
９
千
人
ま
で

減
少
し
、
そ
の
後
持
ち
直
し
て
現
在
は

２
万
９
０
０
人
（
平
成
26
年
現
在
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
も
全
国
的
な
傾
向
と
同
じ

く
、
人
口
微
減
が
続
い
て
い
ま
す
。
出
生
率

の
減
少
、
若
い
世
代
の
町
外
へ
の
流
出
を
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
元
気
で
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
い
え
ま
す
。

21
世
紀
ま
ち
づ
く
り
　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
結
成

「
21
世
紀
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
以

下
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」）
は
、
そ
う
い
う
元
気

で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
団
体
と
し
て
、

平
成
５
年
８
月
11
日
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
職
場
も
年
齢
も

異
な
る
町
民
が
参
加
し
、
誇
り
を
持
て
る
夢

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
町
内
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
へ
参
加
し
、
さ
ら
に
研
究

す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
老
若
男
女
を
問
わ
ず
参
加
し
楽
し
め
る

「
元
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
夢
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

国
富
町
21
世
紀
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

ま
ち
づ
く
り
の
希
望
の
光
と
し
て
輝
く
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

宮崎県  国
く に

富
と み

町
ち ょ う

国富町

現 地 レ ポ ー ト

ご当地キャラクター

「しらたまちゃん」と「しらたマン」
▲

毎年10万球のイルミネーションを点灯する「真冬のたなばた」
観光・イベント（ご当地フェスタ）、

体験型ツーリズム　関連施策
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指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
進
地
視
察
等
に

よ
り
、
メ
ン
バ
ー
の
自
己
研
鑽
・
地
域
交
流

に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
活
動
の
中

で
も
中
心
と
な
る
の
が
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ

ン
バ
ー
が
主
体
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
る

「
真
冬
の
た
な
ば
た
」
事
業
。
役
場
庁
舎
周

辺
に
11
月
下
旬
か
ら
１
月
中
旬
ま
で
、
毎
年

約
10
万
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、

12
月
に
は
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
す
る
手
作
り
の

事
業
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
事
業
と
連
動
す

る
か
た
ち
で
平
成
12
年
か
ら
町
の
補
助
事
業

と
し
て
町
商
工
会
に
よ
る
「
光
り
輝
く
ま
ち

づ
く
り
」
事
業
（
宮
崎
市
―
国

富
町
―
綾
町
を
つ
な
ぐ
県
道
26

号
線
宮
崎
須
木
線
沿
道
街
路
樹

に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
約

20
万
球
設
置
）
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
二
つ
の
事
業
の
相

乗
効
果
に
よ
り
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
輝
く
街
の
光
景
は
、
す
っ
か
り
本

町
の
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

真
冬
の
た
な
ば
た
実
行
委
員
会

真
冬
の
た
な
ば
た
実
行
委
員
会
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
主
体
と
な
っ
て
、
町
青
年
団
、

町
婦
人
会
、
町
商
工
会
青
年
部
、
町
内
の
高

校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
の
他
の
ま
ち
づ
く

り
団
体
な
ど
、
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
、
例
年
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
と
そ
の

管
理
・
撤
去
ま
で
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
の
す
べ

て
の
作
業
を
業
者
に
委
託
せ
ず
、
自
ら
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
時
期
に
は
、
太

鼓
や
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
出
演
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
と
真
冬
の
花
火
大
会
を
開
催
し
、

町
内
の
家
庭
・
企
業
を
対
象
に
し
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
も
行
い
ま

す
。
見
る
人
の
心
を
暖
か
な
光
で
癒
す
こ
と

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
派
手
で
は
な
い
が
心

に
残
る
レ
イ
ア
ウ
ト
を
意
識
し
て
設
営
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
当
日
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
行

わ
れ
る
花
火
大
会
で
は
、
花
火
と
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
光
の
共
演
を
楽
し
め
、
イ
ベ

ン
ト
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
一
見
の
価

値
が
あ
り
ま
す
。

真
冬
に
心
を
温
め
る
光
景

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
営
と
イ
ベ

ン
ト
運
営
は
様
々
な
団
体
が
共
同
で
作
業
す

る
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い
の
協
力
・
連
携
を

高
め
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
町

内
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
同
士
が
協
力
し
合
い
、

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
生
み
出
す
効
果
も
あ
り
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
は
町
内
全

域
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
波
及
さ
せ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
町
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
さ
せ
た
効

果
も
高
く
、
毎
年
、
メ
デ
ィ
ア
等
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
が
多
く
あ
り
、
遠
く
は
首
都
圏
や

近
畿
圏
な
ど
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
・
写
真
提

▶
イ
ベ
ン
ト
で
は
花
火
、
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、太
鼓
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

▶
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け
て
作
業
を
行
う

実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
。
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供
の
依
頼
が
あ
り
ま
す
。
事
業
の
効
果
と
し

て
、
数
値
的
に
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
来
場
す
る
カ
ッ
プ
ル
や
友
人

の
グ
ル
ー
プ
、
親
や
祖
父
母
に
連
れ
ら
れ
て

「
光
の
ト
ン
ネ
ル
」
で
は
し
ゃ
ぐ
子
供
達
の

様
子
に
は
心
温
ま
る
も
の
が
あ
り
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
光
の
み
な
ら
ず
、
来
場
者
を

含
め
た
光
景
そ
の
も
の
が
訪
れ
た
人
た
ち
の

心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

希
望
の
光
が
輝
く
元
気
な
ま
ち
へ

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動
も
、
近
年
は
町

の
人
口
減
少
や
事
業
の
長
期
継
続
に
よ
っ
て

参
加
者
が
固
定
化
し
、
そ
の
発
展
性
に
陰
り

も
見
え
始
め
、
参
加
人
数
の
確
保
に
苦
慮
す

る
と
い
う
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ン
ネ
リ
防
止
策
を
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、

今
後
そ
う
い
っ
た
新
た
な
取
組
み
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
も
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
は
宮
崎
県
内
の
口
蹄
疫
被
害

へ
の
配
慮
に
よ
る
中
止
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た

が
、
鎮
魂
の
意
味
も
込
め
て
例
年
通
り
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
23
年
は
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
節
電
の
影
響
に
よ
り
期
間
・
時

間
を
短
縮
し
て
開
催
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
電
力
の
環
境
付
加
価
値
分
を
証
書
化

し
た
「
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
」
の
活
用
や
太

陽
光
発
電
の
導
入
な
ど
も
検
討
し
ま
し
た
が
、

ま
ち
づ
く
り
団
体
の
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
の
た

め
予
算
的
な
限
界
や
、
ま
た
蓄
電
の
面
か
ら

困
難
な
点
も
あ
り
、
今
回
の
導
入
は
見
送
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
、

長
寿
命
で
省
電
力
で
あ
り
、
ま
た
光
に
紫
外

線
や
赤
外
線
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
と
い
う

環
境
に
や
さ
し
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
球
の
導
入
な
ど
に
、

今
後
も
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）
に

は
古
事
記
が
編
纂
さ
れ
て
か
ら
１
３
０
０
年

目
を
迎
え
、
こ
の
年
か
ら
日
本
書
紀
の
編
纂

１
３
０
０
年
目
で
あ
る
２
０
２
０
年
ま
で
を

「
記
紀
編
纂
１
３
０
０
年
」
と
し
て
宮
崎
県

全
体
で
観
光
の
活
性
化
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
リ
ン
ク
し
て
、
日
本

神
話
に
ち
な
ん
だ
縁
結
び
神
社
や
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
る「
宮
崎
恋
旅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

も
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
光
の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
国
富
町
の
冬
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
も
神
話
の
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
を
絡
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と

ア
イ
デ
ィ
ア
は
ふ
く
ら
ん
で
い
き
ま
す
。

い
ま
だ
に
す
っ
き
り
と
し
た
明
る
い
未

来
が
見
え
づ
ら
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、

わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
の
心
の
中
を
暖
か
く

照
ら
す
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
日
頃
の
小
さ

い
な
が
ら
も
確
か
な
幸
せ
を
改
め
て
感
じ
、

そ
れ
が
光
り
輝
く
ま
ち
づ
く
り
へ
の
希
望
の

灯
り
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

�

国
富
町　

企
画
政
策
課

（
平
成
24
年
10
月
１
日
付
第
２
８
１
５
号
）

▶
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を
行
う
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
。
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み
ん
な
で
築
く
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

～
『
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
』と『
地
区
別
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
～

東
神
楽
町
の
概
要

人
口
約
35
万
人
を
擁
す
る
道
北
の
中
心

都
市
旭
川
市
に
接
し
好
立
地
環
境
に
あ
る
東

神
楽
町
は
、
先
端
医
療
を
は
じ
め
高
等
教
育
、

金
融
経
済
、
道
路
交
通
な
ど
様
々
な
都
市
的

機
能
を
享
受
で
き
る
利
便
性
の
高
い
町
で
す
。

面
積
は
68
・
64
㎢
と
小
さ
な
町
で
す
が
、
人

口
は
１
０
、０
５
０
人
（
平
成
25
年
12
月
末
）

で
、
旭
川
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
が
進
ん
で

い
る
と
言
え
ま
す
。
本
町
を
含
め
た
こ
の
上

川
盆
地
一
帯
は
、
良
質
で
食
味
の
良
い
お
米

が
作
ら
れ
る
屈
指
の
米
ど
こ
ろ
と
し
て
も
広

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
園
芸
作

物
と
組
み
合
わ
せ
た
複
合
型
農
業
も
盛
ん
で

す
。東

神
楽
町
は
、
平
成
元
年
か
ら
本
格
的

な
大
規
模
宅
地
開
発
に
着
手
し
、
今
日
ま
で

飛
躍
的
に
人
口
を
伸
ば
し
て
来
ま
し
た
。
約

５
、７
０
０
人
だ
っ
た
平
成
２
年
の
人
口
が
、

平
成
12
年
に
は
８
、０
０
０
人
台
、
平
成
15

年
に
は
９
、０
０
０
人
を
超
え
、
明
治
27
年

の
開
拓
か
ら
数
え
１
２
０
年
を
迎
え
た
平
成

25
年
10
月
に
は
初
め
て
、
1
万
人
に
到
達
し

ま
し
た
。
ま
た
町
内
に
は
、
昭
和
41
年
に
開

港
し
た
道
北
の
空
の
玄
関
で
あ
る
旭
川
空
港

が
所
在
し
て
お
り
、
首
都
圏
は
も
と
よ
り
台

湾
な
ど
ア
ジ
ア
圏
と
つ
な
が
る
国
際
路
線
も

通
年
運
航
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
本
町
は
『
花
の
ま
ち
』
と

し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
12

年
の「
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
は
国
内
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
そ
れ
ま
で
も

幾
多
の
成
果
を
収
め
て
き
ま
し
た
。
翌
年
に

は
、
カ
ナ
ダ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
に
日
本
を
代
表
す
る
自
治
体
と
し
て
参
加

す
る
な
ど
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
半
世
紀

を
か
け
、
暮
ら
し
や
生
活
環
境
に
花
を
取
り

入
れ
た
運
動
の
成
果
が
大
き
く
開
花
、
結
実

し
た
瞬
間
で
し
た
。
現
在
も
、
町
の
シ
ン
ボ

ル
ま
た
価
値
あ
る
財
産
と
し
て
、
潤
い
あ
る

北海道  東
ひ が し

神
か ぐ

楽
ら

町
ち ょ う

東神楽町

現 地 レ ポ ー ト

ご当地キャラクター

「かぐらっきー」

▼�四季折々の花が植栽されたひじり野公園
NPO・住民ボランティア等との協働、

防災危機管理　関連施策
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景
観
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
来
訪
者
の
心
を
捉

え
て
い
ま
す
。 

旭
川
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
包

括
協
定
『
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
』

近
年
、
行
政
や
地
域
の
課
題
は
複
雑
化
・

多
様
化
し
て
お
り
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け

た
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
貴
重
な
知
的
・
人

的
・
物
的
資
源
や
機
能
を
有
し
た
大
学
と
の

連
携
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、
大
学
に
お
い
て
も
少
子
化
に
よ

る
学
生
数
の
減
少
の
ほ
か
、
大
学
改
革
を
め

ぐ
る
動
き
の
中
で
厳
し
い
競
争
と
経
営
環
境

に
お
か
れ
、
積
極
的
な
地
域
貢
献
や
地
域
と

連
携
・
協
力
し
た
大
学
運
営
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

東
神
楽
町
で
は
大
学
や
研
究
機
関
等
と

連
携
し
て
「
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」

と
い
う
新
た
な
活
力
や
知
恵
を
取
り
入
れ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
旭
川
大
学
と

の
調
整
を
進
め
、
お
互
い
の
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
や
機
能
を
活
用
す
る
中
で
、
教
育
・
産
業
・

福
祉
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
協
定
を
締
結
し
、

連
携
・
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
連
携
・
協
力
の
経
緯

東
神
楽
町
が
最
初
の
連
携
・
協
力
の
相

手
と
し
て
旭
川
大
学
を
選
定
し
た
理
由
は
、

以
前
か
ら
学
長
と
の
あ
い
だ
に
親
交
が
あ
り

信
頼
関
係
が
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
旭
川
大
学
は
隣
市
の
旭
川
市
に
所
在

す
る
地
元
の
大
学
と
い
う
こ
と
で
、
本
町
は

も
と
よ
り
、
圏
域
の
現
状
や
課
題
を
充
分
把

握
し
、
理
解
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま

す
。
ま
た
、
距
離
的
に
「
近
い
」
と
い
う
こ

と
は
、
連
携
・
協
力
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

人
的
・
物
的
な
資
源
の
移
動
な
ど
、
時
間
や

コ
ス
ト
の
面
か
ら
考
え
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

旭
川
大
学
に
は
２
学
部
（
経
済
学
部
、
保

健
福
祉
学
部
）
３
学
科
の
ほ
か
、
大
学
院
、

短
期
大
学
部
、
地
域
研
究
所
等
が
あ
り
、
広

範
な
分
野
で
の
連
携
・
協

力
が
可
能
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
協
定
締
結
に
先
立

ち
、
連
携
・
協
力
が
想
定

で
き
る
具
体
的
な
事
業
案

に
つ
い
て
、
職
員
か
ら
ア

イ
デ
ィ
ア
を
募
集
す
る
と

と
も
に
、
庁
内
に
関
係
７

課
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
事

業
案
や
協
定
内
容
に
つ
い

て
調
整
・
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
当
面
実

施
可
能
な
事
業
の
５
つ
の
柱
と
し
て
、
⑴
大

学
の
教
授
等
を
町
の
事
業
の
講
師
と
し
て
招

聘
す
る
、
⑵
大
学
の
教
授
等
を
町
の
各
種
審

議
会
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
と
し
て
委
嘱
す
る
、

⑶
大
学
の
学
生
と
の
連
携
・
交
流
を
進
め
る
、

⑷
大
学
の
学
生
の
実
習
等
の
受
け
入
れ
及
び

学
習
の
場
を
提
供
す
る
、
⑸
大
学
の
研
究
活

動
へ
の
協
力
及
び
連
携
を
図
る
こ
と
を
掲
げ
、

旭
川
大
学
と
協
議
を
進
め
る
中
で
基
本
合
意

に
達
し
ま
し
た
。

協
定
書
調
印
式
は
、
平
成
24
年
８
月
21

日
に
町
関
係
者
や
旭
川
大
学
関
係
者
が
出
席

す
る
中
で
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
協

定
内
容
に
つ
い
て
は
、
協
力
・
連
携
項
目
が

広
範
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
包
括
協
定
と

し
、
⑴
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
、
⑵
人

材
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
、
⑶
教
育
、
文
化

及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
、
⑷

地
域
活
動
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と
、
⑸
健

康
及
び
福
祉
の
向
上
並
び
に
子
育
て
の
支
援

に
関
す
る
こ
と
、
の
５
項
目
を
協
定
書
に
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

②
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例

現
在
、
連
携
・
協
力
事
業
を
推
進
す
る

に
あ
た
り
、
東
神
楽
町
と
旭
川
大
学
そ
れ
ぞ

れ
に
連
絡
窓
口
を
設
置
し
、
相
互
の
連
絡
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

▶�「
協
定
書
調
印
式
」山
本
進
町
長（
右
）山
内
亮
史
旭
川
大
学
長（
左
）

▶�

健
康
づ
く
り
学
習
の
様
子
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ム
で
当
面
実
施
可
能
な
事
業
と
し
て
掲
げ
た

柱
の
う
ち
、
平
成
26
年
度
の
具
体
的
な
取
り

組
み
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴�

大
学
の
教
授
等
を
町
の
事
業
の
講
師
と
し

て
招
聘

ま
ち
づ
く
り
の
講
演
会
、
幼
稚
園
の
保

護
者
研
修
、
高
齢
者
大
学
の
健
康
づ
く
り
学

習
、
企
業
や
団
体
の
職
員
研
修
の
講
師
等
と

し
て
招
聘
し
、
地
域
住
民
の
高
度
化
・
多
様

化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

⑵�

大
学
の
教
授
等
を
町
の
各
種
審

議
会
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
と
し

て
委
嘱

情
報
公
開
・
個
人
情
報
審
査

会
委
員
、
食
育
推
進
会
議
委
員
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
行
動
計
画

策
定
委
員
会
委
員
、
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
選
考
委
員
会
委
員

等
へ
の
就
任
を
依
頼
し
、
専
門
的

な
見
地
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

⑶
大
学
の
学
生
と
の
連
携
・
交
流

大
学
や
短
大
の
各
ゼ
ミ
の
学

生
が
、
子
育
て
研
修
会
に
お
い
て

幼
児
向
け
に
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を

実
演
す
る
ほ
か
、
福
祉
施
設
に
お

い
て
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
活
動
に
参

加
す
る
中
で
交
流
を
深
め
る
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
住
民
か
ら

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
学
生
の
保
育
実
習
の
受
け

入
れ
や
ゼ
ミ
の
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、

東
神
楽
町
の
魅
力
の
あ
る
地
域
や
特
色
の
あ

る
飲
食
店
な
ど
を
紹
介
す
る
地
域
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

③
今
後
の
課
題

今
後
の
事
業
展
開
と
し
て
は
、
大
学
の

人
的
な
資
源
の
み
の
活
用
で
は
な
く
、
大
学

が
持
つ
物
的
な
資
源
や
機
能
を
有
効
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
自
治
体
と
大
学
間
に
お
け
る

施
設
の
相
互
利
用
の
可
能
性
も
検
討
す
る
余

地
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
自
治
体
だ
け

で
は
な
く
、
町
内
の
産
業
団
体
や
企
業
、
地

域
団
体
な
ど
の
多
様
な
主
体
と
の
連
携
を
誘

導
す
る
こ
と
で
、
町
の
特
産
品
や
企
業
の
商

品
開
発
に
参
画
す
る
な
ど
、
大
学
の
研
究
活

動
を
地
域
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
こ

と
も
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
東
神
楽
町
と
旭
川
大
学
と
の
連

携
・
協
力
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今

後
、
広
範
な
分
野
に
お
け
る
事
業
が
展
開
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
活

動
を
深
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
有
用
性

を
お
互
い
が
認
識
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

初
の
試
み
「
地
区
別
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
策
定

①�
町
内
７
地
区
ご
と
の
計
画
を
本
年
度

中
に　

東
神
楽
町
で
は
平
成
25
年
度
、
道
内
自

治
体
の
行
政
計
画
で
は
あ
ま
り
類
例
の
見
ら

れ
な
い
「
地
区
別
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
策

定
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
選
挙
公
約
の
一

つ
で
も
あ
り
、
同
時
に
、
平
成
25
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
第
8
次
東
神
楽
町
総
合
計
画
の
実

行
に
際
し
、
町
の
自
主
自
立
に
係
る
戦
略
的

施
策
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。
住
む
人
の
数
は

も
と
よ
り
、
地
域
活
動
の
手
法
や
抱
え
る
課

題
が
異
な
る
町
内
7
地
区
公
民
館
単
位
に
協

議
検
討
の
母
体
を
設
け
、
住
民
と
役
場
職
員

が
対
等
な
立
場
で
議
論
を
交
え
協
働
し
て
計

画
を
立
て
よ
う
と
の
試
み
で
す
。

こ
れ
を
基
盤
に
、
住
民
自
治
や
協
働
の

視
点
の
理
解
の
上
に
立
っ
て
ま
ち
づ
く
り
が

▶�

高
齢
者
の
サ
ロ
ン
活
動
に
参
加
す
る
学
生

▶�「
地
区
別
ま
ち
づ
く
り
計
画
」住
民
と
役
場
職

員
が
議
論
を
交
わ
す
様
子
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推
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、

総
合
計
画
が
掲
げ
る
主
要
目
標
の
一
つ
で
あ

る「
連
携
と
協
働
で
築
く
自
主
自
立
の
ま
ち
」

の
実
効
が
図
ら
れ
、
狙
い
通
り
ま
ち
づ
く
り

の
目
指
す
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
を
希

望
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
10
月
に
開
か
れ

た
地
区
公
民
館
長
会
議
で
、
7
つ
の
地
区
に

初
め
て
そ
の
全
容
が
下
ろ
さ
れ
理
解
と
協
力

を
求
め
ま
し
た
。

②�

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
で
論
議
を
深
め

「
協
働
」
理
念
を
実
践
化

自
治
体
運
営
の
基
本
と
な
る
総
合
計
画

の
策
定
で
は
、
町
内
各
界
の
代
表
や
団
体
各

層
か
ら
選
ば
れ
た
検
討
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、

事
務
局
か
ら
示
さ
れ
た
基
本
方
針
や
論
議
の

基
礎
と
な
る
素
案
を
土
台
に
意
見
の
交
換
を

重
ね
、
住
民
の
声
を
反
映
し
て
い
く
仕
組
み

が
一
般
的
で
す
。
総
合
計
画
は
、
各
種
計
画

書
が
従
属
す
る
形
の
行
政
計
画
の
要
で
、
民

主
的
な
ル
ー
ル
に
則
っ
た
計
画
と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
官
主
導
の
様
態
か

ら
脱
却
で
き
て
い
な
い
の

も
実
情
で
あ
る
意
味
、
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
「
地

区
別
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
策
定
で
は
、
行
政
ペ
ー

ス
と
は
逆
の
流
れ
の
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
方
式
を
採
り
入

れ
、
総
合
計
画
の
ビ
ジ
ュ

ア
ル
化
と
実
践
化
を
図
る

こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。

同
じ
自
治
体
で
も
、
地

区
ご
と
で
成
り
立
ち
や
歴

史
が
異
な
り
抱
え
る
問
題

も
当
然
違
う
こ
と
か
ら
、

地
域
の
実
状
を
熟
知
し
た

住
民
と
中
堅
町
職
員
が
一

体
と
な
っ
て
本
音
で
討
議

し
、
総
合
計
画
基
本
構
想

と
の
整
合
に
配
慮
し
つ
つ
、
課
題
の
解
決
方

法
や
役
割
分
担
、
目
指
す
べ
き
目
標
を
双
方

の
理
解
を
前
提
に
創
り
あ
げ
て
い
き
、
教
本

的
性
格
の
総
合
計
画
を
動
か
し
補
完
す
る
実

践
集
的
な
効
果
の
発
揮
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
計
画
の
策
定
作
業
を
通
じ
て
住
民
と

行
政
が
相
互
の
役
割
や
責
任
を
分
担
、
確
認

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
有
益
な
こ
と
で
あ
れ
ば

自
ら
進
ん
で
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
具
体

的
行
動
段
階
の
内
容
も
盛
り
込
ん
で
い
き
ま

す
。お

わ
り
に

東
神
楽
町
と
大
学
と
の
連
携
は
、
大
学

の
教
授
等
の
知
識
や
大
学
の
機
能
は
も
と
よ

り
、
学
生
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
斬
新
な
ア

イ
デ
ィ
ア
は
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
役

立
つ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
旭
川

大
学
と
の
包
括
協
定
を
先
行
さ
せ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
さ
ら
に
他
の
大
学
や
研
究
機
関
、

民
間
企
業
等
と
の
連
携
・
協
力
を
視
野
に
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
体
で
は
昨
今
、「
住
民
と
行

政
の
協
働
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
手
法
が
多
用
さ
れ
ま

す
が
掛
け
声
倒
れ
に
陥
り
や
す
く
、
職
員
、

住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
う
し
た
「
協
働
」
の
理

念
の
具
現
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
導
き
と

仕
掛
け
は
非
常
に
重
要
で
、
今
回
の
地
区
別

ま
ち
づ
く
り
計
画
に
も
、
そ
の
役
割
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

�

東
神
楽
町
長　

山
本　

進

（
平
成
26
年
2
月
17
日
付
第
2
8
7
0
号
）

▶�「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」の
様
子

▶「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」ひ
じ
り
野
地
区



181

は
じ
め
に

当
町
は
、
平
成
17
年
3
月
1
日
、
能
都
町
・

柳
田
村
・
内
浦
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
能
登
半
島
の
北
東
部
に
位
置
し
、
北
は

珠
洲
市
と
輪
島
市
、
南
西
は
穴
水
町
に
隣
接

し
、
東
と
南
は
富
山
湾
に
面
し
て
海
岸
線
が

続
き
、
海
岸
線
の
大
半
は
能
登
半
島
国
定
公

園
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
現
在
合

併
8
年
目
で
あ
り
、
多
種
多
様
な
文
化
・
行

事
・
神
事
な
ど
の
地
域
間
交
流
、
ま
た
は
世

代
間
交
流
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
取

り
組
み
な
ど
、
町
の
融
和
を
図
っ
た
施
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
民
館
活
動
に
つ
い
て

当
町
に
は
公
民
館
が
15
館
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
非
常
勤
の
館
長
1
名
、
常
勤
の
公
民
館

主
事
1
名
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
15

館
は
、
概
ね
小
学
校
区
ご
と
（
閉
校
し
た
小

学
校
を
含
む
）
に
公
民
館
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
閉
校
し
た
旧
小
学
校
舎
を
そ
の
ま
ま

利
用
し
て
い
る
公
民
館
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
旧
校
舎
の
内
5
施
設
は
、
県
内
で

地
域
に
埋
も
れ
た
資
源
に
光
を
当
て
、

地
域
主
導
型
の
公
民
館
活
動
の
展
開

～
能
登
町
公
民
館
特
色
あ
る
活
動
事
業
を
通
じ
て
～

▲宇出津港から望める立山連峰

石川県  能
の

登
と

町
ち ょ う

能登町

現 地 レ ポ ー ト

能登町町章

「のっとりん」
▲

九十九湾（能登半島国定公園）
NPO・住民ボランティア等との協働、

防災危機管理　関連施策
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は
珍
し
い
公
民
館
の
「
分
館
」
と
し
て
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

各
公
民
館
で
は
、
文
化
･
芸
能
･
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
各
種
教
室
や
サ
ー
ク
ル
の
ほ
か
、

地
区
の
運
動
会
や
納
涼
ま
つ
り
、
敬
老
会
の

開
催
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
更
に
平
成
24
年
度
か
ら
「
公
民
館
特
色

あ
る
活
動
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
各
公
民
館
が
「
地
域
の
資
源
」
を
活

か
し
た
活
動
を
行
う
も
の
で
、
奥
能
登
に
伝

わ
る
、「
あ
え
の
こ
と
」
や
「
ア
マ
メ
ハ
ギ
」

な
ど
の
伝
承
に
関
わ
る
活
動
、
環
境
や
食
を

テ
ー
マ
に
し
た
活
動
、
世
界
農
業
遺
産
を
活

用
し
た
活
動
な
ど
、
す
べ
て
の
公
民
館
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
全
公
民
館
で
、

特
色
あ
る
活
動
事
業
を
発
展
さ
せ
、
活
動
の

幅
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
民
館
へ
の
支
援

町
か
ら
の
支
援
は
主
に
、
予
算
と
情
報

発
信
（
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
有
線
テ

レ
ビ
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報
提
供
等
）
の
2

種
類
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
前
者
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
公
民
館
特
色
あ
る

活
動
事
業
を
新
規
に
予
算
化
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
1
公
民
館
当
た
り
お
よ
そ
10
万

円
を
目
安
に
、
地
域
の
文
化
や
神
事
、
行
事

な
ど
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
活
動
を
公

民
館
で
行
う
も
の
で
す
。

平
成
24
年
度
は
、
全
15
公
民
館
19
事
業

1
、
２
７
３
千
円
を
、
平
成
25
年
度
は
、
全

15
公
民
館
19
事
業
1
、
６
６
５
千
円
を
予
算

化
し
ま
し
た
。

公
民
館
の
事
例
紹
介

公
民
館
は
、
活
動
や
交
流
の
場
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
学
び
の
場
で
も
あ
り
ま

す
。
町
内
15
公
民
館
下
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
的
な
文
化
・
神
事
・
行
事
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
地
域
づ
く
り
に
活
か
す

た
め
に
、
町
は
平
成
24
年
度
か
ら
「
公
民

館
特
色
あ
る
活
動
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
改
め

て
公
民
館
の
意
義
や
役
割
を
伝
え
る
た
め
、

こ
こ
で
は
、
3
つ
の
公
民
館
の
事
例
に
つ

い
て
リ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

①
秋
吉
公
民
館

（
事
業
名
：
ア
マ
メ
ハ
ギ
交
流
伝
承
事
業
）

「
秋
吉
公
民
館
の
自
慢
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
公
民
館
活
動
に
と
て
も
協
力
的
な

こ
と
で
す
」
と
語
る
竹
中
省
三
館
長
。
平
成

25
年
度
、
特
色
あ
る
活
動
事
業
に
取
り
か

か
っ
た
。

蓑
作
り
で
も
「
原
料
と
な
る
わ
ら
の
提

供
や
ね
い
ご（
稲
の
穂
が
付
い
て
い
た
部
分
）

抜
き
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
予
想

以
上
の
協
力
が
得
ら
れ
て
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
目
を
細
め
る
。

毎
年
2
月
3
日
、
鬼
の
面
を
付
け
た
子

ど
も
た
ち
が
蓑
を
ま
と
っ
て
家
々
を
回
る
ア

マ
メ
ハ
ギ
は
、
秋
吉
公
民
館
地
区
だ
け
に
伝

わ
る
伝
統
行
事
で
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
。
し
か
し
、
蓑
の
文
化
が
今
も
残
る
こ

の
地
域
で
も
、
編
み
方
を
知
る
人
は
途
絶
え
、

現
存
す
る
蓑
は
年
々
傷
み
が
激
し
く
な
っ
て

い
た
と
い
う
。「
指
導
し
て
く
れ
る
人
が
い

る
う
ち
に
、
蓑
作
り
を
伝
承
し
よ
う
と
、
ア

マ
メ
ハ
ギ
保
存
会
と
話
し
合
い
ま
し
た
」
竹

中
さ
ん
は
町
内
で
数
少
な
い
蓑
編
み
技
術
を

持
つ
堂
下
久
子
さ
ん
（
78
）
に
指
導
を
依
頼
。

住
民
18
人
が
集
ま
っ
て
協
力
し
な
が
ら
5
着

の
蓑
を
新
調
し
た
。「
や
っ
て
み
る
と
非
常

▲
�

ツ
ツ
ノ
コ
、
コ
バ
セ
道
具
を
使
っ
た
蓑
づ
く
り

▲

蓑
づ
く
り
集
合
写
真
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に
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
参
加
者
は
熱
心
に

協
力
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
活
動

し
な
が
ら
、
地
域
の
文
化
を
伝
承
し
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
も
さ
ら
に
強
く
な
り
ま
し

た
」。
秋
吉
公
民
館
は
平
成
25
年
度
、
地
域

と
の
『
協
働
』
を
掲
げ
て
活
動
し
て
い
る
。

蓑
作
り
も
保
存
会
と
の
協
働
で
取
り
組
ん
だ
。

「
公
民
館
だ
け
で
で
き
な
い
こ
と
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
や
り
ま
す
。
公
民
館
活

動
に
は
住
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

活
動
を
通
し
て
意
識
を
い
か
に
変
え
て
い
く

か
。
そ
の
過
程
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
」。
長
い

年
月
で
培
わ
れ
た
住
民
と
公
民
館
の
協
力
関

係
が
、
地
域
に
活
力
を
生
ん
で
い
る
。

②
鵜
川
公
民
館

（�

事
業
名
：
親
子
で
作
ろ
う
ミ
ニ
ミ
ニ
に

わ
か
事
業
）

鵜
川
公
民
館
は
平
成
25
年
度
、特
色
あ
る

活
動
事
業
の
予
算
を
使
っ
て『
ミ
ニ
に
わ
か
』

作
り
と
鵜
川
地
区
の
歴
史
を
記
し
た
カ
レ
ン

ダ
ー
制
作
に
取
り
組
ん
だ
。「
自
分
が
住
ん

で
い
る
地
域
、
育
っ
た
地
域
に
誇
り
と
愛
情

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
梅
田
真
人

館
長
。「
自
分
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
自
作

し
た
ミ
ニ
に
わ
か
を
引
っ
張
り
な
が
ら
町
内

を
練
り
歩
い
て
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

ミ
ニ
に
わ
か
作
り
に
は
親
子
11
組
が
参

加
。
約
3
カ
月
か
け
て
完
成
さ
せ
、
に
わ
か

祭
本
番
前
の
8
月
19
日
に
は
、『
ミ
ニ
に
わ

か
祭
』を
行
っ
て
町
内
を
練
り
歩
い
た
。「
で

き
る
だ
け
本
物
に
近
い
作
り
を
教
え
る
こ
と

で
、
若
い
親
た
ち
に
に
わ
か
の
作
り
を
知
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
は
、
祭
り
の
言
い
伝
え
な
ど
を
教
え
な
が

ら
一
緒
に
町
を
練
り
歩
き
ま
し
た
」。

鵜
川
の
歴
史
を
暦
に
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
公
民
館
歴
史
教
室
の
メ
ン
バ
ー
が
文
献

を
調
べ
た
り
、
寺
へ
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど

を
行
っ
た
。
掲
載
す
る
項
目
は
、
議
論
を
重

ね
て
１
２
０
項
目
に
絞
り
込
ん
だ
。「
暦
に

は
、
今
は
行
っ
て
い
な
い
行
事
や
祭
礼
の
ほ

か
、
久
田
船
長
や
原
勤
堂
な
ど
郷
土
の
偉
人

の
生
没
日
、
鵜
川
郵
便
局
の
開
局
日
な
ど
、

鵜
川
に
と
っ
て
大
切
な
歴

史
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

知
ら
な
か
っ
た
地
域
の
歴

史
を
知
る
こ
と
で
、
ふ
る

さ
と
を
再
発
見
す
る
き
っ

か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と

地
区
約
５
０
０
世
帯
に
配

布
さ
れ
た
。
地
域
住
民
に

は
好
評
だ
と
い
う
。「
公

民
館
の
役
割
は
、
地
域
を

元
気
に
す
る
こ
と
と
文
化

の
伝
承
。
そ
の
た
め
の
発

信
場
所
で
あ
る
こ
と
。
タ

ウ
ン
誌
の
制
作
や
昔
遊
び

の
復
活
な
ど
、
や
り
た
い

こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま

す
」
と
意
気
込
む
。
地
域

を
見
つ
め
直
す
鵜
川
公
民

館
の
活
動
が
、
郷
土
愛
を
育
ん
で
い
く
。

③
小
間
生
公
民
館

（�

事
業
名
：
久
田
和
紙
の
伝
統
文
化
継
承

事
業
）

「
久
田
和
紙
を
守
り
、
育
て
て
い
く
た
め

に
は
原
料
で
あ
る
コ
ウ
ゾ
の
確
保
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
」。
小
間
生
公
民
館
長
で
あ
り
、
久

田
和
紙
の
製
法
を
受
け
継
ぐ
『
み
わ
会
』
の

▲ミニにわかの集合

▲出来上がったカレンダー
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会
長
で
も
あ
る
谷
内
靜
雄
さ
ん
は
、
特
色
あ

る
活
動
事
業
で
コ
ウ
ゾ
の
移
植
・
植
栽
を
提

案
。
6
月
8
日
に
久
田
地
区
の
休
耕
地

２
０
０
ア
ー
ル
に
コ
ウ
ゾ
の
苗
50
本
の
植
栽

と
、
山
に
自
生
し
て
い
た
若
木
50
本
の
移
植

に
取
り
組
ん
だ
。

作
業
に
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
里
山
里

海
交
流
を
実
施
し
、
卒
業
証
書
用
の
和
紙
づ

く
り
を
体
験
す
る
柳
田
中
学
校
と
小
木
中
学

校
の
3
年
生
が
協
力
。
み
わ
会
メ
ン
バ
ー
や

地
元
造
園
業
者
ら
と
一
緒
に
汗
を
流
し
た
。

「
移
植
・
植
栽
し
た
コ
ウ
ゾ
は
お
お
む
ね

順
調
に
育
っ
て
い
ま
す
。
安
定
し
た
原
料
確

保
の
た
め
に
も
３
０
０
本
を
目
標
に
し
た

い
」
と
語
る
谷
内
さ
ん
。「
荒
廃
地
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
久
田
地
区
を
コ
ウ
ゾ
の
一
大

産
地
に
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
昭

和
63
年
に
旧
小
間
生
小
学
校
の
体
験
学
習
と

し
て
復
活
し
た
久
田
和
紙
。
小
学
校
の
閉
校

を
控
え
た
平
成
13
年
9
月
に
み
わ
会
が
設
立

さ
れ
、
そ
の
技
術
を
受
け
継
い
だ
。「
久
田

和
紙
と
い
う
眠
っ

て
い
た
地
域
の
伝

統
文
化
が
発
掘
さ

れ
、
復
活
し
、
受

け
継
が
れ
ま
し
た
。

地
域
に
根
差
し
た

活
動
に
光
を
当
て

る
の
は
、
公
民
館

し
か
で
き
ま
せ
ん
。

み
わ
会
を
公
民
館

活
動
の
中
核
に
据

え
て
育
成
し
て
い

く
こ
と
で
、
久
田

和
紙
の
保
存
継
承

を
し
て
い
き
ま

す
」。高

齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど
、

抱
え
る
課
題
は
決

し
て
少
な
く
な
い
。

「
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
理
解
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
公
民
館
の
規
約
を
作
る
な
ど
体
制

づ
く
り
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
」。
久
田

和
紙
と
い
う
原
石
。
地
域
を
巻
き
込
む
公
民

館
活
動
が
原
石
を
磨
き
、
輝
か
せ
る
。

今
後
の
新
し
い
動
き

今
ま
で
公
民
館
は
、
ど
う
し
て
も
高
齢

の
方
々
が
活
動
す
る
場
と
し
て
の
認
識
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
25
年
度
の
特
色

あ
る
活
動
事
業
の
中
に
は
、
婚
活
事
業
が
始

ま
り
、
若
い
未
婚
の
男
女
も
公
民
館
活
動
に

関
わ
る
予
定
で
す
。
今
後
は
、
子
供
や
高
齢

者
だ
け
で
は
な
く
、
20
代
～
40
代
と
い
っ
た

中
間
層
に
も
公
民
館
活
動
に
加
わ
る
工
夫
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
公
民
館
特
色
あ
る
活
動
事
業
を
進

め
て
い
く
中
で
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
が

増
え
、
町
の
融
和
が
図
ら
れ
る
と
共
に
、
地

域
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

能
登
町
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

小
坂　

智

（
平
成
25
年
7
月
1
日
付
第
2
8
4
5
号
）

▲

世
界
に
一
つ
だ
け
の
卒
業
証
書

▲

和
紙
原
料
の
コ
ウ
ゾ
の
植
栽
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高
森
町
の「
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
」

「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」を
デ
ザ
イ
ン
す
る

高
森
町
の
概
要

長
野
県
の
南
部
、
南
ア
ル
プ
ス
と
中
央
ア

ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
た
「
伊
那
谷
」
の
中
に
た

た
ず
む
私
た
ち
の
町
、
高
森
町
。
昭
和
32
年

に
市
田
村
と
山
吹
村
が
合
併
し
、
平
成
24
年

7
月
に
は
町
制
施
行
55
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

面
積
45
・
26
㎢
の
中
に
約
１
３
、５
０
０
人

の
人
が
住
み
、
天
竜
川
を
は
じ
め
と
し
た
豊

か
な
自
然
と
歴
史
文
化
に
恵
ま
れ
、
そ
し
て

隣
接
す
る
飯
田
市
を
は
じ
め
と
し
た
市
町
村

を
結
ぶ
幹
線
道
路
を
中
心
に
商
業
施
設
や
工

業
団
地
も
立
ち
並
ぶ
「
自
然
と
都
市
が
調
和

し
た
」
町
で
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
囲
ま
れ
た
当
町

は
、
各
種
農
産
物
の
南
限
・
北
限
の
境
界
に

位
置
し
、
一
年
中
お
い
し
い
果
物
や
野
菜
を

収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
市
田
柿
」
発
祥
の
里

そ
の
中
で
も
当
町
の
一
番
の
特
産
品
は

「
市
田
柿
」
で
す
。
平
成
18
年
に
長
野
県
で

初
め
て
地
域
団
体
商
標
登
録
（
地
域
ブ
ラ
ン

ド
）
を
受
け
ま
し
た
。
旧
村
名
の
「
市
田
」

を
冠
す
る
こ
の
干
し
柿
の
発
祥
の
地
は
、
こ

こ
高
森
町
な
の
で
す
。

10
月
下
旬
か
ら
11
月
に
か
け
て
綺
麗
に

色
づ
い
た
市
田
柿
の
収
穫
が
始
ま
り
、
皮
む

き
・
柿
つ
る
し
が
始
ま
り
ま
す
。
以
前
は
手

作
業
で
あ
り
本
棟
づ
く
り
の
民
家
の
軒
先
に

つ
る
さ
れ
た
「
柿
す
だ
れ
」
の
風
景
は
こ
の

飯
田
下
伊
那
地
方
の
初
冬
の
風
物
詩
で
し
た

が
、
今
で
は
食
品
衛
生
上
の
問
題
で
そ
の
姿

は
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

加
工
技
術
は
機
械
化
さ
れ
て
も
先
人
た

ち
の
精
神
や
知
恵
は
受
け
継
が
れ
、
農
家
の

～
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
～

長野県  高
た か

森
も り

町
ま ち

高森町

現 地 レ ポ ー ト

「柿丸くん」

ご当地キャラクター

▲

「市田柿」は、平成18年に地域ブランドとして登録された南信州を代表する特産品
NPO・住民ボランティア等との協働、

防災危機管理　関連施策
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皆
さ
ん
の
丁
寧
な
仕
事
で
、
美
し
く
お
い
し

い
市
田
柿
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
天
竜
川
か

ら
の
「
朝
霧
」
に
よ
る
適
度
な
湿
度
、
そ
し

て
日
中
の
温
暖
な
気
候
の
「
乾
湿
の
繰
り
返

し
」
で
、
本
来
持
つ
糖
分
が
白
く
表
面
に
浮

か
び
上
が
り
ま
す
。
こ
れ
が
市
田
柿
の
お
い

し
さ
の
秘
密
で
す
。

飯
田
下
伊
那
地
方
（
南
信
州
）

を
取
り
巻
く
状
況

わ
た
し
た
ち
の
高
森
町
を
取
り
巻
く
状

況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
高
森
町
が

あ
る
こ
の
飯
田
下
伊
那
地
域
は
人
口
17
万
、

面
積
は
香
川
県
に
匹
敵
す
る
地
域
で
す
。

こ
の
地
域
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
流

出
な
ど
の
影
響
で
1
年
間
で
約
１
、２
０
０

人
減
少
し
て
お
り
（
平
成
22
年
度
国
勢
調
査

結
果
よ
り
）
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
17
年
に
は
飯
田
下
伊
那
14
市
町

村
で
「
南
信
州
定
住
自
立
圏
」
協
定
を
締

結
し
、
こ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
人
口
減
少
の
よ
う
な
内
部
環
境
の

変
化
に
加
え
、
２
０
２
７
年
に
開
通
予
定
の

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」、
ま
た
愛
知
県
、
静

岡
県
、そ
し
て
こ
の
南
信
州
地
域
を
結
ぶ「
三

遠
南
信
道
」
の
動
き
な
ど
、
外
部
環
境
の
面

で
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

高
森
町
の
Ｃ
Ｉ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）を
創
ろ
う
！

高
森
町
で
は
平
成
19
年
度
よ
り
「
た
か

も
り
★
み
ら
い
議
会
（
町
内
の
小
中
学
生
に

よ
る
模
擬
議
会
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

担
当
職
員
の
間
で
「
高
森
町
に
住
ん
で
る
っ

て
素
晴
ら
し
い
！
っ
て
み
ん
な
が
思
え
る
も

の
を
、
何
か
作
り
出
せ
な
い
か
」
と
悩
ん
で

い
た
と
こ
ろ
、
平
成
22
年
度
に
開
催
さ
れ
た

こ
の
「
た
か
も
り
★
み
ら
い
議
会
」
で
「
高

森
町
を
元
気
に
す
る
た
め
に
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
作
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
交

流
し
た
ら
ど
う
で
す
か
？
」
と
小
学
生
議
員

か
ら
提
案
を
頂
き
ま
し
た
。

全
国
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
見
る

と
有
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
漫
画
家
に
依
頼
す

る
事
例
は
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
高
森
町
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
や
誇
り
や
自
信

を
生
み
出
す
に
は
「
住
民
の
皆
さ
ん
に
作
っ

て
も
ら
わ
ら
な
く
て
は
意
味
が
な
い
」
と
考

え
、
あ
え
て
町
内
在
住
・
通
勤
・
通
学
、
そ

し
て
出
身
者
の
方
に
限
定
し
、
約
1
か
月
か

け
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
募
集
し
ま
し
た
。
ま
た
選
考
の
際
に
も
町

民
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
委
員
に
な
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
町
内
の
主
要
施
設
に
て
投

票
所
を
設
置
し
、
今
度
は
町
外
か
ら
買
い
物

等
に
来
て
く
れ
る
他
市
町
村
の
方
々
も
含
め

投
票
を
行
い
ま
し
た
。
実
は
こ
の
投
票
を

行
っ
た
の
に
も
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
応
募
さ
れ
た
作
品
の
ど
れ
も
が
、

高
森
町
の
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
や
良
い
と
こ

ろ
、
ま
た
歴
史
や
風
土
を
背
景
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ

の
た
め
投
票
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
設
け
る
こ

と
が
高
森
町
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
一
つ
の
場
と
な

る
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

最
終
的
に
は
、
総
数
３
０
０
０
を
超
え

る
投
票
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
投
票
結
果

を
判
断
材
料
に
高
森
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
決
定
し
ま
し
た
。

誕
生
し
た
高
森
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

『
柿
丸
く
ん
』。
高
森
町
の
特
産
品
で
あ
る
市

田
柿
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
、
山
と
川
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
衣
装
を
着
て
い
る
元
気
な
男
の

子
で
す
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
『
元
気
も

り
も
り　

あ
っ
た
か
も
り
』。
い
つ
ま
で
も

元
気
で
あ
っ
た
か
い
心
を
持
っ
た
高
森
町
の

人
々
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年

６
月
に
は
着
ぐ
る
み
も
完
成
し
、
町
内
外
を

問
わ
ず
高
森
町
と
市
田
柿
の
P
R
の
た
め
、

奔
走
し
て
い
ま
す
。

▶「
た
か
も
り
★
み
ら
い
議
会
」の
様
子

▶

「
た
か
も
り
★
み
ら
い
議
会
」の
様
子
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Ａ
Ｋ
Ｙ
48
⁉

高
森
町
に
住
み
た
い
、
と
い
う
方
々
に

は
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
制
度
を
展
開
。

通
称
「
Ａ
Ｋ
Ｙ
48
（
空
き
家
使
用；

あ
き
や

し
よ
う
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
町
内
か

ら
情
報
提
供
が
あ
っ
た
空
き
家
と
高
森
町
に

住
み
た
い
と
い
う
人
を
つ
な
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
た
だ
し
役
場
が
行
う
の
は
主
に

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
情
報
収
集
や
情
報
提
供
の
み
。

実
際
の
契
約
な
ど
の
業
務
は
町
内
の
不
動
産

業
者
の
皆
さ
ん
に
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
行

政
と
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
活
か
し
、

高
森
町
に
住
み
た
い
人
を
支
援
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
成
果
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
も
企
業
の
皆
様
と
協
働
し
、
情
報
発
信
を

行
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

ま
た
最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（S

ocial 

N
etw

ork S
ystem

）
を
活
用
し
た
情

報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
１
４
０

文
字
ま
で
の
ミ
ニ
ブ
ロ
グ
「Tw

itter

」
は

飯
田
下
伊
那
地
方
で
も
自
治
体
の
公
式

Tw
itter

と
し
て
は
一
番
初
め
に
導
入
。
Ｗ

Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
の
更
新
情
報
を
中
心
に
、
町
の

最
新
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
桜
の

時
期
に
は
開
花
状
況
を
逐
一
報
告
。
今
年
も

多
く
の
皆
さ
ん
が
高
森
町
に
来
て
下
さ
い
ま

し
た
。
ま
たY

ouTube

やU
S
TR

EA
M

な

ど
、
動
画
配
信
も
ス
タ
ー
ト
。
先
ほ
ど
の
桜

の
状
況
をY

ouTube

に
て
公
開
し
た
と
こ

ろ
、
お
そ
ら
く
出
身
者
と
思
わ
れ
る
方
か
ら

「
本
当
に
懐
か
し
い
！
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
天
竜
川

で
カ
ヌ
ー
に
親
し
む
様
子
や
景
観
情
報
な
ど

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
4
月
か
ら
は
町
長
を
は
じ
め
、

各
課
の
担
当
課
長
に
よ
る
予
算
説
明
の
動
画

を
公
開
し
、
町
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
的

な
側
面
も
持
た
せ
な
が
ら
、
町
の
動
き
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
い
い
と
こ
（
景
観
）

あ
っ
た
か
も
り
」

も
ち
ろ
ん
町
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
も
活
発
で
す
。
リ
ニ
ア
到
来
を
見
据
え
て
、

町
内
有
志
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
こ
ん
な
い

い
と
こ
（
景
観
）
見
つ
け
隊
」
と
い
う
団
体

が
発
足
し
ま
し
た
。
高
森
町
の
「
守
り
た
い
、

残
し
た
い
景
観
」
を
考
え
、
後
世
に
伝
え
て

い
き
た
い
景
観
や
建
築
物
、
そ
し
て
作
業
風

景
ま
で
を
写
真
に
お
さ
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
た
も
の
を
広
報
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
「
こ
ん
な
い
い
と
こ
（
景

観
）
あ
っ
た
か
も
り
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
集
め
た
景
観
情
報
を
も
と
に
、

リ
ニ
ア
到
来
時
代
の
高
森
町
の
土
地
利
用
、

そ
し
て
あ
る
べ
き
姿
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
前
述
の
町Y

ouTube

で
も
「
こ
ん
な
い
い
と
こ
（
景
観
）
見
つ
け

隊
」
の
み
な
さ
ん
の
景
観
情
報
を
動
画
に
て

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

高
森
ア
ル
プ
ス
サ
ー
モ
ン
丼

「
美
味
し
い
高
森
町
を
創
ろ
う
！
」
を
合

言
葉
に
、
高
森
町
の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
創
ろ

う
と
す
る
動
き
も
出
て
い
ま
す
。
町
内
の
飲

食
店
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
「
高
森
町
ご
当
地

グ
ル
メ
検
討
委
員
会
」
が
発
足
。
ニ
ジ
マ
ス

を
掛
け
合
わ
せ
た
ア
ル
プ
ス
サ
ー
モ
ン
の
切

り
身
の
色
が
、高
森
町
の
特
産
品
「
市
田
柿
」

の
色
と
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ア
ル
プ

ス
サ
ー
モ
ン
を
使
っ
た
「
高
森
ア
ル
プ
ス

サ
ー
モ
ン
丼
」
を
開
発
。

今
で
は
、
町
内
の
７
店
舗
に
て
、
色
も

鮮
や
か
で
味
も
最
高
な
丼
を
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
町
の
収
穫
祭
の
み
な
ら
ず
、

近
隣
の
イ
ベ
ン
ト
や
テ
レ
ビ
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
高
森
町
の
新
し
い
ご
当
地
グ
ル
メ

を
広
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

◀
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

◀

高
森
町
の
新
し
い
ご
当
地
グ
ル
メ

「
ア
ル
プ
ス
サ
ー
モ
ン
丼
」
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今
で
は
「
ア
ル
プ
ス
サ
ー
モ
ン
・
バ
ー

ガ
ー
」「
ア
ル
プ
ス
サ
ー
モ
ン
・
ラ
イ
ス
コ

ロ
ッ
ケ
」
も
発
案
!?
こ
れ
か
ら
の
動
き
が
楽

し
み
で
す
。

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（
タ
カ
ー
ト
）

＝
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ（
高
森
）

＋
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ（
新
し
い
出
発
）

＋
Ａ
Ｒ
Ｔ
（
創
造
）

若
い
世
代
に
よ
る
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
も
活
発
で
す
。
平
成
20
年
に
発
足
し

た
町
内
の
30
歳
代
～
40
歳
代
の
異
業
種
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
」。

若
さ
ゆ
え
の
大
胆
な
発
想
や
行
動
力
を

活
か
し
な
が
ら
、
町
内
の
小
学
校
の
桜
を
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
「
日
本
一
の
学
校
桜
IN

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」、
天
竜
川
を
タ
イ
ヤ

チ
ュ
ー
ブ
で
流
れ
る
「W

ater Tube 

A
dventure

」、
昔
な
が
ら
の
市
田
柿
の
皮

む
き
や
柿
つ
る
し
を
子
ど
も
た
ち
に
体
験
さ

せ
る
取
組
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
に
は
高
森
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
リ

ニ
ア
時
代
の
未
来
戦
略
、
高
森
町
の
中
心
を

調
査
す
る
な
ど
、
独
自
の
切
り
口
で
高
森
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
を
発
刊
。
今
後
も
何
か

を
起
こ
し
て
く
れ
る
よ
う
な

予
感
が
し
て
い
ま
す
。

課
題

こ
の
よ
う
な
タ
ウ
ン
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て

い
ま
す
が
、
多
く
の
課
題
も

あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
高
森

町
は
、
あ
る
意
味
恵
ま
れ
た

環
境
に
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

自
然
と
都
市
が
う
ま
く
調
和

し
て
い
る
た
め
、
人
口
に
関

し
て
は
南
信
州
全
体
で
減
少

の
中
に
あ
り
な
が
ら
微
増
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
理
由
も
あ
っ
て
か
、
自
分
の
町
の
特
産

品
や
景
観
な
ど
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
土
壌

や
風
土
が
育
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

ま
た
行
政
側
も
、
効
果
的
な
情
報
発
信

の
手
法
や
外
部
人
材
や
民
間
企
業
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
す
る
組
織
体
制
や

意
識
・
ス
キ
ル
等
が
整
っ
て
い
な
い
と
い
う

課
題
が
あ
り
ま
す
。

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
決
し
て
行

政
だ
け
で
は
で
き
な
い
分
野
で
す
。
行
政
の

強
み
と
民
間
企
業
や
外
部
人
材
の
強
み
を
組

み
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
役
割
の
中

で
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
な
が
ら
タ
ウ
ン
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
町
内
の
民
間
企
業
と
の
連
携
や

外
部
か
ら
専
門
家
を
お
招
き
す
る
な
ど
、
町

内
外
の
異
業
種
・
異
文
化
の
人
た
ち
と
の
つ

な
が
り
が
解
決
方
法
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
専
門
家
や
大
学
が
持
つ「
学
術
的
視
点
」

「
外
部
的
視
点
」「
若
者
的
視
点
」
の
３
つ
か

ら
、
高
森
町
に
あ
る
、
ま
た
は
埋
も
れ
て
い

る
地
域
資
源
を
発
掘
し
、
一
緒
に
磨
い
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
気
を
付

け
て
い
な
い
と
目
先
の
派
手
さ
や
利
益
を
求

め
る
あ
ま
り
に
、
町
と
し
て
の
本
当
に
大
切

な
も
の
を
失
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は「
自

分
た
ち
の
足
元
に
あ
る
『
光
』
を
『
観
』
る
」

こ
と
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
「
高
森
町
に
住
む

こ
と
を
誇
り
に
持
ち
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
）」、「
高

森
町
の
フ
ァ
ン
に
な
り
（
Ｆ
Ｕ
Ｎ
）」、「
高

森
町
を
愛
し
て
く
れ
る
（
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
）」
人

た
ち
を
増
や
す
こ
と
が
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

行
政
の
み
な
ら
ず
、
民
間
企
業
、
外
部
人
材
、

近
隣
市
町
村
や
時
に
は
全
く
違
う
地
域
と
の

自
治
体
や
団
体
と
も
つ
な
が
り
、
多
様
な
価

値
観
や
視
点
を
「
自
分
の
町
の
写
し
鏡
」
と

し
て
活
か
し
、
行
政
は
そ
の
触
媒
と
し
て
の

機
能
や
ス
キ
ル
等
を
習
得
し
な
が
ら
常
に
動

い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

高
森
町
の
宝
を
見
つ
け
磨
き
、「
Ｐ
Ｒ
Ｉ

Ｄ
Ｅ
」、「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
」、「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
、
そ
ん
な
意
識
を
持
っ
て
、
今
後

も
高
森
町
の
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進

め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
森
町
経
営
企
画
室　

清
水　

衆

（
平
成
24
年
７
月
２
日
付
第
２
８
０
５
号
）

高森町公式WEB
http://www.town.
takamori.nagano.jp/

高森町公式Twitter
http://twitter.com/
takamoritown/

高森町公式YouTube
http://www.youtube.
com/user/tkcanoe

▲フリーペーパー「�TAKART」
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安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

～
津
波
災
害
か
ら
生
命
を
守
る「
錦
タ
ワ
ー
」
～

大
紀
町
の
概
要

大
紀
町
は
三
重
県
の
中
南
部
に
位
置
し
、

東
西
約
24
・
８
㎞
、
南
北
約
26
・
３
㎞
で
総

面
積
２
３
３
・
54
㎢
の
う
ち
約
91
％
を
山
林

が
占
め
、
地
形
は
全
般
に
急
峻
で
町
内
を
流

れ
る
１
級
河
川
の
宮
川
や
大
内
山
川
、
藤
川

沿
い
に
民
家
と
耕
地
が
散
在
す
る
農
山
村
部

と
海
に
面
し
た
僅
か
な
土
地
に
民
家
が
集
中

す
る
沿
岸
部
か
ら
な
る
典
型
的
な
農
山
漁
村

で
す
。
そ
の
海
と
山
が
織
り
な
す
自
然
は
豊

か
で
美
し
く
、
町
内
の
ほ
ぼ
全
域
が
奥
伊
勢

宮
川
峡
県
立
公
園
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、

風
光
明
媚
な
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
町
は
、
地
勢
、
産
業
、
生
活
文
化
、
購

買
動
向
な
ど
の
日
常
や
広
域
行
政
の
取
組
み

な
ど
共
通
点
を
有
す
る
大
宮
町
・
紀
勢
町
・

大
内
山
村
の
２
町
１
村
が
平
成
17
年
２
月
14

日
に
合
併
し
て
誕
生
し
、
人
口
が
約
１
万
人

で
、
漁
業
、
畜
産
業
、
林
業
、
農
業
の
第
一

次
産
業
が
盛
ん
な
海
と
山
の
幸
に
恵
ま
れ
た

町
で
す
。

三重県  大
た い

紀
き

町
ち ょ う

大紀町

現 地 レ ポ ー ト

ご当地キャラクター

「たいちゃん」と「きーちゃん」

▶
防
災
の
シ
ン
ボ
ル
塔「
錦
タ
ワ
ー
」

NPO・住民ボランティア等との協働、
防災危機管理　関連施策
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町
内
に
は
、伊
勢
神
宮
別
宮
の
「
瀧
原
宮
」

が
鎮
座
し
、
全
国
で
も
有
名
な
松
阪
肉
七
保

牛
の
生
産
地
で
あ
り
、
酪
農
も
盛
ん
で
大
自

然
の
中
で
育
て
ら
れ
た
乳
牛
に
よ
り
作
ら
れ

た
乳
製
品
は
有
名
で
す
。

ま
た
、
沿
岸
部
は
熊
野
灘
に
面
し
た
リ

ア
ス
式
海
岸
で
豊
か
な
漁
場
に
恵
ま
れ
、
ブ

リ
大
敷
（
定
置
網
）
漁
は
県
内
有
数
の
水
揚

げ
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
で
は
、「
人
の
命
は
何
よ
り

も
大
事
」「
子
ど
も
は
町
の
宝
、
お
年
よ
り

は
町
の
誇
り
」
を
町
是
と
し
て
掲
げ
、
住
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
人
の
命
を
尊
び
、

子
ど
も
を
育
み
、
高
齢
者
を
敬
う
、
助
け
合

い
の
心
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
　
　
　
　
　
　
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
、
日
本
周
辺
に
お
け
る
観
測

史
上
最
大
の
地
震
が
発
生
し
、
想
定
を
は
る

か
に
超
え
た
巨
大
津
波
が
、
東
北
地
方
と
関

東
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
部
に
壊
滅
的
な
被
害

を
も
た
ら
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

当
町
に
お
い
て
も
、
唯
一
沿
岸
部
に
位

置
す
る
錦
地
区
に
お
き
ま
し
て
、
昭
和
19
年

12
月
７
日
に
発
生
し
た
東
南
海
地
震
の
大
津

波
に
よ
り
、
64
名
の
尊
い
人
命
と
多
く
の
財

産
を
失
う
と
い
う
大
変
つ
ら
い
経
験
を
し
ま

し
た
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
に
国
の
中
央
防
災

会
議
か
ら
発
表
さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源

と
す
る
巨
大
地
震
に
よ
る
新
た
な
津
波
浸
水

想
定
で
は
、
平
均
津
波
高
13
ｍ
、
最
大
津
波

高
16
ｍ
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
津
波
高

８
ｍ
を
大
幅
に
超
え
る
愕
然
と
す
る
も
の
で

し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
「
い
つ
起
こ
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
」
と
さ
れ
る
大
地
震
に
備
え
、

そ
の
惨
禍
を
教
訓
と
し
て
、
住
民
一
人
ひ
と

り
の
防
災
意
識
を
高
め
、
平
和
な
住
民
生
活

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
12
月
７

日
を
「
大
紀
町
防
災
の
日
」
と
定
め
、
町
内

全
域
を
対
象
と
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

安
心
・
安
全
な
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

取
組
み
の
内
容

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は

『
命
』
で
す
。

当
町
の
防
災
対
策
へ
の
取
組
み
は
、
こ

の
『
命
』
の
大
切
さ
を
基
本
に
考
え
、「
人

の
命
は
何
よ
り
も
大
事
・
一
人
の
犠
牲
者
も

出
さ
な
い
」
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
町
村
合

併
以
前
の
旧
紀
勢
町
で
昭
和
61
年
当
時
か
ら
、

防
災
対
策
を
進
め
全
国
に
先
駆
け
て
「
防
災

対
策
実
行
委
員
会
」
を
組
織
し
、
国
、
県
か

ら
ご
指
導
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町

内
各
地
へ
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
迅
速
に

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
緊
急
津
波

避
難
所
の
整
備
を
は
じ
め
、
防
災
教
育
等
の

啓
発
活
動
や
各
種
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
防

災
対
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
の
大
紀
町
に
お
い
て
も
「
大

紀
町
防
災
町
民
会
議
」
を
組
織
し
、
防
災
対

策
事
業
の
計
画
作
成
及
び
各
種
事
業
を
継
続

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
組
織
は
町
長

を
本
部
長
と
し
て
、
町
内
全
地
区
の
区
長
会
、

婦
人
会
、
各
小
中
学
校
、
漁
協
関
係
者
、
消

防
団
員
、
建
設
業
者
な
ど
の
各
種
団
体
の
代

表
者
の
方
な
ど
、
多
方
面
か
ら
幅
広
い
方
々

で
構
成
さ
れ
、
緊
急
性
を
要
す
る
災
害
時
に

お
い
て
も
即
時
に
対
応
で
き
る
、
実
効
性
の

あ
る
組
織
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
町
で
唯
一
沿
岸
部
に
位
置
し
、
津
波

被
害
が
予
想
さ
れ
る
錦
地
区
に
は
、
現
在
、

約
２
、２
０
０
人
の
方
々
が
生
活
を
し
て
い

ま
す
。

こ
の
錦
地
区
で
は
、
津
波
か
ら
の
緊
急

避
難
対
策
と
し
て
、「
地
震
発
生
後
５
分
以

内
で
安
全
に
避
難
で
き
る
高
台
（
海
抜
約
20

ｍ
地
点
）
の
確
保
」
を
目
指
し
、
現
在
31
ヶ

所
の
津
波
避
難
所
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

平
成
10
年
度
に
完
成
し
た
緊
急
津
波
避

難
塔
『
錦
タ
ワ
ー
』
は
、
津
波
発
生
時
の
緊

急
避
難
所
と
し
て
だ
け
で
な
く
「
災
害
は
忘

れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
の
こ
と
わ
ざ
ど

お
り
、
自
然
の
凄
さ
、
災
害
の
怖
さ
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
防
災
の
シ
ン
ボ
ル

塔
と
し
て
、
ま
た
、
防
災
活
動
の
拠
点
と
し

て
建
設
し
ま
し
た
。

こ
の
『
錦
タ
ワ
ー
』
の
構
造
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建
で
、
基
礎
部
分
は

地
盤
改
良
に
よ
っ
て
約
６
ｍ
の
深
さ
に
あ
り

大
変
強
固
な
も
の
で
、
耐
震
設
計
も
し
っ
か

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
形
状
は
大
津

波
に
よ
り
流
出
す
る
船
舶
等
の
衝
突
時
の
衝

撃
を
緩
和
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
円
柱
状
に

な
っ
て
い
ま
す
。
各
階
の
用
途
は
、
１
階
が

▶「
大
紀
町
防
災
の
日
」避
難
訓
練
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公
衆
ト
イ
レ
と
消
防
用
倉
庫
、
２
階
が
地
区

住
民
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
で

き
る
畳
敷
き
の
集
会
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。

３
階
が
防
災
資
料
館
、
４
階
、
５
階
が
避
難

所
と
な
っ
て
お
り
、
最
上
階
の
５
階
で
海
抜

20
ｍ
20
㎝
の
高
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
停
電
時
に
は
最
上
階
に
備
付
け

の
発
電
機
に
よ
り
非
常
用
電
源
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
救
急
箱
、
救
命
胴
衣
、

救
助
用
ロ
ー
プ
、
毛
布
な
ど
の
防
災
用
備
品

を
備
え
て
い
ま
す
。
タ
ワ
ー
へ
の
避
難
用
入

口
は
、
ら
せ
ん
状
の
外
階
段
で
最
上
階
ま
で

昇
る
こ
と
が
で
き
、
タ
ワ
ー
が
面
し
て
い
る

全
て
の
道
路
、
ど
こ
か
ら
で
も
避
難
で
き
る

よ
う
３
ヶ
所
に
階
段
入
口
が
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。

こ
の
『
錦
タ
ワ
ー
』
は
平
成
11
年
度
に

消
防
庁
主
催
の
第
３
回
防
災
ま
ち
づ
く
り
大

賞
（
消
防
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
）

を
受
賞
し
、
現
在
で
は
防
災
対
策
の
先
進
地

事
例
と
し
て
、
国
内
外
並
び
に
全
国
各
地
か

ら
官
民
問
わ
ず
多
数
の
方
々
が
視
察
に
訪
れ
、

又
、
国
の
防
災
資
料
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
24
年
度
に
は
第
２
の
緊

急
津
波
避
難
塔
と
し
て
『
第
２
錦
タ
ワ
ー
』

を
建
設
し
ま
し
た
。

こ
の
『
第
２
錦
タ
ワ
ー
』
の
建
設
場
所
は
、

魚
市
場
の
近
く
に
位
置
し
、
津
波
が
最
も
早

く
到
達
す
る
地
区
で
あ
り
、
山
裾
の
高
台
に

あ
る
津
波
避
難
所
へ
は
遠
く
、
大
地
震
に
よ

り
民
家
等
が
倒
壊
し
避
難
路
が
寸
断
さ
れ
た

場
合
に
、
市
場
で
働
く
方
や
住
民
の
皆
さ
ん

が
迅
速
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
建
設
し
ま
し

た
。
構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部
鉄

骨
造
８
階
建
で
、
１
階
が
３
ヶ
所
の
入
口
と

消
防
用
倉
庫
、
２
階
が
台
風
、
大
雨
警
報
発

令
時
な
ど
の
避
難
室
、
６
階
、
７
階
が
津
波

時
の
避
難
室
、
最
上
階
の
８
階
で
海
抜
23
ｍ

80
㎝
の
高
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。設
備
も『
錦

タ
ワ
ー
』
と
同
様
に
、
停
電
時
に
は
最
上
階

に
備
付
け
の
発
電
機
に
よ
り
非
常
用
電
源
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
救
急
箱
、

救
命
胴
衣
、
救
助
用
ロ
ー
プ
、
毛
布
な
ど
の

防
災
用
備
品
を
備
え
て
い
ま
す
。
最
上
階
ま

で
は
内
階
段
で
昇
る
こ
と
が
で
き
、
錦
地
区

が
一
望
で
き
る
展
望
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、『
第
２
錦
タ
ワ
ー
』
の
竣
工
に
際

し
ま
し
て
、鈴
木
英
敬
三
重
県
知
事
よ
り「
命

あ
れ
ば
こ
そ 

幸
せ
も
笑
顔
も 

お
と
ず
れ

る
」
の
お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

記
念
碑
と
し
て
敷
地
内
に
建
立
し
て
い
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
タ
ワ
ー
は
、
平
常
時
に
は

階
段
を
利
用
し
て
の
健
康
維
持
な
ど
住
民
の

皆
さ
ん
の
絆
の
場
と
し
て
、
多
目
的
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
、
津
波

避
難
所
の
第
２
釜
土
避
難
所
、
花
園
・
新
生

町
避
難
所
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
２
釜
土
避
難
所
は
、
既
設
の
釜
土
避

難
所
の
高
さ
が
海
抜
11
ｍ
27
㎝
で
あ
り
ま
し

た
が
、
南
海
ト
ラ
フ
沖
巨
大
地
震
の
想
定
津

波
高
に
対
応
す
る
た
め
に
、
海
抜
18
ｍ
50
㎝

の
箇
所
に
整
備
し
た
も
の
で
、
三
重
県
が
施

工
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
と
同
時
施

工
し
、
施
設
管
理
用
通
路
を
避
難
路
と
し
て

供
用
す
る
こ
と
で
避
難
に
要
す
る
時
間
が
飛

躍
的
に
短
縮
さ
れ
、
ま
た
、
整
備
費
用
の
軽

減
も
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
花
園
・
新
生
町
避
難
所
も
三
重

県
が
施
工
す
る
治
山
事
業
と
の
同
時
施
工
に

よ
り
整
備
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
津
波
避
難
所
へ
向
か
う
避
難

路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
民
家
が
密
集
し
た

錦
地
区
の
中
心
部
で
あ
る
た
め
、
地
震
に
よ

▶
第
２
錦
タ
ワ
ー

◀
花
園
・
新
生
町
避
難
所

◀
釜
土
避
難
所
と
第
２
釜
土
避
難
所
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る
民
家
の
倒
壊
や
屋
根
瓦
の
落
下
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
避
難
路
が
寸
断
さ

れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
短
時
間
で
大
勢
の

方
が
安
全
に
避
難
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

複
数
の
避
難
路
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。お

か
げ
様
で
、
避
難
所
付
近
に
お
住
ま

い
の
住
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
好
意
に
よ
り

ま
し
て
、
ご
自
宅
の
軒
下
を
避
難
通
路
と
し

て
無
償
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
感
謝

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
津
波
避
難
所
へ
は
、
２
つ

の
タ
ワ
ー
と
同
様
に
、
停
電
時
に
は
備
付
け

の
発
電
機
に
よ
り
非
常
用
電
源
や
避
難
路
の

照
明
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
救

急
箱
、
救
命
胴
衣
、
救
助
用
ロ
ー
プ
、
毛
布

な
ど
の
防
災
用
備
品
を
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
９
月
に
発
生
し
た
紀

伊
半
島
大
水
害
で
、
当
町
を
流
れ
る
大
内
山

川
が
氾
濫
し
多
く
の
民
家
が
床
上
・
床
下
浸

水
の
被
害
を
受
け
、
田
畑
や
河
川
の
堤
防
・

護
岸
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

河
川
災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
、
氾
濫
箇

所
の
河
川
改
良
も
含
め
て
対
策
を
施
し
、
堆

積
土
砂
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
河

川
内
の
土
砂
の
撤
去
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。そ

の
他
ソ
フ
ト
面
の
取
組
み
と
し
ま
し

て
、毎
年
12
月
７
日
の
「
大
紀
町
防
災
の
日
」

避
難
訓
練
で
は
、
昭
和
19
年
の
東
南
海
地
震

が
発
生
し
た
午
後
１
時
40
分
に
、
町
内
全
域

一
斉
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
避
難
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
訓
練
で
は
避
難
袋
を
背

負
っ
た
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
最
寄
り
の
避
難

所
へ
避
難
し
て
い
た
だ
き
、
避
難
所
備
付
け

の
救
急
箱
や
懐
中
電
灯
、
毛
布
な
ど
防
災
用

備
品
の
点
検
や
非
常
用
発
電
機
の
使
い
方
を

訓
練
し
て
い
ま
す
。

避
難
訓
練
終
了
後
に
は
、
町
内
各
地
の

自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ん
が
消
火
器
を
使
用

し
た
初
期
消
火
訓
練
や
防
災
専
門
の
講
師
を

招
い
て
防
災
講
演
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
に
地
震
が
発
生
し
、
大
津

波
が
来
襲
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
夜
間
津
波

避
難
訓
練
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
懐
中
電
灯

を
片
手
に
昼
間
と
は
違
い
避
難
し
づ
ら
い
状

況
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

そ
の
他
で
は
、
町
内
全
６
校
の
小
中
学

校
が
毎
月
７
日
を
学
校
防
災
の
日
と
定
め
、

学
校
で
の
避
難
訓
練
を
は
じ
め
、
児
童
生
徒

が
登
下
校
時
に
発
生
し
た
、
地
震
・
津
波
か

ら
の
避
難
の
た
め
、
現
在
の
位
置
か
ら
最
寄

り
の
避
難
所
へ
自
主
的
に
避
難
す
る
訓
練
を

行
う
な
ど
、
学
校
・
保
護
者
が
一
体
と
な
っ

て
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

又
、
錦
地
区
の
役
場
錦
支
所
は
海
抜
31

ｍ
の
高
台
に
耐
震
性
に
も
充
分
配
慮
し
て
整

備
さ
れ
て
お
り
、
停
電
時
に
お
い
て
も
３
日

間
程
度
の
電
力
を
賄
え
る
程
の
発
電
機
と
燃

料
を
備
え
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
支
所
に
隣

接
し
た
海
抜
27
ｍ
の
位
置
に
は
多
目
的
ホ
ー

ル
が
あ
り
、
５
０
０
名
程
度
の
避
難
者
の
収

容
並
び
に
備
蓄
米
を
備
え
、
更
に
隣
接
し
た

海
抜
22
ｍ
の
と
こ
ろ
に
保
育
園
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
有
事
の
際
に
は
併
せ
て
活
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
課
題

こ
れ
ま
で
防
災
対
策
と
し
て
避
難
所
整

備
を
は
じ
め
、
避
難
訓
練
の
実
施
や
防
災
教

育
等
の
啓
発
活
動
、
住
宅
耐
震
化
の
推
進
な

ど
各
種
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
防
災

施
設
の
整
備
は
平
成
25
年
度
で
ほ
ぼ
計
画
が

完
了
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波

を
教
訓
に
、
粘
り
強
い
構
造
の
防
波
堤
な
ど

に
よ
り
、
少
し
で
も
町
内
に
入
る
津
波
の
威

力
を
弱
め
、
津
波
が
到
達
す
る
時
間
を
遅
ら

せ
る
こ
と
で
、
避
難
す
る
時
間
を
稼
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
た
減
災
対
策
の
推
進
を
図
り
ま

す
。今

後
も
地
元
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
国
、
県
の
関
係
当
局
の
ご

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
防
災
対
策
・
減
災
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

大
紀
町
長　

谷
口　

友
見

（
平
成
26
年
1
月
6
日
付
第
2
8
6
4
号
）

▶
民
家
の
軒
下
を
利
用
し
た
避
難
通
路

◀
錦
小
学
校
登
下
校
時
避
難
訓
練



193

柳
田
國
男
に
学
ぶ
　
福
崎
町

～
「
自
律（
立
）の
ま
ち
づ
く
り
」交
付
金
事
業
～福

崎
町
の
概
要

福
崎
町
は
、
兵
庫
県
の
中
央
部
、
姫
路
市

の
北
約
20
㎞
に
位
置
し
、
人
口
は
約
２
万
人
、

面
積
は
約
46
㎢
で
す
。
中
国
自
動
車
道
と
播

但
連
絡
道
路
の
Ｉ
Ｃ
が
あ
り
、
古
く
か
ら
交

通
の
要
衝
と
し
て
知
ら
れ
た
町
で
す
。
文
化

勲
章
受
章
者
の
柳
田
國
男
、
吉
識
雅
夫
の
２

名
を
擁
し
て
い
る
の
が
町
の
誇
り
で
す
。

柳
田
國
男
は
民
俗
学
の
父
と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
吉
識
雅
夫
は
造
船
工
学
の

権
威
で
あ
り
、
こ
の
人
の
開
発
し
た
技
術
に

よ
っ
て
大
型
タ
ン
カ
ー
の
造
船
が
可
能
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

福
崎
町
の
特
産
品
は
、
大
麦
の
一
種
で
あ

る
も
ち
麦
を
素
材
と
す
る
数
々
の
も
ち
む
ぎ

商
品
で
す
。
も
ち
麦
は
穀
類
の
中
で
も
高
タ

ン
パ
ク
、
高
ミ
ネ
ラ
ル
で
、
β
グ
ル
カ
ン
と

い
う
食
物
繊
維
の
含
有
率
が
高
い
た
め
、
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
む
ぎ
麺
、
も
ち
む

ぎ
素
麺
「
福
の
糸
」、
も
ち
む
ぎ
カ
ス
テ
ラ
、

お
茶
、
焼
酎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

自
律
の
心
を
育
て
、
参
画
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り

柳
田
國
男
は
「
美
し
き
村
」
の
中
で
「
村

は
住
む
人
の
ほ
ん
の
僅
か
な
氣
持
か
ら
、
美

し
く
も
ま
づ
く
も
な
る
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と

を
、
考
へ
る
よ
う
な
機
會
が
私
に
は
多
か
っ

た
。」
と
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
強
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

ほ
ん
の
僅
か
な
気
持
ち
で
い
い
か
ら
よ
い
町

を
つ
く
ろ
う
と
行
動
す
る
人
が
増
え
る
町
が

よ
い
町
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
こ
の
言
葉

を
大
切
に
し
て
「
自
律
（
立
）
の
心
を
育
て
、

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
支
え
る
次
の
４
本
の
柱
を
た
て
ま
し
た
。

兵庫県  福
ふ く

崎
さ き

町
ち ょ う

福崎町

現 地 レ ポ ー ト

ご当地キャラクター

「フクちゃん」と「サキちゃん」

▼�柳田國男生家　柳田國男は著書の中で「私の家は日本一小さい家だ」「この家の小
　ささという運命から、私の民俗学への志も源を発したといってよい」と記しています。
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１
．�

科
学
の
心
で
知
を
力
に
し
た
ま

ち
づ
く
り

計
画
を
立
て
実
行
す
る
に
は
多
く
の
知
識

と
情
報
が
必
要
で
す
。
そ
の
知
識
と
情
報
は
、

偏
見
や
偏
り
が
あ
っ
て
は
困
る
の
で
、
よ
り

多
方
面
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
は
人
生
の
中
で
二
つ
の
神
話
に
裏
切
ら

れ
た
苦
い
経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
小
学
校
時
代
の
神
風
神
話
で
す
。

日
本
は
神
国
な
の
で
神
風
が
吹
き
戦
争
に
負

け
る
こ
と
は
な
い
と
教
え
ら
れ
、
信
じ
た
私

は
す
っ
か
り
軍
国
少
年
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

二
つ
目
の
神
話
は
原
子
力
の
安
全
神
話
で

す
。
原
子
力
は
安
全
で
安
価
で
安
心
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
だ
と
喧
伝
さ
れ
、
兵
器
に
使
用
す
る

の
は
よ
く
な
い
が
、
発
電
に
は
心
配
が
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
３
・
11
の
大
地
震
に
よ
る
福
島
原
発
事

故
に
よ
っ
て
、
こ
の
思
い
は
吹
き
飛
び
ま
し

た
。「
科
学
の
心
で
」
と
し
た
の
は
、
こ
の

苦
い
思
い
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
す
。

視
野
を
広
く
持
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い

ま
す
。

２
．�

も
て
な
し
の
心
で
共
に
生
き
る

ま
ち
づ
く
り

も
て
な
し
と
い
う
行
為
は
、
相
手
が
あ
っ

て
初
め
て
成
り
立
つ
行
為
で
す
。
福
崎
町
で

は
二
つ
の
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
町
で
す
が
、
近
年
、
孤
独
死
が
何

件
か
発
生
し
ま
し
た
。
絆
が
弱
く
な
り
か
け

て
い
る
の
で
す
。
隣
近
所
が
声
を
掛
け
合
い
、

仲
良
く
助
け
合
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

豊
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
観
光
客
の
少
な
さ
で
す
。
最
近
の

県
の
統
計
に
よ
る
と
、
年
間
23
万
人
で
、
県

下
市
町
の
中
で
少
な
い
方
か
ら
３
番
目
と
い

う
惨
た
ん
た
る
状
態
で
す
。
交
通
の
要
衝
と

し
て
多
く
の
人
が
交
流
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、

神
社
仏
閣
、
山
や
池
も
紹
介
し
て
、
も
て
な

し
の
心
で
滞
在
時
間
を
長
く
し
て
も
ら
え
る

工
夫
が
必
要
な
の
で
す
。

３
．
食
育
で
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

食
育
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
動
機

は
、
町
内
の
小
学
生
の
肥
満
率
で
、
県
下
で

一
番
高
い
数
字
が
出
た
か
ら
で
す
。
肥
満
は

健
康
に
よ
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
肥

満
対
策
を
学
校
だ
け
に
任
せ
ず
、
町
ぐ
る
み

で
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

毎
日
の
食
事
を
た
だ
漫
然
と
繰
り
返
す
の

で
は
な
く
、
栄
養
や
マ
ナ
ー
に
も
気
を
遣
う

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

４
．�

地
産
地
消
で
活
力
を
育
て
る
ま

ち
づ
く
り

福
崎
町
の
地
産
地
消
は
、
農
林
産
物
に
限

ら
ず
、
人
、
物
す
べ
て
に
光
を
当
て
る
こ
と

で
す
。
優
れ
た
知
識
技
能
の
持
ち
主
を
探
し

て
「
ま
ち
の
先
生
」
と
し
て
働
い
て
も
ら
う

こ
と
、
町
外
に
出
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
の

力
を
借
り
る
こ
と
、
町
の
風
物
を
再
評
価
し

て
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

自
律
（
立
）
の
ま
ち
づ
く
り
　
　
　

交
付
金
制
度

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
は
作
り
ま
し
た
が
、

問
題
は
ど
う
実
行
す
る
か
で
す
。
着
目
し
た

の
は
、
伝
統
的
な
集
落
組
織
で
す
。
集
落
に

は
公
民
館
や
集
会
所
が
あ
り
、
集
落
（
自
治

会
）
を
運
営
す
る
執
行
機
関
の
長
を
区
長
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
集
落
の
活
動
を
と
お

し
て
「
自
律
（
立
）
の
心
を
育
て
、
参
画
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
践
し
て
も
ら
お

う
と
考
え
、「
自
律
（
立
）
の
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
」
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

１
．
交
付
金
要
綱

要
綱
の
い
く
つ
か
を
例
示
し
ま
す
。

�

第�

１
条　

こ
の
要
綱
は
、「
自
律
（
立
）

の
心
を
育
て
、
参
画
と
協
働
で
す
す
め

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
念
の
も
と
、
自

治
会
の
創
意
と
工
夫
、
判
断
と
責
任
に

②もてなしの心で共に生きるまち
づくり

・あいさつを交わし、みんな仲良く
・絆を強め、向こう三軒両隣仲良く
・地域総合援護システムの充実

①科学の心で知を力にしたまちづ
くり

・好奇心を育て、多面に挑戦
・基礎学力を育て、知を力に
・視野を広げてグローバルに展開

④地産地消で活力を育てるまちづくり
・農地を活かし自給自足
・町の人と物に光をあてる
・技術革新と企業誘致
　（アイデアをかたちに）

③食育で健康なまちづくり
・なんでも食べて元気な身体
・早寝、早起き、朝ごはん
・感謝の心でマナーを育てる

自律（立）の心を育て
参画と協働のまちづくり

▶
自
律（
立
）の
ま
ち
づ
く
り
　
イ
メ
ー
ジ
図

▶
地
区
に
あ
る
寺
社
や
施
設
を
み
ん
な
で
歩
い
て

地
域
の
魅
力
再
発
見
！

◀
物
知
り
の
高
齢
者
に
伝
統
文
化
を
学
ぼ
う
！
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よ
っ
て
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

自
律
（
立
）
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を

交
付
し
て
、
自
治
意
識
と
連
帯
感
を
醸

成
し
、
安
全
、
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い

自
治
会
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第�

３
条　

交
付
金
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、

基
本
事
業
及
び
自
由
事
業
と
す
る
。

�

２　

基
本
事
業
は
、
自
治
会
の
各
種
団
体

の
代
表
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
開

催
し
、
地
域
の
現
状
と
課
題
及
び
そ
の
取

組
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
計
画
書
及
び

報
告
書
の
作
成
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

�

３　

自
由
事
業
は
、
前
項
に
お
い
て
計
画

さ
れ
た
自
治
会
内
の
つ
な
が
り
を
活
性
化

し
、
第
１
条
の
目
的
を
推
進
で
き
る
取
組

で
あ
る
こ
と
。

第�

４
条　

町
長
は
、
原
則
と
し
て
、
毎
年

度
定
め
る
予
算
の
範
囲
内
で
、
算
出
し

て
得
た
額
を
上
限
に
、
自
治
会
に
対
し

交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
活
動
に
は
交
付
し
な
い
。

⑴�

宗
教
の
教
義
を
広
め
、
儀
式
を
行
い
又

は
信
者
を
強
化
育
成
す
る
活
動

⑵�

政
治
上
の
主
義
を
推
進
若
し
く
は
支
持

し
、
又
は
こ
れ
に
反
対
す
る
活
動

⑶�

特
定
の
公
職
の
候
補
者
若
し
く
は
公
職

に
あ
る
者
又
は
政
党
を
推
薦
若
し
く
は

支
持
し
、又
は
こ
れ
ら
に
反
対
す
る
活
動

２
．
民
主
主
義
の
学
校

私
は
こ
の
交
付
金
制
度
を
民
主
主
義
の
学

校
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
み
ん
な
若
し
く

は
各
組
織
の
代
表
が
集
ま
っ
て
、
よ
く
話
し

合
い
、
計
画
を
作
り
、
予
算
を
組
み
、
み
ん

な
で
実
行
す
る
。
こ
の
繰
り
返
し
を
持
続
的

に
遂
行
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
自
治
会
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
団
体
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
を
持
ち
寄
り
、
話
し
合
い
の

中
で
決
め
ら
れ
た
内
容
で
あ
れ
ば
認
め
る
方

向
で
す
。
重
要
な
の
は
、
そ
の
結
論
へ
た
ど

り
着
く
ま
で
の
過
程
で
す
。
誰
が
ど
う
い
っ

た
発
言
を
し
て
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ

れ
、
そ
の
結
論
が
出
た
の
か
、
そ
れ
が
き
ち

ん
と
分
か
る
よ
う
に
、
参
加
者
名
簿
と
議
事

録
を
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。」
と
伝
え

ま
し
た
。

３
．
予
算
と
町
職
員
の
役
割

平
成
25
年
度
の
予
算
は
、
基
本
事
業

１
０
０
万
円
、
自
由
事
業
１
千
万
円
で
す
。

各
自
治
会
へ
の
配
分
は
、
区
長
会
に
諮
っ
た

結
果
、
均
等
割
40
％
、
人
口
割
60
％
と
な
り

ま
し
た
。
最
高
額
は
６
１
７
千
円
、
最
低
額

は
１
６
６
千
円
で
す
。
参
加
自
治
会
は
33
自

治
会
の
う
ち
31
で
、
参
加
率
は
94
％
で
し
た
。

平
成
25
年
度
が
初
め
て
の
ス
タ
ー
ト
な
の

で
、
事
業
推
進
の
補
助
員
と
し
て
２
～
３
人

の
町
職
員
を
各
自
治
会
に
配
置
し
、
話
し
合

い
、
記
録
、
趣
旨
説
明
の
手
助
け
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
職
員
が
集
落
に
入
り
、
町
民
と

直
接
ふ
れ
合
い
、
町
民
の
声
を
聴
く
こ
と
に

よ
っ
て
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
能

力
ア
ッ
プ
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

４
．
事
業
の
展
開

実
際
に
取
り
組
み
を
進
め
る
段
階
で
、
私

の
説
明
不
足
か
ら
、
職
員
の
理
解
に
ば
ら
つ

き
が
見
ら
れ
、
何
回
か
意
思
統
一
の
場
を
も

ち
ま
し
た
。
な
か
で
も
「
み
ん
な
が
集
ま
っ

て
」
の
理
解
に
差
が
出
ま
し
た
。
自
治
会
の

役
員
だ
け
で
検
討
を
し
た
り
、
記
録
が
不
十

分
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
に
入
り
、
平
成
25
年
度
の
計
画
の

90
％
は
終
わ
り
、
各
自
治
会
で
の
反
省
会
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
記
録
は
集
約
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
反
省
と
共
に
、
平
成
26
年

度
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
自
治
会
も
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

近
く
町
と
し
て
も
、
反
省
会
を
兼
ね
た
実

践
発
表
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
実
践
報
告

を
ま
と
め
、
多
く
の
聴
衆
の
前
で
発
表
す
る

こ
と
も
、
よ
い
勉
強
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
記
録
は
膨
大
で
す
が
、
町
図
書

館
に
は
備
え
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
各
自

治
会
で
出
た
声
は
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
大

切
な
資
料
で
す
し
、
各
自
治
会
が
お
互
い
に

学
び
合
い
、
次
の
計
画
づ
く
り
の
参
考
に
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
自
治
会
の
話
題
が
４
本
柱
全
般
に

わ
た
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
話
し
合
い
が
展

開
さ
れ
、
実
行
に
移
さ
れ
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

�

福
崎
町
長　

嶋
田　

正
義

（
平
成
25
年
12
月
16
日
付
第
2
8
6
3
号
）

▶
地
域
を
花
と
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
！

播
但
線
沿
い
の
地
域
の
活
動

◀

コスモスいっぱいの会場で、手作り料理、
バザー、写生会など、イベント盛りだくさん！
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シ
ニ
ア
世
代
が
光
り
輝
く
町は

じ
め
に

高
取
町
は
、
奈
良
盆
地
の
南
部
に
位
置

し
、
吉
野
地
方
へ
の
入
り
口
と
な
っ
て
い
ま

す
。
自
然
あ
ふ
れ
る
緑
豊
か
な
環
境
に
恵
ま

れ
る
一
方
、
古
代
～
中
世
～
近
世
の
歴
史
を

物
語
る
遺
跡
も
数
多
く
残
り
、
そ
れ
ら
が
地

域
の
住
民
に
よ
っ
て
大
切
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

日
本
一
の
山
城
「
高
取
城
跡
」

南
北
朝
時
代
、
豪
族
の
越
智
氏
が
か
き

あ
げ
城
と
し
て
築
き
、
郡
山
城
に
入
府
し
た

豊
臣
秀
長
の
命
に
よ
り
、
１
５
８
５
年
本
多

氏
に
よ
る
大
修
築
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
多

氏
以
後
、
譜
代
大
名
の
植
村
氏
の
居
城
と
な

り
、
幕
末
ま
で
続
き
ま
し
た
。

標
高
５
８
３
・
９
ｍ
の
高
取
山
山
頂
に
築

か
れ
た
高
取
城
は
、
平
地
か
ら
高
低
差

３
９
０
ｍ
の
難
攻
不
落
と
い
う
視
点
か
ら
日

本
一
の
山
城
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
城
内
は

周
囲
３
㎞
、
郭
内
は
周
囲
30
㎞
の
規
模
を
誇

り
、「
高
取
山
全
体
が
山
城
」
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

は
、
石
垣
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
壮
大
さ
に
か
つ
て
の
栄
華
が
偲
ば
れ
ま

す
。

▶
高
取
城
跡

奈良県  高
た か

取
と り

町
ち ょ う

高取町

現 地 レ ポ ー ト

高取町町章

▲

今年で６回目を迎えた「土佐街なみ町家の雛めぐり」
NPO・住民ボランティア等との協働、

防災危機管理　関連施策
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西
国
三
十
三
カ
所
巡
礼
六
番
札
所

「
壷
阪
寺
」

高
取
町
内
に
は
、
全
国
か
ら
参
拝
者
が

訪
れ
る
壷
阪
寺
が
あ
り
ま
す
。
壷
阪
寺
は
、

眼
病
に
霊
験
あ
ら
た
か
と
い
う
観
音
信
仰
で

知
ら
れ
、
三
重
塔
と
礼
堂
は
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

壷
阪
観
音
の
信
仰
に
よ
っ
て
盲
目
の
沙

弥
が
開
眼
治
癒
し
た
と
い
う
話
が
「
日
本
感

霊
録
」
に
あ
り
、『
壷
坂
霊
験
記
』
の
も
と

と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
壷
坂
霊
験
記
』
は
今
か
ら
３
０
０
年
あ

ま
り
前
、
壷
阪
寺
の
ふ
も
と
に
住
ん
で
い
た

沢
市
と
い
う
盲
目
の
夫
と
妻
お
里
の
夫
婦
愛

を
テ
ー
マ
に
し
た
物
語
。

沢
市
に
献
身
的
な
愛
を
捧
げ
た
お
里
の

願
い
が
神
仏
に
届
き
、
観
音
様
の
ご
利
益
で

沢
市
は
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

お
話
で
す
。
浄
瑠
璃
を
は
じ
め
、
歌
舞
伎
や

浪
曲
に
も
取
り
あ
げ
ら
れ
、
明
治
期
に
は
全

国
で
大
変
な
評
判
と
な
り
、
つ
い
に
は
海
外

に
ま
で
知
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
名
作
で
す
。

壷
阪
寺
に
は
、
さ
わ
る
と
夫
婦
の
仲
が
円
満

に
な
る
と
い
う
「
沢
市
の
杖
」
や
「
お
里
・

沢
市
の
像
」
が
あ
り
ま
す
。

全
国
有
数
の
古
墳
密
集
地

古
代
、
明
日
香
村
と
高
取
町
の
地
域
は
、

今
来
郡
（
イ
マ
キ
コ
ホ
リ
）
と
呼
ば
れ
、
今

来
人
（
古
代
の
渡
来
人
）
の
代
表
格
で
あ
っ

た
東
漢
氏
（
ヤ
マ
ト
ノ
ア
ヤ
ウ
ジ
）
が
大
陸

か
ら
も
た
ら
し
た
新
し
い
文
化
が
栄
え
た
地

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
証
拠

に
、
高
取
町
内
に
は
、
大
小
あ
わ
せ
て
約

８
０
０
基
の
古
墳
が
点
在
し
、
日
本
で
も
有

数
の
古
墳
が
密
集
す
る
地
域
で
す
。

町
内
の
古
墳
は
、
６
世
紀
の
初
め
か
ら

７
世
紀
の
終
わ
り
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
も

の
が
多
く
、７
世
紀
後
半
に
つ
く
ら
れ
た「
束

明
神
古
墳
」
は
草
壁
皇
子
（
天
武
・
持
統
天

皇
の
皇
子
）
の
墓
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
市
尾
墓
山
古
墳
」
と
「
市
尾
宮
塚
古

墳
」
の
二
つ
の
前
方
後
円
墳
が
あ
り
、
当
時

の
有
力
な
豪
族
が
葬
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
町
家
の
雛
め
ぐ
り
」
で
観
光

客
と
住
民
の
交
流
を

高
取
町
の
人
口
は
、
約
７
、５
０
０
人
と

年
々
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
高
齢
化
率
は

30
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
３
０
０

軒
を
超
え
る
商
店
が
あ
っ
た
土
佐
街
道
に
は
、

数
え
る
ほ
ど
の
商
店
が
あ
る
だ
け
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
私
が
町
長
に
就
任
し
た
平
成

20
年
度
当
時
は
、
町
の
財
政
状
況
が
「
赤
字

再
建
団
体
」
に
転
落
す
る
一
歩
手
前
の
状
態

で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
高
取
町
が
衰
退
し

て
し
ま
う
危
機
的
状
況
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
中
、
か
つ
て
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
す
べ
く
、
城
下
町
に
雛
人
形

を
展
示
し
、
住
民
と
の
交
流
・
体
験
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
シ
ニ
ア
住
民
が
主

▶

C
G
に
よ
り
再
現
さ
れ
た
高
取
城

▶

全
国
か
ら
参
拝
者
が
訪
れ
る
壷
阪
寺

▶
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
市
尾
宮
塚
古
墳
」
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体
と
な
り
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

高
取
藩
２
万
５
千
石
の
城
下
町
と
し
て

栄
え
、
高
取
城
跡
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
伸

び
る
土
佐
街
道
。
石
畳
と
カ
ラ
ー
舗
装
に
よ

り
整
備
し
た
土
佐
街
道
は
、
そ
の
両
側
に
水

路
が
流
れ
、
今
な
お
江
戸
時
代
の
面
影
が
残

る
町
家
が
並
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
町
家
の
玄
関
先
に
雛
人
形
を
展
示

し
て
も
ら
う
「
町
家
の
雛
め
ぐ
り
」
は
、年
々

口
コ
ミ
で
観
光
客
が
増
え
、
６
回
目
を
迎
え

た
平
成
24
年
は
、
４
万
６
千
人
を
超
え
る
方

に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
「
案か

山か

子し

め
ぐ
り
」
を
、
11
月
23
日
に
は
「
た
か

と
り
城
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
我
が
町
の
歴
史
や
文
化
を
体
感
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
と
観
光
客
の
お
話
が
ヒ
ッ
ト

「
町
家
の
雛
め
ぐ
り
」
で
は
、
訪
れ
て
い

た
だ
く
約
８
割
が
シ
ニ
ア
女
性
で
す
。「
町

家
の
雛
め
ぐ
り
」
が
シ
ニ
ア
女
性
の
人
気
を

得
た
理
由
。
こ
れ
は
同
世
代
の
住
民
が
積
極

的
に
関
わ
り
、
観
光
客
と
地
域
住
民
が
雛
人

形
を
き
っ
か
け
に
互
い
に
話
し
を
す
る
こ
と

が
出
来
る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

観
光
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
話

を
聞
く
と
、
よ
り
違
っ
た
目
線
で
見
ら
れ
る

効
果
と
同
じ
で
、
地
元
住
民
と
話
を
す
る
こ

と
で
こ
の
地
域
の
良
さ
や
特
徴
を
よ
り
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
女
性
の
中
に
は
、
戦
時

中
や
戦
後
で
「
雛
ま
つ
り
」
を
す
る
世
情
で

な
く
、
も
う
一
度
自
分
の
た
め
の
「
雛
ま
つ

り
」
と
し
て
訪
れ
る
方
も
お
り
、
同
世
代
の

住
民
と
気
持
ち
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
も
一
つ
の
要
因
で
す
。

他
の
有
名
な
観
光
地
で
は
味
わ
え
な
い

高
取
な
ら
で
は
の
魅
力
を
強
み
に
、
今
後
も

「
お
も
て
な
し
」
の
心
を
大
切
に
、
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

行
政
と
住
民
の
協
力

高
取
町
の
高
齢
化
率
は
30
％
を
越
え
て

い
ま
す
が
、
シ
ニ
ア
世
代
に
は
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
「
経
験
・
知
恵
・
技
術
」
が
豊

富
に
あ
り
、
ま
た
パ
ワ
ー
も
み
な
ぎ
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
地
元
住
民
の
か
け
る
思
い
に
対

し
て
、
行
政
は
ハ
ー
ド
整
備
な
ど
で
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
し
て
き
ま
し
た
。

か
つ
て
の
行
政
主
導
で
は
な
く
、
住
民

主
導
に
よ
り
運
営
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
政
が

支
え
、
こ
れ
に
よ
り
地
域
が
よ
り
活
性
化
し
、

継
続
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
長
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

今
後
の
課
題

３
月
１
日
～
31
日
の
１
ヶ
月
間
開
催
す

る
「
町
家
の
雛
め
ぐ
り
」。
そ
の
中
心
と
し

て
活
動
し
て
い
る
方
々
の
平
均
年
齢
は
70
歳

を
超
え
、
後
継
者
の
育
成
が
課
題
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
観
光
客
が
多
い

こ
と
か
ら
、
毎
年
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
に
よ

り
飽
き
さ
せ
な
い
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
政
と
し
て
は
、
最
寄
り
駅
で
あ
る
壺

阪
山
駅
の
整
備
や
、
お
手
洗
い
や
休
憩
場
所

等
の
増
設
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、
高
齢

者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
町
の
代
表
と
し
て
、

今
後
も
光
り
輝
き
つ
づ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
も
地
域
の
特
性
と
魅
力
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
元
気
で
夢
の
あ

る
町
づ
く
り
に
向
け
、
高
齢
者
が
光
り
輝
く

町
づ
く
り
、
観
光
の
振
興
な
ど
に
一
層
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

高
取
町
長　

植
村　

家
忠

（
平
成
24
年
9
月
10
日
付
第
２
８
１
３
号
）

◀
歴
史
的
な
面
影
が
残
る
土
佐
街
道

◀「
た
か
と
り
城
ま
つ
り
」火
縄
銃
実
演
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ア
ー
ト
を
生
か
し
た
住
民
に
よ
る

住
民
の
た
め
の
町
づ
く
り

津
奈
木
町
の
概
要

津
奈
木
町
は
熊
本
県
南
部
に
位
置
し
、
海

と
山
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

温
暖
な
気
候
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
柑

橘
類
が
栽
培
さ
れ
、
新
鮮
な
魚
介
類
も
特
産

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
面
積
33
・
98
㎢
の

土
地
に
は
展
望
所
と
し
て
整
備
さ
れ
た
城
跡

の
舞
鶴
城
公
園
が
あ
る
ほ
か
、
江
戸
時
代
後

期
に
架
け
ら
れ
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
石
橋
が

点
在
し
て
お
り
、
才
知
に
長
け
た
い
に
し
え

の
人
々
の
生
活
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

緑
と
彫
刻
の
あ
る
町
づ
く
り

水
俣
病
の
被
害
地
域
で
も
あ
っ
た
津
奈

木
町
は
、
文
化
に
よ
る
地
域
再
生
を
目
指
し

て
昭
和
59
年
に
「
美
術
品
取
得
基
金
」
を
創

設
し
、
佐
藤
忠
良
氏
や
岩
野
勇
三
氏
な
ど
優

れ
た
彫
刻
家
の
作
品
を
公
共
施
設
な
ど
町
の

屋
内
外
の
要
所
に
設
置
す
る
「
緑
と
彫
刻
の

あ
る
町
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
数
は
現
在
で
は
15
体
を
数
え
、
平
成
26

年
も
新
た
な
作
品
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
彫
刻
の
設
置
と
平
行
し
て
公
共
施
設

に
絵
画
を
展
示
す
る
な
ど
、
町
民
が
美
術
と

接
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
集
大
成
と
し
て
平

成
13
年
に
開
館
し
た
の
が
つ
な
ぎ
美
術
館
で

す
。

◀
野
外
彫
刻
の
ひ
と
つ
岩
野
勇
三
作「
風
ん
子
」

熊本県  津
つ

奈
な

木
ぎ

町
ま ち

津奈木町

現 地 レ ポ ー ト

津奈木町町章

▼つなぎ美術館
NPO・住民ボランティア等との協働、

防災危機管理　関連施策
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住
民
参
画
型

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

著
名
な
作
家
の
作
品
展
を
開
催
す
る
つ

な
ぎ
美
術
館
に
は
、
町
外
か
ら
多
く
の
美
術

フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
し
た
。
交
流
人
口
の
増
加

と
い
う
点
で
は
町
外
か
ら
の
来
館
は
歓
迎
す

べ
き
こ
と
で
す
が
、
町
立
で
あ
る
か
ら
に
は

町
民
の
利
用
を
さ
ら
に
増
や
す
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、「
緑
と
彫
刻
の
あ
る
町

づ
く
り
」
の
実
績
が
あ
る
と
は
い
え
、
や
は

り
都
市
部
に
比
べ
れ
ば
美
術
に
接
す
る
機
会

が
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。
さ
ら
に
、
大
人

は
す
で
に
趣
味
嗜
好
が
完
成
さ
れ
て
お
り
、

新
た
に
美
術
の
魅
力
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
町

民
の
日
常
と
美
術
の
距
離
を
縮
め
て
関
心
を

も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
方
策
を
考
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
美
術
を
作
品
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
地
域
資
源
の
再
評
価
や
地
域
の
課

題
の
解
決
を
図
る
手
段
と
し
て
機
能
さ
せ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
案
さ
れ
た
の
で
す
。
こ

れ
は
、
現
代
美
術
作
家
に
津
奈
木
町
に
通
っ

て
も
ら
い
、
あ
ら
か
じ
め
設
け
ら
れ
た
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
町
民
と
共
に
課
題
を
探
し
、
そ

の
解
決
の
た
め
に
地
域
資
源
を
活
用
し
た
表

現
活
動
を
考
え
実
践
し
て
い
く
と
い
う
も
の

で「
住
民
参
画
型
現
代
美
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
平
成
24
年
に
住
民
参
画
型
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
改
称
）
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
津
奈
木
町
を
拠
点
に
活
動
す
る
諸
団

体
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
編
成

し
、
あ
く
ま
で
も
町
民
向
け
の
社
会
教
育
事

業
の
一
環
と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
招
聘
す
る
現
代
美
術

作
家
に
は
作
品
の
質
だ
け
で
は
な
く
実
行
委

員
や
一
般
参
加
者
に
気
づ
き
を
促
す
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
能
力
も
求
め
ら
れ
ま

す
。最

初
の
年
は
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い

よ
う
に
虹
を
テ
ー
マ
に
地
域
で
人
々
と
共
同

で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
表
現
活
動
を
行

う
レ
イ
ン
ボ
ー
岡
山
氏
を
招
聘
し
ま
し
た
。

最
初
の
月
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
を
決

め
翌
月
は
そ
の
準
備
を
し
、
さ
ら
に
そ
の
翌

月
に
一
般
参
加
者
を
迎
え
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
を
季
節
毎
に
4
回

行
い
ま
し
た
。　
　

春
は
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
も
あ
る
奇

岩
、重
盤
岩
を
舞
台
に
し
た「
重
盤
岩
が
キ
ャ

ン
バ
ス
だ
！
」。
山
中
を
駆
け
巡
り
な
が
ら

自
然
と
人
間
の
手
に
よ
る
創
造
物
の
差
異
を

体
感
し
ま
し
た
。
夏
の
「
眼
鏡
橋　

レ
イ
ン

ボ
ー
大
作
戦
」
で
は
１
０
０
０
個
の
7
色
の

風
船
を
県
重
要
文
化
財
で
も
あ
る
石
橋
か
ら

滝
の
よ
う
に
落
と
し
た
あ
と
、
川
面
に
浮
か

べ
て
虹
の
橋
を
つ
く
り
ま
し
た
。
秋
は
野
外

彫
刻
の
中
で
も
大
き
す
ぎ
て
視
線
が
上
に
い

か
ず
ほ
と
ん
ど
視
界
に
入
ら
な
い
野
外
彫
刻

を
虹
色
に
飾
り
付
け
て
目
立
た
せ
よ
う
と
す

る
「
羽
ば
た
け　

夢
の
つ
ば
さ
！
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
高
所
作
業
車
の
提
供
が
あ
る
な

ど
活
動
の
輪
は
民
間
企
業
も
巻
き
込
み
ま
し

た
。い

よ
い
よ
1
年
間
の
活
動
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
も
な
る
冬
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
楽
し

さ
を
す
べ
て
の
町
民
に
伝
え
た
い
と
思
っ
た

実
行
委
員
は
５
０
０
０
人
の
全
町
民
が
同
時

に
手
を
つ
な
ぐ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
実
施
を

検
討
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
実
現
は
困
難
で

し
た
。
そ
こ
で
考
え
だ
さ
れ
た
の
が
、
可
能

な
限
り
多
く
の
町
民
の
手
形
を
集
め
て
つ
な

ぎ
あ
わ
せ
美
術
館
内
の
壁
一
面
に
貼
る
と
い

う
「
津
奈
木
を
つ
な
げ
！
虹
の
橋
」
で
し
た
。

レ
イ
ン
ボ
ー
岡
山
氏
と
実
行
委
員
は
町
内
の

幼
稚
園
や
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
に
で
か
け
虹

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
7
色
の
画
用
紙
１
３
０
０

枚
に
１
３
０
０
人
分
の
手
形
を
集
め
、
町
内

◀「
津
奈
木
ハ
ー
ト
マ
ン
計
画
」

◀「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
光
と
風
の
回
廊
」
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外
で
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

2
年
目
は
山
の
木
々
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
光
と
風
の
回
廊
」。
こ
の

年
か
ら
平
成
24
年
ま
で
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
務
め
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
個
展
を
秋

に
開
催
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
秋

の
展
覧
会
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
実
行
委
員

や
一
般
参
加
者
が
美
術
作
品
そ
の
も
の
へ
の

興
味
を
も
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。
3
年
目
は

地
域
の
陶
土
を
使
っ
て
町
の
未
来
像
を
つ
く

り
出
す
「
大
地
の
メ
モ
リ
ア
」。
4
年
目
は

閉
校
と
な
っ
た
海
の
上
の
小
学
校
を
活
用
し

た
「
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
海
想
日
誌
」。
5
年

目
は
熊
本
県
立
劇
場
と
の
共
同
事
業
で
、
町

の
オ
ヤ
ジ
た
ち
が
結
成
し
た
オ
ヤ
ジ
ダ
ン

サ
ー
ズ
の
公
演
の
舞
台
美
術
を
町
民
が
つ
く

り
あ
げ
る
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
ハ
ー
ト
！

ア
ー
ト
！
パ
ラ
ダ
イ
ス
！
」。
６
年
目
と
な

る
平
成
26
年
は
耐
震
問
題
に
よ
り
立
ち
入
り

が
で
き
な
く
な
っ
た
海
の
上
の
旧
小
学
校
に

全
国
の
人
々
の
水
曜
日
の
物
語
を
集
め
て
転

送
に
よ
り
交
換
す
る「
赤
崎
水
曜
日
郵
便
局
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
い
ご
に

実
行
委
員
の
任
期
は
1
年
で
す
が
継
続

し
て
務
め
る
委
員
も
多
く
、
そ
の
周
囲
の
町

民
が
さ
ら
に
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
を
支

え
る
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
少
し
ず
つ
町

民
の
間
に
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
地
域
に
根
ざ
し
た
住
民
主
体
の
活
動
が

評
価
さ
れ
、
つ
な
ぎ
美
術
館
は
平
成
25
年
度

地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。

多
く
の
人
間
が
少
な
か
ら
ず
表
現
と
い

う
行
為
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
実
感

は
住
民
参
画
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
得
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
美
術
が

都
市
部
の
専
有
物
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
美
術
は
通
時
性
と
共
時
性
を
兼
ね

備
え
、
多
く
の
人
、
物
、
場
所
を
つ
な
ぐ
能

力
を
秘
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
つ
な
ぎ
美
術
館
は
、
展
覧
会
や

住
民
参
画
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
日
常
に
お
け
る
美
術
の
可
能
性
を
追
究
し

な
が
ら
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

�

津
奈
木
町
長　

西
川　

裕

（
平
成
26
年
1
月
13
日
付
第
2
8
6
5
号
）

◀「
大
地
の
メ
モ
リ
ア
」

◀「
T
S
U
N
A
G
I
ハ
ー
ト
！
ア
ー
ト
！

パ
ラ
ダ
イ
ス
！
」

▶「
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
海
想
日
誌
」

▶

「
赤
崎
水
曜
日
郵
便
局
」
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花
と
緑
と
水
の
ま
ち

三
股
町
の
概
要

三
股
町
は
、
宮
崎
県
の
南
西
部
に
広
が

る
都
城
盆
地
の
東
部
に
位
置
し
、
町
の
約

72
％
が
鰐
塚
山
系
に
囲
ま
れ
た
平
均
標
高

２
５
０
ｍ
の
台
地
で
す
。
そ
し
て
、
九
州
山

地
の
高
峰
、
高
千
穂
の
峰
を
は
る
か
西
に
望

み
、
東
は
鰐
塚
山
、
雪
が
峯
、
柳
岳
、
東
岳

の
４
つ
の
峰
が
連
な
る
鰐
塚
山
系
に
囲
ま
れ
、

こ
れ
ら
の
山
地
を
背
景
に
平
野
が
広
が
る
中
、

東
西
に
大
淀
川
の
支
流
「
沖
水
川
」
が
貫
流

し
て
い
る
自
然
豊
か
な
土
地
柄
で
す
。
町
の

人
口
は
、
２
５
、２
８
６
人
（
平
成
25
年
７

月
１
日
現
在
）
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で
唯

一
人
口
が
増
加
し
て
い
る
町
で
す
。
ま
た
、

15
歳
以
下
の
年
少
人
口
の
割
合
が
16
・
2
％

と
県
内
で
も
そ
の
割
合
は
一
番
高
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

歴
史
的
に
は
、
明
治
２
年
、
薩
摩
藩
士

で
弱
冠
35
歳
の
三み

島し
ま

通み
ち

庸つ
ね

公
が
都
城
の
地
頭

と
し
て
赴
任
し
、
三
股
建
設
の
大
事
業
を
起

こ
し
、
教
育
振
興
を
も
っ
て
開
拓
の
大
本
と

し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
荒
涼
と
し
た
原
野
で

あ
っ
た
山さ

ん

王の
う

原ば
る

地
区
を
こ
の
地
の
麓
と
定
め
、

縦
横
に
大
道
路
を
建
設
し
、
そ
し
て
近
隣
集

落
か
ら
70
戸
を
移
住
さ
せ
、
政
庁
と
学
校
を

建
設
し
ま
し
た
。
わ
ず
か
２
年
の
在
任
期
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
短
日
月
に
開
拓
整
備

し
た
も
の
は
多
く
、
三
股
発
展
の
礎
は
三
島

通
庸
公
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
明
治
22
年

の
村
制
施
行
に
よ
り
三
股
村
、
昭
和
23
年
に

三
股
町
と
な
り
、
平
成
25
年
で
町
制
施
行
65

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

本
町
の
基
幹
産
業
は
、
農
畜
産
業
で
あ

り
、
温
和
な
気
候
と
肥
沃
な
土
壌
が
生
み
出

す
農
畜
産
物
の
品
質
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
肉
用
牛
、ひ
な
、サ
ト
イ
モ
、ラ
ッ

キ
ョ
ウ
、
荒
茶
は
全
国
1
、
８
０
０
市
町
村

◀
売
り
切
れ
御
免
！
伊
根
の
ブ
リ
し
ゃ
ぶ

宮崎県  三
み

股
ま た

町
ち ょ う

三股町

現 地 レ ポ ー ト

ご当地キャラクター

「くいまーるじゃんかんくん」

▼都城盆地を一望できる上米公園。ソメイヨシノ500本が植えられている。
例年３月下旬から４月上旬に見頃となり、夜はライトアップされる。

NPO・住民ボランティア等との協働、
防災危機管理　関連施策
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の
中
で
も
１
０
０
位
以
内
に
入
る
産
出
額
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
特
に
肉
用
牛
に
お
い
て
は
、

平
成
24
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
和
牛
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
第
10
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
に
お
い
て
、
本
町
の
肥
育
牛

が
宮
崎
県
代
表
と
し
て
出
品
さ
れ
、
二
大
会

連
続
で
日
本
一
を
獲
得
す
る
な
ど
、
高
い
実

績
を
残
し
て
い
ま
す
。

文
教
の
ま
ち

三
股
町
に
は
、
小
学
校
６
校
、
中
学
校

１
校
が
あ
り
、
昔
か
ら
「
文
教
の
ま
ち
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
藩
政
時
代
、
薩
摩
藩
に

属
し
て
い
た
こ
の
地
域
で
は
、
郷ご

中じ
ゅ
う

教
育

と
呼
ば
れ
る
伝
統
的
な
教
育
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。「
郷ご

中じ
ゅ
う」

と
は
今
で
い
う

自
治
会
組
織
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
の
中

で
、
年
少
者
は
年
長
者
か
ら
武
芸
、
学
問
の

ほ
か
、
社
会
生
活
を
送
る
た
め
に
大
切
な
こ

と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
明
治
初
期
に
な
り
、

三
島
通
庸
は
郷
中
教
育
を
さ
ら
に
振
興
し
、

「
礼
儀
を
正
し
く
せ
よ
」
な
ど
の
教
育
が
徹

底
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
精
神
を
受
け
継

い
で
三
股
町
に
は
独
自
の
「
あ
い
さ
つ
」
が

あ
り
ま
す
。
登
校
時
に
は
感
謝
の
心
を
も
っ

て
校
門
で
一
礼
、
授
業
前
に
は
心
を
落
ち
着

け
て
黙
想
・
座
礼
を
し
ま
す
。
ま
た
、
無
言

清
掃
で
学
校
を
磨
く
と
と
も
に
、
心
を
磨
く

こ
と
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
３
の
付
く

日
を
「
み
ま
た
の
日
」
と
定
め
て
、「
み
ま

た
の
日
」
に
は
三
股
の
文
化
・
歴
史
な
ど
を

給
食
時
間
に
放
送
し
て
郷
土
を
愛
す
る
こ
こ

ろ
を
育
て
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
あ
い

さ
つ
」「
無
言
清
掃
」「
郷
土
学
習
」な
ど
、「
三

股
な
ら
で
は
」
の
理
念
を
も
と
に
義
務
教
育

課
程
の
９
年
間
を
通
し
て
、
継
続
し
た
一
貫

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
郷
土
学
習

に
つ
い
て
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

ふ
る
さ
と
を
想
い
、
大
切
に
す
る
心
を
育
て

る
た
め
、
伝
統
芸
能
を
各
学
校
で
練
習
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
人
々
が
学
校
を
通
し
て
教

え
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
大
人
を

結
び
つ
け
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ

し
く
こ
れ
が
学
校
と
家
庭
・
地
域
社
会
が
連

携
し
て
育
て
る「
文
教
み
ま
た
の
伝
統
教
育
」

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

平
成
22
年
11
月
24
日
、「
文
教
み
ま
た
子

ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
全
児

童
生
徒
（
約
2
、
６
０
０
名
）
が
三
股
町
の

伝
統
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
文
教
三
股
の
歴
史
と
伝
統
を
も
と
に
し

た
三
股
町
児
童
生
徒
憲
章
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。町

で
は
、
三
股
町
児
童
生
徒
憲
章
を
も

と
に
し
て
、
文
教
み
ま
た
に
ふ
さ
わ
し
い
子

ど
も
を
育
て
る
こ
と
で
、
人
間
性
豊
か
な
文

教
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
更
新
、
書
画
カ
メ
ラ
や
校
務
支
援
ソ
フ
ト

の
導
入
な
ど
教
育
の
情
報
化
も
進
め
て
い
ま

◀�

平
成
24
年
の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
見
事

　

日
本
一
に
輝
い
た
福
永
透
さ
ん
の
受
賞
報
告
。

▶
三
股
町
立
文
化
会
館
の
長
期
人
材
育
成
事
業
と

し
て
始
ま
っ
た
、小
学
生
か
ら
高
校
生
に
よ
る

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
み
ま
た
座
」。

　

９
期
生
本
公
演
の
様
子
。

▶
町
に
は
各
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
棒
踊
り
や

奴
踊
り
な
ど
が
あ
り
、今
も
子
ど
も
た
ち
へ
と

継
承
さ
れ
て
い
る
。写
真
は
梶
山
棒
踊
り
。
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す
。そ

の
ほ
か
、
地
域
に
お
け
る
創
造
的
で

文
化
的
な
表
現
活
動
の
た
め
の
環
境
づ
く
り

に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
公
立
文
化
施
設
と
し

て
、
三
股
町
立
文
化
会
館
が
財
団
法
人
地
域

創
造
に
よ
る
「
平
成
24
年
度
地
域
創
造
大
賞

（
総
務
大
臣
賞
）」
を
県
内
で
初
め
て
受
賞
し

ま
し
た
。
平
成
13
年
の
開
館
以
来
、
劇
団
こ

ふ
く
劇
場
と
連
携
し
、「
戯
曲
講
座
」「
演
劇

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
み
ま
た
座
」「
ま
ち
ド
ラ
」

「
開
館
10
周
年
記
念
演
劇
・
お
は
よ
う
、
わ

が
町
」
な
ど
を
実
施
し
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
も
、「
文
教
の
ま
ち
・
み
ま
た
」
の

意
気
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
み
ま
た

さ
ら
に
、
近
年
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や

競
技
ス
ポ
ー
ツ
等
、
様
々
な
面
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
図
る
た
め
、
平
成
22
年
度
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
町
民

一
人
一
人
が
、
健
康
で
充
実
し
た
生
涯
を
送

る
こ
と
や
ス
ポ
ー
ツ
水
準
の
向
上
を
目
的
に
、

子
ど
も
も
高
齢
者
も
、
町
民
誰
も
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢
、
身
体
、
目
的
に
応
じ

て
身
近
な
地
域
で
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

い
つ
ま
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
「“
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
み
ま

た
”
の
創
造
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
毎
年
夏
に
開
催
す

る
「
み
ま
た
町
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
」
で
は
、

自
治
公
民
館
対
抗
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
は
じ

め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、

卓
球
、
テ
ニ
ス
な
ど
、
計
16
種
目
を
行
い
、

千
人
を
超
え
る
参
加
者
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
持

久
走
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
大
会
と
し
て

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
持
久
走
の
部
に

は
、
男
子
の
部
、
女
性
の
部
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
部
な
ど
５
つ
の
部
門
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
レ
ー
ス
を
開
催
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部

門
で
は
三
股
町
の
自
然
や
景
観
を
楽
し
み
な

が
ら
参
加
者
全
員
が
７
㎞
の
道
を
歩
き
ま
す
。

さ
ら
に
、同
時
開
催
す
る
「
地
区
対
抗
駅
伝
」

で
は
、
９
つ
の
地
区
の
小
学
生
か
ら
一
般
ま

で
の
代
表
選
手
が
力
走
し
、
地
域
間
お
よ
び

世
代
間
の
交
流
促
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
も
、
平
成
24
年
に

10
人
立
ち
が
可
能
な
南
九
州
で
も
有
数
の
広

さ
を
誇
る
県
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

町
弓
道
場
を
新
設
す
る
な
ど
、「
ア
ス
リ
ー

ト
タ
ウ
ン
三
股
」
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

自
立
と
協
働
で
創
る
　
　
　
　
　

元
気
な
ま
ち
三
股

平
成
の
市
町
村
合
併
が
進
め
ら
れ
る
中
、

本
町
は
自
主
自
立
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

自
立
の
道
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、

経
済
・
産
業
の
環
境
変
化
、
価
値
観
の
多
様

化
、
地
方
分
権
の
進
展
や
地
方
の
財
政
状
況

の
悪
化
な
ど
町
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
ま
た

著
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社

会
環
境
の
変
化
や
町
民
の
要
望
を
踏
ま
え
、

さ
ら
に
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
町
民
と
行
政
、
企
業
、
各
種
団
体
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
主
体
が
互
い
に
連
携
し
、

協
働
の
意
識
を
も
つ
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考

え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
で
は

「
自
立
と
協
働
で
創
る　

元
気
な
ま
ち　

三

股
」
を
実
現
す
る
た
め
、
町
役
場
と
町
民
が

お
互
い
に
創
意
工
夫
し
な
が
ら
連
携
協
力
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
ル
ー
ル
と
し
て
「
三

▶
こ
と
し
の
町
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
の
様
子

（
新
弓
道
場
に
て
）。

▶「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
み
ま
た
」で
清
掃
作
業
を

行
う
参
加
者
の
皆
さ
ん
。
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股
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、

平
成
25
年
６
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
も
、
町
民
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
と
し
て
、
皆
で
つ
く
る
「
ま
ち
」
を
目
指

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

毎
年
７
月
に
は
町
内
一
斉
の
環
境
美
化

活
動
で
あ
る
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
み
ま
た
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個
人
で
参
加
さ
れ
る

方
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
各
種
民

主
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
が
参
加
し
、

町
内
を
流
れ
る
沖
水
川
の
河
川
敷
や
公
園
の

ご
み
拾
い
な
ど
、
各
地
域
で
清
掃
を
行
い
ま

す
。
平
成
25
年
度
も
７
月
７
日
に
開
催
し
、

67
団
体
９
５
０
名
が
参
加
し
、
約
５
ト
ン
も

の
ご
み
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
１
回
の
清
掃

作
業
で
、
毎
回
数
ト
ン
の
ご
み
が
集
め
ら
れ
、

参
加
者
は
ご
み
の
多
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、

力
を
あ
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
る
一
日
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
は
多
く
の
自
主
活
動
グ

ル
ー
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。

上か
み

米よ
ね

地
区
の
20
代
か
ら
30
代
の
若
者
を

中
心
に
構
成
さ
れ
る
「
上
米
棒
踊
り
若
武
者

会
」
は
、
三
股
町
の
桜
の
名
所
で
あ
る
上
米

公
園
に
冬
に
も
“
サ
ク
ラ
”
を
咲
か
そ
う
と

平
成
20
年
よ
り
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
」
と
い
う
若
者
た
ち
の
一
途
な
想
い
で
始

ま
っ
た
こ
の
試
み
は
、
地
域
の
協
力
で
徐
々

に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
、
輝
き
を
増

し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
が
増
え
る
中
、
学

校
の
み
な
ら
ず
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
見

守
り
、
安
全
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
動
き
は

全
国
的
に
も
広
が
り
を
み
せ
る
中
、
勝
岡
小

学
校
地
区
み
ま
も
り
隊
は
平
成
17
年
に
発
足

し
ま
し
た
。
以
来
、
児
童
の
登
下
校
時
の
見

守
り
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
同
地
区
か
ら

始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、
現
在
、
町
内
の
小

学
校
区
全
６
校
区
で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

町
内
の
防
犯
意
識
の
高
揚
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。読

み
聞
か
せ
を
通
し
て
地
域
の
人
々
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
「
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
お
お
き
な
木
」
や
、
町

の
中
心
地
で
あ
る
「
み
ま
た
ん
え
き
（
三
股

駅
）」
周
辺
地
域
に
賑
わ
い
を
再
生
さ
せ
よ

う
と
様
々
な
想
い
を
も
っ
て
結
集
し
た
有
志

た
ち
（
通
称
「
え
き
に
ぎ
」）、
独
居
高
齢
者

や
認
知
症
高
齢
者
を
見
守
る
近
隣
の
商
店
や

宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
急
な
残
業
や
保
護

者
の
病
気
な
ど
少
し
の
間
子
ど
も
を
み
て
て

ほ
し
い
と
い
う
時
な
ど
に
住
民
同
士
で
助
け

合
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
互
い
に
認
め
合
い

支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

行
政
と
し
ま
し
て
も
、
毎
年
、
地
区
別
、

自
治
公
民
館
別
に
町
民
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ

て
も
ら
い
、
座
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

町
の
重
点
施
策
、
各
事
業
概
要
の
説
明
、
地

域
の
実
情
を
把
握
し
な
が
ら
、
意
見
・
提
言

を
聴
く
こ
と
で
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
よ
う
進
め

て
い
ま
す
。

今
後
も
「
自
立
と
協
働
で
創
る　

元
気

な
ま
ち
三
股
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
の
対
話
・
交
流
を
行
い
な
が
ら
、

町
民
目
線
で
町
民
参
画
の
も
と
、
町
政
に
果

敢
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

三
股
町
長　

木
佐
貫　

辰
生

（
平
成
25
年
8
月
26
日
付
第
2
8
5
1
号
）

◀�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
読
み
聞
か
せ
を
行

う「
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
お

お
き
な
木
」

▶�

三
股
駅
周
辺
地
域
に
に
ぎ
わ
い
を
再
生
さ
せ
よ

う
と
集
結
し
た
グ
ル
ー
プ（
通
称「
え
き
に

ぎ
」）と
公
募
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
創
り
あ

げ
た「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
♥
み
ま
た
ん
え

き
」。昨
年
は
8
、
0
0
0
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル

に
明
か
り
が
と
も
っ
た
。
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「
国
道
、鉄
道
、上
水
道
」が
な
い
が

「
北
海
道
」が
あ
る

1
、
は
じ
め
に

3
つ
の
道
「
国
道
、
鉄
道
、
上
水
道
」

が
な
い
が
、
他
の
都
府
県
に
は
絶
対
に
な
い

大
き
な
道
「
北
海
道
」
が
あ
る
と
自
慢
し
て

い
る
の
が
、
写
真
文
化
首
都
を
宣
言
し
た

「
写
真
の
町
」
東
川
町
で
あ
る
。
中
心
市
街

地
か
ら
車
で
旭
川
空
港
へ
10
分
、
旭
山
動
物

園
へ
15
分
、
北
海
道
と
東
北
地
域
で
第
３
の

人
口
を
抱
え
る
旭
川
市
へ
30
分
、
北
海
道
最

高
峰
大
雪
山
旭
岳
（
２
２
９
１
ｍ
）
へ
は
40

分
、
と
北
海
道
の
中
で
も
最
も
条
件
の
良
い

と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

北
海
道
で
3
つ
の
道
が
な
い
と
聞
く
と
、
馬

と
鹿
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
の
で
は
（
こ
れ
で

は
本
当
に
馬
鹿
し
か
い
な
い
）
と
想
像
す
る

人
も
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
こ
10
年
間
で

３
５
０
人
程
度
増
え
、
現
在
は
人
口
約
７
、

９
０
０
人
で
あ
る
。（
別
表
１ 

人
口
の
推
移

参
照
）

2
、「
写
真
の
町
」
宣
言

昭
和
60
年
、
元
町
長
中
川
音
冶
と
議
会

は
「
写
真
の
町
」
条
例
を
制
定
し
、
写
真
文

化
と
国
際
交
流
を
通
じ
て
、
世
界
に
開
か
れ

た
自
然
と
文
化
が
調
和
し
、
潤
い
と
活
力
に

満
ち
た
町
づ
く
り
を
目
指
し
て「
写
真
の
町
」

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た「
ひ
が
し
か
わ
株
主
制
度
」～「
写
真
の
町
」東
川
町

◀

国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
授
賞
式

北海道  東
ひ が し

川
か わ

町
ち ょ う

東川町

現 地 レ ポ ー ト

▲

東川町を舞台に全国の頂点を目指す高校生たちの熱い闘いが繰り広げられた写真甲子園2011
町村独自のまちづくり施策
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を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
以
来
、
写
真
の
町

の
証
と
し
て
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、

ま
た
平
成
６
年
か
ら
は
全
国
の
高
校
生
を
対

象
と
し
た
写
真
甲
子
園
を
実
施
し
て
き
て
い

る
。
こ
の
間
、
写
真
文
化
に
関
わ
る
企
業
関

係
者
や
写
真
関
係
者
と
の
人
脈
形
成
が
図
ら

れ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
平
成
26
年
３
月

に
は
、
写
真
文
化
と
世
界
の
人
々
を
繋
ぐ
役

割
を
担
う
こ
と
を
決
意
し
、「
写
真
文
化
首

都
」
を
宣
言
し
た
。

3
、
単
独
自
立
へ
の
道
を
選
択

平
成
14
年
か
ら
16
年
頃
に
か
け
て
合
併

の
議
論
が
広
く
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
東
川

町
は
平
成
15
年
に
単
独
自
立
の
道
を
選
択
し
、

「
受
身
姿
勢
」
か
ら
「
積
極
姿
勢
」
に
意
識

を
変
え
、
町
の
素
晴
ら
し
い
条
件
を
生
か
し

た
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

公
務
員
は
評
論
家
で
は
な
く
、
住
民
福
祉
向

上
を
実
現
す
る
立
場
で
何
を
す
る
か
問
う
自

覚
が
必
要
と
、
自
ら
の
意
識
を
変
え

（C
hange

）、
目
標
に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る 

（C
hallenge

） 

積
極
的
姿
勢
を
も
ち
、
好

機
（C

hance

）
を
逃
が
す
こ
と
な
く
施
策

の
実
現
に
当
た
る
、と
い
う
3
つ
の
“C

ha”

「C
h
an

ge

、C
h
allen

ge

、C
h
an

ce

」

の
「
動
く
」
精
神
で
頑
張
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
動
き
の
中
で
、
君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
ユ
ニ
ー
ク
な
婚
姻
届
（
後
述
）、
中

学
校
の
木
製
の
椅
子
と
机
、
子
育
て
支
援
環

境
の
充
実
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の

支
援
、M

ontbell

の
誘
致
な
ど
が
具
現
化

し
て
い
る
。
ま
た
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
が

郷
土
愛
を
育
む
教
育
環
境
の
整
備
を
図
る
計

画
で
あ
る
。

4
、
ひ
が
し
か
わ
株
主
制
度

（
詳
し
く
は
「
写
真
の
町
北
海
道
上
川
郡

東
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
ひ
が
し
か
わ
株

主
』」
を
ご
参
照
）

ア
、���

動
機
「
人
口
１
０
、０
０
０
人
未
満

は
合
併
!?
」

当
時
、
市
町
村
合
併
議
論
は
人
口
規
模

の
多
寡
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化

に
よ
り
日
本
全
体
の
人
口
減
少
が
進
行
す
る

中
で
、
農
村
地
域
で
の
人
口
減
少
は
一
層
の

加
速
化
が
進
み
、
農
村
の
発
展
・
成
長
は
否

定
的
で
あ
り
、
人
口
１
０
、０
０
０
人
未
満

の
町
は
合
併
し
な
け
れ
ば
地
方
交
付
税
が
大

幅
に
減
額
さ
れ
財
政
破
綻
す
る
と
捉
え
ら
れ

て
い
た
。「
大
変
だ
、
大
変
だ
」
と
叫
ぶ
だ

け
で
、
問
題
解
決
に
向
け
た
動
き
が
止
ま
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

町
の
歴
史
は
明
治
28
年
に
始
ま
り
、
高
々

◀
君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
（
椅
子
は
2
0
1
2
モ
デ
ル
）

◀
平
成
24
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「M
ontbell

シ
ョ
ッ
プ
」

◀

大
雪
山
の
主
峰「
旭
岳
」

◀

田
園
風
景
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１
２
０
年
ほ
ど
で
、
先
人
開
拓
者
は
私
た
ち

の
想
像
を
遥
か
に
超
え
た
厳
し
い
過
酷
な
労

働
環
境
の
中
、
不
撓
不
屈
の
精
神
で
頑
張
り

今
日
の
礎
を
築
い
た
の
で
あ
る
。
単
に
人
口

が
少
な
い
、
地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る
だ

け
の
事
由
に
よ
っ
て
合
併
す
る
こ
と
が
、
本

当
に
住
民
福
祉
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
か
と
、

疑
問
を
多
く
の
町
民
が
持
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
単
独
自
立
の
人
口
限
界
が

１
０
、０
０
０
人
、
こ
の
人
口
未
満
で
あ
れ

ば
強
制
的
な
合
併
と
な
る
と
か
、
特
例
的
な

町
村
と
な
り
相
当
の
権
限
は
な
く
な
る
な
ど

の
情
報
が
入
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

町
づ
く
り
の
中
で
の
人
口
と
は
一
体
何

で
あ
ろ
う
か
。

イ
、
交
流
人
口
を
人
口
に
加
算　

「
写
真
の
町
」
事
業
を
担
当
し
て
い
た
職

員
は
異
口
同
音
に
「『
写
真
の
町
』
宣
言
20

年
で
築
い
て
き
た
人
脈
が

あ
る
」
と
常
に
言
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
も
し
町
の

規
模
が
人
口
１
０
、０
０
０

人
を
基
準
と
し
て
示
さ
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
人
口
の

定
義
の
中
に
交
流
人
口
を

加
え
て
抗
弁
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
交
流
人
口
を
町
民
と
し

て
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る

の
か
、
か
つ
一
定
の
町
づ

く
り
を
担
う
負
担
の
証
が

で
き
る
仕
組
み
作
り
を
税

務
職
員
な
ど
へ
指
示
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

町
の
人
口
目
標
を
定
住

人
口
８
、０
０
０
人
、
今
ま

で
の
人
脈
な
ど
を
生
か
し

た
交
流
人
口
２
、０
０
０
人
、

合
わ
せ
て
１
０
、０
０
０
人
と
な
る
よ
う
に

考
え
て
い
た
。
仮
に
「
東
川
町
さ
ん
、
人
口

は
１
０
、０
０
０
人
未
満
で
す
よ
ね
」
と
問

わ
れ
た
時
、「
い
や
い
や
、
私
た
ち
に
は
応

援
し
て
く
れ
る
町
民
も
い
て
１
０
、０
０
０

人
で
す
」
と
主
張
し
よ
う
と
…
。
し
か
し
、

あ
り
が
た
い
こ
と
に
こ
の
よ
う
な
機
会
は
来

て
い
な
い
。

ウ
、
ふ
る
さ
と
納
税
か
ら
の
発
想

職
員
か
ら
は
な
か
な
か
提
案
に
至
ら
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
交
流
人
口
の
負
担
を
ど
の

よ
う
な
形
に
す
る
の
が
良
い
の
か
、
新
税
的

な
も
の
か
、
協
力
金
か
、
…
な
ど
で
あ
る
。

私
も
当
時
の
総
務
省
税
務
当
局
に
「
新
税
の

可
能
性
に
つ
い
て
訪
問
し
て
直
接
教
示
を
願

い
た
い
」
と
電
話
で
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

「
北
海
道
庁
へ
行
っ
て
相
談
し
て
く
れ
、
全

国
に
３
、０
０
０
以
上
の
市
町
村
が
あ
り
、

い
ち
い
ち
相
談
に
付
き
あ
え
な
い
」
と
い
う

返
事
が
返
っ
て
き
た
が
、
当
局
は
実
に
冷
た

い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
た
。
数
年
の
検
討
を
経

て
、
平
成
21
年
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
、
若
手
職
員
の
中
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
さ
せ
、
一
気
に
実

現
化
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。

エ
、�
な
ぜ
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
は
な

く
「
ひ
が
し
か
わ
株
主
」

町
長
就
任
中
（
平
成
17
年
）、
職
員
か
ら

東
京
の
民
間
会
社
へ
研
修
に
派
遣
し
て
ほ
し

い
と
申
し
出
が
あ
り
、
3
か
月
間
派
遣
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
様
々
な
刺
激
を
受
け
て
き

た
よ
う
で
あ
る
。

研
修
後
、
東
京
で
の
深
夜
Ｔ
Ｖ
を
見
て

平
成
18
年
に
は
全
国
初
と
な
る
婚
姻
届
や
出

生
届
に
つ
い
て
本
人
の
控
え
を
家
族
の
宝
物

と
し
て
保
管
で
き
る
仕
組
み
を
実
行
し
た
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
藤
本
や
す
し
氏
と
提
携
し
て

実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
話
が
外
れ
た
が
、

研
修
中
に
民
間
会
社
の
株
主
優
待
な
る
も
の

を
学
び
、
行
政
な
ど
の
中
に
も
応
用
で
き
な

い
か
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
若
手
職

員
と
議
論
の
結
果
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」を「
ひ

が
し
か
わ
株
主
」
と
呼
び
、
展
開
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。「
税
」
と
い
う

言
葉
は
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
強
制
力
の
よ

う
な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
自
主
性
を
感
じ

な
い
が
、「
株
」
は
投
資
に
よ
っ
て
投
資
先

の
成
長
や
発
展
が
楽
し
み
に
な
り
、
参
加
し

て
い
る
意
識
も
高
ま
る
と
い
う
発
想
で
、
遊

び
心
が
あ
り
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

5
、
投
資
し
た
使
途

投
資
い
た
だ
い
た
も
の
を
何
に
充
当
す

る
か
が
議
論
と
な
っ
た
が
、
最
終
的
に
直
接

町
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
は
な

く
、
株
主
や
国
民
の
便
益
を
向
上
さ
れ
る
も

の
を
優
先
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
町
民
の
福

▼本人の控えを家族の宝として保管できる、出生届（左）婚姻届（右）
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祉
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
た
。「
ひ
が

し
か
わ
株
主
条
例
」
を
平
成
20
年
6
月
議
会

で
議
決
し
、
特
別
町
民
の
登
録
と
投
資
に
よ

る
事
業
区
分
を
次
の
通
り
定
め
て
い
る
。

⑴
写
真
の
町
振
興
事
業
、
⑵
子
ど
も
達

の
育
成
事
業
、
⑶
自
然
景
観
と
環
境
事
業
、

⑷
人
に
優
し
い
交
流
事
業

具
体
的
に
は
⑴
関
連
で
は
「
写
真
ア
ー

カ
イ
ブ
ス
事
業
」
と
「
オ
ー
ナ
ー
ズ
ハ
ウ
ス

建
設
事
業
」
で
、
オ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
株
主

な
ど
が
東
川
町
に
家
族
や
友
人
な
ど
と
滞
在

で
き
る
ハ
ウ
ス
の
整
備
で
あ
る
。　

⑵
で
は

大
雪
山
で
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
や
複

合
競
技
に
頑
張
っ
て
い
る
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
育
成
事
業
」
で
あ
る
。
⑶
と
⑷
で
は
Ｅ

ｃ
ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
水
と
環
境
を

守
る
森
づ
く
り
事
業
」
で
は
株
主
と
の
交
流

を
図
り
な
が
ら
大
切
な
水
資
源
を
保
護
す
る

た
め
の
植
林
活
動
を
展
開
し
、
ま
た
「
自
然

散
策
路
整
備
事
業
」
と
し
て
国
立
公
園
内
の

散
策
路
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
平
成

23
年
か
ら
は
平
成
26
年
に
東
川
町
が
開
拓

１
２
０
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
記
念
事
業
を

追
加
し
、
北
海
道
が
生
ん
だ
世
界
的
な
彫
刻

家
安
田
侃
作
品
の
展
示
実
現
に
向
け
て
の
整

備
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
株
主

と
地
元
農
業
者
を
結
ぶ
オ
ー
ナ
ー
ズ
フ
ァ
ー

ム
も
始
ま
っ
て
い
る
。

6
、
今
後
の
展
開

現
在
、
株
主
と
投
資
額
は
別
表
２
の
通

り
で
あ
る
が
、
２
、０
０
０
人
の
目
標
達
成

と
合
わ
せ
て
海
外
の
人
々
も
特
別
町
民
と
す

る
よ
う
な
取
組
み
も
検
討
が
始
ま
り
、
既
に

数
名
は
株
主
と
な
っ
て
い
る
。

本
町
で
は
専
門
学
校
な
ど
と
提
携
し
て

ア
ジ
ア
地
域
の
人
々
を
対
象
と
し
た
「
日
本

語
と
日
本
文
化
体
験
学
校
」
を
開
設
し
て
お

り
、
当
該
学
生
な
ど
と
も
連
携
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
よ
る
観
光
振
興
を
目
指
し
て
い

る
。
ロ
ー
カ
ル
な
人
々
と
の
交
流
を
重
視
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
国
際
観
光
田
園
づ
く
り
を
目

指
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

「
写
真
の
町
」
東
川
町
長　

松
岡　

市
郎

（
平
成
24
年
７
月
16
日
付
第
２
８
０
７
号
）

年度 登録者数 投資額累計
2009年 415件 11,651,000円 ３月末
2010年 881件 22,645,000円 ３月末
2011年 1,276件 29,867,000円 ３月末
2012年 1,867件 45,126,000円 ５月末

年度 人口
1972年 7,875人
1982年 7,813人
1992年 7,192人
2002年 7,558人
2012年 7,898人

別表２　ひがしかわ株主登録者数

別表１　人口の推移
（住民基本台帳
各年5月末登録者数）

◀

水
資
源
を
確
保
す
る
た
め
の
植
林
活
動

◀

株主と地元農業者を結ぶオーナーズファーム
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「
風
の
岬
・
龍
飛
」で
の
挑
戦外

ヶ
浜
町
の
概
要

外
ヶ
浜
町
は
、
平
成
17
年
３
月
28
日
に
、

「
旧
蟹
田
町
」、「
旧
平
舘
村
」、「
旧
三
厩
村
」

が
合
併
し
た
町
で
、
青
森
県
津
軽
半
島
の
北

東
部
に
位
置
（
東
経
１
４
０
度
38
分
、
北
緯

41
度
２
分
）
し
て
い
ま
す
。

東
は
陸
奥
湾
に
面
し
、
西
は
中
山
山
脈

を
隔
て
て
北
津
軽
郡
の
市
町
村
が
隣
接
。
南

は
蓬
田
村
と
隣
接
し
、
北
は
今
別
町
を
ま
た

い
で
本
半
島
最
北
端
の
三
厩
地
区
が
あ
り
、

津
軽
海
峡
を
隔
て
て
北
海
道
と
相
対
。
東
西

約
27
㎞
、
南
北
約
25
㎞
、
総
面
積
２
２
９
・

92
㎢
。
津
軽
国
定
公
園
龍
飛
崎
を
は
じ
め
、

風
光
明
媚
な
景
観
の
観
光
資
源
や
固
有
の
伝

統
文
化
行
事
等
を
受
け
継
ぎ
、
海
と
山
と
川

の
恵
み
と
と
も
に
生
き
る
町
で
す
。

龍
飛
崎
に
お
け
る　
　
　
　
　

交
流
人
口
対
策
の
課
題

龍
飛
崎
は
、
平
成
22
年
に
全
線
開
通
し

た
東
北
新
幹
線
新
青
森
駅
の
あ
る
青
森
市
を

ベ
ー
ス
と
し
た
津
軽
半
島
周
遊
ル
ー
ト
で
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
観
光
エ
リ
ア
で
す
。
風

光
明
媚
で
雄
大
な
自
然
景
観
を
誇
り
、
県
内

有
数
の
観
光
地
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
、
本

県
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昭
和
50
年
３

月
に
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
青
函

ト
ン
ネ
ル
基
地
の
ほ
か
義
経
渡
海
伝
説
や
演

歌
の
名
曲
「
津
軽
海
峡
冬
景
色
」
に
歌
わ
れ

る
な
ど
全
国
的
な
知
名
度
も
高
く
な
り
ま
し

～
津
軽
半
島 

彩 

北
端 

龍
飛
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
事
業
～

外ヶ浜町町章

◀

龍飛埼灯台

青森県  外
そ と

ヶ
が

浜
は ま

町
ま ち

外ヶ浜町

現 地 レ ポ ー ト

▲

風光明媚な龍飛崎
町村独自のまちづくり施策
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た
。
し
か
し
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
完
成

と
と
も
に
人
口
が
激
減
す
る
等
、
大
き
な
環

境
の
変
化
に
さ
ら
さ
れ
、
昭
和
63
年
の
Ｊ
Ｒ

津
軽
海
峡
線
開
業
か
ら
わ
ず
か
20
年
足
ら
ず

で
、
交
流
人
口
対
策
面
で
様
々
な
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
東
北
新
幹
線
新
青
森
駅
開
業

及
び
来
た
る
べ
き
北
海
道
新
幹
線
（
仮
称
）

奧
津
軽
駅
（
隣
町
：
今
別
町
）
の
開
業
が
新

た
な
交
流
人
口
増
加
の
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、

「
風
の
岬
・
龍
飛
」
で
新
た
な
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

１�

龍
飛
崎
で
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
挑
戦

⑴
風
力
発
電

「
豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
と
「
地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
が

躍
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
当
町
の

第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
㈱
津
軽
半
島
エ
コ
エ

ネ
が
事
業
主
体
と
な
り
、
平
成
23
年
６
月
に

は
、
年
間
平
均
風
速
が
約
10
ｍ
／
Ｓ
以
上
と

い
う
「
風
の
岬
・
龍
飛
」
の
地
域
資
源
で
あ

る
強
風
を
生
か
し
て
、
自
然
環
境
と
共
生
す

る
「
竜
飛
風
力
発
電
所
」
が
２
基
完
成
し
ま

し
た
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
推
進
は
、
こ

れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
高
ま
る
電
力
需
要
や
温

室
効
果
ガ
ス
等
の
影
響
に
よ
る
地
球
温
暖
化

な
ど
の
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
重
要

で
あ
る
ほ
か
、
地
域
の
活
性
化
や
産
業
の
振

興
、
環
境
教
育
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
く

可
能
性
を
多
い
に
秘
め
て
い
ま
す
。

㈱
津
軽
半
島
エ
コ
エ
ネ
で
は
、
青
森
県

内
の
地
元
企
業
と
し
て
は
初
め
て
大
規
模
商

業
発
電
事
業
（
２
千
k
W
以
上
）
に
参
入
し

て
お
り
、「
竜
飛
風
力
発
電
所
」
に
今
回
導

入
し
た
風
力
発
電
機
の
検
証
を
進
め
な
が
ら

規
模
拡
張
を
視
野
に
入
れ
取
り
組
み
を
模
索

し
て
い
ま
す
。⑵

小
水
力
発
電

龍
飛
崎
と
い
え
ば
、
昭
和
63

年
に
開
通
し
た
本
州
と
北
海
道

を
結
ぶ
「
青
函
ト
ン
ネ
ル
」
の

工
事
現
場
の
舞
台
と
な
っ
た
こ

と
は
有
名
な
話
で
す
。
こ
の
青

函
ト
ン
ネ
ル
内
の
湧
水
は
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
が
地
上
へ
く
み
上
げ

て
排
水
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

そ
の
排
水
を
利
用
し
て
、「
龍
飛
地
区
小
水
力

発
電
所
」
を
建
設
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新

た
な
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
発
電
さ

れ
た
電
力
は
、
周
辺
に
あ
る
龍
飛
崎
シ
ー
サ

イ
ド
パ
ー
ク
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
ケ
ビ
ン
ハ
ウ

ス
の
電
力
と
し
て
自
家
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。

２�

龍
飛
崎
で
の
文
化
遺
産
へ
の
挑
戦

龍
飛
崎
は
、
実
は
文
化
面
で
ゆ
か
り
が

深
い
場
所
で
す
。
津
軽
半
島
最
北
端
と
い
う

旅
情
を
掻
き
立
て
る
景
観
か
ら
、
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
す
。
吉
田
松
蔭
詩
碑
や
大
町

桂
月
文
学
碑
の
ほ
か
、
歌
手
・
石
川
さ
ゆ
り

の
「
津
軽
海
峡
冬
景
色
」
で
全
国
的
に
龍
飛

崎
の
地
名
が
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、「
津
軽
海
峡
冬
景
色
歌
謡
碑
」
が
既

に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
に
、
観
光
客
と
地
元
の
人
が

交
流
で
き
る
拠
点
施
設
と
し
て
、
龍
飛
岬
観

光
案
内
所
「
龍
飛
館
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

『「
今
夜
は
、
こ
の
本
州
の
北
端
の
宿
で
、

一
つ
飲
み
明
か
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
。」「
こ

り
ゃ
、
い
か
ん
。
今
夜
は
、
僕
は
酔
う
ぞ
。

い
い
か
。
酔
っ
て
も
い
い
か
。」「
か
ま
わ
な

い
と
も
。
僕
も
今
夜
は
酔
う
つ
も
り
だ
。
ま
、

ゆ
っ
く
り
や
ろ
う
。」』（
太
宰
治
　
小
説
「
津

軽
」
よ
り
引
用
）
と
、
太
宰
一
行
が
宿
泊
し

た
宿
と
し
て
知
ら
れ
る
「
旧
奥
谷
旅
館
」（
平

成
11
年
廃
業
）
が
、
土
地
・
建
物
の
所
有
者

か
ら
町
へ
無
償
譲
渡
さ
れ
、「
龍
飛
岬
観
光

案
内
所　

龍
飛
館
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
宿
は
、
か
つ
て
、
観
光
客
は
も
と

◀

㈱
津
軽
半
島
エ
コ
エ
ネ
の
風
力
発
電
機

▼

石川さゆりの「津軽海峡冬景色」歌謡碑

▼

龍飛地区小水力発電所
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よ
り
、
数
多
く
の
作
家
や
画
家
が
逗
留
し
た

宿
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
宿
帳
に
は
津
軽

三
味
線
の
大
家
・
高
橋
竹
山
の
ほ
か
、
太
宰

治
（
作
家
）、
棟
方
志
功
（
版
画
家
）
等
の

名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
品
と
し
て
、
多
く
の
著
名
人
が
し

た
た
め
た
色
紙
や
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
太
宰
治
が
小
説
「
津
軽
」
執
筆
の
折
、

親
友
Ｎ
君
と
投
宿
し
た
部
屋
を
復
元
公
開
し

て
い
ま
す
。

３�

龍
飛
崎
で
の
イ
ベ
ン
ト
へ

の
挑
戦

⑴
龍
飛
海
峡
ま
つ
り

津
軽
海
峡
の
本
マ
グ
ロ
は
、
龍
飛
崎
沖

が
最
高
の
漁
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的

な
マ
グ
ロ
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
は
、
青
森
県

の
「
大
間
マ
グ
ロ
」
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
存

在
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
外
ヶ
浜
町
で
水
揚

げ
さ
れ
る
本
マ
グ
ロ
も
、
味
は
負
け
な
い
も

の
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
化
で
大

事
な
こ
と
は
、
ま
ず
は
地
元
の
人
が
地
元
の

食
材
に
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。
津

軽
海
峡
の
本
マ
グ
ロ
は
、
水
揚
げ
後
、
築
地

市
場
へ
出
荷
さ
れ
、
な
か
な
か
地
元
の
人
の

口
に
入
ら
な
い
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、「
龍

飛
海
峡
ま
つ
り
」（
９
／
23
開
催
）
を
企
画
し
、

マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
龍
飛

崎
は
、
観
光
客
も
多
く
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
内
外
の
人
に
津
軽
海
峡
の
海
の
恵
み
を
是

非
味
わ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

地
元
漁
協
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
等
と

の
連
携
を
深
め
、
龍
飛
な
ら
で
は
の
地
元
値

段
で
提
供
で
き
る
新
鮮
な
山
海
の
幸
を
活
か

し
た
食
材
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
、
津
軽
海
峡

本
マ
グ
ロ
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
水
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
新
た
な
販
売
促
進
及
び
販

路
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

⑵
太
宰
治
の
歩
い
た
道
を
走
る

　「
龍
飛
・
義
経
マ
ラ
ソ
ン
」

平
成
24
年
で
４
回
目
を
数
え
る
マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
、
単
な
る
健
康
増
進
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
で
は
な
く
、
外
ヶ
浜
町
の
観
光
資
源
Ｐ

Ｒ
を
含
め
た
外
ヶ
浜
町
の
知
名
度
向
上
を
目

指
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
景
勝
地
・
龍
飛

崎
を
ス
タ
ー
ト
し
、
義
経
渡
海
伝
説
の
舞
台

と
な
っ
た
三
厩
地
区
の
歴
史
・
ロ
マ
ン
が
あ

ふ
れ
る
風
景
を
走
り
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら

い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
町
民
が
総

出
で
お
も
て
な
し
交
流
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

伝
統
芸
能
で
あ
る
「
三
厩
荒
馬
」
や
郷
土
料

理
「
若
生
コ
ン
ブ
の
お
に
ぎ
り
」
を
食
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
外
ヶ
浜
ら
し
い
心
の
こ

も
っ
た
お
も
て
な
し
が
人
気
で
、
少
し
ず
つ

で
す
が
参
加
者
も
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
外
ヶ
浜
町
か
ら　

メ
ッ
セ
ー
ジ

本
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
主
に
龍
飛
崎
を
中

心
に
し
た
新
た
な
挑
戦
を
メ
イ
ン
に
記
述
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
龍
飛
崎
以
外
に

も
多
く
の
観
光
資
源
が
皆
様
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

美
し
さ
だ
け
で
は
な
い
、
楽
し
さ
だ
け

で
も
な
い
、
外
ヶ
浜
の
旅
は
「
風
趣
（
ふ
う

し
ゅ
）」
の
旅
情
。
味
わ
う
ほ
ど
に
趣
き
が

増
す
、
こ
こ
ろ
旅
。
い
ろ
ん
な
外
ヶ
浜
町
の

「
風
」
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
気
ま
ま
な
旅
を

感
じ
て
く
だ
さ
い
。
ご
来
町
を
、
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

政
策
推
進
課
班
長　

坂
井　

克
仁

（
平
成
24
年
９
月
24
日
付
第
２
８
１
４
号
）

▼

龍飛岬観光案内所「龍飛館」

◀

龍
飛
海
峡
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー

▼

龍飛・義経マラソン　ゴール風景

▼

青函トンネル記念館
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自
然
と
調
和
し
た
ま
ち　

持
続
可
能
な
ま
ち　

菰
野
町

菰
野
町
の
概
要

菰
野
町
は
、
三
重
県
の
北
部
に
位
置
し
、

南
と
東
は
四
日
市
市
、
北
は
い
な
べ
市
、
西

は
鈴
鹿
山
脈
の
分
水
嶺
を
境
に
滋
賀
県
と
接

し
、
町
の
面
積
は
東
西
13
㎞
、
南
北
10
・
６

㎞
の
１
０
７
・
28
㎢
で
あ
り
、
面
積
の
約
４

割
に
あ
た
る
西
側
部
分
は
、
鈴
鹿
山
脈
の
主

峰
、
御
在
所
岳
を
有
す
る
鈴
鹿
国
定
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
は
、
国
指
定
の

特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

の
生
息
地
で
あ
り
、
県
指
定
の
天
然
記
念
物

で
あ
る
ブ
ナ
の
原
始
林
が
広
が
る
な
ど
、
学

術
的
に
も
貴
重
な
動
植
物
が
多
数
生
息
す
る

生
物
多
様
性
の
宝
庫
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

22
年
に
愛
知
県
・
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た

生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
10
）
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
体
験
型

の
見
学
会
）
の
場
と
し
て
も
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
鈴
鹿
山
脈
を
源
流
と
す
る
流
れ
が
集
ま

り
朝
明
川
、
三
滝
川
と
い
う
２
つ
の
河
川
と

な
り
、
平
野
部
に
ゆ
る
や
か
な
丘
陵
地
と
扇

状
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
三
滝
川
流
域
に

は
菰
野
・
千
種
・
鵜
川
原
地
区
が
あ
り
、
朝

明
川
流
域
に
は
、
朝
上
・
竹
永
地
区
が
広
が

り
、
５
地
区
で
町
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
人

口
は
、
約
４
１
、０
０
０
人
、
世
帯
数
は
約

１
５
、０
０
０
世
帯
の
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

そ
の
豊
か
な
土
壌
に
は
美
し
い
田
園
や
農
村

集
落
が
広
が
り
、
ま
さ
に
日
本
の
原
風
景
と

も
い
う
べ
き
景
色
を
四
季
折
々
の
変
化
の
中

で
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
関
連
事
業
を
契
機
と
し
て

菰
野
町
で
は
、
平
成
22
年
秋
に
、
愛
知

県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
生
物
多
様
性
条

約
第
10
回
締
約
国
会
議
、
い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
に
関
連
し
た
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
当
町
が
都
市
近
郊
に
あ
っ
て
豊
か

な
自
然
を
有
し
、
ま
た
町
民
の
環
境
保
全
意

識
が
高
い
町
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
開
催
に

合
わ
せ
て
関
連
事
業
を
誘
致
で
き
れ
ば
、
当

三重県  菰
こ も

野
の

町
ち ょ う

菰野町

現 地 レ ポ ー ト

菰野町町章

▲

平成22年８月に菰野町で行われた生物多様性国際ユース会議
エクスカーションに参加した世界の若者たち

町村独自のまちづくり施策
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町
の
豊
か
な
自
然
を
世
界
の
人
々
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
町
の
ま
ち
づ
く
り

の
理
念
に
も
合
致
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が

期
待
で
き
る
と
考
え
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
活
動
実
績
も
踏
ま
え
平
成

23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
５
次
菰
野
町

総
合
計
画
の
基
本
理
念
と
し
て
も
「
自
然
と

調
和
し
た
ま
ち　

持
続
可
能
な
ま
ち
」
を
掲

げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
22

年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
前
後
に
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア

ユ
ー
ス
会
議
、
国
際
ユ
ー
ス
会
議
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
会
場
と

し
て
、
た
く
さ
ん
の
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら
れ
、
世
界
中

か
ら
来
町
し
た
若
者
に
菰
野
町
の
豊
か
な
自

然
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

大
変
、
有
意
義
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
効
果
を
検
証
し
ま
す
と
、
ま
ず
１

点
目
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
身
近
に
あ
り
す

ぎ
て
忘
れ
か
け
て
い
た
自
然
の
大
切
さ
、
生

物
多
様
性
の
保
全
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
改

め
て
気
づ
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
こ

と
で
す
。
２
点
目
は
、
こ
の
菰
野
町
は
、
先

人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
世
界
に
誇
れ
る
す

ぐ
れ
た
地
域
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
と
い
う
事

実
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と

で
す
。
３
点
目
は
、
こ
う
い
っ
た
活
動
を
積

極
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
菰

野
町
の
魅
力
を
日
本
内
外
に
情
報
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
４
点

目
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
関
連
事
業
終
了
後
も
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
シ
デ
コ

ブ
シ
群
落
の
保
全
活
動
、
あ
る
い
は
ホ
タ
ル

の
育
成
、
外
来
魚
の
駆
除
活
動
な
ど
形
は

様
々
で
す
が
、
生
物
多
様
性
の
保
全
を
意
識

し
た
菰
野
町
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
取
り

組
み
が
確
実
に
根
付
い
て
い
る
点
で
す
。

言
い
換
え
る
と
、
こ
の
す
ぐ
れ
た
自
然

環
境
の
中
に
あ
る
地
域
資
源
を
生
か
し
た
人

と
人
と
の
か
か
わ
り
を
ベ
ー
ス
に
し
た
活
動

の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
関
連
事
業
実
施
に
よ
る
最

大
の
成
果
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に　
　

や
さ
し
い
町
宣
言

当
町
で
は
平
成
24
年
５
月
１
日
、「
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
や
さ
し
い
町
」
を
宣
言

し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
か
ら
20
年
近

く
が
過
ぎ
た
現
在
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
と
い
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

が
情
報
流
通
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
非
常
に
大
き

な
勢
力
と
な
っ
て
お
り
、
当
町
で
も
公
式
ツ

イ
ッ
タ
ー
や
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

に
よ
る
情
報
発
信
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

町
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
注
目
し

て
い
る
点
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
あ
ら
ゆ
る
機

会
に
情
報
を
生
み
出
し
、
発
信
す
る
可
能
性

を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
「
口
コ

ミ
効
果
」
で
す
。
加
え
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や

行
政
な
ど
が
情
報
を
発
信
（
生
産
）
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
受
信
（
消
費
）
す
る
と
い
う
固
定

化
さ
れ
た
役
割
が
取
り
払
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
も
変
化
の
特
徴
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
当
町
で
は
、
菰
野
町
に
関
係
す

る
個
人
や
団
体
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

を
活
用
し
て
、
良
質
な
情
報
を
ス
ト
レ
ス
無

く
発
信
で
き
る
環
境
を
と
と
の
え
る
こ
と
で
、

地
域
の
魅
力
を
広
く
「
伝
達
・
拡
散
」
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
町
を
目
指
そ
う
と
い
う

思
い
か
ら
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
や

さ
し
い
町
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
町
内

の
各
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
施
設
に
お
い
て
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
で
ユ
ー
ザ
ー
が
所

在
地
情
報
を
共
有
す
る
「
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ス

ポ
ッ
ト
」
登
録
を
積
極
的
に
行
っ
た
り
、
携

帯
電
話
を
手
軽
に
充
電
で
き
る
充
電
ス
ポ
ッ

ト
を
「
道
の
駅
菰
野
ふ
る
さ
と
館
」
併
設
の

食
事
処
「
マ
コ
モ
の
里
」
に
設
置
す
る
な
ど

の
施
策
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
こ
の
よ
う
な
施
策
よ
り
も
、
ま
ず
は
こ
の

「
宣
言
」
の
発
信
そ
の
も
の
に
よ
り
、
地
域

情
報
の
拡
散
を
担
う
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
に
意

識
を
持
っ
て
集
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
を

つ
く
っ
た
こ
と
が
一
つ
の
大
き
な
目
的
で
あ

り
、
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
や
町
広
報
紙
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で

▲�里山体験　水辺（ため池）

▲�里山体験　里山林
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の
歴
史
の
中
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
情
報
発
信

ツ
ー
ル
と
し
て
の
社
会
的
使
命
や
情
報
の
信

頼
性
の
高
さ
と
い
っ
た
特
色
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
そ
の
特
色
を
活
か
し
た
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
な
ど
の
積
極
的
な
活
用
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

町
と
し
て
は
、
情
報
の
生
産
と
消
費
の

関
係
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
着
目
し
、

そ
の
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

町
民
の
皆
さ
ん
や
観
光
客
の
方
々
に
菰
野
町

の
良
さ
を
ど
ん
ど
ん
情
報
発
信
し
て
も
ら
う

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
級
グ
ル
メ
と
特
産
品
開
発

菰
野
町
で
は
、
農
業
と
観
光
の
連
携
に
よ

り
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
「
Ｃ
級
グ
ル

メ
」
と
称
し
て
文
化
（culture

）、
地
域

（com
m
unity

）、継
続
（continuation

）

の
意
味
を
含
み
込
ん
だ
特
産
品
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

★
マ
コ
モ

菰
野
町
の
町
名
の
由
来
と
い
わ
れ
る
イ

ネ
科
の
多
年
草
の
マ
コ
モ
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
を
中
心
に
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
様
々
な

関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
、
マ
コ

モ
製
品
の
伊
勢
神
宮
奉
納
や
マ
コ
モ
を
使
用

し
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
努
力
に
よ
り
取
り
組
み
の
幅
が
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と

し
て
、
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
牛
を
放
牧

し
、
牛
が
雑
草
を
食
べ
る
こ
と
で
田
ん
ぼ
を

再
生
し
、
そ
こ
に
マ
コ
モ
を
栽
培
し
ま
し
た
。

秋
に
は
、
農
家
の
方
と
地
元
の
園
児
た
ち
が

協
力
し
て
収
穫
し
、
そ
れ
を
調
理
し
て
食
事

会
を
行
う
な
ど
世
代
を
越
え
た
活
動
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
24
年

10
月
４
日
・
５
日
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
菰
野

町
の
活
動
実
績
を
評
価
い
た
だ
き
、
全
国
の

マ
コ
モ
生
産
者
や
研
究
者
な
ど
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
て
情
報
交
換
を
行
う
第
７
回
全
国

マ
コ
モ
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

★
か
や
く
飯

菰
野
町
で
は
、
昔
か
ら
豊
作
を
お
祝
い

す
る
祭
り
で
振
舞
わ
れ
て
い
る
「
ご
ん
ぼ
飯

（
か
や
く
飯
）」
に
着
目
し
、
特
産
品
化
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

ご
ぼ
う
づ
く
り
は
、
完
全
手
作
業
で
作
付
さ

れ
て
い
る
の
で
大
変
な
労
力
と
時
間
を
要
し

ま
す
が
、
自
分
が
生
産
し
た
ご
ぼ
う
が
観
光

客
へ
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
励
み
と
な
り
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
ご
ぼ
う
生
産
者
組
合
が

湯
の
山
温
泉
内
に
あ
る
宿
泊
事
業
者
と
連
携

し
て
「
菰
野
か
や
く
飯
」
を
商
品
開
発
し
、

宿
泊
す
る
観
光
客
等
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
菰
野
か
や
く
飯
」
は
、
ご
ぼ
う
、
鶏

肉
、
油
揚
げ
等
が
入
っ
て
お
り
、
鶏
肉
と
調

味
料
は
県
内
産
、
そ
の
他
の
食
材
は
す
べ
て

町
内
産
野
菜
を
使
用
し
、「
道
の
駅
菰
野
ふ

る
さ
と
館
」
に
お
い
て
も
持
ち
帰
り
用
と
し

て
販
売
し
て
い
ま
す
。

★
関
取
米

菰
野
町
発
祥
の
「
関
取
米
」
は
小
粒
良

質
米
で
あ
り
、
す
し
米
に
好
適
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
関
東
地
方
を
は
じ
め
全
国
的
に
有

名
と
な
り
ま
し
た
が
、
次
第
に
栽
培
さ
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
三
重
県
農
業
研
究

所
で
種
子
保
管
さ
れ
て
い
た
わ

ず
か
な
も
み
種
を
入
手
し
、
復

活
栽
培
さ
せ
な
が
ら
、
生
産
者

や
酒
蔵
、
酒
屋
、
飲
食
店
な
ど

が
連
携
し
て
日
本
酒
や
寿
司
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
平
成
23
年
10
月
に
は
、

三
重
県
と
の
共
同
研
究
協
定
を

締
結
し
、
さ
ら
に
専
門
的
な
見

地
か
ら
品
種
改
良
や
栽
培
技
術
の
確
立
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
「
Ｃ
級
グ
ル
メ
」
の

取
り
組
み
の
特
徴
は
、
以
前
は
別
々
に
活
動

し
て
い
た
町
内
の
農
業
生
産
者
、
商
工
業
事

業
者
、
観
光
事
業
者
、
行
政
が
例
え
ば
「
マ

コ
モ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
得
意
分
野
を
生
か
し
な
が
ら
、
お
互
い
に

知
恵
を
出
し
合
い
、
連
携
し
な
が
ら
徐
々
に

で
は
あ
り
ま
す
が
、
着
実
に
前
進
し
て
い
る

こ
と
で
す
。

「
Ｃ
級
グ
ル
メ
」
の
取
り
組
み
は
、
菰
野

町
へ
の
愛
着
を
出
発
点
と
し
て
の
た
く
さ
ん

の
町
民
の
方
を
巻
き
込
み
な
が
ら
継
続
的
な

取
り
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
町
の
活
性

化
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

菰
野
町　

企
画
情
報
課

（
平
成
24
年
８
月
６
日
付
第
２
８
０
９
号
）

▲�道の駅菰野ふるさと館に併設され
ているお食事処「マコモの里」に
設置した充電スポット

▶
第
７
回
全
国
マ
コ
モ
サ
ミ
ッ
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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旧
山
陽
道
宿
場
町
　
矢
掛
町

ブ
ラ
ン
ド
化
と
地
域
活
性

歴
史
と
文
化
の
ま
ち
　
や
か
げ

矢
掛
町
は
、
岡
山
県
の
南
西
部
に
位
置

し
、
人
口
１
５
、２
０
０
人
を
擁
し
、
面
積

90
・
62
㎢
、
瀬
戸
内
海
気
候
に
属
し
、
温
暖

な
気
候
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
災
害
の

少
な
い
住
み
や
す
い
町
で
す
。

歴
史
は
古
く
、
奈
良
時
代
に
右
大
臣
と

し
て
活
躍
し
た
吉
備
真
備
公
ゆ
か
り
の
地
で

あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
旧
山
陽
道
の
宿
場
町

と
し
て
人
・
文
化
・
産
業
な
ど
の
要
衝
と
し

て
殷
賑
を
極
め
、
往
時
の
本
陣
・
脇
本
陣
の

双
翼
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
さ

ら
に
健
全
な
状
態
で
旧
姿
を
留
め
て
い
る
の

は
全
国
で
も
唯
一
矢
掛
町
の
み
で
す
。
幕
末

◀

脇
本
陣
な
ま
こ
壁

◀

旧
矢
掛
脇
本
陣
髙
草
家

岡山県  矢
や

掛
か げ

町
ち ょ う

矢掛町

現 地 レ ポ ー ト

やかげ観光大使

「やかっぴー」
▲

旧矢掛本陣石井家
町村独自のまちづくり施策
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に
天
璋
院
篤
姫
が
江
戸
へ
嫁
ぐ
際
、
当
本
陣

に
止
宿
さ
れ
た
文
献
が
数
年
前
発
見
さ
れ
、

耳
目
を
集
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
歴
史
的
資
産
が
今
な
お
現
存

し
、
深
い
歴
史
と
多
様
な
文
化
を
湛
え
た
重

厚
な
町
と
し
て
、
平
成
の
大
合
併
で
も
単
独

の
路
線
を
選
択
し
、
木
目
細
や
か
な
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
社
会
の

到
来
に
よ
り
本
町
で
も
深
刻
な
人
口
減
少
が

顕
著
で
、
平
成
22
年
度
に
は
過
疎
地
域
と
し

て
指
定
を
受
け
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
爾
来
、

こ
の
過
疎
指
定
を
前
向
き
に
受
け
入
れ
、
過

疎
債
事
業
を
積
極
的
か
つ
有
効
的
に
活
用
し
、

多
元
的
な
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
定
住
促
進

平
成
18
年
に
町
長
に
就
任
し
て
以
来
、
ま

ず
人
口
増
を
伴
う
少
子
化
対
策
が
、
喫
緊
の

課
題
と
捉
え
、
矢
継
ぎ
早
に
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
や
保
育
料

の
軽
減
、
更
に
は
若
者
の
定
住
を
目
指
す
住

宅
団
地
の
造
成
な
ど
、
ソ
フ
ト
ハ
ー
ド
両
面

か
ら
対
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
平

成
23
年
度
か
ら
は
若
者
を
対
象
に
定
住
を
さ

れ
る
方
に
新
築
助
成
金
を
１
２
０
万
円
支
給

す
る
制
度
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
、
１
年
で
60

名
を
超
え
る
多
く
の
町
外
の
方
が
町
内
に
移

住
を
し
て
来
ら
れ
て
お
り
、
一
定
の
成
果
は

上
が
っ
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
と
企
業
誘
致

産
業
振
興
対
策
と
し
て
は
、
行
政
基
盤

の
根
幹
で
あ
る
財
政
の
観
点
か
ら
も
、
企
業

誘
致
が
町
税
増
収
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
就

任
直
後
か
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
後
の
景
気
の
停
滞
時

期
が
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
20
社
を
超
え

る
誘
致
を
進
め
、
安
定
行
政
へ
の
道
の
り
を

歩
ん
で
い
ま
す
。

矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
の
認
定

自
然
豊
か
で
歴
史
の
あ
る
本
町
に
あ
っ

て
、
以
前
か
ら
工
芸
品
や
食
品
な
ど
の
特
産

品
は
あ
っ
た
も
の
の
、
矢
掛
町
全
体
と
し
て

統
一
的
な
特
産
品
の
指
定
や
、
販
路
の
特
定

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
矢

掛
町
と
し
て
数
々
あ
る
特
産
品
を
矢
掛
町
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
認
定
し
、
そ
の
発
掘
と
Ｐ
Ｒ

を
兼
ね
て
、
ま
た
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
特
産
品

の
販
路
の
確
立
を
目
指
し
、
39
品
目
を
認
定

し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
各
出
展
者
の

意
識
に
も
変
化
が
み
ら
れ
、
官
民
が
一
体
と

な
っ
た
矢
掛
町
の
売
り
出
し
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
町
内
に
あ
る
水
車
の
里
フ

ル
ー
ツ
ト
ピ
ア
や
農
協
矢
掛
宿
場
の
青
空
市

き
ら
り
で
も
取
り
扱
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

本
町
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
に
お
い
て

は
、
商
店
や
ス
ー
パ
ー
等
が
少
な
く
、
ま
た

街
路
灯
防
犯
灯
も
非
常
に
少
な
い
こ
と
も
あ

り
、
特
に
中
高
校
生
の
夜
間
時
の
通
行
が
暗

く
危
険
だ
と
い
う
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
環
境
に
優
し
く
消
費
電
力
の
少
な

い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
町
内
に
、
５
年
が
か
り
で

千
数
百
か
所
を
約
１
億
円
を
か
け
て
設
置
し

た
と
こ
ろ
、
夜
間
で
も
明
る
く
な
り
安
心
し

て
通
行
で
き
る
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

環
境
対
策

ま
た
環
境
対
策
と
し
て
は
、
個
人
住
宅

用
の
太
陽
光
発
電
設
備
へ
の
助
成
を
国
・
県

と
共
に
進
め
る
と
同
時
に
、
役
場
や
文
化
施

設
並
び
に
各
学
校
等
の
公
共
施
設
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、

こ
の
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
対
し
、
国
内

ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
も
受
け
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
電
気
自
動
車
を
早
く
か
ら
導

入
し
、
平
成
24
年
度
は
７
地
区
あ
る
公
民
館

に
１
台
ず
つ
三
菱
自
動
車
の
電
気
自
動
車

ミ
ー
ブ
を
配
備
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
こ

と
も
あ
り
、
先
日
三
菱
自
動
車
の
益
子
社
長

が
わ
ざ
わ
ざ
当
町
ま
で
お
礼
に
来
ら
れ
、
地

域
経
済
の
発
展
や
町
の
特
産
品
に
つ
い
て
会

談
し
、
東
京
本
社
で
特
産
品
の
臨
時
販
売
出

店
が
実
現
し
ま
し
た
。

予
防
医
療
の
充
実

ま
た
、
予
防
医
療
の
充
実
、
健
康
づ
く
り

に
よ
る
介
護
予
防
・
福
祉
の
充
実
も
、
就
任
当

時
か
ら
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、
特
定
健
診

の
受
診
率
の
向
上
が
、
町
民
の
健
康
維
持
の
第

１
歩
と
捉
え
、
推
進
員
を
委
嘱
し
、
戸
別
訪
問

に
よ
り
健
診
を
訴
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
平
成
23
年
度
の
健
診
受
診
率
は
54
％
で
、

県
下
上
位
で
毎
年
推
移
し
て
い
ま
す
。

▼

矢掛町ブランドに認定された特産品

▶

「
郷
土
美
術
館
」町
木
の
赤
松
を
使
っ
た
伝
統

工
法
に
よ
る
建
物

▶

全
国
で
初
め
て
グ
ラ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
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教
育
行
政

教
育
行
政
で
は
、
早
く
か
ら
電
子
黒
板

を
全
教
室
に
、
ま
た
生
徒
用
の
パ
ソ
コ
ン
を

１
８
０
台
購
入
配
備
し
、
授
業
で
生
徒
全
員

が
利
用
で
き
る
よ
う
、
教
育
環
境
の
向
上
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
１
中
学
校
７

小
学
校
の
耐
震
化
並
び
に
大
規
模
改
修
も
完

了
し
て
お
り
、
安
全
安
心
し
て
教
育
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
昭
和
57
年
か
ら
造
成
を
続
け
て
き

た
総
合
運
動
公
園
も
間
も
な
く
完
成
し
ま
す
。

フ
ッ
ト
サ
ル
兼
用
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
、
子

ど
も
広
場
な
ど
整
備
を
進
め
、
特
に
全
国
で

初
め
て
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
並
び
に
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
建
設
中
で
あ
り
、

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

し
か
し
町
づ
く
り
の
基
本
は
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
で
す
。
当
町
で
も
、
数
々
の
団

体
や
個
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
役
割
を
担
っ

て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
当
町
を
東
西

に
横
断
す
る
一
級
河
川
で
あ
る
小
田
川
の
河

川
敷
は
、
県
の
浚
渫
な
ど
で
何
年
か
に
一
度
、

雑
木
は
伐
採
す
る
も
の
の
、
数
年
す
る
と
元

の
木
阿
弥
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

最
初
の
伐
採
は
当
町
が
県
費
で
行
い
、
そ
の

後
の
維
持
管
理
や
草
刈
り
は
、
町
が
購
入
し

た
機
械
を
活
用
し
、
地
元
の
住
民
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
実
施
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、

ほ
ぼ
全
域
で
定
着
し
、
今
で
は
以
前
と
見
違

え
る
ほ
ど
き
れ
い
な
河
川
に
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
岡
山
県
ア
ダ
プ
ト
制
度
で
の
町

内
組
織
数
は
89
団
体
、
町
ピ
カ
制
度
で
の
組

織
数
は
80
団
体
を
数
え
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
成
功
例
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、
平
成

24
年
度
か
ら
地
域
に
主
体
性
を
持
た
せ
た
自

治
協
議
会
補
助
制
度
を
制
定
し
ま
し
た
。
産

業
・
も
の
づ
く
り
・
観
光
の
振
興
や
、
健
康
・

福
祉
・
健
全
育
成
推
進
、
芸
術
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
、
更
に
は
、
環
境
保
全

や
地
域
の
安
全
安
心
事
業
等
、
地
域
で
企
画

実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
ソ
フ
ト
事
業
は

10
割
以
内
、
ハ
ー
ド
事
業
は
９
割
以
内
で
補

助
す
る
制
度
で
す
。
自
治
会
か
ら
申
請
を
受

け
、
事
業
採
択
は
自
治
協
議
会
の
中
で
決
定

し
た
も
の
を
町
長
が
補
助
を
交
付
す
る
制
度

と
な
っ
て
お
り
、
既
に
４
件
の
事
業
が
住
民

主
体
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
づ
く
り
が
町
づ
く
り
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
明
る

く
楽
し
く
積
極
的
に
町
政
に
関
心
を
持
ち
、

で
き
る
こ
と
は
町
民
自
ら
が
実
行
す
る
町
づ

く
り
を
目
指
す
こ
と
で
、
矢
掛
町
と
い
う
町

が
燦
然
と
輝
く
町
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
は
、
予
測
不
可

能
な
こ
と
が
起
こ
り
う
る
時
代
に
突
入
し
て

お
り
ま
す
。
地
方
自
治
体
も
そ
う
し
た
不
測

の
事
態
に
備
え
る
べ
く
、
危
機
管
理
も
含
め

俯
瞰
的
な
立
場
に
立
ち
、
重
層
的
な
事
業
を

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
町
民
や
議
会
、
更
に
は
民
間
企

業
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
中
長
期
的

な
展
望
を
持
ち
な
が
ら
鋭
意
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
合
併
60
周

年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
も
「
や
さ
し
さ
に
あ

ふ
れ　

か
い
て
き
で　

げ
ん
き
な
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
、
住
民
と
共
に
更
な
る
発
展
を

目
指
し
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

矢
掛
町
長　

山
野　

通
彦

（
平
成
24
年
11
月
19
日
付
第
２
８
２
０
号
）▲宿場まつり「大名行列」

▶

「
郷
土
美
術
館
」町
木
の
赤
松
を
使
っ
た
伝
統

工
法
に
よ
る
建
物

▶

全
国
で
初
め
て
グ
ラ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
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芦
北
町
の
概
要

芦
北
町
は
、
熊
本
県
の
南
部
に
位
置
し
、

不
知
火
海
と
九
州
山
地
の
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
風
光
明
媚
な
土
地
で
、
昔
か
ら
九
州

南
部
の
交
通
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。

東
西
に
16
・
６
㎞
、
南
北
に
25
・
４
㎞

の
総
面
積
２
３
３
・
81
㎢
を
有
し
て
お
り
ま

す
が
、
平
地
が
少
な
く
、
町
土
の
約
８
割
が

山
林
と
な
っ
て
お
り
、
典
型
的
な
中
山
間
地

域
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
30
年
に
佐
敷
町
、
大
野
村
、
吉
尾

村
が
合
併
し
て
「
葦
北
町
」
と
な
り
、
昭
和

45
年
に
葦
北
町
と
湯
浦
町
が
合
併
し
て
「
芦

北
町
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
17
年

１
月
１
日
に
田
浦
町
と
芦
北
町
が
合
併
し
、

現
在
の
「
芦
北
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
支
援
へ
の
取
組
み

芦
北
町
は
、
海
や
山
、
温
泉
な
ど
豊
か

な
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
各
集
落
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ

一
つ
の
集
落
が
そ
の
特
色
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
点
が
線
に
、

線
が
面
へ
と
広
が
り
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
、
地

域
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
た
「
み
ん
な

が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、「
芦

北
町
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
町
民
自
身
の
知
恵
や
工

夫
を
活
か
し
た
行
政
区
単
位
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
行
政
が
協
力
・
サ
ポ
ー
ト
す
る

事
業
で
、
社
会
環
境
が
変
化
し
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
地
域
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化

な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
個
性
の
光
る
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て

～
す
べ
て
は
21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
～

熊本県  芦
あ し

北
き た

町
ま ち

芦北町

現 地 レ ポ ー ト

芦北町町章

▲

「葦
あしきたおごおりづつ

北御郡筒」の伝統文化　江戸時代に芦北一帯の守備に当っていた火縄銃鉄砲隊
町村独自のまちづくり施策
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
援
す
る
目
的
で
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
事

業
費
の
一
部
の
補
助
に
併
せ
て
、
全
84
行
政

区
そ
れ
ぞ
れ
に
職
員
を
配
置
し
、
企
画
の
段

階
か
ら
事
業
実
施
ま
で
の
す
べ
て
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
配
置
し
た
職
員
は
、
そ
の

地
区
の
一
員
と
し
て
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
業

務
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
ア

ド
バ
イ
ス
や
手
助
け
を
行
い
ま
す
。
地
区
の

皆
さ
ん
の
輪
の
中
に
入
っ
て
一
緒
に
活
動
す

る
こ
と
か
ら
、
地
区
に
と
っ
て
の
身
近
な
相

談
役
と
し
て
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
区
ご
と
に
申
請
を
行
う
こ

と
で
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
実
施
し
や
す
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
い

く
つ
か
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
あ
る
地
区
で
は
、

地
元
に
１
０
０
年
続
く
伝
統
文
化
「
早さ

苗な

振ぶ

り
」
を
写
真
や
映
像
で
保
存
し
、
後
世
に
伝

え
よ
う
と
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
る
地
区
で
は
、
小
学
校
が
廃
校
に

な
り
途
絶
え
た
運
動
会
を
復
活
し
た
と
こ
ろ
、

町
外
や
県
外
に
出
て
行
か
れ
た
方
々
も
帰
郷

し
、
大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ
、
そ
の
中
に
は

首
都
圏
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
た
よ

う
で
、
地
域
の
絆
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
本
事
業
は
、
各
地
域
で

行
わ
れ
る
祭
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
活
用
で
き
、

地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
各
行
政
区
で
様
々

な
催
し
や
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
特

色
を
持
た
せ
、
使
い
や
す
い
事
業
に
す
る
こ

と
で
、
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
促

進
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
へ
の

取
組
み

芦
北
町
で
は
、
急
速
に

進
展
す
る
国
際
社
会
に
対
応

す
べ
く
、
国
際
感
覚
豊
か
な

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
国
際
交
流
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
芦
北
町
国

際
交
流
協
会
と
共
催
し
て
い

る
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を

贈
る
運
動
」
で
は
、
内
戦
で

教
育
環
境
が
壊
滅
的
状
態
に

あ
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
学
校

を
贈
る
た
め
の
募
金
活
動
に

町
ぐ
る
み
で
取
り
組
み
、
現

在
、
４
校
の
学
校
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
平
成
８
年
、
芦
北
町
国
際
交
流
協
会
の

前
身
で
あ
る
「
芦
北
町
国
際
交
流
友
の
会
」

が
始
め
た
も
の
で
、
町
内
で
は
、
佐
敷
小
学

校
の
児
童
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い
て
の
学
習

を
と
お
し
て
、
自
分
た
ち
に
出
来
る
国
際
貢

献
と
は
何
か
を
考
え
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
を
開
始
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
町
全

体
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
町
内
に
６
つ

▶
廃
校
の
グ
ラ
ン
ド
に
歓
声
が
沸
く「
大
運
動
会
」

▶
百
年
続
く
伝
統
文
化「
早さ

苗な

振ぶ

り
」

▲ �国際交流事業「カンボジアスタディーツアー」
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あ
る
小
学
校
の
う
ち
中
心
校
で
あ
る
佐
敷
小

学
校
は
、
現
在
ま
で
毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
を
開
催
し
、
そ
の
益
金
を
寄
附
し
て
い

ま
す
。
お
隣
の
大
野
小
学
校
で
は
、
募
金
米

や
サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
を
児
童
た
ち
が
栽
培
し
、

そ
の
販
売
益
を
寄
附
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
事
業
で
は
、
現
地
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
子
ど

も
た
ち
の
派
遣
も
行
っ
て
お
り
、
学
校
を
訪

問
し
て
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
、
各
種
施

設
、
Ｊ
Ｈ
Ｐ
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
中
心
に
「
学

校
」
や
「
教
育
」
と
い
う
観
点
か
ら
人
道
的

な
支
援
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
。

日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
行
う

機
関
）
な
ど
で
の
学
習
を
行
い
、
帰
国
後
は

そ
の
体
験
を
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
ま
と
め
て
も

ら
い
、
報
告
会
を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の

国
際
理
解
の
深
化
、
そ
し
て
、
世
界
に
視
野

を
広
げ
、
心
豊
か
で
健
全
な
郷
土
愛
を
持
つ

青
少
年
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
学
校
の
先
生
を

町
内
の
小
学
校
に
受
け
入
れ
、
音
楽
な
ど
文

化
教
育
の
研
修
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
13
名
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
か
ら

の
研
修
生
の
受
け
入
れ
も
行
い
、
芦
北
町
が

実
施
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機

関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
、
職
員
と
し
て
の
身
分

を
保
障
し
な
が
ら
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し

て
発
展
途
上
国
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
３
名
の
職
員
が
そ
の
適
用
を
受
け
、
そ

れ
ぞ
れ
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
ボ
リ
ビ
ア
、
ガ
ー
ナ

に
赴
任
し
、
村
落
開
発
な
ど
の
業
務
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
英
国
派
遣
事
業
や
国

際
交
流
員
の
招
へ
い
な
ど
、
国
際
感
覚
豊
か

な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
様
々
な
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
　
　
　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
誘
致

大
規
模
太
陽
光
発
電
所

（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
誘
致
事

業
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
推
進
し
、
経

済
の
発
展
や
農
山
漁
村
の
保

全
な
ど
を
目
的
と
す
る
「
熊

本
県
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
計

画
」
の
一
環
と
し
て
、
取
り

組
み
を
行
い
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
町
有
地
で

あ
る
「
矢や

城じ
ろ

牧
場
跡
地
」

「
女め

島し
ま

埋
立
地
」
の
２
ヶ
所

に
つ
い
て
、
熊
本
県
を
通
じ
、

公
募
を
行
っ
た
結
果
、
多
く

の
事
業
者
が
現
地
視
察
を
行

い
、
事
業
実
施
へ
の
可
否
に

つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
現
地
視
察
を

行
っ
た
事
業
者
に
対
し
事
業
企
画
提
案
書
の

提
出
を
求
め
、
町
と
し
て
選
定
委
員
会
を
設

立
し
、
事
業
計
画
・
経
営
能
力
・
地
域
貢
献

及
び
事
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
・
意
欲
面
な

ど
を
厳
正
に
審
査
の
う
え
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業

者
を
決
定
し
ま
し
た
。

「
矢
城
牧
場
跡
地
」
に
つ
い
て
は
、
芦
北

▼国際交流事業
　「カンボジアスタディーツアー（トゥールスレン博物館での研修）」

▲県内最大の太陽光発電事業「メガソーラー（矢城牧場跡地完成予想図）」
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町
南
西
の
水
俣
市
・
津
奈
木
町
の
境
に
位
置

す
る
標
高
約
５
０
０
ｍ
の
高
台
に
位
置
す
る

高
原
で
あ
り
、
約
15
年
間
遊
休
地
で
あ
っ
た

牧
場
跡
地
に
対
し
、
面
積
約
32
万
㎡
、

２
万
１
、５
０
０
kw
の
出
力
規
模
を
誇
る
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
が
完
成
し
ま
す
。

一
方
「
女
島
埋
立
地
」
は
、
不
知
火
海

に
面
し
、
港
湾
機
能
の
拡
充
、
地
場
産
業
の

振
興
な
ど
を
目
的
と
し
て
昭
和
61
年
か
ら
埋

め
立
て
造
成
を
行
っ
た
土
地
で
あ
り
、
本
町

に
て
企
業
誘
致
を
計
画
し
て
い
た
土
地
で
す
。

総
面
積
約
17
万
㎡
の
内
、
約
９
万
㎡
、
８
、

０
０
０
kw
の
出
力
規
模
で「
矢
城
牧
場
跡
地
」

に
次
ぐ
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
と
な
り
ま

す
。
な
お
、「
女
島
埋
立
地
」
に
つ
い
て
は
、

東
京
都
が
共
同
設
立
し
た
官
民
連
携
イ
ン
フ

ラ
フ
ァ
ン
ド
事
業
第
１
号
案
件
と
な
る
な
ど
、

本
町
と
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

両
地
と
も
に
、
予
定
通
り
工
事
が
進
む

と
、
平
成
25
年
度
中
に
２
ヶ
所
合
わ
せ
て

２
万
９
、５
０
０
kw
の
出
力
能
力
を
持
ち
、

一
般
家
庭
約
８
、０
０
０
世

帯
分
の
電
力
を
補
う
県
下
最

大
（
Ｈ
25
・
３
月
現
在
）
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
が

完
成
し
ま
す
。
ま
た
、
現
地

法
人
を
町
内
に
設
立
し
、
維

持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

施
工
に
関
し
て
も
地
元
企
業

の
活
用
な
ど
、
雇
用
創
出
の

面
に
お
い
て
も
、
大
変
期
待

を
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
供
給
、
雇
用
創
出
等

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
環

境
学
習
の
拠
点
と
し
て
活
用

し
、
見
学
者
等
に
よ
る
集
客

の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
相
撲
尾
上
部
屋
合
宿
の
誘
致

芦
北
町
で
最
初
に
相
撲
合
宿
を
誘
致
し

た
の
は
平
成
23
年
10
月
の
こ
と
で
し
た
。

本
町
に
は
、
長
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

春
の
佐
敷
諏
訪
神
社
例
大
祭
が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
奉
納
相
撲
や
九
州
高
校
選
抜
相
撲

大
会
で
賑
わ
い
を
見
せ
、
町
民
が
一
番
楽
し

み
に
し
て
い
る
行
事
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

今
回
、
誘
致
し
た
尾
上
部
屋
の
尾
上
親

方
（
元
小
結
濱
ノ
嶋
・
熊
本
県
宇
土
市
出
身
）

は
、
高
校
時
代
に
こ
の
大
会
に
出
場
し
た
経

験
の
あ
る
方
で
、
そ
の
よ
う
な
ご
縁
も
あ
り
、

今
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
本
物
の
力
士

に
子
ど
も
た
ち
や
町
民
と
直
接
触
れ
合
っ
て

も
ら
お
う
と
、
地
元
相
撲
協
会
の
献
心
的
な

働
き
か
け
と
親
方
の
理
解
を
得
て
、
大
相
撲

▲「大相撲尾上部屋合宿」ちびっ子たちと把瑠都関

▲福祉施設での記念撮影

▼「メガソーラー」起工式の様子
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尾
上
部
屋
合
宿
の
誘
致
に
成
功
し
ま
し
た
。

尾
上
部
屋
に
は
人
気
力
士
、
関
脇
杷
瑠
都
関

（
当
時
は
大
関
）
が
在
籍
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
２
０
、０
０
０
人
の
町
民
は
そ
の
日

を
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。

尾
上
部
屋
は
１
週
間
ほ
ど
滞
在
し
、
午

前
中
稽
古
に
精
を
出
す
傍
ら
、
町
内
園
児
た

ち
と
の
相
撲
や
、
来
場
者
と
の
記
念
撮
影
、

餅
つ
き
大
会
、
ち
ゃ
ん
こ
鍋
の
食
事
会
、
握

手
・
サ
イ
ン
な
ど
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
も
時
間

の
許
す
限
り
応
じ
て
も
ら
い
、
ま
た
、
福
祉

施
設
や
保
育
園
へ
訪
問
を
行
う
な
ど
積
極
的

に
交
流
を
深
め
て
く
れ
ま
し
た
。
夕
暮
れ
時

に
ち
ゃ
ん
こ
鍋
の
買
い
出
し
や
散
策
な
ど
で

力
士
が
町
な
か
を
闊
歩
す
る
様さ

ま

に
は
、
何
と

も
言
え
ぬ
風
情
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
の
伝
統
文
化
の
代
表
で
あ
り
国
技

で
も
あ
る
「
大
相
撲
」
は
、
観
客
動
員
の
減

少
や
新
弟
子
力
士
不
足
な
ど
危
機
的
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
本
町
で
は
、
今
後
も
大
相
撲

合
宿
の
誘
致
を
続
け
、「
町
民
み
ん
な
で
大

相
撲
を
応
援
し
よ
う
」
と
い
う
機
運
を
盛
り

上
げ
、
大
相
撲
人
気
復
活
の
一
助
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
町
の
相
撲
ク

ラ
ブ
で
は
、
全
国
大
会
で
上
位
入
賞
す
る
子

ど
も
た
ち
も
お
り
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に

夢
と
希
望
を
与
え
る
と
と
も
に
、
町
の
活
性

化
に
も
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
に
芦
北
一
帯
の
守

備
に
当
た
っ
て
い
た
火
縄
銃
鉄
砲
隊
「
葦あ

し

北き
た

御お

郡ご
お
り

筒づ
つ

」
の
伝
統
文
化
、
射
法
を
継
承
し
よ

う
と
平
成
15
年
に
「
葦
北
鉄
砲
隊
」
を
復
活

結
成
。
以
来
、
県
内
外
は
も
と
よ
り
、
英
国

や
韓
国
な
ど
海
外
に
も
遠
征
し
て
演
武
を
披

露
し
て
お
り
、
平
成
24
年
に
は
県
民
文
化
賞

も
受
賞
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
秋
に
は
、

日
本
古
来
の
伝
統
芸
能
で
あ
り
ま
す
薪

た
き
ぎ

能の
う

や

狂
言
に
よ
る
「
観
月
会
」
を
国
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
る
「
佐さ

敷し
き

城じ
ょ
う

跡あ
と

」
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
芦
北
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
補
助
金
な
ど
制

度
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
に
掲
げ
て
お
り
、

先
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
本
町
出
身
の

藤
井
瑞
希
選
手
が
み
ご
と
銀
メ
ダ
ル
に
輝
い

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
芦
北
町
で
は
、「
温
故
創
新
」
を

教
育
理
念
に
掲
げ
、
武
道
の
必
修
化
に
お
い

て
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
武
道
で
あ
る
空
手

を
全
国
に
先
駆
け
一
早
く
導
入
し
、
ま
た
、

論
語
の
素
読
を
通
し
て
徳
育
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
礼
節
を
重
ん
じ
る

心
と
態
度
の
醸
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

産
業
面
で
は
、「
未
来
に
つ
な
げ
る
芦
北

町
農
林
漁
業
振
興
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、

安
全
・
安
心
・
良
質
で
売
れ
る
農
林
水
産
物

の
生
産
、
供
給
体
制
の
確
立
及
び
地
場
消
費

体
制
の
整
備
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
代
表

格
と
し
て
デ
コ
ポ
ン
、
サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
、
太

刀
魚
、
あ
し
き
た
牛
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
熊
本
県
で
唯
一
「
ほ
た
る
保
護

条
例
」
を
制
定
し
、
本
町
に
生
息
す
る
ほ
た

る
を
貴
重
な
地
域
資
源
と
し
て
保
護
す
る
こ

と
で
、
自
然
環
境
及
び
景
観
の
保
全
継
承
に

努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
芦
北
町
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
理
念
と
し
て
「
個
性
の
光
る
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
郷
土
愛
を

育
み
、
誇
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
多
種
多
様
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
後
世
に
何
を
残
し
て
や
れ

る
の
か
。
そ
の
使
命
感
に
燃
え
、「
す
べ
て

は
21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」

を
合
言
葉
に
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

�

芦
北
町
長　

竹
﨑　

一
成

（
平
成
25
年
4
月
8
日
付
第
2
8
3
6
号
）

▲ �「佐敷城跡観月会」
　町内外から300人が会場に訪れ薪能を楽しむ
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